辟 経済法の 展開 世界 經巧 調查會 編を， 




はし ボき 

巧 巧が 巧 巧の ために 巧を する 巧 巧 現を 巧のと つた 巧 化 待 » なる 化め 巧 巧の 巧 あが •巧 巧が 巧 化 
の 巧た る ことは 巧にから るる 度 6 で わる。 窗 35 巧みは 之が ホ 巧せ に 巧み、 特に 今 ホの 巧 巧が W 法 
々に 黄 巧を 巧い V * をのが かに 巧め V ょら 年が を 凹す るが、 こ、 にもの I 巧を を刊し y 江湖のを 巧 
に 供す る 次 巧で わる。 火ぶ のな お 示を なは ホ 巧で わる。々 ほ 本 巧の おな は 本み 巧 巧が W 硏究 がの 
巧 常に か、 る ものである t 

- 昭巧十 セ 年 セ 月 

世巧經 ホぶ 查 を 
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本 巧の 構が 

本を は々 ホ 大巧 巧な 後の ナナス 興 時が ホを 中、 一九 S 九 年 九月 四日 附巧 かが It かを 中む とし 
て、 闲ほホ 巧に 脚な わる 巧時較 ホを かを 巧を した。 しかし、 ナチ ス席 おの 巧 解が， 么を ナチ ス前 
5 巧 制と お 比する ことにょ つ < 、一な 明かに される もの でんる やぅに、 現下の 巧 巧が W 化 も’ 化 
がの ナチ ス '法 及び ナチ ス がの がみ 化との 比較に ょつ V 、 を ♦をの 巧 色が 巧が にせられ るで わら 
ラ 0 • 

をれ か、 本 ホ にがては •々ホ 乂货 おの ナチ タ お# 法、 並びに ナチ ス がの お 汾 化に ついても 比が 
S ためを をな 化6 货 ホに ぶす る ことと しわ。 .， — 

化ぶ、 お 化が 提 生活の 化め が 巧で わると いふを かに 於 V は •巧 巧 お W のみ 挺 おびに もの ナ’ 
*ス 巧 巧への 巧 おの 必 巧が も 亦 > お 建せられ をく V はなら S 。 化つて •この 巧に ないても 巧ず 巧 
ぶした 巧ら で わる。 

化し •ナナス 及び ナ チタが のが 濟 化の 化な、 おびに をれ をを ま ホら しれた 巧 逸が WS おな につ 

本 《 め 構 g 一 


い y は、 巧闲 にも 巧に な ホな 硏究 が夕 々兌ぶ されて むる 讲巧 - H 、 本 巧では、 本 巧の 巧 解に 化 おな 
化 6、 が 巧々 ぶ 巧を かへ たに 止え つて わる。 

化つ y 本ぶ の 巧 化を おのかく ずる。 

水巧 1 なは、 ナ チ スお^&化巧立をの巧巧巧^^法につ い^おぶし (仍し巧夕化はが巧)、巧ーニなに 
めィ- 今次た 巧 ‘ Ts 巧げ 巧 It 化を WK ホ 巧 W 巧な々 を 中、 むに 巧 出した。 巧 二な は 巧 S な 化々 化 S お 
ぶを なし* 巧げ に 人つ てから Qg 巧に ホ 巧を 的い V 巧 一巧との W 说 にが y ホ 剛サる もので わる。 
巧 一二な 附续の 巧逸卜 ：：锁 地み 巧エ化 化々 は •火が 巧 巧 下の 巧 W にも 參ホ と々 る も S とおへ、 おに か 
W した もので わる C 
附 e 

巧 謂 田*! If 巧な ホ 法 (口 gtAha- Kri ミ* wibKhJlftlrechGA、 一！* が クホ大 おした 一九 一二 八 年 八月は！ i 夕 日を 0* 化 
な 法々 を 巧 巧す る わけで もる。 « つて 本 >ホ1 » には# に 其れに クいて wafc 施した。 に 一也 一二 九 年 乂片円 日には、 持 
に 「* 巧 Jt ホ々」 が！！ 一布され て、 WSW 皮を# の* 巧へ S* をが* 力に S# られ * に 巧つた 曲で も &。 丰 舞に 托 ては、 》 
ホ！？ 巧 お ホな S* •住に と— ム へず 化が 麵 W 法を に 廉點を B いて施 » した S でん &。 おし 乍， 濟 法め 一 おめ 郎 みと 
して お ホな R 夕 につい： その «&fc みる ことが、* 巧 w ホを におむ* 各»» を々 る 上に & 油と な a。 従つて 丰輯 ではが ホな 
w 々その 化 山 一 « 法夕 と* 巧ち w せ—' ♦法令 ifc 《げた •各 ホ ホ 部 円に 於け & 立法は 度 W にお 義 》る«0 でも &。 蘭 ホ】 « 
2KW わ K 化* 巧の waa、 な 4 似 ■保 上 ♦一 •ホークに A て、 《 者* 濟 令な 下！！ ♦二色み々 に 於で、 么 をれ した • 
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ご 一、 ラィヒ お 用金 陳ノを 巧を 負會 設立 二 巧 スルを 示 ち 「パ 出 
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巧 說 

近代的が 1 巧ぶ としての* 巧の 巧 立は •一八た 一が をはて 完 巧され た。 なして この 巧魯 巧の ま 巧 ビスマルクの 巧 
二 帝 W から ナチ ス おが ヒット ラー の 巧 一一 一巧！ ■をは、 六十 年 接の 時日で しかない。 この •人の 一生に も 比すべ ホ 巧し 
い 巧 巧に、 巧を 巧两は 何と ネ をな 巧 巧を 巧した ことで わらぅ か。 ナナス 巧 時 お 巧 巧に 到る 左の 巧を おか 立 巧を 解ぶ 
する 削に、 この 夕 W について «れ でを くこと も 無を ホモは ないで あらぅ。 

- ビス マ グクげ 化 三 八 セ 111 八 九 0 年け を) 

十九 サな巧 一助の 巧 巧は •人口の 大 牛を 巧柔ホ とする 巧を 由で あり •エ 案は 巧 <閒 度 制 巧の， にめ ける キエ ホの 巧 
辟に あるに 巧ぎ なかつた。 ネ ザの 巧爭 •大应 巧 巧 ホ. 小 巧々 な.# 本の 巧 おは、 巧 法の 近代的 エホ 仏を 化 化して む 
た。 がし 乍ら •巧 太が 致 一のを 巧 •佛 M 巧 G 近代化、 大陸 お 巧々 解 お 巧の 巧阳 及び 佛 M 西の 巧 ま 的 進出、 巧佛 耽が 
にょる 巧 金が 入 等は、 獨 巧を もがを めを 巧 制が ょり 悅 巧して 巧け 的 W みに 巧 おせしめずに はおかなかつた 。巧に 巧 
化が は 令が 巧 州に がて 立言せられ (一八 一二が 1 二 ー ザ) •ギルド 手工 まの 制 巧は 巧 除かれ (十九 化が. 初頭な 降) •エ 
巧 制 乎 エホが ホ 巧に お K しつつ あ 0 た (特に 一八の 0 年代)。 

か、 ろ 巧々 にがけ る 巧を 帝 W 0 を說か 巧は •特に ホの 一二つ の 皮 巧を ホ ホと しなければ ならなかつた。 

W で* 保 IwiE — ‘ H 棄 C せ 巧を 巧中阳 巧した 小 巧 かなを 巧 ¥ る 用を が 巧 间盟法 (一八 巧 九 年) の 制を。 丰 
巧 » 一二 


か 一 » ナナスな 濟法 巧な t で凸 な！！ 内 
法は 同じ 巧を に W でた 巧々 巧 巧 巧 法 (一八 一八 年) に ホ ザし •巧 巧 巧 曲 おを (一八 セー ザ) に規 、された。 
巧两お 法は •巧 巧 « の « 立 •担 巧 立法 (咨类 •巧 W •织巧 •昭 お、 K み、 巧 ま •交 油 •遍 が、 巧 ♦お、 おを 
巧) 0 巧 曲へ 0 巧！ e を規 ちし、 その他 0 もの (巧 投 、まわ、 文化 巧】 はを 巧に ホ 巧した。 

巧 ま 0 白 由を が 巧す る 立法の 制を。 之は •キエ 柔者 Q な 津にま おを 里いた ギル FH ホを こ 八 W 九 ザ 巧を 
巧、 引 巧を セ 0 年代を 巧な 巧 巧) 0 がを •並びにを ま自 巧を を 巧した 巧 まが 例 こ 八六乂 年) に 現 はれて & る。 
金 本が 制 巧 立の 立を。 特に 帝话銀 巧が 立に 巧す るを 律 こ 八 セ 五 年)。 

W 策 特にな まの 结 法を 化が す 法 ホと しては、 な 薄 巧 巧を (一八と 九 年) が 者る しく、 その他み 
なの 巧 法も间 巧を に 曲づる ものが みかつた。 

W »働》 策 —— 化を 巧 おを. 初めと ずるれ をな 巧な をの 制を (一八 八 二 年 11 化】 一年) ホび にれ かな w が 法 (一 
八 お八 年) は餘 りに 巧を である。 

その他 •巧 庙〇 ための 巧 巧は 巧 (巧 お、 孙巧巧 •乂巧 巧の 引上げ 巧) •化 巧 地 巧 巧な 巧夕。 

この 時代 中に 巧 巧 近げ エ まが 巧 立を ち (一八 六 0 年は 降) •セ 0 年れ には 食れ 0 をな が 生じ •巧 まも 又 近代化の ぶ 
巧に お々 に 推進せ しめられ たが、 ちに 速べ た 一二つ のがれは おく 巧を のな 治 担 巧を 巧いた 伯 向で わる ことれ、 そのを 
のを K から お 巧され る。 


II ゥィ グへグ ムニ 世 時代 (1 乂 一巧 年サホ 度が を) • 

が 時 巧に 巧 塞され た エホは •巧れ たを 術の 巧 入 •企まな 合の 化を によつて、 巧 巧め を 藻を 遂げる ことと なつた。 
特に 化 Q 年代は をの 巧 法は 目せ ましく •エ みが 手工 案は をけ 的 H ホ (果 エ类 Iw 、 お裝) によつて さあの 任 向に 向 
つた C 化 ホ •を ホのを 化 化に 伴 ひその 保 » は 特にが* と をつた。 化の 時代の 巧 目す ベを な 法は、 おを みおを (一九 
00 が) 巧め •エホを 改 •正 •特に S ホ 巧 » 政 ホと しての 巧會 がの がを (一八 九阳 年)， 巧 ホな 用な ホの ための がけを 
(间ザ)、 拥おか上を ( 一 八か五年)，おが所法 こ 八乂巧年)，义巧か巧建をの巧化 (おに日巧 . お人 • 小3^巧のにが 
する もの •一八 乂七年 1 1 乂一两 年) •化 方 にがては 大規巧 なれ 政改ホ (一八 か】 JS — 】 か 一 一一 一年， おに、 か货 •財 
產 •巧 巧 巧' 巧* 掉 み* の 引 上) に 見られた。 - 

|二 化 ホ 乂巧期 

おサ巧 大巧は、 巧を 巧 時 g ホな 巧 ゎを 速せ しめ わ。 一 乂一两 年 八月の § はお 巧！！ をを を 巧と して •エ柔 の 巧 巧> 
巧 巧 巧が、 わ 巧が お •お 巧規ホ •巧 « 巧 拍、 《 あ 巧 巧は •技な の 手に よつて 巧 中 的に W 巧され たこ 九】 六 年 十 
一月 巧 巧 巧 巧 ホな 牽み 《 巧ち 巧 時を わ 會れ巧 《各 巧 K 巧 食れ のが 立 等) その 餐 巧は みく、 無が 祐 に！ ホキぎ 
はに なされた ものと 巧され てね るが、 かを サの R 巧 巧 巧を の 巧 芽が •巧し い 法々 によつて 巧く まれた ので ある。 (そ 
の丰 おな ものに ついては 後 速す る)。 

巧 》 五 


年 一な ♦乎* お濟 法度な* での S * < ク 

田 ブイ マ ー グ巧化 三 九 一九 年 丄 ニニ 年) 

ホ ホ 巧 的 巧が は、 巧 ホ おとれ 會 お击黨 より 巧る ゥ イマ ー ル お 巧が によつて を 巧 がれた C 巧 巧 ぉの 上に 中央 お诚ぉ 
へと 一步管 た規 ちを なかる お 巧！ 巧と 巧を 養 蒙に おする おかが 的规 をを なせる 巧 二が とより 巧る ヮイ マ 1 
ルを をが 一乂一 义 ホ 八月に がちされ た C ガが 、大度に よる 巧を ち ホ 巧が 0 巧 巧* ヴ * ルナ イユ條 わに よつて 巧ら さ 
れた 巧を ち ホの 不具 化 •支 ホ不 おを 巧大 をを 巧を、 巧の 巧 ホむ ホの 巧 止 巧は、 大な るれ みす 安を 生まずに はわな か 
つた 〇み 巧な 興を 》 W 味 化 入 增化巧 等は •インフレ I シ ■ンを 巧 じて、 巧を 巧 ホの 合 巧 化に よる 巧 おを 巧 ホ I 巧 
をを 巧は レン チン マルクの 巧 巧と 共に (1 义二云 年) 安 左 かを 展を 巧轄 する わに 巧え たが、 それと 问 時に、 中 巧 M 
寡ち S ホを：* の 停 巧 《業 增大 は、 サホ不 巧の g ホと ホに、 ミ蹇 しくち、 巧を 爱 はな 巧のを 巧に 苗 あ 

する に 5 > た。 H ? 堇ず &轟累 塞、 《ホ S ? 防 字 &慧咨 法力 ま 豬含奎 を 程 かては 巧 

なつた が* ホホ不 がは 之を 無 巧と して •を おる 法 もこのを 機を わ 曲ず ベく もを かつた。 か 力る 巧 巧を 巧 0 を 機せ 
會堇 s 大ち t ンデ ンごグ 元！！！ による S 寒れ 貪 まを 巧 出 f ? ， トラ 1 へ S 曲 送に よつ て G み教 W さ 
をべ を 蔓に 至た。 董」 望 S ホ 在 情 《は •ヴ *• ; イ s ? s 」> 化み 臺ミ W 」、 君なる 巧 法 

巧 一二 巧 W の g 巧を 1 KS とした ナチ スを こそ 巧ち. したので わ 0 た。 

巧吉巧 田が、 巧 ホを に 於ても、 巧 ホとは 机 わたる 巧ち 巧 fc とり 衍し たことは 巧 巧で わる® そ 0 巧な 巧 おはみ のか 

< で わる • 


み 一摩 ナチ ス國夕 化 論な あぴ經 濟行敌 組織 法 
巧 一節 巧ぶ か紛な ’ 

巧に めける 法制 的# みを が ホず ろに 化ぶ ち、 ナナスの 巧を の 下に 曲み 化な 上 及び お 巧巧歧 
のお力を冉巧巧のを的措置につ いて豫め^8べてたくのが抬ホでわらぅ0 それはナチ ス ^前 
てわた か！！！ 的 曲お觀 冷と 》 自 み 巧 爭と巧 占と を まなと した 巧 ホ 的 自治 化め とを、 をく ナナ 
であつて、 》 案 巧は 上では 巧を 的 一元め が 治 «# にが 巧を をけ ひ •径巧 巧れ 化な 上では そ 
治と 之に がする* 力な 曲朵 め 议與 とに W 換 せしめた ので ある。 

II H をが 91 法 

-义 一二 一二 年 一巧 一二 十日 •ナチ ス黨 巧 t ブト ラ ー は 二十 九 巧が 0* 網 巧を 巧へ て 印 巧を 巧び た f ここに •ナチ ツれ 
橘は 巧な せられた ので わる。 

この ナナス 巧 推の 目 巧と ずると ころは ナチ ス* の宙 おがの 留 なにわつた 〇 がち •な ホめ 一二な と稱 せられる ナチ ス 
* 、すな A びを ¢5 をれ つて 一丸と し ナチ ス* を 中 巧と ずる 巧 化め 一元め 巧 治め# いな 立に わつ たので ある G 
ホ 14 ナナス M 寒れ 龜化 A ヴ W 濟な K お 嫌 化 ^ 




第】 な ナナ Kg 濟法巧 立* 4 での！！ 巧 < 

かかる ナナス 田 房す 命の 法律 的 核む を 巧す ものは •一九 一二三 一年 一二 巧 二十四日 的 •苗 巧 及 W おノ巧 おブ がま スル 爲 
イノ 法 ま Ges ミ扫- 『巧を を 弓 8 を る von Volk 旨 d R た ch )* 巧 而巧權 巧で わる。 本 法に をを をのを ナナス 
政 巧は 巧 多の ま おなる をを 的規 ちを 公布した が •何れも それは •巧を 运巧乃 ま 政治の 巧材 のか 化を 目的と した 巧な 
の 巧 « でぁるな にがて、 特に ヴ イマ ー ル 巧 制の 板をから のをを で ホる K にがて、 例へ ば】 か 一の 年の 巧 巧 巧 « を 及 
び 之に ホぐな 立法とは 著る しくを ホを 異にする もので わつた 〇お 巧 部 口 則に 巧を おか 法を なみる に 先立ち •巧が 法 
ちがの ち 革 fc ザ おなら しめたと ころの 之 等 苗 お 化な 巧の 话 がを ホづ なる 必 おが ぁらぅ。- 

ちのを 律 巧ち 所 两授爾 法に ょつて、 ナチ スは 合法的 キ 巧に 巧り 巧を 制 食 現の 巧め のぶ 巧を 巧が した。 丰 巧を 巧％ 
として ナナスは 巧は、 W 巧を 技に をる】 切の み巧宙 を附與 され •は 巧が 苗會に 代り、 法 巧に ける ぺ をな々 を 制を I 
巧る ことと なり、 な 治、 径濟 、ホ 化の 全面的 田 巧 曲 お担が* » に邁 おする ことと なつた。. 

おの 投權 巧に ぶを •その 巧 ライ t 政 巧の 公布した M なを 規 を、 その おを 日に おつて おを する 》 

• . 

二) 一を 二羣 一二 月 一二 十一 日 的 ラント トライ t トノ 等卸ノ なメノ 巧を 的を を (口 as vor 一を 量 Gesetz zur 
G 置 chschal さちを r Linder mit di 巧た choc 

一を 二三 牵网 月と 日 沿 ラント トライ t トノ 等が ノ良 イノ 巧 二々 を样 (巧 巧 ライヒれ を 法—》 た〇プ まミヴ をき 
gea を Z 】 か 11111 一年 巧ち 二十 五日 附 •同年 お 月 二十 巧 日 W •同年 十月 十 巧 円附改 置)。 


本 法は 巧 巧 巧の 改 を、 卸ち ホ 巧の « 現を 企 ■した もので わり、 を 速の 玫 «、 w おが 一巧が ゾなメ ノをホ 及び « み 
巧 ww 巧と 共に、 獨 を〇巿 町村 巧 巧に がける なをみび 巧な に 巧す る ライ t の 干 巧の なめの 基 巧を である。 巿 W 村 巧 
玫 に ：&^^る ラ イ K の を« に が て お則 の 地 位を巧す る の は丰を規をの ラ イ t けを ( 巧ミ0プ*を*^なブらミ5 で わ る 〇 がは 
ライ t と巿 町村との 历な にがて •ライ tQ 高！！ HU 巧 ザの とナ ♦ス * の それと &巧 巧し、 ナナス* と «お》 ナナ 
K けぶ ネと巿 町村ち 又はを ♦を廳 との 曲に ち 巧の 不一を をが したと ホは これを お 化する ことが 化が る〇 をの 化》 巿 
町村ち 义 びか 巧の 巧 巧！！！ •ホ 町 W ホ、 が 章 及び 巧 ザを お を おは g ぉし 父は ボ 町村の 區み變 がの 室 存 をを する 任 巧を 
ちす るので ホる。 

尙 、一九 一二 五 年】 月 一二 十日の 巧历 巧ニネ ライ t けを をに 巧り •ライ t けを がが の 巧* をみ るに まった が' 本 法の 
がを に 巧り、】 九 三 一一 一一が 阳月セ 日の ライ t けなを は 巧 止せられ た。 

ここ 一九 111111 年 セ 巧 十の 日 的！！ お 巧 巧 法 (Ge まな liber Volksabsti 33 ung)o 

丰 法は w おのな 巧 及びを ホに おし • w おの 同 巧を w 巧 巧 巧に 巧って かを する 宙 段を ライ t 政 巧に 附 巧した 0 
(111) 一を 二 一二 年 セ 月 十四日 附巧黨 巧 止を (をを N R ささ N さ bi 置 U ミ von Partei さ)。 

本を にがり、 ナチ ス黨 (Ns 日 AP ) はかの 巧黨巧 立は をく 巧 止せられ るに まり、 これに おおして 巧* を 樹立した 
ホ ー ホ ナ ♦ス M 家 jgm 化 A びわ K 巧 維 化 化 


♦ 一 0 ナ ♦ *な 濟法戍 な < での nil ■し 
る おに 巧して は* 巧を がて 巧む ことと なつた 0 

(■一 一を ニ ミ 年 十二月 一日 的 慕 卜 S 寒ノ ー拓 ノ巧巧 ノ 良メノ をが (0— ご ミ 宗ヴ ミミを， 巧 ロヴを ミヴ 
Part たき d staat .) ゥ 

一九 一二 五 年 一二 さ 一十 乂曰 2 E 间 巧け 令。 

一九 一二 五 年の 月 二十 九日 供 材施巧 令 巧】 ホ貨巧 巧 則。 

一丸 量 年阳月 二十を 嵩 施 巧々 巧 二次 巧巧沾 則。 

丰 をは ナチ ス 革命に 化り 旣に獲 巧した ナチ ス黨の ホ 化を が 式め に巧进 した もので わろ。 ナナス 寡は 本 巧に 化り、 

曲 おとお まめに お 合し、 又 正ぶ に W みのおを 及び ラィ t の おお 〇擔巧 まとな り •旦 公法 上の 曲拓 となつた 。力く し 
て ナチ i は ホ寞に 菜 法 上 G な 在で わり •ナ； 巧 巧 S 生かと なつた G である。 

右の かを ナチ ス A には 化な 上 中央な (巧を 〇ブ色 史ミコ《) のかに、 巧 巧 か W 曲 巧 ともお さるべき 狡# (0 ご 0*^ け 2 コ巧 
さ) 及び 巧 JJJJgwK (ぎ geachlosseno Verb を de ) がわる が •一九 一二 お 年 三ち 一十 化 日が 巧 法 お 巧 令は 卽ちこ 
れを規 をした もので ホる。 间 々第二な にがれば •辜ち 現 術ち 裤 S が、 ち 輩 雪ち ヒト ラ！ T ゲント 
(少年 W 、 ホ 子靑年 曲、 かか W を そむ) •巧な 壬 集 》» ナナス 大 ザが 巧 W •ナナス 大## を 曲 •ナナス お 人 W ホが 歧 
巧の 巧 巧 WW とされ、 义同今 巧 三 一な に 巧れば、 ナナス •が w » ナナス 法 巧 曲 •ナナスれ 貞 W 、 ナチ スれ みが ホ 曲 

ナチ スお 爭堯委 委’堇 董薑 •ナチ i 冀薑 、養 惡累が S 巧篇 巧 器と S れ た 。. 


(五) ； ご jw 毕一月 一二 十日 附 ライヒ ホ 法 法を 3 etz liber den Neub ミ des Reich 卢) 

本 法は 現行 苗蠢货 法 € ぶ 本 法と も 稱ずミ s を 玄舊で ホる。 差 接を お餐 0# ホは ホの 阳 なで ホる 

(イ) 】 九 】 乂年八巧十 1 日の ヴ イ マ ー ル寒法にけるべきおを法の脚をを谋巧したろ こと〇 

(こ 巧 蒙め ミ？ は •各 空と •一を 二晕§ 萬 X 制 K を 著寫 窠壽 製の 巧 化 

にょり、 W # (を ich ちち) のみが 巧 1 Q ものと なつた こと。 

(ハ) ライヒ 代 巧に おず るを 巧宙 が宰扣 から 巧 巧 乂 巧に ホ 巧せられ たこと 0 

(こ 巧 治 芝を をな を 央巧保 化が 巧り •巧 一 窒 としての 巧を 隻が巧 立 さた こと。 

(ホ) 一九 一二 阳年 二月 十六 日 附词達 ノ ライヒへ ノ 巧巧_1 脚 スル 系 一 亥を ホ f SNZUrcberleiiKder 
Reclitspflege auf das 巧 eich.)c 

一九 ミ阳年 十二 巧 五日 的 同 巧 ニ ホを ホ。 

一乂 一二 丑年】 月 二十四日 附材巧 一ニ ホ 法 巧。 

裘 、を 巧 Q 巧した る 对法® の ライ t へ S 1 を规 巧した のが 墓で わる。 ホーホ 法 巧は •をが 巧が W 養 おの 

をに がて 管臺 する C 皇び F 蓋泛 寞#管 巧を」 •を ー ホ 法 ホは •ライ ts 大臣が み 巧 裏瓷 にな 

ホーク ナ 午* M ♦か ♦法 A ヴ W 濟巧 K 化 « 化 一一 


ホ】 » * ナス w # 法ぶ 化 t での 一二 

« する ことを 規 ちし、 巧 一ニ ホ 法律は •を 巧 司を をの々 な 上の 规 をが 中央の 对 をを の 親を におを 甘ら れる ことを 化を 
して ゐ る。 

(セ) 一九 一二 闲年八 巧 一日 SE 巧を ライヒ 元 墓 ( Ge ま な iibe、 das Staatsobefhaupt desDeutsch ミ weic 曼 

本 法に 依り •化 ホの ライ t 大巧 巧の！ i 巧 •がち ワイ マ ー ル お 法の 規巧 する ライヒの w お 法 上 のれ お •ボ のが 帥 • 
大臣及びをまの巧巧のかきは、八月二日ヒンデンプルグ元か巧まの巧巧ょり、そのを«ホわるおが兼宰が(口巧 
Fiihrei " imd 》》 ic ^ kallzl 3) たるじトブ，に巧巧するものとされた。 尙》 巧巧 ；ミ3ユ なる巧はホとして巧 
政 及び 曲 法的を ホに 化 用され* 宰相 (巧 eichakan と er 】 なる を おは 两 おの 元首と して か W とのな の 巧が を 良す 場合 
に 用 ひられて たる 《 

.も：'.'. 

(八) 一を 二 五 年 一巧 一二 十日 £獨 を 巿町村 巧 (Die Deutuhe Gemeinde ミ dnu 曼。 

本な ホ •ナナス 巧を お 巧者 お 巧の* もょ く 具現され たを 規 中の 一つで わる。 一 おに 自治 K に M すろ な规 はお ホの 
R をでは をを の 巧を を 巧 さぞる ものと されて わたが > ナ ♦ス では ボ町材 がをはて ナナス 田荣 化は のぶ 本を として* 
巧して わる 0 

丰 をに 巧るな ホの 巧 K は •巿 町村な 會及ぴ その S ♦巧 巧た 巧 化し •巿 町村の 巧 ホ 機说 としてを まの な 命 及び 巧が 


み a の巧設 にわろ。 巧は 地 巧は 大巧に めて* のま まとされ た〇 化し、 ハン ザ巧ボ たる (ン プル ク 、ブレ I メン 及び 
—ュ ー ベ ブクの 一二 巿 には 特 巧が 設けられ、】 九 一ニ セ ザ ー月 二十 六日 0 法が にがり' 向が 阳巧一 H ょり、 ハンブルク 
はを の ホ 巧の 1 なを プ B ィ センに •プレ ー ィンは メクレンブルクに 一舒 を、 プ C ィ センに々 かなを、 9 ユ ー べヴク 
は オルデンブルクと プ C ィ センに それぞれ 巧* S され •本巿 W 村 おにが て 巧に 巧は せられた 〇 巧， ペル リン 及び ハン 
ブルクに はお 別巿 制が 巧 かれた。 

(ろ 一 か 量 年 一 育 十六 日 的 農 ザ 巧 巧 巧 (Gesetz fiir den Aufbau der wehmacht .) 

一九 111111 年 十月の w 巧 巧巧悅 おを •ナナス 巧 巧は w 防 巧の 冉巧 巧に 巧 ホした ので わるが •そのな 法的ぶ 現が ニ ザ 
巧に お 巧し 》 本 法の おちを みたので ある 〇本 法に 依り、 を 巧み 制 巧が. 巧び 巧み 制 おにな 巧せ しめられ > 所 巧ヴ王 ル 
サィ ユお 命に 依る 十 巧の 巧话 巧から 一巧 セ 十 巧の 兵 貝を が 巧す る ことと なり、 ソ聯を 除き、 み貝數 にがて サ巧 巧】 
の 博 単 財と なつた ので ある。 その 巧、】 九 一二 五 年 お 月 二十 一日の 法 ホに 巧り、】 ザ 兵 巧 制が をめ られ 、巧に、 六月 
二十 六日の 改正 法に 巧り、 二 年 お 巧 制と された。 

一 化 一二 八 年 二月の 日の 助 巧 軍れ 邮 のな 正に 巧り、 t トラ ー 巧が はを々 に 自ら 兵馬の 樣 をを 巧した 〇 巧に 巧 ザ • W 
巧 軍の 化は は、 巧 巧の 下に 闲 巧？ キづ 々をが わり、 W 巧 大臣を ホ わ、 その 下に 皆. お •空の が々 部が わりが 冉 せられ 
てた たのであつた。 

尙 、この 一九 一二 八 年の 大巧を ので 法め 中む を 巧す ものは、 一九 一二 八 年 二月 四日 附巧ノ 巧 帥 W ュ阴 スル 巧が々 宰扣 

巧 一々 ナナス5£寒れ1|;化々ヴ巧々巧*は<|化 ニニ 


ホーな *ナ* お濟法 巧な t での わ » 1内 

ホ吿 srla ま を3 巧ぎ 33 imd 巧 rtic す ka ミ lers き er を e Fuhru ミを r W を rmac ミ) で ホる。 

(十) 一を 二 五が 九を 五日 附巧を 公ち 法； eichwbiirgergi な.) 

一九 一二ち 年 十一月 十 阳日お 巧を なお 法 二 巧 スル 巧 ー ホ 巧け 令 

巧 お！！ 家ち 巧に がて 立つ ナナス 巧 lllw おは 丰 をの 制を に 化り、 皮な ぶは 巧を な 巧と とり •何人が 巧を W の 公 巧で 
わり •又は お 义人义 は 巧を 人と 巧义 人との 化 化 巧と 巧が される かを 規を したので ある 0 

(十-) 一九 一二 五 年义月 十五 日 附属を ノ化卜 巧る ノを > トノが 護 ノ 島メノ 法が (Gesetz ZU 3 Schutz CIS 
d さ tachen sutes cnc 一を r tie ら schen 田 hre, od.Blutschutzgese な .) 

一九 111 五 年 十】 巧 十四日 的 尚を 巧 ー ホ 施 巧ろ。 

民族 执 ぶまぶ であり、 從 つて おおちぶ 的を をを がつ ナナス 巧を が 化の 巧が の 維持に 閒 むを 巧つ ことは 巧が で ゎ 
る •前述の 巧を を 巧 法と 时 巧を の 下に •本を にがても 資乂 人は 化の 巧 巧を 巧 巧す ろ ものと して' 巧を 人の 血が 义は 
それと 间ホ 巧の 血族に おする 供 おとおぶ 人との 巧の おお 及びが 迪の 一切を 爱 化した ので ある。 か •十一月 十の H の 
巧 法 第ー ホ 巧 巧 令に 巧り •ユグ P 族、 ジプシ I 又はを の 他の お 化 人 巧の 化 ホのを 火 をん 巧 止し 巧る ことと なつた。 
又、 巧ぶ 巧 巧 公 巧を、 巧を ノ化卜 巧を ノ ホ# トノ巧 巧/巧 メノを ホ 及び 材年 材月时 供が 法の 一二 おは 所 巧-ー ュ 


ルン ベルクを として 巧を で わる • 

(すご 一を ミ ザ ーち 一十 六日 附巧 をを 巧を CD さ tsches ぞ itenRestJT .) 

木を は ナチ ス巧 をのな 治 的 一二な の 一た ろ 巧を なまに おする をネの 立法 的ぶ 巧の おを の お 大巧の な 巧で ある。 ナナ 
K を！！！ の 巧を を 吏に 巧す る おか 0 な 法は-】 か 一二 一二 年 阴月セ R 的を 吏 曲が 巧を 义 び】 义一 一二 一一 が 六月 云 十 】 おを 
巧ノ *： た 及 お 巧 法 二が ヶル 規をノ なお C お スルを ホで ある。 ヮィ マ） ル あお 下にめ ては#々 的， お 巧 的むな K 脚が 
がを まを を 支な し > を をは W おにがず るが 在と して W 采 におす るが 巧の けりに 宙 がを ホ 被した のに おし •ビス マル 
ク帝 W にがけ るを ち 曲が 巧な すべさ W おのを 巧で わった 〇に请 巧し •ナチ ス にがけ るを のかき なお W のが おの おす 
が、 一乂 111111 年の 立を となった ので ある ホ' ナナ スサ ホ 巧に 則した をを 法が 巧* と 制を された が 》 をに 本を 及 
ぴ时 年时月 同日 巧 巧を をを » がみの 二を 巧に 巧り ナナスを おを 拉 ホの 1 fc のを ホを みるに まった ので ある'* 

(十 |二) 一义 一二 义年 八月 111 十日 的 おな W 巧 かな ノ巧坦 二 M スル 巧が ホ吿 (巧ユ a 泣 des 『レ hrers tlbe " die ぷ 一. 
dc 3» を new Ministeratw fil 『芭 e 巧 oichsvorte 己ち im 夕) 

丰 をに 巧り 》 今次 大駐巧 をが なに ホな 《 巧 >3 が 巧 ホに 巧 《 された ので ホる。 この わな w 巧みぶ はれ お及び 括 巧 
のを 分 巧に 瓦 9 •を 巧を の W 力 0« 格 的た 中と おを をた 巧 任 巧と すろ 巧時篇 のは 中 宙汾拥 である。 ま おには 
巧 一々 ナ 寒れ ♦化 A ヴお濟 巧 R 化！！ 化 一ぶ 


ゲ iNVIS が 2」 •行 夏ち gs ち 農 まち w 蔓葵巧 望 — f 琴 ミ 養 f する。 

それは 菜の 蒼塞窩 として 又 立法 资 としてな 受は 3 々にけ 乏 t ので ホり •巧な 『を t 代 ルべ キ命 
£ を 制を」？ s わるち 季 • W 象 ホた る 養 巧 ミ 巧 ど？ はこ C お 貧 防 含 令の が 式 長て 巧 布せ 
られて わる 0( 本 巧 吿に〇 いては ホ 泣み 巧) 

巧 二 節輕濟 わな 餐法 

-を 巧 

ナナス 技！！ 望は ホ ss ぶ 基を 巧に？ を お 送 法ろ が 巧に をた かくを くが けと？ 芝して 巧た 狂 
誇を をた G で わ ミ、 一を S ミ •管 W さ S 送 Q 分 巧 長ても •養 S 窒堯 的 お會冶 至上め 试《 

とは 則 巧む ナナス 的 « 巧が 巧 かれた ので ある。 

ホづ 一 ぞ基送？三的是&時2ぶミ舍 、 ホダにミ巧化〇祖巧望巧について星しょぅ 
II 巧 政が 巧 

冀 写を 二 一二 年 ラィ Ks をに ょり、 受巧 政と 支を S とはが 一せられ •こ、 に； 的坊制 おけ 0 ための 中 

々累 的 前 推が 襄 t 化た G で 至が、 そ G 後 G 夏を 堇塞 •化 空ち 養 巧 QS ’ 基 S 2 兀 をなる 
ラィ ts へ SX 巧ろ 特に 受 て， ン グー 5 S 韋ぶを 巧を へ 0 巧な、 一九 一二 六 年 十月 八日 装が ホ吿 


によ " sss 閒夏 ぴ霉 授？ る お 令 §!gsM 狂 • sss. 諸 製： iSQ た ： ecus 舅 Gs として； 巧 

日す V を ものである。 

巧れ 化 f してのを ち 0 化 巧は •かお > 巧 お-供 おが おを W •がを、 が 巧、 司を、 运巧 •を 巧 巧 菜' 巧め、 文が 

囊 、巧 抽 、郵便 •票 军五 がより 巧り、 右のぅ ち •ル 巧が 巧、 司法 •巧ち 養を 蒙宜傅 •化を、 巧需 のと 

巧は ライヒ 0 巧と 巧され、 他の 八 巧は ライヒ 义びプ B イ ヤンの 巧と 稱 される。 これは ライヒと プ P イ センの 巧な を 
務 のが 一を 巧を がす ものである (化しが 巧ぶ 0 みは プロイセンに 巧 立 巧 脚を おけて ゐる )0 
ちの かく •拓き S 鐘は 强岡を jtn 化替璧 てられた？ ホる が、 今 ホ大驳 Q 雲 後は •農 枯 がに 護す 
る 化 巧の お 化を 必至と した。 こ、 に從 前の の 巧 年 計畫受 巧ち おと 共に、 极 時の 「せお 田 巧を な」 ( si をを 0 ミけ をづ 
& ie 巧 eichsverteidig 弓 g ) のお設 をち 巧 時 曲 巧な 助 員の 故 商 « 限を 巧拥 する ことと なつた 二 九 一こ 九 年 八月 一一 一 
十日 附お 朽两 巧を 巧 設谊二 巧 スル 規巧 ホ吿) 。卽ち この 巧が によつて •巧を W おの 巧 力を 曲が 目的に あおせ しめ、 巧 
政 •轻 巧を 肢に f 巧 一 的 おがに をら しを？ 至て •をは® 巧ち 断 島植诗 脚と してな 更 はなみに ける ベ 
を请 巧を 巧す る ことと なつた。 ホに 间ザ 九月 一日 的な 令に より 拍巧 ホは C なかた 見、 が 巧が 的 W 巧に 閒 して 非 巧 お 
を廳 とみ 巧 巧を 巧 巧 軍 W 司令を との 巧 一 的 指 ザに をる ことと なつた 0 

ミ 巧^^がなが巧 

巧を の爱巧 寡閒 と」 ては、 内 笛 年が £、 口田 髮对 々夏 防襄局 ( g 巧 S 蚕 窒が畜 鬟巧 

巧と おす) に 各ち® 各 男が 協 f ； して その 巧に 巧つ たので あろが •巧 度と 同時に 爱巧 〔の 巧 政の 一巧の お 

サ ー巧 ナ午ス W 寒れ « 法 A び お濟巧 » れ續法 I セ 


化のため、 ^^襄奮ホ—を馨」、 中央轟異望琶；、 雙ではこた姜爱巧—ををしてお 

が官が 及び 地ち を 芭を蕃 したので わる。 こ 0 餐 について 雲」 く 巧 ぶれば ホ 為く でぁる 

W 中央を ち .. .. 
W 阿 筒が 計丢 受託を • 
開 お 謗 巧 月を？、 阳巧 S 巧を 奪ゲ 1， ング 元帥に 巧して、—— 巧の 巧 おがが が挣巧 せらた これに 

ょつ て 职時累 QS ホ si 蓄 を寞」 高霉 s 輿 〔り異 S 和が 岡を る ことと S た襄ぁ 

時 iMIlLmi 霞— ごと i も わ 2 違— i 、 か 

一 的 おがの 養から、 阿 巧 S 巧を 託を をち」、 璧 おが 農み S 糞に.— の 玻時餐 お窠春 寄 おを 惹 

しめ— i 、 を Gif つ 了— i ——— 琴——— わる。 

巧 巧 年 計 巧 S をとは’ 巧 囊ーホ 阳奪計 巧 (一を 二 お 年 一二 ぉお 了)、 (失 菜 お宮ち、 を亥阳 持が なを 一 
かの 一年 一二 月 お 了) (白 お官足 •誇 W お SH 巧)、 雲 ホ 阳巧年 計 巧 (お 時 蒙に— すべを 担 巧 計 巧の 秦) の 
を 巧？ ぁつて、 ナナスの の 雲れ 巧が S 巧 お 巧」 「お 時爱」 の 援を惡 てね るた め 阿 的 年が 霎巧 をが を 

巧時轻 巧のを 宙を たる ことは まし 巧が とされる 詳で わる。 ‘ tt 、 
て リング 元— す— ii は 一九— 十月 十八 ii にょ。 i たが、 を— は 

ご i — た ごて 一資 i — な」 劈、 ごぶ お—なら； 雲 f I がぶ 

《たろ 55 ゲ 1， ング 話は 控 がれ ミ 脚」 寡に 学る 一巧の 货 がを s 」§0 で & つ 了々 くけ のな 


年 計 巧を 化な は 巧 巧ぶ が 上 おんど ザ： 时 おの 巧 力を がすろ ことと なって なる-* このが 貧ての 巧が K 巧 义は曲 巧が 化む 
が 一を の 巧 曲 巧に がて 巧 巧の 代 巧 ホた るとは 巧 巧を ザに し、 阳巧年 許 > に學る 一切の 養を ホな されて むる。 を 
の 巧 巧 執行の ため C が 巧ち をは ヶル ナ I であり、 又 まを をの 下にち 巧 巧を フンク ボな W して •巧 巧が、 なおが ぶび 
ラィ ヒス バンク 〇祐 おに K する ち 巧 政 巧 佑 巧して 右る。 

巧す るに •巧 的 ザが 菜を 巧を は、 ホ 巧が ホ •わ資 おた •巧の おお. た ホ增巧 • K み •巧 § が. が 格 お 巧みを ぶ 
面に 於け る 企*. 巧が の おむ 中央 後 巧と して、 ホで を お 凡 ま お 則を 廳を註 fc せし fc •ろの だ 巧を お 巧 L •义 ナナス 
S 陕お两 'ilw がをお W せし：® てを 巧のを 巧 fc 巧して ねる。 ホに ぶぶ る R 時 わ おおおわ t をれ むみの 巧 软執巧 巧 
巧を もた 十、 この 阳巧 年れ 巧 安 巧を おの 巧な M をが 用して ゐ るので ある 0 

巧 時ち 巧 おな 索な ホ 

お 時 巧濟孜 ホのを 行上實 おはを おの 巧 おに M 巧を 巧って 來る〇 で' をの a 巧 度び « 巧の 两 巧を 巧す るは •巧 巧を 
w 巧 月を ぶたる 一义 一二 九 ザ 十二月に まり おを ゲ 1> ング とし、 そのけ 巧 ネをヶ ルナ ー とする 巧 時を ホが な养 な# 
(口 さ Gen ミと ミ f 早 tlie K ユ eKswir ミ haft) が 鼓 立せられ た。 本 ホな を 0 を 呂は閱 巧 わなを がの々 ななから 巧 
り、々 おみな ももな さるべき ものである。 卽 ちち ホ 巧' 隻巧巧 まが、々 が 巧 •交通ぶ， 巧務 巧のを々 を • W 山林 W 
次を > 巧 格が 巧两お 至 ほ、 曲 巧 ザ 巧を な 曲 巧ち 巧 巧ち > ナナス 巧な 巧け 巧を 巧を 巧を まとし、 を 〇他必 おと 兹 むる 
と ホは、 が 巧斯 、ラィ ヒス バンク、 两巧 年れ « を 巧な か 巧ょり 重目を ぶむ る こと も W 来,-々 C 

丰 ホ 巧みは 我 時 だ 巧に 閱 しず •へて G お蓉巧 抽の篡 巧を vw るむ に、 計巧冀 幼、 まなの 巧 0 一 おを をを 

ホーク ナ午ス 田 お： 2« 仏 A 口 お ホむ ft 化た 化 一 化 


ホ ー巧 ナ* *»濟 ホ 《 义* < での こ C 

《る •へ* 餐 S 貝會 たる S を V 右つ も G となつ た？ を •倘； 養 含ず る 蓋 S か、 窒 な巧宙 〇巧令 
巧吿 のを 爱びお S を？ ベ 覆 命を 巧。 て 1。 ヶ ルナ ふい ふす、 本 囊食心 臺堅義 円なら しめ、 

义 その 解 ホ ホ かを 《をす る > nbeit 8 gemein 8 chaft (お ホち である。 反 么 化* の 巧 面の 巧* の 命令 巧 
な 法規の な 布は 從巧 巧り 所管を 麻の 巧 巧と すると ころで わる 0 , 

本者||會の'||1<貝はお巧一回化會合して化速が巧にをホ暨をホなし、を巧してむるが ^黃上 養巧巧もおに 

胡す る おを る 養—; 6 •奪 爱上 GW 養蔓 蓋を 巧」 •置® 爱時爱 0 S 襄と も？ る ベネ も 

ので 集を 角す 巧 一に ホれ つ ミつ た累 富の 一元化が これにょ つてみ 枯 的に 巧 はれる ことと れつた？ ある。 

巧、 丰審な 貪と 两巧年 S をを 蓋び 致 富ち ホに その 化のを か發 力ま 襄暮 塞との M なち 本 者 巧會が 
玻 時を 《2 本 的 萎 S 舊 及び 之が* 巧 £ るべ* SG § お？ も 巧 ふも〇 で ホる©. 忆 巧」 •四 羣れ畫 ま 
墅 S そ G 任 愛 S 5 ゥ •最丢 ess 《畫巧 S 」 ては S 方れ に 巧 ひ、 望 ミ 下寶ぞ S 唐を ち 

轻ホ 《巧 官 巧！ UK 忆巧」 を 巧を Q 命令 又は 指々 を 食す る。 又 その 逆に 指示 6 A る 21! 隨等 ミいて はを 曲拓の 

お 書が 四 筆れ gs 堇 巧 奪れ が 塞 蠢會 £ 玄 f とい ふ S を 《ろかくて 堇會を ホな 蠢巧 
閲 として S 历年望 さ 巧を 初 《各 瓷 S 霉が義 を 養 《下襄 S 《のきを 巧る 姑 巧に おかれて ねる。 

又、 本審珠 をは 巧ち のみ 巧 巧 W を 巧たず、 まとして 阳巧 年れ 賓を 巧を 府 のをが おを お 用して ねる ことは 巧 速の か 
< である。 


じ 巧 方を K 

地方を おとして は、 プロイセンでは 一巧 的には ぺ "ヴィン ッ おを (oberpr を d を) 化が 的には 巧む 巧を を (巧 e. 
狂 033 gspr を 置 さ t) •一が の ラントでは 巧 じく ラント おを、 お 別の ラントでは ライ’ ヒ 代を (Rei を sstattha 一な ユが 
ホる。 又 •ハ イェルン •ヴユ ル テンベルク、 バ I デン 及び テユ 19 ン ゲンでは お ホ 大臣が 巧を そ Q 巧に をる。 

このを ぞ廳 は、 曲 巧を 巧內 にがて' 巧 巧な 監 'をの お « 下の お 巧を 巧 及びを お《 巧 巧 自治 M 巧に 巧して、 歪 任 
せられた 巧 限の 杞拓內 にがて お 令を をす る请 限を ちつ。 この 指令を 巧く ベを を おにつ いては 控巧巧 政令に をめ てゐ 
る 0 

巧 お 則を K 

ナチ ス は、 自 ホ的提 wra 枯を 巧-時 轻 巧に 奉た せしめる ために 特圳を おを 設けて、 をの 巧 巧に 服せ しめる 措 あを】 
九 一二 化 年 八月 二十 セ 日 附担巧 巧な々 にがてと 0 た。 それは 巧エ巧 ホな 口、 を 巧な 柔 巧け •山林 巧 か 郁 口にが て 見ら 
れ る。 

パな ェち 巧な 口 

このが けにが ては、 み W 巧を K 巧の 巧で なお 巧に お抵 された AK 巧 巧 お (Bezirkswirtschaf なか ョす r) が 巧 か し- 
あ 巧！！ 防々 巧の 巧ぶ 巧 巧た ふ W 巧 ホち と龙 巧す る。 これは ち 巧 巧の 巧 方 株が たる 地 化を 巧し、 だ々 大臣の 巧 巧 下に 
ホ ー々 ナ于 寒れ 織 法 A びた 濟行 Kfe 組 法 111 
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なする。 をの 下に 下な 官 おとして 巧 巧； S (wil さ chaftsamt)、 巧エ 々まがな お 曲を を 貝 (Reichsko ョを泛 ar) •又 
巧 お 至 負の 下にを々 材 (wir な ch たを mter) が 巧して ゐる〇 

♦ 

州 食 巧 这柔な 巧 

このな けにめ ては、 ラント 又は プ 。ヴィン ッを巧 お (rw を 2 を. で づ〇 己 ミ 堅 巧 3 かブ 2 ミを mter) が 地方な 化 
として おかし、 その 下が おとして お 巧 3 ( 田 『晋プ 3 己 巧が ョ Sr) がみる 0 

一; 山林 木が ち ホな け 

こ、 では 山 件 木が ち Fo ミ" vmdHHOlzwi ュ sch を t を ま ミ) が 巧 巧し、 その 下 巧 巧は がしない。 が々 の 巧 巧に 
ついては 山林 長を がちめ、 之は ダ 19 ングの 兼任と なつて なる 0 

义 このが 巧では 中央 巧# の 餐巧も 見られ、 中央 木材 后の 巧 鼓を みた。 • 

か ko 巧 K は巧兰 《 ま 令の なにが て 巧ら れ たい。 

因 其の-化】 

ホの 巧濟巧 反 化な の巧《 のか、 な 力 « ホ 巧 & 及び ボスち々 けなの 巧 時が 巧 化の 巧 あとして •一九 ご克年 九月 一二 日 
附ぞ力 供 おが 供 令 度び 材 九月 二十日 附 ボス かな « 巧 々にょつて、 夫* 巧 時 g 巧 等が 企— された。 . 
か、 巧を の ホ 《 とが 巧つて •そのな 巧のを-田 的 巧が Rw るた 义 おが 化 ゎ 巧ず るた A に、 一九 一一 完ザ 八ち 一十 


八日 附 巧な 说是 化-巧 スル 巧 巧 巧吿を おして •巧 時 巧は の 併み 化を 巧 鬼した。 

义 、一九 阳〇年 二月 十九 日附运 W 共 巧を によって、 A 诗 下に 企まの 蒙る ベを が •を敦 W する ため、 巧 如を 义 化を 
巧め とずる か 巧なる# 巧手 巧を 巧ず ぺ きこと をを めた (间 々が 文を が)。 
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/ 第二 章 工業 法 ... 

-巧 巧 

巧を 巧 巧 巧 化な の宙 巧は、 ち だを ベた 巧！！ S 法な 下の 姑な 法に よつてぶ 本 的に 巧 へられた もので わる。 それによ つ 
てを 巧 巧が 口は •遇 ホの 化 おに おして か 何に をを 的に-み 巧 巧され たか 〇 これが ホに 考な されを けれは ならめ 巧趙で 
わる。 な 下では 之を エ 栗、 运 まの ちとして 生を 巧 口から' ホいで ホ 巧な 口、 巧樹が 門の 晒に 檢 巧して みよぅ 0 
プ a シャ をな のがを 下に 十九 サだ 末に-* のな なを 見た 巧を- KH ホは •二十 サお初 巧 にんけ て：！！. くも トラス ト- 
カル テル 等の が 腊に巧 巧し •その後の 化 巧 大巧 •巧 柔合巧 化 期は •このが 巧に 一せ のね 巧を かけた ことは 巧な であ 
ろ-^ かして こ Q 閒棄に 防す る 立法は、 囊な 護の 扣巧 立蕃お Q 義に がが し、 ホ 巧の， をま卞 ホで 巧と 襄態 
を 異にして 》 干 巧の 立法は そのが 巧が 巧く が おとなつ たれ# すぞ 巧に 試みられ たので をつた C 卽ち 1 方獨を 巧を 
典に めける 「巧 迫の がわ」 ( Knebelvertr か ge ) の 巧 除、 ホび に 一九二 111 年の 巧 巧 「巧 W 宙 力を 用を 止々」 ( ver - 
ordml 日 《 gegen Missbra 己 oh wi 『 tschwftlioh 巧 Machts 3 tellcn 《 e 3) は 巧れ も 巧棄ホ 蒂の巧 制を 目指し、 その 閒 
サ が 大巧 中に 「お爭 原巧會 せ」 その他. を 通じて 物 巧が 給に 巧す る 卞與が とられた ので あるが •それらは 巧して おめ 
て おられた 巧 巧し かおち 巧を かづた とすへ るので ある 〇 他方 •ホ 菜に 巧ず るな 巧 金 その他の 巧を の 巧 供、 をの 巧 巧 
的を おはかな り ホし い。 がつて 巧柔の W み 的 制 巧に おする 立法は > かおち ホ ホ カを 用を 止 令 (通稱 カルテルを) を 


なて お大 とすべく 》 そのを 巧 ♦巧 立の 巧々 から 生れた を 巧の 巧ょ 巧が 拘束 法の かを も 之に おおした 巧 巧であつた の 
である 〇 この間 巧を ホ 案の おおは、 巧みの 雨は だ 自治め 巧 合 おおを 生み出し 乍ら おおせ しめられて、 ナチ スに 巧つ 
たので ある。 

拓 をち 巧拍を 中軸と して お 梓 せしめられた ナチ K ち 巧 巧 巧 巧は •ホづ 大工 まな 巧を えに がて 巧な 的を おおを をが 
した 〇 そして その 立法は、 從 がの 巧を のをを の もとに •お 米の 化沒を 巧みに おが 巧した なにめ て、 現下が 制 お 巧の 
巧と すら 稱 されて ゐ るので ある。 エ柔 巧な にがす る ナチ ス のが 巧、 ヵルテルの 巨 治の 稱 お、 中小 エ まの 大エ ホ 化め 
にお » せる 巧 巧 等 その 立法の 巧 « を みれば ホの かくで わる。 

II 大工 巧 立法 

大エ ホ 立法 0 板 本 巧 巧は 巧 雨 巧 能 曲 K ホ ホ (ま Sndisches P ユ nzip ) 叉は 巧 ホ W お ( wir な chaf なを a ま) 巧で あろ。 
これは 义 同時にを ホち ホ 巧 巧 巧 巧 巧 巧 》 ち ホ 各部 巧の 冉宙 巧の 接 本 お 巧で も ある。 この ナチ ス巧法 巧制挖 巧の ぶ卜 
巧を たる R が 曲拓ホ 菜は •れ み幸-をを 濟 やれ 畫だ濟 を 主 おする 所 巧れ 貪ホ囊 か窒 巧と 典り、 田ち ぶ おのな をを 
巧 a とする 文化 曲 おとが W にがてれ を 一にす る もので ホる® それは ち濟 生を 上 にがては、 依が として 自由 ホを 曲 お 
と 同な •をを のか ホ ま おやを のの 巧 W 的 巧 巧 お まの 反面は 巧 巧す るが •巧 これを 白 由 巧 爭にホ & ずして 巧ぶ のがな 
的 巧 おに ょつて その 巧みを H らんと する もので わる 〇化乂 ホ 巧 八 丢略狂 W 爭 をを をし， W 尖 ホを の 見 ホに めて、 巧 
資 のな 巧を ホ 煤し •田 おお 巧の 生を 力を 巧 巧 化し • W みのち 巧 的 アゥ タルキ I をを 巧 せんが 眞 A の •をを 巧 力に わ 
する 苗み 巧 合の 巧理が ナチ K 0 巧 巧 tt 巧 曲 拓ホ巧 的ち 巧 田み 巧の 化つて 立 0 地 巧で わる® 

夕 一々 エ巧な こ 五 
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巧し このな 巧 M がまを 的を々 苗を 巧が 一巧め に、 政治 巧稱巧 巧と しても 十分 そのを 巧 巧を 論 諮し 巧る か 否かは な 
ガ巧 はしい とす はれて わる。 おな •現* がには 巧して 政治 坦お (Pol 置 scher Sta ち) にけ り 巧る ものでは ない 0 こ 
こに、 かが 的に 現 はれた 原理と して •お 商な 巧と しての 民 おの ホ お力ま 巧 力が ホる。 これ 卽ち ナナスが ホ 巧の 美本 
巧を におな し •巧ち 的 K お M おめ 巧 巧を 巧 巧せられ るに 至つた 巧は で わる 〇 巧ち ナナス にがては 备巧巧 曲 巧は 民族 
めを 巧の お 巧お篡 でぁり、 それは 巧 お 0 巧 巧め 冉巧 のま 班で ぁる。 

このち 族基蓄 雲を S & 《寞 KS 望を る ナナ； 蹇 《寡冉 S 養 胡す る 建は •バ 個々 の 巧 

巧 ホ 巧に 自らな 巧 曲 巧に 巧 te する 一員た る自覺 をな えつけ、! § みを 巧* K は W 巧 巧濟を K 0 巧 巧め 一话 としてょ 
り大 なる 巧 一巧の お 巧〇芭 わに 巧 かすべき 方两に 巧は し わられろ 〇こ〇 巧を にがて •一九 一二 一二 年 ナチ ス政甫 がな W 
巧 •向 政 巧は 田 おち 巧 含# のを 《 に 巧 巧し 》 旣 に 巧】 ホ阳巧 年れ* 0 K 巧な がに がて 時々 そ 0 を 巧を みたので わ 
る 0 

かかる 巧を 0 ち ホ 機 «冉 巧 巧の 美本を は， 

一を 11 内 年 二月 二十 屯 日 お 巧る W 巧 巧 獲 的 構 巧 巧 《 ホ ( G2 を N 21 - Voi - b ミ eitc ミを！} ミち n を he 日 >c 
bau2 < 1 さ de ら schen Wi ュ schpft ) 及び 一を 二阳ザ 十】 巧 二十と 日 お 同を ホーホ 巧 巧 令で わろ。 

丰 をに 巧り、 巧を 巧エ を 濟 (cewerblicho wirtschtlft) の 円み 曲拓の 化る 的 構 巧は 一が 本が のな 巧 制を ホへ た 
ので わる 0 

ホち Gewerbe とい ム巧香 巧り襄 に 用 ひらた 5 至 ホを を わを ホに 用 ひられる に爹- なかつ た Q で ホ 
るが •反 之、 ナ千ス 巧を 巧 ホの R 能* 拓 め# ホ にがては •商工ち々 は 巧る 皮 朵に用 ひられ、 エホ (一己な ミミ ー更の 


他、 キエ 巧' 巧 ホ、 巧け ホ、 がを 巧 お •か 力ち 巧 及び 交 巧を t 包を ずる も 0 であろ 0 

ちの 息 味の 巧エ巧 巧の-み 巧は 巧ち 本を の規ぞ ずると ころで ゎる'* 本 法は を 違の 手工 ま、 ヵリ 巧、々 ルナ ル 制 巧 巧 
の 特巧巧 巧に がする 化は をの 巧 立を おを された もので ホり、 政府は これら お 巧が 巧に めける 巧 巧に 笠み •之を 一が 
巧 H 案に を 據大お 化せん とした ものに ルなら め。 巧ち ナチ ス 政府は、 そのな 巧す る 巧 巧 的な 巧 お 曲 巧 ま ホ W えの 度 
現の 爲 めに •その 巧祐 工作と して •本を にぶを、 径ホ大 おにがし •おかな W 巧の お 海を 巧に 閒 する 巧 化なる 博 おを 
的 巧した のでみ る。 

本 法は、 拍巧 一巧の 巧エお ホな 口を、 ま 巧 刖# 巧と ホ 巧 則が 巧に みけた。 まが 刖戍 巧は、 エホ、 手工 ま、 巧 
柔 .织 巧、 がを* お 力 お 巧の セ 「全曲 W 」 (Reich を ru 召 e) に々 たれ、 その 中、 エ まを WW (Reich ち ruppe 
1を ミを e) は r セ まを 曲」 (Ha ち t《r ち 召) に々 たた 一ち お 巧せ に、 巧 巧の 「お 巧 曲」 cwirtschaftsgl. さ pe) 
をを ましめ •をの 下にが に T 專門 曲」 (巧 achgsppe)、 「下が 冉鬥 M」(『achu ミ ergruppe) の-;^ 热 々肢を 起く C 
その 化のを 曲曲の 巧 巧 も 大间ル おで あろ。 

地が 圳巧 巧は ホ 巧が 巧 巧の 其 化けを 巧す もので あろ。 こ C 巧が 則# 巧の 巧 巧は •巧 巧大 おでみ り， その 下にべ ル 
，ンに 唯一の 「中央を ホみ な 所」 (呈 chswirtschaftsk 旨き ろが 里 かた 巧を 拍巧巧 巧の が > 的を 巧 用を 普み 
すろ お ザ 大臣の A 巧が 巧で あろ。 これは 巧 H 程 巧 G セを WW 、 十八の 巧 巧を 巧 巧、 巧 H み 巧 所、 手工 ま# 巧 所、 巧 
巧 曲 等の ホ 巧 則 及び 巧な 刖巧エ を ホ函巧 ホに々 法 h - のけ ま 曲 巧を 包を する わ 巧 中 相巧閒 たろ 地位を ぶめ る G 

この 中々 お 巧みを 所の 下に 》 ホな 刖 W 巧と しては、 を 曲 十网巧 W 巧 巧 (ミ 心 ヴ P 二を 巧 耳 fn ) にかたれ、 この 
み 巧に 一巧 お、 化 巧 巧 巧を ま 所 (巧を を 3 vvi づ を ha ミ kamm ミ) が 没® されち み 巧 巧 巧 W 貪 巧 巧は それぞれの 化 

ホ ニ々 エホな こ^ 
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苗內 のが ェおホ 巧な 曲 お、 巧ェ を まか •手 H 柔 みま 所を 巧みし、 巧ぶ 間の ザ 巧の 速が を まし、 地ち 巧の が ェ裝 ホの 
を W 巧の 美 まお问 巧と して、 株 巧 員 聞の 白が を 生 的が をの 巧が 巧 立の 諷 をを 田る をが て その 任 おとす る。 この 巧ぶ 
は 一九 一二 五 年 六月】 H にが 系め をが をみ ちそのを 义通李 まの## におす る 一 か 三 一 五 年乂ち 一十 五日 お时 法を 一み 
施 巧 令の 公布を 見 > 1 ホー ーニ ハが 十月 二十 六日 的 巧 一ニ ホ 巧 巧 令は 巧 巧み 综 所の！！！ おお 力、 ながを 規 をし •一九 一一 一八 年 
十月 二十と 日 时を巧 四 ホ 化 巧 令は エ卖を W 曲の セ ホ お 曲の 巧 止を 規 をし、 一 か 一二 九年阳 月の 日附巧 五み 化け々 は K 
をを WW の 巧 巧を > 1 九 一一 一九 年 九月 三 一日 附巧 六 ホ 施行々 は •ち ホみ 藻 所 おの そみ について 規 をした。 

-II 力 八 テ术法 

ナナス 巧を の浩 巧が 稱 巧な 巧の お 通と しての 巧を W 拓 ホぶな 立を にがおす るち 巧なる ものに カルテル 立法が あ 
る。 特に エホち 濟 にめ けるな 能 曲 抗的巧 巧と々 ルテルとの 巧 お 巧 巧、 勒 がを 巧ち ずる 爲 めに ナチ ス政 おは* カル チ 
ル 巧 おを エ案巧 巧の みを 拓 W 的み 巧 ルに をいた ので ある。 巧し •カルテルの 活ホ的 巧を せの 巧 用は 岡ょり を さるべ 
くもない。 ここに も r 公を はおを に そん ホ」 のが ブの 適用 わみ 結 S 巧 化 itK おを が 巧 入せられ るに 至つた ので わる- 
かくて 拓 をの カルテル 巧 巧は カルテルの 巧 制み び 巧 おといん が 巧に 巧は しめろ。 カルテルは 特に 巧を にがて だか 生 
巧に 巧くな 入つて ゐ るが > 1 乂三 一九 年に めける 巧 法の カルテル 巧 おは 一二 于八 至の 干と な へられる (其の 中 •エ柔 力 
ルテルは 卞セ 百と おせられて たる) 。カルテル 立を の 巧. おな ろ ものと しては 左の かを ものが ある。 

一九二 一ニ ホ 十一月 二日 的 カルテル ノち巧 的 «哲 巧 ノ定用 巧 止 令。 本 令は カルテル のをを 的が 在を 巧を したれ おめ 
立な で わるが、 W おの 千 巧は かなわて 朽 がで わ 0 た。 (本ち A か 多が) 


一を 二〇 ザ セ 月 二王 ハを 巧 巧 カル こ 巧な々 によつ て カルテル 取 巧 义び卞 ホが おく 强 化され^ 令に ぶいて 公 
布を た 一を § 年 八 巧 一手 日 並びに 一を 一ニ ザ ー月 十ち 日、 问 十二 巧を 〔巧 格 かおに 拥 ずるぶ をは 益々 曲ぶ 巧 
巧の 巧 向を 强 A た。 一九 一二 一重 ハ 月 十 田 日供董 令は 交 テル 扭 & 再 化を カルテル 需巧 止を 强 たち 

ホいで ナナス 巧 巧 巧な せらる る や、 巧に カルテルのを 的が 耕 巧 化を 规 をした。 一九 一二三 一年と 月 十五 H 附 、カルテ 
ル々 なお 法が おを され •ここに 巧 巧を 0 々ルテル 政 巧 0 ぶ 本 巧が 生れた 0 本 法に 乂 くを 巧 大臣の 訓令に 化り 》 現な 
0 カルテル おちに 卞巧 するな 巧の 權 巧が «大 された。 

一九 一二三 ー ザと 月 十を 日 おなが カルテル 巧 沒二抽 スルを ホ 度び - 
一九 一二 一ニ ザ 十月 巧 日 S 巧が カルテル 《 巧 ユ巧ス A を 巧 巧 巧々 にがり •カルテル 巧 制 及び カルテル 0 巧 巧は いよい 
よ丰 ホめ を ものと なつた 〇卽ち ナチ ス巧 巧は « 巧 WK ホ 在め# 巧 お 巧に 立ち •カルテル •コンツ* ルンを して、 お 

来 Q 富 ホ 養 答ち 田 お 薑制 《ルテル K - S 」 •全拓 と」 て寞 S 及び 累 〔募に 合致す る 巧 曲 巧に 於 
て •ち 由な ろ 巧 巧と 巧# とを 巧 さる ベネ も 0 へと 巧 巧せ しめたので わる。 財より •この カルテル 立法の 巧を はを 巧 
占 おのれ 會化力 至 田な 化を 目的と した ものでは なく •巧 •その 公共 巧と いふ 一巧め せがを お與 する にぁつ たので ぁ 
る〇 がつて、 巧巧大巧は丰法に依ゥ、 ホまのがをどな其のが&0ニザを阳巧せぞろ巧巧にめて*シンデケ》卜，カル 

テル、 そ Q 他颗似 Q 窒 Q 結蔓は 望" 累こ SG お 合へ か委る ことを S •叉 •市義 制 育 的の 巧め に、 

これらの 巧規 をの 巧 巧 巧を 巧す ことを 巧べ をを W を 的 輿され たので わる 〇 かくして、 まとして 化 ホ あ 巧に よる 伯が 
下ろ* 巧を ろな？ の果 》 よりか ま義ひ •奚 がを の 巧 巧の 巧 色の 轟に f 、 化を ホの 曼め曲 g 巧服番 
巧を ると をに のみ •ち ホ大 ちのを の 度 毀は をの せらる ベを t のとされ る。 

ホ ニ々 エホを 一一 九 


f 


か 一 苗 ナナ x な濟化 巧な 1 での だな 一一 ！ U 
をの か カルテん を 巧 巧の 至 巧なる をろ として 左の かを も 0 が あろ C 
一九 三一 一二 年 十二月 十八 日 的 法な。 本を な カルテル おを 0 巧 伴 巧 わに 巧す。 

一 か 三一 阳 ザ 十二月 十一 目が、 巧 格み おな。 本を は カルテル 巧が お 巧に 巧ず。 

一九 一二 九が 八月 八日 お 命々。 カルテル おを とま 可の ち 巧に M す。 尙' 

一九 三 一六 年 十一 巧の ホ吿は カルテル とを 巧# W OVirlschaf な Kruppen ) との 巧 巧を 規律す 0 
一九 一一 一八 年 お 月 十四日 附 巧を カルテルを ノォ ー スト* 1 へノ 立を 導、 _|陌 スルな々。 . 

ー ホ ーニ 义 年】 月 二日 お 巧を カルテルを ノズデ I テンが でへ ノ なを 巧 入 二 巧 スルな 令 等が を 0 ホ： みを 令で わる。 
四ず エ巧化 

巧を 手エ ホは、 十义巧 だに な 巧した 大エ ホに 巧り を 面め にを ♦を まけを 巧に をった。 巧 も、 大巧 か、 巧 ーホ大 
巧 時、 又 そ G 化 巧 0 お 巧、 巧を に々 一 おの 巧を 化と 共に •モエ が も ホ 巧し きすな に 見ち はれた の モ ある C ヮィ マ I 
ル 巧！！ 時代に おて は、 手エ ホ のれみ め* 巧せ が なられず •田 おの 卞ホ にさした る ものがなかった が > ナチ ス巧 怖に 
まる や、 ナナスめ 巧は、！* を 乎 エホの 生が 及ぴを K の 巧 巧 巧を お 巧 巧の 上に お 化すべく、 巧々 の キエ 案 立法を 巧 巧 
したので ある。 

ナナスに がける 手工 支な をの！ ^ 本 おは、 

一 化 三 ニニ ホ 十一月 二十 义日附 巧を キエ ま 巧を 的 構 巧を (Das 〇 泛を N 妄 er d さ VO ユを fi 内 en >u さ 旨 ties 
をら sch さ 古 andNverk ろで ある。 本 巧に 巧り、 巧を 0 乎エ まが 械んか •がが 曲が ホを 的に 巧が 成されち 本を は 


一切の 票 至 ま^^ 斯 Is 二づ 二^ 呈 ココ— 呈 への 巧巧畫 8 ザ— に淳 る襄 義の璧 の指赛 

原 現に 依る 傳吗 諸が ょり ラィヒ 玫府 への ホ 柔法规 執 巧が を 巧 力規を こた/ 

一を 一面 年 六月 十晉 襲？ H ホ隻 寡 §5 ホ 施行 t 亦 乎 H 叢た Q 巧 爵お廷 むれ かが おがな キ 

巧に 閱す るを おなる 立法で ある。 

一力 量が 一を 八日 附巧擎 H ま牧養 S 蒙 二次 淀け ち 本 令は 塞 キエ 巧み 謗 (新設を 蓋した もの 
一を 二 輩 一を 吝附塞 キエ 柔巧 養護 堯—祐 巧 令 本 法は 所說大 をが 講 (5 i ベを 雲 昏另ザ 

nachw を S ) 制度を 規を したが 護が 說 てを ク 

一を 二 五 年を ち 一十一 曰 附巧费 がを-一 閒 スル 法 浄 

一九 ご 一八 年 十二月 二十 一日 附 、重 ま電ザ を-一明 スル 法を 足び 一九 一一 克年お 十 一言 附 M 法 碧々 
一を 一充を 一月 二十 音附キ H 8 讀係 ssi 巧を を」 は、 强 力む 58 動は S &? H 柔 巧門エ 
西 苗に 巧ず る 至 おなる 巧 狙が とられて ゐる • 

エ をの 化の 立な 

な 上 G ホ、 蛋 .耍 をる 立法を 摘 掌れば 在の かを 是が わろ。 

一を 号を 十一ち 十な 的 力 g 案を。 ミ 巧 案は 一八 セ 霎旣に シンデ T 卜〇窒 をを たが、 蓋 中が 下 $ 
が規を さた； 一九が 晋 二十 當材 法な 羣 •村 年ち て 日 巧 巧 令に ょり 力" 蒙が 制 がれを 化 〇な芒 お 

を 一な エ巧巧 • 己一 


巧】 巧 ♦ナス 巧濟法 巧ぶ i での W 巧 I ニニ 
て規 をされ、 力 9 を 語が 設涅 された。 之に 巧して ナチ スに 入つて からの ネ 法は' 巧を 巧 主* 時け よりの ラィ t •力 
—を萬 ホに その 指み お 巧た る 巧が 的を 巧 主 まに よる 巧 巧を 巧 止して 巧なる 曲 巧 ま裝的 化な に 面を 巧え たもので あ 
る。 因に 本 法は エ柔な 巧に がける 代 お 的 化は 法の】 つで わろ。 

一九 一二 五 年 十二月 十一 二日 的 動力を。 本を も ホぶ の 力 9 ホ 法の かく •エ 束な 門に かける 代 まめ 化が 法の I である 0 
を氣 、冗 かその 他の 動力 巧が をして、 を W 的に 巧廉 且つ H をに 巧がず る こと •巧 力 供が 事柔 冊に も お 巧 上 巧を をる 
巧 争のを 生の 防止、 動力 企まの 巧 おは 動力 案自 みの 企 « に をす ことの 一二 大巧 則の 下に® 力柔 のが 制を 目的と した も 
0 である。 本 まに 依り、 の カホ ザは 一が 的 か 火を を义び 供が G 巧 巧を な ひ、 巧に、 をち 及び 瓦 巧の 巧 立 的 供 おのが 
合、 供 おが 件を えせ サ卡 にす 正な 爭を 巧す 企ま おに その 供 おを 巧 おし、 その 結 お •巧 企 ホに 巧す る 投資 化が がすを 
となる ことを 防止す る ことを 目め とするな 巧を なけた 〇巧如 案な の お S お 姑は 動力 供給の 自治 的を 度で わり、 その 
§ ま 巧に つき 曲を の K 巧な 監 C を まける けれども 、おおず 巧の 巧 かに おしては 柱 力 卞涉を 巧え* 企ま 0 が だ翁史 
の ナナス 巧 脚に よつて 自治 巧 制を 巧は しめんと する にあつた • 


巧 一一 一葦な 柔法 

■巧 說 

巧述 のょぅに、 巧を 巧 ま 政 巧は' ピ K マルク 巧け は ザ > サ ホ 巧 ユンヵ I のが 巧に 巧 けられ •巧 ホが 巧 M 悅は 巧' 
■ H 巧を な 巧 巧 設立、 S お 巧な « ホ •ち 巧巧理 、巧 ホれ 盾な 保が 等の 方 巧が とられた が* エ まの お 典に 伴 ふ «柔 を 巧 
巧 おの 巧 巧は る 巧材 If 员の滅 おとおに 巧 巧 かがの なをを 巧 米し、 巧 巧す おボ巧 ホと なつた。 大» をる ミの 巧 « 化が 
を 巧 化 巧 動と 共に あ K したが サホ不 だと おにが 巧说お •を 理 • W 巧な おの 巧が 巧が とられ' 一乂 一二】 年 「巧 村 
巧 制 執行 巧な 巧」 巧め 「ォ スト t ルフ * 」 •をな 度 入 制 巧 巧 巧が とられた。 

ナチ スに 入つ てからは 》 巧 失を 巧は t ブト ラ 1 パ ー ペン 巧拍 にがてな 時 的 巧 巧を ちる ことと を 0 たが、 巧 時の 
巧まな巧は、 巧制執巧お巧巧の巧巧， るま負«ホ巧せ， 「かお巧^^-巧制が巧」 に巧中された。 そのち一义ーニーニザス 
巧ヮ ルタ I •ダレのを ま 大巧な 巧と 共に ナナスな 柔政 巧のを 面め* 泌を 見る ことと なつた。 

ナナスを 担 巧た 巧の 一巧と しての 巧 ホな 巧の 美 おは •巧を 中 巧 お 巧を 晚 おの 巧ょりか 巧し •巧 ホ径诉 め 巧 巧を 巧 
ぴ能ホ 的に お 巧し、 ちつす 巧 お ホ fc して 巧を 民族 給 まの 巧を をを に 巧し 巧る がかく 仕 化む ことに ホ 0 た。 

右の 目的を をの 爲 めに とられた ナナスる 菜 政 巧は •一方に 於て 巧を ± 化 制 巧の 巧な •他ぶ にがて 巧 ま 巧な 巧 巧の 
巧が 巧で わつた。 が ザに 巧 巧す るぶ 本 法と しては ラィ ヒサ 冉巧蝴 巧みび その】 がのを々 が あ 0* 巧# の それと して 
を 一やエ 巧な 号 二 


巧】 0 4^ホ K わ濟た&ホ$サ0お ^l ミ p 
はぶ 巧を ww 法が わる。 

元 ホ •蓋 ( Boden ) に S ずる 法令は 必卡」 电 すべて 爱巧 95 をを ミ畫 二と 脊巧 ると 養らない。 
それ 窝 へば、 两 がま 規 叉は 自賓奏 なおを 寞 護を といん やぅに、 6 理暮 巧を 有つ 塞 も 幾多 わろ がし 

丈 地に 巧ず る 立法は 大巧 にがてち 巧 的を R をが つもの どい へる。 

ナチズムに がて ろ 業 政 巧は なかは その 中、 わ的玫 巧に な へられを かつた が •一を 二〇毕 一一 百 音 t トラ ふ 
巧が ミ* ン ヘンに がて 巧 ホ 政 巧に 巧す る* 綱 供た をす してな が •このぶ がに おず る莫 巧なる 巧 力が 巧 はれ その 田 
ホが 制 立を は 失 S 塞と 共に、 十 ナス 爱法 0 おも 轰 をる 部み を孽に まつた 0 で わる。 

サホ あ议 Q 養 •おか 雲 送 格 s 巧に ょる 塞 雲 物 20 下ろ S 村 葛の 葵、 巧 お S 媒等に 巧ろ 巧 
を沒 ホの# 迫ち •養 ミが 持强 化」 • is 生 雲 資芝复 養家を を も 真と」 て 言 化さな々 のな 

をが をされ たので あろ。 

II ± 地 制が に 脚す る 立な 

巧を の ±跑 制度に 昭 ずる 立法は、 左の かくで ある 《 

(一) - H ホ 制 巧に 明す る お丰法 
ナチ ス巧逸 七 化 制 おに 拥 ずるぶ 本 法は、 

^ 】 を 一ニ ニ 第ち 一十を が フィ ヒサ 巧な 塞 ( Reiich ま rf fges 曼 であろ。 本 法は 巧を 巧 ホ 巧れ 化 装ん 


るを 巧を 供 曲を に 巧 おず る ものである < 本 をの 巧が は 巧を なお 法お設 こ九吉 s 年と 月 十四日、 ま"％ が設を ライヒ 
の 巧 命と 規 をす) に 化る 巧 民 0 ま 巧に 巧し •巧みの お 柏を 巧ぶ を 巧に 附與 した もので わり •巧を 巧 村の ナナス 的冉 
巧 巧を 餐现 した も 0 である。 本 法は •自作 巧が 持を 目め とした もので あり、 自作 巧に 於て、】 架を お ふに おるべき 
主 地の 面 巧は 进すお 分 やみ 脚 か 巧に 化つて か稱 せられず •ながに 巧つて 失 ふこと なく 》 をな ほ權の 巧が となる こと 
をを く 巧れ しめる ことを 目め とした も 0 である 〇が して かかる 權利 をを 巧す るな おとは 一八 C 0 が 一月 i 日に 巧る 
を、 をの 父方に もな 方に もを 太 人宙の 血を 化ぜ ざるな 粹の 巧を 人 又は 间巧族 人を 云 ふので ある 0 
^ 一九 一号 一年 旧 月 二十 二日 的 小作人が 巧 法。 

本 法は がぶ の ライヒ 巧な 沒み 法と 材巧昏 の 下に 制を された もので •用を 巧 巧の ナナス 的が 法を 巧を したる 法の】 
であり •小作 飄巧 所は' 小が ザ 巧 0 場合 •地主と 小作人との 巧な を奔 巧め 立 おに 立て 小作人 おがの 巧 神に ザ » し 我 
をず ベネ ものと された。 

^ 一九 己ご牵 二月 十阳日 的な ホ 上 ノ巧抽 A けが 巧を C 本を は、 サホ不 がに ょりて 巧り たる 巧 巧の ホ おすが 巧に 
巧し •一を 巧 おに 至る を 巧み 及び 巧 地に 巧す る 巧が A 巧の】 切の 停止を 規 をした 〇 ライヒ ザ 巧を お 巧に 化る サ度巧 
巧に 巧す るな 抽 執行が 巧 巧 的に 爱 ムサら れ るに まつた のは 本 法になる もので わる 0 
^ 一九 一号 一年 六月 一日 供 《ホ w 巧凑規 出 ま。 本を に f 急み 胃 ( Elluil ) 寡 覆 巧の 
W ホに 脚し •巧 かなる W ホを さし •法律のを むる 巧 ザに おつてを 供の 讯« について' 备 なのな W 巧 ザぶな を 化を す 
ベを ものと された 〇 現を 巧 巧 及び 度 巧 巧 ザ试ぞ (>b 一を ungsschuldverschreibun 己に ょるけ 巧 巧 巧 方法は 本 巧に 
巧り なめられ たお 色 ある 巧が 方法で わる P . 

か i e ホ 化 S 


策 一巧 ナ ♦ * な*: 法# な t での »» ー ニサ 

♦ 

■ 

(二) 一巧 的 w± 計 « 法 

田 セ 計 蚕 巧な なを もを まち か 的 至 巧を を 巧ず る ことは いふを もない 〇ホづ 巧 一にみ げらる ベを は、 一义 ゴーを が 六 
月 二十 ー ハ 日が 布吿に 化る 田 ± か臺な (巧た chstelle f ミ cUe 巧 au 30 rdnu ミ) である 〇 これに ホいで 》 一九 ミを 
年 十二月 十八 日 附巧ニ ホ布吿 及び】 化 一二々 年 二月 十五 日 的 命令が ホる。 

ご 二) 宅地 ま 

宅地 (Ba 己 and ) 巧 法 法と しては •一 化 三 一ーニ ザ 九月 二十 二日 附巧住 ホ 巧 巧 二 巧 スルを ホが わろ 〇 本を にがり、 
巧な 化 ( woh ミ iedlunsKebi を) として 指を さ 心た 地 巧は、 ± 地 のが 用 •特に S 林 ホ、 エホ‘ 巧巧柔 •造 ま •巧 
を •巧 安 等の 巧 巧を ち 巧して な $ 開 巧 さるべ まも 0 とされた 〇尙 •一 乂三ニ ハ ザ ニ月 十 お 日 供せ 巧が 制ユ M スルな々 
がわる が、 本 巧 的に おを と材 巧を のな をで ある 《 巧' « をな 巿 巧れ 羞に脚 する 一九 ご ー セ 年 十月 四日が 巧 ホが わる- 
巧し ベル— ンに抽 しては、 特刖 法と して】 义 一二と 年 十一月 五日 附 々令が 巧を された。 

尙 •ち-注 0 ここ 八 おこ 二) のな 巧は 》 ホな をと いふょりも 一巧 卡 度を 0 な 門に 人る ベを であるが 軍-巧な をれ るを な 
て M ぶし 在 C 

(阳) 生地 ホ 引 規正 ま 

’立 地 Oirundstiic ごのな お 化は ナナス « ホ 政策 上 t 巧た る 巧 H として 巧 口され た。 巧 ー ホ大れ やに かても ± ホ 


巧 » にょる 巧な 巧 巧の 苦が を 巧め、 一九 一八 ザ ご！ 月 十 お 円 的** 巧 巧 引-- 闽 スル 巧 ーネ吿 示が をせられ たこと がを 
る •本 ホ 示 にがては、 を ホの 夕 貫を 良ずに は 巧 巧な K のが' S ' をを るを 巧す る ものと された。 おに ナナスに まり、’ 一 
乂己七 年 一月 二十 六 H 附ホ地 巧 引 二 巧 スル 吿が がを せられた。 その後、 一 化 己と 年阳月 二十 二 R 附訓 々にかり' 右 
吿 示の 逆用 上の 巧 測が を わられ •セ 地の 巧な 化は 巧 化された ので ある。 

(あ) お 作 地の な 巧 

.巧へ ば、 巧 巧 地 や 巧 举泌を 耕 境 ( K 己 turla 曼に改 萬す る 島め S 巧 力が s された が、 これは 巧述 S 食 巧を S 受 
巧柔お W 計# 中の】 巧 目で わる。 なをを 的に みれば' 

一九】 ホ 年 A 月 十一 日附 おが 化を、】 义 二の が 二月 十三 1 H がな 令 巧が ナナス W •刖 にがても みられた が •これらは 
まとして 巧 巧 化の 開 巧に 阴 する。 

ホに、 巧 巧 ホを 巧 G 爲わ のな 用 おち も ホ ま 巧と される 〇 ナナス 玫请樹 なをの】 九 三 一 おがち 月 一日 附 巧を 巧 巧が お 
敦ノ 巧メノ 沒卖大 區ノ巧 則は これを 規 をして わる 0 か、 よ单 則は、 一九 云 一二が お 月 十の 日附 巧を なお 巧 巧 鼓を に 脚 
する ものである 〇 この 巧を 巧 おせ 巧設 法は、 巧を を ±內 の 巧ち をが# にを 类 地の 巧設 におす る ナナス 政府の ちか fc 
两 明した ものであるが •巧を 巧 巧は 本 法に 巧り •巧を を W おの 生 巧々 がか おおで あり、 おつ 曲 おのか おとが 故の が 
ホで あると い ムニつ のぶおが 負は しめられた。 

一九 一二の ザ ー月 •十八 日附 休閑地 禁止を。 

一九 一二の ホ 十二月 十三 一日 的 お 林を。 . ■ 

を 一々 S ま 法 ち ホ. 


#1 口 *チスわ濟法巧立*々のお» - rl . 八 

一乂三 一田 ザ ーニ 月 二十 ホ 日 的» 巧 地-一 脚 スルな々 义 び】 义三 r 立が 九 HWH 的 か々， さが 巧 作 ホ改巧 明 巧 ホが 法々 とし 
て ♦げられ ろ 0 - 

I 二な ちけ めぶ 化 

ナチ ス 巧を にを ける 巧柔巧 政な 巧に めけろ 巧 巧 的ぶ 本 立法は、 一九 ご 一三 一年 九月 十三 1H 附を 巧を 曲曲 ノ 巧を 的 巧. 
ホユ 巧を 巧 巿鸣义 巧が 巧 制 巧 苗二阴 スル 法样 でぁる。 

本 法は 巧を お 巧 0 巧 能 M 巧め 巧 巧の 一巧と して、 巧 まなけ に 於け る 的 述ホ化 制度の ぶ丰法 セる、 ライ t サ 巧を 媒 
法に 巧 おがし、 巧を 搜ホお 制' 冉お 巧ぶ 丰を たると ころに ろの 本 巧が ぁる。 本 法は おての 巧を 法制を 上を の 巧 例を み 
ざる 巧な 的 化は 法で ゎる。 本を の おを は、 を 巧 巧ま大 おが 巧を を 巧 お 巧のを ホが にがて、 おみの 聯を 化な を 鼓 立 
し、 これに 市 端が 制み び 物 巧 巧 制の 巧 巧を を 巧した おにぶ めら れ る。 本 をは ナナス 用を の 器 ホに がすろ おお 巧の 認 
给 をな 化ける 巧 お 立法で ゎるが、 本 法制を に 至る 迄の 巧を を 巧の ザての 化が ぉ 見て みょぅ。 

一九二 四 年な ホ、 巧を を 巧の 巧負衍 は、 ナナスは 度 街な 巧 時には わち 二十を ライ ヒス マルクに 連し、 又 法 かの 巧 
ホ 物 巧が のが 巧を みた。 

一九二 八 ザ 1 二 九が の 巧を 强お〇 巧が >< 招は わなを ライ ヒス マルクでぁつた が、】 九 三 一二 年— 三 ニニ 半には わ 六十 
の 括 ライ ヒス マルク 迄 巧 下し' もはや 巧 采巧巧 生を 0 生を々 を も ヵヴァ ー する ことが す W おとなつ た。 

巧ろ に、 ナナス 化椎巧 立を、 一九 111111 年— =1 のがに がける 巧を 巧 おのな 化 巧は め お 十の あ ラィ ヒス マルクに 上 
みし •一を 一一 五年丄 一一 六が には わ 八十 八に •一 义己お 年 till 八 ザには 九十を をに 達し •一を 一八 年— 二乂ザ もれに 


巧 迫した ので わる • 

尙 ，巧 ホち ホ 上 G 生 巧 力の 進 庚を みるに •一八 八 0 ザに がける 一へ クク ー ル 巧り の お ホ々 を 一 00 とずれば* 一 
九 一二と ザ 巧 にがては 二 111 二 迄に 上 井して わる 〇 A すすれば •一八 八 0 ホに がて、 二、 お 人が 巧、 九へ クタ ー ルに が 
てを をした ものを •一九 三 ー セ 年度 にがては 一人が 二、 一へ ク ♦! ルの 巧な で 生 ホした ことになる。 巧巧轻 巧に がけ 
る H 棄ホ巧 力の 巧 巧は いはず もがを、 S ホち ホに がても その ホを 力の 進 おの おしを ものが わった ので わる 〇 がし • 
十 ホ 0 白が 的 巧け 3 より 度 巧の 自給 円せ 〇不坤 巧を ろ 巧 責は闲 よ 〇 をを し巧ぺ くもない。 

こ 0 巧みな まのを K は • ± 地が 巧 •巧 ホを 任 な夕 のな ま 的ぶ 班に めて 巧に 班 巧す るを 巧た かく •ナチ ス巧 
をの お大 なる* 村 お W のさめ の 巧 力に ち ふ もので わるが •その « ま 巧技の 株み 巧 巧 宜しを を 巧た ことに 化る ものを 
る こと も 亦 巧を をれ たい。 

一を ー ニニ 年 三百 二十 一一 一日の t トブ ，篇 巧 GS 巧 救 巧の ぷホポ わり、 ホいで 一を 二 一二 年 六弓不 九日 •ヴ ルタ！. 
グレ I の 食 巧！* 柔大お 巧 命を みる や •巧は 巧* と 巧を « ホ 技 ホの ぶ 巧と なるな 巧タ ホの ま 遂に 巧め たが •モづ 、一 
义 一二 一二 年 セ 月 十を 日附巧 案/ <1 能 W 枯的構 巧/巧な 二が スル 曲寒權 巧- _陌 スルを ホを 勒 をした。 本を はみ 曲に 例を 
みぞる 巧ち W 巧の 巧沒化 及び々 ルテル 化 0 具現た 巧した も 0 であり • g 巧を WW に M する まかと 共に 巧を 巧 ホ 巧 « 
巧 巧 巧の ぶ 本まで わる。 巧 •丰 をに H する 一货 のな 令の 巧を たみた。 巧ち 一九 一ー ニニ ザ 十二月 八日 的 •一 化 =1 阳年一 
ち 十を 日 お、 一 化 一二 两 ホ ニ月 十ち 日脚 •一九 一二 五 年 二月 W 日 W 及び 食 巧を W * 巧 巧の 巧 巧 令が ホ* にを 布せられ わ 
ので ある 0 

ホに、 冉び 巧を* ホ 巧孜巧 «相« 巧の ぶ 本を にぶく 食 巧を！！ 曲 (巧 eichsn が hrstand ) の內奋 のな « を おみよぅ。 

タニ ♦ S 巧 法 '一二 丸 


第一!! ♦ナ *«濟 法 巧 立 t で QHUt 円 G 
この度 扫を w» はさ 巧 わのを 巧' かエ •お資 を 島ず すべての ちを# 及び その 範合 巧と* 巧 貝と ずる 公法人で わり • 
その ま お 巧 困は 林 ま •两 一一、 A 柔 、巧 A 柔 巧に 瓦ろ である。 同 W* ちは 食宙 ft 柔 大臣 ヴ ルタ I .グレ I が 兼任し 
てね る® を 巧を 苗* は 巧 エち巧 gsg よりもみ く 巧 巧され ちつより 化る 的を お勒^ ちへ てわた C 本 由は 巧を 巧 民 做な 
は 向よりの こと •巧を 巧 ホち A 及ぴ巧 巧な 巧 色 巧に 巧 事す る 一切 のぞを* 目と してを おして わる。 

かかる 度 巧を 田 W のな お 塞 巧に S つては！； に 一巧の 化な を おつてね るので わる。 がち 中央に 》 g 曲 « ホ大お Aft 
巧を w* 曲ち たる 中央る ち お 巧 ホ (R た chsbauernfuhrer) がわり、 を W を おの 生をから-お 給に まる 一切の 巧 ホ 
わ 運け SB 程を 巧が し •その 下に •を ラント » 巧 《 (Landesbauemschaften)、 み 地 W 巧 お M (Bezirksbauern. 
schaften)、 を クラィ KUK 巧 M (Kreisbauemach も ten) とを 苗 か W むる ホ W も 巧れ をく 化は 中に 包 おし •をみ 
S お W に 一人 おの 指導 ホ fc 巧 命し •上せ 下 速の*! を fe 巧して わるので わる。 

尙 、を 巧 全 w » は巿巧 及び 《 巧な 巧の 爲 めに な 一* ち濟巧 係の すべての ち々 M OVirtsch た玄 wruppe ) をな 
» せしめて わるが これら 巧 » み W 拓た巧 ♦すれば 左の かくで わる。 

^ 巧を を 物 及び お 巧ち 巧 中央 巧を 會 (巧 麥 及び 小 ホ 《 めち « 巧 合會を そむ) 二十の おわち ホ お 合を ちつ • 

咕 十八の 牛乳 担 ホ 化合を あする 牛 化ち 巧 中央 巧 合會。 

W 二十の 巧る が 用 化合を 巧す る 巧 巧る 巧ち 濟 中央# 合會。 

片 二十の 巧 巧ち 巧 化合を 有する 巧 巧 難 巧ち 濟 中央 巧を 會。 

: § 巧を 巧 巧を々 中央 かなみ。 九の 巧 巧 » 濟化 をを 巧す (巧し* »ホ« 美ち W 典 合會を 含む)。 

W 二十の 巧 お» ち W 化合を なする 巧を おお 暮 ち 巧 中央 巧を を。 


w 二十の 困 巧控巧 化合を 巧す る 巧を 曲* 巧 巧 中央が をを。 

W 十五の 巧萄栽 巧を 巧 化合を 巧 才る巧 惠巧萄 巧 巧を 巧 中央 断を み。 

W おの ビ I ルなる 巧 ホ 化合を ちずる 巧を ビ I ルな 边控巧 中央 断を お。 

W 巧を をな 捏巧 中央が 合會 (巧し 下な か 蚊な し)。 

W マル ガリン 及び 人工み 巧が 肪巧案 お 巧が 合み (巧し、 下な か ななし)。 

田を ホ 巧 化 引 化を の 化 

巧 ホ 巧の おがを 巧ま大 障の 巧 時と なすみ 巧 取引を' その他な ホが けの おを 化 進を がろ がを 令が ネ おなが せられて 
わるが、 之に ついては 夕は にを るた & 巧が する。 


窒 《 C 巧な. ご 


第一な ♦ナス お濟化 巧な t での »» 内 二 

第 四 章 價格化 '' 

-巧說 

ナチ ス 巧を 0 巧が な 策は これを 左の 段 隙に々 つ ことが 扣 ザる •卽 ち、 

巧 一段 的は、 み 巧が 格 巧に 巧が 巧が についての ヵルテル、 トラストを 通じて 0 巧 制 時代、 卽 ちが 別 的が か 的 巧 格 
巧 制 時け で ホろ。 

巧 二 巧 巧は、 一九 一一 一六 ザの 所 記は 格 停止々 に 巧ろ 巧 制のを が 化の 時け である。 これは 闽巧 年が 巧のを をの なめに 
とられた 巧 巧 的 措置で ある。 

巧 三 一巧 巧は 逆 正 巧が の 巧 代で ある。 が 段階は 债格〇 引 上 停止を 目め とした ものでは あるが 》 がし、 巧が 恃 止々 制 
をを 旨 にがては 巧 民を 巧上必 おにして 丹つ お 巧なる 巧阳〇 がする ものは 逆 あ 故 巧に 迄が 格 0 引 上を 島す ことを 巧 ル 止 
する ものでは たい。 おつて それは 巧 一一 一巧 巧の 巧 冗が 格は 巧 時化：^ 進 おする ほめの おがを を 巧つて ねたと いへ る。 
巧に 今々 大巧 巧 巧 巧が おを せられた】 乂己乂 ザ 八月 八日 的 W お 担 ホ 的 あ 正 化かが 巧ノ 巧' 胆 則二閒 スルな 令は その お 
巧の 立法 的 お 巧で ホろ。 

巧网巧 巧は、 一乂 一二 九が 九月 i 円な をの 今々 大技 下にが けろ 巧 時 《 巧仪 巧け 代で ある。 巧を 0 化 巧 巧が 班 制な、 
その ザ说お 巧た る 阿 仿年か 巧の* 化に ょつて R に 巧な せられ •開联 故、 丰 格のに これが 强 化を みた 0 みで その 巧の. 


み 化のを かつた ことは 化 0 す V て 0 巧 Aw がに がける と w ホで ゎろ 0 

今 ホ大联 下にが けろ 巧 時が がれ 巧 0 ぶ丰 なは いん 迄 もな く* 一义 |二 九が 九月 阳日 的が 時を 巧々 巧阳巧 (化 時な 格) 
である。 本々 は價 巧塞餐 をは 巧 争遂巧 G ホを S # すを 巧 担 時朋 におつ て 形 巧され ねばな 哀 ft をを 窠 
してなる。 巧に 一 化 一二 九 年 十月 十一 日 梢 巧 時！ 一巧 ネホ W ホ (及 時 用が) 巧 巧々 にめ て •巧が をる 规 をが 設けられ 
た 0 

モ〇 化く •巧を の 巧 時 « おお 巧は 》 巧 時ち ホ々 巧阳 々にがる ので あるが •これと 一乂 一二 六 ザの 巧み 停止 令との 脚 
なが 巧な となる。 巧 巧が 比々 にがる 巧ル值 がは、 巧が におて な •かに おなが 佑に 巧ぎ なくを。 たので ある。 巧 時 巧 
w をの 巧を にがれば •巧 巧 M 格が 巧 化*! みを をえ ると きは 巧 格 巧 化を ホー ニな にぶく 巧 可を がする ものと をめ た (巧 
時を 濟 々巧 二十 おた# が)。 なし •样 止の おがす 巧なる とまは 巧け 巧イ をに 巧 《 する ものと して 巧 格 引下を み じられ 
る。 巧ち 巧 時 巧 かは 括 則と して 巧比历 格に よつて k-R が 典 へられて るるが*# 化拍 格より 引下げる ことを 化げ る も 
ので はれ ，、， C 

は 上が ナチ K 巧を にがけ る怕 がわ 巧 及びを の«» としての 立法め お 現の 大 がで あろが 》 ネ に まとして 今 ホ 大巧に 
まるを の ナチ ス« 格な 巧を そ 0 立法 0 供より ち おしよ ろ。 . 

II 闲 ぶの 卞ホ 

ネ のな 速は おとして 曲み と 巧 ホの 巧 おにが て W 朵 のが 格が 巧に 巧ず る卞 ホの 態 おを その 立法め ぶ 巧を 进 じて みる 
ものである。 

至 一々 《 巧 法 【一二 


ホ Itt ナナ* w 々化 g な t でのな n nn 

(1) ナチ K な 前の 估 格 法 

ホーホ 大化巧 G ィンフレ I ション 巧け にがけ る 巧な のをを なお 巧は •巧を 的では あつたが、 貨巧值 巧に おする 曲 
をの 卞 巧を 拒 巧した。 巧し •おお 货 がみ 入せられ るに まる や •ここに W おに 巧る が 俗が 巧への 干 ホが なみら れ巧历 
價格 をが 時代と もす ム ベタ 巧 W が 生れた ので ある。 化し •このち 合 おは カルテル をな 巧せ しめ、 これを して 特 
にお 力なる 值 格が 制た 巧は しわる とい ふを く 巧し い 方 巧に 化つ わので わ 0 た。 そのを •一九 一二 一年の 大巧 苗の 巧を 
々香 巧 (ブ —ユ I ユング) となり •ここに W お的價 巧を かが 大规 巧に 巧 はれる ことと なつた G である。 をのを‘ « 
みを 巧 W おを はのを をを み •材 時に が 子、 《巧 巧 巧 及び « かと* 巧して 巧モ 的に « ホが 下を 色さん とするな がち 
された。 

この カルテ A 、 ： ラストを 巧 じての がち 俩圳 め 巧みめ 價 がれが 時け ぶびを のが 巧の «格 立法と しては 巧の か ホ も 
のが 舉 げられ ろ。 

■-ホ ■時 

一 か 一阴年 八片阳 H 的 おなが 格 化。 . 

一九 一 おが 六 巧； 十一 一な 附 おが ノ巧 みか 上が ム吿 ホ。 

一义 一八が ち 月 八日 お 巧が 引 上な 化を (尙 、一 化 二 己年 お 月 十一 IIH 附改が )0 

第 I «ホ||« 

■一九二 一二が 十一 巧 二日が カルテル々。 ‘ 


丰 令に 巧り •を 巧 大巧は、 ヵルテルは をボ巧 濟を巧 又はを をを 巧ず ると まは •あなを 巧みの がぶ のがを ヵルテル 

巧 判 巧 ( Ka ま 一香 ユ eht ) に 班 居す る C とボ裝 る。 又、 同を 巧 W お 寡れ ぶ、 舅累 的忆史 を。 ざろ 巧 法に 
化つ て •ホ 巧义 畫巧 Q 制 おを 巧し、 のがつ 引 幸 巧ろ これを 繞持 せん 主ず ことを に 5 を肪蓋 ヘム ま' 特に 巧 
せられろ も 0 とされる-* 

ホいで、 一九 一一 二が 主 月へ 日 附を至 二れ は ノ漢占 巧め 乎 S 巧ノ 弓ノ巧 阿妻 巧锅 令ぶ 5 乃ち 巧 二 

巧ぶ び 巧日附 估み を 巧 巧み 丢貝ノ 巧 巧ュ閱 スルな々 (尙 、本 令は 一九 ご ニー 年 四月 十充 H 化を さる) が 制を された 
が、 おにが ホは この 巧 巧に めけろ 巧 格に 抽 ずるぶ 本 法で わる。 本々 は】 乂 一二 六 年 0 巧が が 化 令の かを に 化る を 松 的 
巧が 巧 制 時け に 至る をのが 圳的怕 格 政 巧の 代 おめ 立を でぁる。 

參 

01) ナナ ブ 《 格 法 

巧を 覆 立法 GS 系 冀速寡 ま S 質々 にお ふべ* で A るち ナナ X 送 (棋 忘は すべて S 定 於て お 
しを 政 巧が をら れて あるので、 ホに ナチ ス债格 法と して 一巧して 法べ る ことと する 0 

一九 一二三 一年に ナチ スが孜 度を 巧な してから 》 お ヶ月は が紀« 格を 巧を 巧 » したので わるが •その 巧' ナチ ス政巧 
は衡巧 的に 器が 巧の お を 巧稱 しち そ G # も寨 をるな 法的 荣 班は 巧ち 一九 一一 一六 S 伯 格 侍 客で わる。 いま 
その 解 おになる に そな ち •巧々 初を に まろを のま ホなる « 格 立法を ♦げれ ば 左の かくで わる。 

一を 重 年 セ 月 十 丑 日的惡 を 送ぶ を 貝/巧 巧 度 W お ホ？ 姑 スル 巧 巧。 寡の ル 馨巧寞 を ほの 解 巧に 閲 
す 《 

ホ 円々 M ホ 在 W 五 


ホ ーな *ナ *な濟化ホぶ1でのお» W た 

一九 一二 四が 十一月 五日 附巧 格監巧 的朵至 巧な あ 二が スルを ホ- 

一 九 三一 旧年 十二月 阳日的 « 格を 拱 曲 お 委員 ノ « 巧が お- 1 閒 スルせ 巧。 新任 伯み を巧闲 おを なの 请 化が お •巧 中 • 
み 巧を 曲 M 巧 巧に おする 请が « おに 阱 す。 

一九 一一 一四 年 十二月 十一 日 附« 格を 巧-一 閒 スル 命み。 本 令は 巧# の « 格を 巧 曲ぶ 歪 肖の 巧を、 一九 一二 五 年と 月 一日 
限り 巧 止し、 巧みが 制の 巧 おのを が 巧大 をへの 移讓に 姑ず。 

一九 一二® 半 十二月 十一 日 的 巧み おお々 及び 间日 的な 令。 この W 令に 化り •がが •すべての 巧が おおは 中 吿堯お あ 
る ものと された 0 

一丸 一一 一六 年 十月 二十 九日 的！！ お ホ 曲 お 至 貝ゾ巧 命ユ閒 スル 法 ホ ( G レ菱 N N ミ Dcrchfiihru ミ 江 esVie ユ ahr 空. 
pla ミ-巧 泛 tellu 呂 ® i ミ 3 巧を {: hskom ョを弓 S を ir die 巧 reisbildcnK )。 本を に 化り、 巧 格が 巧两朵 ホは の 巧な 
をみ、 これに 巧 化なる 巧 巧と！ ew がな 典され •间 時に* 两话 半が 4 をを お ( a ち BeauftraKto 庄 2 Vi を ahr 法. 
pla ミ) にかし •が 巧す る ことと なり •ここに 巧 巧の « 巧 政 巧は おがの 巧 任 的 政 巧から 巧 w な 巧へ と 巧め WA を遂 
げ るに まつた ので ある。 

1 义 一ー ニ ハ 年 十一月 二十ち 日 的 •度 格が 上 资止ユ M スル 命令 I 伴 止 令 (Dio V03 互 ミミ iiber ds V ミ hot ミ 3 
Pi-ei まを きき 吞？ Die S ミ P ミ ero 互 nu ミ)。 本み の 巧 おは 法 速す るが •これは が 速！ E 格が ホ W みを 目ノ 巧な ユ 
明 スル 法が とおに ナチ ス« 極 的 « か 政 巧 0 具現 化の たも 供 著を ものである。 本 W 格# 化 令は 曲 苗 ホが « とが 巧め に 
おびつ いてね る。 本々 を 中む として •お » の 巧け みやが 圳 の 规 をのが をを みたので わろ。 

1 义三一 乂ホ 六月 一二 日的價 みを 规 巧な ユが スル おお 及 巧 巧 ホな 二閒 スルみ々。 本 令に 化り •れ 米の 巧 椿が お 法は 化 


大巧され そ 0 巧 1 fc みるに 至った。 

I 二 巧が 化の 似 別め ぶ遂 

な 上に がて、 われわれは W おとち 濟の W なにが て W ぶの « 格 お 巧に かする 干 ホ 及び そのな 巧 的# 巧の かを 辿った 
ので わるが •ホに、 巧に « 格 法の 巧自の ホに がける を 的 か 巧を を 化が 的に 持が しょぅ。 

(一) 巧 巧 的な がが 巧 

ナナスの 值格政 巧は 巧に 值格 そのもの だけを 切 離して ち へられる ベを ものでは なく' 值 格の 因って 生ずる 架 巧と 
巧を なる 巧が にめ て 巧が されねば をら A (巧 巧が 巧 W 架套身 • 31 ゼフ .ヮ ー クナ ー)。 こ 0 を 化に 立った 代ぶ 的 « 
格な 法と しては •を 巧を 曲 M 脚な 估が をで ある。 •凹ち • 

一九 兰 一二が 九月 十一 11 H 的を 巧を WW ノ 巧を 的 株が 及 度 ホおノ な/ ノボお 及 《 みが 制 巧 あ ユが スル 法律が それで あ 
る。 本 法に 化り、 み 巧な 柔 大臣は を 巧を 曲曲 及び そのを 支所に 巧し、 な 巧 おの 化を •お 巧 及び 巧 かが 制の 博が を 巧 
へた 0( か、 お 社が 門に がて は、 一を 号卒 丸ち 一十 六日 附お物 « 格安を ち 同月 十九 n おお 巧 格-品 スル 命令、 一 
乂ーニの年六月二十セ^13をお捏^巧制法，初めが々 の巧品に曲するホなのを令がを布されわ)。 

义* 巧巧的«格お巧にとりまおをことは‘ 曲おを^^的を地になてる所巧巧化值格の閒おでわる。 怕格が止をの巧 
0 制定 おを もこ こに わるが* このを おが 巧は が 巧が 巧 ( selb ち kostenpreisberech 白 ung ) を そのな むと する もの 
である。 この 腹が 計 巧に 朗 ずるぶ 単規 ホの 置を なる ものと しては 左の かを ものが ある 0 

巧 内々 M 巧な 内た 


ホ ー巧 ナ* ス«濟 ホ ホな 1 で な 

一聖 ニ ハ 年 十一月 十二 日 的ち 《大臣 及怕 巧が 巧 W 夕至目 ホ吿。 « おエ柔 ( Textilindu ちユ e ) に 的て 
一九 一二 八 年と 巧 二十 五日 附否力 おが 巧 格が 巧 •'抽 スル 命令。 

一九 一二 八が 十一月 十 あ 日 附公ノ 註 义ホノ 爲メノ がが 二が テが «ヲ ぶ# トス ル 估が 巧 化ユ巧 スル 命令。 

尙 •ホの ホ •巧 格が 巧 S 寒 重 貝は 一 を 一克年 一巧 十六 日 的を はて 原懼計 巧の 一 お 轟を なおした。 

(二) を 巧を なに 两 する 巧 令 

巧进 巧が な ホを をを すべを を g として 設 a された ホ-切の ものは、 一九 ー ニーザ 十二ち 八日 おち々 ホュ がは ノ巧 巧卜 
困內や かお 待/目的 ノ 良メノ 巧の ホ 大巧 巧 令 巧 一巧 力ま 巧阳 ホに ぶく 巧 格 骨 巧 苗 おを 貝 (巧を 0 す‘ さ 33 一 sg を、 
7 rei を berwachunR ) でぁる •一九 三 一一が 十二月 八日 供 •債が 偉 巧 曲 おを 貝ノ甫 がュ閒 スルな々 及び 一乂三 一二 年 四 
月 十五 日附宙 がュ閲 スル 命令に ぶを •債 巧を 巧闲 ぶを 貞の W がが をめ られ たが •そ 0 を 》 一九 三 一ニ ザ 十二月 二十 一二 
日 おな 令に 巧り、 « 巧を 理曲寒 至 貝は 担濟大 担に 隸* ずる ことにな り、 巧に、 一 か 一二 一一 一年 セ片 十五 日附法 ホに 依り， 

覆 梓理寞 雷 QK 眼は を 突臣 とを 巧囊大 おとの 閒に かがせ おち ホいで •一を 面 軍 一ち 晉が器 

を 巧两采 を員設 坦二拥 スル 法 ホに 依り、 巧が お进 W ぶを 負ボ 巧び 巧を せられ、 一九 一一 一巧 ザ 十二月の H 附法 巧に 化 
り •间至 負 Q 请限 S 强を みるに 至り、 一を】 一四 ザ 王 月 五日 附 まがに 化り， その 化 巧を 一を 一完 ザと 巧】 曰 迄と 
规 ちされ たことは がぶ した。 

を G 巧’ 一を 一ニ ハ 年、 の 钓ザ か* の S 巧と 共に 度 佑が ザ# ぶを rt (巧 も 〇プも 033 をち を、 をけ でを を 一己 旨 W ) 
ポ設祖 さた 3, ゼ 7 •ヮ 1 クナふ 任命を み、 雲 巧が 襄 SS を彼芭 蓋」 か BS つてなる。 


(一二) 申 ま 違 w (ミ i 乙 己另 ささ c す) に 明ず る 巧々 

價 がは 巧の 遂巧 上、 申吿巧 おの 巧 おな ろ ことは おを 巧た たい。 これに 曲す る おがの 立法と しては •一九二 一二 年と 
巧 十一 二日 お • A ホ巧務 (Auskunf な pftspflicht) II 姑 スルな々 が ホる。 ナチ スに 至り、 一九 一二 阿 年 十一 一巧 十】 円 的 
巧 格 巧 ホ 申 吿« 巧. 一巧 スル 命令が 巧 たされた* 

( 两】 な 示 ま お (B を anntwabepflic す) に H する 巧々 
.巧な は •これを 一 お 公衆の 目につを みきやぅ 巧 示しを ければ をら をい。 

一九 一二】 年 十二月 十 お 日 附命ネ に 於て、 パン、 巧 魚 •冷 ホ 魚 巧に 田す るな み 巧 巧が « 巧规 をされ た。 そのを* 一 
化 一二 五 年、】 义三 ニハ ザに 同 株の 立法が 巧 はれた が •巧 巧 法は 一九 一二 允 ザ 六月 111 日 おな 令で わる。 本々 は 一九 一二 五 年 
一巧 八日 附價冷 お 示ュ曲 スル 命令の お 則を 巧ず もので わる。 

(丑) 2 S 格 お 失 ( preisbindu 另 3) の 巧 止に？ る 法々 
慣が拘 おも ホ W おち ホ， 的 見地に なつて 巧 はれねば をら をい。 この « がみ おに M すろ を々 はまと して •ヵル チル 又 
は 貧 巧を W * の 巧 W す K み W 的 0« 株扣 束に がず る もので わる。 

一九 一二 阳ザ 十二月 十】 HW 情 格お央 及を 巧 か# な 一! 格 引 七な 止々 •一九 一二 阳ザ 五月 十六 H 的 命々 A び】 化 一二 五が 
乂片 二十 九日 的 命令ず がわる。 

♦ n ♦價か 法 n 九 


第】 0 ナ* ス お 濟法ホ 立 t での ac 

こ ハ) 憤が が 下 ( prei 泛 enkung ) に M する まを 

S ー ホ - K 巧を •巧 お •抽ち 度 椿が 下を なさん とする 巧 力が 巧 はれた。 その おも 巧 巧を 塞 的 お 現は 一を 一一 一 
ザ 十二月な お 失— で乏 た。 本 令は を 0 引下と 间 時に、？、 s > さ賓 S 引下を も規を おもので 
わつ ちを 日に がて はこ S 冷 引下は 一 お的爱 的 安を とい ふ S に 於て、 を惠 したお もないで はを いち 巧も 巧 
を 下 Q 爵襄」 て S をを？ は f SS ; 分野 K 於 了— を 5 巧 S 制を をみ て わる。 

; 5 委 R をの 立 巧と して 左 S * ポ擧 げられ る。 

一 乂一乂 ザ 八ち 二十 一日 2 E お夕巧 _1 巧ス A 巧 ホ。 一 乂ご二 年 巧を 令 0 

一 かご ー セ 年 十 巧 二十と 日 おなお 品 |一 MK ル々^。】 义 一二 六 ザち 月 十ち 日 供 ft ホ 用 だを を A 情 巧 さ 下* 閱 スルな 

令 • 

. .- ... . • ぃ， : ‘ 

% • 

(セ) 一乂ご H ハ 年の « が 巧 止 令 

3 にち した かく •本々 は價襄 巧£ する寞 ？ s す •へて S 門 長て •お 美規 棋忆」 て SS 力を 
立を 的ち 班で わる。 

この 债が 停止々 は 四 巧 年れ 聲 完遂と 巧な なる M 巧を あち > ぶ 格 お 巧 W おを 貝の 巧 巧に 化り 抽 をされ たもので ナゴ 
K 巧这 S 極 的、 を C 的 债格孜 巧の け お 望を なることは 度 法の かくで わる。 

本々 の 巧 基 2 はが 化に-たり、 且 W 蹇必範 お' を 巧れ* エ襄 一が のがれの おわ 赛巧 品の 化 班 ホに その他む 


巧 « ，その他み M のがな 及び もは ともをみ' これらの 巧稱引 上を 巧 止した。 (この 巧 用 化 田に 巧ず る w ぶと して 1 
九 一二 お ザ ー月 一二 十日 附巧 章が ある 0) 而 して、 右 巧が 引 上 裳 止の 巧 力は ヒ トラ ー がが にょつて 阳的 ザ か « がをお せら 
れた 一九 三 一六 年 十月 十八 日を 巧みす る ものと された。 < 

巧、 この 一む 的を 止規巧 日 (を ミを ろ ic す aK ) にがし 一九 兰 六が 十一月 三！ 十日 附巧 みが 七 巧 ル 化ユ關 スルな み 巧 
ー ホ 痛け々 にがて •巧 巧 •特圳 ぶ 巧 日 ( sond き tichtaK ) がが 巧が 巧に 巧して 致け . T れ •又 X 巧！：： « がに 巧す る 
例ル规 をが 設けられ、】 か 一二 のが セ 月 一一 一十一 日附 をを 苗 巧 格 令 •一九 一二 闲年 九月 二十 二日 附か 曲がな 巧が々 一 乂ご一 
ちが 十月 六日 的が 巧が々'】 九 一一 一六 年 十ち 二十 二日 附 •巧 巧が お 巧 格 令、 ホに 四 巧 年 計齊を 巧な 叉は その 材 忘を お 
てを するな々 はが 格 停止を に 巧つて そのな 力を め げらる ろ ことなを ものと された。 

ホに 本 令を ホに まるを の 價格巧 制の 立を をめ おがを 試みろ に、 ホが、 巧を にめ ける 巧 格 抑制の 嵌が のぶ 本を は • t 
一を 一一の 年 五月 十六 曰が 巧 格 おな 巧 止 令 ( ver ミを ung 巧 g さ Pre をを genmg ) である。 がし •その 巧 用 巧 笛 
は •ホ 巧 必巧品 ホに 日 巧〇葡 おを ホすべき がかに 化を されて ねたし. 又 そので 法 も 化を をの 他の 曲がが 協を をな て 
故 巧 巧 格を をむ るを 巧 則 的に 兹 止した 程 巧の 巧；* 的た ものであつた。 をのを、】 义 一二の 年 八 巧 セ 日附巧 二々 な々 に 
がて 右の 適用 化 曲の 制限が 被 巧され、 すべての 时巧 及びを 爱的 がせに SR おした。 巧に、】 み 二 四 年 十二月 十-日 附 
おお ホ 足/巧が おお 及 おせ 防止 令に 化り、 が 巧 又はが 化 (巧が 及びが がを がく) の W 巧 お 引に ついて •組な その他 
の 曲 巧、 一が を 巧を 又は 巧 巧 ホ おが 伯が 等を 巧を し、 おを し •巧吿 ずる ことたが 則 的に 兹ム したので ある。 且つ « 
入を に 不利と たろ 中ぅ これらを 巧 おする こ ともお 止した。 かくて 債が おせが 制の 一 お的规 をはが ホに がが されを に 
一九 IIH ハ ザ 0 ほが 巧 止 令の 制を となつた ので ある。 

が 内な 历巧化 五】 


巧 一巧 ♦ナス «濟 法 巧な i ザの お » 五 こ 
この 巧が 停 化々 阴巧 のま. ホを る その他 0 法令と しては ちの かを ものが ある。 

一を ニ セが 一ち 二十 HS 襄夏 S 良 攀ふ援 止 令 熟。 畜至 管、 寶罰 冀董億 割則现 

を 支 巧轨 が* ま拂巧 巧 巧 おにょ る お ホ 等 •巧が h - 曲 おのき 巧す ベを おみに おしても、 巧 格た 令の 巧 ブが义 ぶん 
のとされ た。 巧に、 巧 生 巧 物 巧 格 > ホ 衍的巧 お 巧 格の 規 がを そんで 方る 》 

一九 一ニ セを 写 一圭 百沒襄 巧寞養 寧 泣 J テル 宝 裏は 質 覆 sh , 望を 望'^ た。 巧 一 

を 一 一六 ザ 十一月 一手 H 附惡が 上 巧 止々 5 ホ 巧 巧 止に がり •巧 かおが について は、 累堂 令を ぷ望 ざる 表 

とを わられた。 - 

巧 こ、 一九 一二 八 ザ ーニ 月 二十 九日 附 命令に がり、 オ ー スト， I に •一九 一一 一九が た 月 二十 二日 的、 命令に 巧り、 ズデ 

- テン ラントに 一九 一一 一六 年 S 餐止ミ 適 相が 塞を ち (こ s ' 巧 芝を 補季る 商品 刖 SS 法令 並- 

び にか W おおが がが 巧に 閒 すろ 巧 巧々 が ある)。 


策 おを 貨 巧々 びを 激化 

■巧 ぶ 

拓を〇 巧 ホ 及びを 《 初 巧は、 化々 本 ホみ めを 建の おれた 执 1 W お 巧 化の 化 巧た る 時化より •十九 サ おぶ より 巧 一 
ネサ巧 大巧に 巧ろ ち 大 を々 本 策な の 巧 代、 ィンフレ— シ 3 ンは 後の ホ餐化 おの 集中な 巧の 時け、 サ界巧 佑、 ワィ マ 
I ル 洽下〇 を 巧、 ナナスに よろ 化 興へ と 度度 かの 巧 巧を 巧け たを、 今日の ナナス 的な お 力 的 制 巧に 巧つた ので あ 
る。 を 0 曲の ち W 的の 族に ついて 0 ち おはこ、 でのを ルと して、 その 愛遷を 立法め に泌〇 てみ よろ • 

ニナ チス抽 化が 立を のがが 

藥- g - 巧 rn 巧に おける «« ま 度び ま 

れ 一巧 W のな 巧に がける 巧を Ga 巧规 巧は 化 巧た る もので あり •たつ OW 巧つた 迹 化かな にかれ、 三 一十一! のをく 
無明 巧な、 をが 相ぶ した 法規に 規 ザされ たを おが 巧が わつた。 巧 時の 本 化が おはが 巧で わつた (化し' ブ レ— メン 
はを、 巧 巧では を 級の 化 « は 上下して むた。 プ C ィ センでは > を、 巧 巧 0 比 巧が 巧を されて ゐ た)。 

巧 一巧を W おの 巧 巧は を丰 化で わ 0 た。 このが 一 W おに 於け るが 拆 をの わがの 立を めを 現は、 一八 一二と 年の 巧み 
巧 内な 向 巧な 五 S 


第一な * 巧濟法 rt 左* でのな it 五 《 

硬 巧 法で ある。 本を に 巧り •巧を にな 一め を 本 かお 度ボ巧 われ、 二 0 ライ t ス マルク •一 0 ライ t ス マルク 及び 豆 
ブイ t K マルクのを 巧ポ がられた 〇そ〇 他 •巧 貨> ニヴ ケル 巧 、巧 巧が 巧 巧され た。 これは 巧 一々 大巧に 至る を、 
サホ 巧る 〇をぷ なろ 巧 おに 巧し' 巧 大巧 巧を 巧 じた 0 で ホる。 . 

こ 0 巧を 本 化が 巧の 巧 立に 至る をには 巧 0 一二 お 過を 运てゐ る。 ' , :‘ 
こ) 一八 セー ザ、 を巧蠢 に S ずる 一審が i しち 靈貨 として こク G 巧 用 •現行 赛 にがす る 比 巧の 

巧 誌、 な 巧の 巧かボ なぞされ わ。 

こ 一) 一八 セ ーニ 年、 を 本位が 巧が 法 巧に 巧つて 規 をされ、 巧 K は 小 巧 硬 巧に 巧を された 《 

(ご 一) 一 八 セ 五 年* 一一 壬 二の 中央 巧 巧の 一で あつち プロイセン 巧 巧が ライ ヒス ご クに改 巧され ちを は 他 
C 巧勞巧 巧に 封ず る 星と をり， 巧 S 上*; 一 0 年 迄 二十ち をを 巧 巧が こ OK 迫に 農」 巧が 巧 おがれ 0 巧が 
巧 も 巧々 たる 矣 にず ぎを かつち 一八 セ 五 年の ライヒ スごク をに 化り、 ライ t スごク は、 一 8 ライヒ スマ 

ルク 及び それ SS 愛を SQ みを 愛 9 る ことが 葵た。 そ Q 巧、 全 裹强化 G な A に 金 回 收襄を おめ、 

一九 0 六 年の 巧 件に 巧り、 五 0 ライ ヒス マルク 及び 二 Q フイ ヒス マルク 0 な 巧 巧を 货巧 する ことにな つた’ 

1 八と五年の法律に化るが稱の現を巧话は、 芙两のピール級巧をのを'お単祐 (<己一た巧*"にコ曼とは輿り* な々的 
巧贿 mec を曼 〇瞄 がを 巧ん ガの である。 かこの ルち 巧實 なる 巧 ホ 手が をを 巧 妾るな 巧が 曲 (置 穿. 
mfigeDeek —) 度 ミ？ 規¥ たが、 これは を S 奠 t ずる轉 がご 二分 €1! 堂 G 保— 楠を ホと 


巧 1 1 兵-々 世界 乂« における •時を 融 M 異- 
な お 的に いへ ば、 一九 一四 年 八月 ra 日 •巧 ー ホサホ 大巧が お 巧した 時に がける 獨 をの 运ホ的 おおが 祐は w めて す 
ホ 分であつた ので ある。 巧を は、 かくの かき お 巧 曲の 化 態に めて、 を 巧 的に 金 お 的に をく 班 立の 化 態に がての 巧 年 
巧が 折を 巧な ホざる を 得を かつた。 

がし、 巧 巧、 信用、 曲を 財な の 巧 面 にがては が賓 的を ものを 有つて ゐた〇 それは、 政爭 おおち 足の なめには • 1 
にもを、 二に もを とい ふを 前に あつたから である。 だが、 これは 現け 巧に とつては 唯】 の もので ない ことが 閒 もな 
く 巧に された P この 捏驗 にち み •今日の ナナス 駐 時れ 孜 の息& はこれ とを が 巧り、！ 8 巧 巧诉 力の や 時を ホから 化 巧 
巧 W への 供 ♦のをめ におを 的を 「わ」 の 力、 巧ち 构 々巧 ホ 的 巧 sfe 巧 一 班と する 巧に 變 つたことは 巧 速の かくで ゎ 
る 0 

一九 一四 年 八ち 四日の 巧 巧讓 みはが なを ホ 上の がな 措 面に 阴 ずるを 样 案を 一 おに 迪进 せしめ •これらは すべて 卽 
日 巧 巧され たが、 卽ち 左の かを ものが ある。 

三) 帝 曲 巧 巧 及 银巧券 = 巧 スル 巧が e 

(二) 巧 巧 法改正を ホ。 

(一二) 巧 巧な 巧 ホ お 法が。 

(の) 帝 田を « 巧 なえを 巧。 

(五) 巧せ をが 法。 

これら Q 巧 法律は 所 巧が 歧 上の 巧 負を を 了し • 1 W 信用 化 泣の 中跑 W ぶ々 巧の 巧 巧を ま 的に して > 货爭 のを 巧ぶ 
や. 立# « 帝 A び 会 《 注 ぶぶ 


第一 篇 ナナス g 濟法巧 立 t での • 五六 

び R 時 W 內を 巧を ちがの 非を 行動が 巧す るち 括のを をを 遺值 なく 供 拾 世ん が 巧め にを せられた もので わる® 

巧 巧の 巧 時 中のを « 政 巧に がて' ホづ がられた 措 值は金 準 巧が お 巧で わつた 〇 これにょり 、保け 券の 增 おに 多大 
の餘 巧を 與 へ、 夕 巧の 巧 费を巧 はんとし たので ある。 この 金が 拍 巧な 巧の 爲 めに、 金の 引が 及びが 出 巧 化 巧と して 
ホーに、 を S 止 (帝 苗籌 の 兌惡 止、 か 巧 券の た換 停止)， を 一に、 補助 券の 交換 巧 止、 を 二に、 英寄 巧を 貼 
用せ る 公 巧 巧が の資 巧を 止、 巧 四に、 ホ苗キ がの 支が 巧 巧、 巧を に ル 曲への を あぞ K お 等の 巧 措® が とられた 0 
巧に' 金 巧 诉增化 ホと しては •.巧 一に、 巧な の 打 ホ 巧を 防止 及び お藏を 巧のを W ホ 連， 巧 二に、 公共 巧铅 及び お 
曲 巧 まのを 力 •巧 一二に、 を 货巧义 巧の み 力 伴 止、 巧 四に、 を « 巧ん 會れ のな 立 等が 巧 はれた® 

通貨 增か 巧を みるに、 巧 及 曲&に •巧 货を保 巧を し、 市中な 巧の 巧を おがな 化し、 又を «柔 を、 巧 エホを にして 
« ♦を ライ ヒス バンクに ぶむ る ものが かくな かつた。 かく のれを が废に 於て 通 巧 W か ホと して とられた 措を は 左の 
かを もので わつた。 

巧】 に、 饰 巧な 巧の おみ 增を •巧 二に 巧 W 化 の增を •巧 三 一に •ライ t スパン ク銀巧 券の 增 巧であつた • 

巧に* ライ ヒス パンクは は その 女を 巧 化に ついて 巧 ガ寬大 な 巧 化を とつた が、 特に 巧》 の 倍 入に ょつて 大巧 宙を 
巧つた プ a イセ ンホ 方に 巧し 著しを ものが わつた。 

巧 化は の 巧が 機 明 及び々 を » 巧の 方策と しては •ライ ヒス バンクは •を « ま お' 巧 エホを にがし、 寬乂 なる 態が 
にがで •巧に > 出 がかる 化 〇 の W 巧を 画る さめ •な 巧は 特刖 なる 巧 化 » 供を おを し 且つ 巧 巧の 獲 wfc してを 融のお 
ち ホに 出で しめた。 

その 巧】 は « がを 昧〇む 立 及 ぴホ理 である C 巧 A にわて はれ：^ 一八 阳 八が、】 八 六 六年义 ひ】 八と C 年に 化て K 


がを 度の 胡 ff ?、 妻 Kg じ 5 H ま そを# 《すると ころ 乏 たが •巧 ー ホを にがても をら s 例に 巧 
ひ、 ホに、 一八 も 0 年た 月 二十 一日 0 法 巧に 巧 じて •一九 一巧 年 八月 阳 日の 貨れを W 法を を 巧し •政 わは ライ t ス 
パンクの 本店、 大ミ巧 及び ま 巧に ながを it を賠 をし、 巧 券 及び 巧 おを たがと してな せを 巧は しわた ので ある。 

その ホ ニは •度 時 巧が 巧 巧で わる C 巧 時な がみ 巧は お 工業を にかし •精巧 S ぶを に 巧り、 お刖の お？ お ふ 
る ことを R 的と し、 る 巧の 巧 件の 下に 巧 化 及び 询 引を 巧 ひ、 ライ t ス バンク、 曲 立な 規议说 又は 拍 お白みから のか 
ホをかかずるかを鸟すものである"* 組巧上、 巧：|?:を巧と巧るところは* これがを立なるにおし、 巧が&巧は巧ぶか 
れ組 をで わる。 本稱 M はを 巧に お 巧され たが •その ホ 巧ち をの ぷ法 及び 规 巧に 至つては みが 聞に ま 巧が あり、 
ろ 巧 rieg を red き ank . K ユ另 をを を nsU ミぞ穿 ieRsrufskasso 等 地 ホに 化り みるを 稱力 おされた その 中 
故 乂 にして 巧 巧 的であつた のは 「巧ぶ 會れ大 ベル 9 ン 化け 貨け织 巧」 で わつた。 

その他 C 巧 時を 曲 巧 おとして、 不 の 巧 巧な 巧が •巧 時 そを ホ おの 芭 めに 巧な せられた 好れ に 巧ず る 即お悅 のをが 
中 ホ 裏 者に おする# をの お 迫 •化 おが 巧堇 たがて する 法物寶 器 等’ ぉに、 支媒 思の S に饼 する お 判 上 
の ホ お、 キが 及び 小 切 ネの巧 閒の巧 お、 か 曲 おが ホの おする 巧ぶ 度の 巧 巧* か曲キ おに お ザる ちが* 巧 •巧 おがを 
におす る 法 ホ 上の が 番等 G 巧 巧 担が 巧 ー ホ 大栽閒 巧と 村 時に とられた ので ある。 

巧に 巧 ー ホサお 大巧に がける 巧を のが 费を 化のを 速なる 巧 おに おおず るは めには、 お 巧な 巧のを 巧 •增お •巧 策 
が 巧 W かの 巧 W にょるが 巧 クレデ イットの なおに 巧つ たことは 刖 巧に みる かくで わる (が スタ)。 

第 I 二 •第-ホ 乂 ii 後 ネ巧乂 g に まる 貨 » ま ま 

巧 五 や 巧 一 びを » 法 五-^ 


ホーな ♦♦ スお 濟法 巧な t での an 五八 
ち 巧の 賠巧金 支み 巧な、 ち ホす モ をは •巧 法を W 度 聞の 巧 ホ 巧 巧を » らし •そのを ィンフレ I シ "'ン •化 ホず 化 
のな 巧は、 巧に 之を 巧 化した。 こ 0 冊、 レン テン 法 巧 巧め 中々 巧 巧の ホ婚 •货巧 制度な ホ、 る 巧な 用 お 濟沒巧 (が 
證會 な •信用 巧を •を 巧) の 巧 化' み丰法 g 巧 止、 巧 巧 か ♦お宙 •爲替 管理 巧の 巧涅が ホ ぜられ •苗を 力ま 公共 大 
巧 巧 策 中の 化を 锭餐巧 巧の 防止が 巧 はれた •左に 之に 對 する 立法 的 巧 沼を 巧 建し よぅ。 

ー ホ】 八 年 1 二 一一 一年の 巧 巧に 巧 ホした ィンフレ ー ション により、 獨 进の貨 巧が 巧は 完全に 崩 巧し、 货巧 «值 の 下 
をに 巧る 巧を ザ 凡ゆるで がに 巧 及し •ち マルクは もはや 巧 巧な 化を 巧す ことが 化が なくを つた。 かくし . て、 一九二 
ご 一年 巧な 降、 夕 をせ ホの 巧 わの 貨巧巧 制の 巧 本 的な ホが 巧大 問な となつた ので ある。 この 巧 力の 立法の お 現が‘ が 
ち、 一九二 一二 年 十 巧 十五 曰' レン テン 织巧令 (を ミ § す 3k ミ 3rd ミミ ) である。 

本 令に 依り、 レン テン お 巧は 巧 ま 巧手 巧が ろ レン テン マルク ( 巧 e ミ en3ark) をが 化する ことと なつた。 レン テ 
ンが巧は曲なの巧朗でなく、 巧柔、 エ柔> 中小エホ及び银巧柔をもをむ©|^^の代おぞの巧阳であつた。 

レン テンが 巧の ぶ 本め ホ 本 ホに 致 立 金は • 111 十二 お レン テン マルクに 上つた (現* には r へ 一 = ヴ t も拂这 まれ 
なかつ た) が、 これは 一方な 卖 により、 他ぶ‘ エホ •中小 H 柔、® 及び 錫な 柔 から 巧々 に 調達され たので ある。 
この 良め、 巧な ホに めて 利用され てね る ± 巧 ホに H 柔 '中小 エ 柔*® 义ぴ银 巧柔は 不動 巧巧ぜ るび 巧栋請 券を W 
て、 その 曲 巧々 巧を 巧 價« が (wehrbeitraRswert) のの 0 パ ー セント 迄を 擔甘 しめられた。 これは 審實 上、 含 H 
柔 におす ろ特刖 巧と なつた ので ホる。 これらが レン テン 绝 巧を 立の々 本 金と なつた ので ある。 この 巧 佑す 巧の レン 
テン マルクのを 巧に より、 巧 巧 巧 マルクの 金に 巧ず るな 化は 巧に 崩を した。 交み 比率は、 1 化 巧 巧 マルク H 1 を マ 
ルク n 1 レン テン マルクと された 〇 これにより、 安を、 を少 くと も レン テン マルクで あ 巧のを 一 化が 度ら された。 


この レン ナン マルクに 巧ろ 巧 巧は 化 のぞを は 》 を 〇ホ进 ザ w にもょ るが •巧 巧 巧が 化して インフレ I シ 3 ン的 危な 
を 化す ことは をい とお ホに 巧 得せし めた ことは む 巧め を奇 巧と も稱 すべを もので あつた。 ここに 所 巧 レン テン マル 
クの奇 巧の あが 生じた 巧 W が ある 0 である。 

ホいで 現 はれた のが 》 一九二 四 年 八月 一二 十日 附 I 硬 货を (scnzKes を こで ある。 本 ま 0 ホ もぶ 本 的な が々 は、 

金 本 化の 稱 導入で ある •卽 ちち 冷キ 巧と しては ホづ巧 一にを でを ければ ならぬ も 0 とろれ た。 巧し •金 货の纷 巧は 

巧 はれ ス 巧 SG 巧 巧が 巧は 廷 St 。 差 C 巧 3 味は •巧 ー ホ大を K 於て 金が 姐哀票 為んだ も 

曲が 梵ホ ザ贿 としてを なをを W てした 0 に 巧し、 本を にがては •をが W は 金と を 巧を とを をせ たも 0 であり、 金 本 
位— を ホを，，‘ 金 巧を 巧》 おと 巧巧抽 巧の 巧 おのぶ 向を 示 巧した 巧に わる。 

本 法に 巧るな 巧 ホは、 なし、 そのを 》 1 化 云 九が 六月 十を 日 的 ライ t ス バンク 法が 制を ごれ てからは •專ら この 
ライ t ス バンクな 巧榮 (巧た chsbanknoten) ボ巧 10 無 巧 K: 巧 用 力を 巧つ を 巧と される に まつた 〇こ〇 が 行 券は 
ライ t ス マルク (巧を chsma を ) と 巧され る 《 おして • 10 ライ t スマ ルク が 下 0 小が 银巧 券を 巧 巧 するとを は 政 

巧の 同な を 巧ず る も Q とされた。 巧 こを 望んで 窺 W がわる が •こたろ 一を 远年 〔硬 巧 法が 巧な とし， 

て 巧 用され て わる 〇 巧ち •巧 W の 為合な •二 〇 ライ t ス マルクを •ベ- ヴヒの 硬 W ではを ライ t ス マルクを 、支が 
キ巧 として 巧 用し 巧る ことにな つて ゐ る。 

尙 、ライ t ス バンクを は規巧 保を ザ 《 な 度も規 をして なる。 

貨巧 代用 わ ( G 史 de 3 atiitteln ) 規 巧に 巧ず ろを々 としては 左 0 かそ も 0 が ある® f 
一九 王 三年 六月 二十 一日 的 手を を。 

♦ぶ ♦な WA ヴな磯 化 五 化 


ホ ー » *わ濟江巧立とで051» 六 0 

一九 111111 年 八月 十 阳日的 小切キ 法。- 材 この 冉 法は 後に お 千の か •化を みた。 

ホに、 な 用 化 a を 致濟し 之に ナナス 的 巧が S かんるな めに とられた 巧を のな 法的ぶ 巧と して •一九 一二の が 十二月 
五日 附が用 巧 (Reichsg2etN 一一す一* das wreditwesen) がわる。 丰 をの あ 用 巧 曲は •ライ ヒス バンク、- 化金稱 が 
な 巧 •巧 巧 お 巧び そ 0 化ち 卞 のな 的 力 至 お 巧れ 巧のを «株« を おを •が 行 ホ 巧 又は 巧を 棄務 をを むす ぺ ての 位 用な 
巧に ちり、 瓦つ 政 巧は 他の 巧 巧の 業務を をむ 企まを も 本 まに 巧 巧な 祐满 知と 巧を する*! がたち する がかに、 そのが 
おの 巧 尚は：* めて 巧 化で ある。 本を は： ての 巧 •を融 にがず る の卞 ホを 巧に 一巧と 本が 化ず る 巧め' 開 巧 直 巧の 
一九 一二 化 年 九月 二十 五日に 改正され た。 

» 3 ブイ ヒス バンク ま 

な 上に がて > 巧这货 巧を 及びを# をの 巧 ホめ 巧 « を 巧み •衍 ホに ろれ ぞ わの 巧 巧む 巧 制が 上、 おつ 意 ホを なみて 
來 たので わるが、 この 巧を お 用が 度の なむを 巧す ものは 闲 より ブイ ヒス バンクで ある C この ライ t ス バンクは '一 
九 二 四 ザ 八月 一二 十 n 附 ブイ t K バンクを に 巧り •ながの ライ ヒス バンクに 巧ず るかを が 巧 はれた ので わる。 

本 法に 巧り、 ライ t ス バンクが 改正され た 巧な は •ち® をの 巧 巧を# « にせん とずる 斯合苗 併の 巧 待と インフレ 
1 シ ■ンの 巧 ホを 巧 化せん とずる 巧！！ 角のを 巧に より、 FI ズ巧 又 旣 速、 巧 & 硬化 法との 助 巧した ことに あるので 
わる。 こ 0 なをに より、 巧这 W は ライ t K パンクに がする » なる E か宙 さへ もが ザされ、 か 曲の 卞 ホが 巧 はれる こ 
とに なつた。 

C の おがわ 法の 巧 かわを とおると ころは、 がぶ めには •巧 かがれ 立巧夕 化けに 脚す る規を fc もを をして むた が > 


これを 分離した こと •實巧 的には、 (イ】 巧を w 美〇卞 ホを 巧 巧し •政が 的、： s 化 的に 巧 立なら し： a たこと • ( p ) 巧 
に 一 化を 謹みを 設立し > みなの 半數 わか W 人と した こと > (ハ〕 中央 巧 巧みび ホぶな 府 におす る 巧れ の賠 がなる 制 化 
ごこを おが 度に 满林ま 巧 的 制を を 採用した こと 巧が ホた るな でぁる。 

元が、 一八 セ 五 年の 巧 鉛け 法に 巧れば •ライ t ス バンクの 巧 用は 巧を 曲に 巧 « して ゐ たもので わる。 がるに、 一 
化 ニニが の 自ま话 法に 巧り 》 ライ t K バンクの 自巧 (>ら0303) がを 言せられ、 巧え て】 乂二阳 ザの おが 巧 法に 巧 
り、 巧 ホな 植 の 下ょ^ 離悅サ しめられ たので ぁる 0 

そのを、 一九 1110 年 一一 一巧 十三 一日 おお 巧 まな 正 二 曲 スルを ホが 抑を され •ヤング 巧の 趣げ に 則つて なぶされ たが、 
ホ 正の 巧が は、 (イ) か W 巧 力の 巧逐 、(こ 巧 立 まの 任 冗 •(ハ) 巧 佑 や 巧の お特 > 〇 こみ 本を 巧の 巧. 巧 等で わつた。 

ホいで、】 化 一二 一年 あ 月 十一 日、 オ ー スト リ I に 於け る クレディ ツト •アン. シユ タルトの 巧 巧の が 巧は 巧 法に も 
巧 度し、 巧を のが 政 巧を はを く 破 巧され るに 至つ たこの 巧 ライ t ス バンクは が 子は 巧と 佔 用な 巧を とつた C がしを 
がら、 巧 巧か餐 の引提 はを ホを 株め、 巧 ホを »筑# はが 巧に 巧した ので •玫 かは その 巧、 W おお 用 保持の 巧 巧 担を 
とつた が、 入 巧 等の 規ホも おり、 一义 一二の ザに 遂に •巧 雨 シャハトの 巧が ホを みるに まつた。 

ナチ ス政甫 街 立な、】 化 三 一三ー ザ 十月 二十 セ 日 附お巧 法 補則 G 制を に 巧り、 ライ tK バンクは 楼本 的に を 革され 
た。 本 规栓に 巧り •一が ネ誤 おは 巧 止され、 ライ t ス バンクの 巧 巧の 巧 ホめ 自由は ましく 增 大した 0 

がに、 一九 一二の 年 十二月 あ 日附な W をが々 布され > が 巧を が 制 巧が お化され、 ここに ナチ ス のがけ 巧 制が 閒 おさ 
れ た。 本 法に がり、 な 巧 監巧時 •な 巧み おなが 鼓 S された が、 か# に 度 K を 巧を •そ 0 人的 供が はち おは ラィ ヒス 
パンク 巧を そ 0 下に 材削 かおと お 巧が、 巧 巧を Q 者 尊を を ー ホ* 巧 巧の 任なず る お-ホ •を 巧巧棄 巧、 內 巧が の# 
ホ お々 巧 W A びな 》 法 ホ ー 


巧 1» ナナ*》 濟法 巧な t での お » ブー ー 

巧を み 一を の 計 セを ょり 巧る。 

巧に、 一义 一二 お 年 二月 十 H 脚を 律に 化り、 巧 巧 曲に 巧す る ライ ヒス バンクの 巧 立な はを くが すを 吿げ •ライ ヒス 
バンク 里巧會 はおを 巧 巧に 隸» ずる ことと なつた。 

一九 一二 九 年ち 月 十五 日附 ライ t ス パンクを はを の 胃 巧に 於て 「巧 巧 ライ ヒス バンク (巧が が W トス」 の 命 おを 巧 
げ 、を 商の 金な 巧 明と ライ t の 政治 お 巧の 結を が 巧 はれた ので わろ。 本を にがり、 ライ t ス バンクの 巧 員の 地 化は 
巧を をと せられ、 ライヒを 巧 規程の 規 巧に 巧ず ベを ものと された。 

ま 大寮语 SQ 1 を 二峯香 十 音 制定 S 、 一九 一二 我 S 望董 達、 金 寡製窝 含めに、 曲 

をの おが 巧ず 巧を お化した ものであるが、 その 特 をは •巧 おおの 巧ち がち 巧 大臣* がが 入 お、 ライ ヒス バンク 巧 お 
巧に 巧员 せられ、 巧 外的には 巧 ホ 大臣が を 貝を 代表す る ことにを めら れ たおに がる。 これは なけを たの 祐 化を 巧 ホ 
大臣が 巧 括し、 甫 力な 中を 围 つたと ころに 息 ホが ある 0 

ブ 9 ユ ー ユング、 パ ー ペン 內 曲は 巧 巧が のを 曲满 株の ち 衡に巧 力し、 ホいで、 ナナス 政甫 となり、 ライ t スパン 
ク のな 巧に すかの 巧 ホが 巧け られつ L わる。 


巧 六 其 おか 及ぴ租 巧な 

\ 

巧 一節 ナチ ス W 前の 罔ぶ がな. 

ホと して » 時 35 む fe かむ として 

■な ぶ 

巧 一曲 おなが 期 •巧 一次 大巧 巧 《 期 •巧 ホ 的 巧、 サ巧不 が 期を 班 じて、 巧 巧れ なは > 巧が 上の. 巧 S にか A ずる 其 
だしい 愛のを！ b ろした。 巧し こ、 では •巧 ホと 巧 «の« 巧に めて «巧が 保ぶ 由を おけして みょぅ。 をし ナナスが 化 
はぞ ザけ 巧と 巧る ことを 巧る もので わるから 0 

二が 期 

ナナスな が〇 巧を W おれ 政の 值巧 にんる に 先立ち •そづ 十九 サ お及び 巧 ー ホサホ 大找に 於け る巧受 にかす る 巧が 
を與 へょ ゥ* 

十乂 世た の ••(田 ミミに 化る】 

ホた々 WRA びな 巧 法 A 乙 


♦ In ♦♦ *巧 濟化 度な 1 で 3 お g 


ホ 内 




サ 


ft 


人的が 巧 


♦ボ レオン ー：,！ 化 oil 八 一ぶ j 乂、 0001 1、 100、 000 


ブ —ミ卞 一八 玉 内 一 
アィ** 一 全 ハ 11 一ん 六ぶ 

化 

巧. 》 一八と 011 八 

ブブ y ス 

• « 这 

ホ w 一八た 丄乂 G ニー 

日 历 一 化 0 内— 一丸 0 ぶ 


と 三 0 た 八 •五、 00 Oj 
，三ぶ 〇一 六ぶ ホ、 0001 


二 10 


二八 0,000 


化 九ぶ 
五 W 八 


、、八 8 

s'ooo 


な 


巧 


« 


ゴー、 0 た 0、 00 0、 000 ホ 
一と 0、 00 0、 00 0# 

内、 た 00、 00 0,000# 
二、 1110 0、 000,00 0# 




た、 00 0、 000,000 并 

二、 出 S ぶ、 000 *000 ザ 
ホ t ぶ、 000,000# 

'一二、 11 1 0' 00 0、00這 

一、 二ぶ 0、 00 0,000# 

二、 一 8 、 000 ’ 08 # 


T 




第-ホ 世 巧 乂« 華に 化ける •支 化 (ち】 

(的し 豫 みに 化 & ちみ 上の も 3) 

ft 一九 八、 ホ 0 0,000、 000 


K マ ル^ 


♦ — スト 
トルコ、 

巧 

n 

フ ラ 

合 

ィ タ 
，へ ル 
ル — 


巧 

シ 

ホ 


ハンゲ > I 
ダ 1 卞 

巧 

ヤ 

V K 

巧 


ギ 


そ S 化の 面を 


こ 5 C 6、 00 o、os * 

3 0、 00.08 .000 * 

一二 五 2ハ00、000、 80 * 

二 0 六、 00 0、 00 0、 000 ブイ ヒス マん ク 

八 六、 00 0、 00 0、 000 * 

】. 五た、 000,00 0,000 * 

一 内 八、 000,00 0、 000 . 

モー、 80、80、 000 ♦ 

ー ゴー、 000、 00 0、 08 * . 

二、 五 00、 8 0,000 4 
.五、. 五 00、 000,000 4 


六 八 化、 00 0、 000,000 ライ ヒス マルク— 

(な こ Woitins す；： Die We 一二 n ジ至 3: ( Ms *】 Be 王 in 192 ザぎ <11. S. 1 だ- 


(責 の费 用) 


巧 

フ 


巧 

巧 W 

ランス 


イ タタ I 

を ホ M 


I ぶ ±、 00 0、 000,000 ラ 

-七 s ' ooo 、 00 0、 80 
00、 8 0、 00 0,000 
I 一一 五、 00 0、000、 000 

内 八、 osdoo、 000 


ヒス マルタ 


で ハ々 M 5 び 規巧化 


I 00、 00 0、 000,000 な マルク (な I .】 

: 1 内、 00 0、 00 0,000 * 

ホ 円、 00 0、 00 0、 000 ♦ 

二 0、 08,08 、000 * 

八 0、 00 0、 000,08 * 

六 五 


か 一巧 ナチ* お濟 巧を 化まで 田が » 

(旺こ 一空 一二 年 

« ■ホ ホ R 爹 RHa の總 費用 ( S こ 

一、 OHCTOOCTOOO 、 000 クイ ヒ * ▼んク 
fi こ woiti ミ ご'; Die ミ ーニ n Zahl き Be ユ in 1928- Bd . ご 一* S . ミ 

第 I ホ大雅 かま 巧 田 ご 九 一八 年に 《けるな 入と ま 支出 (巧 こ 


六が 


を 

巧 


•r 

巧 


衆 W 

M 

- y ク 

シ 卞 

7 f I 

を 


-I タト f— パンダ 1— 


*«巧 巧 年 ホ 均# > 化 
一二 八、 00 0、 80,80 
】 ミ〇〇、 00 0、80 
た、 五 00、 000,000 

ムハ 、五 00、 00 0,000 
一二、 00 0、 00 0,000 
】 0、 五 00、 8 0、 000 
を、 五 00、 00 0,000 


S こ 皮 ミち rl - 巧 rn 己 t rudlow ; : 口 irect » n<i inderect C 0 お • of 
econo 3 ic stcd ミミ t す ミ 0 Mr . 24- S . 106 


一九 一八 ザの If サホ扣 # ザ か 
】 八、 000,000、 000 
ニニ、 八 九 六、 お〇 ぶ、 化 内 0 
】 0、 ホた 1、000、000 
化、 00 0、 00 0、000 
一二、 化 内 六、 化 二 0,000 
一二、 iir 五、 8 0,000 
一二、 五六 0、 00 0,000 

"ミ oreat W ち ••• Z 罢さを ( psli を S ; 


の* 爭 支出 (历し サィ C こ； 軍な】 s こ 


m n 月 ホみ 
1、 <|?サザ夫 n 一 《 、八 •ー ザ ーぶ、 た •三 ー ニ 〇、 一 00, 00 0,000 】、 ホ.； 一 五、 000,000 

二、 《サ 年次 n 1 ぶ、八. 】 ち 一 二 H 、 一 00 、 00 0,000 三、 00 八、 00 0,000 

ミ、 IT サ年夫 〇 1 六、 八 •ー ザ： 一た、 たこ 一二 SM、N00、000、00b 二、 八 六た、 000、 000 
円、 IT サ年夫 n 1 た、 八 •一巧 一八、 たこ 二 】 内 六、 九 00,00 0,000 一二、 八-八、 uoo、 000 
ft 1 九 一、 八 •一巧 一九 一八、 二三 一一 1 一二、 八 0 0、 00 0、 00 0 円、 ゴ立 八、 00 0,000 
» ホ (日 1 H、 八-】 モ ー八、】 二、 一-二】】 円た、 ミ 00,00 0,000 一一、 た 八 o、c,c か、 000 

(な-】 Lotz- Walter; -bi •を utache ジ aa で finanxwirtaclia で im す 一 さ e" (w ミ sdtaUs ■旨 d So たと— 
«ミ 互 c す 3 lies We 一を 王 g さ 0 ミ n 另 ie ■で ws さ-で u 再芭三 1924】， S. 104. 

巧時枯 がの おおに つれて、 巧に 巧费 のみ をらず 》 これと ホ 巧して が 政 お 制の おお トーの お 挺が 巧 はれる。 似々 のが 
巧 窝の巧 お篡 5 巧 角 • M へば 雲、 な 巧 その他に 於て ろ 個 圳的时 政争の お 《の おけを 爲 さなければ 巧 時 
が 政の 按 むを « くことは W ホを い〇巧 一次 大巧に 化つて、 巧を の W ぶが 议 は、 曲の 巧 巧は* 上ぶ のか くれ 一、 六 瓦 
G 巧の 巨涵 S」 たが • C 化は 主と」 て •丸 00 谊ラィ U K こ， ss 任 望て 陆 はれを S を •その 
他は 一時 巧ん 金と 小 巧の 巧 巧なん に 巧つた もので わる 〇拉 W •巧 時が なに 巧して 巧つ 巧 おお 入のを 化. は •巧 巧 ィン 
こに 因るな 的 巧费の • a 巧に 化るな 的 巧* への 健 《とい ふが を 除いてち おり 重が せられな もつ ち 
巧】 ホ 大度 巧を 宵 技に がける 巧 《 巧 達の 巧 巧を 承せば 左の かくで A る 0 

第一は 「ス パンダ ご 巧 事* をで わる。 このず 巧* 金は 一八 主 年 十一月 十一 日の 法 ホに 化り •佛 W ょりを おつ 

か 六々 WRA ヴ租巧 化' ホた 


ホーな* tg 濟法 宝* でのな》 

たなを 中ょり 一度 ニモ ラィ tK マルクを 客 蔓の度 時 脅 巧と して 「スご グゥが 窒 0 ご， ゥこ 库に赛 
巧を なて 貯 巧して おいた もので わるが •開 度と 材時 5 ィヒ 2 ンクに 巧ん され •巧赛 ♦を 0 一部と なつち 

巧 二は ラィ tK ごク なま 巧 雲を で わる。 一ろ 一二 年ち 晉 S 蓋キ 巧？ ミ》 をち >3 を 

im Finanzwe3en) に 巧り て 巧た ろ ♦をで わる。 

巧 一二は 大巧が 巧 券に 巧る 巧を 巧まで わる。 

巧 阳は巧 時 姑 巧キお (N011 もユ ま— ao ブ を) に 巧る* をの 巧 達で みる® 

巧 五は 巧を 公 复霉でホ ミこ S 含 さ 一 普 ミ • 5 農— でを 迭禹含 で—。 擧は 證券 巿 
巧に 巧 動」 35 寞 奏ょ是 ミを 賽ん s 含 4 たが 式で、 中期 (富援 S 年) 备 とも ごべ 

まもので を、 巧を は 一 お 公衆ょり Q 奚 を？ んが芭 《にを 公 2 がぶ をと つち 
寞を冀 G ポ事费 S で わる。 をは 曲襄 f 支孚る S 5 I をく、 護衷 (不足を 叟」 •まは す 
時の 21 § する襄 ミ まこ 叉寞勇 SSSS 費が ては 畜寫お S を 糞が— 蓋 さ 

ま 出を 爲 したので わる 0 

巧とは 占 巧 化に 巧汾サ る巧献 をで わる 0 

巧 八は 巧 おか 入の お 巧で わる。 . 

- w みに 化ける «巧 ■巧 巧の 


化 一一-一 


化 一田 


巧な お 
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1TQ — 


内 置 •ホ 内 八 内 二.-? 11内 化 0-0 
六 •上 .0 た 化 •八 たた •八 


一二. 五々.々 ニニ 0-1 巧 九 llw •五 11内 八 六. 八 

この がれに j つてみ る も、 巧 巧 おも 巧 時が 政の 巧 巧 にがては、 お 政め になめ て 巧が 巧ち なが 割を 巧 じて わるに 逊 
ダない 〇 このが 政的ホ 巧は 於を 巧、 阿稱 、分 巧ち 献を (巧 巧を 聯巧巧 曲む 資み推 箱 ) (sat ュ kularbeitr か ge ) であ 
つち 

巧 巧 ( V ミ braudi をを 《 uer き g ) について みれば 左のを とを S これは】 八】 八 ホ 巧 至 一九 ザ ^4 宜ろ曲 巧 
巧の 不足 巧 補 巧の 巧 わに 企 M された もので わる。 
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W 上 0 かく •ホーホ サ •揀 大巧に がける 巧を の 色 » になす るに、 巧 時 財孜政 巧に 於け る 巧 巧 政 巧 0 進 おには# しを 
もの か i るが •しかも、 を «费 におす る 比 巧は •巧 速 レた かく おり 大きくない C この 巧な 巧 まの 巧 時 お 政な 巧に 巧 
みろ とを、 ナナスめ 巧を お、 巧に シャハトの 公 « 玫巧〇 化 班に も そのを がせが あつたれ けで わる。 しかし 》 ナナス 
巧みな おに 於て は 巧# 規お ま 健を 財政の 立が から、 む！？ 巧 立を 巧 0 公 ホ 化 巧から 巧 巧な 巧に w 巧した ことは をに 
巧 法す るかく である C 

ホに •一八 セ ー年ょり 一九 一ニ ニ ザに まる 巧 巧の W {♦时 政 0 巧？ S に 一巧を 與 へょぅ。 

ピ K マルク 時け 0 巧を 巧 W はが 巧 W みで わり、 « みは W 巧 A ま 外交に 典を され •对 を、 K 巧 及び】 巧 巧 巧は 大 K 
み 巧 0 巧ず すろ ところで わつた。 巧 時 〇巧途 ホ WOMft が おはす おな も 0 であつた C 1 八 セーが 憲法 巧 お 十 巧の 規 
ちに も 巧 はら ホ、 巧 巧 CM 技れ 入は！ K 巧 及びな 巧， 大巧 •ビ ー ル、 一一! W お •巧 巧に 巧ず る 巧 巧 ホに キが巧 巧の 巧々 
巧と いんゆる々 巧 sw をが 巧 巧の で わつた'* そ 0 巧 一八と 义 ザ* 巧な ななは •フランヶンシュタィンを 巧た 規 


をし、 巧 巧 政府は •巧 巧 及び 巧# お ザ* ow おが ニニ 0 け 巧 ライヒ スマ ルブ をを 邦に か 巧し をければ ならな 
くな り •これが 巧 巧； S なの 巧 巧を 巧 ホした 〇 かくてが 巧 政 巧は プ n イ七ン に 於け る ミケルの がむな ホ (2 立 C た she 
Finanzrefonn) により 所得 巧を 巧が した C である。 一义〇 六、 一九 〇 九 •一九 三、 ー ホ ニニの み 年に がける ホ 
WQ がな ホ ホ 0 お 巧 》 巧 巧巧府 は W はか 巧 金 (wehrsb た traR) を 巧た が、 しかもみ 巧 お 政の. 改 巧を 巧すべく もな 
かつた。 

一八 セ 六 年に、 一ち、 三 一二 〇卞 ライ t K マルクに 上つた を ホ运巧 巧は 》 巧 ー ホ 大巧 お逗の 一九 一の 年には のを 十 
巧 ライ C K マルクに まし、 サホ 大巧の 結 巧 •巧を W のがれは を 巧な 巧され てし まつた ので ある。 そのを 巧みの が 政 
ホ ホが 巧 はれた が 何れも 巧 巧せ ず、 ち费ま 巧の 爲 めの インフレ ー シ ヨンち 巧が おおせら るるに まつた ので わる。 

巧稅 のを 制を は、 一九二 一二が 十月の 巧 制改ホ (レン テン マルクの 妍設) に 巧つて W がた もので あり、 一九二 あ ザ 
の お 巧肇は 巧 巧 巧に 適が した も？ わつ ちそ S 1 九 一一 10 ザ s 累 巧が S がし、 曲 巧は いよいよ 巧 さした。 
しかし、 两巧巧 巧の お 巧 巧 だしを とを 增 おによ るは 巧を 巧たん のでない e 從つ てこの 立法 的 措沮に 依らずに 財政 上 
のこの おな に 巧 庭 せんとし たので ある。 

巧 巧 化 入み 巧は* 一九二 九 年 巧に 於け る 九、 ー セ 0 巧 巧 ライ ヒス マルクから、 一九 三 一二 年 巧 》 巧、 六 阳〇巧 巧 ラ 
イ t ス マルク に试 少した。 他方 失 まがを々 は 材巧聞 中に 十 お あ ライ t ス マルクから 二八 倍 ライ t ス マルクに 增 加し 
てゐ る。 尙 この 陆 'パ ー ペンのを 巧を ホれ*、 巧悅を 除が* 巧の 巧 力が みられた が、 しかも そのな ホは 上らず、 ナ 
ナス 巧堆括 立が 巧の 巧る W 寒け 化は 正に 巧を に 巧して わたので ある C 

尙 •この 巧 聞に がける 立法 上の おおは ナナス、 な 政な 巧、 巧 巧 政 巧に がて •必 おなる 化り W れる ことと した 0 
第 ホ々 曲 AA ヴ冉稱 化 屯】 


第 I 雪 ♦手 ス經濟 法 巧 立 s で 01111 セニ 
(K I 】 本 巧は まとして、 Dr- AdoU Flaiacho ご Kri な も inan 江 ミ ung 1939 に緣 &• 

、 巧 二 節 ナチ ス 治下に 於け る おな 巧 策 あび おがな 策 

■ がか 巧 巧 

(_) 一 化 111111 年 ナチ ス巧 巧の 巧 立 せらる る や •ナナス 政 巧を おは、 巧 巧と ホ卖 のを 服を 目坊 に、 が 政 巧 巧に め 
て も 巧を を 活動を 巧 おした。 

ナチ ス玫 巧を 巧は、 失柔巧 巧な 贿 単が お 的 企类巧 動の な 巧に 依つ てあか せらる ベネ ことを 信じた ので U なく •ザ 
ろ 田 お 支出— 失 柔か诉 の 爲め义 '冉 ず 祐計 蚕の 島め の 1 が* ザす る と共にが 的投 をはを に 中 化せられ ざるを 将ざ 
るに 至つた ので わる。 これは 巧 巧 おを を おに 互る 巧 制の 巧 化を か 至の ものと した。 

尙 このが について は •巧を 曲 おの 金径 所得と 巧 資の巧 化を ちな すれば 明白と なる で ホら ゥ〇 

巧を にがけ る 巧 巧み 窗は 一九 一ニ セ 年に がて 首 六十を ライ ヒス マルクを 赵 え、 一义 二八 年の 水準に を 上り、 I 九 jjj 
二 年に 於け るかせ ホから わち 二十 憤 ライ t K マルク 〇增 加を 巧して ねる。 

田を のを 巧 巧 »と« 資 (一九二 八 年— ー タニた 年】 (■】 

(單化 十の ブイ ヒス マルク】 

一空 < 年 一空 ユ 年 ー ミ 年 一己 一年 I 互丢 一 立 < 年 之ち 年 
1 H 皮 巧 巧 ち .B 5 •一一 再 •< さ i ま 之 さ A ク 


二な 巧 

(一〕 任 巧 
(二】 を 《 
〇一】 なを (々法 at ) 
(内】 公を (か 法 >】 
C 立) た！； (が 逢 ») 
(六〕 た « (ホ 巧 il ) 

(ちが ホ ま 
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三 


二 


(八】 《 巧 巧 度 
(化) 泛« (を 權巧餐 ホ】 】< 
(10】 を 純 (か 權巧哀 ホ】 < 
二/ (二】 卜 一/巧み 比 か 

妄1 

« 巧餐宙 ぬ增た 
同 民 巧 巧の 增か 
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(こ 一 
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(こ 0 
ミ 
ご】 一 
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(こ K 


占 一 互 下：：！ 
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(こ 〇呈 
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0A 
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こ】 0 •二 
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クニ 


(こ 3 
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II •二 
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ク羞 


三ん】, 下 ーク〇 

夕 -r TS 


お •ベ 


下 か (？) 
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•S 


二 *1 
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三 •一 


三 ，知 
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一空 <1 ま* 南 年を 巧 じて 

ミ ー ミ 

子 知 云 i 


S 】 wtatutiache こ alirbuch f ミ d§ Deut を e 妾 ch 1937- S •置 31 •玄 0. 

Rei 巳 wkr 左 一な〇を 家す ft A. G- Berlin; Dectachlan を wirtschaftUche 尸ち 0 an dc こ ahr 江 wend, 1937 - 

s. 6. 

巧 六 ク- M & 度び お 《 化 セ = 一 




ホー tt ♦チ スわ濟 法 成立 i での！ 七 内 

W 巧 所 巧は 一九 一二 二が 〇两さ 五十二 巧 ライ t K マルクよ 5 •一 化 己と 毕〇 ちな 八十 五 巧 ライ ヒス マルク 〇增 かと 
なつた が、 しかも 一 化 二八 年に 比が すれば 尙わセ 十 巧 ライ ヒス マルクの « 少 となつて ねる (な-】。 巧 巧 ♦巧が W 巧 
巧稱 におしても つ« 合は 九 -llr ハ I セントより 1 一二 •义パ I セントに 增 化し •巧 巧餐 巧を 除くな 巧るな はち 一二 十 セ 
巧 ライ t K マルクより 乂 わ 巧ち 十 巧 ライ t ス マルク、 卽ち两 お 所 巧の 一八. ニ パ ー セントより 二 一ニ パ I セント W 上 
に增 化した。 この 巧 化は お费に 巧して おい K 力の か へられた ことを 示して 方る。 

( K - 】 —*5 任 か： 8 は、 「一九二 八 ザ 」 Q ブイ t * マ* ク«« にたて ホ 巧々 巧»を»« としてた 史 3 れ たを M 巧 巧を 
「»質巧 巧」 として ホめ « 牛を 舉 けてム る (軍な 十た ブイ t スマ A ク】。 

一ろ 一八 年 た 五 

; 一二三 年 五六 •八 

一九 号 二 年 五 丸 •九 

一九 一ニ エ年 七 一 •« 

一ろ 一ー ホ 年 セ ホ •一二 

この 数 ザの » おには W よ— わ* こ i と& はれる が、 史 t 角、 前 « ぶと ホに、 にがけ る お濟闻 -B5 わ 巧 t 帝卞 と 
L て 意 かがみる， 

ナチ K 巧みな 材は •め！ 一巧な 巧 一丸 111111 ザより 大巧 巧の 公共 ホ 木 ホ ホを W して ホ ホ 巧 W (それは 间 巧に 巧が 的な 
もので わつ たが) •巧の 巧 巧を W つたこと はを 连〇 かくで わるが •これに 脚す るな 法的ぶ 巧の ち 虫な るん 0 として 巧 
のかを ものが ♦げられ る 0 


iK ホ 巧 巧を (ご 2 を N Nur < eiinderu ミ def Arbei な ー ミ 方 keit ) (一九 云 一一 卒ーハ 月 一日 附 )0 本 法に がり 十 
を ライ じ スマ ルク をち 掌る ことにな つち 又 巧 おな 用 話 券を さ ミ ctschein ) を 巧た て 一二 僚 ライ ヒス マルク 
を 同を をの 下にす 出す る ことにな つた。 

巧二寞 ま沒 S 二九曼 年杳二 こ 日附) 。塞に 巧り、 委 ライ マルクの 支出が なを、 又が 子が 巧 

巧 お ( zinsv ミを tuTJgsschei ろの が 式で 三度 ムハ千 巧 ライ ヒス マルクの 支 化々 巧され た 

ち 4 肖 ホ 乾 巧を (G 空 e な Nur 巧 さ elun 《を こ andwir な chji ミ ichen Schuldverh 己 ミ33艾 (一九 一二 11 卒 六月 
一日 附 )0 丰法巧 K 十 巧に 化り、 一九 四 0 ザ 巧 力ま】 九阳 一一 年 巧に 於け る 巧 米 0 な 巧に がて 巧ぶ のを 巧 持が •稱巧 
物 巧が C を襄 して、 巧 金一哀 ライ ヒス マルク 〔用を を ホへ た。 かち 0 化* 巧を、 利卡袖 給た 險を 巧に 細す. 
るが ザを、 巧 巧 ホ 巧费 用の 目的 C 巧 わに > わ十值 ライ ヒス マルクの まがを 爲 してなる。 

こ G 雲 お 5 宮め Q 葉 ま S 荒 おはまと して 公 急を巧 によつ て贿 はを。 卽ち ライ ヒス ごク にがてが 
巧 引せられ 巧 るれ お 手が S 巧ボ巧 をた S で ホる。 一を 号卒 より 一を 二韋に ま堇ま 稱喬閒 にがけ ろ 巧の 

襄费闲 な 巧 五十一 倍 ライ ヒス'" ルク 2 ち 一二 か 一倍 ライ ヒス マルクが この 《衡髮 'キ お® 巧む によるん ので わ 

ろ • 

このを 受 法は 一九 量 S 巧に 於ても 蓋せ た、 羣 曲れ 義 至 阳雲 計？ 於け る 7 ミ； ふ 巧の 色 
をも幫 ミれ ち ライヒ スごク をを む 巧 逸 S 奠畫が 寡は、 一九 量が 十月 末に 於け る 巧 か 佑 ライ t 
K マルクから 一を 二八 ザ阳巧 ホには む军一 馆ライ ヒス マルクと 增 か」 てね る。 この 手が の 大巧々 は ライ ヒス ご 
ク 及び 巧 巧が 巧に より 巧 化された C 巧 巧 0 こ 0 ホ わが 巧が のみが ホは 比 巧め ルで わつ わ。 

ホ六ク 財 RA び 祝《 化 ぶ 


ホ ナナス お ホ 法は 立* でのち » 


セ 六 


ライ ヒス バンクの « 塞、* K ホ* 量 (軍 仿巧萬 クイ ヒ K マルク】 


企 A ホ W a 巧 
巧け、 《 引 及 巧 ホ 
巧 引 
巧 ホ 
» 巧 ホ 
巧 を 
巧 巧任& (を 袖 か 巧】 


】 九 二 九 年 
ir 八 一九 

二、 云 化 

一、 八と 六 
化 一二 
内、 五 •立 一二 
五 ニ ホ 
六、 一 化 五 


二 巧 ホ 
】 化 111111 年 
化-一一 

气一内 0 

二、 円 一二 化 
内 〇 1 
一二、 一二 五六 
内 0 二 
五 も 一八 


現 ホ 
一を ミ 年 

たゴー 

ち内ゴ ー八 
内、 た 
ぶ 二 内 
内、 八 一六 
ミ 五 
六、 屯 二た 


一九 一一 一八 年 

美 

ホ J ミ五 
五、 六 3 古 
ご 一九 六 
五、 二た 八 
八 化 一 

ち 一一 I 化 


獨 惠 ft 巧 « H の キ巧巧 有 X ( ぶこ 


ブイ ヒス パ y ブ 

n & を g 引 W れ 
ホ 巧換冉 な！！ 
W 化 行 


一九二 八 年 
三、 内 九た 

六 


お 0 八 


内 

一九 一号 一年 

ご一、 一円 化 

二ち 

ホ 六 岩 


(巧 巧 巧* ライ ヒス ►ルタ】 

巧 来 現 巧 


一を 一ニ ハ 年 
内、 内 11内 
とぶ 0 
ミニ ミニ 

九 八 ホ 


一 化 一二 七 年 
五、 一ち 二 

-六芙 
一二ち 一三 二 

一、 0 化 一 


一 化 一二 八 年 
五、 八ぶ 一二 
】 、00 巧 
ぶたた •一二 
1、； 一一 


振 巧 広な 
it ； ち 3 巧 
工大 g わ 
そ S 他 二十な 度« 巧 

合 か 


】 八 一一 
二八 セ 
二、 里〇乂 
H 九 •五 
ホ、 H 八】 


S け 一 
】 0円 
】 、六 九九 

さ 二八 

ホ、 八 六 八 


】 、ぶ 六 六 
一 内 0 
二、 ゴー屯 円 

一、 一内 0 
】 1、 六 0111 


一、 八た 一二 

一三】 

一二、 一 五六 
一、 三 一九 
1 1二、1 内 一一 


一三 2円 

11 内た 

ち 2 て 

】、0 八 五 

ち 二 一丸 


(な こ 一ろ 一八 年 十月に 《ける a ?# 任 巧は 巧 一； 九 色 ブイ ヒ こ； に 上つ た。 その 巧 S 巧な 用 S 体 有 A 
は 六十 八は ライヒ* マ*， であつた 》 しわる に、 一丸 一ニ ニキに 《ては 流* 巧 六に ライヒ スマ* ク にし 
て、 その 中«巧 かが K 口 六十 六な ブイ ヒス マ A ブ 、一九 ご ニニ 年十片 にかでは なじの クイ ヒス マルク i 中 十ぶ 

但 ブイ； こクと SS な •、一 皇 E 年 十 5 S 一一 一十一? ここ； と 辛 塞； K こ* 

ブ i な 5、 一乂 一二 五 年 十月には 打 内 十 亿 ブイ ヒス マルク i 巧 十二 位 ブイ ヒス マル ブ とれ n 、 一九 一二 六 年内 

巧には 皇 十二た， イ t こ； と 巧 二十 一一た クイ ヒス こ， となつ てム る。 しかし、 W む 機 W & かに 保 屯 
3 れ て. QS キお忘 一を 一八 ホに 《ミ 六十 一た クイ ヒこ； わら 一皇二 年 S 円 十 佐-; ヒこ； 

i な—、 一九 一二 五 ホには 一二 十-五に クイ ヒス マ* ク iw みして & る一乂 一二 六 年期 W にたては S 十に ライヒ* マ 
ルクは 下と «じ られて & る。 

一— 阳年 S 驗に 依れば、 十； 政府は S 寒 支 S 援 力を 3 少 ssf た。 おつて •宙夕 巧へ ば 巧衡ぞ 化が 
を C 抑設 、曲嘗 巧 巧 蓋 Q 巧る を 接 庭 巧 保す SA に f れた襄 は. 2 至つ て、 巧 《とが 的 巧 夕を巧 根す 
る芭 わの 巧 制 巧に か 正された ので わる。 

巧 そ G が緊ら 生じた 妥的董 C 增 かは 一部は 巧 巧に ょり •一部は 的を 的 妥制襄 にょり 制限せ たたので 
を。 又 所 前任 全 財 & G 立 ‘5 からん* 篇襄 にけ るに 稱愛累 接な 器 賢が $ がせられ るに 至つ たので ホ 

ホ 六々 が«戍ヴ《« 化 


ホ Itt 十* ス K ホ 法 A な t でぬ わ » た 八 

る。 (巧窗 巧. 乾 政 巧# 巧) 

■(二) 叉 地方 財政 改キ について 的す すれ ゴ 、あ 巧 0 なが •巿 町；！ cowtt もホ乂 なる が» を 巧つた ことは 勿を であ 
る。 一九 一一 一ニ ザ— 一二三 一年 度す 現を にがて、 巿 S •村 ホに ホ WW 化を の 財政は、 巧が 十二 巧 ライ ヒス マルクと いふな 入 
か 巧を 示して ねた。 ま 巧 巧 巧 巧は わと 兄 0 巧 ライ ヒス マルク、 お 巧 及び 巧 巧の 內 M 巧は め 二十 セ® ライ ヒス マルク 
に 達して ねた 〇 おど 阳 十な ライ t K マルクに* ん とする 巧 if 村の 正が にがし •政 おの 巧 « お 典 政 巧の みに ょつては 
未だ 十み なる ものではなかつた。 

巿 町村 试 巧を- 1 阳 スル 法 ホ (Gem た ndeu38chldun ミ ち さな) (一九 一二三 一年 九 H1 一十一 H 及び 一九 一二 五を 二月 二 
十九 日 W ) は 右の 內田巧 巧 巧を 巧を ホに ホ A えを 規 をした もので わり、 W の 所 巧 お、 巧 人 巧 戊び ♦上找 化 入に 
巧す る 地方み 興 巧や巿 W 村の 巧な 巧な 入に ょり ホ 町け R 政は 乂 いに 巧* サらる ことと なつた 〇 】 乂ー ニス ザ 十二月 一 
日の 物 积ホ苹 (巧 さ 一 ま euerreform) の寅献 も亦乂 なる ものが あつた® 

二を 巧を 巧 

(-) 巧に 度* 扭 巧した かく •ナチ K 政 巧は 政 度 柏 化を. 切の 失 ホ# 巧技 巧の 島 A に 时は政 巧、 を 巧は 巧め 巧が お 
をと つたので わるが 巧 巧 政策 も ホ その 巧 ルを 巧す もので をく •このが な 政 巧 •巧 ホ 政 巧の】 班と して •巧 お 立法に 
巧つて 巧 « お 興 巧の なおを 巧した ので ある 〇 この 目 技の 下に 制ち された 巧 巧 立法と しては 左の かを ものが ある 0 
自巧ザ 巧な ノ 改正 二巧ス 法律 (一九 一吉 一牵阳 月 十日 的)。 本 法に 巧り、 一九 一一 三 一年 一二ち 十】 日な を はじめて 迷 W ず 
る ホ 用 巧 S 巧は 巧の ザ稅 のち お fc 安くる ことと なつた。 


ち ホ 巧 w を (一九 一二 一二 堂 ハ 月 一日 巧。 塞は々 s 钻 おに 封す るを 除 0 化 巧、 ん政 おにち ずる 巧 おお 巧 巧 かお 
C 巧み 稅) の 巧 設を規 をした e 

せを お 及が 莱物ノ 巧 萬 壽# 補を 妾 二 お スル 搜巧 及を 人. 所が 软ノ 雲 S スル 法捧 二を ニー ニが ち 十五 
日脚)。 . 

# おお 巧 巧 _ 一巧 スル ホ 巧 引下 二 W スル 法律 (一九 一二 一二が 九月 二十 一日 的)。 

なぞ お ノ传提 ホ 補を 工事 二な スル 巧 巧 招が 三脚 スルな々 (一九 一二 阳が阳 月 二十日 附)。 

み柔 _| お スル* 上 お ホ ホ巧ノ 引下 二阴 スルを 貧 (一九 一二三 一年 か 月 二十 一 旧)。 

これらの 一が の 巧 巧 立を に 巧り を 巧 的 負 巧のを 除の 巧 巧は め 十 瓦 巧 ラィ ヒス マルクに 達した。 

(一一) ナナ K 巧 雲 巧に めて 致 も s おなる も QQ 1 は 一九 一二 网ザ 十月の 巧乾襄 である。 この 稱お肇 は ナナス 

の 供 萬サホ 巧哀 胃 そ Q 塞を 巧つ乏 モ ホる。 碁 ホを ラィン (ルト ち？ i 巧 乾 制度 S 轰なホ 

に 巧 株を 解 巧の 巧 則に ついて ホの かく ホべ てね る (巧を 巧 •おお M 、 一九 一二 五 年 五と 0 巧な 下)。 

巧 一に、 巧稱 なくして 田 おはを い® しかも W みなく してが 人の が ホ' 巧 おの 可 巧 性は ない C 1 このが 則に 化 0、 

S 呆 にして そ QR な S を ホ 足 CSQ 霸 装を さ 度®'、 巧 お 3 廷秦 SQ をと なる。 

巧 二に、 巧 おはれみ 的 おぶ に 巧を すろ ことを おする C 
巧 ご 一に、 巧 巧は 人口 政 巧に 巧 おしなければ たらない 0 

巧阳 に、 巧 おは 人格 的 憤 化の 向上を 日 的と する お 巧に g おした もので なければ なもない 0 

ホ わか MR * び W 找法 ん力 


巧 一巧 ホ ♦ス JK 濟法 巧ぶ t で S わ 巧 パ C .. 

巧 五に、 巧 巧 はれみ 的ち ホ 的 •がな 的な をに 巧 おした も 0 でなければ ならない。 

をの かを 十 チ KS 惡轟 K ぶを • CS 養ず 哀 ける 襄 と」 了、 ミ 裏 的 ま 班を 霞 ずれば 巧の 夕 

で わる 》 

巧 お 巧 用法 (steueranpa ち ungsKset こ ( 1 乂三 一巧 年 十月 十ち 日 的)。 本 法は ナチ ス巧 をに がける 巧 乾 巧 ホの お 
塞で わる 。 C こ 忆巧巧 法 Q 解 漂 則が 巧 文化され た？ ある。 

一 冗ち 巧を 田 巧 巧を おに？ る お 塞は、 巧に 一 か 一華に 巧 立を みたので ゎるが、 一九 一二 一年 五月 二十 二日が 
巧 巧 田稅巧 化を (巧を〇 ヴ sbKP ヴ anordnunR ) にょつて 改正され、 巧に、 巧 巧进拍 法に がり、 ナチ ス的 巧丰 的な 巧 
をを けた Q で A る •本 法 5 條 にがて、 巧稱 がナ； 的サ S に 巧つ て# 巧 さる ペを こち 巧つ てナ； 的ち 巧投 
に f 巧 お 法 S 夏 及び 愛 暮巧 ホに そ S 巧 法事 情を ち？ ベを ことが 要？ られ てゐろ 塞は 一 奎阳年 0 
巧 養 乏 8 を？ 是で わり •をに ょり ナチ X & 塞 立 巧 初 G 、 1 C 的 わが お S ? 明ず る 巧 ホ 政 巧 的な 
ちな にがす る 修史が 貧され たので ある® 

尙 ちの お 本を と 巧 ホんで 左の かを 巧 巧を# のがを が 巧 はれた e 

巧 巧-おを (一九 一二 阳年 十ち 十六 日 供、 一 化 一二 阳年 十月 二十 网日 巧な ホ) 本 法は 一 化 一二 八が 一 一片】 日 的 所 巧 巧改出 
をに 巧つて 改正され るを が 巧し わ •同年な 正の 要 巧を 虫 わすれば •一九 一ニ セが 九 H 吉 十日 W 巧を 巧す るか 用 年 巧の 
巧を ち*: 財に 巧して 巧價 C 自由を 中止す るに わつた。 

丰 をは ナチ K 的 巧 巧 巧に M する 基丰法 である 〇巧丰 まに 巧り 所 巧 巧 (が 人) は 巧 お 率 0 がを とる こと も あり、 ま 


は 入口れ 巧の が 則に 巧る 巧 巧の g 滅と いふが たと る ことに なった。 ホに 本 法が をに まるを の獨 をに 巧け るが 巧 供な 
を K の 立法を 的 小 巧を なみよぅ 0 ，よ} , 
巧を の 巧 巧 おを まに 貢# した ものは 巧 (Laad) でもった が，】 八 二〇 ザに 肤 なお (ち aMensteuer) がが 用され • 
ホいで、 一八 五】 年に 巧 狂 巧 巧 巧 及びみ 巧 巧 巧 巧が 巧 はれ 》 そのを •ミケル (2 瓦 C と) の 巧 稅化苹 により •一八 
化 一年 セち 二十四日 2E プ •'イセ ン巧巧 巧を が おちされ た。 本を はがみ ホに その あおめ 巧據を « くので わるが、 これ 
は 巧を を 巧に 於け る 所得 巧 法の ホ 巧と なった 〇 その 坟 •一九 0 六 ザ 及び 一 か】 六 年に な 正が 巧され て わる。 

.巧】 ホ 大巧が 了を •巧 巧な 巧の ホ ホに より 》 巧 巧. 稅 及び 时巧 おに おするな 巧懼を 曲が 巧が すろ ことと なった ので 
わる。 そのを、 一义三 10 年の 巧 ホを 巧に 因り •幾 ♦の 改正が ちされ •巧 身 ホ 所得に がする 增巧 •八 • 000 ライヒ 
スマ ルク w 上の 所得に 巧す る增 ♦及びを 機巧の か* 的な 的な 巧 巧が 教 けられた が > これらは ナナスは！？ かなが をの 
ナチ K 的 巧巧稅 法が をの 動 « となった ので わる。 ■....一 
法人 巧 巧 巧 巧 (一九 一二 两年 十月 十六 日附 •か 一 乂一云 ハ ザ 八月 二十 セ日附 改正)。 ' 
を 人 巧 巧 巧 (K6rperscha£tssteuer) は 》 所得 巧 (供人) と讨抹 •本 巧に 巧り 》 巧 助 巧め 戊び 制 お 的 巧 お 巧 巧が 
巧め られ たが •巧 巧 巧 (が 人) の 場合と みり 比の 巧 辛に よると ころに その お 色が ぁる。 / 

巧 巧に めける 法人 巧 巧 巧は 巧ぞ めには 巧 巧の 時け に 巧る ことが 扣 ホる。 プ P イセ ン にがては】 八 か 一年 お 月 二十 
阳日 的を 人 •ホぶ みれ •がぶ 合 夕會れ > 巧 山 化を •ななおの その他の 姐 合に 巧得稱 のな おが S され、】 九 0 ち ザに 
はが 限 をれ に 城 おされた。 

巧 ー ホ 大巧な'】 乂二〇 ザのを 人 巧 巧 巧に よ々 •法人に 巧す るな 巧と 打が 人に がする 巧 巧の かなを みたが、】 九 
巧 六々 WKA ぴ租 巧な 八】 


巧】 篇 ナ 濟ホ g 立 t での S 

二あ年み^61を1画年0巧制改？？もこ0夕巧怯奪されたので*る。 * 

おを お 法 (一九 一二 擊十 享ス日 お)。 

本を 寡ら 人口 襄 的ち かに 塞して 磬を たが • S て 達を みた 0 は 一を 一一 S 阳巧 一日よ々？' レる ベ 
をが 巧 おに おしてで わつた。 

巧を のがを 稅を运 速の なをを みるに、； ニニ 年と 月 一一 一日 雙麻 S 金 9 をを た ミ か) 法の 制を をる をち 
巧 sgssis 產所管 裏 墨」 所得 香 壁を f ん委る S がわつ たに 畫达 かつち 墓に がる ザ 
餐搪 をは 香 的な 一時的の 时囊で わつ た。 一 乂ニハ S # 時を にめ て、 を寶 になし 巧 時 巧が 巧せられ た。 ホ 
いで 一 か； 年の が 時增な f 两ス ルを ち 一 乂一化 年 香 十日 附 R を 增巧二 お スル お 時 巧 二巧 スル 襄 •一九 一 

辈 十二月 一一； 一日 皆蠢 養を (窒 を— さ蔓 S ; を 律は 苗 率® 香 的时囊 (貯產 0 なにが ひ 
その S 枯襄 忌」 &ん とす &是) を 製」 たが、 をを $ 管 巧」 く 下？」 《わ0 で K 至れ、 一を 一 
一を 四月* < 日附財 S をに 巧り、 を島冀 R 親 法を 制を ずる ことにな つち 

一を 云 芝義姜 S り •一を 羣 八月 十日 接囊 法が 制を せられ •同 ザよ" 一九 一二 0 革 一巧 一日 的 
がを々 ( Nctverordig ) 5 りネ くの ホ 正 わを くる— を 巧の 查衰— にがつて なをち 巧 f に ホいで 
巧ら？ K 的 か i に 塞した 塞襄 現が 一— 巧 年 0 が產巧 法で わる。 

な 志-所謂 署按 CB 汪 ileuer ろと 巧 さるべ をを で わるが、々 に ホ S ;? をを 曼ミ ろに ついて か 
ぶしよぅ 0 


巧 上 巧 法 こ 乂 111内 ザ 十月 十六 日 的)。 . 

本 法の 特色 ろ お 內の巧 g 囊に閲 して おを る規 をを をいた こと、 參巧段 巧の か 案に 巧す る 追が 巧 乾を K がする 
ことと .J た C と • S 人囊 におし おがを を 巧け たこと G11 岳に ホる。 材 をは 一を 一 置 半 一巧 一日 附化 むを みち 
一 か 一二 阳ザセ 月 牛と 日 的 公布の 材ホ 巧巧規 をは その 巧巧ネ のな 史を 巧た が a おなる 規を である。 

巧 上 お (Gssatzsteuer) の お ホは ちげ ギ 9 シャや al マに を 巧る ことが 世 ホる 〇中サ には WA 巧を のが ホに も 
みられた。 フランス • ィギ ，ス 、ブ a ィセ ン 、パ ィェルン 巧に がて 行 はれて わたを お' 怯ま 被 (0 たな un 泛 steuer) 
は 巧上耗 のか 巧を 巧す もので わるが •巧を では】 お 的には 巧 はれなかつた •そのを'】 ホ】 六 年に まりな お資 上げ 
巧-お (warenuiatzte ヨミ ー ) の ホ 目を なて 巧 W 巧 巧 巧を Reiohsstempelsteu 马 g 汪 を ) のぅちに 資上 巧が 規ぶ 
された。 

現 巧 巧 上 巧を の お 巧と なつた を ホは 一义 一八 ザ お 月 二十ち 日 的 資上沒 巧で わる。 ホーホ 大 化を、】 九 一九 半 十二 
nc 二十 晋葵上 巧を のがを をみ たが窒 は 巧 率を 一 •五 パ-セント とし’ 一 技資上 巧の かに ホを お、 寧ち を 

耗 のかを お 圳巧上 巧を 巧を した 〇巧 しこれら はを に 化# 上の ち おから 巧 止された® 巧 ホは、】 乂二阳 半には おお 
二 •丑 パ ー セント •一九二 六 年には 〇 •セを パ ー セントに が 下げ •一 义云二 年には ニ パ I セントと な 正された が 
をを の 巧 率は が 巧され 一乂 一二 巧 年の ナナス 的 巧が 改 ホに 至つた ので わる。 

そ 丰巧引 巧を- C 】 化 ーニ巧 年 十月 十ち 日 的)* 

本 法は •わめかな 0 がで 巧 めら れる巧 巧 的* 半に 巧な せられる 食れ お (家 ま =«プ た nsscer ) るび ホ 田 かれ Q 

か 六々 MR 度び nK 法 S 


巧 Ifi ナナ*»ホ法巧义《での«» ■パ p 

♦本 巧 下み び 巧 苗 寒 ホ w 巧# の 巧 巧に 巧 巧 ホら れる お债 證券を ミミ s 百 ミー i ユ呆 び餐案 括に ょつて おが 

されて t 襄 S 討*" 富妥び S 塞を 送 (累異 お ミた 会 為か^ 香 ミミ S . 

さ) 

の I 一一が Q 租 f 規 を」 V わる。 丰含 《を 寞 g 法は 一を 二军習 八日 葵 畫引耗 著 至。 、' 

• -• 

がが 價法 (一九 ミ H 年 十月 十 巧日附 )0 

亂が 憤を (Reichf wertus 《ミ t この 巧 巧は li 年の 巧 望董 巧つ て 巧め て 立を をれ ちその 巧 一 
九 ーニ〇ザ十一 再 一日 S ま ミ •ぉに 一— 一年 五月 二十； S 5 奪が 望 をれ たが •一を 一玩年 S 巧 星 
はこた に 5!;」 て畫 至く Q 董 みま」 た。 塞 K ? 寮 QR 巧 S は 一九 蓋 年 一 8 1 日に 巧 はれた。 

本 法は 巧 法の 巧 巧 適用 まと 共に ナチ ス巧 巧拓 系に 於け る 募 本 巧と も稱 さるべ を もので わり •本 法に 使り ちめ られ 
た 巧 巧 物げ の债 巧は >】 乂 一一 H ハ ザの 月 一日ょり 施 巧の 时產 巧、 その他 W 巧 ホ 巧 A び 曲 地 巧 (巧た 〇ブ ち* ミミ*"*’ 
81 r U •ミ— 1 ndsteu 支に おする 巧 礎た 巧し •一を 二 あ 年 一巧 一日の ■は 債 格は •が 任 巧 度び す襄巧 
巧 巧に をて •一九 一二 呈 十二 皇 一十一 日は 巧 度 立した もの K おする 樣辛 とを つたので ホる。 

が巧稱 まこ 九 一二 內年 十月 十六 日 供)。 J ‘ 
巧 ホに がける 稱巧被 (巧を を も 一を* S ユ のな 巧 的夕遷 をみ るに‘ 一 乂〇ホ ホ おち 二日 的 巧 W 相な 被 法の* をた 
みる をは •ホーめ S . おは 巧 はれず •复 にがて それぞれ 望した え^を て& ちそ® 後； 一 辈乂月 十 


Hs 找費 S 蓋が 重、 一九二 羣 Q 冀 s 養单 K す、 一を 一 輩 八月 十日 整浄 K 巧り 装 おは ぉにぶ 

化さと」.。 ナ； 送と をり、 ここに 一を 二阳年 S 法を みる ことにな つた？ ゎる。 丰法 にがり、 巧 お 寡が 一 
九 一二 阴年 十二月 一二 十一, 日な をを ホす ベを が 巧 及び お與の おを にあ 用され る 0 

巧 被 巧 巧 法 (一九 一二の が 十二月 二十 阿 日が)。 

丰 巧の おを とずる ところは '所の お 明な にかて 决 おの 事 巧が が ホょりも】 が お化され ナチ スのお 則の み 入せられ た 
巧に ある。 

(I 二) 一 化 一二 阳 がの ナ乎ス 的-版 則に 巧ろ 巧制改 ホに ょりが 稅お 裳の ホ 術を 一應 了へ た ナナスむ わを おは •政 W が 
ホを がの 公 巧な 巧に ょる 巧の お 興 巧の なめの 曲み まかの 增大 はな 巧を おえ、 打つ これらな さのに おからを じた お费 
的 おお ホ大 なる ものが あつたので、 この 巧 巧 規正の 立が から、 又 位を が 政の 立 前から もな おは 4 み 的に 巧稅な 巧を 
とる ことにを つたので ある。 

供 お 所得に がするな 我の 巧 合は 一九二 九 年な が 五 巧な 上を 增 かし、】 七 •五 パ ー モントから ニス •一ニ パ ー セント 
となつて ねる 〇 1 九 二八が に 於け る 识巧巧 巧は と 百五卡 阿を ライ ヒス マルクであつた。 がして ライ t ス マルク 失变 
が おのが お 巧 化 人は 八危 ライ t ス マルクであつた。】 九 一ニ セ 年に 於て は これらの お 字は それぞれ 六け 八十 おな ライ 
t ス マルク、 巧 八十 僚 ライ ヒス マルク、 十六 危 ライ t K マルクと なつて 方る 〇 一九 ご 一八 年に がける 执民所 巧に 巧す 
ろ 讯お負 お 巧の 判 合は 二义 •ぶ パ I セントと いはれ てむ る (巧 eichskreditgesellschaf ク 1938, S .74)。 巧を にめ け 
巧 六な M 故 A び 3? 化 法 八よ. 


々一な ♦ + *お 濟法巧 立* での JSH 笑 
る 巧 化 入 G 巧 加は そ 〇大辞 かか 入 0 增化任 巧と 巧 巧ぶ 化に 巧ず る 巧 おなる 政 巧に ょる 0 である C をの 巧 ホは •そ 0 
大 なが 不が 巧に 制を された 妨ろ窩 ホの 水準の ままで あるが、 しかし 法人 所 巧稱に 巧す る おがは を 速】 九 一ー ニ ハ 年のを 
律に ょりあ 0 パ ー セント 增 かせられた。 

をな 及び 助 巧な 入 (巧 巧 巧萬 ラィ ヒス こ，】 

巧 巧 度び H 巧 R 入 

一 さで さ 年； 呈—呈 年 1 S 1 含 年 一う で ミ 年妄 < 另年 一呈下 置 年 13 下 •！< お 

】 財 ホな 

巧 巧が 一？ 五 二 w お 内 一二 ち 10 i ぶ 一、 〇 セ 五一、 五八 内 二、 一二 化 
法人 巧の 巧 六 0 八 一 0 ホ 1110 一一 二 10 五 至 一 - 一、： 立皇 

が ホ 化 内ぶ 一 so 一二 £ S 2 1112 ’黃〇 三 ホ 六 
を 巧 三、- 五皇 至 化 ros 1 、ー ニ 文 一、 王】 二、 堯一 内、 一一 二八 

二 巧 n 巧 

巧 g 皮 一、 内 一 五 セ 内 化 尘二〇 八 九九】、 一二 六 二 1、 五 内内 1、 ち 0 
資上巧 rooo 1、ー ニ 五 内 一、 五一 六 一、 八 セ S 一 rollo 二、 一二 八 化 二、-^ ぶ 内 
• 《が 況 巧な rill 一、 五一 八 一、 た； 一三 0 内 二、 二一 一九二、 一二 一一 0 二、 五 円た 
M 巧 1、10 ぶ 一、 10 六 1、0 ホぶ 一、 1内 化 一、 二 内 化 一、 一二 一号 一 一、- 五 互 
を 巧 五、 二 か 二 内、 - U ちち 〇ーニ〇 ホ、 〇二 五六、 八ち 0 た、 お八 ホ 八、 ク i ハ 
一二 その*! (ホ w ♦のん の】 一、 一 立 0 1、0 内 一 ち 九 八 00 八 二 一二 乂一 五一、 て 0 
•精 識！ でょ 丸、 0 二. 五 六、 ホ で 六、 AW ホ 八、 ニニ ミ 九、 六 五 W こ 、 内 九 111 一二、 丸 六 W 


ち ホに 巧つて かられる かく •自巧 的 巧* 义 はお 费の增 かとなる V ホ ものを 巧な にょりが 化した ので わる。 おつて 
所得 Q 乂 をる がみに おすろ 巧 おは* 巧 的に 引上げられ •又を 人に がする » 巧は】 义 二八 年 力ま】 乂 一一 九 年には 六 巧 
八ち 萬 ライ t K マルクで わつ わが •一义 三 一二 年 力ま】 义 II 一三 一年には 一はち ち « ライ t K マルクに 滅 少し •一九 111 六 
年 力 至 一九 一ニ セ 年には 十五 « 五 千 一二 百 萬 ライ t K マルクに 增 かし、 所 巧 巧 も 巧 巧に 十五は 二卞 一二 百 巧 ライ t K マル 
ク から あ 笛四卞 一二 百 巧 ブイ t ス マルクと をり •二十 二 « 一卞乂 百 K ライ t K マルクと をつた。 

尙 、他方に 於て •インフレ ー シ 3 ンのお 巧に ょる 田 お 支 化の 增 かを 巧 止す るな めに •巧 おのかに お 人の 巧 巧に 巧 
すろ 巧ホ增 化を 阻止す る« をな 巧め 巧*! の とられた こと も 勿 » で ホる。. 

さて、 W 上の かを 巧巧玫 巧の 立を 的 表 a として ■巧なる ものを ♦げれ ば 左の かを ものが わる 《 - 

を 人 巧 巧 我を 改正 法律 (一九 I 1 H ハ 年 八ち 二十 セ 日 W イ 

丰 せは、 旣 なのかく •一义 一二 田 年 十 巧の 巧 巧 改革に おしてが をされ たを 人 巧 巧 巧 法の 改正を 律で わる。 法人 巧み 
巧は ホに わ 的舍れ におして 增 巧され たが •化ぶ 巧 人 所 巧 殊に 巧々 巧 &の巧 巧は 保 まされる ことに なつた ので ぁろ。 
改正の 巧拓は 法人所得 巧 ホの 五 0 パ I セントの 增 巧で わろ。 巧ち、】 义 一二 五 年を はを 人 所み 巧の 巧 ♦は •一巧には 
巧 巧の 1 10 パ ー セント。 を 法 上のを M 巧 供 》 す 巧 巧 巧 巧-兼 巧す ft 巧み 巧 •巧な 巧を 巧 巧に 巧して は 所饼の 1 0 パ 
1 七 ントで わつた。 本 改正を にがり •右 巧 率は か 者 I 二 0 パ ー セント、 巧 ホ ー 五 パ ー セントに 增 率され た。 巧し 一丸 
三ニハ年に巧り、 前者二五パーセント、 •あパ1セントとをめられた。 - 

间 巧を に 曲づる ものと して •一九 三 一六 年 十一月 二十 H 日 梢 •ポッ 9 ン 、揮を ホ 曲 巧の 則 上げ •苗 かにがず る 巧 お 
♦ホ 章 wftA ヴ苗 tt 法 八 4* 


第 1« 人ん 

巧の 引上げ > 自» ザに よる w 物及ぴ 工作 ホの 巧 巧 離な をに « する 運を 巧の 镇 巧に H する 命令が わる。 

巧 巧 巧まノ 改正-- 两 K みを# こを 二八 年 二月】 日 財) 丰 をは】 义三亩 年の 巧 巧 巧 法を 改正し •一 义_ 二八 年 二月 
六日 附 をな てな ホされ たので わる ポ本 法も材 なの 理由に 出づる もので わり 》 その他 所 巧 ブラフ ♦ント を (玄 口を 3 申 
Rcse な) (一九 一一 一六 年 二月 二十 六日 3£ 及 三 一巧 一二 十日 附) がわる 〇 この 二 法 巧に 巧り、 巧 及び ホ 町 W に 巧す る 所み 巧、 

巧 人 所み 巧 及び ♦上悅 化ん のか 與は «» され > れ な « おの 規を にが ひ' 用 得 巧 ホに 法人所得 巧よ ゥセを パ I セント 
資 h 巧より 一二 0 パ ー セントを み與 する ことと をつた 》 

cfa ) なし W おの も 巧 fc この 上* からしめ る ことは •マ 可 巧 のれ おとなり、 た 擔 た 巧 朱に « ばす 必« を 生じ •こ 
、に 「巧 H 政れ 蚕」 が 生れた。 

巧が はか ♦は 「ラィ t ノ W 巧遂巧 ♦金 巧 速-一巧 スルを ホ」 (一九 三 一九が 三 1 H 二十日) たなて 規 をされ た。 本 法 巧 一 
巧租巧 巧# に H する 巧々 により •一义 一二 八年阳 月な 来たが された 巧 期 《廊 巧# は' 巧 巧 巧# fc なて けへ るで ととな 
り、 ま 二 « たるな 巧 所得 巧に W する 巧々 により •巧 巧 巧# による 曲 巧 巧が から 生じて くる 曲 巧 か 入す たが々 をな 进 
巧み おの »巧 によつ てな ふこと をを めた。 .. 

(五) その他 化々 の 巧 巧を 規 について 巧みを る «かを なみよぅ。 

二) 陌 稱 巧 

巧を にわけ る M 巧 ホは •なに 一八 一とが に 六十：* な h _ の M 巧 ホ； にお 费 稱をプ p ィ センでは がつ てわた。 その 巧、— 
一八】 八が のか 一助を W を 一の 巧 一め 明 お K 巧と なし 、 W 巧 巧 巧を 巧 止して、 W ホに お！！ ( Z 己 客 euen ) を 巧け ち 巧 


るの 巧 一の M 巧 法の 成立は •一八 六 乂年セ 月 一日の お 巧拥悅 をの* 说 にな まるので わるが、 これは 巧み 巧访 のな 鼓 
と问 時に その* をに より 巧拍 のを ホと をつ たので ある。 一 乂〇二 年 十二月 二十 五日 附巧 おを ホ 法 ( Nollta ユ fges を Z ) 
と共に 今日の 巧を のが 巧を のぶ 巧を 巧して ねる 〇 巧を 供 巧を 法、 巧巧旌 がを 等 も ホ 巧 巧 巧の ぶ ザを である。 閒悅展 
び ホに 述べる 巧 度 役のを 巧は、 一九 一八が をは、 W のがが 下に わるが 巧の 巧 巧ず ると ころで わつた が、 今 H では W 
のを： おに よつて 恃 持され て わる。 

ごこ 巧* 巧 法 

巧々 我は 巧 ホ 的には、 十九 サ紀中 美 ナポレオン 巧を 及びち ホ 巧を により、 巧を のみ 巧が 巧 ホ 的、 な 治のに 巧 本 的 
巧 革を 装 おした 時け に*! る こと ボ W 米る。 

’ 1 八 一吉 一一が にがけ る 巧を W 巧材 おはがに 巧费 •お 法を 法の 巧 因と なつた が ホ だみ 巧 贿の自 みを 巧は 巧 はれず、 これ 
を 補ます る ものと して 一八 六 わが 阴 乾材 巧は •を、 巧が' 巧 巧が 巧 おに 閲 ずる 立法を 巧つた。 一八た 一年み をに 化 
り、 苗、 涅 を、 乂活 、ビ I ル 及びが 巧 巧に 巧す る 巧 巧な をが W おにを 巧され たが、 か バィ H ルン、 •ハ— デン 及び ゥ 
ユル テンベルクは ビ ー ルみ び义 滑の 义 巧に 巧り、 侵 ホ 巧を 巧め られ た。 この 任 ホ權は > 1 八 八 おザ乂 巧な おに 阳 か 
して， ホた 一乂一 化年ビ I ル 採稅に M 巧して かめて* 止された。 

巧】 ホ 大巧の 終りを > 巧巧《 の 化ん はまと して 巧费 •おに 巧が してね た。 栽 後 のれ 政 •みおの 巧 おは 巧 費 巧 おのぶ お 
に 柏 ザを かけられ、 巧 巧 巧から 完巧 お巧稱 への 巧# が 巧 はれた C 义巧法 W 巧稱 法の がを とおに いよいよを おした* 
ホに、 巧* の 巧 ♦巧 Q « 本を のな 法的を お 巧 » を 示さぅ。 

ホ 六 や wttA び n 巧& 八 九 


第 Iff 少 ナ*« 濟法巧 立 t で o«lt 化 〇 

(ィ) 巧を 稅法 一九 一九 年 九月 十二 日附法 ホは 巧* 0 お 度 巧を 規を してなる が、 その 中 この 巧を 巧 法が# t ま 
巧で わる 0 - 

(C) ピ I ル 巧 法 一 化 一二 一年 一一 一月 二十 八日 梢 巧 律が ぶ 本を でぁり •ビ ー ルみ びビ I ルけ 用 か 用 おに 巧して ピ I 
ル おが 巧せられ る。 尙本 法に 巧して は 一义三 一八 年 十二月 二十 兰日 おな 正が 巧 はれた。 

(ハ) 义巧專 資法义 活專資 (Branntwelnmonopol) に W する 巧を は 一を 一二 年阳月 八日 附制 ちされ た。 この 义 
面 專責は ホ ザ 巧 《 專資 でぁる。 尙お刖 の 培 合に 巧り •义滑 的 加 稅が巧 巧され たが 本 的 化 巧は】 九 一一 一八 年 十月 一日 附 
をな てち かとを つた。 

(ュ) 砂 巧 巧 法 一九 111111 年と 月 九日 的 巧 巧 巧ュ巧 スル ま ホは 甜菜 «• K か 巧义ぴ これらの 巧 巧の 化# 的 合 巧 巧 
におす る 巧 おを 規 をした。 

(ホ) サ巧 材巧稱 (酱 ま toffsteuer ご I 巧 スルを 隹 (一を ニ ハ 年 セ 月 十四 曰 的)。 

(へ) a 稱 (S と ミ eu さ) ュ閱 スル 法 ホ (一を ニニ 年と 巧 九日 おづ 

(卜) 苗な 巧 (SC 至 adi ミ eue ユニ巧 スルを 律 (一九 一二の 年を 月 二十 两日 梢)。 お if 巧 巧は 一九 ごー セ 年 九月 二十 
六日 附巧 巧みに 巧り •一丸 一二 八 年 一月 一日ょり、 巧 米の すな】 はまを にみ 巧 しまられた- 

(チ) 陪巧巧 (F を ミミ er) CM スル 法律 ( 1 义 一二三 牵 の 月 十三 一日 供 )0 巧 巧の A 入を 巧へ* W 巧陪巧 〇ホ產 をが 
護 せんとず る 目的を なて 本 巧を 巧した。 

(，) なほな-お (Leuchtmi ミ更 eu ミ)* MK ル 法 巧 二を 二 军セ月 九日 的) 

(夕) お乂 用な 巧 (資を wars まさ ミ) 二 明 スル 法 ホ (一を ニニ 年 セ 月 九日 3£) •巧】 九 1110 年】 月 二十 九 H 附 


K 义 用な 專« -1 MK ル ま 巧に 巧る 專 々は 巧 巧で わる。 

(ル) II ホ 巧 (Mi ミを 之を euer ) 二 H スルを tK 1 九 三 10 年阳月 十五 日 的) 

(才) を W 巧 (苦 室 ka ユ en ま euer 】 _1 拍 K ル 巧 ホ (一を 一三 军セ月 九 H 的) 

(ヮ) がか 巧是 がか ユ MK ルを 律 ご 二月 二十と H 附) 丰 法に 巧り がか 扶 (皆 atist を he >ぞ口す) が 巧せられ る 
が •これ も ホ 巧を にがては 巧 ♦おとされる • 

ご 二) その他 

な 上の 他* がと おはれる ナナス 巧 巧な をを 巧 好 ずれば 左の かを ものが 舉 がられる • 

(ィ) 手が 被 ( wech を ま eu ミ)- 1 助 スルを ホ (一を 二 狂 ザ 九月 二日 附づ 
(こ进 g 巧 ( stem 召 Isteuer ) - I 拥 スルを 巧 二を 己 ハ 年で 月 五日 附】。 

(ハ) 地 巧 法 三 九 111 六 年 十二月】 日 附)。 ..； 

(こを ま 巧 法 (一を 一 一六 年 十一 百 一日 附づ 

(ホ) 夕を巧 まな 金 巧な 権が 法 (一义 一ニ セ 年 六ち 十 セ H 附 度】 か 一ニ セ 年 セち 一一 一日 3 E )0 一 
(へ) 兵が 巧 法 (一九 一ニ セ 年 セ 月 二十日 w )0 

兵 巧 巧 (W を ま euer ) を窝年 Q 现 巧に 取せ ざる 巧を 供 おに おし、 兵 巧に 服せ ざる ことにょって あじた る 担 巧 
的 巧 さを 調を せんとす ろ ものが ある。 

々六々 wft 度び 租巧比 A 1 



♦ Is ナ**;|濟化およ*で山わ11 化 二 

(卜) 巿 w 村民 稱を 二を 一ー セ 年 十一 さ 一十 曰 的)。 

• " « 

(ホ) 地ぶ 巧 制 おみに 巿 WW 悅 がに ついて 一す する に •巿 W 村の 巧 をれ 化 巧な のえ 地からは、 W . おの々 巧 制が 
(を ic す St ミ era す rweisu ミミ) は 十 みなもので なかつ た。 

が ホ’ 巿 町村は 货一 めな 巧 お 巧 ホを ちして わを かつた が、 一を 一一 六 年 十二月 一日 的 物 巧 (K さ 13teuer) の 化 革 
により、 ホ 巧 及びを 柔 巧に 阴 する 法律が それぞれが をせられ、 巧柔 巧は 一九 一ニ セ 年の 月 一日、 より 化 巧は 一九 一一 一八 
年の 月】 目より 巧祐 せられ、 ここに 巿 町村が おのが 一 的ぶ 巧が 巧つた。 卽ちホ 巧 义び巧 ホ おが このな ホに より 巧が 
巿 林に を 巧され •ポ町 林の が おは 巧が、 地 巧と 巧 本 投と巿 W 村民 輯の S - K 租 巧に 化样 すろ ことと なつた。 

一九 111 セ 年 十二月 十日 的が 卜 市町村 (巿 W け 化合) トノ 間-- 於 ケル 財 段 かち# お# 二閒 スル' 肪 則ん ホ 右と 时 巧な 
に かづる もので わる C 


巧よ 章 巧 巧 管 巧 化 

( I ) ナチ スが期 

巧を にめ けるな 巧 お 用法の ザぶ に ホな ち •ナナスは がの 巧 ホの 巧 ホ 巧みの 巧嚴 をみ よう。 

(_】 巧 ー ホ 大巧が にがけ る 巧 泣 巧みの 皮肤 

1 八八0ザにめける巧没のぉか«みは4|化«として、 夕、 係》 ホにホぐ巧阳位にゎった。 がし， そ〇巧ぁちにし 
て 合 ホ W に ホぐ 巧 二は 巧し •ホーホ 大 R に まるを この 地 化を 化特 したので わった。 


揭 & の 巧 ホ 寅 A (冉* 冊**々 i ザ •軍 巧 クイ t * マ* ♦】 


年 次 
八 二 年 
八 八 0 年 
八 乂〇年 
化 0 0 年 
九】 0 年 

ホ A I ： 巧を 


二、 《乂二 

二、 王-^ 

ご、 円 1 0 
w 、-^ ぶ i 二 
た、 N 七ぶ 


阳 

08、 000 
8 0,000 
000600 
0-00600 
00 0、 c -09 


0 入 

一二、 内 六ぶ、 000 -000 
】1、 ル 内 円、 000,000 
内、 二た 三、 000,00 U 
六、 0円 一二、 000,000 
八、 5 H 、 00 0、 80 

全； . 


巧】 tt ナチ* » ホ 法度 ホ t での 巧 » 


化 


一二 年 


0,0 九た、 000,000 


た 

】 o 、 io 、 000,000 


本を をる かく、 一八 セニ 年から 一丸 00 年に 至る 二十 八 年間に 雲の 接 S 器し、 更に •そ S 军 一二 年阳 

に 二倍 W 上と をって わる。 • 

巧を 任 出に 巧す る H ま お 愛 比 ホち 一八 セ ーニ 年の 一二 八 パ， セン ふら •一 化 ニニ 年の 空 ー パ— 七ント へと 上 

异し 、サ慧 H 柔 一一た & Q ? 義 置 K も 接」 た S でを る •巧」、 委？ 呈柔的 ミ、 《髮力 も •をく 

巧れ ホに 度 巧の 隹 入に 巧な して わたが •これらは を 巧 おの KW をを かに 巧 « して わる C 


9 a Q 巧 外 K « 

年ホ雜 出 

午 巧 占 度 ぴ完巧 & 
八 化〇ぞ 二、】 円 八、 00 0,000 

化】 一ニ ザ セ、 五ー ニ ホ、 000 "000 


0 


入 


食 《 

1、ーニ 九 セ、 000,000 
一二、 0 W 九、 00 0,000 


原 巧 

】 、セ 化た、 00 0,000 
五、 001 二、 00 0,000 


巧る の 巧る 襄ろ两 巧 同 坦の窒 をに 至り •巧 賽畫 を的祐 巧が をして ホたち 一八 セーニ 年 巧菱そ ホに 
巧 巧 おつみが. な不 巧が 度 ホし •巧 ホの 自由 K る 政策は 餐本的 愛 ホを 爱 つたので ゎる •一. 八 セ 化 ザ ー 八 0 ザに 制を*' 
れた 巧拥巧 巧は る ミ 巧、* 巧を の 化 の エホ 巧 ゎ 巧び 株 用し、 义» 巧を の 他に 巧す る エホ 巧の が 上 もけ はれた の 
でゎる。そ2、 一八八ゎ年にを巧及びラィホ慧^?上、 ーホ0二年にはぉに巧おが引去られちで、この 


巧を のが 巧货 る 巧 巧を 通じ •ホ 巧 上 も 思を 上 もち お 円 化の 目め をはて とられた 巧盈 ではな か？ た。 父拥稱 ホは 巧 巧 
ょり 巧】 ホ 大巧を， を ホ W、 フランス •ォ ー スト 51> B シアに がける 间時 けの 阳 被に 比 わすれば それ 矜商 いもの 
ではたかった。 

こ 一】 ホーホ 大搜を ナチ スに 至る をの 巧を 化篡 

巧 巧の 巧を か W だるの お&は 特に 巧 だ I いものが あった。 一九 一九が 五月 巧 かが 件が サが にめ おされてから 巧 ド 
ル 巧 巧举は •巧 雨 インフレ ー シ ，ン 時け を 巧 じ 巧し を； B ホを 巧な した。 、 


« K ん 《 » 巧 (月 巧 ホ 巧】 

】 巧 年 セ 月 
一 化 年】 月 
一 化 年 セ 月 

1 0 年 一月 ’ 
一一 0 年 セ 月 
一一 年 一月 
一一 年 セ 巧 
一二 年】 月 
一二 年た 月 


かんやな 存ホ n を 


ホ 内 •八 

si 

ホ 田 •化 
セ 六. セ 

一 化 一又 

内 化 一二 •二 

ち 至 一一 -0 


化 (ス 半ス の* 度# によ *】 
0 
八 
五 


巧 IG ナナスな ホ 化成ぶ t で 3 お » ブジ 

21 二、 ご 二 *0 

内、 ホ 110、 円 五ぶ *0 
化 八、 八 六 0、 000 -0 
一一 六 0、 一一 0 八、 80 *0 
000 ' 000、 000 *0 

本 菜は こへ ル， ン 巧畫墙 Q 一裹 輔お〇ち卜 •ル S 率で わる。 案は 知 巧 巧 的な が 累一兰 一年 セ 巧の こ 

ドンを を 巧 巧に 始まつ たこと をが 示して わる 《 

. < 来 

(11) ナチ ス がか 度び ナチ スのほ 巧れ 巧 

5 寞器 にがけ— 曲の 本 化貨畜 互に 一を の比幫 巧に めける 金の 塞の 上に 立ち、 その 比例が がの 夕が 
には 左した る も Q がな く、 養 望 S 日 S 巧が 巧 はれて & た。 化る 气襄望 長て は 襲に みたか、 巧 ド 

ル ホ 算 ホのを しを 巧 巧を みるに ま 0 た。 

P — ザ； みまに よる K 法抬 5 巧奚キ の 器し にも おら ス 直慧寶 寡に おず ろぶ 利 ぞ拂寞 なる まが 
となつ て & た Q でを 0。 而も サホ恐 巧に よ 5 枯お巧 巧* お人贺 A ミ 他の 方が による 巧 慧田篇 化 化 W 巧 巧の 巧 
* をを ちて 覆 曲に わたるを 巧な 想 期 こ デイ ご S 上等に より、 巧 養お^ 九 一ー ニ 苦は が ザの 巧 巧 
は 巧 や、 その 巧 巧 か W なを 及びを ザ祐の おどを 巧を 巧 用しても •その W 巧 化 支を か々 する ことが 不可 おとなった 0 


1 化 二 一二 年た 片 

一 化 二 一二 年 八 A 

】 化 11 一一 一年 化 巧 

一九二 一二 年 十月 二 五、 

一 化 一一 一ニ ザ 十一月 十五 a 内、 一一 0 0、 


か g 
w 圃巧 
六 a 巧 
九 巧 僅 


ク 

一 


け 

二、 六 八 五 

化た 


ラィ ヒス パンクの 外 函爲替 及び 金 巧 有 高 (軍 巧 打* ラィヒ 
巧 m 金 
一ろ 二 0 年 二月 一二 4-1 日 二、 一一 1 六 
’巧 t サ a 巧 巧 巧 法 


力 力る 窮迫し たれ 巧は 一九 ー ニーザ セ H 十一 一 百附大 がが 令に 巧つ て 巧 巧に 巧す る 一 お 的 ま惡 止を 命じ をれば な 
ら をかつた ことにより おもよ く かられる。 こ 0 巧を 的を 皮阳 から > 色 巧を 巧 (口 0<立03 ヴけミ iaschafturlR ) とい 
ムあ 巧が 初めて 生れた G で わろ をる 爲お$0夕 初 Q 立を 的を 現ろ； I 一二 年 お 巧 十八 日 お •資本 速寶さ 
二 巧 ル 悅我巧 止- 1 明 スル 命を にがけ る 島を 巧 巧を 0 申 そが 巧に わ まるので ある。 ホいで •一 义三二 年 八月】 日肝爲 
巧を 理 - I 陌 K ル 大巧； 2 令が S たが •本 令に 依り •か 居 巧す ろ襄度 巧、 特に、 S 赛 をな てす るか 两 ちを のか 
巧には を お G を 可を 巧す る ことと なつた。 ホの 二つの 命々 に 於て 目 巧と した ことは、 巧を が お 巧 制に 巧を 巧 巧から 
巧 基す る ことを 巧 止し •巧 巧の ちを を 適を にを 理す るに あつたので わる。 その 巧、 島を を理の おおと 巧に、 ちを ホ 
CDe さ senrech こが 巧ぞ し、】 を 云 ハ 年 十 さ 一十 I 二日 お 巧 1 ホの 巧 ザれ 聲巧 I ホ ホ吿に 於け る 事 おみ ぞ規 巧に 於て 
ホ W 島を おが 設 S された ので わる 0 * 

.これより ホ、】 九 一二 一年には 巧 ホが 功 « 持 •一吉 二 年には 中期 及びち 巧 ホの モ ラト— ゥ A をを したに も 巧らず 》 一二 
阳 ザには が 年を の 的 おが 一な して 二 ほ 八卞阳 ちた A ラィ t ス マルク のん 巧と なり、 巧つて •ラィ t ス バンクのを 巧 

巧な もを 愛 菱」 た？ わる •そこで ナナ KR 富：® は丰 格§奪 理忆ホ 宴 C とに をつ たわけで わるが、 こ 
こに が用シ 卞ハト QX ; 叢 (Der neue Plan Sehach 更 G 窗 SP とを つた Q で わる。 


♦一篇 ナナ* 一一 濟巧庄 立 《 で OS 

】 を 二 一年ち 月 一二 十 B 


化ん 


二 一 


一九 一二 一年 十二 H 
一 化 一ニ ニ ぞホ ss 
一六 一一 一二 年 十二 巧 
一九 吉 一ニ ザ六夕 
一を 二 一ニ ホ 十二 巧 
一 乂吉内 ぞホ巧 
】 化 111円 ホ 十二 巧 
】 化 一二 五 年 六！ < 

】 化 一二 お 年 十一 一巧 
一 化 一二 六 キ六巧 
一九 ー ミ ハ 年 十二 巧 
一 化 一二 年ち 巧 一二 


十一 


- 


H 

a 

H 


二十 一日 
十九 百 
十】 日 


ミ 十ー ピ 
十日 


】 化 一ニ セ 年 十月 セ 


5 二 

九ん H 

こ ミ 

八〇 六 
】八化 
吉 八た 
セ 0 
セ 化 
人 六 

As 

た-一 
ホセ 
ホ 九 
セ 0 


一二 00 

- 七 二 

ご 10 
一； 
八 五 
九 
セ 
五 

五 

五 

ホ 

ホ 

ホ 


一、 セニ ー 
一、 一 五六 
乂ホニ 

ろ 一- 

ニ セ 内 
一二 九を 
セ 七 
ん内 
か 0 
<< 
セ セ 
セ ーニ 

セ 五 
七ち 


シャハト S — i — 月 二十 晋ょ毫 を— したの f が if S にへ;; る 巧る 
巧 塞を、 お？ ルク (苦 ミ f ) がち スク ，，プ 雪で) 聲累宮 を 巧 •蛛養 ( 

ミ^^巧^巧わ&つをたはホと」て拓迭が蓄を有す"護に巧」て5るる裏でゎ5相モ慧'導窺&る望の 


を か巧离 ょり ル 化が 子を ま 巧 はんとす る ものである c な 巧 マルク 制 巧は ル w 人が 巧を 闲 のにが する ♦をを 曲 巧に が 
て 0 み 化 用す る ことを をす ものである C スク リヴ プ制 巧は 巧 ホが 巧 九が 金の まがの】 巧に えなす るな めに 避 巧す る 
おな 券で あり、 おお マルクと 共に ホ 曲を をのげ 用な たらし めんと ずる ものである。 爲を證 明 制 巧は 一九 一二 网年 九月 
の 日附 商な お 引々 にめ て、 二十 セ 巧の 品目 別备巧 おを が材が おんの 毎め のか 曲爲 巧の 巧な、 な 入 巧 お C 曲 巧 巧 かの 
をけ 目的の 爲 めに、 巧を 生產柔 に么お 不可な 0 ものみび その かエ にょり •巧 お W の 可能なる ものを 化訟 して* か W 
巧な お得 許 W 寄を 巧が し、 これと がみえ に ホ 曲 巧を をを 取る 方法で ある。 

右の かを 》 シャハトの 巧が ぶの ぜ 淀が 米、 巧を のか 供 良を を 巧は 怠 謙 的なる お 力なるな 巧が 制が 巧 はれた が 》 そ 
の お 本 法を 巧す ものは 》 1 九 一二 五が 二月 四日 附か閣 巧が 停 巧 法で わる C 本を は そのが 巧ネ のな 令の 制を に 巧り 倘正 
された が、 本 法义ぴ 巧-ホ 巧 巧 令 等に ょり、 化が のをが を 巧を 令は お 大巧され るに 至つた 0 
本 法に 依り、 ホ 曲を をの お 引は お 則と して これを ラィ t ス バンクに 巧 中し、 ちつ ル曲爲 をが 巧材 のを W を おする 
ことと してみ 本 速 装の 防止を W つたので ある。 义巧冷 曲との 提 おな たにを まれざる が 巧 か ♦の 中，】 义 ごこが と 月 
十六 日が がに 巧 立し セる 巧 南* 巧を は引拽 をな 止し 又は お 可を おすろ ことと した。 义か 执ま械 手段、 か W を 示 巧 « 
及びを その他の まを おの お 引は 負を 公を 相み をな て 巧ム べきを をを めた C ホに 本 法祐巧 令を 摘扭 しょぅ 》 

一九 一二 あが 二月 阳 H おか 曲 良 程を 理法 巧 巧を (尙 本を の 補ち として、 1 义吉 五が 二月 二十 II 一日 附ザ ー ル ラント,, 
が ケル か 曲 島が を巧义 おかちな ユ巧 スルを 令な 巧 令が ある)。 

一九 一二 五 年 セ 月 二十 五日 附か ws をを 理法 巧 1 1 ホ 巧け々 
一义 一二 五 ザ 叶 二月 一日 附ル W 島な 管理 巧を 二み 巧 巧々 

巧-^々 a 巧* a を * よ 


巧 一巧 ナ ♦スな ホ 法 巧な までの tta 一 00 
一 化 一二 五 年 十二 巧 二十 一二 日 附ホ曲 島な をを ホ 第阳ホ 巧け か 
一 乂一云 ハ 年 五月 二十 五日 的 ホ W 島を 法を 五 ホ 巧け 令 ‘ 

一九 一 云 ハ 年 十月 二十 八日 お ル 田 巧を を 巧 法 巧ち ホ 巧け 令 
一九 一二 六 年 十一月 十九 日 附ル田 島を を 理法 巧と ホ 巧け 令 
一九 一ニ セ 年 一 一巧 十と 日附 ル曲爲 を 管理を 巧 八 ホぶ 巧を 

一九 一ニ セ 年 一一 一巧 二十日 的 か 曲 巧を ず 理法 巧 十 ホ 巧け 令 ‘， . 

一义 一二と 年 十月 十一 二日 附ホ曲 さを を 理法 巧 十ー ホ 巧け 令 

右の か、 ナナスに がける 巧を 巧 巧の 巧め のな 措 S に 巧す るち おなる 立法を 巧 巧 すれば 巧の かさ ものが ある。 

一乂 一二 一二 年 ス 巧 十二 日 附お巧 的-化 曲 おが 巧な 巧衍法 (尙丰 巧を 袖 足す る ものと して、】 义 一二 四 年 十月 十 ホ 日附巧 
巧 巧 應法巧 一二 章が ある) 

一义 一二の 年 九月 二十 二日 おか W 巧 品 « 巧 令 

一九 三 一六 年 十二月 一日 稱ち濟 ♦ポク ー ジユを 

一圣云 ハ 年 十二 巧 十 丑 日 財 ル 田 さを 違な 巧 爲ユ巧 スル 巧 巧！* 化# を 

一九 ご 一六 年 十二月 十六 日 お ル 曲 巧を 法 おなさ ユ巧 スル 巧 巧 權が舆 を 巧け 令 

一义 一一 三 ハ 年 十二月 二十 九日 附ル W 島を ホが 巧 島- 1 巧 スル 刑巧權 が 典を 巧 ニ ホ 巧 巧 令 

一九 一ニ セ 年 一巧 十 巧 日 的 か S 爲巧注 反 巧 島 _ f 巧 スル 巧 巧！！ な 巧 巧 巧 ご 一々 巧 巧々 

そのみの 立を め 餐展を g 巧す るに、 今日に まるを の 島を ホ 巧 0 巧の がむ- < 巧す ものは •一丸 一二 八 年 十二 g 十二 扫 


附ル w を 巧を 巧を で わる •キ をは 一九 三 一 五 年 二月 两日 w ホ w 良 巧せ 巧を 及ぴ その 十】 巧の 巧 巧 令み びち ホ 大臣の 布 
吿の 的せられ たる お干の 命令を お 大巧した もので わる'* 本 法に おしては' 一 化 =1 十八が 十二月 二十 一一 一日 的 巧】 ホ 化 
巧々 が 巧せられ た。 •たに •一 义 一 二八 年 十二月 二十 二日 附ル W 島を を 巧ュ阳 スル 卑 脚が がち をれ た。 丰单 則に 化り、 
特圳 局た る爲 をが 巧 お ( Keichsat 色 le f ミ Devi ま nbewirtschaf ミミ) が 巧 止され、 ち 巧 巧に ちを ホ 巧は 技 合され 
たので わる 《 巧 これらの 巧 立 巧は 巧 ル W とのが 則 的を ホ 巧 おを (< errechnunK 8 abkommen ) に 巧って 補 おされて 
ねる。 

そのを、 本 巧に 陌 しては、 ー ホ ーニ 九 年 十一月 六日 脚 巧の ホ祐巧 令を 一巧み 巧 巧を 見て 大联に 巧って わる。 


第一 巧 ♦♦ス だ 濟な rt 立 t での*! » 10 一一 

巧 八 尊 夕お法 

二) 按 ぶ- 

巧 巧に めけろ 巧 « 法 0 巧 巧は •巧 两な鼓 巧より 巧 ー ホ 大技まで 0 巧な • 乂 おより ナチ スが迄 0 時期 •ナナスは 巧 
011 一巧に 大別し 巧ろ。 

巧 一巧は、 巧を 轻 巧の おを に 巧 おして、 一方が 人の 白 ホに 閒 ずるな 法に おみ 乍ら •巧の する 化 人 0 れ會か 巧 的 保 
まを も規 をし なければ ならなかった 時け • * 

巧 二 巧は、 巧のを h _、 巧！！ ホ 巧め 巧 衡な〇 時け と稱 せられる 時 巧で ホって •ワィ マ I ル 政 巧 巧 立に 巧 化し 巧な と 
しての 巧 W のをな 灌 向上を 規 をした 時代。 

巧 一一 一巧は、 を拉 主義め 巧 « 法 0 時代。 こ G 巧は •前 巧の 巧 立 的を ザを 巧 化し 》 を拓ホ 萬の お 則に よって々 倘 のが 
巧 •生が！ i の 巧 里を なした 時代で ホって •巧に ナチ ス 政！ I 巧 立より 今 ホ 大巧 おおが を 0 時 巧と、 大巧れ 巧の お 時 巧 
« 法の 時 巧と に 二々 してち をす るのを 巧と する。 巧し こ 0 巧には 何 巧ぶ 本 的な をがない となろ のが 至 巧で わらぅ。 
な 下 この 時け 巧々 にがって 巧を 巧 € 立 をのな 巧を おみよぅ。 

( II ) ホ 巧が 


第 I g - ホせ 巧乂 載に まる 塞の 巧 代 . 

( 一 ) タタのを 巧れ の这生 

巧の 法 ( Arbei な recht) がが < 的 ホ 化に 於て 努めを 貧さねば なら A 人* 0 特圳法 (sonderr 巧す) でぁると をの 
巧の 巧の 資 おには 二つの が 巧が もつた 〇 巧 ち、 かかる ホ お 0 巧の ホの が ホと •を 0 お 則の 化ぶ の必 おこれで わる。 
か ホ 的ち 巧の あおは】 ぶに 於て 巧め の 分化を 巧し 》 他方に がて 莫大なる が « 立 的 巧の 力を 巧 生せ しめた。 巧 ザ 巧な 
的で ホつた キ 案を はを の 巧な 巧を 巧 失し •巧の ザ 义は货 員と して 他人に 巧 用せられ る ことと を •ここに 夕 巧の ザが 
巧のを ホを みる ことと なった ので わる • - 

かくして、 お刖 法と しての 巧め が 巧 立の 巧】 ホ 的 前 巧が 巧 へられた e 


(二) 巧め 白 由の 巧 則と その お 巧 

自由な 巧は、 担 ホ ヵ及ぴ をの 巧率增 巧を おち 巧に を g せしめ •なつ 材 巧に 自が 的に、 お々 生 巧の 巧 巧を «す もの 
であると 倍 ぜられ てわた 〇 これを 美 巧と して •由 寒の 巧 巧ょりの 致大お 巧の 自由、 巧 柔の自 ホ、 巧 わの 白 ホ、 貧级 
お 巧 その他の 巧 « 巧 伴の 自由み ポ結 ホした。 - 
同時に 巧の H なは 巧 巧に 個人 ホ 美的に お 巧 ホら れ 'あらゆる 巧 ホは W 及 的に が 巧され るべ を ものであつた • 
かくして々 度夕 わは 琴に S 巧と 巧 度 給な の 巧 美と をり •ここに 》々« は 巧な (看 W3) 化した， 

ご C な 度は やがて、* 大 をるな A 巧篇 を： t なした。 的ょり 化 ホ 活動の 廣 かをる 目 由は 巧 W 的を K に 巧ず るか a 巧 
第 八 ♦ 《 惟 法 一 0 ま 


第一!! ナナ* 細 濟法巧 立 t で Qilll Ion 
著なる ものが あつた。 I . , 

しかし、 社 會的見 化に 立つ とを その 巧 巧 的を 巧 おは 巧篇 とずべ くもなかつた 。ちわ 巧 お 上のを 菜 おと 巧の ホの 民 
« はを にお ま 的た るに ず ダず、 高* 巧 含 上の ものにす ダを わつた。 

現 « はを くこれ と異つ たもので わクた 《 - 

(一二) 十 义化紀 にがけ る 曲 おのれ 會政巧 

この 時代は 巧 « を 誕生の 時代で ある。 巧# 的 巧 巧 巧の 增大 すると 巧に なんらかの 巧 策が がられなければ ならを か 
つた。 そして •田 おの 卞巧か > 當 巧を の 自治 かの 一一を がを a せられた。 なし « をの 特色 上、 巧 S 法の 巧 一巧 卽ち一 
九 一巧 年に まるを の 時 巧 にがては •《 家に ょる «含 がが 面に 現 はれた。 立を ホは おおの 典を おがの 爲 めに 卞ホ もな 
みた •そづ 巧 一にを 術 的を ホに がける 巧 « 巧 獲特圳 法の « をが みられ > かお 美は 巧 « をが 巧に が •曲 おに おし 巧が 
をち はされ た。 獨を にがては、 そづ巧 少年 巧 獲 及び* み 赁绪巧 止 (Truckverbot】 が 巧な とされた 〇 】 八 化】 年の 
g ホな 例 (GewerbeordnunJO (巧历 巧 化が 宙 を】 は そ 0 ホ 巧の 立法め ま 現で わり •ホいで 一九 011 一年の 幼年 おな 
法 (Kindersch ら NKese な) 及び 一 义 一 1 年の お 巧 巧 W を (Hausarbeu ち 2 を このが をを みた。 

その他の 分 巧に めける 巧を の 立法には «巧 的を ものが わる 〇 特に •お 巧の 巧 因に 因り 困窮に ちれる 巧 S をの# W 
巧 人、 不* の 化 客に ょる 巧を ホ •老年 力 至 巧 « 軍人 巧に 巧す る# 濟に M する もので わる。 他面 にがては 不 巧のを を 
に巧する强巧がちzwan^pveをcheru呂) (れみがお) が旣に八十年れにめて遂巧されち 巧へば 一 八八一一一年ス月 
十五 日 2 E 巧ち 化 » を •一八 八 曲 年 セ月ム ハ日附 化を 巧險 巧、 一八 八 九 ザ 六月 二十 二日 おお お 及 養を 化 除法の かを であ 


る •このた 會が おを の 巧 わは 巧 法の おに ビスマルク のな 曾肢 巧のを たる もので わり •これが なか 苗の このな なを 
の 巧 巧と をつた ので わる。 一- 

巧 S をが*! 及び 巧が ホ 救 巧の ああは 本 巧の 巧衡 おわを にも 作用した。 巧へ ば •巧を 巧 法 巧 六 巧 十五を 九 ま 巧 六 巧 
十九 巧 巧を 巧を 重 ハ 十二が 力 至 重 ハ 十 のち 巧 K 十 セち 巧 セ 十 巧が あにが ま隹 巧の ネ おの 規を のかし。 

をを に、 巧圳 巧のを 巧の おちが ある。 その 法が は 一八 乂〇 ザのを ホ おお 巧を (GJW ミ beg 巧 icht ち e3et こ 及び 一 
乂〇 の 年の 巧 人 おお 所 法 (巧 aufsannKe ユ chtsgese な) である。 

かくして、 この 時代 にがては Si 化なる 巧 g ま 巧が の SIS 巧の 制を をみ た-その 巧 度は 巧 おめでは あつたが、 それ 
はいょ <«充 せられ、 人的 化め 方面に ちつた ので ある。 しかし、 巧 ーホサ ホ 大度と 巧を の 政治 ホ 命の な果 、この 
を おには をく おなる 巧 素が 入り 巧り •巧 本 的な お ホに 見 おはれた。 がつて】 九】 阳 がな 降は 巧を 巧 » を 制を にがけ 
ろ お 時代と 巧され るので ある。 

(四) をが をの 自お 

を まを の自お (Selb3thil を) の おなめな 化は W 結 (zusammensc 至 US9) で わる。 巧 做を が 個人的に 企ま おにが 
立 するとを は 劣化を となる ことは 必 をで ホる。 そこで 巧 S 者は 巧 辛ち わ (Ta ユ fvertrsge) の締 按の爲 わに 巧の 巧 
合 (Gewerk3dlaften) を 結 巧した 0 である。 

この 巧衡 化合 巧のは 巧を にめ ては 六十 年れ を つづいた。 巧を に 於け る 巧 ホ 規正の 巧 力は 十乂サ おの 八十 ザけ， 义 
千年 代に がて めざましを ものが あつた。 一八と 一二 年には おがに 巧 率が わが 現 はれた。】 八 九 六が にはな ホめ にも 完 
巧 八 や 《 《 法 10 五 


»-« 少于ス わ IS 化 巧々 i で 10 六 

巧され、 一八 义乂 年には をを 巧の ネ赁ホ ( aauarbeiterta ユ 0、 一九 〇 六 年には 一二— 网 000 の# ホ餐 わが 技 へら 
れ わ。 且つ 一九 1 一一 一年には « が 巧 八十 巧の お ホ お _ v 巧ず る 十九 巧 一二 干の 泛 せに 一巧 二 干 一二は 六十 义の 巧を おめ がが 
結せられ たのであつた。 しかし 一 お 的に いつて 巧 一次 大巧が の法规 はこのを おが 巧に 巧して はが 疑 的であつた 。貧 
率 ザ わ 白 おも ホ 倘人ホ 藻め な もので わつた。 巧 働 者ぶ び « 貝の 巧が 化合に めける W 粒と ホ； ん で、 この 時代のを 巧の 
巧 おにが ては、 巧 巧內 巧に がける » おもが 一巧を： なじて ゐる 《 

、 

寒 二 第二 巧 切ち-九-四 年ょ リ-九 I 吉一 一年に まる 》 «»* ■ま 義 か »働 ま ( Kolfktiv さ ► rbeiturecht ) の 
時れ 

ホーホ 大 かと】 九 一八 年の なお 的 ホ かは 巧め 法の 巧 本 的な 巧 ホを* した。 がち ヴ ィマ ー ル ホ 法 お 制 下にめ ける々 
樹 法の 怖モは •巧 W ホの 結合 おとしての 巧 麻 ザ 曲 おとお 欣 まの お 合 巧と しての 麻 麻 ホ 曲 巧との お 立の ホ 班に をのぶ 
本を あくので あつて 巧 ホを ぶび お Ji ホは ここでは 巧に 俩人 としてで はなく、 を 律 上 平夕の W 巧を 巧す るか 曲と して 
巧な せられる 。ここにち 巧 法 おか 曲巧衡 をの 楼巧 がが ホして ねたので わつた。 化が まとして 巧 曲を 0 巧ぶ をけ ぶし 
てゐ たれ* がか 治 ホ かの ホが となつた ので わるから 》 巧衝法 G がな にがて ネ かが 巧され •少 くと もがみめ に その 巧 
巧のを 巧を みた こと も 目 巧で ある • 

この 巧衡 法の ホな の 化 巧には 資 々なる ものが あるが 左の かく々 巧し 巧る。 

(ィ) モづ巧 一に 苗を 巧说 者の 物 巧 的が 笠の なき 生 目的と ずる 倘 人的 巧ぶ (因 n をす rderu ミ さ) が ホされ ち 
一九】 八 年 十】 ち 一十 己 曰 的 ぶび】 九】 义午 一一 一月 十八 H 的 巧の 時閒 が々 (ArbeitKeitverordmmg) にぶく 八を 巧 


巧 養閒制 c 巧 w 及び 一九 一八 半 十一を 晉 的な かに 巧る 钱所巧 巧が 巧 法 (何 致 巧て わるな ホは 後に ホ ホ* な 
( A をを を osen ミ rsichern 另) に 巧 0 て げら れん。 

(ご •案 的に 重 塞を お つ た 裘は審 巧に がけるな 掌の 蓋のを 巧の 耍 ちで みつた。 

糞は 巧 奪は 爱上 S 占から そ S 巧 6 力を資 るょり 他に 近な く、 そ 5 衡 力は 商品な せられ 生 巧キ巧 〔所ィ 
をた る* なお 0 なする 巧の 巧 件に 吸 巧し なければ をらなかつた。 

しかるに、 今 スミの 苗 麻 おとが* の巧请 ぶは* キタの W がの 下に おを、 一切 〔巧な 0 寡に す 共卜に 
巧を すべき 度が (Mitb 注 tirmnun 芭 recht) を 巧つ ベを で わり •ちし •巧ら ざれば'® 供 ホは 巧 巧 さる、- ネー もので 
あると し、 原則として 自 ホなる々 衡 がわを 巧な すべきで わると した 0 で わる。 

(《) しかし ••- の 時が の々 « をの お乂 おらは 樂 W まみ あ 巧 0 巧 巧で わる C ここに この 時げ が樂 ♦めを かがの 朽 

けと 巧され る 巧は がわる 0 である 》 

1、 もはや 個* 0 持！！ ホは •巧* 0 巧*! ザに 巧して W 巧に 巧 立す る 0 ではなく 巧 « 巧は 巧 W ぶ W 拓 (ミ _ 巧. 
shaft , >rbeits ミ f ミ み曼 を 組 巧し、 ホ ホ ホが 鬥 叉は ホ ホ 爱 に 字る ザが 自己の— を时 じくす £K 
に 文 おを し •企ま お ( Betriebsbnlann ) をけ 美 ホと して® 窒に おおしち 你ち 5 霜ん ホ W 冀 曲が 
(Arb を t さ cbcrvcrb ぎ de) を 化 巧して これに 巧 巧した のて わる 

をして • OGgss 巧 《法 S 葵は 葛 K ， 塞 SS 去 宝 言れ た Q でぁる。 

二、 巧つて 巧衡巧 件の 巧を に 於て は 供々 の々 巧 ザ わは ホを め 巧 巧を がず る ことなく 》 を K 0 ななおに 巧 ホ ザ f 
(Tarifv る rag) が 巧る 巧が となつ た 0 である。 

ホ 八 ♦《働な ミ 


ホ】 a ナナス » 濟法巧 立 s で OKJt 】OA 

この 時 パの 特 巧の 立 巧め お 現と して •巧 辛を (Ta ユで ech ご •企ま おを (Be 耳 芯 b ちか terec す)、 » 停 法 ( schlich - 
さ日芭 recht ) のを 度が ある。 

(二) ホに このを けに 於け る 個* の 立法のを Kfc 巧 « して 見よぅ 0 . 

一 •巧 一次 大 おな 時。 策 曲 的 巧 « 法のを おは 巧に 投時 中に がても お 行を 巧け た。 しかし • I 九 ニ ハ 年 十二月を 日 
附 補助 拓 巧を (由 ilfsdienstK 汪 et こが 巧 我 ホら れ ねばならぬ。 本が は® 巧ち 濟の 島め にお 辣 せられた 巧 巧 巧務の 
巧 巧を 目的と した もので わる。 本を の 巧 曲 的巧仿 法の 巧 度に 巧して 巧つ 特に 史巧 をろ 唐 ホは、 巧 痛を 傅の け まとし 
て 本 法の 巧 巧に を かせし わられた 巧！！ 化を ( Gewerkschaft さ) がが 则 的に 曲 おのみ まを 巧す る ことと をり、 おつ 
て 巧の 化を に 公的 巧 命が をはされ たこと にあろ。 この 巧を ホ ホは 策 《 め 巧 巧 法の すべての か 巧に； m 一つて 巧 はれた 0 
これと が巧應 してが お樂 W 的 巧» 法の ぶ 本な 巧た る 曲な 自 おのな 則の おがの なを 的を 規 たる 一八 六 九 年のを また 妍 
(Gewerbeg き 弓 g 】 巧 巧 巧 十 S 巧 巧 もを 《に 於け る々 《ち 巧 貝が よりおが な 巧のを かを！ is 巧す ろ 貧め のな わ 
又は 由な をを め、 解 巧 その他に よつて 企讓 ホの 公さん とすろ 裝 止、 巧 化を 巧 止した 热 をは I 乂】 八が に 至つて 巧 t 
せられた ので あろ。 

二 •巧 ー ホ 大巧を •巧 働を の 分 巧に がけろ を ホの お 閒# みの 巧め にを 巧 法に 互ろ 巧 一 的 巧の 法の 制ち がれ 書され 
た •一九 一九 年 五 さちに 本 かま 差の な fco 專 n おを わ# がち 巧 «を ホ お# ( Arbei な ミミ sausschi ) のな 
會 をが 巧 はれ、 巧 率を、 巧 巧ち わを ( Arb を avertra ち gesetz ) 巧の 巧 案を 巧た ので わるが， このを 巧# 0 巧な よ 
がむ 上の 巧 由から 中止され て しまつた-* 

一二、 をく 特す サら - si わが 一 的 系 蒙 製に 巧して tr も 一一 や 人* は 期 わを おた ホに 芙 な-蒙が 裹 される こ 


と L なつた ので ある。 

れ治 的を かと 共に、 巧 樹法〇 制を をみ た 0 であるが •モづ 巧 一に 一 化 一八が 十 1 H 二 H0 闲巧 i"- ぶ ホみ？ 5 ( 口 e 一- 
一 立 t d ミ <olk を ermftrawt き) 0 なす 二. 》 な 0 口 由を 省ぶ し •巧 牌が 巧 (Ge をを eordmmK】 みび 巧 ホ々 曲を 
じかす る 仍ホ規 をを 巧 止 L、 そ 0 化れ わ权 巧め 巧 脚を 巧げ た。 ぉで 巧 速 0 巧衡巧 巧を、 お 所 巧 ザ お 巧、 おに】 义一 
八 年 十二月 二十 五日の 貧 ホ 命令の おちが 巧 はれた ので ある。 こ 0 巧 ホ 命令の 中に、 お 曲 的 巧の 法の 巧みめ 息を をみ 
る ことを 巧る ので あるが、 本を は 一九 一二三 一年に まるを その 巧 力を 持 巧した。 

の、 をを。 一八 セ ー年の お 法は 巧の 法を ち 化した ものではなかつた。 反 之 •一九 1 九 年 八月の ヮィ マ ー ル彥 法は 
巧 化なる な々 を 巧 かみの 規 をが 占めて むる ことにめ て 巧 色が ある。 勿を 大巧 分は！^ 的規 をで あり、 巧に 立法の 
巧 則を お示した にす ぎなかつた ものでは わつ わが。 しかし、 ヮィ マ I ル 左 法は おおに 巧 用 さるべき 法規を 含んで わ 
る。 巧 塞 法に ょつて、 巧 化が 件の が 持 ホに な 巧の 芭 めに ずる M おの 自由は、 'すべての ホに 巧し、 ちつす ベての なま 
におして 巧 へられ、 この 自 ホを 制 巧 又は 巧 巧 せんとす る 度 粒は すべて 不法と なし‘ かくして 巧 まが 令 巧 百 五十二 か 
はが 巧せられ、* おの 自由は 巧 麻 ホ ホに 巧 麻 ザに キミに 巧 巧せられ ろ ことと をり > ここに 集 曲 的 巧 化を のが 立を み 
るに 至つた ので ある。 おに 巧ち 六十 一二 かは を 巧を W おに々 めの 进 せめみ 巧 K おなし、 他ぶ、 出 ホる 巧り 巧衝の 巧み 
を舆ム ベを こと •少 くと もちが 巧を お ホに 巧 てらる ベを ことが 規 をされ た。 おに 巧 酉 六十 五が はな 巧を 立な (W 巧 e- 
wes をな を ミ g) に 巧す る充 かをる 準則を をむ もので わる。 

この 時げ にがけ る W 上の ホの 立法と しては 巧の かを もの ポ わる 《 

巧 八ク 《 《 注 1 QA 


ホ ー巧 ナチ ス巧ホ 法ぶ ホ t で 3 な it 一一 0 

巧伞 おわ、 巧衡 をみ 巧 用人を 員を、 巧衡ホ 法 お 佑ュ閱 スル 命令 (<扣3 を § ミ 昏ミご 己 <な ミを e- >づ 家 iter. 
旨 d >ng 注を Itena ミ achusso 旨 d 穿 hliclltcn《 von >1 •す itsstreiti を eiten) ( 1 化 一み が 十二 巧 一一 十一 二日 附) 

巧を な 讓を法 (Das Betriebsr が teg 泛を Z) (一九二 0 年 二月 阳 日が) 

巧 化を 法 (Das wchw さ b 泛 ch&& ちき ま setz) (一九二 一ニ ザ ニ月 十二 日附) 

巧 曲な 料 巧 法 (Das 户 rbeitsge ユ chitsRese な) (一九二 六 ザ 十二 さ 一十一 二日 的) 

枚 ホ お 介 义失お 保 おュ閱 スルを 巧 (口 泛 》 法定 N ii す！- >rbeitsvemittlung end >rbeuslsenver3icherung) 
(一九 一一た 年 セ 月 十六 日附) 

(ホ) 巧 之 •この 巧 二の 時 巧は ちとして お 由 的 巧の 法の 時げ で わり •巧の ザ 及び 映 貞の巧 巧 的が をの 向上に つい 
て 巧 安の おおが あつた ことは 巧 ふべ くもを い •巧へ ば 巧 働 時間の 規 ぶ、 無 巧 巧を わ 巧 •化 養 かおの 巧 ホず。 おに 巧 
樹曲巧 も 亦 束-がせられ ねばなら をい。 しかしながら •この 時け にかけ る 法 本 的な かおは を W 拓が 巧が おと 巧め を、 
段 丹の 共 间巧的 おを とい ム巧 神が みられず、 巧な 田 爭め立 巧に がて 相互に 巧 立抗爭 したおに わる。 曲ぶ は、 度 巧が 
な 立 おにが てを の 訝 停 的 地 化を ょむべき であつた にも 巧 はらず 》 玫» 曲 お (partei を a ち) では この 化 命を がすべ 
くもな かつた •かかる 醉な めち 曲め 巧 « 法の 拓 ホは ナチ スの おもな 忌す ると ころで あつた ことは いふを もない C 

gill 第 iiiar ~ 允 |二| 二 年ょ U 々次乂 g に まるを の 巧け 巧ち ナチ ス» 歯 まの# 代 



ナチ スモ々 は > 巧« をのが 巧に がても をく 巧を 的た WA を » し •巧 二 巧 巧の 策 w の 巧货 をはを のがり を吿 げた 0 
ナナス 巧仿 法と 集 萬 《《法と S 異 はを く投本 的た 是で わり、 それ 案 一巧と 巧 二 S 望よりも より 一？ 
大 なる ものが ホつ た ナチ K 巧窒 にがて がられた 巧； 一切の 巧 おのかを めな g おは、 巧の 奮げ め 角 押に 巧つ 

て 巧 巧 R 爭的巧 神を 巧 服す るに わつた。 - 

この 目 巧 ま遂 の 爲 めに •一 义三三 一年 五 巧 二日には マル キ シズ A と 特に 巧 化したち お 巧 か 化合を 担 ザし、 階み 田 ホ 
のかめ 現々 が 巧を 巧が いたので わるが、 间ザ 巧を 巧 か » 巧 (口 去 口 0 ミち プ》 > をを* も 3 ミ) の お 巧* V を、 ち 巧 佑 化 
貪は こた 引 巧 がれた G で t 。 二れ 寡」 て ー ホ 的な？ 廣 ではなく •すべ 5— め 人 楚畜拓 でぁり 
おつて 企 案ち 巧寞菱 音 G 一切を 包 そす る？ わる。 こ GW を 巧 冀慧蓋 石 巧 そ 造 0 巧 袋 件 •力 

ち 巧 ホ 巧 わの 巧 粒に も 苗 巧 的には M なする もので なく、 をく これと 巧つた 巧 命、 卽ち巧 ♦お 立の 巧账 とい ふ 化な を 
巧つ もので わつ た。 ナチ K はこれ によつ て 巧 案 • H ホ •キ H 柔に 直り •一大 《衝廣 を おず る ことにな り、 必が的 
に 左の 二の お 巧を 責 した。 * 

巧 一に 動 S 雲で わる。 雰& ては 望 者と 楚 S は 巧 《指み ザと そ §曼 と n 蓋が 轰 せられる こ 
とに なつち ここに 生 巧 的 人間の 共间 巧に 若 4 本 ホ 2 巧が わる'* 巧 强共时 巧 (口を ユ をち i た i ヴ ち) のを 
をは ナナス 巧の 法に めて 巧を 的を 巧 科を 巧ず る ことにな つたので わる 0 

巧 二には、 巧々 的 的 ザた ろな 貝 及び 巧 働 ザを お 巧し、 なかまめ を 巧街條 かの 規 ぶを 可 おならしむ るを &0 W ぶ權 
力の 干 巧の お 化が かげられる。 - 

が 八々 《働 法 一 こ 


巧 一〇 ナナ* «濟 化 巧な t で OIBlg 一-二 
ご 一) 两お巧 « 巧 ホ 法と そのな 丰化巧 ， 

ナナス 巧 « 法の 巧丰法 わる 一义 一二 四 年 一 さ 一十 日附 W ち 巧 か 巧 ホ 法 (口 S oesetN Z ミ ordnung der 呂 tional. 
en Arbeit) は 上 速の 如を お 巧の 立法 的 ま 現で ホる。 本 まは 巧 二 巧の 巧仿 をを 目た る一乂 一二 内 年 五月】 日に 巧 巧 
せられた。 丰 巧に 巧り •巧み H ザ お 巧に 立 巧した サ巧 大巧 巧の 巧 巧な 巧 多 0 ち ホを み 的、 れ會巧 ホち 巧 ホな を 
はを をに 巧 巧せられ るに まった ので わる。 尙 この 時げ に 於け るち ホめ ザ 巧を ちを すれば 丰 法が 現の かが 巧が 巧 巧と 
なる (を 巧を 多 お)。- 

巧 巧 序の 巧 本 的を 特色を 舉げれ ば 左の かくで わる。 

(ィ) 巧 株 面を みるに、 巧 二の 時け の 巧 W 的巧衡 巧は 巧 どを をに 巧な しまられた •この 巧 かみ ホ 法 ホス 十五 かに 
巧り 巧 止せられ たま々 の おは 十一の ネ おに 上る 〇 これら 巧 止の 法 命に 巧った 法々 はすべ て 巧* を 的 法律の みで あ 
る。 巧に、 ち 巧な な# 法 及び 间 舟な 法令 》 M 巧な わ 令 •ちを 巧な ホ- 1 か 止ユ巧 スル 巧《 ユ 巧 スルな 令'* ホ 命令* 
巧 保 令 ( schlidlt 旨 否 Ve 3 を ミ ng )。 尙 、巧 化 ま理ぞ ( Treuhsml ミ なミ > をを) に拥 するな 令 も 巧 止せられ 
たが、 これは 化な を 化 へられ 巧 衝みホ 巧に 冉び揉 〇 入れられた 〇隻曲 的 巧の 法の 揉 除は 尙 これの みに 止まらず、 巧 
の お 曲 結 法、 巧め 曲 巧 法 あび 巧衝 W 爭を も亦进 まの ものと して 巧り まられ た。 

(口) 巧 をを がるに •お 巧者 巧理の 導入、 信任 巧法舍 ( vertraue ミ ま) のか お及び 巧を 巧 薄夕の 救 巧 巧 巧の 
お！ ar な* をのを の 萬 巧の 巧 巧が^ 色と して 舉 げられ る e 

(八) 巧に、 お 力な W みがが が ♦げられ るが 》 これは ホの 二 おに みられる • 


巧 一は 巧 « を 巧を の 度な 的 地 化で ホる。 巧に めて ホ# 化 巧の ながに がけろ w お 推力は 具扣 化されろ。 巧の 巧 用を 
は、 お 巧の 巧ち 担 巧 規則 上 0 巧な の 解み •社み め ホ* 巧 巧 任の 巧 化に な 力し、 巧 中， お《 巧 おわ (ジ 江す るを ま) 
に けれろ お 运巧的 巧の か 件の 規正の 芭 めの 巧吿を 巧す る ことが 扣 巧る。 巧に そのな 巧 上の ぶ 本め 力ま 一 お 的 巧 曲を 
巧 巧す るち め、 そのを 毎み のみ 巧のを をな 口ょり •專口 お 至は 賴巧會 薄 ( sachverst&ndigenbei ま) を 巧が する 
ことが 的 巧る ものと された • .. 

巧 二は れ舍 め ホ# をが 巧 (き Niale 田 hrenge ユ cht : e ) のが 致で わる。 これは せみ 的 悪 巧 巧を 巧 巧し •巧の 共问拉 
的 巧 神を ザ 巧す る爲 のを < が 巧た 巧 法の 括 林の 特 巧と 示せる もので 》 W 巧 巧 働 巧 ホを の 倫理的ぶ 巧 巧な をを ホず 
る もので わる。 - - 

ご二) か# 的 自治 

加 之 •巧 會め白 ホが おまつた。 K にみ た W お 巧« 巧 巧 巧に がける 專巧 おを 貝が 化會法 •專口 寒を 負 貪 巧 巧の か 
き、 だに •一义 一二を 年 一二 月 二十】 日 財 ラィプ チブ tsi を おに 巧 S を貝會 ( A を eitsausschli 泛 ミ) の 巧を にょつて 
巧 はれた •ガが 巧 意す ベを は •これらの 施設は > に 巧 問 機 H がか 用を みむに 4 ダない ことで わる。 卽ち本 ホの みを 
は巧？！^^巧則に巧り巧«ホ巧ぞに巧がされてねるのでわる。 

ぺ‘ (四) 巧 « をのを 巧 

、 .. . 

♦八 章 巧 個 法 - ニニ 


第】！！ 4^* ス Ik 濟法 成立 t でのち g I 一片 
巧 一に •巧 《をは 右の 巧 一一 一巧に がて 本質的に > 田 おのを (Reichsredlt) となつた。 巧ち 法 (Landesrecht) は， 
巧へ ば 唯 巧 山 巧衡者 (田 erRarbeiter) 法に 見られる に 巧ぎ ず、 大して fi 巧を を 有た なくを つた。 

巧 二に、 巧の 法のを め 規正は かを だしく々 律し、 巧】 的な 巧 « 法典は なけて わる。 

巧 一二に、 直に 巧 巧す る 巧は わるが 巧一一一 期に 巧る 迄の おも a 巧なる 巧 《をめ 法律に 阳 する 巧 巧を おみょぅ ( Al £ を 
田 ueck , Drtctschs > rbei な 2cllt 1938'ss. 53— 54)* . ' • 
(ィ) 巧 巧 規則 ( Arbeitsverfi 旨 g ) .一 - 
再 巧 巧 かお ホ 法 (一 义 一二 两 年】 月 二十日 脚) ‘ • ’ . . • 

なノ 巧な 拓 及ち 转 二が ケル 巧 供み ホを (一乂 一二 內年 一一 一月 二十 一二 日 的) 

巧を 巧 « 巧 株の 本 巧 あ 目な 二閱 スル 命令 (一九 三一 阳ホ 十月 二十の 日 お】 

( B ) 巧々 の 巧 £ 田な 

巧を おを ( BOB ) 巧 六 百 十一 隹な下 

巧を 巧 法 ( HGB 】 巧 五十 ホ 巧な 下 

转ホ條 が ( Gew さ beordnu ミ) 巧な おが W 下 (一八 六 义ザ 六ち 一十 内 日脚) 

(こ 巧 街を 巧 

巧のを が 法 (一九 己 巧が WH 十 田 日 3 E 改 な 一九二み 年 十二月 二十 一二 日 3 E ) ， ！ . 

(こ 巧！ 6 巧 巧 

巧 ホ 條巧巧 巧 おたな 下 並に ♦數の A 巧 規を巧 おが！！ 法 ( 1 化 C1 二 年 一二 月 一二 十 H3E •一义 二 五が た 十】 H 的) 



ホが をみ ゾ巧 巧ュ巧 スル ま ホ ( 1 义ニセ 年た 月 十六 日 供) 

巧 衝時閒 巧 巧 (一 化 一一 丙 年 セ 月 二十 六 H 的) 

お 內巧働 法 (一九 一一 一四が 一二 月 二十を 日射】 

(ホ) 巧 ホが か 及び 杜 を 保 お - 

政柔巧 介み 失柔 おちを (一九ニ セ 年と 月 十六 日 的) 

巧府が 肝が 制 法 (一九 一二 阳年五 巧 十五 日 的) 

曲み がちが 巧 ( 一 尤】】 年 お 月 十 ホ 日 的) 

巧说 をが お 法 ( 1 义】 一年 セ 月 二十日 供) 

巧 山 巧め 化合 法 (一九二 一二 年 六ち 二十 一二 日 的) 

れ會 がを 併設 法 (一九 一一 一四 年と 月 五日 的) 

尙 •な 上の 巧を について ネ おのを お 令 乃ま祐 巧々 のがを をみ た。 

が 上に 巧て をぶ ると ころは、 ナナス 治下の， 初 巧' 所 巧 巧】 ホ 阳巧年 かぶ 化に がて > 巧に をが 的な 巧衔 g 制の 巧 がは 
に 巧す る ものである。 W 巧を 街 巧 ホ法龙 にを の 公布を、 この 巧に がける ナチ スの 巧衡 法は •右の おがに-おがされた 
が、 この 中む をな す ものは 巧衔が 謀と 失 実 巧 ホ 0 二 巧で わる。 • 

ナチ ス 治下の 初期 にがては をネの 失業ち 巧 法の 制を 公布を みたが 》 1 化 ーニ〇 が 二月には 》 iirciii 十六な 五 干 八な 
十一 人 (ラィ ヒス •アルバ ィッブ ラ ブトの 計 ») とい ムお 乂 なおに 建し •このな ホは 巧に 一巧 かお せられた (巧が 
をを 照)。 ち〇對 巧と して 前記の かを 巧々 なろ 失柔 巧が 立法の W 我を みたん けで わる C 

が 八 《 《 鶴 法 1 1 五 


巧 1 巧 濟 & ホぶ t での ： KW 


一み 


巧を！！； 中の 失業者 數 


年 


月 


化 一一 二 年 (H キ 巧】 
九 二 内 年 * 

か 二 五 年 * 

化 二 六 年 》 

化 11 セ 年 * 

化 二八 年 サ 
化 二 乂年一 ぶ 

* 二 

* 一二 月 

* 内ぶ 

* 五月 

» 六月 

* 月 

* 八-ぶ 

* 九 パ 

» 十ぶ 


を 技 

1 、 九 化 セ、 一と 一二 
ゴ ー、 六 セ 0" セー 化 
一二、 六 一二 五、 110内 
一二、 内 五六、 一二み 0 
一二、 八 〇 六、 二八 九 
内、 11111 化、 一九 内 
内、 五 C ぶ‘、 一二た 二 
内、： と 内 八、 化 内 六 
内、 五ー ニ 内、 云 一〇 
内、 五六 ホ、 一六 二 
内、 六 一六、 わ ニニ 
内、 ムハご 二、 内 九】 
内、 六 00 、内ぶ ぶ 
内、 六 0 ろ 内 一一 三 
つ ホ ーー 1 、 六 六 八 
w 、 ェ丸 二、 五一; 


々•化を 》,< ホ 中 
をを ホ 巧 ホ 


ち セ 
内 三 内 
11内 •五 
六 ニニ 

号 二 0 

ご 51 

八 七 五 
、〇 ーエ 
is 、： 立 
里 0’ 止 
内 一九 

ご 一九 ゴー 
ご！ 九 出 

内 一 0 

内内 二 
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右の が 計に みる かく、 ち 時の 巧 柔合巧 化に よる 失棄 ザの 著增 •おって 巧衡ネ 巧な 0 ホ 仏は 巧し く お化した。 
ホに、 巧を にがけ る】 义二乂 ザ W 降に がけろ そまのを K を お 示 すれば モ のかく である 0 
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ナチ ス政權 巧が 前夜に がける 巧 巧の 巧を じがした ち 濟め巧 渡は W 上 C 巧 巧れ にょり、 巧に ホ ホの なにが て か 例に 
巧が. たもの がわつ たかを かる ことが がが る C ナナスな かは かかる 肤 おにが がし •ホ まか 巧、 巧 巧が*^ を 目 持に 巧々 
打悅坦 をと り、 巧 速の かを 立を 的 巧 現を みたので わるが •巧して 化ら ば その* 巧は 仍 ぅでわつた *^0 
ホ 八た 《 tt 法 一ー セ 
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を ホ W 巧 W « な 巧 W ホ W 攻み 年み « 阳人 ホ 巧 


千 萬 ブイ ヒス マルク 

(こ臺 、ま 一 


(こ 云 B 、 三 < 


(+ ご 10、 さ 


♦八 章 


二 10 

さ •< ちち 
ち •一 だ ふ 

si へ ■•< 

ち 二 占 占 . 

ち i ミニ 

去 ふ た 占 

ち ふ な i (王 量、 030 
ち •一 さ 二 

このが 計に ょつてみ るに、 ナナスの 巧 巧 化 興な 策は これを 二期に々 つ ことが がが る。 

巧 一期は 一を 二 四 年を なて 終る。 この 時期 にがては ち i 巧 的な なご お 的の お 態た S る ことが 裳る。 卽ち 
巧 ホを 數 Q 增思霎 財 H ホに がける ょりもを 巧が エ 案 にがて 一 R 迅巧モ わろ 审ホ 活動は W ホと も增 たた そ 
の 結 巧、 巧 接 化 まの 念な なろ 惡 化を* して わろ 0 

を 一巧た る 一を 二 奉 S 巧に 於て はを S 巧は i し、 かま エ柔 にめ け 一 ま 蒙 助〇盈 寡ど滅 型せ ざるに 

妥 財 Q 生產 著は 巧 下」 て わる。 怯を 浸 義窒」 •愛 0 一？ 辿り、 お 的 富 か」 管た。 一を 一妄年 

力 至 一を 二 六 年を 通じ 生 巧 財を おくすべ て 〇巧巧 指 B は デ 7 い 1 シ 3 N 向 巧 Q 獲 おを 示」 てゐ る。」 た 投資 寡 
# しが 資もホ 巧 ホでは あるが 》 巧び 上向が 巧を とって わる-九 一ニ セ 年 管に 於て は 巧 働 »裤 巧が おど 括 おする といん 
か 態を 生じ、 两米 •おに 巧 巧の 巧» 巧 8 は 巧に 不 巧を 吿 げた。 


第一な ナホ* 紐濟法 巧ぶ t で Q « 緯 
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( 五】 を ー ホ 四 巧が か 蚕が 阵 

一を 云 ハ ザ 九月を ー ホ 网 毎年れ 5 臺と共 SSO : お 夏を 塞と す つ ホ ホ カ 蓋が S る暮 とを たの 
で 4^ るち ナチ K 政？ 初ょり こ Q 愛 至る を 巧 力せられ た そ ホ 度な#」 農 巧を？、； 一一て 墓には をに 
をを 巧 ホ かおを 示す に 至り' ここに 巧 « 力は 逆に その 不足た 吿げる ことと なり' 失 ホ 巧 ホとは 舆る巧 術が あがが の 
を 巧を みるに まつた。 おつて、 两巧 年が 聲を K をゲ ー— ング元 巧は ちの かを* & 訓令を をした ので わる。 

引 專門エ 見ち 巧 巧二阴 スル 西 巧 ザが 巧 化 巧 巧 一次 巧々 S ミ 《 > 扫 ミた ミミ N ミ Durchiru ミ des V ミ . 
を resplans liber を e Siche ミ ellu ミ de3 Facharbeiternachnuchs 注 ) ( 一を 一一 六 年 十一月 セ 日附】 C 本々 は 私 

に SI •金！ Is 董羹柔 にがて 跨に 囊で わつ た專 門巧窒 《乏 S 策と」 て賽舒 〔 5£轻に 巧して 化を 
おちへの を かを 菜 巧 づけた も G で わる。 I 

T 巧 1 K 柔 みを* 工業 ゾ曲 5 あ 巧を ホ 上 S 巧 ナルな 义二お スルを* 巧のを ノ巧 巧が 巧二阳 スル 四 巧 年れ さ 巧 
ニ ホ 巧々 (ミを® を ミ 含 旨 K N ミ ourch で hru ミ <12 Vi を ahresplans Uber Sicli ミを Uu ミ <1 空 

Bedarf3 an s まを arbeitern fiir さぎ t imd wirtschaft さ oUtisch b を 空な am » >cft を 再を r 巧 ま n 

und setallind 曼 rie ) (一を 云 ハ 年 十一月 セ 日 so 本々 は 特にを 累衡 をの 煮 塞 巧— めと した もので わろ 
パを » 巧のを 及 泣 巧 巧が をノ化 K 二 巧 スル 阳巧 ザ か 《 巧け 巧 ご ー ホ 訓令 (ロユ tt « > nordnunf ? NU 、 Durch . 
をす き 《を 3 Vi を ah ミ plans 妄 ミ宙 e 》ac 泛妄 2 另ミ n Mettallarbeitern end Baufacliarbeit 马 n in 
♦八た 巧 働を ここ 


♦ 10 ナ 千* i ! 濟法巧 立 i で QIKII 一二 一一 
ihren 田 eruoo 本 令は W 巧 上す 適 巧み 巧 « は* にわる々 « 力を 再 W 巧して を* 專口巧 かを と g 巧々 の ザと 〇不 せを 
巧 はんとした ものである • 

*ir * 巧 上 及ち 濟政度 上* 巧 ナル &巧な 畫ノ芭 ノな巧 林 巧ノ* 巧み 巧 « カノ 度 巧- _M スルの 巧 年 ぉ 畫巧巧 巧阳ホ 
巧を (<iert« >nordm:m 《 2 ミ DurchfUhrung d2 <i ミを hr2p 立 2 cber ミ》 wicllerstelllmj? d さ >rb€ ミ. 
loiif す imd des »ed» を 》3 巧 acs す ff ま filr » さ at imd wirtsclia を po 乏 isch b を eu な ame Baiivofh を ま ) 
こを 云 ハ 年 十一月と 日 的)。 丰 令は 宝 巧な 巧 か畫 の«巧 を# « するな めに、 泣 巧 巧の まの# がみび 同時にを 巧が 巧 
の 巧 巧を もな— した ものである 0 

が を 齢 巧 用人 ノ巧ホ ニ枯 スル 四 巧 年れ g 度せ 巧 五 ホ 巧 令 (さ rfte >nordnunK N ミロ urchfiihrungdea vier. 
jahrespla ミ ebe 『 die BoachR ごさ 3 K ilterer > 3 Ke 8 teuten) ( 1 义一云 ハ 年 十一 巧 お 日 的)。 丰 々は 一九 一二の ザ 
八ち 十日 附巧 W が 巧 二 MK ル 命令、 及び 一九 一二の 年 八月 二十 八日 的 巧の 力 おみ 二两 スル 副 令の# をを お化し •年を 
GU つ 巧 去を 參い をに 巧 «の« モ樣を 巧へ たもので あろ。 

ぺ を* 巧衡者 及往巧 專口巧 «ネ/ 募集 又 ハ 巧かノ 巧ノ咕 K 巧 吿ノ巧 止 二 助 スル 阳巧年 か 》 巧 巧 巧 六 ホ 別を 
(sedlste >nord3c3w Sr Dcrchflihru 己 » A 注 <ierjahr 汪 plans lib ミ な注 <erbo《 VO 百 K»rmwcrt»nrelK き 
を r ら e >3W さ bc3《 od ミ Verm ミ lun《 V03 2 まと lafboit ミ 3 end Bacfa を ミ beitem) ( 一九 ミ 六 年 十一 巧 
龙日 SE)。 巧 S 巧が の搜み 的* 巧の 巧 止を 目的と した もので わる。 

い 巧が 巧な ノを - 化 解 わノ巧 止- 1 蜗 スル 四 巧 ザが 4 施 巧 巧 セ ホ 則々 をを e ミ 《 > .舅を ミミ Ncr Durchfllh. 

ru3 《 d 法 含 e ユ ahr 汪 plans liber &e < さ hind»ru 3 《 rech な 宅 己ユ Ker uisc 日 》 von >rbeitsv 5 h か It 吕 ssen) 


三 九 I 云 ハ 年 十二月 二十 二 円附) 。本を は > SKf を WT : ま > ± 木を ホ 菜 •ホ. 山 エホ •巧 ホに がける 企ま. 灰は 巧 街 
ザ义 はが 用人に ょり、 巧が ながに 不法に 巧 供 時 巧を 牌 わせられ たお 合に その 巧衡 をの 巧の 手 巧を 抑 おし 巧る ものと 
された 0 

な 上の 立 誇 養は、 5 ホ 翼 年れ >2そ§若 巧は 装*^ た 巧 養 苗は 蒙が 资 養で ホゥ、 何ら 本 

R めに が規な 1 ではない。 义 W 上の 巧 巧が 班卻 令は ホと して 金 A 々働 ぞ をが ♦とした ことは： 巧 目に 佑す ろ。 を々 
激化した 金歷 々がを かま お ホと して •ま* 巧 ノ巧柏 苗 お 二 姑 スル 訓令 (> noI - dnu ち &巧 den > rbei 乙- 
も nsa な von Me な uarbeitem ) を 中央 巧の 巧 介 失 まがち 兵を が 裳々 して & ろ。 

^ 巧 苗が タノが 化 二 巧 スル 阳苗 半扑 4 巧 かを 訓令 (户 nordnunw N ミ curchfiirunw des Virjahr 空 plans 
liber Be 3 chrhnkc 3 f { e 3 i 3 do 、 Acsiibcnf ? brtw wandorKe 宅 orbes end wtadthwc た nrKe 夕 . erbos ) ( 】 か 11-; 屯 
ホ 十二月 十阳 a 附 )0 丰 訓令に 依 0 •お 巧 巧 巧の おがが 企 曲され、 巧 巧が ホを 巧の なの お w にがらし めた c 

"農 ホ 及 おを お 《三が ヶル お 入 巧 か 力 お 《ノ-强 化 ュ脚ス * 四 巧 年な ホ 施 巧现令 (An ミ dnu ミ Z ミ Durch . 
を hrunw de 3 V ; j » hre 3 wlans libel •を 一一 verst か rkt さ Ei 云 a な VO 己 W た 一 >lichen >を を さ ki ■芭 ton i 3 der 

Land と nd 宙 aulirtschjlft ) ( 一 义 一一 一八 ザ ニ月】 H 的) 巧 巧々 巧 巧 規則 二 九 一二 八を 一月 十六 H 供)。 

巧 巧な 人 巧 巧ぶな 年 巧が ( pfHC すを すなを 2 にを す ミ) を お A たも 0 で ホる。 

知 ♦巧 ネ卖ホ 申 ホュ阱 スル 巧々 (> nordnu ミ &す 1- die seldunK de 、 wchulentla 泛 ミ)( 1 九 一二 八 年 三 一月】 
日が) 

^ を 巧 ホ- 1 於 ヶル 勞度 ザ 及が 街め 化が 乂ノ巧 佑. おお 二 M スル 巧々； ミを ミミ 妄ミ >を 交を まを N を r 

ホ 八 ♦ 々 慟 な ニニ ニ 


ホーな ナチ スお w 法 ホよ i でむ お w 一二 巧 
>l*beitef end technisclier >nKe3tellte3 吉 der 巧 auwirtschaft) ( 一を 二八 年 巧 巧 一二 十日 附 ) ® 

.巧 案 担 巧に 巧す るすべ ての 巧を みび 巧 ホ 担 巧の だを の ホけ お 巧に 巧す ろ おりの 公が の浩巧 及び 巧む を 巧に 巧し 》 
巧 做を 巧び お 巧 的 使用人の 席 入を 所管 巧が 局の 同 息に 巧ら しわた ものである。 

な 上に がて、 ナナス 政 巧 巧 巧を 巧 巧 百 巧の 失柔 にが まされ、 巧 か 政 巧は 專ら このが 巧に お 中され たので わるが、 
ナナス 政な の 巧 « が 巧に ょり、 一九 三 ー セ 年せ にはが々 をを 巧 案れ おとなり、 一 か 一二 八 年には、 逆にを 面め な 巧衝ホ 
をを かたわ ばなら 卡 、ここに ナナス 巧 お 政 巧は お tt して、 本格め なろ W 民 巧 衡巧闲 制に ょるを のが 制に 荣 W す こと 
となつ たので ホる。 

が！ S 巧 上* お 去 柔巧力 法 化 令 (<《3 を ミミ N ミ 留 dierat 己 lu ミ d 注》 を ft をを arfs を、 > ミ运す n ミ n 
besonde ミ staa な po 夏 isch さ Bedeut 旨 g) (一を 二八 年 六ち 壬 百 お)。 本々 は 两巧上 餐祐の お 巧を かさざる^ 
に S 巧な ろ 辜 ホに 巧し、 巧 時に 所 お 巧 S 力を 巧與 する 食め •化の « がに 伤 みしつ、 ある 巧 働 力を も 一時 貨换サ しむ 
ぺを ことの かを におを、 巧が 大臣に ょりが をされ わ ものである 。本々 の投丰 おおは、 ホ 巧 巧 化、 巧の 時間の 巧を、 
巧枯お 瓜の ホを ホを 力 至ち 巧を 巧め なが ホち 巧に ょる も 十み に 企 W し 巧ない 巧 力 巧を 補正 巧と しての 適が 巧 巧 ホ 巧 
を 巧 » しわ もので わる。 尙 '本々 に 巧 巧 「W ホ 上 S ホなる 事 ホ」 とは 特に、 西 巧を 充卽 ちジ I クフ —1 卜 みの 化 お 
エホを K 巧む 巧みと した もので わる。 

本々 の g をを； に！！ をせ しむる H めを なて g に ホの かを々々 のがを をみ わ。 


^ 田 ホ 上る 巧 事 ホ タカ お 巧 度 巧を ー ホ 命々 (Nw を 《 Verordnung Nur Sichers を lug des 夕 r む tebedarfs 
巧 " > ミ さ be 日 von besomlerex- staa な po ごユ seller Beds ミミ ) ( 一を 二八 化 六 Hill 十日 的 ) 

" S ' 却 巧 ミホ 命々 ( 一 九 一二 八 年 十月 十五 日阱) 

ホに •巧 巧 巧 巧 巧 巧 用 おとも 稱 さる ぺを 一巧の ぶ 本を 令の がを が々々 に 巧 はれた 0 

ベ W 巧 上 重 お# ま 巧 力 巧## が々 ハ <03 互 3 G ミ Nur - wicherste 一一 unw d 注 Kr か ftebedarfw fal^ >ufgaben 
von b 空 on を ref staa な politisc す、 Bede ま u ミ) (一を 一充を ち 十三 一日 附) 

本 令は お ホ 上 > これを 巧 巧 巧 巧の 巧を と々 務 者み かの 巧 化に 二大 則し 得る。 がち 丰夕巧 一が 巧 一巧は 「阳 巧が 計 
去を 託を ユ がテ黃 巧/巧 巧を 巧サ ザル 重が 巧 ア—卜 巧 メタル 事 ホ ニが •々化 局 ハ、 巧を w ± 巧ノ おなお 二が シ 、巧 
巧ぶ 巧ヲ 負ハシ A ル コト ヲ 巧。 コノな- _ •なが f 义巧 段を 巧 ハ、 巧衝お ニョ 9、 巧 巧 ザノ 引が ヲな ゼラ ルル コト 
7 ルベシ」 と規 ちし、 が々 (一九 I 二八 年 六月 二十 二日 的) 前文を 特にを 文化して これを 巧 巧した。 えが そ 0 】 
である。 本 令を 幸は々 巧者 移か视 巧の 規巧 (巧 注 ch 互 nkun 《 <13 > rb を tsplatzwedi ま 更を規 をして ゐる么 が 
その 巧 二で ある。 

•おに、 巧 一の 巧 巧 巧 巧に 巧 おず る ものと して • 

5； 田 巧 上 ま お事棄 巧が 令 巧 ー ホ 巧 巧お则 こ 九 111 九 年 一二 月 二日 附) 

がわり •巧 二の 巧 巧を 巧 巧 巧 化に がする ものと して' 

W W 巧 上 ま お まま 巧 力な 巧々 第ニ ネ 巧け 拥則 こを 二 九 年 一二 月 十日 W ) 

♦八々 《•化 一二ぶ 


♦ la * 午ス » 巧 法 成 化 1 での 一ニ ホ 
尙 •同年 一二 月 十を 日本々 巧 巧と 问時 にれ 力を 巧った 命令には 左の かを ものが わる。 

U 巧が 力を 分-一 枯 スル 飘令 三 义 一二 拥年 八さ不 八日 的) (一九 一二 互 年 三 一月 十八 H 、 】 かご ニ ハ ザ 十一月 二十と H 
お、 一义 一二 八 年 一一 一巧 一日 附 改正) 

W を* 巧 《を ノ 配® 二 巧 スル 巧を (一九 一二 わを 百 十一 日 的) 

3 を ュが ケル 巧 低まみ 技巧 巧 用人 ノ なな- _ 巧 スル 巧々 こ义 一二 八 年 五月 一二 十日 附) 

4 お々 ノ巧巧 _| 於 ケル 巧 S お 置が 制 二 田 スル 巧 令 ( 1 义 三 一八 年 一二ち 一日 お) 

W ピック ー フュルト •ハ ルン •及 ゥィッテンベルク 巧 « お ぞ»_| が ケル 化# エま 及を 第を 巧ノ 巧の タノ 巧 働が 
宙- 一明 K み 耕 令 (一义 一二と 年阳ち 一十 お 日 お) 

ベ ル— ン市 二 がケ ル巧かな历巧が ュ 陌ス ル訪令( 1 乂三1巧ザ五巧十セ巧お)( 】 乂一一一六ザ化月二十化け附ホお) 
7 《ン ブルク. アルト I ナ .ワン ベック 及 ハン プル ク •ゥィルへ ル A ス ブルク 巧が 巿 c がケ A 々 g が 苗 巧が* 
拥 スル 巧を (一义 一二 四 年 八月 一二 十日 附 )( 1 九 三 一六 年乂さ 一十 乂日阱 ホ 正) 

い W 巧 上 S 巧 巧柔巧 力が お 令 巧 一ニ ホ 巧 巧な 則 (巧 巧 巧 巧 巧 « ザが 巧 制巧ノ 件) ( 1 义 一一 一九が セ 月 十一 日 的) 

-二 ぉ。 巧 

そ ホ 巧 巧 時け ょり まを 巧柔 時代へ •一二 巧して 巧 化 不足 時代へ •と 巧 巧を 里 わ、 これにが 化した 裝か政 巧の 立法め 
表現が 上述の がが なので わろ。 かくしで ナナスれ おは】 义己义 年 九月】 H の 巧 ニホ大 化を 迎える ことと なった。 


第二 篇 ナチ ス戰が 耗巧法 
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巧 一巧 踩巧 お辦令 反び w 巧な 八り 巧が 

-な 巧 

一を 一充 第 片 一口、 波 蘭が 巧を 巧のと して 巧を しわ 今 菱 おおて、 磬賓 がらた 班を (巧 時巧餐 策の 
特巧 ちそ C 迅速せ、 その 計 香 及び 巧汾の 重と なをに ホる ザとの 閒 の お 時 堯の冀 を 可及的に 耕？ しめし 
とずろ その 巧な、 との 一一 一巧に 要め される 0 

t トラ 1 惡はそ G 布 言？ T 窒が養 で 18 ふとい ふ S •何人ら 奪で； 5 けるな どた をと が あつて は 
ならない。 窒が S で 愛する と 5 ふ 〔ち 何人 至み K 於 W そ GS を 置ず るた ふかさ 二と がわつ ては な 

ら なシ」 こぷ へたが その 巧 巧は 襄吿に 引 巧いて 巧され る ことにな つたので わる。 卽ち 嵌な W 巧み 巧の なピ こ」 

ネ巧 C な ミ 中 這 望 G 祭 襄 S •法律 的 素を f G で A 5。 がし • c た委 G 命令 そ Q 芸 9’ 
董望講 用な G 養爱令 ( Kd 這 wi さ ehaftsverordmi 曼 2 ぅ 芒 间令 はす さ Q ザ C 痛切なる 

巧を 巧 I て わるからて あろ。 ち も 问令規 おのを 揉 も お ±の||| 巧には 向ょり 比 巧 さるべく もない。 だが、 巧 時 巧诉み 

の 制ち は • 1 SS 覆 爱 び貨堯 S 蒙 雪 目的§ 合ず S や ラ ii 受す るた ろょ 美な S 径 巧な E 

の 巧 かを 巧つて ゐ るので あろ。 

助 時 舅 令は 閒玻雙 ご 九 一一 一丸 第月晋 S を W つ 5 な 房み ぷ (Der MItei 香 die Reicf さ 

巧 一 《《巧 わ濟 なさ Ms な 巧が n; 


夕 一巧 ナナ； 巧 お濟法 三 10 
teidi ち ng ) にがつて 制を さた 五ち 一二 十 的が のが 文を をみ •それ 自 巧と して 一つの おつた を 巧を 巧して ねる。 を お 
の 措 粒は か 五に 裙 正されち つ 制 わし 合つて わる。 巧 一を 巧ず 化を 巧 負は 一 お的規 をを をんで ねる。 がち 本を には 巧 
お及び 通 巧の お規 及び 退 巧の かを 巧爭を 巧を 阻を ずる 一切の 巧 良に 巧し お 机 主 おを なて おみ、 お 時 担 巧の 巧が のが 
巧が 巧 示されて ある。 故 時 担 巧 令に 所 巧 「巧を 阻を 巧 良」 の】 は 「田 民のを 巧必お 品に おする お 巧 又は 巧 品を が 却 
し、 せ 超し •おしく は 抑 巧して、 おを をが て、 これが 搞娶 巧ち を 妨げる 巧爲」 であり、 二は 「おがの 巧 わなく して 
货 おを な 巧ず ろ 巧な」 で わ こ。 •則を におして は巧爭 化を 巧菲 として、 资巧义 はを 巧 •巧狀 おに おきと きは’ 化 刑の み 
刑を 巧し •をを におして は 一 おにち 巧 巧、 罪が 巧を ものには* がを 巧し 巧る ので ある。 か、 る 役が ホぶ におして は 
妹* のが 判が あり 巧る でみ らぅ。 がし、 巧が 巧を W おはす ベての おにが てが 制には み 大の試 株を おて ホた ので わる 
から これらの 規 をの 大な分 適用され るに 至る ことは ないか も 巧れ わ。 だが、 巧 時 非な の 曲 装が S なすに 於て ち已訓 
at が 未だ かけて わろ ところでは、 それは 巧 巧な 手段と ならぅ。 

II 巧 時 巧 

巧 時捏巧 令の 本な 的が かを 巧す ものは、 股 時 お 則耗に 的す るを 二を 巧 二が一 巧 十 セ 化で わる。 それは 巧 あ 巧 時 お 
巧 下にが けるな 巧投 ホ Q 1 端を 明示し •驳 時特圳 おのな 化 及び 地方 公共 曲 巧 その他の お時化 巧を 規 をして ねる。 本 
モ はが 大巧 巧が のけむ 政 巧と 大いに 癸る ことを なて をの 特 をと する がそれ は ホの =1 巧に 娶 めされる C 巧 一に、 削乂 
巧が 時に あ。 ては 卸に 「を」 0 おかの みを 巧つて 「わ」 のをが をからたかつた が •兮ホ 大肤じ 於て は， 閒砖 的な r を 一 
の 力ょりも 的 おのた 「物」 の 力 •がん わを 巧 巧 的 巧 お、 か ホれ な 門のを K ホみ のか 巧 お 巧 九 まじ-が 找 おが 門の ホ 巧 


巧：^ 詞巧制 0 巧 巧を 巧た 〇闻ぶ 0 巧 時 お圳巧 も w 装 H ら巧争 財 ♦がを 巧ん する 巧め とを はんよりは、 寧ろ、 わ 

《： 面に めて寶晚 接 装置よ ゥが警 た、 ゐた巧 望 S 蓋 S 巧 E 於 5 ?5巧 も li 行は 廷と 巧る ベ 

をで ある。 巧 一一は、 巧 ♦補の のれめ お 巧 的 お 巧が •が 大巧な 時に や' ける よりもを かにが 巧で わり おつ 蒋 みなこと で 
わろ。 阳巧 をのを ザ 間の 四 巧 年 計 巧 下に わつて 》 ナナスむ わ はれむ を W 的中々 ぉ 5? を 明し、 けむ、 な 用、 巧 巧を 制 
巧の 巧 一 化、 衍巧 化に 力を 巧 中し 來 つた 0 であるが、 巧 おすべて G がぶ は •だを 脚 お、 ラィ t の お 巧に お « し •現 
にを 巧 化の 两 みの 一二な 上は •供 おが 占 A てゐ る。 巧 |二だ、 か 大巧に 比し • W お 巧 わの ち W 0 おる しを お肤が ♦げら 
れろ C 巧ち が 大巧 巧 巧 •一九 一三 1— 1 两 年に W •巧 巧 W お及び 公 お M 巧の 巧樓的 巧技の 免が 技 おおな W 扶所 巧の 巧 
か】 六 パ ー 七 ントに 巧ぎたかつた。 なる に 今 ホ 大巧 にがては 度 巧 開 わなが •巧の & W 、 阳巧 がれみ •が祐 が ホみ の 
艮 めに 巧な ま 化の 株 巧 〇で大 化を がして々 た。 

窒 * な 上 Clll お 巧に よつ てから i かく、 巧 巧に がける が おを 瑟 ホは— 化 Q 詩に めても 巧を 闷 巧な ことが 
云へ るが一 巧 巧を のた 巧ザ閒 にがて 祐ち 的に を 巧 お 刺を ホ 《 し たもので あり、 本な め R 時拓 制と 云つても この おお 
に进ぞ ない ので わる。 ここに ナナス 巧 ホの 化は のか 赃 め •平時 ザ « のをを せ 〇お大 特色を 見ろ ことが W がるが •こ 
れ はわれ'^ に とつて 大 なる K 拥 となる もので わる 〇 ホに R 時ち 濟 々にがて 巧た に规 おせられ たろ 巧 巧 お K がを 見 
るが •これは 间 よりが 速 〇巧丰 巧を に 則り、 巧 度を-初 操られた 巧 時な 巧 おのを も 束 ホを 一巧を 巧す も 0 で わろ 〇本 

々にを 5 巧. 時 S 大 SSiT 所霉異 劈 較と寡 S 襄時 £ か耗 Q 1 法に 大圳 巧) が •： a に 巧を みつて な 

巧す る e 

尙 、巧 時 お閒巧 C 誇ぶ 巧と しては 巧 時 巧 巧 令の 他 •ホ 打 かを 芝が ある。 こたは 树 よりか お 明断け をが する 
ホ】 た R 《わ 濟 々 A び 陋巧 法々！ {化 IE 】 


ホ 1111 ナ ♦ス* 巧 K 濟法 二-ニー 
をな ては 下 掠を 的に ちな する。 

^ 巧巧稅 R 時 的 かお __ 巧 スル 巧 ー ホ 巧せ 巧 おこ 化 一一 一九が 九 H 阳 nw) 

T ピ ー ル •巧 巧 •一二 R お ル 資« がユ巧 スル 巧 時 おか# 巧 ー ホ％ 巧 規お三 化 一二 义 ザ 九月 脚 目的) (巧 2 す 口 C 3 ヴ. 
を hru 另を 汪ごョ 3unge3 さ r IKfie ち zusch 一ち NU3 》 宝 nhaiide 一ち を * ミロ 泛さ Tabakwwren end 

schweswein) 

同れ お 大巧 回 巧 三 九 n 克年义 月 八日 附) 

T 乂巧み 品 A 時 おか 巧* 巧々 ( 1 乂 =1 化 年 十一月 二十日 W ) 

が 材が巧 大臣 回章 こ 化 一一 克年 九月 十九 日 財) 

W R 得 (Kriosfszc^c ミち N ミ 田 inkom3e3 す U さ ) 

巧 時お刖 巧の 本 ザの なむを 巧す ものは この 所得 餐お時 おか 巧で ある。 この 巧の 巧' 供ぶ 巧を は •ぺ I イン 及び イ》 
レン 巧ぶ 巧を おを、 を 巧 这曲內 の 所 おお おおを お ホで わる。 がって、 巧を 曲 巧に 化巧义 はお 巧を がず る 自が入 (巧 
人に おす) は， が 齡 •巧、 巧 换》 又は W なのか 巧を 巧は ず、 巧に W 巧 ザに な餐 された 者と 雖 もれ 被の 巧 巧が あるの 
で ホる 0 

R 巧 附か锭 の 巧は' なお 巧閱 にめ ける 所 巧 巧 巧の 五 0 パ ー セントで ある 〇 がち 巧 巧が 巧 巧と をる に 非ず して 巧 巧 
巧 巧が 場 ザと なる ので わる。 例へ ば おお 巧 五が W 上 0 でな そ 夫 おの 所 巧 八 000 ライ t ス マルクに 巧して は 巧 巧 お 
として 1 ミ 】 六 ライ ヒス マルクが 巧 巧せられ、 その 巧 時 W 化扶は 六 あ 八 ライ ヒス マルクと なる かを である。 袭お 


おとの 龄ホ はがに 巧 一二が に 巧を され、 この 附加稱 は 化 所得 0 】 冗 パ— 七ント をな ゆる ことを w ない'* 例へ ばが 化 ご 一 
0、 000 ライ t ス マルク ある 巧み 者の 所 巧 おは 一一、 六阳阳 ライ ヒス マルクで あろから 的 加 おはで 0 パ ー 七ント 
たろ お八 一与 ー ライ t K マルクで ある わけ だが ちの かを 制 おがわろ ので 阳五 00 ライ ヒス マルクに 止まる ので ある。 
卽ち巧 巧 巧と をの 巧 時 お 加 巧を を 巧して、 巧 巧の スあパ ー セントに 達する ことを 得ない。 又 化 入が 二 woo ライヒ 
ス マルク ホが のとき は 附加软 をを 擦せられ ないで を おせられ るので ある (巧 二が)。 むに 巧 巧 月 姑 二 一二 阳 ライヒ スマ 
ルク、 巧巧^^|阳ライヒ ス マ ルク、 1 日巧り九ライヒ ス マ ルク、 半日をり阳 • 五ライヒ K マ スクをおぇざる被化ぞは 
本 _； 乾 巧 巧 ザの 巧 苗ん ら 除かされ たが これは 巧 時 巧のを おがの】 お 態で あり、 これ 所 蘭 「巧 乾 お」 (Freigrenz 空) で 
わろ (巧 巧 巧 巧時附 かお ホーホ 施け 令 巧 一條)。 

巧 巧 巧 耻時附 かおの 巧 化 巧は な 乾巧閒 たる 巧 年の おめ に まが ふこと となつて わろ •巧し、 巧 一巧の がか 巧閒 だけ 
は、 本々 巧 巧 日を なて わ まり、 時 年のを ろを なて おる ものと され •一九 一二 八が 九月 一日から 十二月 一一 一十 1 R 迄の 四 
巧片 が、 其の 巧 一巧な 收巧 とされた (巧阳 巧)。 而し てこの お 合には 所 巧 巧 巧 時 附加稱 は、 み おに 巧を され、 ザ 
巧 0 十二み の 一として か 巧され る ことにな つて 方る (巧 巧 令 巧 二が)。 

ホち 所 巧稅化 時附か 巧は 巧が の ホ 巧 後一 お 所 おおの おを と时 時に がを さた 々〇 そして •がが 制 ( vorau 3 zah . 
l § R <! n ) が なめられ ろが、 これは 所 巧 お〇聲 合と 间沒 * 一一 一月 十日* 六月 十日、 九片 十日， 十二 巧 十 円 のの 巧に かち、 
もの 半を みおの 前 巧を せわ ばたら ぬ ものと された。 その他 拴がキ 巧に がける 巧む 乾 巧 時 附が稅 のな 化に ついては 向 
巧 一々 巧 巧 巧を を 夕 照され 巧い。 

こ 0 巧 巧 稱巧時 供 か 巧は を 人に" てのを 巧を み 巧な ホ おで 巧がず ぺ まことの 必 をを 巧 起せし める もので わろ。 これ 
巧】々 git お W 々及ヴ H 供 狂を 度 R ニニ-- ユ 


巧 11 巧 ♦千 KIP 巧 お 濟法 こ _ 

に 依つ て 始めて 巧 入 2 びな 入 切 巧 制に 璧ても か 白 ぉを 養 力が 窠 るた 曲に とつて は その おか 孰を の おがが 
をら れ る？ わる。 が」、 をは 粗を 非 S 蹇で をり、 がつ て ミ Is 巧に 它 てち 寡 〔を、 な 整 
の轻 巧を S ら ねばを ら&も C とを、 5 ホ 舅を 重 (巧 長に 「 S 泛 建」 な ミ 習が 規 をされ て ある。 

この 附餐 寡ら 所霉〇 みに 及ぶ？ わり •そ so 所 巧 SS 巧 巧は、— •お 抗累 SS れる ことなし. に 
お轄 されて わると 同じく、 葛され ない。 おつて 增駕得 fs 蒙 制 誇 義に视 ず 一 S を 宿夕巧 おを まけ 
てわない。 尙ル 所得には 巧 時 附惡が 巧せられ ない とい ふことは、 巧 時 お 望 銀 制を 規 を」 て 石ろ をぶ 耽 時 だ 違 
を韋 の 規 をと 和阴断 ずる も Q である。 

づ奋 種《» 占* •一に « ナる ■峰 贈 加 《 

を 巧 かお 貴 か Q も Q 忆嘉 8 圳 巧が？ られ る。 ビ 1 ル’ 雙 、一一 一獲 受び义 巧に がする 器附器 これで 
ホる。 お 本 的 累助 な？ について ろが 巧に 巧ぐ る？ i がされ 巧い。 

巧 一は ビ 1 ルに 巧ず る 取 時附襄 である。 丰巧奚 枚は、 ビ ，ル 巧を (空 さち i 另 IN ) にがて ビ ，ルと 稱 
する も QQ 他、 ビ ，ルげ 话 品と」 て 巧 《せを 旦つ常 望ら れるも 0 をを む (一を ニーを 二月 二十 八日 R 及び 一九 
ご 一峯 十一月 二十日 附改な 一を ニニ 年 セ月杳 W ビ i . おを 巧九寶 ま季 一巧 及びを 王 一一 巧を 町)。 かがぶ 
をの 巧 用人 及び 《 ss - s 用 K 1 ル S お曼榜 支羣是 5 K 1 之 SS 含を 寡と を ミげ L ち穿 

• 巧费 ( EiKelw ミ brauch) はこ 0 巧り でない。 

巧す 奚 csteia 己 ミ) はお 則と して 璧我 (穿 ir) でみ る。 卸ち がが 巧 ホと まが 巧とは 巧を に 化 ミ々 


けられ •巧な 巧 まは 巧 ♦ホで わり •巧 支 巧# は 班な# であつて •これにょ りお 巧 在に おが せられる 0 である。 

巧 李に ついては、 巧 ま 巧 巧が 1 00» ッ トル やわ 率に お づて巧 時 W かおを なをす るので ホる 〇化巧 逸が 格 K がに 
めて 》 1 00— ッ トル やち 巧みは セ 0 ライ t ス マルクで あか 》 谓« 这の间 巧の ものは を 0 ライ t ス マルクで あり >、 
それぞれその二〇パ ー セ ン トが巧巧巧となる。 なにぺ ル— ン の P 力 I ル (ド0吞一《巧お) では 】 9ッ ト ル に つを 一 
四 ぺニッ t の 巧 時 的 化 巧が わる わけで わる。 

巧 二は 紀 なになず る 巧 巧 的 かおで わろ。 

ホ 巧の 奔拓は •巧を 复 品の おかで わる。 

本 巧支伟 巧は 巧な を (里 eateller ) である。 ： 

なおな 巧と なる ものは 巧 巧 0 度及ぴ 小々 巧裕 であり 》 そ。 二 0 パ ー セントが 巧 時附化 巧と して 巧 おせられろ 〇が 
つて、】 ネちぺ II ッ t のシ ポレット】 0 本 巧 ふと あ 0 .へ- 1 ッ t + 1 0 ぺ II ッ t " 六 0 ベニ ッヒ支 巧は ねばならぬ こ 
ととなる 0 

巧 一二は 三 一巧 宿に 巧す ろ 巧 巧 的 化 巧で わる 〇巧巧 W 巧に がて 生産され ちは 巧这曲 巧に おんされ る 一二な 巧 戊び 三 一巧 巧 
巧 化の か 巧み 0 巧 费が本 お 0 巧 巧 ホ 巧と をる。 

巧 巧は 巧萄 活を附 かした る 一二 巧活】 « にな ー ライ t K •マルク、 半 W にが 五 0 ぺユッ t 、 巧 巧 三 一巧 活 1 31 にが 五 0 
ぺ _7 ソ t 、 半 4 にせ 二 五 ぺユッ t 巧 巧され るので ある。 

な 上の ものは、 なを ぞが自 みで 巧 用ず る お 合 も » なした と间 巧の おれを まける 0 

巧 まが 者は な渔 をで あり •巧ん の蝴 合は 拥巧巧 巧を である。 お金は これらの 巧ち 巧# ょり •巧 ホ 巧と 间 巧な キ巧 
ホ】々 A 巧ち 濟 々 A ヴ—保 法々 概把 ニニ 五 


巧二宙 ナナ Ktf 巧 お# 法 ニニ ホ 
で中吿 されず 巧 はれる ことにを つてね る〇的 巧の々 は垂月 二十日を にが 付す ベを ことと 度つ て わる 0 

か •本 巧に ついては' お刖の おおを 爲 し、 お « を 爲し宙 くべき ことが 巧ネ せられて わる 0 

巧巧は乂活におする化時おか巧である〇 これはビ》ル、 三1*活のかをものとは巧り、乂滑專巧について、 一〇〇 
*ッ トル おに 》 苗の 收 入す る 再* 巧を が 上げる ホ 巧を ぶつた 0 で ホる。 巧夕 は專資 行政 拓 (巧を of 〇 日* えづ 巧. 
waltung ) が 巧 ふので あるが、 巧資な 巧ろ 巧ち 义滑 •專資 を (一を 一二 年阳月 四日 附を まな 昏さ含 方" 旨ロヴ 
weiiopol ) にぶを 1 009 ッ トルを 最 にがて ニ セを ラィ t ス マルクの 曲 巧を をんで ねたのを •現 ホは】 一一と 五 ブィ 
t K マルクと 大賠に 引上げた ので ある。 义 活から 生ずる もの、— キユ ー ル、 が* 义お 等に ついても 村 巧で わる 0 

尙》 を 巧 おは 巧 费 をで わり、 まみ 巧 巧を はビ I ルの 巧 合の かく、 巧な 人で ある 0 

巧を 政 巧は、 な 上の 巧み おお 费- 株 « を おか 巧の S 巧に を 0 •一九 一二 丸 年 乂月お 日た 巧して 本格的を おが おお おを 
巧 巧し、 巧な 巧 おの ストック 巧 お* 巧 巧で をければ、 R 巧 及び 巧受 ホに 巧ず ろか々 はれされ なかつた 。又* キユ ー 
ル、 乂活及びァル コ 》ルれ巧わの巧费をに巧する巧巧も巧エを巧》にょる巧時的か巧のな示をでなければかされな 
わつた。 

風な ホ ■■に H ナる戰 ♦ftilo 斬 tt 

同じく 驳 時を 巧々 にがり' 巧 計の 節 わを おがし > 且つ 公を をの 制战 にがつて 生卡 ろを 巧 few のか 费巧 速の 島め に 
W 贿に 供が せしめる 円 的を なて、 ホラント、 公 お W が、 その 化の 公を 上の WK におして お 時 おなが 踩 せられる こと 
となつ た。 


卽 ちを ラント (ハン ザ巧巿 たろ ハン プル ク をを わみ ラント •化し 乂 が货 ( oas は そのぶ 務 なし) は 》 ラントの 化 
さず る 巧 巧輯* W お輯 及び 巧 ホ. お 巧 G 々けがの 一 五 パ ー セントで わろ 〇か •ホ 吿巧义 び 大を蜗 を 下の なお W 巧に つ 
いては 特別を を 巧が 巧せられ て わる。 

をを共曲巧は其の一一一大耗化入たる七-地お， 巧ホお及び巧おおを^>^?おとし* その二 • 五パ 1七 ントから 1 〇パ ー七 
ントを お片曲 巧へ 巧 入す る。 

其の 他の 公を 上の M 拓 にして おを 巧 立てる 樣 おを がする ものに ついては •お 刖规 をに 巧り それぞれが おにを めら 
れて わる 0 

|二 《 時 xsn 

ナチ ス は 樣巧执 巧 •巧の 巧は お 巧 ホが で 巧 巧せられ たが • 1 九 一一 一六 年 WS 仗 にがては 例 C 阳的年 かぉ 《 化 とおに 失 
柔ホが なくなつて しまつたので •巧な 玫 巧の 巧 巧が かまれ 巧 巧から 一巧し •巧 おの 战 巧と 共' にお 規 巧が 化を の おぶ 
が おり •巧に 今 ホ 度 爭と间 時に を W 的に 規样 された 巧 巧 巧げ ホを 巧】 的に お 法す る おめ に •を 巧の 巧 おが なられる 
ことと なつた。 

この 巧が 巧银抗 巧の 美本 巧は 巧 時ち ホ 令 巧 三 一巧の 网 巧な (巧 十八— 二十】 巧) で ホる。 尙 •网な 法令を】 巧 すれ 
ばちの 他 左の かを ものが ある。 .， 

^ 一九 一二 化 年 九月 十六 日 时及時 运ホ令 巧 一ニ ザ 巧ーネ 巧け 规お (ち 巧 巧 巧/おを ノ吿か 期 併が お/件) 

^ 一九 一一 一九が 十月 十二 日 附间上 巧 二次 巧け 规 ち (貨化 ホた 巧比ノ か) 

ホ ー々 > 巧 W 巧 令 及び 化を 槪 B ニニ セ 


夕云 ナナ； 巧 お濟法 ニー ー八 

パ ー九 三 一义年 十二月 二日 附问上 巧 一ニ ホ 巧け 規お (巧 S 資 巧を ノ秩巧 巧巧ノ 件) 

7 一九 I 一一 九 年 十一月 十六 日附及 時を 巧 令 巧 一二ず 補え 令 (日が 巧銜 •巧 日 巧が •巧閒 巧衡ノ 巧增赁 な/か) 

が 一九 四 0 年 三 一巧 二十 乂日附 巧 時を ホ 令 巧 一二を 補え々 (巧み 棄 巧な ノな描 巧 衡料增 餐泼ノ 件) 、 

7 一 乂巧〇 年 四月 十日 附 巧時轻 巧々 巧 一二 韋巧 巧み 度 巧 規程 (公的 巧 巧 二 お スル 巧のを 巧を お ホ 巧证ノ 件) 

これら 0 巧を々 は それぞれ 巧を 巧 時 巧が 巧 お 0 推 本 お 則を 規 をした も 0 で ゎるが， ホには あとして 巧時运 ザ々 巧 
一ニ ザを 中む として 巧 ホを なみる。 

一' 巧！！ 管 31 ■(夕 0 一 n ヴ ミき ブ ミな ミた ミ > 、ミミの 罐鼠 9 化 

巧 十八た に 巧 I ば、々 かが 巧を 及び 特削巧 かを 理を (をを® 3reuh が nd ミ der >rbeit) .はみ 衡 大臣 0 な 巧れ 巧 
々におつて 巧衡 貧が をが 時に 巧爭 にょつて を おされた 巧 法に 泣 化せし &， 岛つ 《 ホ筑則 (ジユ すを 3 GnK ) に 化つ 
て* 巧. おち 及びろ 0 他の 巧 « ながの 致な 保を をめ •これに おお 的れ 力を が ホし める 宙 がを 去 任されて ゐる〇 がし 
巧衡巧 1 江は tt 巧 あ 巧々 こ义 一二 八 年 1 ハ 月 二十 五 a 附 Loh ミミ ご UunRsverordnu ミ) にがて， ホと 巧ん ど 同 巧の 
日め から， が* の捏 ホな 巧に がて- « 巧の わな 及び お 巧 煤な を 巧を 力 て 巧を しのべき 權设 をは 與 ろれ..」 むる 0 
であるから， 本れ 巧 お ホ々 〇规 ちは 必卡 しら 巧 满のも 0 でなない。 巧 •巧 ホ规則 にがては •個々 の 巧 ホな 門に おた 
され， なつて， 巧 則 的に を 巧 度ぶ Q みが 定 fc られ •巧* 上が ホな 0 なめに こ 0 限度を. 超える 巧 おに あ/心た が， 巧 巧 
适濟 々にがては々 曲 巧 巧を の 《» は 一な 巧 巧のを おに* 大 5 れ •お。 て « がの わ 持 化 巧が 巧 おが おに 化かに 巧り 巧 
たいで ホ 規助シ お =5 巧る ものと をつた 0 で ホる。 、 


巧 f ‘巧巧 おの この 巧 力な 巧级 巧な « は •お ザの 所 巧 「巧み 巧 巧」 0 待 除 •一切 0 貧な 規正 0 A 现化〇 け 的を なで 
« 立され たのであつて， これは をぶ 巧 级铃 止々 のが 巧を がす ものである。 

巧に、々 の巧理 をは •せを な 巧 的 見 巧より 巧に 巧 巧が 制の みならず •その他の 巧 化が がの 巧 制 特に 迄 巧 生活 度び 
巧が 生活の- みに たし •吿か 巧 巧の 巧勒宙 をせ 典され て 方る C 

巧を 巧々 令 巧 一二ず 及び 一义三 一九が 九月 十六 日附间 々巧 ー ホ 巧巧規 おが これを 規 をず ろ〇 この 施け 規 おに 巧れば， 
ち 巧が 巧 ザが お 0 が* を荣 り、 体 棄> 巧が' 轉 ホ〇瑞 合には 何れも •巧衡 巧 巧を おは お 則 巧衡巧 巧を は， をが 
おに， 又はを 巧 巧の 巧範ま おおに 巧が の 吿か巧 閒〇巧 佑を なず る ことが かがろ。 巧が 巧 巧迪吿 巧が の おれ も ホ材巧 
で ホる。 化に まが 巧に 巧ました がが について もを ホ規を 其の 化と がるを をなず ことが W ホる 0 

g « a 引上げ 樓置 

巧を の 巧 時 巧 おお 制 C 本な 的 •中な 的な 分を 巧す ものは •この 巧が 引上げ 巧 化 措 超で わる。 こ 0 巧 粗は 巧 中 •故 
をに めける 径巧的 お’ おの おみ 生じた 寅 銀の 上り 巧ぎ を 除ます る 食め にがられた ものである 。化し， ここでは 貧銀义 
びその 他の 巧 巧を すか おに 平均し よぅと お ふことは 巧して 忘 W されて ねない 〇 お' ヒ トラ ー 化 巧は 何人も »ネ でな 
ける おが あつては ならめ と 云つた 〇 これは々 巧に 於て なべる «裕 お 巧に 巧ず る規を も， 岡より この おな 瞄 がの 下に 
ちを されなければ ならない、 が， この 肪 則は 丰来 巧が 特刖 巧が 制に 巧ず る ものである 0 
巧が 引 上が 化 巧 巧は 一が 的ち が 巧の 停止， £ お 增貨が 0 巧 止、 i 企 ホを 巧を C 規制 巧に かれる。 

引 一が め夕 おがの 巧 止は •一九 三 一九 半 十月 十二 H 的 巧 ニ ホ 巧れ 規程に 某いて 巧け された 〇 本々 を W て •本々 な 
ホーク « 巧 お濟 々 A ヴ M 巧 化を*！! ニ ニ .L 


ホ IIG ♦*^ス«巧おホ& 一円。 

布 日の たる 一义 一二 九が 十月 十六 日 現 おの « ホ-拾 巧丰 (お 巧 巧衡に 於け るが がを をむ) ホに をの 他の 筑則 めに 巧は 
れる給 巧 八 まは 一一: がりの お 巧 等は K せけされ •引上げ もが, げも おされ なくなり， お 例 かとして 法令， 巧のを 巧 
をのな 令に がる 瑞 をは 引上げを 巧され， 巧が が 巧を の 向を ある ものにして •巧な にな 件附 けられ ざろ が 巧は これを 
引下げる ことが 班め られ た。 がに •ホ づ巧お 停止に 巧り 現 化を お掉し •そして お ホ 景兴の 良め に 曲 おを 巧を 巧 化さ 
れぬ やぅに する 目的を がて， 巧を ななの 巧涅も がられた ので ホる 〇卽ち 巧 かを 理を 及び 特別 巧衝を 巧を にがり， 巧 
爭 によつて が件附 けられた 巧 係に おくを めについ ては •おた にを むが 巧は 化た 〇 これは お 巧で なく、 を 巧を をめ た 
もので わる 〇 でも， これは 一巧め に 巧巧杞 そのち 巧を やつた のでは なく •せみの 變 動を 巧ぎ お々 に 柄々 の瑞 合から 

ながし ミ t - つと ぎ ミ。 又隻 S 安 S 來蹇 SS は S 哀な MS 令を 挺 •望が)。 

尙 ’S のか、 巧を Q 耽巧轰 襄 QS 巧は •必ずしも’ 一切の 巧 衡所替 浮’ 一切の 巧衡 がの 引上げを 化 
げ •一が 的々 資 引下げを 巧 巧し よぅとず るに おる のでは をい 〇不 おおな 引下げは 巧は ない 方け なので ある 。おつて 
窝霎 •蓋 手が お與に 丙る 《窝 巧の 增 か’ 巧衡時 巧の 巧ち H 谢 巧の •脊 巧の •議巧 仍の蓋 をに 丙る 增 
が 等は 巧 時下に わつても 级 めら れ るので わる 〇が ホからの 巧 かが 則の 大 おは， 巧 時下と 雖もお 巧の 巧す 限り 誌 めら 
れ なければ ならない からで わる 0 

*^巧增巧銀の巧止については》-初め巧ホ巧をを時は，非巧に化まにちへてお遇巧街時閒*日巧々彻.な日巧似- 
巧閒 々のに 巧す るが W なおは ぞ ホは な/、 ともよい ことにし てあつた 〇巧 るに 》 巧 時 巧 ホ々 が 制を せらる るに 及び 间 
々巧 十八が 巧 一二 巧に 巧り， を々 平時 巧 ホから 本が め 巧 時ち ホへの 巧 巧のを わ •糊增 巧が 0 支が はお 止 甘ら れ ，九 時 
晒’ 十け 裝 W におず こが 增ザ 底の 支 巧 US こを； 一;: はざる ものと をめ たた •化して こ S め 生 t た餘对 をみ 


は w 巧に 巧 « する ことと なつた ので わる。 义 これと 保 巧して •巧 巧 おお# にがず るれ みな 巧 のぞ w は 法を や 度 ホに 
お 制規を ホる とま 义 はな 行 上の ものに 巧り •極めてな わ 的に •ち 巧を 巧 上 おおと 巧め られ ろが 巧に がて 巧め られる 
ことと をつた。 其の 化の 手 閒貨や 巧 貧 ホに ついても 村 巧の おなが 巧され たので わる。 

こ 0 巧增貧 巧の 巧 止に 巧り •巧め 所 巧を 追な なお 巧に をち 元す る ことは れ會 のを キ への ー ホが 化を 盾 かし •估 お 
引下げを 可 巧なら しわ •瓦つ 度々 お ホを をを をら しめる も 0 である。 巧し •时 ょり 妍 かは 巧 止されて もがぶ を 
请〇 巧のに おすろ 出 巧のを 貨 おはま 彿 はれる ので わる。 • 

元 ホ •巧 巧 巧 供 (巧 ホ) 所 巧に しろ •巧 阳巧拍 (夜 巧) 所 巧に しろ •これらは 一が 巧#^ け 中で らお おを 部分を 
ちめ る もので わる 〇义 •巧 ホ 巧は やなで も必 おで わり •巧に 巧 巧卞 •格！ な 5 C # のちめ •一二 巧 制から 二 巧 
巧が になつた エお t かくな く •を ホ 巧え •巧# 增 おの 《 から も W 增 巧 〇铃 巧は みおを も 0 で わる 。それに も わは 
らホ •» 时 としてな 增 貧み OR 止を « 巧した ところに をが 主ぶ ナナス 巧け 巧 巧化 巧の 一巧が 規 はれる。 

だが •この «增 度な 0 巧 止は-* 巧 後ー ニ 巧 月に 至り •沒 かされた • 

一九 一二 义年 十一月 十六 日附巧 時を 濟令巧 一二 韋«充 令に 化り •问半 十一月 十ち 降 •日 巧々 か •巧 日 巧 « •お 聞 
巧 «0 巧增赁 巧の 化 巧を 見た C 

又， 一 化 一二 か 年 十二月 十二 日 供 巧 « が 度 令の 说 をに 巧り •巧 巧の の 田 增« 巧ん •一日 十時陆 W 上に おろな a 巧 
»«增 貧が 巧 二 五 パ ー センとの 二が 件 財で 化 巧され た。 

. K に，】 乂阳〇 ザ 三 一巧 二十 ホ 日 的« 時を ホ々 巧 一二 案 補す々 に 化り •一 おめ にお 巧 巧 S の 割 增貧银 はな 林 ホが なに 
がての みまみ はれる ことと をつた 0 

ホ】々 > 巧 わ 濟 々度 ヴ麵体 法々 ffi— 一 nl 


ベ 前段の § 貧な c 巧 止と が 漂ず る も 0 にか ま ザ が廷 の 规則ボ わる。 巧 巧に がて か s £ あが 抑は 養に 
制 i せらた 一 おと 同 巧 蓋— 哀ば ならない。 おつて •巧 葛 おのな 止に よ ろみ 担を の 巧が ♦(人が ホ) 奚 
裂襄」 vs § s 著義 と」 S されて g 、 ち。 一む 公 ホ a 蒙 i と」 なけれ さ i い。 拿 

を 一圭 S 1 S こ S — 署 •霧* ^0 一 ii •霞く •長 望す i 3 下け衰 す. 

ベネ 巧 巧を か柔 をに をはし わて わる 0 

巧つ て •各—— i 隻 びが 哲 つい ミ i 畫吉 Hi も 1」， 《—ねがけは 

れ たおり •一 お 的に 引下げな けれは をらない。 お 的— び 巧 S に 的して—— 贫 下げが 巧 はれな かつた 

が •これは 巧 家？ による 冥 S は 企 S から 夏へ S 」 て- •乏 たを で 1。 g •公義 お娶の おみ 
び 巧な について は •巧め から 一 5 S な 5 いては 黃 巧され たので わつ ちな 時を 芝は がに 規を して •一を 一 
を 九月 w 日の かを に 比 巧して 資丰 支は 巧 巧ぶ 巧 ザが より ぞく 叉は より 巧が にお 巧し 巧る ホぅ にむ つたと をはが 
襄 巧 色！ iS する 惡曼焉 寡ち に 引下げね はなら 《ことと」 た？ ある’ 

3 体 vs 止を S 管 3 實 《SS 

巧 巧を？ 巧 十九を はが おの 巧を 的 停止を S する。 が お 巧 止 も •巧增 巧な の 一時的 巧 止 の巧 をと 时 巧 時に 
がける 巧襄持 の巧 巧の 巧本爵 にがり •な 巧 苗ち 襄 ホに 巧し： も 巧 《の董 と材 巧な 巧巧蓄 #の 具現を 娶 
求した もので あろ。 •化かが si 巧 •化 養 韶の鬟 を 茜むべき やを や 巧に がする 義 なる焉 的规 をは •巧 
がを 巧に 巧り， 巧が 大 おこれを な 令す る 0 


巧 的 管理を の秩 巧が 柿に ついては 巧 時を か 令 か 二十 一が あ； w にこれ を規 をし •一:々 巧 小 八 化 八ぶ ホー ー十 化が 化 
巧宮 にがり •過な の貨が おはわ わを わ 束 おはが おし 又は わ 案 おはせ 巧せ しめたる おに 封して は 巧 化を 埋 をを はおが 
巧倘を 巧を は •お 制 化の 金链 にょる 巧 序が を 巧し 得る ことにした。 この おにがず る 巧が のが 定と し-.」 は •一九 三 一九 
年 十二月 二日 附投時 巧 巧 令 巧 一二を 巧 己 ホ 化れ 規 お及び 一 化の 〇 年阴ぉ 十日 的 巧 四 ホ 施れ 巧 おが ある。 

四 巧 時な 巧 政 巧 

ご — 

ナチ スの 巧が 政 あの おな は •巧 級れ 巧の それと 时橡 •巧が 及び 巧泌の 化を を •純化 巧が のの ものから 切 かし， 曲 
ぶと しての 沼 巧め お 向に いつもが 一せ しめてむ る ことに なられる。 巧】 ホ W 尚が が 其， 巧 ニ ホ 阿が 华が 巧を 姐 じ • 
强 力なる 闽巧 W お枯 制を をはし •を 面め おボ W 巧濟 おぶ の： E のの 下に， 右の かを 方 かを W て， 巧が 問 お 乃至 物 巧が 
おを 化が 的 •計 史的に な 巧し がつた ので わる。 

抑々 ナチ ス のが おがが 於 ホ ( pr たち oli ご k ) のを 巧は 一九 一 云 ハが 十月 二十 九 H 的 巧が がぶ 两朵去 貝の なか ( Ge 3 e な 
Z ミ Dcrchfdhrung を S <石ユジす泛ち32—3巧す11弓{?たコ泛》企0118家3ョ183;;3£与&6巧1-公を1乙11口ち 
で ホる。 この 巧 格 お 巧 巧 家 至 員は 曲 房ち々 的に 適 おが 格を お 持す ぺネ まなを 巧し •巧 格が 巧に 賊 する 化り， 大 居な 
上の地位を 化ち， 包括め な请 化を 巧し •巧 中 •巧が 引上げ 巧 止の かを 制を 巧を おして ゐ るので ある。 彼は. 巧を を 
價巧伶 止 令 (一九 一云 ハ 年 十一 巧 二十 六日 附， < er<>rdnunK iib ミ dm Verbot von P を serh き ungen ) を お 布し 
同が 十月 十八 日規 がで， 一巧 の巧« を 一が が 化けに し-た 巧 巧け にわけ る 一巧の 巧 出の 格の 化ぶ のが 巧を れつて ホ 
か】 み R 時 お濟を A び U 巧技々 槪 K 1内 一二 


ホー ーな ナ ♦ Air 巧 巧濟巧 
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I くして， 阿 奪 SC 望凑 •送 置よ 92 的惡 墓へ と 雲」 た。 供 裳 巧^ 来^け- 化 ド 日 y 
巧 lil — ち ii 占 f 惡 が巧ノ ii St (. 
vf — w 臣ミっ i — 》 ミ呈 1 1— 一 ち— 香 ミミを 高^^ち を 
G で わる。 葦よ.' ィ '揉 s 衰 •襄讀 若は 巧嘗零 《璧」 たろ s 戊び 契を A おとを こく 
を々 が賣 5 に 巧す るれ 貪襄葵 用は’ 寡援 K ? は •笛 わ爱第 S 親に ザ 普ざる S に^て^/こ 
ち あずべ まこち ジ作 材料 寒窺材 n お 糞 0 他 〇度州 も’ 伯 格が なにが ては’ のわ累 蒙^^^ 

い—に — r ら ミを こと • I お————) の蔚 さは， おい^:^ 

巧と ずべ そ f - siiiss 重 」 i ず？ i 看？ I •因-本^ 
の 施 巧 弓は 荐 1 H で わを •本格的 養 望と して 8 浸 ホに 5 るか 時 爱令秀 まこを 導る こと‘ 

れつた ので ある 0 

引 敢時爱 ^ よ ^1- そ 一が にがて、 巧 時に 货 けろ 覆 《おは’ 是る望 やなる 请 巧の おせ S 費び 惡 
よ M 巧! 養 着 要る 奠巧 i 則に 襄 して—- をっ——- ぶ . i に— さるべ 
謂 i i — ず 進 f な， を if f f 了， を 

の 力を§ し •規 ホを た s 塞の 蓋 s 巧を がへ ここと 化と みして 含。 なに 巧 巧に 於 巧 


は， 巧 G 5 ホ 乂 《巧 兒られ た 停止 情が (宝 っ 召を*) ではない ので ホろ。 ホず ろに • w 室 巧を 巧を ならしす 
る 色め S がな G で わる。 そ C なめに • 5 にを 巧 襄 品の 巧 上げを 巧 止し •特に 巧 そを 巧て こを 佑 点は 鬟 
し •巧 一一に 公法 0 々术 する ものみに W 巧 ザの#々 する もの々 « は 可及的が 下げさせる 巧 a をが つたので わる 〇 かく 
して •巧 化 寡は 防 則 巧： は 其の 從ホ C 巧 巧 的 箱を 失つ たん C 矣 巧ろ わげ な‘‘’ な..-。 牛々 (ホ 〔にがり •む—」 
の裝 が£格置 令 Q 巧 ル衍资 A に# る-- とを 巧 W し 巧た くな ごい。.-- 〔巧 ル •の ホが、 蒙 裳 (ホ悄 〔下にが 
ては 是茲し 巧ない 转 巧い と設 めら れる とち お 怯 巧 用 W にょつ て 巧 巧に 夕 たつ わと ホには 巧 時 巧 ホ々 をを お 
にぶいて 引下げ ちれを ければ ならない 0 

巧に、 巧 時 にがては’ 巧 人と 雖も •をめ 片 g 及びち S 巧 S 失を 巧け る こと ポ讯 ホを いので わを ろ 巧へ ば 
な ホ 契に 一養羣 S •巧へ ば 5 巧 爲义は 敵 苗と S お S にがる 奪 伴 ミを お K おする おお 5； を 掉委る 
とち ふことは’ 巧時爱 C 疑と 一る」？ い。 こ 《ことは 替诗 S 命 含 S 特別 惡に ついても タミる。 
义巧設 ちは 買 及び 公 品 G K トブ タザ 《菱§長 つて ミされ る こと 忆冈る g 巧 S 失菱望 基ぶ 费をザ 
t < する こと ポ露を 担 W 寡 長 夕 V 及で てょ いか 否かち！！^ は」 く 芝 忘。 巧」、 をに ついては M 格安を に 
依る こ G 島 的 方 巧と 仍れか SA まが 薑 に！* 失なくて 全受は 一部 ミの 巧ち の奠 とを るみ 合忙 用を をれ る々 
の 巧 巧みび 棉 なをの 巧两 とを K ホに K 圳 する こと ザ 遮な で ホる 0 

がし •闲 -s り所累 時を 巧 SSS 《 G 霜 S 寄は •各 径襄鬥 S お 性を 分に ザぶ」 てな されを ければ をら 
をい。 これ ては 一 器 轟が？ 一二 s $ な價蔓 ホに ついて S み 巧へ を •なかなる 規 をは 寡され て ぁ 
ろ こと ザ 巧 円され る。 .‘ 

巧 一々*:': 令 度び M 供 法々 «■ 一 H で 


第二！！ ナナス 载巧 お濟法 l.n 々- 

叫 巧 二十 一二が 力を を 一十 內 かの 巧 巧 おわ 巧濟遂 巧の 巧 則に ょる 估が 规 出の 闭 巧で わる。 

巧 二十 ご 一條 巧 一巧は 巧な と價 がとの 陌 巧に 於て •巧 巧 费巧滅 に 因る « がが 下げの 强 かは •所历 .「お 編 巧」 を おけ 
る 上に 紀お的 か 巧を わる ことを 阳 巧して わる 《 • . 

同が ホ ーニ 巧は 物记 其を 上ち ホを 巧す ぺ をれ 會な 巧が ♦用の 巧 巧を 規 をして ねる。 ホ來 •れ會 め 貧 W ( wgi をな 
Zuw さ dung さ) は 巧 まに かては* 泣め まを のち 濟を巧 fc なて しては 巧ち 巧 巧に 合は ぬを にを わられた もので わる 
が •これが】 が 巧— おお »に» おされて， を物價 となつて 巧く わすれば 、明らかに •苗 おおか 上 »大 をを ホび てがる 
ので ぁる 〇こ のを おおを 巧 巧す る爲 めに 本規 をが 投 けられ わので わる。 

同が 巧 一二 巧は » 爭に 巧つて 困* となつた 辜 おの 下に 於て •エ お® 巧 及び 稱巧巧 巧 等のを 村 巧 速に をク て、 か 何に 
すれば 巧 おの 一時的 困難が おも 公平に 保 巧され るかを 規 をし. て わる 〇 「今日 にがては 貨 巧は 何 巧の お妍を もが ネる 
もので ない」 との 巧 則は 巧を にがては ホ 弦され ては をら & い。 を ホ おが •わ餐 不足に 刺み されて •« 巧の み 力を を 
なし •をに おかし てれを 調 まに 巧奔 する こと 挡巧 時ち ホの* 巧を 阻 革す る ものは ない 〇必巧 もない のにを 巧れ を 株 
くが 巧 問に ちつ 进 おにが 巧す る こと 又は エ おお 巧 •補助 巧 巧に 巧い 價格 たちが ふことは 巧を の 投時轻 巧が 制に ホち 
ホる もので わると 云 ふを 旨の 下に 本 巧の 規 をが 設けられ たので ぁろ。 巧し* 曲 お上必 巧な 例 ホの 巧 合に 大規 巧た « 
が お 巧が 强巧 ホら れ ると をのが か 的 巧® について は •巧 時运 巧々 巧 二十 八 化が 其のを 的ぶ 巧を 巧して わる。. . 
.尙 •巧 時ち 巧 令 巧の ち 巧 巧 令の 規を する •巧 一二 章 找時度 化と 巧阳 をとの 阴巧 はがぶ した (巧 時 W 煤 巧 制の 解說 を 
ぉ)。 . 

.•ベ-巧 時 巧が々 巧 二十 五條は 本 令の な 格規 おと 巧 雨 巧 ホ « 格との 巧な を規ぞ レて ねる。 ホづ •巧け お 巧々 け 巧が 



わ お反ビ 生を 必活な 巧が 引 上 装 止- 1 巧 スルを を ( 一 九 lllw 年 十一月 十二 H 时 Verordnu 呂 ミ巧 Preisb 二 dugen 
imd W な 3 < ミ euen 一呂を， Becia を decklmg) のを ホに がける わ柬 が 格の お ホ 巧を# つてなない とおん こと 
がが 目され る。 從 つて 曲げな の おな にがては 巧お费 用み び 引が 巧 用の 但下 にょつて 巧 巧の 引下げを を刖の 蹲を に 毎 
すべを ではなく •曲 巧のを 目に 化时】 おでこの 巧 格が 下げを 爲 すべを で わる。 がつて ヵル-' アル 巧が なる 巧理 には 何 
巧 2 结 おもない。 がし •おお 巧が を 中な を 巧の 巧 用に 巧ぜ しめ •なて 左が のをの がが お 力の 不足に ぶいて 生ずる 差 
なが おを 持が には お化し， 又は 葉る しく これを 制が せんとす る 目的は 本 おか々 に 化つて 規 左され た。 卽ち 本が 巧 一 
巧は 巧 巧の わを の 巧が にょつて 巧の 巧の 巧 格 かおが ホ】 のちな 原 巧め ぶが となつて •不巧 0 ながが となつた ものが 
わつた ので •これが 引下げを 企围 したので わる。 巧 二 巧は ヵルテル 巧 格を 规 をした も 0 で， 法律上の 化 化 おは おが 
上の 枯巧 におを 又は 其 Q 巧 巧 的 左 おせの 巧め に •十分なる 巧柔 ホた を お 巧に むし •おおのな 巧が W 下げのを 巧を を 
はした ので ある。 ‘ 

T 巧 二十 六 化は • 例へは • 甲 おち 段 おから 乙を を 段 巧への を 巧が がをおい n I スを とる おを のが 桥 引下げは • 
巧 にがお 階 のみでな く • ホの 乙 お 巧で も 巧 あし 巧 はれねば ならた と云ム 巧が G 鱼 をを 巧を してね る。 

が 巧 二十 わなは 肢 時を 巧 令と 巧が 停止々 との 阴 巧を 規 をした。 巧ち 化 時を々 令 度 巧 下と Si も •间令 巧 二十 二 か 
の大 .略 則の みに 巧り， 巧 格 お 止々 上必 おとされた 巧 可を ちる ことなくして 巧 格 引上げを むすことは W ホたい 0 

■ • 

ろ 拾 首 

な上に於て巧時巧巧々を中もとし脚巧法々ゎみがしつつ*わ1?1今ホ大巧おをを時の巧をの巧换巧化.《かお巧- 
♦一々 戰 巧た 濟令 文び W 巧 法令 槪觀 In セ 


巧 二な ナ ♦ス氧 巧！！ 濟法 

巧 格れ 巧の おがを おる が •尙 巧 細に ク いては •おがみ 巧な 巧々 にょって なお おがされ 巧い 


巧 二々 巧が 化 度び 脚 巧 化な なか 

を ホ 大巧に 人つて からの ナチ ス 々衡 法は • J , お 巧 お < 者の SiS 及び 巧 《 •じ々 め 時 脚 •に 巧 お 度び がか ，㈱ 化が 
瓶巧衡を仕义び巧を巧做， 5^|<定找巧0六巧に大刖しておをし巧る。 

■ 巧 ■者の ■!!&&»■ 

ん概 B 

(ィ) 巧の 3 によろ 巧 巧が 巧のを 巧 

巧衝 CW おのが 制は •招か 0 よぅに 巧め が 垣に かてみ 巧 的に ホされ たが •今 ネ乂 化は 何よりも 先づ记 な 法の お 化 
をが ホした* 一九 一一 克ザ 九月 一日 附巧 務按 巧制跃 II 巧 スルな 令， 一九 一 一充 年 九月 六日 附 巧】 ホ 巧 行 令に よつ で •巧 
衡 力の が 造 的 巧 棋义び ぉ 巧め 指導の ための 巧 曲がな された。 これにより 巧衡阴 巧のを 生 及び 解 巧に ついては 巧衡 W 
G 材 息を 得る ことが 必巧 となつ たが •巧衡 W の间 底は を 0 他の 蜗巧 的な 巧に 巧して « 化 巧を 與 ふべき こと 巧 おで あ 
り •巧级 閒趙夕 にがいて は 巧衝巧 巧な と協衡 ずべ をで ある。 巧 巧が 巧 制战に 明ず る從 がの 規 持は 巧 時 にんつて から 
G 法々 によりみ 力を 失 ひ •ぶ 0 巧の みが 巧 力を がする も 0 となつた 0 

(a) 吿か巧 H 及び 吿か期 聞 

一が に 巧 巧の 場を は •吿 知巧閒 を巧紀 する こと U がされ 2 C 耽 時に がても 村 巧の 瞄 則が 巧 持され る。 (巧 時 担がみ 
巧 二々々 A 化戍び H 巧な々 な* 1内 九 


♦二な ナ 午* 巧 巧 « 濟法 一ち 0 

巧 ー ホ 巧巧規 お)。 

巧 巧の 用な •巧 か •巧を cir 合も吿 が 巧 巧を なくす ろ 巧は 识 ホず • R 巧 街を 巧を 又は お 圳巧衡 を 巧を に 申請して 
吿か巧 袖の 湯を 巧 ふこと を 得る。 挟が 含 羣卸切 閒も问 巧で ゎろ こ S 合の 落を 日 5 にがては’ 法袜そ 
sc 規ホ (2 規則 •餐 規則 •餐 約) ときつ 規吿を 巧く る C とを 巧* 特象赛 〔度 巧忙 ょつ て吿 知な 閒 をが 
描す る 均 合は’ 巧 註楚お C 利を G ために •望に Rs ず 巧を 巧 ふべ をで ぁる。 _• 

の Ifg の 場合の 规 ま 

惡は 《め 巧め 椅 G 巧 ザを 季 る。 巧 可を おすべを 巧 口は •一 讶の公 慧雰义 び 一切 0 巧化扣 •一切 〔サ巧 
(十四巧ホ滿〇^^供を抱ふるサ巧を除く)， 現おち巧でぁつて》 巧ホ巧锋反び巧类径を (巧しそ〇ぅちた近迄， 巧^ 

手 巧に 難 後囊 K 糞 お 5 をを 除く) は豪耗 ずる。 巧 覆を は •巧冀 •葛 •冀’ 見 望 望 含る. 

揉 巧は 凡て 巧 度 おが 法律の キ« を活て 巧を ずる e 

同な G 申 巧は 巧殊巧 薄を 之を を 託 巧 かおに 之を なす e 

の •をの US 

解め 寡 凄 &巧留 Q 鬟堇ず ミち 暮為ざ 葛を 襄 巧で ゎミ舒 穿 S 食は 《so ま 

ホな をはて する 〇巧ル 0 化を について は， W 巧 お ホ 0 みおに がつて ホ定卞 る。 

同 息を をく ベを 媒< 〔は’ 巧 替お薄 ホ •漠 ネ’ をち • S 蓋 •お 族が 吿か をなず 巧を で ゎる。 


问ち〇 申 巧者は 吿 巧を なす 者で ある。 

W 演 についで B t ■♦ざ* 含 

巧 互な をの お 合 •捏 4 用 巧の 蝴を •試驗 ま M 助 巧の の 場合には 这 可を 必が としない 0 
巧 巧の 巧 合は 巧め おが 之を みを する。 

巧 化 巧が 解 お 0 ぶ 可を 耍 せざる 場合は， あ « 者は 卸 時 巧な 巧 巧 材に屆 曲の 巧 巧を ち ふ 0 

ぶ* ■ 

おは (« 貫を おく) のなかの 巧を は •お 巧 3 の 巧 坤を史 する。 巧 W 阳係 W 巧の 巧を も材じ (一九 一二 化 年九片 十九 
日 財 ホ ホ)。 

ぶ 個 外 0 K « 

巧化大 をは • ww 巧！： •巧 巧 •サ巧 •人に つを 例 ルを 3 める ことを 巧る。 义问 大臣は 巧ち 巧 « w をに こ 0« 於を 
ホな する ことを 巧る 0 . 

巧ザ々ま挂批#巧に»ずる规定に法おし又は么がはをたなしたる2^合* ホびに巧«拥巧 (巧ホ姑巧もをむ) 〇合 
第二 ♦々儀 法 A び 函保 化々 槪 ■ 一 五】 


タニ tt ♦于ス *時» 濟 ft > 一 出 二 
巧 的 解 巧 M にが 業を なした る 巧を は •ち 巧 及び 巧を 力まは その 一に 巧ず。 

二， 巧 働 時 柏 

R 時 中は •巧 « 力の わ 乂の おおが 巧 ホ をれ る 0 R 時 中 巧衡が 護を の規 をの 停止 も そ 0 ために 巧 はれた (一九 云乂 
ザ乂月 一日 的 巧货巧 M 巧 巧を ホ お 及 拍え令 )0 改正の！ f 投も與 へられ (材 々巧を 條力至 ホセ か) > 一九 ご 一九 ザ 十二月 

十二 日 的 巧 衡お宙 ち】 を 一充 年 九月 十一 日 的 巧寞臣 布ち 一を 二 華 十二月 十二 日 的布吿 るな 累 力が お 

巧 ホの 現 はれと なつた。 

ル 十 <蠢な 上 0 勇 子 9 fl « x ■顏に 付で 0112 

1 日 八 巧 聞 巧 « のが 則は 美本め には 巧 巧 をれ て わる 〇 巧し 十巧閒 のみ 大巧 か巧閒 をは •を おを 哲 は 巧坤化 
くして なし 巧 •尙 おに 十二時 阳巧 かも 一を の蝴を (ボ巧 的 且つ 著る しそ 巧 かが 度 (巧せ のた めの 巧 巧) のがす る 巧 
合) は設 めら れる〇 その他 0 みなは 一* ホ 可を 巧す る • 

巧 m 時 閒巧例 •パン 巧な 巧 及 巧す 》 な 巧 巧 《 時閒巧 •巧 お々 巧け 閒 々•巧で 化 巧 (巧が ご 十 お f ) は 巧 止された。 
化 止， ホな， 化 日に ついては 、おがの 規定は な 比されない C ス巧站 を おゆる 巧が 時間 にがては， かくと も 云 十々 
のが 止 •力 至は 十五 ミホち 畐玄 狂す •へく •含 聞な ませ-^ むる を 得ない。 養を がせざる 一を 军二 時間 巧め 
(お規 的 岛つ蒂 るし を 巧の 巧拍 ある 巧 合) も X 二 時 聞の 化 止な すを おする。 

中 巧せられ ざる かが 時間 及びを がに ょつて 规を ホら れ たるが H にがす る销 たもれ 力を がする 0 


巧 曲が パン 巧衝紫 化* H が 巧 化に 巧す る 规をも 又が おのが が规 おと 问巧巧 力を おする。 

の ホ 子 & び 年少* に 付での 规 s 

わ モ赛菱 S 閒」 ては •季巧 霎赛賞 S 囊 をが 又 請され るが •巧 葵 おは •俩 As 浮に 明し 
巧 巧规 をを 改蔓寡 要 & ことを 得る (一九 一二 華 十二月す ち 葵 葵 お 雲)。 

(ィ) 女子み び 十六 巧を な ゆる 年少 S 巧 衡時巧 

巧を S 合には 一 H 十 時 聞ち 化し 5 幸 六が 怖を？ ざる ことを か 件と して •巧黨 削を お 章る ことを 巧 

る。 巧し •がが Q おが Q5 月 豪讓中 S 李 窝か委 。轟 巧 思 蒙ち お 合 お 哀磬一 2 素 他を 要 

る。 • .1 
巧 ホが す 梓 聞は 巧銜巧 巧に 巧 入ず る。 

巧を 0 ち 合は ホ かを をして おお 巧のに お 巧せ しめる ことを のろが •之に より ホが H みび クリスマス？^ ま 巧が 巧 0 
前日に がて 十 gs をが 実せ」 める を 得ざる 担 巧に がても 哀時陆 をに が柔 ホ」 める ことを 巧"-」 ととなる。 をの 
他の 場を には. 超？！！ 巧衡 K お 事ち めら れ ざるが かち 長 •钻巧 セ 蒙 白 由を をを® 時閒 〔でに* ちかの 
巧 日军阳 質を Q 午を 又は 十 阳霉」 ミ 前 長 間を 白 農 間と なすこと を 巧る。 こ (S は、 藥 志？ 巧に 
ザ か ホを 巧 用」 巧た る 巧 ま 部 5Z 受ば 巧ホ棄 S かを も Q 忆差 用を る。 を、 る 事 ま 部 S がて W 巧知に ホ 巧の 
かがを 富と」 たろ 2 は蠢 午前を 白 由と ずる ことが 養れ ろに 5 て わる。 巧」 之は 巧な S をに 限らを。 

巧交诗 衍巧诗 にがては •六 時より 二十 一一 房ち」 の 瑰巧規 をの 他 •五 時より 二 十二時を •お ザを をけ たる 巧 合は セ 時 
を 一存 《•た 多 W 保 化を 巧》 一 五ー ニ 


ホ 11 巧 - 一ぶ 内 
より 二十の 時 迄と ずる 巧を 得る。 正規 〇义诗 作ち にかて みを 进 ホに 曲る サ乎 巧の ぶ あび 年 ホ ホは， 巧 急の 場を は 五 
時より 二十の 時 迄 巧の 時 巧を 延長す る ことを 巧ろ。 

巧 庚に 有宰 なる 巧め の 場合は •巧な のみ 合と 雖も巧 か 時 閒の巧 長を なすこと を 巧ない 0 

(《) 十六な ホ滿 の 年少# の 巧 衡時閒 

巧を の 為合は •なまが すの 時 巧を をめ て • 一 日 十時閒 ちと なすこと を 巧ろ。 巧し •なまが 巧時閒 たがいて 一巧 阿 
十八 時 巧を おた る ことを 巧ない。 ±谢 のか 巧の 自由 時 巧 0 けりに •がかと して* 他の 巧 日の 午を 父は 十阳 時を の 午 
がを 自ホ 時間と すろ ことを 巧る 0 

(ハ) ホ 趙時巧 

お ホの 規 ちとを りが 激を閒 は、 巧の 時阳が 六時閒 乃至 九 時間の 媒 合は 三 一十々、 九時閒 が 上の 鸣 をは 一時 閒 •巧 時 
巧を はかな 時間な しとす る。 

义 々衝 には* 读 '〇 をし ルが 止を 設ける 必虫 がわる 〇 なら ざろ 蹲 合 又は おる し ホ 巧 巧 上 0 巧 おを け ふ 仕 巧 至は 劣 
おなる 巧 衡巧件 0 下に 巧 はれろ が ホ C 域合ユ かが 時間は お 来の 巧转 によつて 巧 ふを おし •两時 聞 半 八 ま 六 時 閒〇々 
街 時間 〇鸣 をは 二十々， 巧が 閒力至 八け 閒は 一二 十分 •八 時閒 乃至 乂時閒 は 阿 十五み •九 時 牌 W 上 一巧 倘で わる。 

がその 他〇规 《 

その他 0 保巧規 巧みび 例か規 ちに ついては •一义 一二 九が 十二月 十二 日 附巧仿 巧 謀 令 巧阳か •巧 六 か ホに MH 附巧 
か 大臣 巧 ホ 巧阴巧 力ま ホ ホ 款に 巧し い。 


I 二 •貧 巧 I J を 巧 

ii — は • i — ち— 21 ホ—— は ミ i 華 i 望 i 
の S と垂 ふ， へそら S そを て わる。 一九 一二 八 年長 香 力 C 至が f れ •巧 鬟巧レ 護— ミ织香 
を ホした。 なつて 阳 資年蔓 安雲ろ 一を 二八 年 六ち 二十 五日 尝累？ ミて •巧霉 f にがし •夏た 
^^呈辑義をずる護玄糞お。 曼〇養夏雲ち こ？冥高を强化」’ 展日富合ずるよぅに 

_ i た C で A る。 養忆 於て ち •巧 苦 巧」 て皇を S ® が 支 5 た 何人もす 5 が 得を 得る C とが ミて はな 
らミ 何人ん そ G を 巧 S カタ や 時 蔓」 て • a 袋に 著せねば 含？ とを 夏」 香れば 定 を。 巧 のにが 

して ilii 寡ら 《含、 養— 芝蠢」 を。® ち— 虫と 

をた G 堯は •话奏 《•忌 委 •夜陆 貧に おず る 貧な S 涵〇抽 ホと い •ふこと で ホり 义隻〇 地 ホと 
いふ ことで ホつ た。 なしを 美裹 十窒 おた 後に •この 規 をの 赛 のなかが 巧を ち 日が々 の およびな 閒 《值 
に 巧す る ホ 豪 3 ま 巧 はれる ことと なり •ご 時 毀'—々 ミ？ る 巧赛？ 巧 至す 揉 はれる ことと たつ 
こ。 一九 两霉 にはが 駐 も霉 巧を る C ととな つた (前 さ 二 養莫器 S 6 がが ぶ 多 照) 

の 巧 る Ma !« 

巧奠 § を 令に よつ て、 巧羣？ 及び 特刖 《暮 理官は •巧 象が 管 漂畏呈 空」 A る C ととな つ 
わ。 巧霉 5 寒聘圳 《蓄 K をち 寞 規則に 至て •貧ち 寫そ〇 他の 惡が 件を 上から 望して 卽時巧 
巧す る ことと 得る。 二 S ち窒 S # は 蓋 養々 によつ てが 茜に 塞を 蓋 巧 止を 著す る。 

ホ ーーが S 隻び 一保 ホせ 5 一 f 


ホ lla ホ ナ * If 巧 w ホ 注 一 五た 

(ィ) 巧を 巧み 者に よる 貧维が 巧の ま 止 

ちを 指# ホは •《 みを# おする 植 おとなし をい。 これは 一义三 一丸 年 十’ 巧 十二 Hw « 時ち 巧々 巧 一ニ ザ (巧 時貨 巧) 
巧 ニ ホ ホけ 規程に を めら れ巧日 巧け された 〇 この場合 ホ理 をには ま 可 «ポ 巧が されて ゐる〇 
一义 一二 乂年 十一ち セ 日 的 巧 衝乂芭 巧 政々 により 左の ホ 巧が 命み された。 

1 •現行の 貨が 及び お 巧 ホ (おわ 巧め のが 抗も をむ) のが 上げ も 引下げ もを 止す る。 「現り 0 J とは ザ 《 h _ ま おは 
れてゐ る ホを おす。 この ホが， 法 ホ •巧 ホ 規則 •ち 巧规則 •巧衡 ず 巧を の 命令に なする ものなる ときは •之を 
巧 用し ない。 こ C 妈合は •これらの 法令に よりお 巧义 はおな 所得に がする 件 止が み 用され •その他の ホは お 巧 
で わる 0 

2 •法 巧に* くを 與は 之を 增巧 ずる こと も试 なする こと もを されない •む 巧とは •ル 兒キ巧 •ま «キ 巧 •利 巧 分 
が •化 巧手ぶ •ク — K マ スキを •巧 巧キ苗 •解 班キ巧 等を 巧 ふ 0 

3 •か ホみ は •巧 巧 巧 » 巧な 增を その他の 巧 巧 K 巧を を 巧 化すべ そでない 〇 W 巧 度が おを のみを はおに 巧り で • 
これによ つて •巧 街が がの 引上げが 巧 はれる ことと なる 0 

4 •一巧 巧り の 給み， 增 巧， 巧與 •キ巧 巧 も ホされ ぬ。 巧し， が g をの ま‘ が •お 族の 不幸を の 他 巧な なろ 巧 合は 
巧が 0 引上げが 增 巧と ならざる 域 合は 許される 〇從 » ザ C お 族に 巧す る 円を 的 扶助は 貨 がが 化には 入ら go 

5 •林が はがされる 。巧な 巧 巧め に 之が 巧 はれる とそは 巧のを 巧を の 試： i > をが せぬ C ’ 

« •闲 ホな 巧织の 巧が も 巧 ぜられ る。 

7 •巧が* ザの 株 用の おを は •巧 巧な 巧め なるな か 八 ま 給れ ホを W てす る 0 


8、 巧設 のち 巧 力 至ち 巧技 巧の 巧 合の 規を もがす る (法令を が】 り 
(口) 巧衡巧 巧を 又は おが々 かを 巧官 による* かお 巧 

巧襄 芝に おする 努は •巧を の瑞 合る び巧霉 研の 推 待が お 巧 巧 かを なおに 寺く 蝴合 にの みがされ る •この 
巧 合は’ 系管受 星は お 刖巧客 巧-をが こ C 例 ホに M 」 て 0 みお 可を 與へ •巧」 て 巧貨菱 則を 公委 ろ。 巧 貧 
ホ 規則— 布畫 。巧羣 規則 (規定は •系寶 を を 改悪す 5 ミ寫 S 等 秀 され S ことと なる。 
がが の 規玲は 之 K よ i 致と な ミ f 夏 お 成 令 票を お 商轰が 決を されて ゐ— 合は’ 豪-苗す る。 

成 SS に MI 5 SQ 至 

か、 る 割 IF はを く 中 至れち 巧 時を 《々は ホづ 一切 〔器 0 抽 f . 坐ぶ」 わ 0 で ゎつ たが. •今 H では •こ 0 巧 
をが ちかされ、 乂巧閒 々び 十 時 閒巧衡 にかして は 化の 巧 かけ 閒 よりない 餐 かを 拂 ふことは おされれ いが* 十】 時 削 

W をは 巧 增をぞ 巧ん。 

谢貢 SCO « 用 

一を 一克年 十月 十一 日 的 命令 K より •貧 没 街 S は • f 樣 ホ (た 《ではを く •望 W おのた & に？ •が W 
すべ そこと とを めたち 巧燥货 わは’ 基を によろ お 巧の 貨 巧の 引下げに よ つても* おお々 働 器の 货れに 至 

て も •豪な す C と義 る。 さを BE 香 民 §5 ミと 孚た £ は •商 愛累 引下げ K 望た 会た めに 

巧 巧す るか， W ぶに 牧 わる わしなければ ならに 0 

巧 一一々 《♦化 度ヴ > 巧 化々 £ 一玉 セ 
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(イ) 巧が 節のに よる 巧が 引下げ 

.1’ 巧 看 Q 命令に よ 蓋 規 s な Q 引下げに よる S が穀 i こな •お S ホ累を 奮よ つ V 伯筑 下げ 

におり 向ける ベを でにたい 〇 がぐ， ざると をはが】 的が 格水牟 が阻牽 される からで わる。 も、 るが 格 引下げは， 
命令 ある 場合に のみ 巧 はれる もので，. それまでは、 苗 まに 化 めら れる〇 • 

2 •巧增 の 停止に よる 度 典箭巧 1 この 節 わは が 格が 下げには 进 しない 〇 まし 之は 巧 時に のみの 命令で あり 化 争 

巧には ながしなくなる からで わる 。おつて この 泣 わは ライヒ 金 巧に 折が すべし との 命令が 化て わる 0 

■ . . 

« ♦ 

(P) ライヒを 巧への 節 わの 巧せ 

一九 一二 九 年 十月 二十 五日 的が 接 大臣 回韋 によつて、 左 0 お 巧が 規を された。 

1、 巧が 巧 — 较わ 巧は •巧 巧官 のを 令に よつて 正規の® 级の 引下げ からが をれ たもの も， 巧增巧 止から 出され 
たもの も •凡て 两 菜に 巧け されろ 〇 その 巧 日は 一 か 一二 义年 九月 四日な 阵で わる 〇巧增 ま 拂の伴 止に より 巧ら れ 
た 節 わは. 化 法に ♦をす るを 巧す る〇が 巧を の 命に よる 巧 研が 下げより 得られた 货わも 巧を を 巧す る〇算 をに 巧 
巧 わりち つ 运巧指 巧を に 巧 化 お* すべ ♦巧 ホる 巧 合は な 巧 ぉれが する ことを 巧る 0 

2 •かは 者 1 巧な をは 企 支 おで わる。.. 五 人 未 滿の巧 巧を を 巧 用す るを は# が のぶおを 巧れ る〇 おな 兑 おは •さ 
林ち « ，ライ t、 ラント •は 材拓 •は 材拓冉 合 •ナナス 黨巧 にも 巧 用され る 0 

3 •巧が 度 巧の 巧な 上のを お 1 泣 巧の ホが がれ 度び 巧 « の 價が引 k, げそ ホたず とを は W なが ホ 重 U み 叉は 巧が 
.ドぶ： 2 ホ か 案を にがが ホ おのを 巧 又は 一 » をを おする 》 とがみを は R 巧な がわ ふ〇巧 おするな をは， 例へ ばが 


.お 何 巧の 色 巧 巧 仿も巧 はれに かネ 場合で わる。 

4、 《せ 巧 巧の 中 化 がが ぶ 重 貝な の 命に トミ 保が がが 麻が げど 巧ム ために 巧 用 さた ミを ちれけ 《務 

はか 化される。 を ホ おは •おが W になして， をの 餐 が拉 わがが 格が 巧を 巧を の抬 ホに より 自己の 巧 巧の « がが 
下げに 巧 用した るを を 巧吿 しなけ れゴ をら C 0 
5 •そ C 化 節ね 巧は 巧 おおみに 巧 おず る。 

W n 町 

巧 か 巧 止な 蚊の 巧を は •々货 を 巧を 又は 特圳巧 かを 巧を の 化を により •巧が お (お 剌於〇 がを) を 巧せ ちれる 0 
か 案 灰が 折が 莱 巧に をる しく 巧权 したる 瑞 合は •一 か 一二 九 年 六月 一二 日 的 命令に より 巧 巧を 巧せられ る 0 

四、 体 R 

巧巧襄 令に よつ てが おに 閱 する 規を 及びな をは 一時 おな となつ た。 これに 脚ず ろ 違な 規 をは’ 巧 寞 おのな 
令に 巧 巧され た。 

零 巧 5 には お 格な かおを 止が 巧 はれた •一九 一二 妾 十一月 十 セ 日が 装冉辟 わに M ずる S 畜か 々によ 
り 一 かの 〇 が 一月 十五 日から， これは 巧 止された 0 

け _ .1^111 化 年た ■； 田 日よ リ _ 化 曰 〇 年 _ ■:十 BB 京で 有 鼓を る M を 
ホ ニた ホ 働 法度び M 巧 法 や 巧！！ 一 お 化 


ホ ニ 巧 巧 KW 法 ニ ハ 0 
(ィ) 1 化 一二 乂半 九月 助 HW-W に 巧た る 化巧妥 ぶは 無な 

杳阳 B 前 K 接 お 書 巧た る從寞 は’ 一尧 0 ザ ー享量 ザ S に 怯 こ C 案》 赛冀 化い。 をは 例 かた 

く 巧 用され る。 化つて 

1 •年み をの ま々 にを めら れ たがが 15 V..- 
2 •巧 ホ 規則に をめ られ たが お 巧 
3, 自由 巧を にぶく かが 權 
に 適用され る 0 

— 

(り) 化 お 停止 中は かたに 化な 權を 巧る ことなし 

一义 一二 化 年 九月 晒 日から 一九 阳〇年 一巧 十 W 日まで 年 ホ ザ 出 法 法に A くが ホ ザに 巧しても 巧 率 規則 义 ははを にぶ 
く 化の 化 < おに おしても 休巧權 はがたに 巧 へられな かつた。 促つ てち 巧 的 にがおを 巧へ る こと もを 止された 〇联巧 
堯の 巧が' ホ 給 — この 巧には 化 おお 巧 もを まれる — を わ おし 又は 巧へ、 义 はわ ホせ しめ 又は 巧へ させた ザは お 
巧され る、 例 ルに 巧て は 下 巧 夕巧〇 

(ハ) ホ巧请 のを 巧に よろ 巧 巧な し 

一九 三 一乂年 九月 WH ながに 篇巧サ る ホ巧请 と* 班す る ことは 巧され ぬし •新たに 巧ぶ する こと も讯來 A から •他 
のをが お虑 ，おに かがけ 巧を ぞ读 のが おによ る 補な も舆 へて はなら A し义 巧ぶ しては ならめ。 がへ ば 一 狂せ よりお 


巧し， 巧率規 をに が社與 へられな かつた けがに 巧し 巧 法なら ばが が 巧のを を お 求し々 る ザけ •こ G 巧ぶ を« 巧 w 米 
なかつ ち ’ 

巧に 一义 111 九 年 九月の 日は 舟に 巧 巧 ホろ 賠« を 巧 ホは •その ま L 手を！！ れら れめ〇 つまり •例へ ば】 九 一一 一九 年 八 
ち I 二十】 日に お « し、 退 晚 がに 化 暇 » をけ 巧し なかつた ザは •このち を 巧ホ規 たにょ 〇 ホ进 された 化 おお 巧 余な ぶ 
谓を 巧る ので わろ G 

(ュ) かな 巧 ム〇例 ル 

ちを 的な が 巧*; 與は •柄* C みみ 巧 M な接據 から* をに か 巧を りと 3A られた 巧 合は •化な 橘が 旣に巧 巧せられ 
たる かを かに おら 卞設 》 られ た。 その 没 W ホの かくで わる。 

1， 巧 人的 接據 

1 •化！！ をのを 諷巧 亡せ る 吗 を •ホ 0 か 巧 •义は その他 巧な 巧が 
2 •巧 巧 巧な 又は 健 iK 巧 巧 内 避 0 巧 巧を か 巧なる 巧 合 
二 •わ 的餐巧 

1， 巧み 閉巧义 はが 战 〇诗 合 •巧 W 著を «巧 巧に て 又は 运巧 H 的の 巧に 巧 乂な巧 化を なて み柔サ しむる 可 巧 巧 0 
なおせ 》 み を。 

2, 货 巧れ 巧に ぶく お g ザ におし •巧* 巧が おに 巧 巧た 巧れ る 場合 •このみを a 巧 期間を 巧ぐ ためを 巧に 
ょるが おの お仍も 興へ る ことが 扣 ホた。 

第二# 々•ホ 度ヴ麵 W 法令！：— 】 六】 


» 二！！ ナナ* K 時 お濟法 
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(ィー) 义 年 一月 十音议 阵ずぺ S 爵と 協を (靑 少年 論ち 貧 ホ 規則 •巧め) は •再び 墓と なる。 がつ て 
一 か阳〇 年 一ち 十五 日 W 阵* 巧せ るが お 植は巧 巧し 巧る® 

こた 反しち を廷 なに S ずるが 協を は •養隻 が §1 にを る 材堯巧 巧め に C しサ殖 にけ はれて わる 

が 上の 巧を は •設 めら れ ない。 

( B ) がな 權の巧 巧 

1 •一を 二 九 年 苦晋 ょり 一を 〇 年 一月 十 昔 S ろ 轟 巧に を？ 累」 得 ざり」 者に して •裹薄 

すべ かりし をは •一 乂町〇 が 一月 十 狂 日に この 灌 がを 巧る。. 

r *’ 一を〇が一を左夏をのがお權累をつては， 一を二棄か巧阳8ょり一乂の？一月十晋にまる 

巧 聞は 特巧巧 曲と して お 巧され る A . 

(ハ) 化 お 巧の 巧 巧 

1 ちか RS 時は § s 官 衷§雲 ホ蔓を 《をす る。 S 2 一年に 直を？ 累 する やぅ おに 

ち* される 0 

2’ 一聖 一八 年 及び 一奎棄 蒙ホ蔓 は W くん 一た 〇莫皇 一十 s でに 典 へらた ばを を 


c れ ながには そな する ことたし。 巧に KJK された 化が は 計々 に 入れ なれけば なら A * 

% 

(二) をな による 袖 巧を し 

このが 則は 依が が 巧す る〇巧 時化 おの 島に 巧 ホめ にがお K 興がす W 能の がを •巧货 ホ 巧な はを 巧 又は】 巧の 補 巧 
を & 可し 得る。 

(ホ) 巧が 巧 巧を は 巧の 大臣の 指み により 癸 巧 的 補足め 規 をを なし 巧る 
(へ) 巧を は 巧な 巧 かにて か 巧し 巧る。 

五， 巧# 面な 及び X る » 巧 

W « S ■ « 

あおの 巧は 巧 時制 巧では なく •巧に の 巧が 計 巧に 装を 一九 三 一八 ザ 株 用され •一九 一二 乂が がが たに なめられた。 こ 
れは 特に 巧 ホ ち おな 巧 巧の 巧 低 力 おおを 巧 化する ものである。 これに よれは •お供 ま 又は 巧立样 おおわろ にお。 
ずす ベて 0 巧 女は， の 商 がれ A 安 巧を が おに 虽柴 おつ 巧を と設 A た時閒 的に がられた 又は がられ ざこを 衡に 服せ し 
わられる 0 

巧 巧 おお ザが 頗化閒 なに ある 巧な •時 閒 的に 巧ら れ たろ 巧務に あつては 化 お 中と 进 わられ •解が され-い。 時閒〇 
ホ ニ や々 惟 法度び 画 巧を々 な！！ ー ホ I 二 


ホ 1 一巧 巧 おホ达 

巧ら にざる 襄弟掩 S 合’ お ホ 0 席 巧襄试 する。 


】 六 内 


一ち 裹巧 足す 為 公 § 非 5 叢 《に f ®ss おは 一を 語 f を 巧に^ せ^ 
g ， をが f 矣委 る。 こ S 蓋 望 奪は， そ〇襄 S 舊— 

する 。 |は お ii — り— る) 

か 又はが 巧に 給が される 0 

がま — 

.巧 細は すぺて ホの 命令 及び 巧吿 にぶく 0 
曲 巧 上 臺要柔 を 力 8 々二を 支 年 一 一片 十一 二日 的) 

曲 巧 上 ま. 董案巧 力が 巧々 巧 ー ホ 巧 巧々 (一を 一充 年 音 一 百刖) 

裹 i 案ち々 力 養々 を ニ ホ 命々. i お 念 勘拷令 ( i 一八 ザ 十を 言 

巧 を抵 拷令 巧； 赛 々(一九 一二 蓮 九 H 十 音 的) ，ミ 
巧 i 稱 々を ー ホ A け々，- •奪 襄義 ザれ S なノ件 (一を 一充 革 茸 日 R ) 

奪 巧 琴 重 ホ 養々 i (ちな お i 葛 巧 薪" 件 ご 一を 一-- 華 十を 醫 S 

巧な 動掩お 集を た ノ八惠 二を 亢 年と 月 《日 巧 


巧# ホ 巧 ザ 扶助々 (一を 一一 九 年 九月 两日 w ) 

巧 巧 巧 巧を 巧 巧 令 施 巧吿示 こを 一 克 ザ 乂月一 二十 H 供 •十一月 八 R 的 及び 十二月 十二 H 的) 

ホ， 失業者み 巧 

巧 的ぶ 巧 ！ 失 ま 扶助 令 (一九 一二 九が 义月 五日 稱) 及び 巧 ー ホ 度 巧吿水 ( 1 义 一二 九が 九月 十 1 H 的) 

ちま ホ# ホ (失 ホを 巧 お， 現在は 巧 助) に H するな 規 をは、 そのが* を あおが 示す かく 巧 法では ホーホ 大 RW ホ 
巧々 なるお おを とった が •現在は 新たに 本 H めに ホ » され. 巧の お® の おおに K じ悅巧 化された 0 

W ♦IMfttttuI ■ す sstltt 

(ィ) 巧 人に がする 巧 ホ 

巧を W 巧 又は か W 持を 巧す るか 又は 無* 巧 化る か •又は 巧 巧 《w ち M なにわる か 又は 用な であるか にわら 卡 •も 
巧 人は 扶 巧！ f を 有する 〇 巧が 自由が をに 巧らず して 失 ホ-中で， 巧 « おおに 欺し 巧 •曲 巧して わる こと •これが おお 
條 件で わる。 このが 人が 失 巧 ホが おを » を をち 冷った かを かは 巧 曲では ない。 

r ホ 粟 中なる も •巧卖 をを わる お 合 

日 ホを をに ょら 卡 して そ ホせ る ま 0 み 失 ホ 巧找 巧を々 けろ 〇ぉ にはが 巧 ホを 志 あり •彼に み ザら れた巧 « に 巧く 
こと ポが巧 なげで ホる。 失 ま ザが 化な にな ホを ホ ひ 又はを わなな 巧 0 巧 巧を ft ホ ホる ちを •がが のな 巧 0 巧 铃义は 
ホ ニク々 《 化 ホぴ圓 巧 法令 «» 一六 五 


♦二な ♦乎* R 巧 a 《法 一六 六 
巧た を « 巧へ 0 巧 ホが 巧 0 巧 おめ 化 巧に より 义 はを 0 後のを 巧と 巧 生か fc 曲* して 巧 ホされ 巧た 巧は，. 巧 
go を 志な しとされ る。 か L る巧衡 巧を を まも 0 と 这》 られ たる 時は •そまを 扶助は 生かに す 巧 ホな 嫉巧 巧まで か 
下げられる 〇こ〇 引下げは を' 巧 的に 功识 がで 巧 はれる。 そ ホ おが 巧に おぶされた々 かにが おに 巧ません と 巧が 目に 
巧 力す る ことが 巧 0 巧 おにより おされる 均を •巧 仿材 はこの 引下げを A 回せねば なら 

二， 巧の 能力 

そま ホ扶 巧を お ホす る 失 ま ザは •巧の 出 丑に 服ろ ねばならぬ 0 がち 化は 巧 かお 力を 巧し をければ をらぬ 〇こ〇 を 
巧で 次の 場を 巧は 巧 かお 力なし とされる e 

1 •同 U 巧 度び 巧の 巧 練を ぅけた 巧 神 的 及び 巧 E 的に « 巧な 人 佛が 巧衡 により 遂 巧し ぅろ *0 おく も 一二み 0 】 を 
巧のに より 化た し 巧を い 巧 合 

2 •巧 人め 又はが わ 上 0 み 束に より 巧 巧の 仕事し か 引 さけられた 巧 合。 

ホに よれば 巧 « 能力を しとされ るを をが* するな •を 共 的な 濟が これになる 〇 ホれ# めか ホ (巧 « ホ 巧から々 « 
の機會 をが 用せ ず •又は 巧のを » 供 する 巧 力を み 巧に をに W せしめる 巧 ホ) は， 巧 ホ 植を转 たた。 

ご 1、 巧 边 

巧 坦サる ザの み 失 ホ ホ找 巧を をけ 巧る 〇そ巧 ザ 又は そのぶ 族が ち お 0 巧 扶助を に 巧ん さるべ ホ 巧を 巧 ゆる 巧 巧を 
巧る 巧を、 失 ホを の お 巧は 通 巧を 佑と して 又はな かめに も 巧め られ た。 


1 •央ホ ザ 0. 巧 巧が j 巧 牌 六 ライ t ス マルクを 巧 ゆろ 媒を 。巧 巧とは を 巧 父は 金 巧 巧 化を がず る 化 人を ぃふ。 白 
由 お 巧 事棄义 はを 一ニ ホが 失 柔お扶 巧の なをの 巧に 供與 する 法律め 又は 巧な 的 巧 おを 伴は ざるが 與は •勘を に 入れれ 

ぃ。 I 

2 •法？ のぷ 巧に より 失柔 ザの 薰 をが をけ ねばならぬ 架 SS にして、 巧拚 ’ みを 雲 及びぶ 瞄梦を 引 

まつた を 一巧 巧 二十 四 ライ t ス マルクを 巧 ゆる もの •失柔 者の お 技が せ 巧 上 叉は 巧祖 上の お 巧に よりを 巧 又は 大巧 

みを 巧を がを けて やる をに 巧て は •右の 二十の ライ t ス マルクは 一巧 巧に つを か ライ ヒス マルク 增 がされる 〇 この 

棄 ホち々 はか 巧に 入れられ をい。 おお 巧 助 巧に よる 扶 まれは， 所得と 設 めら れ ない。 

設巧 甲が ホます る〇化 にが 巧す る 扶助 巧は 1 0 •八 0 ライ t K マルクと する。 巧は が 巧 0 利 そとして 巧に 乂 

十 ライ ヒス マルク， 卽ち 巧に 二十 ー ライ t ス マルクを 巧け おる 〇從 つて 彼は お 巧 口 己の 所得に より スライ ヒス マル 

ク な 上に 十五 ライ ヒス マルクを け 巧る 〇 こび お 遇 巧は 扶巧 巧を 巧え る〇 そこで 彼は を 巧とは 設 めら れ ない 0 

こが 失棄 する 〇 彼に 梢を する 巧 巧 巧は •お 巧 四 •八 0 ライ t ス マルクと する。 あは 月に 己 十 ライ ヒス マルク •卽 

ち 巧に セ ライ t ス マルクの ホけ 枚 入を 巧る 〇從 つて 巧は お 巧 六 ライ ヒス マルク W 上に】 ライ t ス マルクを 巧る。 こ 

〇活巧 巧は 巧 巧 巧に 及ばない 〇 がつて 彼は 巧 巧と なめられる 〇 巧し 化は】 ライ t ス マルクを W •八 0 ライヒ スマ ル 

クに 入せ ねばならず •巧 二 •八 0 ライ ヒス マルクを さけ 巧る ガ けで わる 0 

巧が 失ます る〇 化は 妻と 二人の 子 巧を 轄つ 《 化に 巧な する 巧 巧 巧は •迫 かがた まめて •四 •セ 0 ライ ヒス マルク 

(ヒ •二 〇 •十三 一 •一二 0 •十二*】 〇 •十二 • 10 ライ tK マルク) とする 。化は 自己の 巧 巧を 特 たち 巧し 化は 

がの 父 — そ SK 奮す VS 畫 持た § — s 」 •賓 を话 妻&雜 走# 利を？ る。 父は 襄一 一至 ハ 

第二#々 働 AA び ■译法 こ ハセ. 


夕云 ナナ i 巧 g 濟法 _ ォク 
ライ t ス マルクの 巧貨 おを 稼ぐ 〇 これは 二十 四 ライ ヒス マルクを な ゆる こと 十ニ ブイ t ス マルクで わる。 この 巧进 

がは 扶助料に 及ばを い。 丙は が？ 5 か 巧# とされる 。かしがは 十ニ ライ ヒス マルク (こを がの 父は 彼に 與へ 
ねばならた) を】 四. セ 0 ライ t ス マルクに か » せねば ならず， お 巧 二 •と 0 ブイ t ス マルクを まけ おる 0 

..も V • - 

( n ) 巧 巧 《， 特沒巧 巧 •扶助 期間 - 
1 •巧 巧 ホ 

S に 巧ぶ をた 失卖 ホが 巧に おするな 雙 がが 在す る 巧ち 巧 巧 S おが 實没 される を 巧ない。 

♦ 

2 •待 巧 期間 
巧* はこれ はない。 

•を？？ をけ— 格を S 族を 霎す ろか 安な く 又は 巧 S へ 0 失 ホ 害を 充分を a 由を くして 巧 巧せ る 失 ホ 
をは •セ 日 陆を胜 りけ 宙巧 巧を 與 へられる 〇 巧の めな 巧を 田 巧 巧 巧 又は ブイ じ勞« 奉仕ょり 解が された 失 ホ ホは • 

解除と 失？ 寞間军 一二 讀 をが a 美 《ホ 叉は ♦ラ， i ン と」 了 巧？ わ蹇 S み失霎 禁を與 さ 

れる〇 

••..こ- ご 

♦ 

- m 

3 •扶巧 巧 巧 

がか 巧受巧 巧 化 0 が おは •なおされ てわたい • 


を ミ 0 e ■ 

- •巧 かの 巧 巧 
(ィ) 美本が 巧 
これは 失 ま ザ C みに 田な する。 

(こみ K を 化 巧 巧 

おおを か 扶助の ミ « をを ける ネ のか W は. ホ I く夕大 された 〇巧化 扶助 支が のがが がけは. 甚だしく 制が され 

ち 

1 •ぶ 族の 巧 里 

おか 扶 5 のち 拂を をけ るみ おとは •そ ホ 者が 巧 巧 上义は 巧な 上の 巧 巧に よ 〇 扶ホサ ねばならた おにして 孔っ 巧が 
巧 餐上 一時的 又は 巧 少し か 巧 助せ 狂 をに 非ざる ホモ ある 〇 おに 失ホ 巧の ザ かをる 义ホ姑 巧 i その 化 巧が 他の 化 等 
の 法律上の 扶 巧を 巧 ホの がが により 巧 巧され てね ない 1— がち 化される 〇巧 子ん おおと 巧 化される 0 
2 •お 族が 巧 己の 力と 手段 •おに 自己の 巧 力の が抵 により 进 正な 生 巧必带 品を おまし 待る 瑞合 •みおを 加 巧 かは 
巧 へられない。 

(ハ) お 刖巧肋 

巧 ホの « 巧 によれば •扶助 巧が 倘 々のち 合 不充分な ことがあった ので •班 在では 特別が 急の 場を には •お圳 扶助 
ホ ニ か々 W 比 ACM 巧 法々 RR 一六 九 


夕云 ナナ； 巧# 濟法 

を R 舆 する 可な 性が 與 へられて ねる (特に お 貧に 巧し)。 

(三 巧 巧 巧の 掉巧 

ぶ 本 扶助 宴び お 望寞 摸は’ S 養菱 S 愛に おひ 望 さた 命令 览 KS ら告ゐ る。 

曲 上 》 « * 

《ま ザ 仲介 累業棄 おに S す 星 意ょ S •蓋な 5 畫 S が S たて a ち C れは至 i ベまで 
ホる。 巧 助手 S 於け 5惡容臺§」 了 •望 葛を 二讀 6 S 望が お 5 れ る。 蟲は 巧篇に 巧が 

す ベネで あり •巧 巧は 巧され ない 〇巧 巧は々 の おちを がを けつけ たがり •州 巧 か 財 おおが お：^ すろ 0 

W 隹 清に 耐す《 画 g 

お 族扶 葛を 8 卞る ザは’ 美 寡 助 £ ホ」 得を いが • 2 《奠喬 S 求？ 妾る (一九 一二 九 半 十一 
月 二十 八日 的 布 巧)。 

巧衡村 及び 教 W 曲 拓の共 巧に 巧て は •一九 一二 乂が 十月 十一 二日 附 司法 大 お及び 巧の 大臣 问を 夕 照。 

巧 《 « 9 働 《 

を ホの 巧規 を^ » 括と 巧 単 化 及び】 乂 一】 一九 年 九月 十八 日脚な々 か 0 巧 かれのな 政に 巧て は， 公が】 八 五 U 頁夕照 


巧 一一 一巧 物ず 巧が 化 及び 削 係 法な 衔觀 

一 •巧 要 

羣 g 巧.！：- 臺 なる 意 ホを 5 も G に寞的 巧な ノ巧メ ノ望獲 用 ュ拥 スル 決 巧 (物 寡 用法) (一を 一 一峯 苦 

一日 附 ’ Ges を 昏 巧 wachlei を C 另 en f ミミ ichsaufKnl) ミ ) (Keiichsl たを 一ー ミち ese な ) がわる。 これにょ つて 

男 C 全部を 巧 S 3 H * まに fes 2 用ひ資 Q で わる。 构菱 用に ついては S に •房 為ノ 巧メノ お々 
巧 用-一巧 スル 法が (か々 巧 用を) (一を 一八 年 セ 月 十一 二日 巧 ロミを を N iib ミ Lei き另さ ミ W を a ミ を 
( weh ユた stu 另ち esetz ごがわつ た夕 その 目的が WK 目的 (wehrzweck) にがられ てを 0 ので’ 今 ホの かき 巧 巧 
に 財して は* 巧 上 何かとす 巧の 生ずる ことわる べきを 58 おして 巧た にわみ 巧 用法が がを された ので ある。 

W 巧 単 奪 宫及 びそ S 他 S ぶを！！ ぶは受 的 任務を 至 仔せられ るを は 時 則と」 て W 管篡 び獨蹇 5 が一 
め 指導 QgsQ 島 &忆塞 な 各 巧 0 瓷給せ (ち 人め たで) を 巧ぶ する ことが 裝 る。 こ C 望 寄は 袖 ぶを 
さす ことを 季 る。 巧 法的 塞と」 ては が 巧 G も QC 他 契 か* 是 がわる。 

一を 二 乂年十 弓 一十三 百 お ホーホ 施け々 

一九 一二 八 年と 月 十五 日 附吿示 (公が 巧 一巧 八乂セ 頁) 

一を 一充 半 八ち 二十日 的吿示 (な 巧 巧 一巧 一去阳 一ち) 

♦一二 章れ 々^记 化* ヴ ■保 法々 »■ ー セ- 


巧 二た ナナ* 《時 お ホ 化 -ィこ 

一九 一二 化が 十月 十一 二日 的吿示 (公が 巧 一舒二 01 一一 阳貨) 

一九 一 一充が 十ち 一十 曰 附吿示 (公 巧 巧 一を 一 0 六 阳 お】 

一九 一二 九が 十二 HllH 附吿示 (をが 巧 一巧 一ニ ニの 八 巧) 

一 か 一二 八が お 月 十み 日附巧 おめ 巧け 吿示 ( W お大 おを が 阳乂 己な) 

■ 1、 たせの 历ホ 

ル tt サ ■ W « 

本 法に 所 おがが ( ui も unK ) を 田. X 0 なわに な宋し 巧る ザは おがを お (一を を Agtell ま) である 〇巧单 を 一とし 
ては 屋ボ 奪ち をの 化の S おを 廳 若は窒 的 任務 色を 巧せられ たる ホで わる。 窒が必 ホと 巧む ると そは •巧 
巧 お 巧を M から 推 Q 人义 怯を！' tfK 塞を 重任 卞る C と 萬 ホる。 巧へ ば •ホ 巧 かお お 置が を爲さ はたらた 巧を 
のをを わると を は. 霎をお は 一た 0 ル 巧 送 業 まを しこを 0 法 《案 ホに 法？ 負 さしむ る ことたを 巧す るが かを 
である 0 ’ ‘ 

尙’本 法 巧 三丢 (巧 二十ち を 一十一ち は巿 5 のお刖 拾な S を規 をす る。 卽ち •給廷 が ホは 各で に 巧 
する おか sis 一代へ て巿 5 KS ミ矣巧 ホを 5 こを 葵 5。 こ S 合 •巿 S は 冒 た わるた 

はを •巧 おを 廳と同 巧の ホまで •その 化 巧に 巧し •巧 ホを なず ことが が ザる。 


巧 tt 付 0 請 《 

(ィ) まがを おは 一を のち 合 • W へば •走 •を 巧 及び 蓋 0 巧 用 •又は おお •がま 巧が 道襄 等を 利用す る- 
と まには が 巧 苗ぶ を なすこと が 化が る。 

をの 器 化て s をに がて ち 蘇と て •わ别 巧を 委 たちず ベ さとを にす， 浴が をち の is ぶが ぶめ 
られる 0 • 

(こちの 阳 を請义 の 瑞 合を 除 气ぶ蹇 おろ 巧に 他の 巧 & を g の 劈に 化り •給 化の 巧 葦 巧す ことを 虫ず 
る (巧 一一 十二が 巧 二 巧)。 

(こち 义 Q ’ b ぶ寞 二十 一二 條) について は董を おがが を 义は聞 巧に 巧季ろ 巧な 其に たぶ のがぶ を？ ろ。 
ご’ 公畫 4 ミた 代玄 ことを が &。 妻な S 含！ 一晶 5 ラず 才化 送-るて 琴 ことん みさを。 

巧お も ホ 寄 面を なて Is れる 。特別 おがに ついては お圳 規定が ある。 巧へ ば • S 望ち 円の 巧说 ホ々 で 
ホる り 

(二) がが S 制が ぶめ られ る？ 一十 阿が)。 卽ち巧 政 お 制を なて おが S ぶを ほし 巧る が •この 鸿 合には 轟 

4 J して 巧. おがを K ミ。 一 異お受 び 鏡 拾 這 S 了 塞を 葛が-」 を 巧 ひ 島 ザ ミい 了は 巧 通 大臣 

义は そのを 巧 おが 巧 ふ。 み 巧 ザの 巧巧活 巧、 巧を 巧が わると 代み 巧玄 巧ず。 

(ホ) がは を漢 するな めち 霎な おはま 巧— ずる こを 菜ろ 巧し' 董—が 差が— ホる ことの 闲 
ぞ S は’ 唯 •範付 左鬟 蒙し 巧る み 合 § る。 そ ss 食め 了は •養 助力 直と 協 2 上を を 巧-^ 巧 

るに 止 ホる。 

巧 S ク 冉*» 阳 法度び M # 化々 «— -屯扫 


を 一な ナチ 巧 巧濟法 • 

ちを せ 巧な 

.ル！！ さ ミ QS 

(ィ) 轟 •蓋 K 专 •葉が 化 S ? ミホは •舅 蒙揖を S ち离 達复蟲 2 る。 ホ# 

田惊ち ホ两奪 を おを のをず i 巧のを 巧を 負 ふ。 寡 人 •法人 •公共 器 •なを 人、 人的 か 合、 れ巧 がち 

凡ての 人 みぞで わる (巧 一が)。 • 
(口) 免除 •巧 衡— 除を るを を 丑な ホ 滿の小 お •をの 小 おのせち 巧の 5 えざる ち セ 十 S 上の 老人 
一— 件 下の おを ち 糞の— に警 つつ わる 一を ホ 位の 人’ 例へ ば’ 大臣’— 上の まが 萬 (を 一襄賀 
を 一十 < が •巧 二十 かが). 慧 としてな 用を をが される もの： おお エち巧 お’ を 巧 等で わる。 

巧！！ せ Qglis び 《■ 

墓 巧 i (望 巧 八ま季 九が) は 給 S 讓 及び 唐に ついて 規 葦る。 所愛廷 § にかたれ て わる 
一肢 的が が •特 科なる 轻巧 U めの. 巧め にず る おな (をを 二ち •お圳 たせ 系阳巧 力ま ホ'^ 九ち これで ある 
(ィ) 一 お 的 おが。 これは •物の 精の 巧ち 動を S 巧の まが、 其の 化の 窥 の— 赛 S の 停止で ある (巧 

(口) 特圳を S 音 SSSA にず 5 お 巧た は •巧 時爱老 41 ミミ SA る。 給が S 
累 •空 ホ， 孩葵お は义靈 養を を 巧ず ろ蹇 ると をは •赛霎 お 度 この もに おして •巧へ ば •そのが 


がぶ おおは 巧 巧に « する 巧を 义は拍 がに M し •おおの 巧 巧巧爲 fc をず ことが 化 巧る。 

(ハ) 特削 給れ。 これは 所 面 2 an 6 ミ rleistu ミと してから るる かく •単# のが 巧の おのが ち 巧 巧の 供ち ホ 
お 瓦 化， 給水所の 利用， 巧を のな 供， だを がれの 交が •丈 JT を构 及び 水が のが 用 •巧 路迫路 の 巧 用、 が 敦巧村 « 
时 のが 用 •作 案 巧の 共同が 用 •一を の わ 件の 引 度， 化を 宙 におす るが か •おおのが 执 •化かの 裝祐义 び W 裝等 をを 
の內 巧と する。 

四， 巧 信& び K « 

がな まみを の 給が について は巧值 がな され •わ义 は 人の！ C をが わつた とさには 賠 巧を 巧け る (巧 二十 六が)。 

0 

S 請 《 

(ィ) 巧 則 的規ち •需 巧な g は 化ての 給な にがして 巧のを 这 す。 巧 求は 巧 巧を W てす る ことを かする 〇供 货は进 
巧に 巧を しを ければ たらたい 〇巧 なにつ を 一を 0 ホのを めら れ てわたい と ♦-は ？> ザな 法して がぶ の 巧を かを する。 

お巧官 おが 巧 一二を の 島め にたが の巧ネ をち したる とそは 巧 S ザは 給が 巧 巧 ザに 巧して， 巧 巧 叉は お 巧を ちずこと 
を 巧す る。 

巧 一二を が W ぶのを お 又は 苗 ま 事 巧を を 巧せられ たる おに わら. ざると をは •給が 巧 巧 まは なお おおを おに 巧して 巧 
巧巧义 はち 巧 巧を 許 求す る ことが W おる。 

ホ己夕 巧を A 用度び H 保 法々 槪 « 一-^ お 


♦二 巧 少 手** 巧 w ホ & - - 

(こ 無襄 給ち聖 巧に 無 S で •棄 を这」 巧ろ と* 一 •装圳 ななる お ホ 的 白 的 SA にず る 給が ホ 巧を 

が 化のを ssf ’ を is する 惡栗ミ 巧ず ると* 巧 K がて は襄愛 是望 しじい。 

の 霖 ■ 0 变禱 

惡の 支み は •堇を g ょり •おな ぶ務 ぶに 巧して なされる。 か •巧 一一 著に 巧し 巧义を 巧した ると をは、 このを 
にがて ま？？ ことわ 季 る。 替ホ務 ザが 器 支 ミ 善を 受けた るみ 一 《貴 巧に 栗を ff ときはな 

ホ « は 巧 おする。 巧し > A 巧规 がに 圳 巧のを わると ホは この度り でない 0 
巧 巧 ホに 巧し おぶ を 島す とき も亦材 巧で わる 0 • 

ち 器 塞赔夕 V 島す ベを かを か 又は 蒙を 2 ついて •た 村 蓋ネ ちは 羣 ホと霎 を— は 巧 i との 冊 
に 協な 巧は ざると そは’ を 二を ィ •巧 i 。 •卽ち 一 店 的た が 及び 巧圳 をる 巧 香め の ほめに する おが S をには 

巧 事 ザ G 1 ホょ ぶ ゃ 巧に f 一' 上ち SS が •そ (他貨 て S 合に 巧 S 著と J 齊 eg 装が をし 

たか 叉は 巧 巧の お 生した お 合を 巧な する 下な 巧 政を おが これを ホを する 《 

五 •上 巧 

下 《巧れ！ iQ 巧 - i たるち 分に 封す るす 器 二 這は 内を 《け S へ • 上 夕 SKC ホー# として S をに 蓋 
の ものは 巧な 巧 巧 所、， いづれ もが 畫 巧し 巧る。 巧を は いづた おわめ でもる (を 一十と ち。 


巧の 巧 生 巧 必需品 閱巧 法令な 巧 

今々 大巧に なむに 巧り ナナス！^ は •が 大巧 打ちい 巧 おで 巧み 巧 ザく 生活 必 巧な に対する W ぶ 的， 苗 巧 的紀抬 • 
巧# のが 制を 宙 施し， W てが おの おおを 巧 巧す ると 共に お 巧 我 T おを W 氏の ホ おまたを 企闻 する 巧が あった。 
がち 巧 波 か 及 開 おを がの】 义ご完 年 八月 二十と 日附 をな て 「巧 巧 巧 政 か 令 」 (verord 口 ung iibe 『 die Wirt , 
achaftsverwaltu 呂) を 公布し 巧 時ち 巧 巧 巧な なをを 《 巧 立す る 一方， 同日 附 「巧を a お 生巧必 おおな 時 おお々」 

(verordnung zur voria 氏を n SUrherst と lung des lebenswich ユ gen Bedarfs d 注 deutschen VO ち 法】 

をが て 一巧を 巧必巧 品の 巧資規 冗め 切符が おを w 閒 したので ホる。 がちを ちは •巧を 曲扶 のを a 品ぶ び 其の 他の 生 
巧 必巧品 中、 (一) パン 及び パンが •(二) ち货 (111) 巧みび 巧 巧な •(の) ミルク •(五) な 痕品义 びか 陪 ，ニ ハ) 巧 か 
(セ) 巧 巧 巧 ぴジャ A •(八) 巧 豆な •(ろ 礙稱ホ 占 巧 ホ 巧 •さ ごべ い 其の 他な 黄え お， (十 ) nit I •代用 コー と 一 
•茶 •ココア、 (十一) お 敵 •お# 粉 其の 他 脂肪 R 巧！ e 材料 (十二 妾を 用 おち (十一 一一) 巧な 巧 品 •(十四) 化 巧 巧び 化 
巧 巧义び 巧が 用な 巧の 十の 品目を おちして 之を » 巧 券を おお 目と し •此 ホ お H は 巧 質券 (Bezu 巧 karte ) と 引換へ 
にわら ざれば 之を 巧费 ザに 引渡し、 巧费 を 之を » 買 する ことを 巧ざる ものと した 〇 其の 目的と する 巧は す ふを もな 
< 化 等 物資の 巧 サを窗 わする と共に， 巧 巧 的資巧 やが 謂 H 巧め ( Hanwtern ) に 巧る み資 のな 在を 防止し •生活 必 
需 なのな やなる 巧 給を 巧 巧す るに 在った 〇而 して 同じく 八月 二十 セ 日 附同令 巧 一々 巧け 令に 巧り •が 巧 十 a の 食 巧 
お 中， ホづ まなり ( 1 ) 巧 巧、 (二) ミルク •ご 二) 乳 巧な •ホ お •(の) 巧 巧. ジ卞 A •(五) な 巧 ま 等な 餐食お •こ ハ 】 n 
♦巧々 左 巧 か需み M 伟 法令な！！ ー セ セ 


第二 篇 ♦于*載|^1|濟法 一'^ パ 
1 C 1 •代用 n 1 1 1 •(セ) 菜の セ 品目に がを 切 巧が が 責 巧され •は 下を ニネカ 辛-巧 阳ホ施 巧 令に 巧つて 巧 巧 用 • 
巧 房 用 •巧 巧 用 巧の 巧 巧 「おち 用 おぎ (Hausbrandkohle)、 お 一一ち 巧 巧 公 お及び 化 巧に 化を 夫* 切 巧 ぉの* 祐 
を 見た 〇化等 巧 巧々 は 巧れ も 八ち 二十 セ 月の 同日 おで わる 〇化 のか 八ち 一二 十一 日附巧 五み 巧 巧々 が あるが •是は 右 
巧の ネ庙 行々 の特 巧を 設め たもので わつた。 伍し ホの 中 巧 二み 施け 令は 巧 巧を なが もな く 九月 二十 二日が 巧を W 民 
を 巧 か s おお 時 巧な を 一巧 度 止々 (verordnug Z ミを Iweisen >usserkraft9e な ung der Verordnung zur 
v6 ユを fige 百 wiclle ミ ellung d 注 lebenBwichtisn Bedarfs des deutach ミ <olkes) に 巧つ て 巧 化さ かを か 
なをは まを 用 石 おに 扔 しては •舊 のかくな 巧を* せざる 自由 » 貫勒 とされた もので わり •叉 お g 巧 中 巧 巧 化が 用 お 
齡 (Toil ま se ま-田 einae を ちには 切なを おせざる ものと されち なる に 化の 生 巧 かお おな 時 巧が 令は •其の 
あの 夕お爭 ち SR 養 農 的 •巧 秀ま菱 をの 本格め 妥 規正に 至る をの 巧 巧 的 • W をめ 措？ してが を さ 
れ たもので わつた ので、 曲 もな く 夫* 別が のが お 的 •ホを 的 巧が を々 の 中に 吸 化* 巧され たので ある 0 

モづ度 巧 及び 衍巧 巧の g 蓄を 化に 巧いて R るに •巧 巧の 暫を的 食 巧 おお 费規亞 の 巧が 法たり し 巧を 曲 巧を 巧 かお 
口 S 巧 時 巧が々 巧】 ホ 巧 巧 令は •前 W 义巧 二十 二日 的 一巧 度 止 令を なて 度 止され、 巧 巧 tt に 八月 二十 お 日 梢を W てが 
を 公布た 見たり し 「巧 をれ な 的を 理 令」 (verordnu 另 liber &e 泛 fe 百 t 古 che Bewirtschaftung von land, 
wirtschaftlichen 田 rreugniss さ) と 九月 セ 日 3E 八 件の 公的 管理 令 及び 一件の 供給# が々 とに おいて •里 巧ち 蓄巧 
构 の甲壽 K と S て用喬 §• 化 幫た 切符 制が f 巧され る 運びと なつた？ わる。 

面ち ち 「泛巧 かなめを 巧 か」 は •一 お W お及び W 巧 ザに 巧す るを 任 及びが 巧の 化な を 巧が する H 的を はて 制を さ 
れた度 巧 •巧 ホ大 たのな 令で あるが， 材 々に 巧れば， 时大 おがが 巧 品目と して おを したる 化ての S 巧れ は •一 か 一二 



九が へ片 二十 八日 (本々 おわの 日 ) はを を 巧 ホの 巧に がて • IKW ぶに よつて 差 押 へられ たんの (bMC 至 aKnahmt) 
と 巧 巧され る。 巧して 材年乂 丹 二十 五 HW 「巧を 巧な 產わノ 巧 左 A ぶが ュ M スル 命々」 (< ミミ 日 cnK iiber 
PhSndu ミミ d Verpf か mlu ミす wirtscha 二 et ミ landwirtsclia ミ i ミ 田 rzeu ち 一 ま e) に 化れば •巧® 巧を 义は 
巧な 執 巧に をく を 巧と！ It ， をを 巧 令に 巧る 差 巧へ にが 巧ず るを 巧ない 0 1 見 ま 押 巧 巧を 这 めら れ たな ホけ は •巧 
巧 お 0 指示に よるに わら ざれば を ホけ 巧 其の 化に よつて あなに 之 fc 巧かず ろを むない。 つま. リを W にめ てを 巧され 
る 雲 物 G 所有！！！ を 一一 is おに 夏して を 巧た たる 公的が 巧援に 狙を •巧る 後に 一定 S ザに ぶ. いて おを がむ 
をな さんと する もので わつ たので わる C ホに 巧を 巧る ホれ としては •前が 化 月と 円 的 かかの 命令に よつて •をな • 
S 柔 大臣に より* 左〇义 « な 目ボ 夫* 巧を された。 ‘ 

9 .巧け •朽 巧みび 其の 化の 巧 巧 わ 
7 巧 巧みび る 巧れ 

t ミルク 及び 乳 おな、 巧 物れ 及び 懊 わを ホ肪 

"IT. 巧銘惠 反び 巧 お* なお (巧し 巧 持を おく) • K わ 及び » みな 製な (stHrkeveredelun 巧 erzeugnisse) 

が甜 巧， 巧 巧 及び 巧の 他の 巧 巧 巧な 

T パン 《が 巧 (Brotaufs 互 chmittel) •巧 巧 巧 巧 (Tr8ksg き ミ e) •ち 用 巧 巧 CSp を 8ぇ をを！！) 义ぴ巧 
ホれ (oosllae) 

W 巧が みび 巧 巧 巧な 
W 魚 巧みび を 巧 度な 

ホ n ♦ 左 巧 CS& ■ 保 法々 ！ tB 1 セ A 


巧 一一 《 巧 « 濟化 一 曰 

"生 n n こ Rohk ち 芝み び 菜卡巧 ( S を isn ) 

;^して養命々は、 童十音を當 一—夏、 貴巧 養蠢拳|制0|をる 

に^^^ 化を 巧 かの 曲— WS ミミ •話 ミ 5 S 巧 巧を 2 すれち のを？ る— •ラ‘ ィ;; ち 

這 ミ • S 巧ち i I 吏 f IP 一— hsn —5) •堇 巧-" 一 0 的!! 

央 化合 ( flitf ) 及び 谭央 化合 下爱巧 ( f — を— さ； の 一 斯の黨 ヵホげ 

fQ — が •雪 i 轟と」 る i — ホ f れ了管 ， f 

夫 ニィ) 巧— 巧が 巧 径香央 化ち (口) 巧を 寒を 爱 中央—， (ハ) 1 乳 おち 否々 § ご 一の 震 お 
ypii 中央— • ( S — 否央 5 王 巧——。 •ミ 巧法魚 

网巧 香央隻 るび、 (，) 望？ 巧爱 中央 組合 等が 肯？ 璧」 て 居る？ ホる。 

ホに エ| 品 f ミ 呈っす 田 3 is 含妥 規正 擇 法令に 巧いて 巧 就 すれち 蒙 一 おの •巧 則 的增本 
法々 としては •蘭 一九 一一 克策さ 一玉 日 的 「累 巧は 容 5 ホ 巧け 令」 と舉 十一月 十肾附 「生活 必？ 

ま巷受 規正 さ ( VerolK ミ 巧 die verbrauch 》 lu ミミ— swicht を—— he す^ 

nisse) とがわる。 

ホに 巧 A Q 巧 制 H ホ 養を 品 請に 這 するならば' ’ 

^ 巧な 巧 品 = 1 を 二 九 年 十一月 十晋的 「巧— 霉資規 ぶ さ (ミ— G ミ吞ミ 豪 <ミ す i 羣琴 
/\ 

1C ミ f ミぎ nnstoffwar さ) 



叫 お# 切 = 1 を完年 九ち 壬音附 「お轰 愛 スぺテ ノ巧巧 ノ巧涩 望が ノ巧费 巧正 二閒 スル かさ 

(ver き diiu 另 uber die < 巧 す auclisre を 旨 《を r 塞 f さ eri 量 sse end waschsi ま 一 all さ Art) 

化 男 H 之に 隅して はおが 一九 一二 九 年 八月 二十 セ 日 的 「巧 法 供 おを 巧 必帝品 随時 おお々 巧 四 ホ 施な々」 •村 ザ 九 

月 セ 日 的 「改正 令」 轰 S ミ さ 二十 一日 的 「巧 養霍巧 必お置 時 お？ 巧襄 館巧 さ 寡つ て 巧 巧 規正 
が餐 施されて ホた が •是 等は 何れも 一九 S 年 音 二十 八日 的 「化 及 かおが 巧蔓 規正 令」； ちち— ミを 巧 

di« < ミ brauchsregelung を！： Schuhe end wo 己 eiateri と】 0 制を を 見る に 及んで 问 時に 巧 化され 巧を M 
々が 之に あつて 代る ことと なつ わので ある。 

叫 おお 用 おお 》 之に 巧いて はが 速した 巧を 多が せられたい 0 

が ガス" 一を 一充 片义ち 一十 日 的 r ヵス 供 お 巧が さ CVerordnu ミ zur Sidiers を lung ti さ Gasversor. 
f\ 

ちち) 

7 お 力 H 一九 ミ 九が 九月 一二 日 的 「お 力 供お栋 が々」 (verordnung N ミ Sichers な Hung der Elektnzita を. 

vrorsorgu ミ) 

H をのな 用 巧 巧みび ホ 跨 
W 单 M 用 ゴム クィ ヤ 
巧が わる。 

本 巧々 香が ては •之 等 Q 中を もお曼 ミ お 蓋 馬 係 法令 睾に巧 气そ〇 を 文を 8 す ー ミと、」 た ホ 巧で 
ゎる。 化蓄； 督 S する 巧 制？ 爵 • g 養 焉巧 S 擊長」 了は 一 がす t 養る が •之 

♦n 章 を巧 61|£ 占 ||> 法令槪 « 一八 一 


夕 la ;;5 濟法 ； こ 

ずに 巧いて は •夫* を々 の本义 を# 巧 をれ たい 0 J 
最後に 巧费 規正 M なの 巧 則に 巧いて】 まずれば •化 時 担 巧の M 巧を る* 巧を 巧 保す るた め诏 をぶ 時は •お ♦巧 制 
3 化 ザに K 」 て W 《て 巧 R 狂る W 柄 ま 巧を 晕 巧み’ 驚く ばか 是 W 刑を 科」 ミで おる。 而」 て 立法 的には 巧け 

を ♦養 Q &> 高 巧 夫； 消 >规 零 •に 夫； 風 &規を すを、 ホ 寞墓ミ 轟を 需す ミで その 冊 
に 巧 一が なく、 之を 義 ずる 稱閒も 巧 ♦に 枝れ てゐ たち 一九 阳〇 年晋 六日に まり、 巧に が一 的 霎規菊 机を 
G 制を— た Q で 乏ち卽 ち f 喜制设 製品 ホ K 規をュ お スル 重 巧 良 ノ巧お 及 巧 巧手？ 姑 スル かさ 

(verordnc 另 tibef Strafen imd ジ rafve を hren bei Nuwid さ handlung 《さ en Vorschriften さ if dem 
Gsbiete der ミ * irtachaft 旨 R bezu 吞 beschrhnkter Erzeugnisse)* 略稱 「お ♦規 •化 刑妍さ (ミ braucli . 

を un 否. Strafverordmi 曼 ’ C れで わる。 丰 令は 两 月を の 公 ホを 一 話に して 巧 巧され たが •本— がと 材時 
に 左〇衍 則は 巧 止された ので ある 0 

^ 一を 一 一峯 十一月 十 普 S 「生活 必至 ホ蠢妥 規正 さ 季二條 八 i 十の が 

叫 一九 一二 かが 八月 二十と 日脚 「«« わ 公的 巧 巧々」 巧 一二 十两が 

ベ ーを 一 支 年义旱 六日 sras ち最 5 S . £ •巧 お. 5 •黄 ホ 占刖畏 S ュが こな 令」 


巧 五な お 品 回 化 供 巧な なな 巧 

巧る の 化れ 度お闽 おは •旣 に曲ヶ 年れ 聲« 巧 と共にを ザく 按合 めを* 化を 兒 わので わつて •今 ホ大议 巧ぶ と共に 

それが 一巧と 强 化を た 次？ わる。 おつ 了 塞 時 爱法蔓 K 於 5 今ホ大 R 下 S 。 還 回た S する 命令の 巧 
巧に 巧る を こ KQ 這を 與 へる かおが わるので そ S 巧に がいて な 下 華が 巧を 化へ る ことと する。 

夏の 堯 - K お畏は •お 材料 生 勇ま 巧 基 給 S 見# を •襄サ を まび キを S れ受 はぶを (寡 • 
巧 捕 回れ •義 s § s 寡 •装 島れ •堯 よ是莫 おな 帯委 及び 豪が 用 • S 除 ま 及び 裏た るが 

.寒 用！！ I 巧 巧 品 巧 用に# 手した のた 巧め とし •巧に 单 にを* の 化物 •巧 品の 巧 巧 力 至 同化の みならず •な » お •巧が 
の 寡 等 G 寬義用 重 《て秀 £ つて 寡 •巧 品 《回 牧ポ巧 はれた G で わる。 巧」 •菱中 おも霎 な ものは 
を屬 についての それで ホろ々 に 先 づ蒙货 時に 蓉る 雲を な述 し’ 望のを W 闽化宜 傳用受 一巧を が 介し’ 
おを にな 繊 が 巧 化が 巧に つを 一巧し よゥ〇 

巧 法は •一を 一一 一ニ ザ 十二 巧 十一 二日 「巧 品 命を」 を 出して* ホづ巧 W の 巧 化に# キ しち 其のち 一 义一云 ハ 年 九月 
阳巧 がが 畫〇巧 立と 材 時に •同年 巧 巧 九日 •ニユ ー ルン ベルクの 巧两 々者の X 大 みに めけるな ホなる ヒ トラ ー 巧が 
の •なお， 「今を 四 « 年內に •獨 巧は •巧 法の お 力に 巧り •巧を の化舉 及び 巧 试エ柔 により •州 まは 巧进の エホ 自柏 
によつて を 巧し 巧ら れ るす ぺ ての わ資に 於て •ホ 全に か W より 巧 立 せん」 にお さ 田が 巧 巧 的 基 巧の】 巧と して 0 が 
♦ぶ ♦康岳 法々 槪賴 一入 一二 


第二な ナ<^**巧お濟法 -パロ 

巧ち 給の 島ろ を！* の 寡 •蠢の 回 化は いよいよ 冀 たか へらた 本格的に 行 はれた ので ゎる。 がちの 巧 年が 蚕 

の 巧# を？ 备巧棄 G 寞な 《葵 菱 一? •各 家庭 蒙豐寫 から 奪す ベを 畜 & 起」’ 奮 田巧嘉 

のが 立した 「ラィと 巧 おが 用を 負を」 をが て活 おを 巧 巧を 閒 おした 〇 このを 負 含は， 巧 時には おに •を « •おな 曲 
巧词 令を と 協力して， せか 巧 おのな 送 及び 輪 送 巧 か 力の おがに をつた 0 

巧 品 巧が Q か •度幫 蓋 SQ 餐と 葛ん ス CS 貝宮 S 塔®」 •ラント や巿 50 笑醫 によるな 

お回收 運動を 巧 巧して ゎる。 その 璧ーセ 年には みなをから •一一 一八 年には 大 がた をる 巧 幫收巧 W を資 巧し ち 
其の 回 化には， ラィヒ 巧 おが 用 至 員# は 勿論 •捏巧 » を •ナナス 巧 > 除 •ヒ トラ 1 A 1 ゲント •巧 巧 お 急 曲 •が 
生 等に 乏て 組按 された 回 篡 庚が 巧つ たが •一ニ セ 年 一言 忆巧 はれた 攀 SS 回 化では め 十 畜の屑 《が ホつ 
た。 

かくて •巧 巧は •巧が 巧に •を K 巧 品 巧 お及び 其のが 用に 弦 创な巧 力を 巧け •菱 巧# め 硏巧化 鼓を も 通じて 
舅 •裏の なおに 巧め て 巧た ので ぁる。 がし* 一曼 巧に 巧 入す るち 載が' お 巧の 巧を 上 •化の ホ 巧を 一 おと 强 
化すべ を寞を 閣囊二 年 薑四〇 年 音 十 音’ 四 货年計 雪 託を’ ヶ1, ング元 師は坦 巧に 巧して 

ホ巧 を 5 寨 5 い 了 命々 含」 •寶音 二 壬 ハ H よ 0 晋六 這」 (十 音繁 「憲蓋 語」 とため’ 大 

規 おな 香 回 空 作を なみち 尙’ この 「を 曼お 漂」 の》 施を 巧は’ (ィ) 巧 樂の奮 •(こ 案 せらる •へを を 
*，( ハ】 巧 かせら るべき お 目* (三) 巧 策の 巧 巧 •(ホ) 巧 か あび 引が の巧怕 •(へ) を巧證 及び 费 用の 巧 巧 目に ちり 巧 
がに 規 をして ゎる。 だ にれ がは， かかる あが 回 化 政 巧のを 巧の ホを をな て， 用を 巧が 径巧 巧转上 •巧 過す ぺ から ざ 
るを 乂阳賠 と設め •わな W 巧わ强 なお ゲ ー リング 元が のをを なて •巧を W 民を お 巧が が 巧々 fc をめ •之に 法# に 代 


る ぺネ努 をが 與し •特に 含 克 おを 反 おに 巧し 技が をれ てなみ •はて •巧 養 おの】 段の お 起 養を 化すと ころ 

ザ わつ こ 0 

ホに •董令 巧とは 鬟 には 攘 はない が •なし •を— 0 轰奪力 至 其の 農め 客を 巧？ るに？ わる 
と 思を る S で •塞 sk 网化法 助に？ るを. 萬 S 一埋 をが かする こと 妻る。 

故 构’巧 愛 宅 f 臺な S 3 で* る。 §は5 迄ち なく 「§1 璧— 送— 冀」 と 5 おんどを 

をな 巧免遵 巧の 下に. 巧曼蓋 的は 巧を を も ミを はてので わる。 この ホが としての 宿 をを 巧 おなら しめる 
さめに’ 日を 襄 にがて 巧耗 き」 •§ として 利用し 巧る 董 なる 望を 巧 ♦しよぅ。 卽 ちが 則と して 一切 の蒙お 
品が を こ！！ し’ 巧 物で わたが 夕’ が、 夕お冀 であた す •へて 材 一で わる。 累は 露’ 巧ち 畜ち话 
又 5 ミ， 一 お 操に 用 ひらた 雲 空受换 人に よつ て •ランプ’ 義’寞 其 0 他の 賓に 境を てね る。 れ 
には 5 •塞 (所 E 哀 及望曼 2 S がわ 9 •蒙 化用畜 は 怯 《て 巧い* 卽ち累 任 白 動 ま i にがて 自 
望の ザ 枯の裝 巧に 用 ひらた 塞を WSS 、 水を •キ璧 のみ S に ほ 用され る。 筑 おおを 擧げれ ば》 
賓ち おち 巧ち 寄 •クン クを巧 工作 巧试 •刀ろ S 忍夕で わる。 

ホの かを 置は •巧し’ 宿し. て その 蔓が大 で わり、 巧つ て荣 たは 菱萎 •をを が 困餐で わり •丹 危—も 

ホる ので 童 寡資 たよつ て 巧を るが* 雲 や# ちち 寞累 によ つても 畫沪る 邸ち 

委に— を是 は舊で 塞を •か 乏ミ隻 si よ ミ 養呈 ばれ ミ 養 S 泛お まや 案は 喜 

巧の ち S 用言 かによ つて 巧 はれろ。 回 化さ 楚堯 ちを 笑い さに 切が を •蹇— に S をる。 

右に S 」 た 夏 CSSHSr RW 5’ ® 空 ミら 巧 屑と」 了窒す t (が—。 CSQ をの 巧 
♦五 ♦宝 店 £ 星 令 S 一八 


第二な ♦于 * •巧 お 濟法 一八々 

集は 專 らち 夕 巧が 當 るので あるが， 特刖の 巧 合には 巧錶の 舞を 巧 所から 巧 おにが 讀か •平 M •定 みがを あつお 解エ 
巧に 送られる こと も ある 0 

この お» の巧樂 にはを « 巧 曲 巧の 巧 力を 巧ず る。 それが 父を 人の 度 巧で ある。 現 ホ 巧みは 大巧々 曲內を 生の 巧錶 
で お 巧が ホ おされる が •巧 法 一一 濟は それが 100 充 ならん ことを 巧ぶ すぶ。 がつて を 人は 本 ザ まを 遂の爲 & •各人 
の 島し 巧る ことと 巧 力し 巧る ことと 自己 吟ホ しを けれげ をらない® 何せなら •丰巧 ホの 目的の 達 巧 か 何は •一に W 
巧 各自が 巧 《 にな 材巧携 し のがさの 爲 めに •本 ホ ホに 巧す るみ 其のな 巧を をぅ すろ やを やに かかつて む 
るからで わる 0 

この « にして •獨 をは 化 わ •度な 巧 かの 中で も •を！！ の 巧 かには おも 力を 巧 ざ •其のを おに 巧 力して ホた ので も 
る〇 これは ナナス 政 « 街 立は ホの アゥ クル キ I な 巧の 具 佑 的 衣 現で わる* 卽ち ホな ホが 用の な果 •雖 入が 巧を 巧 
にが 供し • A か 巧の ま 梅の 參 いな 巧を 可及的に ホい ものへ と貨 向し •お 時に 出 ザ 巧る 度 0» «內 みかの 開 S に 力め 
た 0 である •例へ ば 一 义三ー セ 年 セ 月 二十 三 一日 W ヘルマン •ゲ J ン グ會れ fc 巧 化して W 巧 巧錶の 巧を に乂 案に をつ 
てを り •巧 時に ホ 《 をが 巧で わる 錶 JT 石の ♦入を 柏 g に增 かせし めた 〇こ 巧 巧は •一 化 一二た 牛 •モ两 巧 六 巧 
巧 •一义 一二 六 年 •千 八再两 十と 度 W •一乂 一二と ザ， 二 千 六十 llgg で わつた。 巧る に 巧* のを 引 お 入 あは 其の 巧に 
がて まふべ を 巧を 示さな か 0 た 0 巧 ち ♦入 總巧 一九 一二 五が. 二 A 苗， 一乂ご 一六 年 •二十と 巧な.】 乂三 一とが •あ 十 
セ 萬 K で わつた。 

ホの かきが 巧で あるので •を » 间 化は « 泣に とつては：# めて* 巧なる なみを 巧つ わけで わるが •がし •でが 巧进 
は ホ W のかく，！！ 巧に ホ 量の « 舞が 巧 生す る ことは 化い 〇 がつて お M •何等かの おで 巧 初を かへ るかは ない 0 であ 


10。 其の 一つと して 時 AQ 巧 用 お 化が わる。 一を 一 一毫 ow 雲せ w みみち キ 化に 巧委る 巧 《の 巧な k 巧を し 
ち これに 化る と •すべて や 货は蔓 ょゥ賽 互 05 くた & をはなら ない。 巧」 • SS 去る ことは 
巧し ない。 义甩 《Q 消 ♦♦それ S さ 8」 てん •一を 一ニ ハ ザに 制 吸が か へらた。 お杞 巧 可を を 化り が ホの < 
巧を 巧 巧し 得ざる ものと をつた 0 

か 上を H 夏 KS ずる賓 を 芒た が、 W 養 料白襄 0 5 と」 て 二れ K 劣ら 了る 巧 お性襄 する ものに S 
推の 回 蓋 S がわる。 をは 金 S 妾 S く、 典 前 S 採られた 巧 f 差と」 てれ はれ 了 ミが •閒度 巧に ま 
り】 巧と 巧 化された 。がちの】 年 セ 月 二十 八日から 八月 二十 一一 一日を わの 巧閒 に^たり •を W めにかか がで 巧ぶ のを 

養、をみをに華&塞聲美4質堇」て’黄巧庭§妥玄せ」&わ？をち，こ完蒼なを中 

むに 巧は 1， ポスタ I 子峽 A をな かれして W おのな 力を 朱む ると ころが あつた 〇 これは WU 年に 巧れ が お H を 巧し 
てを S 的に 巧 はれた お 建 かを 窒星 のの 巧 合と 向 株に •がが わる 曲お丰 仕で、 代を 其の 化の け 佑は 勿を ま 靴は* 
ホ、 f にか 讯 記を ザが が おされた だけで わる。 

案され る惡 がは ち ホモ’ 人热 •：フ 、生糸 •麻 巧' 其の 他なる 璧裙 で’ みおち でか おめ て K 】 巧 
巧 乃至 數 货5爹 ミ‘# 尝た襄 至れた 芙は夫 A 塞 SKf れ 、 K • 7 •人絹と G 交 管 上る 服 ホ’ 
ホは# か •機 W 巧 巧 用 巧 地 乃至 巧と たつて# 生す る® め わ 巧 巧は がが からが ル 化が 巧の おい もので 一乂 一ニ ニ 年に 
は W 巧で 加工され る お 巧の 九の％ をを 維 入に 巧いで むた 〇 ナナス 巧 巧 巧 立が 来， おに 阳巧 がか 巧 «祐な がは « 力 白 
給を ■つたが’ f 一を一一 八 年に がて 堯化 基は なほ 六 六ち を-かして & ちんを' 塞を がが S ち skA 
巧に おわられる ならば， « おお 巧の 自 たはを A 巧 切 先 も 0 とわつて 來 るん けで わる 0 

♦ぶ々 廣 な 々槪 « 一八 t 


ホ lltt ナナス •巧 お濟法 一八 < 

おを にを る 故 1 お S 生 5 Q 轰 李は 蔓賣 Q 二ち ろ 直 籍 S は 五 0% で •浅り 2 互ろ を 一〇巧 

巧が 虽ホ W 巧と 見られて fc り， 今を このな ホされ てね るが々 から 曲 ホる だけ 多くを 冉ホ しょぅと する もので •過が 
のを 曲な がをお 運動は 其の 其 お 的 現 はれの】 である 〇尙 巧を では 化 巧が からち 生され ろな 物を ライス •ヴォ レ (お 
生 毛》 eisswo 占 e) まは ライス バゥ ムヴオ レ (巧 生！ S Reissbaumw 色玄 とげんで わるが •この 巧ち をエ 填の 故 繊 
推 加工は'】 か】 一二 年の 巧 巧 お *111 干な ライ ヒス マルクから， 一 化 一ニ セ 年には 十と 巧路 •一倍 一二 卞 二ち 八十 巧 ライ 
ヒス マルクに 巧 かし， 巧 生され た ライス ヴオレ 六巧胜 •ライ スバ サム ヴオ レの 巧 四千 瞄 ，エま 用 硏巧ホ 地 一二 巧セ卞 
巧， 合が 十の 巧 一千 巧に まして ゐ る。 

その他， 骨， 古 巧の 回な も •巧 おが 用を 員み が •をを， 初め ホの 巧 脚の 協力の もとに* 巧 澄に 巧った。 エま 用に 巧 
用 世ら れる 骨の 回 化は， 一九 一二 五 年に と 巧 巧 •一 云 ハ ホに ホ 巧 セ干旌 、一二 八 ザには 十二 巧 置 千. 跑 とい ふ戍 おを あげ， 

を 巧 回牧も 又， 一ニ セ^ か 十み 胜 •三 一八 年ち 巧 逆の 夕 量に 上って ねる。 

この 巧 お 回 か* のは 巧に が 大技に も 巧 はれた が， それは 何れも 大巧ず 巧に なって がく 巧 はれた に 過ぎなかった。 
卽ち一 乂ーセ 年には •ハ ー デン ホ 十字な をが 私め に 之を 行った 化， をの 巧 ホに 巧みて】 九 一八 年 二月 二日に 化 林 巧 お 
局が 巧 お 回牧會 巧を 巧 策した ので わるが •巧 おの* 巧せ にがいて 訟 をに かける 所大で わった と ナナスは がして わる。 

之に おして、 現 巧を は， 巧插 にめ けるな なの 左 巧せ たおに カホし 》 今 ホ 大巧な かにを 早く 之に 巧戶 したので わる 
がって 18 お 回 か W なをは • R 前に 巧モ 的に を ホされ て わる 防が 上、 本を 令が にがては， 今 ホ 大股 かの お 本 法を 巧 お 
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本 法令 集に がける 法令 譯 語を 巧 0 か < ず。 

を 巧 (Reich ち eset25 己蔓 …… 法 ホ (を ミこ’ か々 ( vsrdmmK ) •が 則 (巧 ichtlini さ/布 吿 sruss ) 
等 おとして 闲 おの 株が お 巧に 拥 する お 本 法を 巧 巧ず る もの 0 
を が ( Deiher-preiischer ReichsanzeiRer ) …… を 報は •卵を ( Anord 31 ) •なち ザ 則 •ホ 
吿巧章 (巧 underlass ) 巧の 他’ 巧 化が お 巧 ホと してを お 内 巧が 規 おを 巧げ •本を々 かにが ては ホに な 
巧ょり 譯批 する ものが 多い。 

々衡 公み (巧 eichsarbeitsblatt) …… 巧巧閒 なの 法々 等を がぐ。 

^ 綺濟巧 か 令 その他 一 お 法な 

一、 が濟 巧を 一 脚ス艾 叩な (一を 完半诗 一. 卜ぉ品 一 

verordnunK Uber die W ミ sch たを verw と tunji Vi 27 Auk ミニ ミ 9 
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第 I 章 

ホーが 巧 ホ 

一 お 《 行政々 その 化 法 ♦ • 】 化 一 


ホ ーニな «巧» 濟 法々* . 一々 こ 
一， を 巧な 監 •ホノ 指が す-- 巧 ル お 巧を ち 义其ノ を 巧 だ g ノ 指令 シ ダル 巧テノ 巧々 的 玲苗ノ お】 的 W 巧ホュ 指導 

ハ. 

话 巧を 一を 窗ュが テ ハ 

ヶ ー ニ ヒ ス ベ ル ク (プ 日 ィ セ ン ) 知事 - 

同 巧 二吿苗 

ステ ヴ ティンが 事 二 

同を 一吞巧 

在べ ル >ン ，マルク •プラン デンプ ルク プロ ヴィン ッ 巧ホュ 

同 巧 四を 巧 

(ィ) ザクセン ラント-ザ ク七ン ブロ ヴ ィン ッ’ マルテン ブルク •巧ち マルテン ブルク •けち ホ ィエ 

ス 々エルダ H 

ホ ドレス ブン ザクセン ラィヒ 巧を (地方は な)* 

( a ) ズデ I テン 大を WU 

在 ラィ ヘンペル クズデ ー テン 大を冉 ラィヒ 代を* 

同 巧 五を 區 

(ィ) ヴユル テンベルク 及 ホ 1 ヘン ヴ オレル ン H 
在 スト ブト ポルト ヴ * ル テンペ ル クち濟 大臣 《 


ル 


( B ) パ I デン 《 

ホ カ ー ルス ル I ュバ I デンけ 巧 兼ち ホ 大ちュ 
同 第ー ハを K 

(ィ) ウエス トフ T1 レンゾ P ゲィン ツ， ，プ ペラント r オスナ ブ ，ユ ブク縣 (巧 e . 仕 eru 3 巧 bezirk ) 

在 ミュン スタ ー か 巧 || , 

( a ) ライン プ a ウイン ブ 

お デュ ブセ ルドみ フなザ C 

问巧 おな 巧 

巧 ミュンヘン バィ H ルンち 巧 大臣- 
间巧 八を R 

ホ プレス ラウ 知 ホ-一 
同 第义巧 苗 

(ィ) へ ツ七ン •ナッサ ウ ブロ ヴィン ツ •へブ セン ラント. アシ卞 ヘン ブルク 巿 巧、 アシャ ヘン •ラント、 
アル ツエ ナウ (マ ィン フランケン) ミル テンベルク. オ I ベルンブルク. ズィ ゲン 巿 、ズィ ダン ラント， ミ 
ヴト ダンス タィン， ミユン デン H 
カッセル 钟巧二 

(口) テュ ー リン ダン ラント， ザクセン プロ ヴィン ツ ，へ T シャフト •シュ マ 1 ルカ ル デン U 
一 が濟む 技を その 化】 お 法を 一 化 一二 


s * 《法 i ;， 

お ワィ マ ー ル テ ユ—ン ゲンを 巧大 居* 

同 巧 十 管 巧 

が ハン プル クラィ ヒ 代を ( W お 巧な) 》 

同 巧 十一を 巧 

ホ ハゾヴ K かが 二 
同 巧 十二を 巧 

ホ ヴィン バ ー デン かお_1 
同 巧 十一 二を 巧 

ホアン スバ ヴハ かを s 

同 巧 十セぞ お 

お ワイ；^ ライヒけ を _1 
，同 巧 十八を 岳 

せ ザル ヴク ブルク ライヒ 代を ユ 
么ヲ を任ス 

二、 5 が-巧 グルを 巧 ハ、 をち 爱的自 お篇蹇 S 度 义ハ美 ノ诗》 下-占 ル お暮游 ノを恒 S シ若ハ 
之 等 ノー 葛ノ —ヲを クル 其/他 ノ— 二？’— 七 こ クル 窠占男 二め テ 指令 SJ 護ヲ？ 
I 二’ ぉ ミ ユン スタ 1 望 ノ護 ハ’ を 巧みな 柔 ホ >_ 山林 及 萬 お？ が テ i 巧董 ハが 巧をお __ 反ブ モノ トス 



巧 二 > を 巧 巧な 

ちホ大 お， を 保を 柔 大お乂 山林 おを (巧 eich も orstmeis す こ ハ 其/巧 括を お， 捏 ホ 的 自治 曲 防み お ノ他ノ をおブ 
をな 义 ハ ーが W . ぎ 订政ュ 脚！！ セ シメ •巧 家を お 巧 二 巧を シ又ハ 化を ヲ解巧 スル/巧 巧 ヲ巧ス ..r 

第二 章 巧 H ち 巧 3 ミ， 巧 blic プ e wirtschTlft ) 

を 二が 地 巧を 巧ち ( Be た rkswirtschaf をぎ す〇 
一、 巧】 が-一 抵 グルを お-一 堆巧巧 巧 巧 ヲをク 

二， 巧 巧ち ホ お ハち を おノ巧 » 員卜島 ルモ其 •/ 本が ノをお 上ノ地 化-- 巧 お ブ米ス コト ナシ 。お 米ノ をを 二 「地 K 
巧 巧 麻」 ブ 附かス . 

三 1， 地區巧 ホ巧ノ なな 巧 巧 ハ运ホ 大臣 之 ブをム 

网 •ホ區 巧 巧 お ノぞ巧 巧 巧 ハな 一巧 ュ巧 グル W おを 巧 义ハ其 ノーな __ 及ブ 
巧阳巧 巧エ を 巧 巧 駐在 曲 おを 貞 (Keichsksnnlissare bei を 口 Indu をュ 《 end Han を Iskamsern ) 
r ち 巧 大臣 ハな エ會 巧が- 1 w 家を 貝ブお クコ トブ 巧。 w み 至貝ノ w 巧 《巧 ホ 大ち么 ヲおム • 

二 •ち濟 大臣 《巧 エみ 巧 所- 1 を 巧み 格 トシ テ 苗 おみ 務ブを 巧 スル n トブ巧 

一二、 5£お歪負<巧ーニがノホ巧を^6»ノ巧が下二*シ， みノホ巧巧巧ュがおかヲをク 

\ 第 =1 車 ta 戊裹窠 «演 C 区 ihrul ち end Lamlw ^ rtschwft ) 

一 巧濟巧 ft 々その他】 R な 令 I か 友 


を一云 《法々* - 5 

巧 五が ラント" (プ曰 ヴィン ツ) を 巧 (尸 anas ( provis 堅) 田 fnshrunKshmter ) ’ 

一* をな ホ 裏ぞノ 下- プロ ィ七ン が テ ハ 巧 タートと •ラント" (ごヴ ィミ) 失 巧 お ブ谊ク 。お 巧 巧ホ乂 
臣 ハ’ ラント ロヴ イン ヴミ «廳 ノ巧冉 巧 曲 ヲぞム 。同大ち ハ ミノ 致な 地 ホを お s ’ ラント 食 巧 おヲ拒 

カザル 昔 ヲをム ル コト ブ得 

二 •ラント" 9 ロヴ ィン ッ) ち巧廳 ハ其ノ な？ ラレ クルを g ノ ー巧 卜なル J ノ丰 ザノ 地れ-巧た ブ ホス コト 
ナシ〇其ノぞを二 「ラント《(プ。ヴ<ンツ)を8直」ブおかス 
巧 ー ハが を 巧を 坦 W ( K たを 3 nhh 2 tand ) 

一 •度 巧を W 面 ハ 巧な 的- _ 食 巧 ft ホ 大をノ ホ持ユ 屬ス〇 みな ホ 方を 廳 •プ "ィセ ンユが テ ハかず ノ 巧な 二觸 スル 
を 巧を W 曲 ノま貝 及 支な ハ 化 等を . M 二おケ ラレ クル ラン トリ (プ e ヴィン ツ) 夕巧お 二 化 W ス 
二、 ち ノ規を 《下な 行政を 廳二 巧ヶラ A ル 食 ® W (巧 义條 )-1 ホ么ブ ホ用ス 

第因韋 山# A 本# «* (可 02t end 直え zwirtschaft ) 

巧ヒ化 山林 木が 廳 (Forst end HoUwirtachaft を m な r ) 

一 •巧 一巧 ユ巧 グル 官 g _1 山林 木 wg ヲ a ク 

二 •山林 木材 お ハち ぜおノ 所 •な 卜なル モ乂ノ 本 ザノを « 上 ノ地化 た ブ米ス コト ナシ〇 な米ノ をあユ 「山が 
木が 廳」 ブ 的化ス 

ご 一、 出 林木れ » ノ联 巧橘战 ハル 特長を 么ブを A 



阳 •山林 木が が/巧 待 お 曲 ハ 第一が ュ拽 グル w 巧 巧 K 又 ハが ゾ ー巧 ュ义プ 

第五 章 巧 tt 巧*?; 

巧 八 ホ ラント 巧衡巧 ( Landes ミ bi な Smt : さ) あ 巧 《が 巧を (を r Rek : す trshinder tier Arbeit ) ゾ 化！！ ハ 之 

プ巧 ゲズ 

« ホ 章 下な 巧 政ち a 

巧乂 がを 沒お (田 r ミ hrungs^t さ) 义巧ホ W (wirtschaftsHm すユ 

一* 州 巧 ( La をす eis) 二が テ ハク ラィスち を ( La を ra こ 二' 巧 巧 ( sta を k を S) 二が テ ハ 市 お (CMJ ミ bii な ミ. 

nleister ) ノ下 二， を 巧 お 及 お 巧 局 ヲ思ク 。其ノ なお ハが 择わ商 W おを お 之 ヲをム 
二， ちを お ハ 下が 巧れ をち ノーが 卜 な ル。 下れ 行なを おを- 1 「度 巧 W 」 叉 ハ 「巧 巧 W 」 ヲ 附加ス 
1二> 下な 巧な だ お ハを 二が 及 巧 五が 二 巧 グルを お ノ指巧 二が フ 
巧 十が ペル リン •ハンブルク 义ゥィ ー ン ニが ケル 特圳規 を 

を 都べ ル 9 ン ，ハン ザが 巧 クル ハンブルク 及 ゥィー ン巧 二が テ ハち 巧 大臣み み 巧な 柔 大臣 ハ 相互 お 深ノ上 お圳试 
を ヲ投ク 

第 セ 韋巧拴 巧を 

一 巧濟巧 反々 その 化】 お 法々 一九 ホ 


sa ss$0 - 

巧 十一が 本々 巧 巧 ュ必 f ル 堯ホニ 巧な 規則 ハをホ巧 をノ 巧ス ルが 則 二が ヒ •を 持 惹累么 ブをム 
巧 十二を 本々 ハ 公布 (八ち 二十と 日) ノ日ョ 9 么ヲ 巧巧ス 

を 巧な 巧 

1 ■ 

二 お 巧 化-品 スルを 施を (巧 一次 化り な) ( i 一峯 S 一一； 日 ぉ) 

VeroT-dnu 另 Z 弓 Durchfiihru 另 tier Verordnu ち f r die Wirtschaftsverwaltu 另 

(Ei 日 urch で hriaverord 呂曼 Vi 27 . を gust 1939 (KGE S. ミ 9) 

i 充年 八月 二十 七日 的を さ g ュ閒 スルな 令 ( i 巧 5 一四 查 負) s 下を 二な 令」 卜 稱ス) 巧 十一が 

ユホキ 左記 ノ巧 命々 ス 
な 令 巧 55 巧 _ 品シ 

巧 一が こ) 巧 巧 大ちノ « 限 二ぶ クを巧 官が左 ノかシ 

(ィ) 中央 巧 (す ich をを さ ) セ々 ま 二 九 • 

(口) 巧め 巧 《特別を 巧を (を づ資を さ ミ PG ミちす ご 『 を〇 苗 ジミすな ミミち ブ》 二) 

(ハ) 中 蓋 力 W (die Re— ミミ ミ die wlesit ミ irtsch た こ ( R を臺 口を ミミ ニ さ 一 
、 1 ) 巧 品が W 曲 お ま 負 ( d ち》 た chskomm を ar ご r >ざゴ 21 ミ i と verwertp 另) 

(ホ) 巧 を そを 巨 ( d 3 r 巧ミ〇一す が ch ごち こ レ r を〇 含を 己 口 召ち & C ドユ C 口) 



二， 巧 一巧 ュ巧 グル ま ハ 法巧义 ハを 令ノホ 巧シ タル *1 战ノ巧 曲 巧 ュがテ 巧を ブ绿ス 
命々 巧 一巧 巧 二 巧- 1 屏シ 

を 一 巧 一， 本み 巧 一巧 ュ巧 グルを 38 ポ其ノ ホ 任ャ ラレ タル W 限 ノ巧巧 巧 二め テ 巧 令 プ巧シ 巧 ヘキ •を 巧 大臣 ノ伟 
限 巧-ー ホ* を！ B 及 巧 A 的 自治 曲 巧 ュ « スル ザ 左 ノかシ 

(ィ) プロ ィ七ン 巧 山ち やお (0 ぞ 1.ぞ 『を まさ) 及プ P ィセ ンブ おク备 ラント/ホ 商錶山 をち ミ 『を 0 妄を艾 
(口) 公的 巧 註 ホ 苗 ピ (3 をを ご 5 ベ ミ 0 すけ も S ごこを き ユー 0 す >ら けを ま) ブをム 巧 《み 巧 所 
(〇 商工 會話巧 
ごこ 手工 ま 會な所 

(ホ) みな 所-一巧 入 セラ レ ザル 地方 由 巧 巧な (を 曲 WU 巧 eichs ち UPP ミ •巧 《 W "Wirt ち h ど， 乙う uppeu. 

專 口*" す〇 さ 2 召 en . 下み 專 口* UFachu ミ nrRS 召さ】 

へへ) W 总を ( di » > c 3 se 3 han を 1 st と lea ) 

へ卜) 巧を を (ロミ ise ミミ lien ) 

( チ) お S まや 官 (di« Dien ま St 么 len A さ " echiiischen ご berwachunpt) 

二， お 令プ發 スル！ i 巧 《巧 一巧 ュ 巧 グルを 廳及巧 エを巧 国 枯ニシ テ 其ノを なお 》ノ をな 义 ハーな ボ巧巧 w 巧を 巧 
ノ巧曲 ュ« スル モノ ニみ ブ〇 を！ 8 又 ハ a 巧ノ 住所 ガ曲 巧な 冉 W ホ ニ お ル トキ ハ 指々 ヲを スル ュ先ナ •义 ハが 息 
ブ巧 スル トキ ハ 事後 5 巧 ホ» 巧 《お __巧| ホス ペシ 
命令 S 1 ミ拥シ 

一 な濟巧 K を その他 一 » 法令 一九 力 


を-云 ミた 濟法ミ -50 

巧 一二が r 娩 巧ち 巧應 二を 巧 セラ ルル 巧 左 ノかシ 
(ィ) 巧 おエ柔 巧を ゾ をを お カノ 巧が 
("】 す巧扶 直を ナル 巧柔 ちを ノ巧巧 
(《) 不可 快 直 巧 ナル 手工 卖 w » ノ巧巧 
(二) す 巧 か》 巧 ナんな 用 «»义 《巧ち 企 タノ か 
(ホ) 動力 供 おノ巧 巧 

(へ) 巧 巧る 半 « 品を 理ノ t 施 * 對 スル 協力 

(卜】 お获 •動力 お 巧 •巧 巧 ホ •ゴ A 巧 6 •巧 巧裝な •化 巧 •お K 其ノ 化特圳 管理 二 化 スルを 巧な ノ巧 费規お 

ゾ g 度 

(チ) おぶ ノ文巧 巧 用 ノ«篇 

1 r » 巧 大ちハ (二) ュ巧 グル « 巧ボ が* ノ地 K 巧 巧； n ノミュ 巧 j ! 其ノ他 地域め ホ按化 g ヲ おへ i 么ブな 巧 
スルを ブを A ル コト プ巧 

ご 1、 地 巧を 巧 お- 1 至 任 セラ レ タル 巧 巧 巧 曲ュ* スルが* ノ WK 及を ホ 乂- お ノ巧持 ホ 巧 二 » スル 他 ノを廳 •お 二 巧 
山を そ肪ち 巧 》拉 _| お スルを 巧 巧 苗 ノ巧ホ ハ » 濟 大臣 义 < 么 二が を 巧 大臣 ノを 巧ヲを ケタ ルを K ノを スル お 
M ノ規を 二 化 テ 之 ヲをム 
命々 巧 阳巧巧 一巧 _| 拥シ 

巧阳が 一 •巧エ 々を 所た お ；* 0 Prti もを ミ さを r indu ち rin 5 U 1 Handolskammern ) 八么ヲ WW を 負 C 巧 


が ス》 曲 おを 貝 ハ ー九 一二 おが 一 さ 革 六日 附巧 をを をを (口- 夕公 (《法 巧 一巧 一一 克 ち) 巧 •む阳 十 化な ノお ホ- 
が ケル あ ホな トス 

二 •曲 装を 貝ノ 人め 及れ 的々 用 ハな エ を 惡巧ノ を 巧 トス 

一二， を任ャ ラレ タル 腐おノ お* 巧 二が ケル 巧 おを貞 ノ贿が ハ 括が 大お 义ハ么 一-がおか 乂 おノを 巧ヲを ケタ ルを た 
之 プをム 

命令 巧阳 がを 二 項 ュ巧シ 

巧を が窒 一が 巧 一巧 (ィ )• Q 口) •ごこ A 金 (へ ごが グルな 巧 ノおむ ハみ な 所-一と ブ 重巧ス 。み譯 所 《此み 化巧ノ 
巧な.！ 化 ホ おを W 廳ノお 令-服 K C ち 巧 大芭ハ 巧擧シ タルを がを ガ化 兵を 巧 文ハ视 々ノ i 所ュ化 ブノミ 1 
此等 ノをノ ± 地を 括 巧 苗 ヲおユ ル 巧 合 ニモ ー 執 巧 スべキ 旨 ヲをム ル コト プ巧 
巧 六が 一 •巧 お W ハな お*! 巧 シ巧エ 巧を - IKK ル 巧 生 巧が おな •特 _1 お决 •か 力 巧ち 巧 巧 巧 ゴム 巧 《れ巧 巧 
お’ 扔ちあ A 及 其 ノ化ノ ず 巧 下 H まなな ノ 巧巧プ を ス H お 又 巧 一二 條巧 一巧 (卜ご 
巧 おノ巧 策 及が 用 ホ其ノ なお 二 お スル モノ トス (巧 一一 一條 第 1 巧 (ナご 

二、 其 ノ他だ 巧おノ 巧を •權 おみを 巧 大おノ をを お務二 » スル 他ノ 巧を お ホ ニ曲拓 ’おュ 巧エ會 まが __ 巧 スル 巧 
/ 管 待 お西ノ 限が ハを 巧 大臣 ノ至巧 ヲをケ クルを K ノ巧 スル お 刖規を 二 巧テ么 ブをム 
一二 •を濟 巧 ハを 巧 セラ レ クルな 巧ノお 行-が 巧 W 村艾 《巧 町衬 化を ブが用 スル コト ヲ 巧。 巧シ が* ノ 化が 二け が 
巧め •一巧 止 セラ レ クル トキ 《化 ノ巧ニ ホラ ズ 

阳 ，巧 巧 お 《ホ 巧ち ホ おノ 指令 ヲをク 。巧 則 的 お 令 又 ハ お 二* 巧 ナル お々 ハ 上な 行政を 廳之ブ 巧ス。 

一 li 濟巧 皮を その 化】 わ 化々 4101 


巧 Ilia 戦 巧な 濟 法々 ♦ M 0 ご 
巧シ 巧を ヲお スル トキ 《地 巧を かな ガ巧按 - I 巧々 ブ巧シ •同時 __ 上な 巧 政を お ユ巧お スル ヲがゲ ズ〇內 巧 大臣 卜 
巧 謀ノ hA 订 政を K 卜存巧 K べキ なお ノ 化を ブ ちス。 

巧と 巧 本々 ハな ホ ノ日ョ 9 之 ヲ巧行 K • 

ち 巧 大巧 

一二 經ホ巧 政 二 脚 スルな な 化 巧々 (第二み 施行々) こを 二峯を 一日 S 

v'ofordncllw Ncr Dcrchflihfcnf? tio 『 <»rord3cng iibolr die wirtschaftsvolrvv.wltu. 
ng (zw を を Dcrchflihnm 苗 ミ rordnug) vom 尸 55 さ teml>ei* 1S9 (Ko 空 • I s. 15 蚕 ) 

一九 s 九 年 八 さ 一十 セ 日附巧 《巧は ユ閒 スル 命令 ( なが 巧 一巧 一四 九 五 夏 s 下を 二 「命 さ卜巧 K 系 十一な 
ユぶ キ左ノ 通み 令ス 
み々 巧 一 お 巧 一巧 二閒シ 

巧】 條 一， 山林 長を ゾ樣设 _ 一ぶ ク を！？ だ廳 巧/か シ 
中央 木が お (巧を ch ます lie f ミ 古 〇一こ 

二、 巧 一巧 二 巧 グル モノ 《法律 又 《か 令ノ を巧シ タル！！ 化 ノ巧曲 巧 ユめナ 巧 令ヲ致 K 
な々 巧 一條 第二な _| 閒シ . 

巧 I 哀 一， 本々 巧 一保 二が グルを H 力 其 ノを巧 セラ レ クル 植化ノ 巧 苗 巧！！ が ブ巧令 ヲ巧シ 巧 ヘキ •山林ち を ノ》 



设巧ユ 化 ルを « 及な 巧 的 自治 曲® ハ 左 ノかシ 

( ィ ) 山林 ぉ央 ず巧會 山林を fis (di» 巧 巧 ierun る 03 tf す、 を！： 巧 elchsfostverwJIltunK 一 

プ 0 ィ七ン .•ハ ィェルン 山林 4 ぶ ぞ理夕 ご シ nd » lf02tverw と ミ ng ) 山林 お 及乂ノ 他ノ备 ラント ノ 山林 地 巧 

巧 巧を 

(》) ホ 町が 及 其 ノ化ノ 曲巧ノ 山な 巧 巧會 

( ハ ) ホ ホ 巧 ホを wffi ごら ndesba ま rnschaften) 山林 巧史 貧 巧を WM 山林 W 
( 三 ) 巧が 巧 巧 w (di» Wirtschaf 立 Krup ミ 萬 ミ ind ミ trie) 

(ホ) 木が がま 専 巧 曲 (を® Fachgruppo HolNhande ご 

( 〇 木げ 扣エ 棄ち齊 * ( di » Wirtschaft ち rup ミす > lzve 3 rbeitenda Indstne ) . 

1 r お 令ヲを スル 慶ハ 5 巧 三 9 ルち 曼 .ハ おを 爱是 ユシナ 乂ノホ 蹇菌ノ をが 义ハ 5 •力 巧な 战 

防を W ノ巧苗 二 W スル モノ ニみ ブ 

をち 义ハ曲 紀ノ巧 巧ボ苗 巧を 巧は ホ ニ 在 ル トキ 《巧々 ヲ巧 スル ニ先ナ •义ハ 巧を プお スルト 午 《事後 二を 巧 山 
林 木材 U ( F0 ミミ d エミ Nwirtsc す ft さ-ミ) 二み 巧 K ペシ 

な々 巧 セが 巧 一二 巧 二閒シ • 

巧 一二が 一， 山林 木材 廳__ 至 巧 セラ ルル « 巧ち ノかシ 

(ィ) 曲が 林 •公 お 林 •が 巧 W 二が ケル 木が 生 巧 ノお典 •巧 保 A をな 

一 お^け^|夕その化 1 わ化せ 二 0 一二 


ホ sa IP 巧が々 化 ザ 》 二 OH 
( B ) 山掉 をを ノ をな 二* ス* 木が か エホ ノ# ま お ナル 巧を ノをホ 化 カノな 化 
(ハ) 不可 巧 族 お ナル 木が 取かノ # が 

- r 巧ノ R お/ 附 かみが* ノ« 识ノ 巧が- IM スルを プ SK n ト ハ么ブ がが ス • 

一二 •山 梓 木が g 二 《巧 •巧 (Abt を ~un 再 n ) ヲ巧ク 。的 おノ 巧を 山み 木 わ お' か 巧み 陆を ( die プーミ ktv ミ ehli . 
《旨 K を r deutach ます ミ imd Holz ミ r で chaft ) ノル お ハ 特則巧 トシ •岛 中央 木材 W ノす巧 トス 
な々 ホ九條 二巧シ 

ホ阳 がち 巧： 3 (W ミ schaf で sit さ) 义餐 《お 田 r 夏 hrvm 运 S 3 t さ) 《巧ノ を巧ャ ラレ クル か 巧ノか 巧ュ巧 y • 
其 ノ# 巧 二 脚シ巧 かシ タル 山林 木が 巧 巧ノ專 口おノ ちを ヲを スル n トヲが 
巧 五 任 本々 ハ 公布 ノ日 (九月 二 H) mj 之ブ 巧け K . 

山林を を 

叫むな 簡ぶ化 二 削 スル おが 化が ( 一を ミ 年 八ち 1+ C 日 的) 

田 rlass aow 巧。 hrers C 口 d Roiohsksrulorj ubrel * ilirt V « reinfachc 3{? drti - vrtrwwltcut ? 

Vi 芭. >ミ11 を 19 ち (巧 GRl.I w.l 没 5) 

がみ 巧 法おノ 巧* ハを 的 巧な ノ w ホ ナル 巧の プお术 K 。 化ノお 求-丈 ツルち が ナお大 /*«__ なが スル モ 公的け 
お/おわみ W み-一巧 スル 巧命ブ をを セン ポ をを 《在ノ 迸 訓みス 



巧一 r 余 <お テ ノを篇 二 5 其ノを 能ヵ ヲ巧 タン •暑な ホ 萬 的 装ブ打 タンな テ 化 巧 円 由 ナルを々 ヲ 巧スコ 
トヲ 巧待ス グ 
二， 设窩 を省ノ 、をを な ハ 巧 巧を tt ノ回巧 ナル 巧術プ 巧が シ且ッ ，巧 巧 ノお巧 二が 等 ノ邊巧 ヲモが ャザラ シムル 
コト ゾ藻巧 ヲちフ 

一二 •下み 巧： 曲 明 二 於 テ •法样 •法規 •命令 又 ハ 巧は 规則 -I が •甲を おガ 乙を おノ材 なブ捏 ルヲお スル トキ ハ •乙 
を お 《お 怠 巧ぶ 奇ブを a シ タルを 1 a 閒 天ち 巧 スル ♦巧 ホ廳 タル 甲を 廳ユ 女*- 巧 ルち 藻まヲ 巧を セ ザル トキ 
《、巧 ノ问 なア* クル モ ノト 巧な ス 

巧 二 一 •ラィヒ •ラント， 巧 町 林 及を を 上/曲 拓ノ巧 テ ノ巧枯 ハ 苗 巧 姑な# 巧プ ホ テ ノ化ノ 巧 巧 ユ度ホ 的'' 么ヲ 
お 巧 KO 巧者が ナーお 的を お 《巧な ノ 々カノ 皮 巧 二が テ 之 ヲ巧フ 
二，. をを K おを ハ两 巧が 巧 巧務ヲ 迅速 二を 巧 シ巧シ A ルを、 をな 满がノ 本務み 巧ヲ按 が スル コト ヲおス 
(一 云 巧 政な お 及を 《巧 巧ハ おを 暑 ノぞ見 プ巧シ タルを* みか 止. ンおル 巧 致 李 お ノホ巧 お拍ヲ 指を スこ卜 
ヲ巧 

望 一 r 最賽巧 《ま： S 決 ノ愛ブ 弟 V ザル 投 ，•巧 S 上 蓋 寡 父 《ホな 巧 政を. ー ノ用限 《二 7 ル 巧れ 
巧 か 巧 (蚕 巧樣 •を お權 す) プ 下な ぞ廳 ユお讓 スル コト ヲ巧 
二， 巧 巧 法を モ亦巧 巧 わ お ぞ巧ノ を見プ 9 シク ルみ 乂ノ ホス A 巧 政 巧 か t プホ巧 最苗お 街ノ下 » を W ホ# ス * 
3 トブ巧〇 巧は巧を ハ ぞなな巧ぞ巧卜な^^ノ上ぶザタヲは輿シ ク ル巧規をブ巧止ス ル 3 トヲ巧 

巧阳 一， ラィ t •ラント •ホ 町 « み 公が 上ノ WK ノ巧 极キ巧 二む シテハ 巧 S 义ハ 巧が ノ ぶみ-巧 スル 材 « ノ をげ 
一 お濟 け* を その他 一 わな 令 二 0 五 


巧 llltt « 巧お濟 法令 》 一一 G 方 
的を ホ プ與フ 

二 •巧れ を 种手巧 二が テ お々 二 巧 スルな 强ノ 申立 プ爲ス け 9 = •巧 巧ノ 申立^ 上紋を K 叉 ハを をを おノ がが 手 巧 
二め テ 么， 行 7。 おおを 化を お < ま 里大 ナルト 午 义<? ノ巧合 二が テ お 刖ノ巧 が： 卜牛 《雲-もへ テ 巧 
なを 料を 巧ヲ を 可 スル コト ヲ 巧。 巧 巧を 料キ 巧- _ 於 ケルを* ノ 申立 二拥 スル 現行を ノ規 を* 化リ ，巧 巧を ホを 
芭ノを 巧 ポホか 問な タル トキ ハ 巧 巧を 決を R ハ行れ 栽 判 乎な 巧 W ノ 化を ブ巧フ 
一二 •行政 板な 巧ノ がか 二 巧 スル 上吿 ，巧を 义ハ お法ノ 法的 キ段ハ •おな ホ まを 理 行政を が巧ガ 本な メ テ* 大 ナル 
コト 又 ハが* ノ巧合 _ 一が ケル 特則ノ ホ 巧 二ち ミ， 上 吿义ハ 巧 ホ/かを ヲ宜ま シタルト キニ 巧， 之 ヲ巧フ 
巧. 坦巧 《な 法 ( Reich さ b 运 betlomnug ) ノ 適用 巧 坦ユ阳 シテハ •巧 おユ が. 巧 巧 巧 サ 凡ルノ ミナ ラズら 
巧 » 化 巧 巧 二百 一二 十と が)， 巧 巧ノ 申立 ヲ巧 ♦ルル トキ ハ ( W おか 收巧巧 二ち 一二 十條) 舆 巧/中立 ヲ爲ス ペシ 
で •を 巧 上 ノ巧膀 ( Koch な beshwarde ) ハ 上な おなおを ( oberfinal 民 prSskie ミ) が ホな メ テ董大 ナル カ义ハ 
柄* ノ 巧を 二が テ特則 ノ审巧 アル-- ョ—法 か 上/巧 頂 プ巧可 シク ル トキ ニ 氏 9 之 ブ巧フ コト ヲ巧 
巧 五 一 •を 巧を 巧ゾ巧 *ユ 巧 スルな を 上/ 围巧 《を 巧を ぷ_ 一な# ス 。が 巧を 督權 ヲけ與 セラ レ タル 下 巧を 廳ハ其 
/ 從 ホ/巧を* 公法 上/* 巧 ユ巧シ 巧々 ブを スル ノ 權巧ヲ おお ス 
二 •ま 占を を ハ •をノ 公法 上ノ *お ノ 巧の ブ巧 ムス ルカる 力 又 ハ か 何 ナルが 巧 二が テ 么ヲ巧 フカ ヲ 化を シホユ を 
曲巧ガ 巧ぶ 巧れ 巧 巧ブ 巧を スル々 を 力で ハ か 何 ナル 巧 困 二が テ 巧を スル カブを ム 
一二 •みな 巧 巧 ハ 斤 巧 巧 巧 巧 曲 二 W スルを 的 《 巧-一 お スル 補 巧を/巧 》 又 ハ 保止ノ 巧を ブ お- _ かス 〇仍シ おがめ 曲 
K 尸 案が 巧 巧 巧 巧ボ己 ムヲ巧 ザル W お 的 お' お-巧を ス み トキ ハれ ノ 巧-ホラ ズ 


•四 •巧は 雲及襄 愛二 財 お大お 卜奠ノ をを 人 皮を 法人/かか 及 望 閒巧二 装を s クル ュトプ 巧 
巧ち 巧孜 なをみを ホ 巧を ハを おを が/をを ブ巧シ タルを 巧れ 巧 是化ノ 其 ノ化ノ 爲ノ規 を プをム 
巧 お 本が 吿ハ黨 • X か K (Guederolrdmmg) み 所！！ 巧 W わ (さを ち hlo を es Verbhnde ご ハ么ヲ 逆用 七ズ- 
ち 二 お シテハ お 刖規を ブ設ク 

內 .巧 乂 臣 


巧が 兼宰が 


W 務大 お ホ 巧が 巧 おお お 


五遍力 供が 確 化な こを 一 一峯 九ち 二日 的 ) 

V ■巧 弓 dnu 呂 N ミ wicllerstellu ち <ier Elektr 昏さ tsvorsor ち 另 VO 吕 W S ち temljer 1939 

(RG 空」 W.1607) 

法 ホ ノお祐 二 巧 9 巧を なを 及 曲 巧 ボ巧 を 卜 惊巧ノ 上ぶ ノ迪 命令 ス 

K ■章 中央 ■ 力！！ (を ich を elle f ミ die 田 一を trizlthtswirt ち haft) 

巧 一が を 力 かお 巧が ノち 中央 お 力 巧 (中み か 力 お 拾 お" 巧を を ロミ 巧を 一 さ) ヲ垣ク 。中央を 力 巧 《其ノ 化が プ 
ベル 9 ン ュ涅ク 

を 京 中央を 力 おを を (d き Leit 巧を r 》 cich おを 交 ハ お 巧大お 么ヲ 巧が ス 。右ち をノ 本！！ おを ハ お 巧 大臣 


R 濟巧 R を その 化】 お 法令 


二 2 


望 a 5 お ホ 法 s こ C 八 

巧 一二が 中央な 力 お ハ 

(ィ) 其ノ をな 5 スルな 力/巧々 ま-一巧 スル 洪おブ •おお ノ程 巧ュが ジ之プ が讲シ みお 力 供 お 企柔お 义自ぶ 
お 力巧設 (因 ま nan 立 ま n ) / 巧 巧を ュおシ •巧 ノ ちかお ナル お々 ブ巧シ 
(こお 费を 5 スル 电力巧 給ヲ巧 巧め 义 ハ ー時的 巧 ムシち ハ 么ヲ制 お シ义ハ 巧 ♦を __ 巧 シテ必 お ナル 巧 令 
ブ發シ 

(ハ) 巧耍 ナルが ホを 二が スルを 力 供た 巧が ノ良ノ 巧 テ ノ措理 ヲ巧ル コト ヲ巧〇 巧 シ他ノ をな ノを持 お 曲ブ镑 
ス コト ヲ巧ズ 

巧の が 巧 巧大お ハ 中 かを 力 お 二 巧 シ巧ノ 他 ノな砖 请巧ヲ を 巧 スル コト ヲ 巧。 巧シ巿 がけみ 巧が^^^ を 二 巧 スル ま 
を ナル 苗 力 供な 二ぜア ハ 公共 曲拉 をが なお (Komm 呂 alau を ch ご brth ま de ) ノみ 格-一 於 ケル 巧 巧 大お卜 格な ス 

ペシ 

第二 巧 ホ e 巧 ホ 面エ會 3 巧/度 巧 

巧ぷお 一 •化 苗 活ホ胺 ハ 中央 お 力 お ノを巧 二が 9 自己 ノを おュ巧 スル 中央を 力 おノ補 »ブ 執け ス 。地 巧活巧 K ハ 
中央 度 力 K ノ其 巧め 巧 令 ブ仰グ モノ トス 

二， 巧々 大段ハ 巧】 巧ノ 巧限ノ 巧ヲ 巧* ノ巧 ホ« 二巧定 スル コト ヲ巧〇 を々 大臣 ハを ノ 巧を ブな スュ巧 9 化 等 
地 巧 お 巧 お ノ± 地を 括 ヲ乂ノ 化ノを 巧卜 々巧シ テ おムル コト ヲ 巧〇乂 ノ他ノ ホち 担濟お ハ必お ナル 巧れ 上ノ補 
巧ヲ供 スル コト ヲ巧 K 



巧 六が 1、 巧 エみ巧 所 ハ 中 かおが な/を 巧ュ 巧— 円 己 ノ巧巧 二 gK ル 巾 わを 力 おノ W おヲみ 巧ス 。を ノ巧エ みな 
巧 ハ 右 まな 请»ノ 巧 巧 ュホテ ハ 化 ち ホ お (巧た が) ノ なが 的 巧令ノ おぶ ヲ巧ク 。巧 急ヲ巧 スル トキ ハ 中央 巧 
力ち 荫巧二 具が 的 お 令ヲ巧 スル コト ブ巧 

二 •沒巧 大巧 ハ 巧 一巧/ 请巧ノ みな ヲ 巧々 ノ 商工ち 濟を法 所-巧を スル コト ヲ 巧。 お ホ 大を ハち ノ 限を ヲなス こ 
巧— 之 等 商工み ま 所ノホ 巧が 择ブ •其 ゾ化ノ 巧 括卜 々巧シ テを ムル コト ヲ 巧。 其 ノ他ノ 商工み な 巧 ハ必お ナル 
巧 わ 補助 ブ巧 スル コト ヲ巧 K 

さ 一章 tt 力 継 濟ま二 巧；！！ 巧 

巧 お 巧 一を 二睾 十一! 夕一 二日 的 助力 巧 S(DS EnergiewiihaftaK 2 etz vom Iseiberl 没 5 巧 i. 

w W .14 S ご ゾ規を ハ 本々 巧 行中 ホ 其ノ巧 カヲが JKK 。 巧シ 本々 二 巧 テ M 巧 ノをブ な シク ル トキ 八 化/お ニ ホラ ズ 
巧 八が 勤 力ち W を 巧 阳がノ 巧* ノ吿ホ ハな 力 設话ノ 巧 W 样ム ュがナ 《かお ナキ モノ トス。 巧 シ右ノ 法 « 巧 止 ハ 本 
々巧 一二 巧ュ A キ中 みぶ 力 K ノ 訊々-- 巧 ル モノ ナル コト ブ要ス 
巧 九が 中央な 力 IT 力 本々 巧 一二 隹 (ィ) 二 巧-' •巧 力 設況ノ 巧 巧 巧- 1 巧 シ巧 一二 者 二な カ プお铃 スル コト ヲなジ タルト 
キ ハ •巧な ホ 《ちノ み 令/ «« 巧 閒中ハ 巧 則/を 可ナキ ♦巧 力を 濟法巧 五が ノ巧力 供た ブ巧フ n トブ巧 
巧 十が 三) 中央 お 力 g ガ本令 巧 一一 一巧 (*0 二が 9 •巧 人 巧々 夕义ハ 巧费ホ W 拓ュ巧 スルな 力 供が プ停止 シタルト キ 
ハ •一 お ノ巧巧 ホ ニ 巧 わぶ 務 ( die と方弓 た ミ > n 3 chlus 3 C 3 d Ve 30 rKcn 宿 pflicliO (か 力 巧 巧 巧 巧 六が) 

ハ 化/度 二め テ ハ 適 巧ナキ モノ トス 

W む K かそ SfM な 化々 二 0 化 


タニな* s 濟 法令* こ- 
二， 動力 爱法巧 六が 第五 巧 ノ沒ぞ ハ 本 令 篇巧琵 中 ハ 其 ノ巧ヵ プ失フ 

»凸 章 美/他/巧 M 

巧 十 i 1 •中央 宙力一 及 本々 巧 五 か奚六 隹二巧 グル 巧を ミまノ g 的 2 ノ ちま 力 供 お 企ホ寞 ノ他ノ 
を 持--? 美ノ隻 的 ホニ运 を/か？ 曲 X S テ ノが吿 55 こトヲ 巧 
二 •中央 宙力お ハ 其 ノ皮お ノお巧 巧 ユがテ « 力 供が 企 ホ 及が 人 巧* ノ所 巧を __ 巧 シーを ノ巧術 上ち ユ巧巧 上ノ化 
態 あ* 化 プ巧吿 スル ノ巧 巧ブ 負ハシ A ル 3 トブ巧 

巧 十一 一條 中央* i 力 廳义 < 本令窒 條及寞 た二受 ル官 5 其ノ R 巧 執 ご 付 達 J を ホ-去 ノ留ぞ (を. 

hilfen )5 な 持 上 ノ巧吿 ヲおキ •なお お 巧 上す 巧 クルを ホれ 废及 ちを 化態ブ 担* 二が 用シ义 《他ゾ ザ ュ愛ス 
ル n トハ么 ブをズ 。其 ふ ノを資 ニシテ 其ノ公 巧 ガ公这 义ハ堇 ホノ香 ナル 巧 笠 二 だ スル モノ ニぜァ 《巧 巧プ 
巧 ル コト 5 ス 。右ノ 親 ハ 巧曼 ハを 巧 執行 ノが了 ユョ ，テ 巧 おブを クル コト ナシ 、巧 か ザ 及 袖 帖ホハ 其ノ巧 
務 / をむ 的を 巧ブ 巧手 ブはテ 巧 お スル コト プ巧ス 

穿呈 一巧 季一 哀ノ S 5 反シ テ輯 巧ノ義 二せ 5 《雲が 店 若 《巧 叢 おプを， S 用 シク ル 巧 ハ蠢及 

巧を 义 ハみ ノれノ 何 レヵ ユおス 

巧 十网巧 一. 中央を 力ち ハ か 霎み企 柔ノ巧 巧 ァルち お 人ヲ無 護 ノ畜巧 ノ巧拥 机 二が， 义ハ 苗を •お 制 二 巧， 
其ノ 命を 又 ハと 令 巧 あを 巧ち が 二が グルを K ノ 訊々 二 お ハシム ル； プ 巧。 ながが (巧 さ 3 f さ) ハ 中 
央お力 ぉ 4 •ホ ニ 3 , 撐を (玄 旨艮 i 巧) 二 於 テ 曲 稱爱巧 糞 ノ舅ノ S メこ タルミが メラ ルル 



h ト アルべ キ规を 二な ヒ 巧れ ス〇オ スト マルク-一め テ (オ I スト， 1 巧 化み 巧を 在 as OsterreU : 芭 8ch» ver - 
w と tungsvol だ trecku 35 ge 3 etz _ 》 GB 1. Mr . 27 夕 192 ゴ巧 一一 一巧 ノ規ち 二 巧 テ货化 K 
二 •ホ 町村 (巧 町村 化を) 又 ハ其ノ をを ノ訓 々巧み おお 二む スル 手が ハぶ 巧 ホ 巧- 1 閒 スル 巧 政を ノ規を 二が フ 
巧 十五が 本 令 义ハ本 令祐巧 規をノ 執行- _閱 スル 巧 お- 1 W リ テを ジタ ルが 巧 二 お シテハ お 則 トシ テ お 巧 ブ巧ハ ザル 
モノ トス。 お ユ巧狀 み ホス. べキ トキ ハ 中央 お 力 お/ 提巧 二ぶ キ. を々 大朽 么ガ 賠化ヲ 巧フ コト ヲ巧 
巧 十六が お 巧 大臣 ハ 本令ノ 施れ-一 必お ナルを 規ホ - I 巧れ 規則 ヲをム 
巧 十 お 條本令 《公布 ノち 九月 四日) ョ 9 么ヲ 施行 ス 

巧 巧 巧を 

六 ガス 供給 拖 化な こ 丸 ミ 妾 九月 二 +日附 一 

Verordnung ZU1 wichers 。 么乙 ng <inr cas<«rsor 君 Vi 30. wep 。 き be ， 193W 
' SB こご 8法) 

一九 三 一九 年 八月 二十と 日 的 巧 巧 行政 二 巧 スル 命々 (公が 巧 一な 一四 九 お 巧) 巧 一二 巧を 一二 巧 ユぶ午 一九 一二 化 中 八月 
二十 セ H 附 おが 巧な- 1 昭 スルみ々 施行 令 (巧 ー ホ 化 巧ち なが 巧 一巧】 五】 か 長を 二が 第】 巧 (ホ) 化 巧 ノ お左ノ 
巧な 令ス 

一 K 濟巧 R 々その他】 « 法令 二 】 I 


望は 氏巧襄 法々 蓮 ！ こ-二 

第 _« 巧エ曹 US 巧/ 祖巧 . 

巧 一が ホ 巧 経 巧 お ハ 

(ィ) 巧 ノを博 二！！ スル ポス / 巧 费タュ 巧 スル 巧を プ •を お ノち巧 __ が ジ之ブ 巧が シ及 ボス 供 拾 企 ホ?^ 二巧シ 
其ノ巧 かお ナル 指々 ヲをシ 

(口) 巧 巧 ザ-一巧 スル ポス供 おヲお 巧的义 ハ】 時 的 二 任 止 シ若ハ 么ヲ制 化 シ叉ハ 巧 巧を 二 巧 シテ必 お ナル お々 
ヲをシ 

(こ 雲 ナル 巧*# 二 巧 スル ポス巧 給が 巧ノ 良/巧 ナノ 巧？ A ル コト ヲ 巧。 巧. ン化ノ を U ノを蹇 曲ヲ怯 
K 3 ト ヲ巧ズ 

を 京 ホ 巧 経 S ハ 冒 ノ宵養 曲 ご 巧 ル 巧 5 ノ 權吸ヲ 空み 講 二重 巧ス こトヲ 巧。 巧エ を 譯 所 ハ其ノ 

请化ノ みけ ュ巧 a 地 巧を 巧 お ノ具巧 的 指々 二 おお セラ ルル モノ トス - 
巧 一二が 地 巧 巧 巧 ミ？ 條ノ宙 巧 ノみ巧 ヲ俩； 望な ま. 所 二 设おシ 夕 瞬を ヲ 巧ス ニ巧リ ，其 ノ他ノ 巧お卜 
み 巧 シテホ 地を な プをム ル コト ヲ巧 

さ 一 ♦田 力 g 濟を I 巧 スル 

巧 巧が 一を 二 丑 ザ 十二 片 十一 二日 附巧 力ち ホを (たか 巧 5 一四 5 夏ノ規 をハ丰 々化 巧 中ぶ 其ノ 巧ヵヲ が巧ス 
巧シ 本々 二が テ 刖巧ノ を ブ芭 シタルト キハ 化/煤 二が ラズ 
巧ぉが の力控巧法ホ阳がノが：吿ポ ハ ポ スかおノ巧轉巧化 -_化テ ハ 必おナキ モ ノト ス。 化シちノ化巧お化 i 


々ま 一巧 二ぶ キ命去 ラレ タルモ ノナ ル コト ブ巧ス 

巧六條 r 丰令巧 一が (口 ごが— •供人 巧 巧を 义ハ巧 ♦ザ W お 二が シ ボスが 給ヲ伶 ムシ ダル トキ <• 1 お ノお巧 
ホュ 供給 美 巧 (動力を 巧 法 巧 六が) ハ 化ノ巧 二が テ ハ 巧 用ナキ モノ トス 
1 r 巧 力ち W 法 ホスが ホを 巧 ノ規お ハ 丰令餐 巧 巧 閒中ハ ホ ノ巧ヵ ヲ失ア 

第 I 二 ♦其/他/巧 則 

巧 おが 本々 ホ ーた みを 一條 ュ巧 グル 巧を 廳 《本 令ノ 目的を をノ芭 ガス 巧 おか ホみ 其ノ他 ノ巧朽 二な シ其ノ お 巧め 
ホ- 1 ちを ノ 化を 二阴 スル 巧 テノ巧 吿ブ 巧ぶ スル コト ヲ巧 

ホ 巧を お ハ-た 二巧ノ 甫巧ノ 化睹內 二が テ ボス 供給 企 ホ ュおシ ーを ノ 技術 上 ホ-お 巧 上 ノ化態 及# 巧 ヲが吿 スル ノ 
菜 巧ブ負 《シム* コト ブ巧 

巧 八が 本々 巧 一 隹及巧 I 一條- 1 巧 グルを 廳ガ 巧/お 巧みけ 二が 巧 用 スル ザ# 二其ノ 補助を ハな 巧上ゾ が吿ヲ 除キ* 
巧が 執行 上 知 9 巧 タルを まがお 及ち 巧 巧 おヲ を* ュが 用シ义 《化 ノお二 おが スル コト ハ 之 ヲ巧ズ C 其 ノ他ノ ホ W 
_ ーシ テ其ノ を巧ガ なを 叉 ハを 事を ノお當 ナルが 这ュ反 スル モノ-一 化 テ ハが 巧 ヲ守ル コト プ巧ス 。を ノ黨 お-巧 巧 
文 《巧 巧 執行 ノを 了-ー ョ 9 テ 變おヲ 巧 クル コト ナシ C 巧 化 巧 及 補助 ホ ハ 其ノを 巧ノ をむ め あ 巧 ヲが手 ブみア 巧れ 

スル コト ブ巧 K 

巧 化が 巧 九 條ノ規 をュ巧 だシ テが おちが ノ凳お 二せ キ艾 ハを 巧 狀おヲ 巧 リ __ が用シ タルを ハ 巧が 义 机を 义 ハ巧ノ 

れ レヵ-- 5 . 

一 わ ホ 斤 ft 々その 化 一 お 佐 お 一二 一二 


♦一二な IF 巧 《濟 法み 》 _ こ*- 

巧 十 巧 (二 巧 巧を 濟ミが ホ ホ 义企巧 ノ資を アル ぞお 人ブ無 制巧ノ 巧な 巧おゾ 巧が 沉二 依， 叉 ハ 巧 巧 お 制 __ 化， 
其ノ 訊々- な < ;こ トヲ 得。 强制 5 香を S/ 满ぶ二 3, 財 巧を 二め チ 塞赛法 及美ノ 巧巧ノ 良を 
ィこ クル 又 《ミラ ル こ トマル •ヘキ 規？ な K を K。 5 トマル クニが こ才 1 ;，> 巧 巧み 巧を 
•(を 巧 一を 一 五 年を ー セ 六な) ユ巧テ 巧化ス 

二、 巿町林 (巿町 w 化 貪 义ハ其 ノを巧 ノ洗令 遵守 堯巧ユ 巧 スル キ巧ハ 巧 巧 ホ 巧ユ巧 スル 行政法 ノ規を 二が フ 
巧 十 一條 本々 义<丰 令施巧 規をノ み 巧二两 スル 措 5 因， テ生ジ クル 望 二が シテ ハ攝 トシ テ お 巧 ヲ巧ハ ザル 
モ / トス 〇特 -1 巧 狀酌 ♦ス べキ トキ 八ち ホ大 ち么ポ 巧な ブ巧フ コト ヲ巧 ' 

巧 十二が 本々 《な 巧ノ日 (九 さす 一日) ョ ，么ブ 巧巧ス 

巧 巧大ち 

よ經濟 共助 二閒 スルな 令 こ义两 2 一一 巧 十を 讲) 

Verordnung 夏ミ G き einschaftsh 吉 。を r Wirtsc す ft Vi 19. Februar 1940 

(R§u s」 き 

巧 ホヲ巧 時が 態-一 適合 セシ A ル ニ かお ナル 巧 巧 巧 措置 ヲ巧フ ユをテ ハ 俩*ノ 企采ノ 化止ヲ 必要 トス ペシ 〇化止 セ 

ザル ヲ 得て シ 企ま ノ> 爱 を S 二 5 ル養累 的 债依ヲ が持シ •其 ノ巧ま 場ヲ案 と号 養 スルな •罢ナ 

，卜？ ルト* •ハヵ ヵル 企 f おシ補 肋を ヲ 巧れ スル コト ヲ巧ス 。之 二 お 巧 ナル ♦を ノ黄卜 がを ハ 巧巧ノ お时ノ 



巧 巧 トス 〇な么 、か ホ ホ巧义 ハな まな ザノが 因 9 巳ム ブ巧ズ 巧ち ヲ化 ムシ タル 企 菜 = 巧 シテハ 曲 朵ハ必 お ナル 
教 A 手巧ヲ 講ズ ペシ 

右ノ巧 由-- 乂キ 致な 曲 巧# fS ハ 法律 ノ巧 カヲ巧 スル 左 ノか令 ブをム 
巧 一が r エ 柔 •巧棄 及の 力を 曲 由 (Reich ち吕 PP さ ご！！ スル W 柏み おお 交通を 曲曲 ヲ除ク 交通 全 W 曲 (Reichs. 
verkehrs .巧 uppe S3 な ch ま a-lro ハ 其ノ巧 巧 ュシチ 巧 巧ち ホへ ノが巧 巧 措 面. I 巧 9 巧巧ブ 化止シ タルモ ノュ巧 
シ 準則 (否 chtlini さ) 二が ヒ權 巧的ュ 補助を プ 巧は スル コト ブ 巧。 右ノ单 則-上 お ノ巧曲 巧 之 プをム 。巧 則 ハ 
疫 ♦大臣 ノ间 をヲを ルヲ巧 K。 化シ巧 巧 大臣 《« 椿が 巧 曲夕歪 ほ卜お a ノ上其 ゾ间な ブ與フ 

二， 袖 巧を ノ 巧け 二が スル 法律上 ノ 巧ぶ 植ュせ テ 《本 令 《規 をセズ 

一二、 巧 巧を ィタが >_ おシテ ハが か ブ梢シ 义<« を (Aufla 再 n ) ヲ巧 スル コト プ巧 

四 •か 案が 有を ホ ニ乂ノ 法を 代 巧 人 ハ， 補助を 巧せ ノ«« スル 识 9 •ホ シキ ザ 資上ノ 巧が ブ 加へ タル トキ ハ 泌テ巧 
巧 ナクぞ 巧 《枯_ 一申吿 スル 堯巧 ブちフ 

あ •をな 曲巧ガ 補助を ノ 巧は ヲ拒お シ义ハ 補 巧 全 ノ« 巧 的 义化プ 停止 シク ル トキ 《をな 企 ミ ハ 其/みを ノ を速ァ 
— クルを la 聞な 巧ュ 巧な ヲ巧ぜ スル ノ權が ブザス。 巧時ソ ホ 起 ハが 化を 巧せ を 時 曲 巧_| 巧 シ巧ス ペシ。 エ 
柔 •なま 及 動力を W * ハを 專 円み 巧-一め テが 巧ノ 巧ホブ 巧フ 。巧 ノ他ノ 巧 テノ吗 合-一せ 中央 径 W みなが 
(巧を C す wirtschaftsk 旨 3 er ) 么ボ ホを ブ巧フ 

巧 二た 一、 巧 一 か 二 巧を スル 補 巧を ノ 巧が 夕をハ 巧 エを濟 《«义 ハ巧边 キエ 柔 M 巧 •ル 曲 巧 巧を W 曲 ( R を chs . 
K2 ち e FVenulenv さ k を ！-) 及！# 舶巧 巧を SS ヲおク を swaa ノを樂 w ( g 2 ち 呈之ブ g が K 。 みな 曲 《化 

一 1 K 濟巧 ft ♦その他 1 « 法令 二 一 五 


ホ 三な R 巧 わ w 法を お I • 

ノ島ノ 負 其/巧 巧 蠢二お シ踩巧 ff ) ブをス / 成が ヲ賣 。みお 曲-々 巧稱 規定 ノ制蔓 稅单ノ 望 
ヲ 5 ニ ハを 巧畜ノ 同意 ヲ巧ル i ス 。ち寞 臣< 惡が蓄 窯 員 卜おま ノ上薑 ヲ與フ 。巧稱 ハ 重み 
ま 所巧 巧 (一口を を rie"und Hand を f 3 ミ— 窝 ミ)/ 巧？ 基 聞 スル 地力 法ノ規 f 從ヒ望 食な 

巧 么ヲ 巧フ 

二. 折 巧ノ 8 アル 企 柔ハ铁 稱ホ審 ノ不巧 ナル かを 二？ 望る ノ 送を ァ ，タルを 一 轟な 內二 S ヲ巧 起ス 
ル/ 甫 2 ブお K 。 巧 おノ養 S 巧寞 S 二を ヶ ラい： を 化— ガ £ お 例 反キ巧 i (累 nf & r 壹 
verfahrir - dnu 曼 を ヒ之ヲ 巧 7。 襄受規 を< 叟累 みな 巧 力を 巧 畜ノ材 息ヲ を テ 夸をム 。巧 
巧を SS 二 共 巧 ノを舊 ？ 設クこ トヲ巧 

窒 一が 5 が ノ茜二 巧せ 5 牛 補 巧を < を 一が 二が， 寞 曲 ノ需 シタ sf はテ陆 7。 S 類を 巧ュ不 
を ブホシ ♦ル ト： 么ヲ巧 f ル 養な みがを 全 舊ノ萬 シク； を 及 其/化 ノ塞 二が ヶ ss ブミ がス 
右/ SS 巧 ハ 中み ち W 會巧所 二が テち 濟 大臣 ノ 材をブ をテ么 ヲ行フ 

巧 四 《雲 至棄篇 <重柔 支所 ブ殖ジ •長爱 へ ノ冉養 ft, 其 ふ 立ヲを お； シメ こ タルち 巧_- 

おシ •ち ホ 大臣 ノ材 をヲ巧 テ かを シ タルが 則 二 おヒ袖 化を ヲ 巧が ス こトヲ 巧。 キエ 柔 WK ハ必お ナルみ を 5 
が スルな メ舅 大臣 ゾ间 をヲを テ 手 HS 巧 二な. お スニト ヲち 爱大居 《衍襄 巧 曲 おまち 卜護ノ 上 巧ぶ 
及 巧 お-巧 スル 材巧 プ巧フ 。巧 お ハ キエ ま# 法 W ( S 口を さち A も i 3 巧) ボ巧 WW ノ巧巧 二な 巧 用 スべキ 地方 
虫ノ巧 1一!< ュ なと •之 プ巧フ C 巧 一巧 巧 二 巧 力 至 巧阳巧 ハ之ヲ ザ化ス 

ホぶ 化 3 W 《乂 巧 《畫规 お ノ往テ ノ巧扭 二 W シ 及 卞巧ノ ヲ 安。 W 突 お 《畫ノ 施ご援 7 ル巧エ 


巧 ホ 曲 お/も ミ 巧-巧 シお 令ヲを スル コト ブ巧 

重 ハが 巧 一ち を 岳 巧一 巧 及 巧 五が-一規な スルた ホ 大おノ お 巧み 插おハ 巧 迸 大おノ 巧 姑 お ホ/巧 两巧ユ 於 テ 之 
ヲ巧フ 

ホセが r 巧一 が 乃 藥阳巧 ハ 食 巧を 唐法ノ 巧？ が ヶルな ホ わ ノお适 •望# 蓋 等 二 么ヲお W 七ズ。 
化 巧 ノかホ ニ 巧シテ 《度 巧を 苗 曲を 二 おキを W 二直* を 立 七 ラレ クル 曲 K ( Nus ')33 egc 吉 a 置 e ) 又 ハを 巧を 
WW ガ集 一巧 度 ま 二が プ巧 用シ* 補 巧を ヲ 巧が シ巧 •耗 ヲ良ス コト ヲ 巧。 伯 巧を 交が 二 牌 スル ザが、 巧ホ規 をみ 
巧率ノ 化を ハを 巧を 柔 大巧 ノ材 底ブ担 ルヲ巧 ス〇み 巧な ま 大ちハ 巧 格が 巧 W 尖 ホは 卜お巧 ノ上间 お ヲ巧フ 
二’ 巧 一が S グルを 括 w 製 ノ R 5 望が ノ需 二が， 夸巧 7。 を S 養 ホ 大ぉノ 问技ブ お テ 

右ノ 菊を プ巧フ 

三 r み 巧 a 棄大お ハを 一巧 二巧グ タルを 稱巧二 おシ巧 おが-一巧 グル 甫おブ 巧化ス 
巧 八が 一* 曲 ホ 化 お (Reichskulturkan 弓 er) ノが院 < 巧 一が ノ規た 二 お ヒ巧ノ 巧 お ノ巧ホ 曲拓 (8 ミ， 募 ミす 
orgaa に ation ご 巧シ 補助金 ヲ 巧が シ义ハ 之 二必耍 ナル 黄を ヲ游か スル 巧を 一が ノ規 をヲ 巧用シ •巧 該ホま W 
巧ョ 9 巧悅 スル コト ヲ 巧。 補助を 交け 二 脚 スル 巧 則 •巧 乾 规を戊 お牟ノ かを ハ W お ホ荣昔 W 大お (巧 e . Hhsmi . 
nistcr fiir vclkwaufkliirm ち iind 1 さ pa 巧 mdi こノ M が ヲ控 & ブ！ >■< C W がが 巧を 供义 がハ侦 がわ 化 巧 ホ：：；； 
卜が誌 ノ上材 を ヲ巧フ 

二， 苗 文化 院 巧屬ノ みお 扣ぶ ノお較 (巧 一二 巧ノ 常用 二が 9 之ヲ 巧フ。 W 巧 巧 お 大臣 《ホ ノ巧嵌 ヲ巧フ 
一气两 巧を 蒙を 《 大臣 ハ 曲 サ化院 所* ノ みお 二 巧シ 巧を が 二 巧 グル 橘が ヲ 巧巧ス 

一 おホ朽 R 々その 化 1 R 化を 二】-^ 


第ー ニ 》 « 巧 w 濟 法令 藥 t 二八 

巧 九が 巧 エち巧 函拓及 巧 巧 《 巧ノ みま 巧 及第 セ A ュ巧 グル 备巧 明並ュ 第一が •巧の が •巧 セが 度 巧 八が 二 化 9 補 
巧を ノタ 化ヲ島 K 田 文化 院 所* ノ备お 《補助を 交が 卜 姑な アルな 務ノみ 巧 二せ 何時 夕 j トモ おを ヲ巧フ コト ヲ巧 
上 おみ 巧 巧 ノ巧巧 ノ下 >1 ホルを 企柔 《之 二必お ナル 巧 ま ヲ巧シ 又 ハ 巧 案み 巧を 巧檢 在み ノ間 « ヲ がを スル ノ巧巧 
ヲちフ 0 

巧 十が を ノ巧ヲ 化 シク ルを ハ 巧な 义 ハ 巧を 二を ス 〇化シ 別な ノ規を 二依リ 化レョ 9 ち キ巧ヲ 巧 セラ ルべ キト キ ハ 
此 ノ限ュ 在ラズ 

(ィ) ホ 息 二 巧 一が 巧の 巧 規をノ 申吿ヲ 懈をシ •进時 ュ之ヲ 島 サズ 义 ハす •化 ノ申吿 ヲ爲シ タルを 
(a) 白 己义ハ 他人 ノ 利を ヲ計 9 化を 二 巧 巧を ノ 巧が 卜阳な アルな 巧 二る 反 シク ルザ 
巧 追 《が ノ巧お ヲおテ ノミ之 ヲをズ 。巧 ノ 提起 ハ 補助を 交け ノ甫が アル 商工を 巧 W 席义 交通 曲巧ノ みま 巧 义ハ巧 
セが 二 お キ補巧 金 交せ ノ權化 アル 巧 閒义ハ 田 文化 おが »ゾ をを 备お二 巧シ テ爲ス ペシ 〇巧ノ 巧 お ハ お 下 グル コト 
ヲ巧 

巧 十一が 一 •巧 义巧二 化， か耍 ナルが 吿 ブ爲サ ザルヵ 又 ハ 不正 ノ巧 吿ヲ な シク ルを 《巧 序 お (〇 を nusgs ま 3we) 
二度 KO 巧 ホ 巧 ハ おか 金 巧が ノ灌巧 アル 巧 エ巧濟 曲拓ノ みぞ 巧之ヲ ホを K ! 但シ巧 巧 色ホノ 巧曲內 二が テ ハ 
管轄を お ガ么ヲ みを ス 。巧 序 巧 ハ 最巧巧 1 00000 ラィ ヒス マルクを トス。 巧 巧巧ノ かを 二が シテ 《を 巧み 
を 香 送 まア 9 タルを 一巧 牌な の 二 中々 おか 获 一: 所 (weichswirtschfts まユ C す)-- 巧 巧 ヲ巧お スル n トヲ巧 0 
巧 シ巧巧 巧を ま ハ 文を 二 化 ル コト ヲお ス。 

二， 巧】 巧ュ巧 g かを スべキ 巧 巧 柄 《田* 二 ス。 巧 巧 巧 ハが おを ノを なが 持を CFinanzamt ご 支み フぺ 


シ 。財 巧ぜ ( w 班な 化法义 (其ノ 巧け 巧を お (进 加規を 二な ヒ巧ホ 巧ノ 巧化プ 巧フ 
一う 度 留を田 W 法ノ なお ュが ヶルな ホわノ 巧を •化工を 及 おおを- 1 巧 スルな 序が キ 巧二閲 スル 規巧 ハぶ 巧な 莱乂 
臣之 ブをム 

巧 十二が 左 ノぞ- _巧シ テ ハ 本令ノ 規をヲ 適用 古ズ 

(ィ) を廳ゾ 巧 令 __ 巧 — 巧を ノ巧曲 巧 _| が ヶルを 巧ノ巧 «义 < ホ 巧 又 ハ 苗を 巧す ノ が* = 巧 9 をみ ヲ化止 シク 
ルか柔 

(口) 一巧 人 巧 ュ水进 •ボス •巧み 义 《巧 ♦プ 供給 シ ，又 ハ 公ノ义 巧ち ハを 巧ち 巧 二考 化ス ル 市町 衬又ハ 巧 W 
林 化合 ノをノ 供 拾巧试 (ま fa ま ミ he Versor を nKsbetriebe ) •を 法ノ あれ ブ タク ル特 を®! 巧 ノをホ -I シテ巧 巧 
企ホ妻か力巿町林又 < 巧が村組をノホクトモ おをパ ーセ ントヲぶメ^ッ其ノ化な巧ノ少クトモ と-五パ 1セ ント 
ポ化 タノ 》巧 -|»» スル トキ ハち ノ W 巧モ ホを ノ 供給ち 巧卜お 化ス 

巧 十ー ニ かち ホ大 を ハ 脚 巧を 乂お 及怕 巧が 巧 W 朵 至な 卜 i / 上 本 令/施な 又 ハ 補ち ュが巧 ナル 法 巧 度な 政 諷則ブ 
をム。 巧^^大ち 《 特 二 巧エを巧》巧 /みぞ巧 ュ お ス ル企ホ - I 抽ス ル 巧左ホ ニ 巧エち巧由巧を ハ 问巧 ュ 《义化所* 
ノを 巧ち ハタ 巧を W 曲-所 « スル ヵ 义 ハな ホれ ノ 》 法 かエち 《おた プ は ス企柔 -- 巧 スル 巧を プ巧ム 。度 巧 巧 ま X 
臣义 M 巧を 荣立傳 大臣 ハ H 巧を 大巧 A 巧が がぶ！ rx ホ貝卜 協な ノ上 ホセ 隹及巧 八條ノ » が 二 お 架 ナルを 规及 巧れ 
規則 プを A 

巧 十 风が本 令 ハ 公 ホノ日 (二月 二十 三百) ョ—之 プな巧 K 。 を W - K な ハが エ巧巧 ュ閒シ 本 令 巧 止ノ巧 巧ヲを ム〇巧 
巧大 お， 度 巧 巧 ホ 乂お戊 W お 》荣％» 乂お ハち W 大お卜 なな ノ 上を ザ 巧巧执 二阳シ 本を 巧 止 ノ時巧 ヲ化ム • 

一 «ホ 巧 *々♦& 他】 お 化々 二 一丸 


ホー ニ色 K 巧 わ ホ 化か 化 


ニニ 0 

巧が W 巧# な 法を 
巧 巧 


曲 巧 大臣 策 内閣 香 記を お 

二 戰時お 巧な 及び 願が 化 令 

’ 一巧を 销^な こを 一克 年杳阳 H 附 一 

K ユさ swir なをを な v ® r 弓 dnu 3 巧 KWVO ミ3 4. S さ teml > e 『 1939 パ XC1 方 K I S . 16 重) 

巧 か W 曲 巧ノ巧 ♦ハな テ ゾ巧这 W 巧ョ 9 わな ノ W 枉ヲ 巧ぶ ス〇夕 人 ハ其ノ 生な ブ巧シ 武おブ な 9 テな'^ ヲが蓮 
K « コノ ホみ ヲ巧 スル ノ巧大 サブ w ミル トキ •おお 及 W おノ む-を カ ヲ择ゲ 巧 巧を 巧 お 巧 ノ速巧 ブが話 スル ハな 七 
_ 一が ケル ー巧 ノ供 おノ 巧な ノ巧巧 卜音フ ベ キナ— 。お 二み W お 二が テ 其 ノ生巧 上必裝 ナルが がヲ巧 セラ ルル ガかキ 
< ホ化ノ 巧を -* X ; /トス。 

仍 テわ抬 W 防み ま ハな ホノ巧 カヲ巧 スル 左/命々 ヲたム 


弟-車 S ホ 巧 ま 巧 S 

巧 一な 1 、 W お ノホ巧 必華ご 出 スルが 巧 又 ハ おお ヲ巧ザ お 巧义ハ R 供シ ホな 二 之 ダ おがえ お ヲをお ナラ シ_ 


タル ホ ハを 巧 又 ハ 巧が 二 追 ス〇其 ノ巧丰 お 二 束 ヵルペ キ 《•化 巧 ノ宜吿 ヲ这ス コト ヲ約 
- r おな ノ巧 ホ ナ > シ テ 巧巧ブ お薄シ タルを ハ 巧が ュおス C お ノが少 む 二が ヵルべ 乎卜中 ハと ブ なほ 二姐ス 

第 li R 巧 巧 

巧】 お 巧 巧 巧 巧け 附化巧 
巧 二が 巧 稅発巧 お ノ巧曲 

r W 決 ハ 巧 巧 巧 巧時附 かお ヲ巧ス 

二 •が 巧 巧 二 干阳巧 ラィ ヒス マルク ヲ超 H ザル ザ 《巧 巧 お 巧 時 お 加 稱ヲ巧 セラ ルル コト ナシ 
巧 一二が 巧 巧 巧が 時 おか 巧 お 

1、 巧 巧 稅巧時 おかお ハな 巧 巧 聞 (巧の が) 二が ヶル 巧 巧稅ノ あが トス 

二， 巧 巧 稱巧時 附か巧 ハ 所 巧 ノーが 五み ヲおユ ル コト ヲ巧ズ 。巧 巧稱及 巧得稱 巧時附 加おブ 合巧シ タル モノ 
巧 ノムハ 料 あ々 ヲ ち ユル コト ブ巧ズ 

巧 阳が巧 稅巧閒 

一， 巧 輯巧閒 《 W 年* 化 ル 

二， 巧シ巧 一巧 稱巧 聞 ハ 本 令 巧け 日ヲ W テ お マ 9 一九 三 一九が ノ巧了 卜共二 滿了ス 
巧 化が 巧 巧 

巧の 巧 巧 時 附化耗 ハが 巧 大おノ 訓をュ 依 9 巧が ヲ巧ィ ラレ ザル 巧リ 所の 稱 みお ノ巧二 巧を ス 

一一 巧 巧 わ濟を 度び M 巧 化な ニニ】 


m 


ホ ミ s HP 巧 お濟 法々 樂 ニニ ニ 
巧 二应ピ ー ル 及 巧を 二 お スルが 時 的 化 巧 

巧 六が 巧を 陌巧 二を 產 セラ レ义ハ 巧を 曲 巧 ュ换入 セラ レタ ルビ ー ル义ハ おを ノ 巧々 二が シ化時 乾 プ課ス 
巧 セが 本 巧 招 ハ 巧 费をノ を 獲 スべキ 巧が ノ ー岳 トス 

巧 八が ビ ー ル 及 括を (巧ち 條) ノ生 をを， 輸入を 义ホ引 巧 ハ 本稅ち 拂ノ資 - I 巧ジ且 租巧監 を 二服ス 
巧 九が を ハ條 力ま 巧 八が ノ規を ハー ホ ー ー充が 九月 十一 日ョ 9 么ブ 巧巧ス 。化シ が お 大おハ 巧 法 ノ施巧 及 おかがが 
ノ爲本 巧 日な が 卜巧モ 施 Itl 則 ヲをメ 么ヲ 巧け スル コト ブ巧 
巧 十が おお 大臣 ハを お •巧 巧 あ 補 « 二 巧 スル 規をヲ 足 ムルノ 樣がブ おス。 

巧 三 一巧 义酒巧 品- ~ 巧 スル 巧 時 おか 找 

季 一が 一九ニ ニ 年晋な お 义活專 巧 法 (公 巧を 一な 四 0 喜) 二 お ル 百， ッ トルを 囊ュ巧 スル 巧 率 ハ 妥ち 

—ッ トル ニ 化 二百 セ 十五 ラィ K ス マルク 3 —111 百 セ 十五 ラィ ヒス マルク _| 之 ヲをム 
巧阳節 一二 度 活ュお スル 巧 時 おか 我 

巧 十二が •一， 巧を 苗 巧 二生產 セラ レ 又 ハ 巧 逸 田 巧-一輪ん セラ レ クル ーニな 活こ 一一 板 巧 巧 似ノれ 巧わヲ そム) ノ巧資 
三 巧 シテハ 巧 時を ヲ巧ス 
ir 本 巧 ハ ホ ノれシ 

こ) 一二 度 巧み 一二な 巧 巧 似ノか 巧み ュおシ テ こな- 1 は ー マルク。 巧シ巧 葡巧プ 化ん シク 巧 汁 活ノ巧 ブおク 
(二) 其 ノ他ノ モノ-一 おシテ 《一な ユが 五十 ぺユ ッヒ トス 
一二， 巧 八が 力ぎ 巧 十 か ノ规お < 一一 おお 駐時的 かお-が ホ 么ヲ巧 用ス 


巧五随 ラント •市町 林 皮 巧 ノ他ノ 公を 曲枯 / 巧 巧 w はを 
巧 十一 一一が ハン ザが 巿 ダルハン ブルク ブそム を ラント ハ 所 巧 巧 •を 人 お 及 あが' お 巧 悅巧ノ 補えな をを ブ をムぞ 巧を 
州 巧 巧を/一巧 五々 ヲ 巧が 巧が を トシ テ W お ニ ホな ス 。巧 シ《 巧へ 移が スべキ を ラント 稱 巧を ボー 化 一二 •立 ホ】 月 
二十 网日供 司を 宙ノ 巧を W をな ュ拍 スル 巧 三 ー ホ ま ホ (なが 巧 一が 六 八 巧) 巧 九 か 及 一九 _ ニ セ 年 一二 月 十九 日 附眷お 
上ノ 財政 巧を 二阳 スル 法 巧 (公報 巧 一巧 一一 一二 五 頁) 巧 化 巧 = 巧— 巧が セラ レ タル トキ ハ 巧 時 巧 化を が W 巧ス 
巧 十阳巧 r 巿町林 こせ 月左ノ 巧な ブ W お-一巧 化ス ペシ 
を ホ々 林 柔ノ巧 巧 巧 巧/二分 五 厘 
± 地 ノ巧巧 巧巧ノ 五々 
化を 反み 丰 -1 ョ ルを ま 法 巧ノセ 分を 也 
巿巧お 巧 ノー 巧 

二 •を ラント ハ 其ノ巿 W 村を 拓ノ巧 時# はを ブ W 朵ュ JIW スル モ / トス。 み ラント 《ポ戍 クライス/か 巧 « がを 
ヲお則 地方な 乾 トシ テ お 立 ツル モノ ト KC クライス 《巧な 所 »£ •村ノ 巧け# がを ブお別 クライス 巧 お トシ テ お 
立 ツル モノ トス 〇を ラント 巧む 巧 ハ 其 ノお別 巧ぶな 巧ブ 巧を シ •を ラント クライス をを ハ 巧 ノ特則 クライス 巧 
ヲ みを ス 。本 巧 おが 算をュ 巧 9 テ 《巧 別 的 巧を 基 巧 二 基 ヶルが 時 巧 化を ノ なな 二が スル 巧 一巧 巧を ノ巧 ホュ巧 
ラ ザル コト ブ巧〇 本 巧が ノ みを ハが ぶ 的 規を二 巧 ま セラ ルル n トナ シ岛ツ 何等 ノ設 可ヲを クル n ト ブ巧ズ 
一二， 巿 W 村 < 1 义 一二 乂 年# が 年度 三 ホを セラ レ クルみ. 耗 ホ ヲわ品 お 及 巿お找 ュ进用 スル ュ ト ヲ巧ズ 
四 •が 巧 一巧 八 ま 巧 三 一巧 ノ规を ハ •ハン ザが 巿 クル ハンブルク •ブレ I メン ラント あ ザ I ル ラント ニ么プ 进用ス 
二 R 巧 お ホを A び M 巧 法を ニニ ーニ 


巧； 云】 5 》 《ま & I 
巧 十 S 一 ’ が 巧畜； ラント ノ赛 K ; 巧？ をィ 且內菱 居 卜 曲な ノ上を ラント ユがヶ S 3 支辨ス 

ベ キ巧巧 プをム 

二 •飞 をみ けを S けて 円ぶ 二べ； ン ゾ巧这 S ぶ 中央 毒 二 ま 巧せ； コト i ス 。が' ン ホー 讶 ，ルー 化 

三克業 H - み， 一聖 夫ず 巧て 基 二 巧は スご 

巧 十六が 季 5 婆季 1 S ノ規 受大管 A (す i ちろ をち •下 か 白 ホ援二 ；ヲ 逆 財セズ 。が 之-ミ 

シ テハ特 が 規をプ を クこト アル ペシ 

巧 十と ホ其ノ 他を 巧上ノ 器ニシ チち 的 かち 义ハ S はを ヲ を ス •ヘキ 覆 アル 者 ホ ニみ 巧 的 望を ブ爱ス 
ベ キ覆プ 5 ル 其 ノ他ノ 農 《韶ノ 5 ルト n こお K 驳哀 なを プ器 2 牛 モ ノト K 。 化 巧ノ 公法 曲抗 

反 W 巧 ハ 其 ノ铁化 スル 巧 辛 •的な 巧 率 义 ハ 折せ を ノ率ヲ が 上 グル コト ブ巧ズ 

t 一 50 ホ 11 兰 てを 公 ホ 命々 (ミ. < •运- ド ミ® 巧った rs. を 4 こ；，、 ホ 町村/ 《巧 香を 二け チ ハ 別な 

/ 巧ぶ ブ な ス コト ブ巧 

を 二 章 g 巧 X g 

季 八が r 巧 客？ 及 特刖巧 答 巧を 《巧奚 居ノ暂 的？ 二 おヒ’ 巧 窝得ブ 卸 時最時 霉二厢 ホセ シ 
ィ基率 規則 二ず貧 级 •がち 其 ノ他ノ 巧 爱げノ お 巧路おブ 窠 カヲ梦 •卜巧 3, 某 二 巧 ツテ羡 妾 

ぺキ モノ トス 

二 •巧— < 巧玫 巧 力# 設ミタ お セラ レ 义 《 巧 衝ホ度 巧 葛 芝 令 巧 S 他ノ ホ巧 二 f 王 《 间试 ノお累 


《巧 巧 巧 二进用 セラ レ 又 ハ 巧ち 巧 二 巧ぶ 速 メラ ルべ キ巧染 ホプ进 州ス o か 何 ナル 《 が ホ 及 拾 巧 率 ガ逸川 セラ ル 
ベ キヵな ハ シキ トキ 《巧め を 巧を 又 《お 圳巧衝 を 巧を 之ヲ おを ス 

二 •超雰 曰な 巧ち 巧 日巧衡 义巧陆 巧衡ュ 5 ル 割# 貧 5 巧を 之ヲ支 伟べズ 
四 •前 巧 1 項 乃至 巧 一二 巧 《お 巧 巧化ノ 報が 及乂 ノ他ノ 巧の か 件 ュ之プ 辛 用 K 
巧 十九が 化 お 巧 スル 規を 及な わ 《巧々 ノ 閒么ブ 伴止ス 。停止 解が 二 巧 スル 巧が ナル 規を ハ巧衝 大臣 么 ブをム 
巧 二十が 巧め 大居 《貧 ホ 規則 ノ 巧布义 巧を 並 正規 夕衝 時間 II 閒シ •巧 二を メラ レ クル 規おュ 巧 ルを プ設ヶ 又 ハ 巧 
.ュち メラ レク みみ 働が 巧 規をノ 巧ホヲ 置. 4 ル n トブ 巧。 公 ノ巧孜 « 及經巧 II 巧 シテハ 巧 化 大度 《ホな 乂ち 卜な满 
ノ 上が 巧ノ規 をプを A , 

巧 二十 5 1’ 本令季 八 か 乃 ま 二十を ノ規巧 i 反 シテ貨 爹< を巧ブ 巧 わ 若ハ附 巧シ义 ハタ わを 《附 巧セシ 
メタルを ハ 巧 働を 巧を 义ハお 別 巧衡を 巧を 二め テ 法 反 巧島ノ みみ 合- 1 が ホが 巧ノ をな 二 3 ル 巧 巧 巧 ヲ巧ス 〇本令 
ノ規 を- 1 依 テ註メ こ* ル 2 X 上 H 巧 巧 王 其ノ他 N 《衡 條かプ 乂シ ミが 夕； ルを I み ホ材ジ 。ち 巧 ホが ノ 
すが 二が シテハ 巧 衡大お _| 巧 腐 スル n トプ巧 

二> 巧 本式 カルペ キト キハ巧 鏡 又 <» 巧ュほ ス〇巧 ホが 迫 ハ 巧のを 巧 お 义ハお 則 巧め を 巧を ノ吿巧 ブ候テ 之ヲを 
ズ 。巧 シ右ホ 訴ハ之 ブ巧下 グルコ トヲ巧 

ft 丰 A -占 シチハ ー九；-! 九 年て 一片 二日 W (巧な 一ち な 《々巧 二々】 を 一一み 施 巧規乂 (公報 巧 一巧 ニ ゴて〇 な】 
画々 働か！！？ ザ/ ブ參 照スぺ * 


- 二 IT 巧 令 度び 化々 , ニニ 出 


策 111» * 巧ち 濟 法を 美 ここ ブ 

g 四 車 R 時 n 冷 

巧 二十 二が 巧テノ 巧巧ノ が 货及 がせ 二 巧 スル 巧 格み 巧が ハ 巧 時 表 巧め 曲ち 担 巧 ノ府則 二が テ 么ヲお 巧 スル コト プ 
巧ス 

巧 二十 一二が 一、 16 テノ巧 巧ノ財 W 及 おせ 二 巧 スル 價蔓 巧雙本 令を 一章 二ぶ 牛が 货 及が 化 二 化 巧 お ♦ノ 货ザノ 

巧 ハレ タル 限を 二么ヲ 引下 グル コト ブおス 

二' 巧 テ ノ活類 ノお寞 がれ __ 巧 スル 巧隻 報が 《襄 二め こ 本 令 重 一を 二が テ設 メラい タル 蓋 及が 巧ヲお 

商设巧 トシ テち な スル コト ヲ巧ス 

一二 •を ホ、 命ち 堇 規則 上 强制規 をナキ ーを が 晏ユお スルれ 會蔓用 《•雲 的饭巧 5 段 ホ 泣圳的 巧け ユ 
シテ旦 節 わを 巧 遂行 ノ巧則 二る 反 セ ザル トキ ユ限 ■'債が み 巧が 其を ノぶ巧 卜爲ス コト ヲ巧 
の、 巧 一巧 力ま 巧 一二 巧 二を キテ設 メラ レ タル モノ 3 — 高キ價 がみ 報拼プ 要ホ义 ハが 舆 スル コト ハおズ 
巧 二十 两巧巧 テソ巧 巧ノが 巧み おせ ハ 巧が 巧 •叉 ハ 補 巧 巧 巧 •塞 黄 其 ノ他ノ 巧ぶ ニョ— 么ヲ引 h - グルコ トプ巧 
ズ〇巧 シブ レラ ノ巧巧 « ノ ち 巧ガ専 ラち ホ 巧け ノ特 則ノ巧 ホ ユョ— お 5 クル モノ ニシテ 且ツ巧 巧數を あお 引地 ノ 
狀巧 ユョ— おわを 巧を 巧ノ 原則 二 反 セ ザル トキ ハせ ノ投ユ せラズ 

をす 五が 一， 巧ま價 がご 九 一一 一田 年 十二を 一日 お改な 一を 一面 年 十一ち 十二 日 袋 巧 糞 及 生活 必需な 送 

引 上 窠止ユ 巧 スル 命令 C 公保 巧 一巧 1 1 1 0 頁 一二 田 八 頁を 巧 巧 ニス 六抚 巧二乂 一致) 巧 一巧 ノちお 二が ケル 巧 
が 巧 巧 ユがテ ノミ又 ハぶ 孩 ち 濟巧 ロノ 特巧ノ 巧 ホ-巧 テノ ミホ 持 セラ レち 《巧 ビち巧 二が 用 セラ ルルを »お« 
-- ぶキ テち メラ レ クル モノ ナル トキ 《债格 ハ么ブ 引下 グル コト ブ要ス 


二、 轻 巧 二が テ其ノ 法律上 ノホ 化ち 《巧 s 上 ノ化お 二ぶ キ义 《美ノ ち 濟上ノ 去 巧を ノ爲 二十 分 ナル 巧 爭ナキ 3 卜 
= ぶ ク巧格 ホ之ブ 引下 グル コト ヲおス 

|二， 本を ユぶ キ黃巧 セラ ルル お 巧 巧が ノ 引下 ハ* お ノを巧 ほ ユせ等 シキ おお-一め ナ化问 時 二 么ブ巧 フ 
巧， が 巧 一巧 力 至 巧 三 一巧 ユ巧ル 巧 格 引下 《拍 格が 巧 曲 お 至良ノ ザ- 刖ノ问 をヲを ルブお K 
巧 二十 六條巧 テノ g 巧ノ けが 及た せ ノ«が あか 执 ハみ が « 及 がが ゾ巧* ホ 叉 ハ 給 がをお ザガ丰 々二ぶ キ巧 巧が 巧 
又 ハが 付 二時シ 本々 公 ホ おが 二® シク ル ョ—モ 巧* ナルが 格 又 ハが が ブ お转シ タル モノ ナルト キハ么 ニョリ おが 
セラ ルべ キ巧 一一 至 ルを 引下 グル n ト ヲおス 

を 一十 セ 供 一を一一 六 年 十一月 二十 六日 S 格 引 上 巧 止 令 (公が 巧 一な 九 五 五 R ) ゾ規 髮其ノ 靴 襄 公布 ャこ 
クル 巧が 規をハ 右ノ規 ぞヲお キ巧ノ 进用ヲ 化ゲズ 

を 一十 八が 值 かお 巧 田 おを 貝ぶ 其ノを 巧を ハ 本を ノ規を 二 化 其ノ例 かブわ 可シ义 < 么 ヲ 指々 スル コト ヲ巧 

第五 車を 巧 巧を 

巧 二十 义巧 1、 まな 大臣る 巧 格 お 巧 田 お 至 貝 ハ-ち 巧 巧を 及 巧む 巧を ノおホ ニぶ キ •随巧 かぶな な ノ上本 令ノ巧 
巧み 補え-一 必お ナル 法規 命々 及】 巧 巧を 命令 プをム ル コト ブ巧 
二， おお 大臣 あが 格 お 巧 曲 おを 負 《本 令-一ぶ キが 巧ャ ラレ クル W 化 ヲ他ノ を おユみ U スル コト ヲ巧 
巧 一二 十條 ホ々 ハな 布 ノ曰ョ リ么ブ 巧な ス 

II «時 ち 濟令 A び麵巧 法令 ニニ セ 


巧 一二 巧 If Sri * 濟巧夕 《 

.二 所得が 啓 時が かを 晶 スルぶ 一み 化む が 則 こを 一克 X 月阳 Hs 

E を 0 r>urchftihrun 香 besfinKen Uber d ミ Krie さ zusch 客 zur E-nki. 
inste—.E ま e EN 呈 Vi 4. Septe ョ her 1939 (KG 至 - I s. 1613) 

il 一峯 杳晋附 お時爱 々 s ♦巧 二十 九を (公 塞 一巧 一六 尧貞) 及 器な 化 法 巧 革 二 f 葦 

ちノ巧 巧が 圳ヲ をム 

巧時楚 ホ々 巧 二が ユ蜗シ 

巧 一條 貧 錠を おす 巧ユが ケルを おが (巧を まなき) . - 
巧窒 ンテ 巧ノ 度 替巧 i 阻 ライ Kx マルク •巧が 瓦の ライ ヒス マルク •一县 ，九 ライ ヒス マルク 又？ 
日ぶ 品 •五 ライヒ x マルク プ 巧 H ザルを (•巧 遷戰が 的 惡プ 巧* ラル こ トナ シ (を おちを おお ハ 黄が 
巧发〇 olt さ erka さ e ) ユが テを 被な トシ テを 巧 セラ レ タル お f が テ 么ヲが 上 グル モノ トス 

• 化 時を ホ々 巧阳か 力ま 巧 五 保-一 關シ 
巧 二が 巧 巧 巧 巧 巧 巧 

巧 巧 巧晒ボ s 年- 1 滿 ザル トこ巧 雲 長 W か 巧 《巧 お 漂 ノ滿了 ミ* み g 基 二 年な ノ 十一 芬こ トシ テと 


ブ專 をス 

窒 をが が 

一 •巧 巧み 持を 《 ご一 月 十日 •六月 十日 •九 巧 十日 •十二月 十目-一巧 巧 巧 及時附 化巧ノ 前冷プ な K n トブお ス〇钻 
巧 二が ヶル 前が 《を 規ノ巧 •おを おおて ヶ巧 がシ おが 的 化を プち タル 巧 巧 巧 巧 時 附が巧 ノ两か ノーが トス 
二 •化 定シ タル 巧 巧 乾 巧 時が 化 稅ュ閱 スル 巧 一巧 所 巧 巧みを 杳ノ 公示 セラ ルルを ハ 前み (お 規ノ 格が 巧 (所 巧 巧 
法 巧 I 一巧 巧の 十 おな 巧 一巧) すヶ K なシお 終め おを ヲを タル 巧 巧 乾 ノ八分 ノーお トス 0 
一二， 巧 一巧な お巧閒 二が ヶルが 巧ノ巧 日こ义 一一 一九が 十月 十日み 十二月 十日-一 滿了 スル モノ トス 〇右 がが ハお規 
ノ 巧較提 がが (所 巧 巧を 巧 二が 巧 四十 セが 巧 一巧) 丈 ヶお姑 シが巧 的 全を ブ巧 タル 巧 おお ノ 十二分 ノ ーな トス 
の， 巧 巧 巧 法 巧 一二 十六が 八 ま 巧 一一 一十 セた ノ規を ハ 之 プ巧用 K 
巧阴が おお 手な プ な シク ル 所得 巧 R 時 附化巧 ノ冉稱 

一 •お 一* 巧 巧/巧 巧 及 巧 巧 巧 法 巧 巧 十三 一條- 1 巧— 巧 本 かを 二が スル 巧 巧を かノ这 メラ レ クル (♦丰 化を 耗) 餐丰 
が 巧/巧 巧 ュがテ ハ 巧 巧 おお プ色シ タル 巧 巧 巧 巧 及 時 的 か 巧 ブ巧ス 
一! •所 巧 巧 度 時 的 か. おノ巧 乾 II を— 巧おキ 巧ヲ爲 K トキ < I ぺ II ツヒホ 滿ノ巧 おハ么 ヲ切洽 ツル モノ トス 
Ui •巧を 巧を (貧な 供 » 巧 規巧巧 一一 一十一が •巧 ニ ネ巧银 巧 施け々 ホ ーニ 十一が) 《巧 お中吿 (貧な お 巧れ 巧 お 巧の 
十阳が •巧 ニ ホ 巧 お 巧 巧け々 巧阳十 两條) 及赁巧 巧す ホ (貧 巧 乾 巧 巧規转 巧阳 十一を 八 ま巧阳 十二が •巧 二々 
黄 おお 巧け か巧网 十一 巧 力ま 巧の 十二が) 二が チ < 特 所巧巧 « 時 附化巧 プお巧 スル n ト ブおス C 租乾疫 が 巧 
玲 アル々 丰化巧 (々本 化を 巧 巧 巧 令 巧 八が 乃ぎ 巧 十が)- 1 巧 スル 两巧お » 巧 的 かお ュ之ブ 準用 K 
11 R 巧 わ ホな 度び 画 W 法を ニニ 丸 


第一 二 If « 巧 a 濟 法令 《 二 一二 0 
巧 五が 巧 一巧 •お 巧 間- 1 め ヶル 巧 巧 巧 巧 時 的 かお ノ巧巧 (巧 除キ 巧) 

左記-一巧 シテハ 巧 巧 巧 巧 時 附か巧 ハ 巧 巧を お ヲ巧シ タルを 抬 メテ么 ヲ巧稱 K 
r 1 九 三 一义ザ 九月 阳日 W 巧滿了 K べキ 貧を まみ 巧 閒ュが ヶル 径巧宙 法 ュ巧シ 
二 •一を 一克年 九月 阳 日な 巧 巧 巧 ホ 巧を ノ所 巧卜良 ルべ キ乂ノ 他 ノ所巧 ュおシ 
巧 六條巧 おを ノ揉お 

】、 巧 巧 巧 巧 時附か 稱ノ巧 巧ぶ を-巧 テ ハ 巧 巧 巧 巧を-巧 シ少ク トモ ザを 一の 00 ライ ヒス マルク ノ巧 巧ヲ が 苗 

セ シムル n トヲ ホス 

二， 巧巧换 度時附 か巧ノ 生を- 1 巧 — 貧 巧 巧 お ネ巧ブ 良 K 場合 《巧 痛ネ ニが シお化 巧 巧ち 巧 二 一二 阿 ライヒ スマ ル 
ク* 巧な 五の ライ ヒス マルク、】 日 S — 九 ライ ヒス マルクち ハ 半日 ぷ—阳 •五 ライ ヒス マルク ノ 巧巧ブ な 巧七シ 
A ル コト ブ巧 K 。 巧！！ ホ ニが シ お巧战 度# 宙セシ A ル n トヲ巧 スル « か 《《 な 巧ぶ ュが テを 耗お トシ テ 妃巧セ 
ラレ ♦ル 巧 度-一が テ之ブ ザが ス 
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一二 强 げ經濟 々第 I 一一が (疎げ 巧裝) 第一み 化む 紳則 こを 二 九 年 九月よ ハ 日 巧 
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一九 一二 九 年义巧 阿 日附巧 時ち 巧々 巧 五す 巧 二十 九が (公報 巧】 な 一六 0 九 頁) 二ぶ キ同令 巧 一ニ ザ 巧 時 度 銀ノ施 
巧み 巧え ノ爲お W 巧を 卜 おぶ ノ 上左ノ 巧な々 ス 

巧 一が 轻巧閉 巧 >1 め ヶル 吿か 巧閒 

一， 巧を ガ巧巧 巧態ノ が#- 一因 9 用绩 ，巧少 •义ハ 巧 お セラン クル トキ ハ 巧 化を 理官又 ハ特刖 巧衝を 巧を ハを お 
« をな 二， を 巧を ノ 巧が W をな 二 又 ハー おを « 巧ノ なお* を お 二な 二定メ ラレ タル 吿巧 巧間ノ 短縮 ブ な ス コト 
ヲ巧〇 巧な 《 巧 通吿巧 問ホ间 AO ぞ 巧な ノ 巧ホシ タル 報が ま 巧 (滿 巧) 二が 巧め を 巧を 义特 が 巧 巧 巧 巧な ハ 法 
ホ ノ規を 义ハ其 ノ他ノ 規定 卜みレ ル 規をブ を A ル コト ブ巧 
二 •吿夕 巧 閒ノお 巧 ュをテ ハを 巧を が* ぞノ 約を ノ なおを ノ は巧ノ M 巧 ブ巧ヤ シムル 3 トヲ巧 
巧 二が 巧 巧 

本 令 ノ巧巧 《一九 一二 义年 九ち 四日 ュ 3 ル 
ベル— ン ー九 一二 义年 九月 十 ホ 日 

巧 «乂 田 フラン ブ •ゼル チ 

】 戰 濟令 A ヴ ■# 法 ♦ 11111】 


を I 云 s ち濟 法令 樂 二 I 二 こ 

巧 巧 時 經烫衆 二贡 (戰時 巧 蒙を 一み 施れ 納則 (一九 一二 丸？ を 二日 ぉ 

Nweue Durchfph 2 ngab 注 timmcnge 日 zum Abschni さ 吕 ( Kdegsl 6 hne ) der 
い K ユ egswirtschaftaverordmmg . zwei す WLD 夕 ( RGBl. I S . Ms ち 

一乂 一二 九 年乂月 四日 附お時 巧 濟令巧 五 章 巧 二十 ホが (公報 巧 一が-六 0 九ち) ユぶキ 问令巧 一ニ ザ (巧 時 貧 か) ノ 
巧 行 及な ホノ 負を 濟篇 E 卜お 巧ソ 上ち ノ巧 な々 ス 

巧 一條 r 現巧ノ貧银率及お巧||^-お巧勞の_1がヶル巧がプをム》引上ホユ其ノ他ノお規的>1巧《 ルル給巧ノが 
上 八 至 一巧 投ノ給 巧/が 上 《么ヲ 巧 ズ〇巧 シ巧ホ •赁 ホ规則 •大 おノ 布吿シ タル 义ハ这 ザ シク ル ホ 巧 規則、 巧 
かが 巧を お ハ お 刖巧仿 巧 巧を ノ設 W シク ルち 巧 規則 (ホ お 規則) 又 《巧のを 巧を を ハ お 則 巧衝を 巧を ノ 訓令 ユ 
を ク貧织 引上ユ 《么ヲ 巧 用七ズ 

二， 巧投ノ ちを (巧 巧 お) ち ハ 其ノ巧 おが 口 又 《巧-一 苗 w シク ルが g を ユ化テ 時ち 濟 々巧 十八が 巧 二 巧ノ規 
をプ 巧用ス 

iir 巧 «巧 巧を 义お圳 巧 か 巧 巧を ハ 例外 ブをム ル コト ブ巧 
巧 二な 巧の 巧巧ノ 引上ノ 目め ヲタァ 巧 ユをィ ラレ クル 檢美濟 ミノ 讯 ホな 貧な ( Akkorde ) ノ受 ぉハ么 ヲ巧ズ C 巧 
規ノ W ホ 格ち み ヲをム ル 三が テ ハ 识來な 巧篇义 ザ/ aks ナル おを ヲ巧 t タルを 的二么 プ巧フ コト プ巧ス 。巧 シ么 


二 肉-' テを ズべ キ巧货 所の 《が w ホ/巧 «ノ お 巧 ュなヒ 巧を 巧 二が ケル 材巧 ノ巧衡 二かシ 支が セラ ルル 通 おゾホ 
ブ 巧ユん コト ブ巧ズ 化 巧を 赁 おお 牟ノ > 巧-一巧 テ ハ* 巧 ナク出 ホな 貧な 二 巧 スル 供 里 ナルが 巧ヲ巧 K n トプ巧 
ス 。丰規 を 《で與 - I な 么ブ巧 用 K 。 本 令 巧 一巧 巧 一二 巧 ホ么ブ i * 用 K 
巧 一二が 本 令 巧 一保 力ま 巧 二が ノ规を ハ 貧お义 ハを 巧 辛ノ引 •ボ規 め おお ノ 引下， ホ ュ巧衡 所の 引 'T ノ 目め ヲな 
テ旣 - I 巧 メラ レ クル お董ホ ミノ 化 ホな 貧 巧/巧 巧* 么プ ザ相ス 。化 シ巧お セラ レ ザル 狭が ゾ が； トニが 巧が が 巧を 
お ハ特刖 巧衡吿 巧を/向を ブち タル トキ 又 ハな 巧を ノ巧令 ュ化ル トキ ハ 化 ノ限ュ せラズ 
巧の か 巧 時ち 巧々 巧 一一 十一な ノお則 《么ブ 单用ス - 
巧で な 巧の 大おハ 本 令ノ巧 巧み 補え ュを巧 ナル 巧 政 規則 ブぞム ル n トヲ巧 C 本々 巧 止 ノが巧 ハ 巧の 大お么 ブをム 
巧 六 條丰令 ハな 布ノ日 39 么ヲ 巧巧ス 

ペル > ン ー ホ 三一 乂年 十月 十二 日 ゴ 

巧の 大悼 フランツ •ゼルテ 

五踩 巧が ホな 巧 一一 靑 補充な な 晦巧働 •な H 夕働 •化 間 巧勸ノ 荆增巧 

裝ノ 件) (一九 一二 化 年 九月 十六 日 的) 

Verordn 旨 g N ミ 田 香 吕旨 g des Absclmi な こ II を『 Krie ち wirtsnhaftsv 。 ミ rdc ち 
(S 旨 ま ags ^ eieftags と nd Zac す zcsch ち ge ) CKGB1. I S. だ 54) 

二 > 巧 お ホ々 及び* 巧 化を 二 一二 一二 


ち 云 栽 s 濟 法々！！ ミ ー巧 

巧陆巧 € ハ 巧巧ュ が テハ特 -巧义 をが 巧® 二 3 — 巧 « ホ ノ な巧ノ 巧の カブ か 奥 トス。 が 陆巧化 ハ ホ 生 巧 お 待ノ貧 
ネ巧ノ ま扣ヲ かお トス 〇 日* 巧 «モ ホ 巧 時 二が テ ハ お！！ を-お シ 特巧ノ 困* ブ 庙伴ス 。が テ 何 ラ カノ 之が 巧ち ブ必 
束 トスべ シ 。化 二 巧 時ち ホ 令 巧 十八 條巧三 一巧 A 規を スル 日 拍巧衡 •巧 日 巧め •巧 間 巧の ノ な 增《 银ノ 停止 《> 二 W 
を 的巧閒 二が テノ ミちな スべ シ〇仍 テ】 义ご 一九 年 乂月阳 日附致 巧ち ホ々 (公 巧 巧】 却 ニ ハ 0 か 貫) 巧 二十 义條巧 一 
巧-- ホキ 、担々 « を卜 おを ノ上 左ノ通 命々 ス 

日な 巧が •巧 日 巧が. 巧阳巧 «ノ 巧 增貨が 支 巧 蒙 止二枯 スル 《 時を々 令 巧 十八な 巧 三 一巧 ハ ー九 一二 九 年 十】 ち 二十 
セ 日 的之ヲ 巧止ス 

ベル f ン ー乂 一二 乂年 十一月 十六 日 

巧 « 大臣 代理 ジ ー ルップ W ± 

ムハ巧 働が 篇及 ホち 扶助 こ闕 スル 規を改 化な こを 二 九年义 H 一日 搜 

<er2.d3un9 ZUI- >endrt 2 ns von Vorsch ユ ften liber Arbeit ま in さな ffnd > 『 beitslo. 
senh 苦 e vom 1.. September 1 爱 9- (RGBl. I S. 1662) ， 

ホな H 巧會满 《法律 ノれ カブち スル 左ノ 命々 ブをム 
巧 一條 巧 巧大ち ハタ かが 坦み失 ま扶め __ 明 スル 規を プ两巧 上ノ必 巧ュ 巧な セシ A ル ゾ植化 ヲがス 
ホ ニ か 本 令 ハな ホ (九月 ー ハ 日) ノ日ョ > 么ブ # 巧ス 


巧 巧 田巧會 If 法 お 

- ダ I リング 元帥 
‘ 田な 大臣み 內曲 さおを お 

ラン マ 1 ス 博. て 

■ 

七 巧 樹法脚 巧 規お改 ぶ 度 補 先な こを 一充 年 义ち一 n 的) 

verordrm3《 Ncr >bsnd ミ C3fl V 03 <orsc 了ユ fteri puf dem Gebi を 0 {一法. Arb をな. 
redi で vom I septembe 、 1 涅夕 ( RG 空」 S .1683】 

なな « 巧を 巧 ハ 法 伴ノみ ヵヲ巧 スル 左ノ な々 ブを A 

g ■車 ■《■召/場を 二 おヶん 巧/ホ « 

巧一巧 巧巧ホ召ァルモ旣がノ巧ホ田巧 (タホ拍な- 化弟«巧) ハが巧セズ。 巧瘡ネ， 巧|1ぶノ度が角^|^»巧<ザ 
巧應 « 巧 曲 中 之 ヲ# 止ス 。ホな みが ま义 ハ其ノ 朵族ノ か巧サ かお トス ルエ み 住を ノ供 與ュ巧 スル 協 わ ハ 么ヲか « 

ス 

巧 二が 巧 巧 M な ノ« わュ巧 スル 化 H タノ 巧ぶ «< 巧 巧* お ュなテ モ其ノ 巧巧ヲ 巧ダズ 。企業 ザハな ホ篇 なヲ 解除 
スル n ト ヲ巧ズ C 化シ巧 «ホ 巧を 《么ボ W ホ ブ巧ム コト ブ糾 

二 IT 巧 W 濟 々 A び 国が 比々 二臣五 


ホ； 二 fi if . 巧 お ホ 达な义 一ニ ニた 

さ I 車— ホ規助 

巧 三 一條 r 巧 巧 時 巧を ハ 巧を 規則み 供刖 め 巧の 巧め ノ 巧を 二 巧 スル 美単ノ 巧を 及 巧 ホ 規則 ノな ホ- 1 巧 j チ ハ專口 
ホ 貝み/柏 まヲお ザル コト プ巧 
二、 巧 化を 巧を ハを 倘圳ち 巧な 二度 ホ 規則 ブをム ル コト ブ巧 

iir 巧 » 大臣 《餐ホ 規則 二が 巧！ i を巧ノ 公示-一代 フル c 化ノ ホを = 巧 ル 公示 ブ命ズ ル コト ブ巧 

さ I 車努 tt 巧 9 

ホ阳が r さ_ 巧 グルを 巧 及 命堇二 化ゾ巧 ホ 及を 令 1 キク ル規 を-ー シテ S を ノ牛日 巧 S 時阳 (課を— 八 時 
聞 巧 か) ブを メタル モノ ナル 巧 j •十八 巧な 上ノ 男子 巧 巧を 及 政 貝- _巧シ 巧み ノ閒 么ブ 巧止ス 
巧衝片 脚な 闲 ( 一 化 一二 八 年两月 111 十日 的 •公が 巧 一巧 两阳 とち) 

パン 餐を所 乂巧千 巧 注 所巧拍 けがを (一九 三 ニ ハ 年 六ち す 九日 的’ 公が 巧 一が さ 二 其) 

巧に々 が 時關令 (一九二 西 年 二月 十一 二日 お •な 巧 巧】 な 六 六 頁 •一 五の 頁) 

巧 まかが (巧な 二十 隹 • 

- r ?^巧ホを« を义其ノ化ノ巧お巧か時聞令巧巧ホ務をがを一! ハ 巧巧化巧ノ巧メ巧をブ巧ス ルモノト西ムルト 
キ ハを を 巧 义ハ巧 没おユ 特別 お 令 ブをシ •巧 一巧 ユをム ル 巧 ホ ニが シ耕 度ブ技 クル コト ヲ巧 
巧 あが k みなむ を廳义 其/おを を g ハ 本々 巧 两巧二 巧 グル 法 ホ 及な々 二が スル 巧が ノ規 を义ハ 十八な が 上 ノ巧子 
巧が ザ义 むな •た 二 年み ホ 巧が ホみ わ 人 巧の ザ ニ かス ホを ホ规 W 巧 巧た 隹他 力ま W ノ规を 艾ハ邮 化な 令ノ规 を】 


九 二と 年ス 巧 十六 日 巧】 九 ニ セ 年 十月 二十 义日附 巧が 巧を-一め ケル お人ノ なま 二が スルを 巧 (々報を 一な 一八 
两 一一;、 三 一二 五 夏ノ規 巧みを ま 規則 巧 ご 吾 力ま 巧の 韋巧百 一二 十 义條曲 及 巧ち 五十 阳がュ ぶ キをシ タルな々 ノ規を 
ホュル おを 化 及 年少を 巧 巧 時 阳_ 一巧 スル 法律 二を 二八 年阳月 一二 十 B 巧 年少を 巧 巧な I なな 巧 一巧 四 一ニ セ 巧) 
ノ 規をノ をな 又 ハーな ブ をち 巧な-之 ブ《 止 スル コト ヲ 巧。 巧シ 巧の 大臣 一 板め 二 又 《特を 巧な をュお 《特 をち 
巧 巧圳お ユ苹用 スべキ 巧を ブ巧 クル トキ 《化ノ 巧 c 在ラズ 
巧 六が 上な 巧は を 廳义 《其ノ 巧を を お 《をな 义 ハーな を 巧 巧な-巧 美 巧 則 巧 百 二十が 似 二ぶ キ巧シ タルな々 ュ化 
ル 制が 二が お 命々 3 9 巧が ホ 見 セラ レ ザルべ 力 >シ 巧 ル ニ お シがュ 之ガ树 かヲ巧 クル コト ヲ得 
巧と が 巧で 條 力ま 巧 六 條ノ規 を ハオ スト マルク- 一巧 用 セラ レ タル 他 ノ巧働 巧 进规巧 二が ホ 么ヲ巧 用 スル コト ヲ巧 

巧 阳ず巧 巧 水運 二が ケル 巧な 巧の 及 巧な 巧の 
巧 八が 乃 ま 巧 十 一條 (祭が) 


巧 五ず お 括規を 
巧 十二が 本 令 《を 布 ノ日ョ 9 么ヲ 巧巧ス 
ベル 9 ン ー乂三 一九 年 九ち】 日 


おな W 巧會巧 巧を 


二 > 巧 お 濟を度 ヴ麵保 法々 


ダ 1 9 ング 元帥 
ミ 11 


ホ ーニ c R 巧お濟 法々 《 . 


ミ ご 八 


苗 巧大お 兼巧閣 寅紀官 ち. 


I K 巧 古 


八喊時 經濟な 巧网巧 叟バ令 二を 充年 十月 ご 日 附) 

Dude 氏 lihrun 毎 veror 心 旨 g ZU3 Abschnitt 1< der 巧 ユ な swirtschaf 立 vercrdllung 

VO ョ ーー • Oktober 一を 9 (RGBl. I S.W053) 

一九 一二 か 年 九月 四日 附巧 がを 巧々 (公 巧 巧 一巧 ニ ハ〇乂 頁) 巧 二十 九が ユおキ 左 ノノ 巧 命を ス 
巧 一が 企 案を ハ 巧 時 疫巧令 巧 十八が 巧 一二 巧ユ巧 9 巧 今 ぞ巧ハ ザル 巧' おなお ヲ曲お (曲 巧) ユ 巧が スル コト ヲ巧ス 

をを 一. 企 类ぞハ 巧 時 爱令季 八が 5 巧 及 霞 巧 1 ク措涅 二が 9 テ 裳 七 ラレ タル. 巧が 箱ヲ爱 (曲 巧) 

_1 巧な スル n トプ おス . 

二，* お 引下-一巧 テ 節が ミルち §ノ 巧を ボか 案？ 巧 シ不化 ノ困巧 プをズ ル トキ ハが 巧を ノ材を ヲ巧タ ル巧 
節が 巧 法 ノ代巧 トシ テ 巧 其な (pacschalbetr ち ) ヲ 巧が スル n トヲ 巧。 か 案 ザ 《おを 巨 二 お シ巧其 巧が をむ 
的 巧值二 おキテ ホを シ タル 貧银贷 W ナル コト ヲ話巧 スル ノを接 ヲおフ - 

巧 一二が 一’ おが K べ牛賴 S 二 霞れ > (一 を完年 一言 十日 附 一九 一二 九 年 巧巧義 巧巧規 おき 二十 5 公が 巧 
一巧 网四ホ 巧， 一九 一一 一八 年 二月 六日 的 貧な お 巧 ニ ホ 巧 巧々 巧 一一 一十 一條 公が 巧】 な 一の 九 其 ご 么プれ 上 スル コ 


トプ巧 K 

二 •巧け- 1 は テ ハ 貨が稱 巧 巧 規をヲ ホ 用 K 

巧两が r 化々/ 場を-一が ヶル « がガ 巧が ノ引 上ブ巧 スル トキ ハ ながが 巧 S 美 至な 义ハ おノを 巧を 第 ハ か ホを_1 
巧シ 巧が 菜巧ノ をな 叉 ハーな プ巧お スル コト ブ巧 

二、 巧が 堯巧ヲ 免が セラ レ クル か ホを 《之 ユ码 スルな がが 巧 W おを U 义 ハ其ノ を 化を 著ノ をが S ヲ が 巧を 二 巧 か 
スル n ト ヲ巧ス 

第五 か r 巧二巧ノ巧は巧巧《貨巧©1|^巧ブ巧がが巧《ぶまなノ指令二化》巧巧裝をノが《及た化ノ《がみ巧が 
ノ 引下 二 巧 用 シク ル トキ ハ之ブ 巧が ス 
ir 巧せ 堯巧ノ 巧 除 ハ か 案 ホ 忍 巧ナ ク之ブ 申吿ス ペシ 

巧 ー ハが 丰 々ノ規 を 及を セが 二美 キを シク ル巧孜 規則 二这反 シク ル トキ ハ ー九二 九 年 六月 一二 日 的 巧 格規を 巧が 二 お 
スル 刑 巧 及 刑 巧手な 二 巧 スル 命令 (なが 巧 一な 义乂乂 巧) ノ規を 二が 9 之ブ おお K 
ホセが « がが 巧 曲 おを 目 •が 巧 大お及 巧の 大巧を お 卜設ム ル トキ ハ 巧な ノ上本 令ノ篇 巧み 補え ノ控メ 巧 政が 則ヲ 
を メーむ 的 巧 ル プ巧可 シ巧语 る 生 シタルト キ ハ行 政ネ巧 二が— 之が をた ヲ 芭ス. 

巧 八な r 本々 こ 九三克 ザ 九月 两日ョ —之ブ 巧け ス 

二， おる 巧衡 ，日な 巧 « •巧 日 巧の 度な 曲を ホ 其 ノ他巧 か/あわ ユお スル 巧增 巧化ノ おお 二巧シ をち ホが 門 二 お 
シ巧« 巧 巧を ノをシ タル 巧々 《之プ 巧止ス 
ペル 9 ン ー乂三 一九が 十月 十】 日 

二 載 時 j | 濟令 文び をを 二 一二 化 


ホ s な > 巧 二 内 0 

九 ビ— ル、 巧 巧 及 一一 一巧 巧 小 巧の が 二 巧 スル 巧げ 附加悅 巧 ー ホ 化む 細训 

こ 义 111 化 牛 九月 阳日 W ) 

巧 3 す ocrchfi で 2nKsbe:iti 331 mKe3 C ぞ 『 K ユ〇さ Nuscwaw NC3 Kleshami 里 S. 
preis von Bi さ TabakwaKe3 imd Scliaumw を！ V 田 rste K 》 D B. vom 4. we ち em. 

す， 1939. (RGBl. I S. 1 さ 5) 

巧 時 巧 濟ネ三 丸ー ニ 乂年义 月 两日的 •を 報 巧-巧 一六 〇义 ち) を 章き ハ條 八' 去 巧 十 か 及 巧 十二 條及巧 五 章 巧 
二十 九 保 及 » 巧 規お巧 十二が _| 基キ丰 巧 巧！ 一則 プぞ A 

ホ ー條 W 巧 •边用 巧 曲 

一 •ビ ー ル、 巧ず 及 lllw 活小資 «格_| 巧 スル 巧 時 的か换 ハ么ブ W 巧 トス 
二 •か 時 附か巧 ハべ ー ィン 及メ I レンが 法满 * ホ么プ 巧ス 
巧 二 かなを 規を 

一， 本規お _| 於 テな 巧卜 《ほ 巧 製ち 柱 巧 巧を 巧 一一 一條 及 巧 六十み 巧 巧 一!? 巧二抹 •を 巧 巧 法ぶ 巧筑 お巧义 十八 夕 
巧 巧 巧 化 お (姪み 巧を 巧 十六 か】 义を度 巧 用 巧 (巧 巧 被を 巧れ 规お 巧两十 セが) ブ巧フ 
- r 本 ホけ か 則 二で テビ I ル トハビ ー ル 巧 化ノれ がわ (ビ ー ル 巧 巧 巧 二十】 巧) ホ 之 ヲをム モノ トス 



三 •丰巧 巧 か 則 二 於 テル 《ト ハ 巧へ バ かを 巧 ホ • 巧 ホ •小 巧が 人 二 化 > テ 良 サル ル 巧费ザ ニが スル 供 お ブ巧フ 
を 二條巧 巧を 

一 •ピ ー ル 巧 ハ註连 巧ザ义 ハピ ー ル 苗 お柔を (ピ ー ル 問當ご I 么ヲ 巧ス〇 註连卖 を ニ シテビ I ル 庶が棄 ネ_| おシ 
ピ ー ルノ 引渡 ヲ巧シ •巧 お まザユ めテビ I ル巧ノ 巧收ブ な シ丹冗 本 一一 油 ヲ作巧 シ其ノ を譲进 ホを = 巧シ お明ヲ 
爲シ クル トキ 《を 造 ま 著 自ラピ ー ル 巧 ノ巧化 ヲ巧ス n トブ 巧セズ •ピ I ル 苗 お ホ# ガ巧二 他ノ宙 おまえ 二 商な 
ノ 引が ブなス トキ 亦 之- 1 巧 ズ〇讓 油 ま ホ (又 《巧 ーノピ t ル拓 給ち ザ) ハ ホな 明 巧 ノな本 ヲを篇 が おを 二 巧 W 

ス ぺシ- 

二 •运ち 巧 ハ 括を 巧 ホ 巧 巧みぶ ユ之ブ 巧 ス〇ぺ I メ ン及メ ー レンが 護 巧 二 お 9 テ ハ 巧 WW 之 プ巧化 K べシ 〇化シ 
を 度ず 用 巧 >1 シテ專 巧 巧な 外ノ 購買者 ユ巧シ 供た セラ ルル トキ ハ 者插巧 W が 巧を ホ おかお ノ巧 二巧ズ 
一二、 lllg 巧 我 ハ 巧を 巧 ホユ之 プ巧ス 。巧 シ輪入 品 ユがブ ハが 巧ぶ 巧 ザユ巧 巧ス 
巧 阿が 巧 巧な 单 

r ビ I ル 巧 及 煙 ザ 巧 全を ハみ 巧を (巧 三一 か) ガ 引が シク ルビ-. ル义 粗が ノ々 《 _| け ル# 巧が (巧な が) ヲ巧巧 トシ 
テ 之 ブ島ス 

二， 111« 酒 巧 名を ハ 巧 巧 ザ (巧 一二な) ゾ 引が シク ル 規ノ巧 二 化 ル 

ご 一 •自 装用 巧夕 (ホ 通 巧 法 巧 一條を 一珠ご 引が 卜间 巧. J 巧が フ モノ トス 、 

巧 五が 小 W 憤 格 - 

二 > 巧 K 濟 み* ヴ 法々 llNl 


#1 二 篇戰時 g 濟法 々集 二 内 二 

一 •捏ぞ 巧 お-一 付 テ ハみ 担 ぞヲ除 キル 巧價が (己 も ミ 巧'^ もちを 芝 巧 巧 巧 巧 巧 八が) ヲ 巧が トス •话巧 巧 似 お 
みを なを 用 巧 二が ホ同ジ 。巧 店 巧 二が テ ハみ 巧 巧 巧な ノ價 がま ノ ホを 巧 格 (盾 草 巧 巧 巧 ご 一が 巧 一巧 F ) プなテ 
ル資な 格卜を 巧ス 

二， ビ I ル ユ付テ ハル 巧 商 ポ巧费 を-一 お スル 供給 二が テ 巧 ネスべ キ巧格 ブお牟 トス。 ル資巧 格ナキ トキ ハ お 巧 ノビ 
1 ル >1 化を 巧 巧 方 二通 巧 巧 ハル ル おな ル《 價がブ な テち 单 トス 
一二， 接を 巧 二が ケル 給仕 巧 ハル 資 巧が- 1 巧 入セズ . •, 

巧ち が 巧 ホ 

r ビ I ルみ 巧を 巧 巧 ハ 巧 被 毎 準 ノニ供 トス (巧 四な 巧 一巧 及第 一二 巧) 

二、 一二 » 活巧 ハ左ノ 巧が 二 お ヒ么プ 巧が K ペシ 


八 タノ】 巧- 1' 付 
内々 •ノー 

二み こ 

一せ/】 

一々 Nil 

巧 セた 巧おノ WW 


«« 一二 gw A 三！！ 酒 M かた 料 巧な シ葡 
- «巧ブ せん ♦ザ<<果ホ酒わ巧6ブおク 
ブイ t K マ A ク 


0 

0 

0 

一 

一一 


一一 
二 五 
五 0 
00 
00 


葡 巧： €ブ 化ん tv ル ホ ホ： 一一 鞭 
酒 (果 二 ホ、 巧果； 二 g お、 

，ィ〇 ろ 六 

0 .三 

0 三‘ 五 

oio 

160 


一 •巧な ニ ビ—ル •涅巧 及 一一 一巧 巧ブ 巧を スル 巧 巧を (巧 ご！ 巧) 及 其/巧た ブを クル ザ 《其/巧 キ ニが シチ 巧な (巧 
ち 條) ブ則 倘ュか 其な ホス ル コト ブおス 《 本# ハ 巧手 ノを巧 スル K 買 巧が ノーが トス 
二， 巧 計 貧 二が ケル 本巧ノ か々 二 巧—】- ぺュッ ヒ未滿 ゾ巧お プをジ クル トキ ハ 0 •阳ぺ ニッヒ ハが 巧シ な 下么プ 
切 洽ッル モノ トス 0 〇 .五 ぺュッ K 力ま 0 .乂ぺ ニッヒ ハ】 ぺ 三ッヒ トシ テ か巧ス 

巧 八が 他/巧 トノ M な 

刖 巧-一 か 巧 セラ レ クル 巧が 系と か) ハ 流 お 巧 法 ( U 3 をな teuerKes な) 及巿 5 •け (を3 をを 更 れ巧お 巧が/を 
ホ！ 一め ケル おが ( En な elt ) 卜巧巧 サズ •亦 担 巧 巧を ノ を 巧 二 於 ケルル 資か 資價が ( Kleinverkauf ちを ろ ノー 
巧卜 サズ 
巧 义條巧 巧 

左ュ巧 グル 場合 ハ 本巧ブ 巧七ズ 

一， 寒 お用ビ ー ルノ 供が (ビ ー ル 巧 法 巧 巧 筑お巧 十 丑な) 

二， 班 构が男 クル ほ ザ 公品ゾ 供が (巧 巧 巧 巧 巧 お 十 か) 

三 r ビ I ル， 姪 巧み 1二《 巧 巧 巧を (巧 三 巧 ご I 巧 ル 輸出 
巧 十が 巧 示 巧 巧 

】• 巧 值ュビ I ルノ 小々 ブ爲ス 狂柔を ハ其ノ 巧れ フぺキ を 班 ノビ ー ル-巧 スル 小 巧 « が ュが其 ノ化用 スルな おノ 
を 致な ュみ圳 H 公衆 ノ立入 ルを なまが 巧ノ 見る キ俩巧 二 明白 ュ (巧へ •(巧 ボ - 巧 9) 之ブ 公が スル コト ヲ巧 K 
二 •巧な- 1 ピ I ル •'巧 巧み 三 巧 ノル 巧ヲ爲 K 巧 ホを ハな ホ ノ化入 ルを を柔 巧巧ノ をみ キ倘 所- 1 明白 ュ (例へ パ 
11 霸巧 《 濟令 文び な々 llnlll 


々一二 • *ss 夕乂- •二目 
巧 ホュ巧 9) 左 一 I 巧グ瓜 事巧ブ 公示 スル コト ブ ホス 

「ピ I ル ！. 垣 チ.‘.- 三 忌 巧’.； - I お スル «裕 二が！！ ぶ ゾ利 さノ技 » 巧 梢 化' 找 ブ巧ス A 
戰巧附 か 巧 巧 《ぶ ノかシ • ’ ■ 

ビ ー ル、 话草ュ が « が ノニ巧 
■ 巧巧泪 一二！# 巧ュ が一な 巧 二 ー ブィ ヒス マルク 
其 ノ化ノ ーーー度巧ュ は 一巧； 株 ュ五〇 ごッ こ 
.をを 場. 一巧 スル 附則 

お 仕 巧 ハな 時 附か巧 ュ之プ 巧 人セズ 

一二， 巧 巧 一ー ビ ー ル ノル 巧 ヲなス 巧 案 お ハ巧ノ 供が プを ヶク ルビ ー ルュ 化を ビ ー ル ノ巧刖 な 二 乂ノ巧 相 スルを 巧ノ 
‘ 容讀 《がヒ其ノ巧をヲ仰グ供おを_1 ちシ小資ホ枯及其ノ改訂ヲ义ちヲなテ巧吿スぺ シ。 巧》ットルお__や均シ 
テ 巧 ラレ クルル 資 憤が 及を 改巧ュ け ホ间ジ 

四 •ル々 W ル ニ 巧 巧-ー ピ ー ル ヲ供も スル コト ブホ トス ルな お ホ ハ其ノ おお プ巧グ 供給 タニ 巧 シ适巧 ナク巧 一一 一巧 ュ 
'を A ル 迸せ デな ス ベ キ責二 巧 ズ〇巧 シ右ノ 巧 菜 者ガ巧 巧を (巧 一一 一條) タル トキ ハ 化 ノおニ ホラ ズ 
巧 十一が 巧 示 巧 巧 巧 反 二 因 ル 結 巧 

】、 が 巧官ハ W 巧みれ 法を 音 二が 二 巧， 巧み 堯资巧 十が) 巧 巧 ノ强制 ヲ島ス コト’ プ巧 — 

二， 巧 ま ホィ ホヤが 巧 一二 巧ノを A ル 巧 吿ブな ♦ザルヵ 义 (进 巧ナク 之プ巧 ササ ル トキ 《其ノ 供給を 《他/まが ホ 
ポ かが# 二吿な シク ルル々 ノ 中/お 巧 小<« 格 H 乂キ巧 お ブか巧 スル ノぷ巧 アルち ノ トス！ ，.し./. 


一二 •を ホ ザ ノ不 おゾ吿 か-- 巧， 巧 找ホお ( steuervefkiirzcnR ) ヲ来シ ♦ル トキ ハぶ ノ 化を-於 テ 巧 ま 巧 II 巧シ 
巧 お スル モノ トス。 化 シ巧時 轻巧令 巧 二を 巧 八が ノ規を ノ巧カ ハ 之ヲ巧 ゲズ I 
巧 十二が 巧み 作 巧を お 

巧' 巧 お (巧 一二が) ハ 巧 巧 ヲ作巧 スル コト ヲ巧 ス〇 巧み ュハ左 ノ巧巧 ヲ紀が K ペシ 
(ィ) 交せ シク ルビ ー ル义话 をノ巧 巧、 み* 及が ノル 巧 巧が 
( p ) 交な シク ル lllw 活ノ 巧巧义 み* (が お 义巧ノ 大ナ) 

(ハ) をち シ タルが 巧 箱 

各 R 月 ノ終ュ 巧 其 ブ爲シ 且么プ 巧み 11 お 入 K ペシ... 

巧 主 二 なぞ、 持 ‘ . . 

本 巧 ホ 務を廳 ハな 巧を トス 〇お 巧を ハ； K 巧 ま II お シ巧巧 巧 プ« 巧 K ペシ。 巧シ巧 十】 かを 二 巧ノ おを 二が テ 《を 
棄ホュ お シホ巧 おブ K 巧 スル 3 トプ 巧ス 
巧 十 W な 巧 巧申吿 みかせ 

巧 巧ち (巧 II 一條 ご 1 w 月 中 _| 巧な シク ルビ— ル •巧 巧を 一; 觀巧プ け 巧 大臣 ノをム ル 方ぶ 二 巧* お 月 二十日を ュが 
巧を-一 おみ わ 稱ノ申 ホブ長 K ペシ C 同時 ュ巧巧 ホ么プ W が スル コト プおス e 仍シ がな を 《巧ィ 巧を まみ ブ巧 来ス 
ル 3 トヲ巧 C 內を 支が ノ ぶ 巧シテ ハが 喊手 按ノミ ブ爲ス コト ヲ巧 
巧 十ぁぶ 化 巧 •ち SB 規を 

一 •ビ I ル •ほ 巧 及 三 一 鞭 巧ュ巧 スル ル费 巧が R 時 的 ホ 巧 ハ】 化 S 九が 九月 十一 日 かが 阿時ョ — 巧 ♦を _| 巧 シ么ブ 

こ IIW ♦濟 二 W 五 


♦一二 a . 栽 時 tt 濟 法令 » こ P す 

巧 K 、 

ir 巧 巧を (巧 一二 條) ハー乂 一二 义年乂 月 十】 日/巧が ユ巧 ルピ I ル •话巧 及 一二 巧 巧 稅ブを お タョ 9 お 立 ッル コト ブ 
が K 

ち 巧1 ピ，ル、 垣巧さお活ヲ义れス ルをまをハ ー を二乂年乂月十 一 日午がの時現せノビ，ル、 度ぞさお 
巧 お 巧な ノ 满ホ ヲ爲ス ベ シ〇巧 シ左ノ ホ 巧-な 之 プ負ス コト プ巧ス 
, (ィ) 分 ♦ぶな 《 巧 (小 資價格 •巧 五た) >1 巧 ルビ I ル 及 ほな ノ 規を蔚 
(《) 巧 巧 及み 量 (巧 お 及が ノ大 ♦)* 巧 ル ーニ 鞭 巧 現せな 

巧 まま 《塞 憂 一を 一克 年皂 十日餐 を 領 シ且供 奪！ 一め テ# 巧 ヲか上 セて シピ 1 ル •羣を 一 哀巧プ 

がが 大臣 ノをム ル 方式-一 拾 ヒ涅ク トモ】 义三 一九 年 十 巧 二十日- 『が 務ぞ ユ么ガ 申吿ブ をみ コト ブ巧ス 〇ちノ 巧 品 
_ 一 お スル 巧 時 おか 巧 (巧 六 か) 《同時- _ か 上 スべキ モノ トス 〇主 巧を K ハを 柔を二 お スル 化 巧 巧 二が ケル ト材一 
ノ时 巧を トス。 巧 一巧 力ま 巧 一二 巧 ノ規を 《お 巧 ま (巧 一二な)-- 之プ a 用 七 ズ 
巧 •巧 十な 巧 一巧 H ぞムル 巧 示 堯巧ハ ー九 一一‘ 充年化 月 十一 日 ョ—巧 ホ 開抬卜 同時 ユ么プ 巧巧ス ペシ 
ち 巧 十 巧 巧 一一 否 _ 一巧 ム ル巧吿 《这ク ト こを 一克年 九月 十日な ノ巧巧 タツ 時 二 供給え 二 巧 法 スルは « ホナク 

么ヲ运 スコ トヲ要 K 

六 •本々 ノ規を ハべ I ィン 及メ I レン 化：！ I ! 苗- 1 么プ w 用 スル コト ブ巧ズ 《 巧 シ準扣 スル 3 トブ 巧ゲズ 

れ巧 大巧 


十 が 巧 大臣 回 巧 こを 二 义年乂 月 < 日ち 

巧 cndo ユ ass d 注！ 一た ch き 亥 era を r 『 in き Z ミ ( 巧を chast き ミ biwtt 19 苗 S. 989) 

巧財シ タル 規 ち* 巧 ルビ-ル •巧 巧 文 lllg 活ル責 W み# 時附 か巧ノ 巧け ハけ 巧 官ュ巧 シ之ブ 5 ペシ。 余 < ビ 
I ル， 巧 ぞ及三 旁 宿 ル* 價 巧-一巧 スル お 時 附み巧 巧-ホ さ 打な 則 (田 ate KKDB ) ュ的シ 左ノ回 巧ヲ巧 K 

第二 巧 巧を 筑ち ュ助シ 

一 •ビ ー ル •盾 巧 • 111* 活小資 《 み s 巧 スル 货時附 かお 巧】 ホ 巧け 巧則ノ 巧を- 1 於 ケル 活ぞト ハ， 括 ザ 巧を.！ 化 
— 巧を 巧 ヲ巧れ スべキ 總テノ 巧を プ巧フ 。化シ おお 用 小 規巧栽 巧 巧 巧ハ么 ヲおク (煙を 乾 まを 六十 八が 巧】 巧 
巧】 巧) 

二， ピ ー ルト ハピ I ル 巧法ノ ちま _| が ケル ピ I ルヲ 謂フ〇 化テピ ー ル 巧 似れ 巧 かホビ ー ルユそ マル ル モノ トス。 
ビ ー ルな 似 お トハビ ー ル _1 代 ルべ キ モノ トシ チ 資買セ ブレ义 ハを 用 二 供 セラ ルルれ 巧 化 ヲ巧フ (ピ I ル 巧 法 巧 

二十 一條) 

一二’ ホ US 葡 巧ち ニシチ ー九 号を セ 月 十 巧 日 的 巧 巧 滑 法 巧 巧 令 (公が 巧 一巧 一二 五八 頁) 巧の なノ巧 A ル 巧 巧 おが 
ホ 法-一巧 — おる ぞ巧ュ が テ 巧な ブ ホ！！ セ シメ クル モノ ナル トキ ハ么ブ 111« 活卜巧 巧 サズ。 み 巧ノ巧 お ノ閒巧 r 
シ 之ブ诗 巧七シ ィザ— シ巧ホ 宿 ュは亦 お ジ 》 

II 戰 wg 濟令 A ヴ画 保 法令 lint 


典 igs 濟 法令 藥 .. こ 5 
巧 一二 か 巧 巧を x 枯シ 

一， ビ I ル- 耗ハ 么ブ 巧を ネ I 1 K 巧 スル ブなナ 巧 則 トス。 なを ホ ハ 企 ホを みお々 ホ-お スル ー切 ノ 巧が* は 本巧ブ 
巧が スべシ 〇自采 巧费ノ 目的 ヲがテ おか スル トキ ホ同ジ 。なをを ボピ ー ル 供 おを C ビ I ルプ 巧が シ且化 ノぞ自 
ラが おを タル トキ ハ 例 ル トシ テ 本巧ノ 巧が ブちス 3 トブ 巧セズ 。化 シビ I ル 供が ま* 於 チ 乂ノタ が セブレ クル 
ビ I ル 巧 われ ノ 巧-- 巧 ズべキ 旨 お 巧 シク ルが おを 作 巧ノ巧 巧ち ヲ* をを 巧 持 スル トキ ニ R ル。 ビ I ル かたを 
(ビ 》 ル 問屋) トハ招 接 巧费を ュ タ巧 スル ュ 非ズシ テ， 巧 二 巧 巧 スル ノ 目的 ヲ なテビ ー ル ノ巧買 ヲ爲ス 巧 荣者ヲ 
巧フ〇 化シ巧 ♦を H ビ ー ルノ 巧が ブち スト キト 蒙 モビ ー ル 巧 おを タル ノを K プ度 ハズ 

二 •活巧 巧 ハな ザ 巧 わ 巧 巧 おを S 巧 ス〇苗 巧* が テを 巧 スル ほ 草 ュがナ 《巧 巧活 巧* るエ瑞 所み ホ (括を ノ おを 
ホ) トス。 巧を 巧を 巧ち 十八が 巧 一巧 巧 二は ノ おを ュが ケル 执巧を お アル ホ お 草 巧 《巧 巧 巧が おお タルべ キを 
巧を 巧 (ほぞ 巧を 巧 巧が 則 巧 九十 八が 巧 一二 巧) ュ« 巧ス 。巧を 紀巧ノ 包装 用 巧卜異 》 タル 巧を 巧を 用が ゾが巧 
ブ径 K 巧 巧 ガ远巧 巧を 巧 二十 一條* 化 9 なを 巧# 稱ノ 巧な アル トキ 《ホ 胜時的 か 巧 ノ巧巧 ホ タル モノ トス。 化 
シ运ぞ 巧# 巧 巧 巧 アル 巧を 枉 巧みを- _ 费巧シ ♦ル 巧 卷煙巧 用紙 ュ化チ ハ ほを 巧 巧 巧 十九が-化* が •乾 巧 巧ヲ生 
ゼズ 

一二、 ミビ I ル •括 巧 及 一一 房ち n お スル 巧 巧を ハ 自由み 引ノ か任ブ 申出 デ タルを 又 ハを 巧 ■巧 規巧反 巧ち* 因リ 
> 人品 ノ おか ブ ©シク A お トス。 I 


四 


111 巧 阿た 巧 巧な ホ- 1 がシ 

巧 阴か巧 一巧 ハ 巧 巧者 ュ化 ルビ I ル 及を 巧 おおを ホを プ左ム 。おを おゾ おを ハ かを 及 小 巧 巧が 二 巧 ルビ I ルュ 
的シ テハ丰 巧ち 巧两巧 (譯な B ホ お) 巧 二巧ヲ を お K ペシ。 お-おお お ハ 巧が 卜间時 二を 生 K 。 巧な ヲを法 シク— 
卞あ卞 《么ブ 閒ハズ 。か 何 ナル モ ノブは テ小資 情が 卜 をな K ベ キヵ 《巧ち 任么ヲ をム。 

巧 五た 小 資巧格 二脚シ 

一 • w 巧を (巧 三！ 條) 《巧 巧 巧 おを 二 化 < 其ノ K 巧者 例へ •(供人 巧 人ュ巧 スルを がが 将プぶ お トス ル コト ナク小 
資债 が- 1 おキ么 プ爲ス ペシ 〇 n ノル 資 が 格 ハ 1 巧 巧 巧 ブおキ 1 席ち 巧 巧が 二が がノお 巧卜お 9 タル 小 《 化 
責债格 トス-小 資お資 债格ハ 巧 巧 巧 巧 巧 ホ 换 _ 一が 用 スル 找 お- 1 么プ お示ス •巧 巧 巧 ュがテ ハみ 巧耗 巧な ノ おを 
巧な 巧ノ单 « クルべ キ« 格段 巧-が ケル 上 ノ巧ヲ W ナ小資 お 巧 巧格卜 巧が ス 。例へ バ 巧が 巧 二が 三 ー ラィヒ スマ 
ル クな上 1 网 ライ K ス マルクを 1 ノな 格段 巧 ノお换 巧 二が テ ハ 巧】 的-ニキ P グラム-- か 小 巧が 巧 怕が网 

ブイ ヒス マルク ト K 

- r ビ I ルな 巧 ネ巧ノ 巧を ノ良 •々《ホ ノ« 施 ホを ュ 同ち シ$ み 之-一巧 ルべ キな 左ゾぞ ぞブ巧 シク-'。 巧ナ巧 •耗 
を ボ乂ノ 折 巧 K ぺキ义 ハ 轉«ス ぺキ巧 ノ董を 二を— テ < 1 00 —ッ トル 平ち 估が __ おキ之 ヲ芭ス コト ヲ 巧ス。 
巧 シビ I ル 巧 费地ノ 巧 ル-が ヒ 巧が ホ お ル モノ トス 平み ホ左ノ かシ。 

(イ) ブイン W 右を バ イェルン 

オ スト マ A ク义ズ デ I テン ホで _| お ケル 巧费 二が 五 C ライ ヒス マルク ！ 一 009 ッ トル-- 化 
« 巧 Ik ホ々 A び— を 二 n 化 


を 


ホ ーー 云* s 濟 法々，- 三 五 0 

ご) 一を 一ニ ハ 年 おち 三 一十一 日 公布 

パイ H ルン 巧 巧 大臣 回章 巧 二な ュ巧ル 巧が 巧が _ 一巧が スル パイ ユ ルン ュむ ヶル 巧せ-が 阴〇 ライ ヒス マルク 1 
1 】 00* ッ トル-一巧 
こ) 其 ノ化總 テゾ巧 合- 1 が 

と 0 ライ ヒス マルク ！ 1 00 —ッ トル ュ せ！* ピ I ルが チち 乂投巧 六み 五産ノ ホず ブ ホが スル ビ ー ル-- が テ ハ 
1 00— ッ トル 平ち 債 格 _| は 巧 ホブ 牛滅ス 

巧と 條巧 巧轉 WSN シ 

巧 ピ I ルノ をが ブ さ K 企 ホ ホ 《 UK ま-巧 シ左 ノキち ホ ュがヒ 別個 ュ 巧/ « を プ巧ス ペシ 
巧の 巧 巧 二 巧 (イ) ゾ 巧费ノ 場合 二せ 一 0 ごヴヒ I 1 ， ッ トル-が 
-巧阳 巧 巧 二 巧 (") ノ巧 ♦ノ 巧を* 一せ 八ぺ ッヒ I 1 ■'ッ トル-が 
巧 两巧巧 二 巧 (ハ) ゾ 巧费ノ 5? 合-一せ 一阳ご ッヒ - 1 ， ット ごは 
的ビ ー ル = 化 テ ハを 稱ホ ヲ半滅 K ペシ 

巧へ パ即 化-- ホを K ぺキ巧 巧な 《フランクフルト .TA •マ イン-於 テ ハ 左ノか クス 

ピ 1 ル-巧 _ 一が 一四べ-ー ヴヒ 

ピ I ル 0 •丑な c が とぺ 》 ヴ K 

ピ ー ル 0 •两 な-一が あ •■ー ハぺ 《ブピ 


ピ I ル 3 •一二が ュけ の •二ぺ _| ッ K 

ち 巧時附 かお ハフ ランク フルト •アム •マ ィン ニ 巧， テハビ ー ル ノ巧巧 巧 巧 又 ハーが# ビ ー ルノ W 巧ブ 問ハズ 
ち 一一な テ ハが 上規を (巧 セな 巧 一 一巧) ヲ 多が ス ペシ 

- • . 

ホ 巧 九條巧 一二 满租 巧る 除 ュ巧シ V.' ‘ 

ホ 曲ノ巧 貝ネ 巧、 曲 法 上 ノル 曲 二 巧 スル 交付 《巧々 ノ巧 之プお W 卜看 かス コト ヲ巧 ％?'. 

r • 

セ 巧 十な 巧 示 堯巧二 M シ 」 

一 •巧 巧 = ビ ー ル ノ小資 ブ負ス を ま ザ-ー シテ本 回章 巧の 巧を. 一巧 あ 巧 五 铁二化 9 巧 巧 附加裙 (小* 蒋器ノ を ♦ a 
巧 K ) 巧 巧 ノさ巧 アル トキ ハ 小 巧が 格卜お 二么ヲ 公示 スル コト ヲお ス〇 おを ノ 公ぶ ぶが ハ 么ヲ規 をセズ 。公が 
《巧 示 •が 立 まへ ノ おが 义ハ其 ノ他眼 ニッキみ キ ホを 二が テ 之 プ爲ス コト ヲ巧 
ir 巧 十 條巧三 一巧 及 巧 阴巧ュ 巧 ル 巧が 巧 巧 ノが巧 ハピ ー ル ニ か テ 《巧 かノ 閒么ヲ ©ス コト ヲ おホズ 。化 シ巧サ 化 
ガホ巧 _ 一因， ホダ； K おを __ か レ ザル トキ ハ 么二化 巧 示 スル コト ヲ巧ス 

八 巧 十二が 巧み 作 巧を 巧 二姑シ 

巧 巧-一巧 9 話 巧ブ巧 スべキ なが 二が テ 《格が ノ«» 作 巧 ブ巧ス コト ヲ巧セ ズ〇必 巧 ナル 公. がゾ巧 ホみ 义ハ がが 
巧 因 二ぶ キ巧二 作 巧 シク ル 巧 簿ュ化 9 明白 ュシテ R 将み 一-ザ# お ヲほシ 巧べ キト キ 《么ヲ W テ 化 ル。 か 逆 ナルを 
一一 «巧 一一 濟 々 A び ■供 化々 ニ ピー 


九 


を 一 云 if ホた 《化 舍ホ ュ . 二を 二 
を ホ お 巧が へバ小 » 巧が ブ ホダを ホみ 二 拓化セ ザル トキ 《あが ナル 巧 ユ之ブ お 入 スル ュ トニ 巧9 巧み ノ说 充ブ巧 
ス コト ヲ错 • 、 ‘ 
r ビ I ル おか 悅ホ ハ異— クルー C 0 リットル 平み W 格ノ が スル トキ ハ 小 巧が 格ノ代 9 トシ テビ I ルノ 巧が ヲ爲 
K おニビ I ル ノ消度 地 及 巧 巧ノホ 巧卜巧 9 タル】 C 09 ッ トル やち 巧 格 ヲ記人 スべシ 。化シ 巧 おノ巧 出-化 舆 
— タル】 00— ッ トル 平お值 格-が K み 則 二 巧を シク ル トキ 《化 ノ巧ニ ホラ ズ 

夕 々巧 

が 巧を ハが 乾を ノをお シク ルビ ー ルみ 租巧ユ 巧 スル 申吿ブ ホ A スル •'巧 9 テハビ I ル 巧 及 煙を 乾 從巧ノ 目的 ノ 
爲二納 お ホ A 耗晚 二が スル 巧 巧 ユ巧 ルベシ。 ビ ー ル* 积みお •ビ ー ル 巧は 巧 巧 的； 表， 团ぶ なぞ お 入 » •煙 巧 巧 巧 
註た 巧み 括な' おを ネ巧巧 》 ハ お 二之ブ おが スべシ 。ビ I ル •粗を 及 一二な お 小 巧ぶ 格 二が スル 巧 時附加 巧を ーホ祐 
巧な 則 >1 をム ルビ I ル 獲巧甫 みお 巧 巧 巧 祐二閱 スル 細則 ハ おなご 一* 之ヲ巧 錄シタ 90 申 吿 __ 巧シテ 《おを 七ズ 

0 申 吿 

巧十网 が-一 化 ル か 吿二化 • W なの 九 ま ホを ムルト n P ノ おぶ ( n n -I ハ么プ 巧ク) 及 巧 十で 依 巧 三 一巧 ユ化 ル# 
ホ-一が •附錄 セを A ルト n B ノおま (n n ユ ハ么ヲ がク) ヲ化用 スべシ 〇度型 ハ 上 おが おを (oberfinanzp を 9i. 
denten) 么ブか 巧 K 


一】 巧 十五 か 巧 一二 巧 担 巧規を ュ助シ 

一 •だ 巧 巧を ハーを 一一 义年乂 巧の 日 2 E 巧々 ュ 巧， を 巧エ柔 巧を 者ュは 一を 一 克ホ义 巧 五日 话 巧き 旁活お w なお 
香 作が ブ命 ジタ—。 之 《お •ちみ 巧な ノ在度 品 31 美を 務 ハー 乂 一二 义 年九片 十一 日 午が 四時 現在 キ巧 角* 巧ヒ之 
. ヲ巧 K べシ〇 巧シち ホな 品-巧 スル 巧時时 かお ノ巧が ハ么ヲ がゲズ 。巧 化ノな 二れ々 ノ巧 •附 シク ル (ココ-ハ 
么ブ みク) ft 二な お シク ル 巧 的/が 度ブ# おス ペシ 

ir 巧 «_ ービ ー ルノ 巧れ ブ な シ丹追 か# 巧 巧務を ザル 巧 ま 者 ハ小資 ホが 二 代へ テ 巧 四 巧 巧 二 巧 二 化 ルー O 0— ッ 
トル 乎を ホ-佑み ペシ 

一一 r 商 •エホを 巧 ザ ュ於テ • gw 往 E ノ 巧令ュ 4 キ •一を 二 乂ザ乂 月 置 日**^ ま 十日 ノ期巧 ュがテ 巧 費# ュ» 巧シ 
クル 巧 時 財 か 巧 ュれテ 《ホ冉 流；* 巧 お 挪巧ブ 合 » シク ルみ (が ナ月 巧納巧 タニが テ ハ义片 十一 日 二、 阳か巧 巧 
-耗ホ ニが テ 《一丸 三 一九 ザ 十月 十 置 日ュ) 巧 ♦者 ュがナ け務を ュ之ヲ 巧な スル コト ヲおス 

十一 义巧品 巧 巧が 加が 二關 スル 祐む令 こを 二 九 年 十一ち 子 £) 

• 口 Cn : hfuh2n2ver0rdnun 《 ube 『 den Kri «《 szuschl 吝 auf 巧 rarmtw を ミ 3eu《nlsae 

• • vom 20 . Nov き ber 1939 (RGRL 1 夕 2267 ) 

一允 一一 克年 化片 w 日附 5 爱 々(公 冀 一な 一六 0 九夏を！ 十九た 义 S 巧な わ 法 巧 十一 运 二ぶ 午 左 祀ノ涵 

二 IT 巧 It 濟 々 A び 画 》 化々 二 •主 巨 


ホ ーニ tt 載 巧 濟 法々！！ 二 五 n 

か々 K • 

巧 一が をが お 調を - 

巧 巧-一た 巧 火活ノ 巧が ブ島ス 巧 ホを < 1 九 一二 义半 十一ち 二十と 日す が 田 時 現在 ネ待ノ かれ 乂活及 一九 一二 乂牛乂 
巧 四日 2 E 巧 時を ホ々 (公報 巧 一巧 一六 〇乂 頁) 巧 十一な ユ化 ルー 0 OI ッ トル ま 巧を 增巧 •お ブ未グ 巧が セ ザ^ か 
巧 乂滑ノ 調を ブ良シ 瓦 么ブお 入 スル コト プ巧ス 。れ 巧乂巧 ニ シ テ】 义_ 二 化 年 十一月 二十ち H は 致を 柔をノ 巧おシ 
クル モノ- 1 シテ ホダー 0 O — ッ トル ま 巧 ホ 增« 巧 又 ハ R 時附 化巧ブ 折は セ ザル モノ ハ 么ブ化 其 スル 3 ト ブ巧ス 
巧 ホを ハ か 巧乂活 おが 品 (巧 一巧) ノ巧巧 そ 巧 ♦ブお 巧な み/— ッ トル ユがテ か算ス ペシ 
れ巧 乂活 « 巧-一け か H セ ザル 特を ノ义巧 ホれ 巧 火 活^を か ス〇化 シー 009 ッ トルを 巧を 增あ 巧ブ巧 セラ レ ザ 
ルヵ (一を 一二 年畏な 附乂 妥資巧 巧 年 S •な 巧 5 巧 阳〇五 頁) 又 ハ輔巧 セラ レ ザ リシ かが 乂活ハ 化 

ノ岐 一一 在ラズ ... 

. • . 

を疾巧 巧. ... .； 

かまを ハ か巧义 巧 在が 品 及巧ノ 巧な をが A 二 けれ 巧 大臣 ソをム ル お ま 二 巧 ヒ理ク トモ ー九の 0 ザ】 月 十日 ユが 
巧を 二 之 ヲ申吿 スル コト ヲ巧 K 。 企 柔をハ 同沒ニ ホが 品-一巧 セラ ルぺ .キ乂 おお 品 » 時 おか 巧ブれ 巧を* 巧れ スル 
. .n トブ史 K 。 : ‘ 

巧 時 £ 加 巧 巧 ハ 巧 巧が 分 リットルな ユー クィ ヒス マルク トス 


か 案を 二 巧 スル 主務を お ハ 化迪提 二が ケル ト材】 ノ が 巧 お トス 

窒疾巧 止 

一を 一充 半 九月 醫附巧 時 巧 ホ 令寬巧 々(公が 5 5 と 六 二な) 《一九 一二 九 年 十 一片 二十 お B 么プ 置ス。 
巧が 的 化 巧 ハ 间日ョ 9 圳俩ノ が 巧ヲ爲 サズ 
ベルリン ー九 三克年 十一月 二十日 

r 十二 W 巧 大島巧 f . 

wend さ lass des R 么 ohaministoa を r Finanzen 

《が 巧 大臣 回を 四 一二 九 セ 頁) 

(ベル— ン巿西 K 八 巧 ホ ゥィルヘルム プラッッ ー— ニ ホ ホ •一九 三一 乂半乂 月 十九 H ) 

一 化 一二 义年 九月 十-日 二が ケル 在が 品ユお スル 巧 時 的 かお 巧耗 ユ閒ス 

.を ホを ゲ巧 巧ニビ ー ル •捏 巧み 三 一巧 巧ゾ 巧せ プちシ •巧 モビ I ル •巧 巧み】 二 货巧小 巧 巧 格 二 お スルが 時 W 加 お 巧 
ー ホ 巧け 巧 則 窒哀ノ を 菜 _1 が ケル# 巧 お- _ ホ ザル トキ ハ 、 M 規をホ 十 おな 窒竜二 巧， 化等ノ 商な (詩は" ピ— 
ル， 巧 巧み 一二な 活) ノ ー九 一二 义年 九月 十一 日 午が 四時 現 巧手 转巧ユ を スル 巧 時 供 化巧ヲ な ク トモ】 か 一二 义年 十片二 
二 > 巧 お濟を 度び ■保 化せ こ 立. 立 


ホ ーニな！？ 巧が 濟 をを 藥 

十日 二 申吿シ •寡な スべシ 。在 庙品及 其 ノ巧巧 附惡ノ 申吿ハ をを まを 二が テ化ぷ 二之ヲ 巧ス ベ： ノ トス。 が 

則 トシ テを 案 5 養發 操堇ヲ 器 S ペシ。 一治 ノ 雲を 《香 十一 日 現 章 持ノ塞 品資ビ 1 ルぶ かを 
巧 f が一を 完革月 二十 星」 二 联時党 お 4 葦 島-; ルを 塞 ブなス ペシ 

な レ ド 5 ク 4 合 二が テ か S (を ィラ レ タル 期日 二が ヶル 巧— 巧 及 i 巧產 5 5 ル 被 時 附加稱 含 
/ま が ハず 词能 ノコ トナ こシ 。季ノ 担ず 小資 巧-一巧 シテハ 勇* ノ 掉巧ヲ おユ ル 巧 蓋 襄ノ規 巧ヲを メタ，。 

荣卷羣 小責病 《？ 刷笔ノ 実せ 煙さノ S ヲ寞二 交が；； ヲ巧 ヘシ。 一二 襄一梦 モ睾ふ 霎ハ巧 時 

附が 巧を 巧 日 二尙 參巧ノ 未な 資巧巧 品 ヲおッ コト アル ペシ 

か 类をボ 特定 S 二が チ 現を 又 《盾 S ル 農 弦 巧 ノ沒ブ 5 :: SS タルる ザル ご。 巧 レ 
ド モ化系 ル 雲 R 定が分 ヲシテ 法 テ 巧 時 党 巧 S が二堇 ：ポか 牛 案 < 5 い ザル ペシ。 

ちノ おお 二め テ •々£ 時 的 ま 巧 お？ せ 者が ヲ巧 シ曼ポ 巧を ヲ爲ス 。巧 援ノ設 メラ レ タル トキ ハ 巧 時ユ巧 
巧 ホ 奪 S 月 かク トニを 一 克年香 十一 日 現を S ノ在養 ニシ テが 月 中二— シク ル？ 望； 牛 典巧附 
か 巧 执せノ 襄ブを 7。 巧 巧堯襄 ごを 二委皂 十一 日 現在 キ持ノ 在逢ノ 交が プなシ ，ル i 之 ヲ刖倘 二 お 
入 スべキ i 至 二 5 ル モノ トス。 な 則/ 累 アル トキ ハれ おを 《ち 塞？ け 话がノ せ 供 ヲ島サ シム •へ キヤを 
ヤこ S ホち ブなス コト ブ巧ス 。一を 一充 牢乂巧 十一 B 巧 お ネ铃ノ 在 度品卜 《巧 巧な 巧者* ガーを 二 辈乂月 十日 
なみま々 j A 供が 巧ユ 巧— 巧 巧 ノ な ♦レ ザ— シ巧 品亦么 プをム モノ トス 

ま R を 《ブデ イング 


十 s 巧が 化？ 閒 スルを こ ミ 充年+ 一一 早 一島) 

* V & ro をき iib ミ Aen >み 企 taach ミ N vom 12. D 3 き be ， 1 塞 (夕 G . BL I S . だ泛) 

- 

♦ 

篇テノ 巧々 を ノ巧巧 ノ巧護 ハ R 時 二於ナ ♦巧 «保»ノ巧 巧 ナル 巧拷 ナル ブ失 《ズ •お 率 巧上ゾ かが アル II モおブ 
ズ •巧 働 力-一 お スル 巧 巧/巧 ホ 《な 力と ブお朱 ポルべ ヵラ ズ •な テ閣 » 巧- 1 み ジタ ル々 衡 が法ノ みお ハを 二が 時轻 
巧 《ノな 拍ユノ ミ么ブ aA ぺ午 モノ _ ーシ テ美ノ W 攝ノを 了* ル 巧 ノ目巧 ブ冉ビ カノ お 巧 二鱼 クべキ ハな 
巧 ノコ トトを フべ キナ— 《 例へ パな W 々働 時 的 《间避 セラ ルべ ク •お 人 戊 年 ホぶ ノが ハ-ホ ピ巧化 セラ レ ザルべ 力 
クズ 。巧 シー 切 ノ» 巧 ザ ポ祖 W 二な ヒ ラレ クル 田 ザノな ュ其ノ を# » カブ 舉ゲナ 单仕ス べキ巧 務ヲわ フべキ 《巧 ヲ 
巧 タザ ルト n B トス 

仍 テ】 か 一一 一九 年 九月 阿 日 WW 巧な W 々(を 巧 巧 一巧】 巧 0 丸な) 巧 二十が 力ち 巧 一一 十九 か _ 一ぶ 十な 濟« 巧卜 協な 
ク上 左ノ巧 命令 ス 

. 1 

巧 一 か左ノ 巧々 乂丰 々II ぶ キを A ル 巧を _ 一巧 —巧« 時附ノ 巧# ザな メヴレ タル トキこ 日ノ巧 «巧閒 1 巧シ 3 
巧 ii： 柔ノ 々を！！ ノ嗔合 ブがク 十 時 怖 ブ巧ユ ル ブ巧ズ 

(ィ )... 一 を 二 九ザ义 H 一 日脚 巧 « 巧 S な 規定な 正 及 補充 令 (なな 巧 一な 一六 八 S 貝) 巧 一一 一章 巧 衡が巧 
(々) 一九 一二 八 年の 月 一一 一十 R 时巧倘 が 閒巧飼 (なが 巧 一巧 巧网セ 頁) 

と IT 巧が 濟 々及げ H ザ 化か 一一と セ 


第ー ニ篇 ss 法令 集 S-R- L 

(こ 一を 二 六 年 香 二十 香 供 一を 二八 年臂 一手 B 巧 《ン望 所及季 g 寮— 時間 法 (i 巧 5 
一一 三 ハ 年 巧を 一 5、 公報 巧 一巧 一を 二八 雲 旧田夕 頁) 

ご) 一を 二 華 十月 日 的； トマみ こが ケル 巧 凑巧巧 巧々 (巧か 官 おを 二 ii ち) 

をち 巧 S 時間 __ が テ規抑 暮ホシ sf ホ 舅 《ノ私 スルト 午 ハ 十八 复 上/ 累 が窒* お シー 日ノ雲 
時 曲 十二時 曲を 之ブ抵 長； T ブち 巧— ノ西 ィラ ルべ 牛が 巧 二な 巧 《シ て： 巧 まを ♦曼 •力— ヲ 
島ス 。をを ホを «巧ノ ぞ巧ノ ホを ハ 上な 巧は をち 之 プ巧フ 

巧 i . 年少 畫な人 ゾ巧畏 柔時問 《•一を 二八 年內さ 二十日 的 年少 裹囊 (公霎 5 骂一ゎ 頁) 巧 十六が 
巧 《時 阳巧冀 十 かか 及 一を 一充 年 九月 十】 日 W 訓令 巧 四な (巧 かを 報 巧 i 二 量 夏ヲ をュ ル ブ巧ズ 
巧畏 r 本 令 巧ぶ S 巧 i ノ f ル 制皮ブ S ル 富 時間 ノ巧長 又 《轟 巧 5 講をノ 場合：， 乏プ 
宮 文 n トプち 巧シ麟 S ノ霞す 5 コ去ブ 巧ス 

ir 奠 .15 ル 毀* クテ •.其 ゾ潭 三蚕 晒 プおエ ザル トキ 又. ハをお ル 巧の 時阳ノ 巧が ブ拓 メクル 单ゾ ナル 
トキ S 柔 奪 g 《其ゾ が 巧ノ を次ブ 爲ス •ヘシ。 を 5 お 局め 卜 X 

ミ 其 ノ化ノ .瑞合 _ 一が ケルを か< 巧 突 臣么ブ 5 •襄 星巧ュ 在， こがな 吾喜 ソか可 マを ルプ巧 
窒ホ ー日 十 時閱ヲ 5 ル 香 ブ 5 が# 5 右 i 慧 時？ 基 ミル 超 通巧當 臺 煤ヲ囊 スル コト' ブ 

ち 巧寞芭 刖投ノ をブ？ ザル トキ ハ ニが おか ノ器 巧が ヲな テ望*ナ ル モノ ド 需巧ス 。巧援 巧 二が 规 則め 
•シ テ襄 シキ 巧備 巧の ノれ スル トキ ハ . fs がノ 巧ホヲ 5 コト ヲ巧ズ 


啼六か 5 化 八 ま 巧ぶ 條ゾ規 安まん ナル 蝴 ミが！！# キス ル n トブが スル 巧を 篆 か 一 I 2 ブ 逆用 セズ 。之. ブ 
巧 サントス ル トキ 《を 巧 おみを ハ お 巧 ナク巧 ホを 誓 お,, 巧吿 スル コト ヲおス ’ 

巧 わが 丰 々义 I 々二 おキ テを シク ル 訓令 ノ規を i だ シク ル 巧爲ハ 5 f 巧 ご 法々 ノ 巧用規 をを お 巧 公* 
シ テ么ヲ お巧ス 

巧 八 化 雲 時間 條巧巧 二十 セ 雲-巧 隻寞官 奪 持-助 スル 年少を 化が をを 壬 ハが ノ規 をハ么 ヲ霜ス 

巧 九が 巧 化 大臣 ハ 本 令ノ巧 巧ぶ 補充 ノ岛 行政 手 巧-巧— 他ノを ヲ巧ス コト ブ巧 

巧 十が r 本 令 二 乂两〇 ザ ー巧】 日ョ ，么ブ 巧 行ス〇 巧シ超 雰衡巧 增貨？ 閒 スル 巧 笠が ハーを 一 輩 十 こ 

巧 十八 日 3 —么ブ 巧行ス 

二 来 令 公布 ノ時 二が シち 巧阳が 二 巧— を 可ブ巧 クル ゾ巧接 アル モノ トセ ラレ タル 巧の 時が 規を 《一 化 阳〇午 一 
巧 一日を 二？ こキ巧 案- 1 か么卜 お， タル かを ノ 5 ルル トこ 一乂阳 Q 年 一を I 十 是」お ノ れカヲ がが セ 

シ A ル n トプ巧 

十四 巧 働 大巧 布吿 こを ミ 年 十二月 十二 日 K ’ 
hrla 泛 des 》eich 爸 I •す itaniiiiiat ミ Vi に • C 孩 さらさ 1爸9. ( 己 a 2300 6、39 
巧 > 田 1. III S. 38S 

巧 働^ 5 四 スル 命々 吕 K 。 一を 二 九が 十二月 十 I 百 的 巧 《巧 5 M スル 命々- 1 化， 閒 R をが なジダ ホ 巧 化 

こ 氧巧 K 濟令 A び ■保 法を こ 五 t 


か ゴーな IT 巧た 濟 巧々 》 二々 0 
巧 お ノだ巧 ハ 巧 ピーが 么ヲ 巧止ス 1 、. . 

巧 ノ規お ハ 本令ノ 巧巧卜 お-巧 カ ヲをス 

r 十八 巧 ヲ超ユ ルが 乎 お » をノ巧 巧巧閒 

法 巧み 度 ホ. 規則-一を A ル 從ザノ 巧の 時 曲 ノが烘 ハ ー九 一二 九が 九月 一日 的 巧の 法 明な 巧を なお 及 補モを (をが 第一 
な 一六 八 一一 夏 語？ 巧， 巧 人 季從臺 二 付 之ブ置 X 。 仍テ 巧お七 ラル •へ 5 霞 望 お ノお大 限 5 おす 

巧 かがが-一 诏 スルな々 ノを A ルト コ P 二 巧ル〇 お々 ュぶキ 巧 人 巧 子が* を 二が シー 日 十 時 巧 ブ超ユ ザル 超 逸 巧が ヲ 
巧ャ シムル コト ヲ 巧。 規 が 的ニシ テな 苯 シキ 巧 供が 街 お シ巧モ ー日 十二時 閒ヲち エ ザル トキ ホ间ジ 。お テ】 日 乎 均 
巧 巧 時 閒八時 巧が ハ お 刖ノ巧 巧 ナキ投 > 么ブ 巧ルぺ ヵラ ザル ノ巧則 《何 巧 愛 お セラみ ル コト ナシ〇 お 規ちハ 巧ュを 
メタル 制な/巧 K 巧 二が テ 妍へバ 巧 時ち 巧 巧 命 ま巧ノ 目め 二卽な スル さ ュを g ノお 可ヲ ホセ ズシテ R を おお 巧の プ 
巧 シ巧ル e 巧ヲを メ タルモ ノナ，。 巧 レ ドモ巧 » が* C 阳 K ル 命々 がそ- 1 ♦巧 示 サレクみ かク同 令ノ巧 巧シ且 目め 
トス ル トコ ロハ 巧 ナル 巧の カノ 巧ん 二が 9 又 《化ノ 方法 二 巧-' を クル コト ヲ 巧べ 力* シ 均を __ めテモ かな ぷ 巧の ヲ 
巧シ 巧ルモ ノトは スモ ノユ巧 ラ ザ ルベシ 

巧の 巧閒ノ 巧を ハ 巧 中 巧の カュ巧 スル 巧 巧ゾ 巧ぶ プ巧 ボスべ々 ラ ズ《 ち 巧 巧 ホを ガ が* タノな 化が お ュ巧ス ルタ 
二な ズべキ ハ おが 卜巧 ルト np ナキ モノ トス。 が 二 お软析 みお ハ 巧 二む « ホノ位 かみ々 か カ ヲをお ナラ シムル コ 、卜 
ナク瓦 巧等ノ 々か ノ权巧 お テ お 財 巧の ノ巧 巧ヲぞ スル コト ナキな 巧々 の ノ おが か 巧-. 巧 シ巧巧 ナル 吟 A プ芭ス コト 
ヲ要ス 〇巧荣 をが お ハ必巧 卜巧ム ル トキ <巧« 時 阳ノ巧 お- 閱 スル おれ 巧を ヲ巧 クル コト ヲ巧 


十二が 開々 w 巧が 制 ハ ー巧 巧 中み ク K モ t 高陆 w 巧/化な 巧 巧ブ設 クル々 义 (巧め 巧 陆ュ巧 別の ニ シナせ 和シ中 
巧拍ホ 祐ノが スルト キュお 9 を W ヲそ クル n トナ クシ テが 持 スル コト ブ 巧。 な レドモ 十巧閒 巧の 恃閒 •円 •シ巧 曲が 

祐ノが K ルト： 十二時 閒巧 g 時間 < 巧 奠胡窝 巧 十が S 望 二が ケル-ル •規 的を 诗制ヲ 株 ルが。 f お 巡スこ 

トヲ 巧。 巧を ブ要 スル トキ ハ 巧 «巧 巧々 巧 内が 二ぶ キ他ノ 例外 プ認ム ル コト ヲ巧 

一日 ノ巧 一時 聞ブ 十二時 阳二 巧を K ベ 55 贿 7, 卞を こ 閱シ巧 《シ牛 卜牛 《巧 漢？ を 接 二 化" 巧 ホ 
おサ？ をを ヲ爸 K ご。 冬 お ノ巧 まを ホ it 閒ノ 護爭 5 脚シ テ； 《巧は ち！！ 之ガ みを ヲ 5。 一九 一二、 
年 十二月 十 音 附巧霞 聞 保 例き S 則 (公報 5 な； 尧 頁) 望 秀ま委 が 4 を 《右 ノキ巧 二 之ヲ諾 

ス 

巧 ホ 巧 二め ケル-一-八な ブ泣ユ ル 巧 乎が* ホ- 1 シ テ， 一を 扇を 百 ま 百 脚 巧 ま 巧 巧の 巧閒令 (公が 巧 一を ハス 
ち 一 五 四 貢).- 在， 靈人 卜？ こ 又 《之- 1 巧ズ ルを 卜七 ラル ル户 《(第二が 巧 一巧 其ノ 他) 巧 裳が 今 ハ 

么ブ巧 用 セ ズ〇が テ 必お卜 認ムル トキ ハ 巧 米 卜雖モ が！！ を ヲシテ ー日 十け 閒プな ユル巧 衝ユが 事 セ シムル コト ブ巧 
二 •な 人 及 年少 ホ 巧の 時閒 

々奠讀 令ノ 望-幸 お 人 累少ホ N 達 < 冉ピ之 ブ强化 セて ぺ ヵラ X 。 化 シお人 及が 少お 二が 一日 八巧閒 

《8 ぉ-- 巧 K ル 例 ル 41 ィラ ルべ 牛 《巧， R が 十 ルが ホノが K ル トキ II 限 ル： 卜 K 。 一を 一 一丸 年 九月 十一 日附々 

漠巧ノ 衍かュ 轴こ則 令 (タタを 窒 一を 畫黃) 巧一寶 ちを 一な 二ぶ キぎ享 巧 スル トキ ニ 於 リー 罩時 
用を ちノ ホヲ霎 セ ミル n トブ； r 化 シお人 sf 十八 赁 上) 军六赁 上 ノザ少 ザゾ 赛藍閒 ハを ノか 
II - If 時 か WW 法令 二 力】 

9 


睾 一二な 職 巧 g 濟法 々雄 ， こ々 こ 
キ 為を -1 於 テ 五十 S 閒ヲ 超： n トヲ受 。巧 二 半 か# 二な テ 《晚ま 単 5 が ヶル 巧柔 巧陆£ ブ巧叢 巧 二 巧 
火 スル n トブお K 。 巧 急 ナル お 合 ュ巧巧 時 閒ヲが キー 巧 四十 八 巧巧ノ 巧め ュ從爭 セ シムル コト ノ巧 メラ レ クル 十 巧 
巧 W 下ノ 年少 お-一 拥 スル 吸 9 之卜巧 ルを ヲ島 K n トヲ 巧。 巧 レ ド モお巧 補 加 ♦义 ハ® が ハ 巧 ホ 巧 閒 a 巧シテ モ巧ュ 
么ブ ま拌フ n トヲ巧 K 

訓令 (請 註 H が 巧 巧の がな ノ巧 ル-一巧 スル 測 令) __ 巧 巧 巧を ナル 培を ト ハ必ズ シモ ー切 ノ 巧を 括 满め化 巧 ブ指ス 
モノ * おラズ 。卽ナ 巧 急 ナルち 合 トハ巧 9 特圳 ま. お且 巧な ノ 任巧ュ シナ 巧 ノ巧巧 二 因 9 拍巧巧 巧 的 乃ち 巧 時 巧 A 的 
一大が々 ヲ巧ク * アル ポかネ お合ノ 謂ナ 90 なュ ー九 一二 九 年 九月 十一 日附 訓令 策 一巧 乃ち 巧 二 巧 ノ例か ノーが のュ 
瑟 ィラ ルル ハ】 刻ノ巧 巧モお ♦ザル 果巧 ナル 巧 拍义ハ A 讯ノ巧 巧 A 至 ハタ 巧が 巧ノ な 必巧 ナル 巧彻ヲ をけ スル トキ 
- I 限 ル。 ち ノ巧夕 ぷ巧ュ す テ S _1 巧め 时ュが テ 地な 陆ノ調 ホ-品 シク ル 上を 該巧衔 巧 シ 適な ナルる 彻 カブ 
巧 速 スル n 卜 5 Ji ナル 3トヲ¥ 。叉 年少 おノ 十を ナル 议ホ软 5 巧 巧 sx 么ヲ考 鬼 スべク 玻時夕 ，卜 
雖 モ之ヲ 巧网巧 K こ トハ巧 サレザ ルベシ。 化-- 沾弟ヲ シテほ 巧 巧 衝-從 ホセ シム こ特ュ 巧が ナル 规巧 アル コト 
ヲ巧 R 。 巧が 巧 巧み- 1 巧 こ 日 十時閒 巧の 制ノ おなお 巧 ハ ーを 二 九 年 九月 十一 日 財を ノ强シ タル 訓令 5 说乃ま 巧 
二 巧 二 依 9 稱乂及 年 かを 二せ 化ュ 其/* 巧 ヲ見タ ルナ 90 巧 今が 人 及 午 かぶ ュ が此ノ 制限 プおユ ル お 汹巧か ノ进メ 
ラルべ キ 《巧 W 巧 祐ノが スルち 合 ヲおキ 巧を ナル トキ 叉 《巧 樹化護 令 巧 四が 二ぶ キ 許可 ヲ巧 タル トキ- _ 化ル〇 コノ 
巧 W ヲ爲 ス -¢9 テ ハ ホ 例 ル 的 為合 ナル コト ヲおシ 狂 お ュお人 及 年少を ノが法 二げ クル トコ B ナ キヤゥ 苗な ス ペシ 0 
巧 二 巧 人 お 千が* をノ巧 か 巧 閒 二 巧 スルみ ノ巧シ タル 化け 规則 巧一娩 《お 人 及が 少 お = が テ モ么ブ 準用 ス 〇 • 

々ホ 祈 ilk ホス ルが 人 « 人 ュシテ 巧な 人 二* シ义 《之 二 巧ズル タノ々 衡時閒 クタ？ ー ネー ー W 半 二 H 十 ミ HW 汝ホ 


巧 巧抽 令- 1 巧— テ 巧 ホ 七 ラル ル モノ トス •同 令ノ規 をユ巧 スル 例 ホ ハー 义 一二 乂年乂 月 一日 尚な 令 巧ぶ が,！ 乂キ 巧な 
を单 アルみ 巧を- 1 K — 么ヲ 3 ムル n トプ巧 

•- • 

一二 •な 乂义年 ホを ノ巧阳 巧 « 

巧の 時 曲 か 例 巧 十九な 巧 一巧 及 年少 ザ 保 巧を 巧 十六が 巧 一巧 ユ 巧— ホ 子 巧の ホ 及 年少 ザ プシ テ巧阳 二十 時 ョ—六 
時を 巧 ♦セシ A ル n 卜 《之ブ 巧ズ •巧 胡 ホ度ユ 巧* ル規を 《巧 « 巧 冊が 例 巧 十 セが 巧阳巧 巧 グル 运巧 二が テ 巧ち 
スル 巧 A 巧 のザ _| ハ么ブ » 用セズ 〇 特巧ノ 巧 巧な ロユ於 ケル 年 ホ ザ H 巧 シテハ 夜間 ノ巧 奋义 ハ饼ノ 3^ ホ ブ巧ザ 
ス 《年 ホ ホ 巧 JW か 巧 十ち 條を 一项、 き I 苗 •を ハ 巧) 

* で 各 巧ち 巧- 1 が ケル ホ 子々 «ネ 及 年み ま.！ な テ ハ巧圳 巧を ブ « 用 K 。 ザ 需 A 3 奋ユが ケル 女子々 » ぶ 及 半 ホを 
ノ巧ホ 時 抽ハ涵 巧 巧 巧 3 — 二十 一二 時を トス 〇化シ 巧 ホち 督 g ユ お 巧 ヲ貧シ 五時ョ >11 十二時を 又 《々伯を が 廳ノ巧 
可プち ♦ルを セ 時ョ— 二十 两 時を 卜貧 ス n トブ巧 (々の 時 抽巧例 巧 十九 巧 巧 二 巧 及 年少を な 護を 巧 十六な 巧 五 巧 )0 
巧を ブ巧 スル 場合 ユ於テ 《ホ 交を ホ！！ 於 ケル 巧 働時抽 《八 巧 阳ブお H テ 巧 おシ巧 ルプな テな 柔時閒 < 1 九 一二 义 ザ 化' 
巧 十一 日附 巧々 巧 阳度ユ 巧— 五 巧3— 二十 阳 時を « 巧 ス* 巧 シ丰例 かノ巧 メラ ルル 《女子 巧 街 ザ 及 十六な ヲ巧ユ ル 
年少を ガ早奋 及 a 奋ノ冗 規的夕 を作柔 n 巧 ♦シッ ッ アル トキ ニ 故 ル。 年少 タニが テ ハ 作柔ノ 巧を ハ 年少者 巧 巧を 巧 
十六 條巧 五巧ブ 適用 シを a 巧を ブ良 K n トプ巧 K 

な冊勞 のを 止* ち スル 右/例 ル 《巧 働が* 令 巧 一二 隹二 巧— 之 プ巧ゲ ラレ ザル モノ トス •巧 4 卜雖モ 年少 ホが K * 
於 チハ特 A 年少者 ユ巧 スル】 九 一二 义年乂 巧 十】 日 3 E 巧 今 巧 巧 »ノ 例 ル 《巧を プ 巧シ旦 早#， a 暑！！ 於 ナ巧卖 シッッ 

二 《時|| 濟令 A び 围 ff 法令 二 六ち 


s ■載 s 濟法 ♦集， ‘ 

:年 か者ガ 々人 S ザト蓋 _- s シ S 55 S 下-於 テ 年少 寞養ノ 規ぞブ 香 こ； 田 難ナルみ 
合.！ R ， ミ， 之： ナニ トブミ •左 s - l — 葵 《5 辜*； こ 巧 弟-はこ 二十 畏をノ 勞？ 
211 か； • Ais か ¥ si ►♦二を 二 華 九月 十一 日 巧 S 二？ をノを お ユ 於 ケル 製 巧 

巧ブを Ali 3 トブ巧 

巧來 N 巧？ シ？ f 々ま 獲 令 さ二條 ij £ 人 及 年少者 ノホ sf を； い； ♦ノ 三べ チ 巧 
十條巧 二巧ゾ ゾ巧用 ミい ザ ルタ 本 令ノ施 ごず ホノ巧 カマ ミ* 特を g ご巧シ 卜受ル トキ 
<例 か 香 ゾ襄プ 命ズこ ►ブ ち蔓冀 累 ミ存； 卜* ユで巧 阳條 1 午 例 ルプま A こトブ ちげ 
シ化ノ 《を お來 婦 人畫 少者-をを 及 夜 面 ノー 妾を W ブ 覆； ル お 替ユが チ 之 プ巧筑 香カゾ ち义 《 巧が 巧 
か カ ゾ冉！ |ホ _| 巧， 11 妄焉 卜な シ能 7 R ， t 人 及 年. 少者 ゾ高 S ブ阿ミ 林，； ャをャ ニれ 名を でな 巧 

ゾ上特 H 么プ 吟味 スル 3 K プ巧 K 

• •、- • 

. . •: . - • - V -.., 

网 •巧 «巧 巧 令巧两 か*! 基 ク巧か 時 陆« 長 及な 阳巧 «ノ 巧 可 手 « 

《8を 阳ノ 6 望畜累 富 中 5# ホ WS - をを 75 •ヘシ。 m 畫 S 《《《織 令 巧 四條を 一巧-- 

巧，、 例 ホ》 一通 陆ブ 5 ザル 巧閒ユ 直， おを セ こ 又 ハ 巧 夕則巧 ノ® 々ヲ島 セル モノ ナル トキ ハ么ボ 寶ノか 
をブ 5 ご。 裹を ハ終材 的 ノモ ノト K 。 一を 二八 年 十二月 十 音 的 巧 農 阳條が 舅令季 一巧 ノ規を ハ之ヲ 

ザ柏ス 

t '/ tlN 巧 か •一嘗 S 5 2 ぞ 二！* ブ作 ホシ 么ブ畫 拓妄> お 曲气； 。美ノ 取れ 《友ノ か クス 


例 ル/ホ 可-一巧 9 危巧ノ が スル トキ 《巧 案を せお 《申 巧を 二 巧シ がおノ 巧を プ巧ス コト ブ巧〇 がリト 巧モ申 巧者 
ハ かま お ♦應プ 巧由シ テホノ なか プ 申請 スル コト ブ巧 ペシ •巧 巧ヲ な K 申請 义 ハみ ノ なか ブぶム ル 中满ハ 正本 二 お 
プ作 巧シ巧 まを ♦お 及 上が 巧 政 宫廳ノ 地化プ おが シ タル 上申 まプ 巧脚シ 者な 柏が ブち テ々 二 么プ巧 WK べシ 。が* 
お 圳ノ巧 わ-一巧 9 特 .1 巧を 必がノ 巧他ノ 巧れ プ SK n トガ不 进巧ナ リトお 《ルル トキ ハ 巧を々 « 化が 巧 導 タノ 化か 
的樣 眼を 託者ノ ホな 及必 お 卜設ム ル トキ ハ 巧を 两巧 少年 指 請を ノ地 化ガ巧 班 トシ テ 巧が セラ ルル コト プおス 。な 明 
プ良ス 中が ハ： ル丰 二通/を 可を ホな 巧プ巧 巧を- 1 巧附 スル n トヲ巧 ス〇巧 巧 H ョ—を 速 ナルを みプお スルトす 《巧 
柔 を 巧 應 《巧 巧 ナル 巧が ヲ お シク ルな 巧 定め お 可ブ巧 フル コト ヲ巧 

五， を 4 巧の 扣增 貧が 

巧 ホ おや 麻 巧 « 時間 巧 おゾを 可ヲ巧 K ュ巧 j ナ ハ 巧％ お 巧 令 巧闲巧 二ぶ キ 化* ホ ニ巧シ ー日 十 時 陆ブな ユル巧 曲 
時 冊 ュ化一 南 五分 ノ巧增 巧が 請 乂宙ヲ ホスべ キコ トプ巧 示 K べシ •巧 シちゾ 巧 水 ハみ 巧衡 時閒ュ 規則的 ュシ テ旺ザ 
シキ 巧！ f ザ 麻ノ巧 スル トキ 《么ヲ 巧 用セズ 。巧 4 巧の 巧 增貧お 支み 巧 止- 1 脚 スル】 乂 一二 九 年 乂月闲 〇附巧 時 お ホ 令 
(を 巧 巧 一巧 一六 0 丸 頁) 巧 十八な 巧 一二 巧/ 規をノ 適用 ハ 巧 ダブルル n トナ シ 。之 ュ巧ル 節れ 巧 《が 火 ノかク W お 
( W 庫 ご 一之 ブ巧上 K ペシ。 二 九 三义年 十月 十 I H 附 » 巧を ホ々 巧 四ず 施け々 巧 一が ！1 な 巧 巧 一を 10 を 二 巧) 

六 •巧 か 時 聞 巧 巧-巧 スル 訊 令 - 
巧袁 を*# 《一丸 11 克半乂 ち 一日 W 々令 巧の 條巧 二巧 及一乂 II 克か乂 H 十一 日附巧 令を ハ 巧 ュおキ 巧衡か 4 ノ必 

11 g 巧 お 濟 々 A ヴ 圓ホ 化か 二 六 左 


第三 篇 濟 法々 藥 1H ハ ホ 
巧 巧 切 ナル モノ アル トキ ハ 各 おを 义 < 其 ノ运を 部 巧な _ 一巧 巧 時間 ゾ巧游 ブ命ズ ル コト ヲ巧〇 必巧卜 設ムル トキ ハ 右 
ゾ目 的ヲは テを ま 規則 巧ち 二十 條ホ 之ヲ巧 用 スル n トプ巧 9 尙を則 ノ巧巧 ノ巧巧 义ハ柔 巧征二 巧の 梓 間一^ 巧 九が 
を 一巧 及 年 かまが 護法を 一十 巧 巧 一巧 = 基 キタ か 時巧ノ 巧を ヲお 々スル コト ヲ 巧。 右 ノ巧規 を _|乂ク みノ甫 化ハ路 
案を やお ュ之 ブみ讓 K。 巧 シを柔 を や ちノ± ホを 巧 プをユ ル トキ 《上な 巧 巧を 應 .一之 ヲ移 まス ペシ。 

々化 時間 制度 二 巧 スル 訊 令 ハ 申訪ュ ぶキ义 ハな 權 _| 依 9 之ヲ巧 スル コト ヲ 巧。 訓令 ガみ 圳ノ揉 巧ノ ちが 又 《業み 
= 姑シ 適用 セラ ルル トキ ハ 巧を 巧 おおみ 指 ホを 又 ハ かお 卜这 A ル トキ 《巧を W 靑年お 薄を ノ をを ぞおハ 巧な 巧运巧 
函拓ハ 之-- 巧シち 見ブ巧 ブル n トプ 巧。 を 孰々 ノ巧本 《ホ 揉 巧 ホヲ巧 テみ 二 之ヲ巧 W ス ペシ 〇巧的 時 巧ノ巧 お ハ 唯 
ュ作ホ 巧 二め ヶル 巧 « が件ノ 不利 ナル 巧 合- 1 止 マラ ズ が* を ダ おなか 二め テな 化 巧 ノ巧巧 •な 巧 巧が ノ制找 •巧乂 
を 制 措置 •ちれ ノ 不自由 タニ 巧 9 聚お ナル トキ ホ之ヲ ちな ス 

巧 ュ巧巧 持 人 •特 ニル 兒ブ巧 スルな 人- _巧シ 其/を 事 ノ度理 ブ巧试 スル 目的 ブな テみ 平日 巧衝 時間 ノ巧結 ヲ命ズ 
ル n トヲ 巧。 な 人 ュ巧シ テ 《切な ノ巧ま 力ま おを！！ 入 ブ爲ス 巧/十み ナル 時 巧 ヲ常ュ 巧が セ シムル n トブ巧 KO の 
へバ巧 巧な 人 ュ巧シ ー ー巧 間な 二 一日 ノ 自由 ナル 化 巧 日 (巧 巧 ホ 巧 日) 又 (巧 似ノ 自由を 閒ブ ちな セル 規をハ 十み 之 
ヲ# 巧ヤ ザルべ ヵラ ズ 

能 ナル 巧 « ヵノ 十々 ナル n トノ ホを セラ レ タルみ 供 ホ 巧 門 又 ハち 濟が ロノ お* ザ ノ巧 _| モ 巧の 時抽 ノ制识 
ブ命ズ ル コト ブ 巧。 巧々 《巧 « を應义 《州 巧 g を K ゾお 可ヲ巧 ♦ルを 么ブを K ペシ。 ネおノ 巧 おな ま 拓«な ノみホ 
1|:__がヶル權识冉なガ材1 ノモノナルトキハ巧令プ巧スル -が上み巧政を廳之ポ«巧|^'巧スルモノトス . 


セ、 日 If 及な 日 ノネ 化 舞 

日 巧 及な 日 ノネ 化 舞 ュ巧 スル 半 かま 保 法を ノ 巧を 《年 ホ ホダ 巧を ナル 巧を _ 一が テ 超 巧 巧 化.！ お 巧 シッッ アル トキ 
《十六な ブ苗ユ ルザ 少 タニ 巧 スル ー九 一二 九 ホ义巧 十】 日脚を ノ 訓令 巧 五 巧 二 化— 么ヲ巧 用セズ 。其 ノ他ノ 巧を 二が 
テ 《日が ノ 半が ノ け-' 二 化/平日/午 巧 又 《を 巧 1 日 ザ か 中年み ホ ニ自 か ナル 時 阳ヲ巧 フル コト ブ巧 (一九 S 九 年 
义月 十一 日 お 现令巧 五 巧)。 巧 レ ド モ巧常 ± 度 日ノキ ホ 《么ブ 巧 待 ス ペシ。 おお 巧の ュお事 シッッ アル トキ ホ同ジ 
十 如日ノ 半かボ 巧を 上 ホ シキ 田* ブげフ トキ 《之 ヲ他ノ 平日 ノ かを- 1 自由 時 閒ブ巧 フル コト ブ 巧。 反 之 一九 一二 九が 
九 巧 十一 日 的 巧々 巧 五 致 ノ他ノ 巧 ホげ ナ 午を ュ けへ テ ザが 二 自 ホけ 陆ヲ巧 クル ハ な メテ例 かノち 合二龄 ラル ルベシ 
をシ 々の ナキ 午を ハな ホ ト化資 及问時 _| イホ ザ ノ 巧お满 麻が す tt 巧ノ なか お 巧 切 ナル モノ アレ バナ 9 

丰問曲 = が< 者 g 見 ノ不】 まヲが シタルト キ ハを まを eg ハ巧涅 W # かが 指 巧 おノさ 巧を 卜 協な ノ上 一九 一二 九 半 
九月 十一 日 W 巧々 ホ 六 巧-一ぶ キ巧お ヵヲ巧 スル 規をプ を A ル コト ヲ 巧. 

八， 休强 時間 

一义一 一充 年 九月 十一 日脚み ノ訓 々ホ ーー ー巧！！ をムル ホが 巧閒ノ 巧を ュ付 左ノ 保ぶ ブ附 K 

著 シキ 巧拓 上/巧 お ブがフ 化ザ义 ハち お ナル 巧 ホが か ノ下ュ め テ 巧 ハル ル 作采ュ 化ナハ 巧编化 玻時抽 ハが 用 セ 
ズ。 小化止 (Kerzpassen) ュ內リ作ホガ巧<{中巧七ラ ル ルトキト雖モホ问ジ。 まシヵヵル巧を二がテ <小化止 ュ 
巧 9 テ モお人 及 年少を/十々 ナル おな ハ 巧 ラレ ザル ガかナ a 。 ザ B か ル おを ハ 巧 衡時閒 化 例 及が 少者が 进法 二を ム 
ル】 なお キ 休憩 時 閒ヲ與 フべキ ナリ。 

二 If 巧 W 濟ホ 度び 菌 保 法み 一一 六と 


ホ ーニな* 巧 お 巧 化々 A こブ / 

化 •巧 ホが 津 . 

一を ー セ 午と： c 十六 円军ち 一十 音斯 々巧が 读ノ巧 ま' 二铅 スルを ホ、 公， A 巧 一が； 阳-巧 一ニ ニ あち) ノみホ 
例プ 巧ム こを 二 靠乂月 一 H 斯 な々 巧襄 ノ植化 ハ么ヲ 巧 化 スこト ブ璧ル モノ トス 

フラ ンッ •ゼ ル テ 

十五 雲ぶ 移が 制限-一 脚 スルを ( i 一 葬を 日 ぉ) 

V さ 〇 互 31 一呂 夏 さ din 巧扣 9ch を 口 kiln. ぺ c\ を >!■ すを pi 口で $ をで ま 立 
vom I. W さ te 31 >er 1939. (RGBl. S. 一6 ホ】 

おな W 巧を な ハを がノ巧 カヲが スル 左 ノな令 プをム 
巧 一巧 巧 街 巧な ノ W 巧 

第ー ホー •巧 堯壽 、巧换 ち S 人 •冀 、見 望 著 生 《巧 錠み ノ堯 二が 慧 村ノ譯 て タル トキ 

三が リ巧价 n 化 (化 弟閒 な) ノ がめ ヲ巧吿 スル コト ブ巧 

二、 なメな 可 ナ クシ テ巧シ タルな 吿 ハ' 巧 律 上 無み トス。 巧シお かノ 冷を-が テ々 怕材 # を 间おブ 巧へ クルト 
■キハ 化 ノ战ユ 在ラズ 


iir 巧衡時 ゾ設ザ 《おわな 吿ノ 祐巧ヲ 化を ャズ 。巧 吿巧蝴 ノ？* ザナ クシ テ巧シ タルぶ 吿 _1 化 ホ问ジ 
巧 二た 左ノ をが ノー- 1 巧を スル おを ハを 一た 巧 一巧み を 一巧 ノ規 を-一巧 ル 設巧ヲ おセズ 

一、 おわを 巧を 巧ち ポ巧巧 閱巧ノ が 巧-一が 同を シタルト キ 

二、 巧を (巧 巧 致 化) ヲ閉巧 シタルト キ 

一二、 巧 巧ち 巧 用人 又 《化を c シテ試 お ノ爲又 ハ か キト シテ巧 ハレ 灯々 » 脚 巧 (化を 閒 巧) 1 > 片 W の 二が 了シ 
クル トキ 

巧 二を 申 吿ぶ巧 

'巧 ミ化 を おノ巧 お-一 化， 巧 仿码巧 (化 率閒 巧)/ It 巧-一は 巧 ザ ヲ巧セ ザル ザが 前ノ作 ホ-巧 ョ "おが シク ル トキ 
《お 巧ナク ホ ノ せを ノ 化巧义 《活 巧 ノお 巧ノが 巧々 化 お- 1 之ヲ 中が K ペシ 

巧 一二を 巧 人 巧 限 

巧 阿 お r ちを (お ラユ ルな 巧ノ 公私を 巧 足 巧 巧を W ) 及ぶ お 《巧の： 3 ノ 3^ァ* クルト キュお 9 みお ザ •巧 W 
人， 巧 ホ •見 巧 及 A 巧を ヲ麻入 ルル n トヲの 
二， 巧柔お 巧へ V お 入-が テ 《もを W プ ホセ ズ 

バ： 巧 田 巧其ノ 化， ノ规た 

二 ITA お濟 々 A び H か 化々 二 六み 


第 ゴー 巧 度 巧 だ 濟 法を お ■し 

巧を 巧 前 巧が ノ規を ハ おお ニシテ 巧囊义 ハ 化で トシ テな 柔ス こが ザル モ義ち 蓋 •受巧 又 ハえ 索 W 
抹ノ轻 を 二が テ あ 規的ユ キ供ヲ 巧 スホユ 么プ巧 W ス 
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♦一二 «* さ 濟 法令！！.." ご々 C 

二十 物を 沒 用法 改正 令 こを 二 華 香 一日ち 

Ver ミ diiung Nur Aendnnmg Wehrleist 旨 gsgesetz 注 V0 吕 L 

を ptemljer 19 爹 (RGBl. I. S. 1639) 

がな W 巧會 な ハ 大巧 巧 W » 巧シを 巧ノ巧 カブ お スル 左ノ 々々ヴ をス 
巧】 ま 

一九 一一 一八 年 わ 月 十一 二日 財！： 巧 目的/食 ゾ わ々 « 用 - H スル 巧 巧 (物資 巧 州 ま 》 なが 巧 一巧 八 八 セ 巧) ハ 左 ノ巧ホ 

ス 

1 •本を ノ 巧が ノホ巧 プ改メ 「围お 的 巧命ゾ 巧/わ 資巧 用ユ明 スルを 律 (わみ 巧 用を ご トス 
二 •本を 律 ノ巧文 《么ヲ 左ノる 改正 ス〇ホ 改正 ハ 左 __ 巧 グル 改をユ 於 テ 么プ巧 シイ— 

巧 ニ ザ 

巧務 大臣 ハ 巧 ー ホ 巧 二巧ノ 改正-ぶ ク丰を 律/巧 文 プ巧日 W ブな テな 巧ユ 公示 スル ノ«胜 ブ巧ス 

おお W 巧會巧 a.n ‘ 

巧 政 ft を. ： 

WK ボ わな 詞 みぞ 

.'..■•ち S & 


二卡】 聞 巧り のノが > おな 沒川二 脚 スル 化げ (物 ホな 用法 ： . ： 
改訂を ぶ) こ 义ミ义 年 九ぶ 一日 W 】 

なを aTmtmachlmK d ミ sncon FasscsK des Ge ま tN ま cbnl * I^eistcnnen Act * 

W を rzwec す (w を rlei ま 旨芭 gesetz <t>m 尸を ち tn み ei" 1939 (WOBl. I. S. 1645 】 

一九 三一义 ザ 九片 一日 供み 資» 用を な-化を (なが 巧 一な】 六 111 九 頁】 ユ化 》 お* 巧 咐を プ改お シク ル义 すヲ大 用法 
曲ノ 巧が c をシ巧 カブが スル 「 W おめ 巧 命 ノ島ノ 巧み* 用二阳 スル 法 件 (わ 安 巧 用を ど トシ テ 左ノ迪 之ヲ公 ネス 

內お 大臣 

W おめ 巧 命ノ泛 ィノ 构資巧 用- 1 閱 スル 法 巧 (わ々 な 用法) (一九 三一 丸が 九月 1 H 附) 

uesetiz pl > さ wachl 色を cn 再！ 一を r 巧 》 ichsaufgal>en ( 巧を chsl を stun 运 gi な ) vom L W さ teml> さ 19 苗 

• ». 

巧一审 給が ま 巧 <' ... 
巧】 が 給な ホ 巧を ，，~ 

一 •巧 这坦巧 巧ノ化 お •巧を W 巧 ±ユ 肚巧プ 巧 巧 スル ザ 《其 ゾ时巧 一一が ホ- 1 巧 法 おお 中 ゾ巧迹 W 巧を (本 法 三が 
. た 給な ノ巧 玲ヲ巧 K 

二. •地 巧* se # 二 巧 田が ホ 巧- 1 ホル « テノれ M •が ノ化ノ 人的が を •巧 巧 か、 が W 法人 度 其ノ他 ノ巧設 ホが がノ 
二 K 巧 w 濟 令％ び H 巧 化々 一一 八 一 


さ 一篇 *2 濟 法令！* ニバこ 

を 巧 ブ巧ス 
第一 一條が が！！ 巧を 

一 •おせ ブ巧 ホス； 巧 アル 活< 其ゾる S ぞシ クル 满巧を 虜 (田を arfa す lien) トス。 W 巧 軍 奪 巧 及み ノ化 
ゾ W おを 應又 《田 お 的 巧 巧 ブを巧 七 ラレ クルを ハ* 巧を 廊 クル 3 ト ヲ巧〇 巧* ホ 曲は 巧 二 » スル モノ トス 〇丰 

法 ニノ囊 二梦 ルま卜 S 望 二？ 巧 ifE K ベ 午 菜 巧 マル？ 《寡 上屋？ 共 __ 留 ルを ブ巧フ 
二、 W 巧ず お商诗 々巧 •巧が ♦を 巧/巧な シク ル 巧は 巧を みを ホ 巧を ハな まノ 上其ノ をな お 巧 二 « スル お 奥を « 
义其ノ 巧ぶ シ 巧べ キ お付ノ 巧を ヲさ ス〇ち ぞ篇巧 困--* セ ザル 致 巧を 廳ハ记 巧 ザ# 总 が々 巧， 巧は なを 度ち ホ 
巧を 卜 巧な ノ h - み ノ おおを 麻み 其ノ 巧ぶ シ 巧べ キ おが ノ ホを ヲ な ス •巧み 大をノ を诗ュ » スル おが ュがテ ハ 巧 
巧 大巧 卜佑 巧ヲ負 K n ト ヲおス 。甫 虫を K ノ灌化 二 巧シテ 《特刖 ノか件 义ハ甫 股 ブ附ス .ル コト ヲ巧 
ご r 1 ノ がが ノ巧 ホ-お シネ 板ノ巧 おを 應 な スル トキ 《田 巧 軍 最窩巧 令 巧、 巧な ft 監义巧 巧巧監 ハみ 數需 虫を 廳 
II 化 ルち もは/巧 ホア 9 クルト キ之ガ みぞ ヲ負 スべキ を* ヲ巧向 二を A ル コト ヲ巧 
の’ 内' 巧 大巧 《を 一巧 度 巧 三 一巧 二 化 瓜 ホた プを 吿ス ペシ 
巧 二 條ィ巧 三：# ノ巧 = スル 巧ぶ 

圳巧ノ をナキ トキ 《巧 一： な 巧 二 巧/ 規をュ 巧*' 

(ィ) WS 巧ヲ おク廉 巧を* ハ 自ラ满 ぶ スべキ WR アルた がヲ巧 一二を ノ 巧 

(こ W 巧 巧ノ巧 巧を 麻 《を/おれ ブ W 巧 W ノ化 ノ經 巧を ノ爲 又 ハ W 巧 ミ 巧 嵐シを 《田 防軍ノ ホ巧ブ タケク ル 
ぞ靡ノ 度 二 巧ぶ スル コト プ巧 


を 一章た が 
甲 總 則 
巧 一一 一條た なな 務ノ穂 巧 及 巧を 

一* おが* 巧 ノ* 巧 及 巧# (お ザノ 巧を/を A ル トコ •》 化 ル •洽が 在 W ザ 《をを a 遍巧 ナルた はゾ* 巧 プ巧ス 
ベ キ資二 巧ズ 

二 •需 ホぞ廳 《おノ ぶが 及 W がノ なお 二 因— テ 生 ズべキ 4 巧 ナルた せノ 化な 的 単 《 プ史 ホス ル コト ヲ巧 
一う たがぶ おを 及乂ノ が 用人 《たが ノホ 《义 《秩 # アル— 巧 二 がをお ナル 投巧 二め テ 本 法 二が ヒ かちを. 脊 及す 
巧ち ノ ホ 巧ヲ ft フ 。ホュ おが « 巧者 《たが ノ#» 及 巧 解ノは 二を A ル 巧々 ヲ « がシ ，おぶ 二 A ジ 情が ヲ おへが 
吿 A を ホ ブ島シ •お*: ブ 作成 シ •£ ♦プ巧 フべキ ♦ノト ス。 乂ノ 化な か • 3 JI •案 巧 巧-氷 35 の ナラ ザル 巧が ノ 
巧ち ブ島 ス べキ貴 aft ズ 

H ， 左-揉グみ者ハ巧«的巧々おが二田ス ルトキ <人め給はハ之ブ巧^§ス 
(ィ) 滿 十五 年 ホ滿ノ ザ少ま 

(口) 十五 年な 下ノ 子た 卜みュ 寒 iK 《其材 を 巧プ试 ミツ ヴア A 巧 
(《】 巧；* ー ハ 巧 巧 a — み 二 》 月ぶ ノ 巧：* 

(こ 巧 《* 堪 H ザル ホ 
(ホ) 滿セ十 WW 上/ 總テノ ホ 

二 > 巧 « ホ々* び 麵》化 令 二八 一二 


♦ss > 巧： k 濟 化々 K • 二八 n 
こ 一 おめ おな 及特則 ナルち ホ 目め ノ巧 __ スル 給が 
巧 S がィ ー お 的 給 が- 
ぶ 基を w ハが がをお ザ* 巧 シ美ノ よ ホ 又 ハが 管-巧 ル 枯ノ巧 用ブ巧 W シ •其ノ 動 ま二阴 スル ！ e がヲ 巧が シ •が 
ノ化ノ ホが プみ巧 セ シメ 又 <« がノ み 巧ノ 中止 ブホ ホス ル コト ブ巧 
を 二條 口 おが ナ A ち濟 目的 ノ爲 スル 給が 

お刖 ナル 担濟的 おち ホち ノ島 たが 巧務ホ 《 み テ 巧 エホ •巧 林 ま 又 《々通な 稼 まヲ おを スル ま ナル トキ ハを なお 
巧を 應 《化ノ 者-一 おシ 左/お ホ ヲ巧ス コト ブ巧 

r 美ノ 所が •占 お 又 ハぞ巧 二 » スル； e 巧 又 《« 巧 - H ク 特をノ を# 巧 さ ヲ貧 K コト 
二 •其/巧 巧 •よが 又 《ザ 理_ 一* スル 巧 又 《權が プ おを ノ ホを- 1 於 テ 巧 巧 又 ハ费巧 スル コト 
iir おを ノわプ ホ ホ •巧篇 又 《« る スル コト 
みお 刖 おせ 
巧 阳條巧 則 

r . 第ち 條パぞ ホ 十八 條ノ おれ 《苗 巧ち 巧め 巧 巧 V ホれ セク レ ザル W 巧 軍# 巧を ！ I * 於 テ 其 ノ董巧 セ サレク ル 巧 
おを 巧ノ S 巧ネブ 6 K n トプ 巧。 W 防 ザ スル 巧 おノお 巧を 廳 ハち ノ がせ ヲ巧巧 •が 巧 及* 巧 义ハ特 削 苗 E 
及 巧ノ巧 宙ノ良 二を ズルお 巧 ホた ノ巧 巧ぶ スル コト ブ巧 。技巧 ノお巧 »ぞ ホ タル おおを お ボ问】 ノた がブ巧 ぶ 
シタルト キ 《 W 巧が/巧 巧を 廳 / ホぶ (ホノ 化ノ需 おを g ノ 巧ぶ _lff 先 スル モノ K ス 。第を が ：£； 至 巧 十一 二か戍 
巧 十六が ノ 給が ハ W れ巧ノ 宿 巧を » 二が テ 肪則ト シナ « か ホ W か 二が テ 之 ヲ巧求 スべシ 


二 •两巧 おせな 讶 々巧 ハ 巧阳か i ； ま 巧 十九が c 规を スルが 换ブ 伯* ノ 場を II 又 ハ I む 的 c 巧 時な 问 スル コト ブ go 
右ノ请 5 巧れ 巧 塞爱 巧を 卜な 巧ノ某 S 巧 巧 ノ他ノ を g 二 f 至？ ご トヲ巧 
三一’ 第二 巧- 1 依 ル 制 巧ノが 回-- 化， がな 上 巧を 糜义； ノ重 巧者 二 依， 特をわ 件ノ巧 理ノ爲 二が メラ レ クル 渊を 
义措记 ゾ巧力 《之ブ 巧ゲズ 
巧な 巧 宿を 巧 ノお典 

一， を ホみ 度 巧- 1 シテ宿 巧 巧が なぞ ノ 巧ち. ち濟 •がま 及 巧 柔上ノ かお ユぶ キ巧ク ベ々 ラ ザルを 地 及 ♦地ノ 利用 
ヲ巧ゲ ザル モノ ナル トキ ハ 之 ヲ括巧 巧 トシ テ 巧 用 スル n トヲ巧 
二 •おを 巧 《左 ノかキ モノ トス .. 

一、 入 ノ宿狩 所 

ir 務及輸 を 手段 •せ 養賣ノ 巧 ノ兒妻 < 曲 ブ巧シ タルを 地 
ご 一， かお ナル 作 ま 冷 •み 巧 所 •巧 地 戊な 怖 
巧ち 巧 巧 タノを お 

一， 棋持巧 おがを 《巧 おなお ノ 巧ぶ- 1 依— 巧 度 ノ巧供 プ巧ス ぺキぶ 巧 ヲなフ 

二’ を ま 時 聞ユが テハ蜗 巧巧ノ 大巧 贿賣ノ お ♦二な ヒ化帶 二通ぶ 巧 ハル ルみ 物ノ おさ I め テち を ナヵラ ごべ 
ク 十々 ノザ巧 プ餐へ タルを 么ゲ もが ブ ち スべシ 

吉 ，恥が-非 ザル おな 巧ノ巧 水ヲ巧 シク ル トキ 《お 巧 巧 巧ぶ 5 れ巧 ノス 巧 S ちぶが ノ茂ブ 護 スル コ 
トヲ 巧。 化シお 巧が ノ巧巧 ザ堇ノ 采扶ノ 巧み/巧 ミ おブ曼 的 二が グル コト ヲ巧ズ 

二 IT 巧た W 々 A び* 保 化々 こ 、 t 


か 一二な* 巧 お濟 法令** , 

の’ 髮 ナル お喬 (居 お 秀至巧 巧ち) 在， テ ハ 宿 巧 所 提冀ハ 巧を たせ ノ巧ュ 巧セズ 

巧 わがが 水 巧 ノ巧用 

を 公を 二 5 ルが 宗 (ホを 的巧ヲ をム) ゾ襄著 ハ ホノお 巧を？ 巧 セラ レ ザル 股， 窒 •£ 二な シ苦 

巧 W ブおぞ スべキ お 巧 ヲをフ 
巧 八が 巧诗ゾ 巧が 

巧 巧 在 屏品ノ 占 裏 《其/ぶる ノ良ノ 巧 抹ブ巧 接を 七 ラル ルュ トナ 牛 お 5 が テぶな/巧 ノ 巧が ヲ おおを Ka 
引 ホスべ キお巧 プをフ 
巧 九 巧 巧を 材巧ノ 巧が 

一 •おを 材巧ノ ぶが ホ ハ 控をゾ ホ 止ブ巧 ホス こ トナ キ识ほ 二が 5 巧を 底 二が シ巧ノ 引？ 巧ス •ヘキ あ 巧ブを 
フ 0 H - シホ制 お ハ 担を-- お シお刖 / 口的ノ な ニス ルーを お 致ノ在 巧な ノ化持 ダな ゼラ レ クル トキ ハ 化 ノおユ せ 
ラズ 

二’ 巧 f 巧 スルト こ 下 《巧 なぞ？？ 夏 巧を ホ 所 ノ雲材 巧/巧な 及 曲かヲ が一 的 達 S で 巧が シを 

之-- か 巧 ナル 巧 S ヲおル コト ヲ巧 

巧 十條蓋 •を 物 栗 面/巧 用 

一’ 某 及 巧 物-一ち シまヲ 芭シ义 《之ブ 巧用ス こトプ 巧。 ち ノが用 《器ろ 裝お 及塞ノ 化な 霉义ハ 巧 
巧エ ♦等 ユモ A ブ コト ブ巧 1 

1 1’ S •養家 面 < —7 ルトこ 鬟ノ义 S 葛： ベ S 夏 質かノ 方法 二 皆 么プ巧 用； コト 


一二 •お 別 巧 ホ ナル 巧 地 义巧巧 《が 巧- 1 が ナハ么 _ l な 人 ル 3 ト ブ巧ズ 

阳 •なわ •巧 巧 地 •中 g ， お W 及を 两二立 人ヲ呂 K べキ トキ 又 ハ## で ハ A が ナルを な ィラ ルべ キト キハ 化フ化 
"'ザが 二 占 巧ネ又 《其 ノ代巧 人- 1 巧 シ巧吿 プ这ス コト ブが K 
巧 十一が 巧 《 餐材及 巧 共 ノ巧巧 

■をを 及！！ を •巧な 巧 巧 及 巧 巧 ホ ニ美 ノ化ノ ± 木工# 及な 巧 エ辜ユ & お ナル 巧 ♦々林 及 isa み ハ 右 おか ノ 占が ホ 之 
ダ 巧 巧ブ貧 K n ト ブおス 。占 巧 おみ 其ノ化 用人 《么ポ 巧 助 _| はな 佑 スべシ 
巧 十二 巧を お 巧な 度 巧 ノが用 

な鼓 ユ 非ザ ル がを ノ なお- ク ィ プ ラ ィ ク 》え«な装巧及無巧おお裝® ノ 占巧を ハ 其 ノ 巧を ノ 利用 ヲ おお シ 义 ハ 
み/巧 おノ ー時的 巧 巧 二 向を K ベ キ義巧 プ儀フ 
巧 十ー ニ 巧 作 おお ノ共间 が 用 

巧エを 巧 又 《巧 まを 巧ノ 占ち ぞハ其 ノ作ホ 巧 ノ共问 が用ヲ 巧おシ K も お ナルが 保 作 ホブ巧 K ベ キ発巧 ヲ負フ 
巧 十两 巧を ホ 及 瓦巧ノ 巧を 

否が 及 瓦 かノ生 巧者 及 巧資ネ 又 ハ 傅 巧巧ノ 占が# ハ 巧ぶ 二おジ 旣がノ 法が ブ ー時げ 止シ ，巧 化 セ シィ义 ハ其ノ 
巧 W ヲわ がスべ キ巧務 プをフ 。其ノ 他 照明 •化 力/ « み-巧み 巧を •降み 巧 巧 お® 及な か ノわユ お スル 附» わブ 
お* シをハ 裝麻セ シメ 义 《巧 か セ シメ お ハ巧ノ 巧用プ わが スべキ を お ブなフ 
ホ 十た がわ 件 ノ引化 

二 職 巧 お 濟 令％ び NW 法を II 八ん 


ホー ー Itt tfa - tt 濟 法々 》 こ六户 

r 左 二 巧 グル 咨ノ占 雲 ハ 巧 用义ハ おか ブ 5 シムルな 么ヲ墓 を お •一 引が スべサ 巧 巧 ブなフ 
1 K 乘用襄 、巧が 用 巧れ 及ぶ た 用 おか •るス 傅 香- 
二 《 テ/泣な ノ芭上 ぷ輸巧 化さな •及 水上* 输《 

I 二るな 巧が 

巧 右二 巧 グル 巧 ノ巧用 二 かお ナル 装 度な •附 W わ •補すな 品 • a なお 味な •担を 巧 巧 
を 其 ノ化ノ 巧產及 お# をな ノホ巧 二 お ズべキ モノ 3 お 巧 シク ル 度が 

二’ 曲 巧 巧 お 巧を 5 5 巧 5 ちを 完奚 阳巧ノ たは プ 申が ユ依， 他ノ W 架を 廳 お ハ W 装 ノ辛務 5 巧 セ 
こ タル 5 < 巧 一 巧/を！ 於 ヶルが 付襄 をノな S ぶスこ トヲ巧 
巧 十六が 巧 宋ノ度 巧 

巧 ホ 乎 ま •♦馬 叉 《巧 化ノモ ノノよ おを 巧-一を 巧 巧 棄ノ巧 巧を ハ 巧术ノ 巧 巧 プ爲シ 义ハザ 巧 セ シム 〇其ノ が* 
巧が ザみ 巧 貝 ハ 其ノ巧 巧/活動 巧 供 ユ» スル おけ プ島ス ニけ な 働スべ キ弟玲 ヲをフ 
巧 十 セが がを 巧ユ巧 スル « 巧 

化を か ホ •が 空委巧 SS ザ ノな貝 及巧奠 《十六が 二 巧 グル §プ がクノ ホち A 巧 ノみ作 二け ホを が’ 
良 文べ キ巧巧 アル モ /トス 

巧て 巧 化舶ノ 利用. • 

紀舶二 在， こ 化を 亦# 5 求ヲ責 巧スベ J 巧プろ 7。 乂ノ造 お 《お 《ノが 用プ襄 シ其ノ 株 作ヲ寮 シ义ハ 
お舶 _1 ホ-' 至 任棄務 ヲ宙巧 スべキ 巧巧プ ちフ〇 お巧ぞ g ハ 巧ぶ-- 化 おち ユ巧 シ巧吿 プ巧ス コト ヲがス 


巧 十九 條お巧 ゾ裝庙 み顧裝 

一 船 お ノ寫畫 ハ 占ち お < 交通 大ぶボ 目ラ义 《お 巧 巧 司令な ノ 巧ぶ 二ぶ キを 巧々 な 巧 5 シ テな シク i ホ 
及な 件 プ度行 K ご トブ？ 。お 装 挂をノ お 合- 1 S 馨 II 於 テ 右ノ巧 務プる 7 モノ トス 
二 •か 巧ノ 計？ を ア爲 スお をち S 巧 义< ル 田人ノ 所有- ら スル おか ニ ハ右ノ 巧が プをフ コト ナシ 

一二 お？ おシ 5 巧-依 ル 裝麻 ブロ K •へ ミト ブ命ジ タルト： 巧 雲 ミ 占が ホ-- 對シ •巧蔓 《巧 用品 
スルが 件 ホ 之ブ附 スル 3 トブ巧 

き 一幸 巿町 好ノ特 則が かを 務 
巧 二十が 巧 町村 ノ巧ホ 

1、 覆 人 II 對ス ルが 化 8 二 代へ テ 巧 町村 二對シ 之ガ巧 求ヲ爲 K n トブ巧 
二 右ノ巧 合ユ巧 テが がな 巧 II 巧 用ス •ヘキ 筑を 《市 W な 二 か シ之ヲ 巧 用ス 
を 一十一が 巿町ゴ 依 ル 巧み 

巧が が 二め テ 巧 二十が ノ筑 5 巧， 洽羣？ 依， 巧ホブ 5 い* ルト こ巿 S < 5 雲— 卜 间ーノ S 

法-化 9 がけ 巧が ホ ニ おシ 巧々 ブ巧ス コト プ巧 

巧 四 辛 おが ノ巧ぶ 手な 
を 壬 一巧た なノ 巧ぶ 手 巧 - 

r 需 おを 巧 < 管な 巧 巧を K - s 助カ ニ？ 义 < なを ユ おな 発 お S 巧 シ給夕 巧 ホ ブ島ス コト ブ巧 
二 A 巧 お濟 々 A び B か 法令 こ., I 


策 一一 运 5 お 巧を を ホ 

二 •巧賓 か 欺/ 霎ノ瑞 合 ヲがク ノホ萬 求 ハ巧ユ 巧/か ク をス コト ブ S 

一 あたか •巧 六が’ 巧 九が •巧 十 5 及季阴 f 巧 ルが SS 巧投 をが 二が， 

二 巧 八が 二 依 ル 給が 《を 巧を 两曲ノ を 待を お 二が*. 

一一 一巧 十 五條 5 巧雲巧 二が ルた な ニ シテ爱 管理 ノ 下二窗 ヵレ タル 物 二巧 ル トキ ハ だ 霉巧ヲ を稱ス ヘキ 
を 巧义ハ 其ノ丢 任官 度 二 依 9。 をな 上 なぞ 麻 ハ 本 巧 ノ規を ノ例ホ ブをム ル コト ヲ巧 
三 一’ クラィ K S N 52 お K ルな が^蒙 二が テ < i を お < お 二 奪を おヲ 5 ユトヲ .ミ。‘— おお •力 
クラィ KS ノ巿 S 巧 二 お シテ 5 二 拾せ ノ話 ホブ 5 タルト こ 瞄则支 テ 其 ノを壽 ナク襄 直 二 殺が 

スル n ト ヲ耍ス 

巧を 苗 二 9 ル 巧な を おみ 其/他 ノぞ 所持 上 又 ハ 其ノ度 化ヲ— 七 ラレ タルな 怯ノ お々 二が ヒが 
は/巧 水 ブ宮ス コト ヲおス 

を 壬 二が まぶ ノが式 

一’ おな sf 5 ル 巧 ホ < 蓋ノ がま i ス 。巧シ 公 吿ブな テを-代 フこ卜 5。 •託 タン クルが 贷么ヲ 
巧 巧-一 お 巧 K べシ 

二、 巧を ブ巧 スルト こお/他 ノ 巧を ユ 巧， (口頭 二が，’ 紀巧 又； 装 だが 二が，) 络米 プ爲ス コトる 
一二、 おが/を 佑 二は テ (がが 巧 務お二 おシテ 《お 巧を K がテ义 ハを 二者 ゾ巧 ニス ル 巧ぶ-在， テクが 个義巧 お 
二が テ そを 二 化 ル 巧 明 プ色ス コト ヲおス 

巧た は ダ 公. 化 肝 安 巧-一 無 巧-- 5 ホシ巧 ヘキ トキ ハ 文 巧-化 ル巧 ぶ 义ハ巧 明 ヲお セズ 


巧 二十 阳巧 たげ/巧 袖 

一， 地み 援 ブ除ク ふを 一 5 をムル 拾が み 望ノ がな ハ 巧は 手？ ず 么ブ强 制 スル n トブ巧 
二 •給が/おが プむス 巧 於ヲが ス* を 左 ノかシ 

一 巧 ご 一が ィ义萊 三 一が C ノ わが 二が テ 八 巧ぶ プ巧ス おおを おプ巧 特 スル 上がを お义 ハを 上な を K ノ おを シク ル 

をが 

二を 十九が ノが化 二が テ ハ交站 乂 お义 《お ノお定 を 一一 
一一 一 其 ノ他ノ 巧 テノ がが 二が テ ハ 給が ノ S ナルべ キ巧 5 •け ノ巿 W 林 お 
を- 1 巧 グルを お ハ他ノ お： たノ 巧む 上ノ がか ブ を 求 スル n トヲ巧 

iir おおを た ガ其ノ おぶ シ タル がが 二が なが ゾ ホが 又 ハ おか ノ 担おゾ 爲他ノ 方を- _ 化 9 テ之プ 期ぶ シ クルト 午 《 
之-因 > テを ジタ ルお滋 々用 ハた 化を 核を ノ負巧 二おス 。給が ニシテ も 化 巧 巧を ノ女二 巧 ズべキ 巧な 二 因リテ 
お 時 二提か セラ レ ザルヵ 又 ハす をを が 巧 ナル ヵ 叉 ハ 巧 用-- 巧 ユ ザル モノ ト巧 9 クル トキ ハ么プ おが 又 《お 沿シ 
タルモ ノト 巧な ス 。な 遇 巧州ノ おか _| 化 テ ハ 巧】 巧 义巧二 巧ブ举 用ス〇 
巧 二十 五が を が 

蔚 おを お ハが がプ 化が スルな を 巧 ヲかズ ル n トブ 巧。 第 おを おュが テ圳巧 ノをヲ S サ ザル ト十 ハち 巧 ハ 差が プ 
ち ミルれ 件 二 巧 K A 雜 S ノ巧 ヵヲ巧 ムシ 具を 巧ヲ哲 シク ル霎 を店ノ を ザる ご トナ クシ テ其ノ 巧が ブ 
企 ツル コト ブ巧ズ 。お 制 おれ お 分 义ハお 執行 おか 《を 律 巧 S 卜 お】 ノ 巧ヵヲ ボス 

• ♦ 

■ 

二 R 巧 W 濟 々度び H 巧 化々 こん _ 


2 * sw 濟をミ . • -7 

第五 まがの •賠巧 及 上が 
巧 二十 巧が 巧 《 及賠巧 

一 •おを を お ハ おせ _1 巧 シ巧巧 ヲ爲ス 〇左ノ 場合 ユ ハが 巧 ノ巧ホ 《巧な セズ 
(ィ) 給 化 ガを冗 夕ずノ 方法 ユ依 9 ち 無 巧 二 諸 ホ ヲ爲シ 巧ぺキ トキ .. 

(こがが 巧 巧を. 力 巧 一二が" ノ場合 二が テ他ノ 法巧規 を-- 某キ望 吾ユ巧 スル お 巧 巧 ホ® ノ巧夕 こ クル トキ 
二， を 二が n 望が ノ巧 合-二 需羣 お< がけ 堯巧 ザノ累 的 お 付 お ヵ ボ之ヲ ホス トキ ハ 物ノ調 速' 巧ち § 
叉 <が 掩 5, テ 給せ 寨拷 をノ巧 シ タル 雷/幕 ヲ 拒？ こトヲ 巧。 ち 4 合 巿岂’ 巧 町村 化 蔓ハ法 
人巧ブ 巧 スル 市町村 企棄 ユ 巧 ル トキ 《巿町 林 まや i ノ 同？ 巧 クルを 二 於 テノミ 夸良ス コト ブ巧 
I 二， がが N おお 又 ハが が-一 閒がシ テ 巧 窜をノ 京大 ナル 通失ナ クシ テ 物め 巧責ハ 人的 巧ぎ 巧 シキ 巧 巧 巧 ホ 又 ハ 
お 巧 表 巧 汚 窜ブぞ ン化ノ を 巧 二け W ヲホ A こ トヲ得 ザル トこ活 耍を廳 二 於 テ# 巧 ノ幕ヲ 巧 こ 牛モ ノト 

ス 

阳、 お 耍宫喫 力を 一害ノ な-一が がゾ 託ぶ ヲ爲シ ♦ル トキ ハを 一一 著 ハ 拾せ を おを-巧 シ巧巧 又 ハ賠巧 ヲ爲ス ぺキモ 
•ノト ス。 窒吾ガ 两家ノ 官曼ハ S 藻 巧 巧ヲを 巧ャ ラレ タルを 二 巧 ザル トキ ハを がを 巧を 《凄な 又 ハ おな 巧 
ヲ鬟霎 £ 二 巧 シテ葫 葦 こトヲ 得。 化 シちノ 巧 •力 お羣 K ノなヵ ニ 巧， 給が を 務ぞ卜 S 妾ト ノ聞ユ 
協を ヲ 見 タルヵ 义 《 を 一十 セが 二が， S 毫 ラい 望 畫二請 持 二が が 8 を 二— ミル トキ ハ 化， 
巧-一巧 ラズ 。霎を g ボおが S を 二す 巧 ミルト 牛 《がか 巧望ノ 望を 二 お スル 巧ホ權 《お 著が 二が" 


を I 十六 巧 V 乂セこ タル？ 附を ミル か 權的權 利 ノな巧 

一’ がが ノ曼 ニシ テ霎 t— 义畫 一宗 ノち 5 サレ タル モノ ナルト ご右ノ 辟— 曼ハ 雪畫ハ 
(ィ) 巧 巧 祐ノ巧 水 二 お スル 巧 巧 ノま拂 ユホチ 及 

(こ 唐ノ資 巧； ル 物 ノ寞ミ if お 化 ノぞ拂 重が なな f お 'i ブ爲 ミルト 
キ がが ノ霎卜 ルれ ノ上 二巧爹 《S ミ •旣 i. ミヤ？ ミ 基； ヤをご 誤巧ヲ 
爲ス コト ヲ聖 K。 を- 1 巧 K ルむ 付お囊 N を ホ 2 プむ付 馨二記 巧 シミを/證券 5 記スご 
二^ 巧请ミ 望 ar 力？ 巧 立 シミ S K ルトこ •給付 S お 葦 眞 シ タル— を變 《窒暑 《ま 資某巧 
を 二が テ 養卜爲 ，タル 後 S 月な 內二お 装務 を-夏 ブ與へ ザル トこ S ノ 椎利ヲ がま シテ おが 装 持を 
又 ハれ 上祐 利を ノ巧ノ が蔓ハ おの プ 供を スル コト ヲ巧ス 

111’ 拾化ノ 目的 ガ少ち ノ消寡 ナル トキ 义ハま 巧 ブちス •ヘキ おな 系一 巧こポ 目的物 ノ伤格 ノ曲分 ノー __连 セ 
ザル トキ 《巧 一巧ぶ 巧 二 巧 《之ブ 巧 用ヤズ . 

'一. 十 セが キ 巧 

一巧 巧 ミ おで 巧ぶ 《たせ ノ 5 プ •島 ミル お 葦廳 5 シ义 《たれ-- シ テ i をノ？ 巧 未 七 ラレ タルモ 
ノナ ル トキ <、をノ 窒吾二 對シテ 之ブ島 K ペシ。 巧ぶ < ホた 化ノ行 《レ クル 寮ノ 市町村 5 巧シテ 之プ巧 
フ n ト ヲ巧 右ノ おを- 1 巧 葦を ケタ ル かが 林ち 其/を ヲ巧 一巧 二が グルを なユ 通速ス ペシ。 クラィス 所— 
ノ市 W 巧 力— f ルト 辛二臺 弓— 廳プ ちか シテ 2 ホヲ霎 ル コト 晏 。がが 義務 
ぞ力給 か-な 又 < 巧—ガ 锭 竿-な 巧— 乂ケ タル 後一な 巧が ご-巧 葦— ル トキ 《け i ハ おが ス 
二 《巧た 濟 々さ 一保 化を こし-- 


々一二な If 巧 « 濟 法令 ♦ こ"^ け 

巧 シ祐巧 巧 則 二 刖巧ノ を アル トキ ハ 化 ゾ巧二 在ラズ 

I r 巧 W ち 《店な ノ支 拂ヲ芭 スぺキ 々を 力 又 ハ其ノ をが ュ巧 拾な** f 巧 ホ お ハ 巧ぶ 著卜廉 おを K 又 ハ 巧】 一一を トノ证 
-- をな* 5 《ザ— シ トキ ハを 二を イ •巧 一二 か B あ 巧 十九 條ノ 場を ニ ハ 巧ず ホ/一方 ョ 9 ノ 中"^ ュ集キ 上み 巧投な 
篇ガ •美 ノ化ノ 巧 テノ巧 合ュハ 巧ぶ ノト キュ たが ノ 目的 ilT 力な シク ルヵ 义 《巧を ノ 巧生シ タルみ 合ブ 巧な スル 
下 巧 巧 巧を 一一 么ボ ホを プ爲ス 〇巧シ 巧 巧 規則 二が テ k - み义 《下級 官 g ノセ 地を 巧 卜巧ル 規をヲ を メタル トキ 《 
化ノ 皮-- ホラ ズ 。をノ かを ヲ 6 スぺキ W 设ヲ巧 スル 下れ 巧技を g 目ラ义 《あノ ド 巧を W ュ化* テ 化ぶ セラ ルル 
ホ 町 林 (巧 町 林 化合) ポ當ホ ザ ナル トキ 《 h . お 巧 政を 一一 《ホノ 巧 二け， テ之ボ 化を ヲ巧 フべキ モノ トス。 倘* 
ノみ合 二 於 ケルな ホノ巧 ポー 00* 000 ブイ ヒス マルク ブ运ユ ル トキ ホ时ジ 
I 二、 下み 巧 巧を 廳ノ ホを-一巧 シ巧巧 アル トキ 《 巧を g 二 巧 巧 ブ推起 スル n トヲ巧 〇巧シ 右 化を ハ么プ が： 2 
的ノ モノ トス 05 ホノ上 《巧 皮を 廳 / 《を-一 おシ 巧な アル トキ ニシチ 供； 場合 二が ヶルな 乂巧ガ SQ'O 
00 ライ K ス マルク ブ超ユ ル トキ 《巧 皮を 材 巧-- 化吿 プなス コト ヲ巧〇 を 巧 吿ハニ 巧 袖 W 巧 二 之 プはス ペシ 0 
ち 巧を キ巧 《之プ 巧略ス 

四， 巧 « 又 《巧 巧ノ U 金- _ 巧 スル キ巧 ュ於ナ 《巧 時 ザ 及 必单卜 这ムル トキ ハ 巧 人 及 巧を 人 ノすヲ おお スぺ キモゾ 

トス 

を、 一义ご 一六が 十ち 二十 九日 附网巧 ザ か ♦ぶ W を (公 « 巧 一が 义二 おな) ノ 巧を 1 衍がお 巧 W ぶ ホ百ノ 巧な 三 
MK ル か 一 •ハ 么プ 化ダズ 
.•十 お條 イネ «费^ 


一 •巧； す セ かユ化 ルすな 二 お スルよ «巧义 ハを 巧 巧 〈之プ 巧 收セズ 。化ぶ プ巧フ 巧 化を が ノ*< 用 (ちノ 巧 政を 
お 二め チ 么プま 巧 K 。 を W か 二が テ 生 ジダル 巧を ま W な ユ巧人 度 S 巧 人ユな スルが が ハ おおを お 么ブお 巧 シ • 
おけ 三 シテ巧 一二 著 ノ島ユ 巧ぶ セラ レ クル モノ ナル トキ ハ 巧 一二を ノち巧 トス。 をノ 現金 ま W ガが件 巧 巧を ノ申お 
义< が巧ユ因—テ爲ヤ レを二 ま—テおノ巧»ナヵ》 シ n 卜判巧シタ ルトキ <其ノを巧又《 】 なヲおが巧巧を-一 
を 巧 セ シムル コト ブ巧 

二， を 巧 ホ ニけ を ジタ ル费用 ハを 時 ザ ノを巧 トネ。 化 シ巧巧 ユなル コト ブ楚 クル 島 手 巧 二 化 a がけぶ 巧ザノ 負が 
シク ル ♦巧 ハ 給せ ま 巧 ネノ申 巧 二 巧* 其ノ をな 义ハ ーが プ巧 おを おノ を巧卜 爲シ义 ハを 一二え ノな二 おせ/ 滿乂 
ポ巧 ハレ クル トキ 《ちノ 巧 一ニ ザ ノを » 卜はス コト ブ 巧。 化シ 給が 满乂 權ザノ 巧ぶ 二 巧 スル 右ノを K ノが 給ボ巧 
がナ ヵ リシ コトが 巧 シク ル トキ-一 故 ル 

一二、 なれを g ハ 进人ノ 申 話ブ巧 スザボ W ぶ ノを應 又 《ホが 村ち ハ 巧 が 合 ユがズ ちを 人中 巧 ノ巧州 ガ揉ハ シサ 
トキ ハ 费用ノ ま W ブホ巧 七 ラル ル 證乂ノ 巧 ♦ヲ貧 スニ仙 申 巧 ザ ユ巧シ -S 巧ノ がが ブなサ シムル コト ヲむ 
巧 二十 セ か C お 初 巧 立 

1 • 巧ーー著ノ島 二 爲シタ ル巧ぶ -I がを該巧ご一をポが化在^|£ホ ニ 巧シを てべが巧の巧 二 化9巧巧^巧リク ル巧巧 
义 < 賠ぶプぞ巧 ( ザ ル ト キ 《 ホ巧を»ノ中？*? 二 化リを 一十と條 二 巧ヒ巧をシ ク ルを巧ブ巧政上ノ强制キ巧プ W 
テ 取 立 ツル コト プ巧〇 巧シ巧 一ニ ザガ W おノ を！！ •曲ぶ ホ お ヲホ巧 セラ レ タル ザ 又 《巿 町村 お 《巿 S ' 村 化合 ナル 
トキ ハ此ノ 巧-一 在ラズ 
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大を涅 二 在 リテハ 南 代を- — 曲 おけは (两 代を ノ 任々 ブ な スを ハオ！ スト— I ノ 巧を 帝 曲 化な 曲 おを 負 

ゥ牛》ン大が巧ノ两荣巧な) 

ヴ ユル テン ごクる パ， デン-- 在， テ < 巧 務大ち 巧シ巧 二十 セが ノ 決を ブな こ？ こ 爱ホお ハ內獎 
悟卜 協な スべシ 

チユ I 。 ンダ ごを， テ < w けち 內黎 〇仍シ を； セが ノ隻ヲ 5 二で テ S 代ち 巧 富 ハの 務ぶ 

二！ rs さ" 度 ぴ曲伴 法令 ミつ 一 


巧 * 々が w 法々 A ミし こ 
卜 拍荡ス ペシ 

《ン プル クニが 》 テ ハ 苗代を (» おな 政 巧) 

へ ッ七ン _| お"' テ ハ 巧 代官 (ラント 巧な 府) 

イク レン ブルク ニ 在-' テ ハ 坦おあ ( sna ま ミー ini を e ュ U 3) 巧 巧 » 
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ブラゥンシュワイク 三 ホ 9 テ 《巧 巧を 
プ レい メン _1 ホ* テ ハ 現 巧 市長 
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1 メ ン及メ ，.レン 保護 巧 _ 一 在 リテハ 曲 お 設官ユ 
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II ぶク 拾せ-- 化を 一十一 一條を 一巧 H がヒを 接其ノ 巧ネ ヲ島サ ザル トキ ハ 本 令を 五が を 一巧 ュおヒ おは ノ 請ぶ ヲ島 
シ 得べ キ宫廳 卜お讓 / 上 巧 一一 十五 か 二ぶ キを巧 ヲかズ ル n トブ巧 

セが ラィヒ 巧 政を 巧所ノ 設立 ヲ爲ス 迄け 黄 巧 用法を 一十 セ 巧を 二-巧を 疫_| 化， 么ュ 代へ テブ B ィャン 上な 巧 
巧を！： 巧其ゾ 巧み 手 « ヲ巧フ 

八が 一义 一一 一八 年 セ 月 十 巧 日 附お資 巧 用法 巧 ー ホ 巧 行 令 —1 クラィス 巧 «ノ 市町村， 主 お 官お及 巧 化を 判 巧ュ阴 
スル 規を —— (な 巧 巧 一 •巧 八 九 六 頁) ハ 之 ブ巧止 K 


二十 一二 生 巧 必需 ェ类 製品ぶ 巧 おぶ こ關 スルな々 こ 丸 ミ 華ご夕 肾附一 
yorord 315 » tibor di » vorbrauchsreKelcnw API - - 江 ge ミ orblicho 
巧 rzecwnisao vom 14 . Novemb ミ 19 苗. ( KGBl . I . 2221 】 

一义 一一 克年 八月 十八 日 財な だ 巧 品 かが々 (公 巧 巧 一な 一阳 一二 o : ち】 些 111 頁) 二ぶ キ左ノ 巧 命み ク 


一條 麟 » 制 » ノ爲ノ ー お 規をノ 巧 用 


「な. 



ぷ 


巧 




を 


巧 品 あ 引 令が 1 巧 及 巧 二 お ゾ規を 二 化 9 乂ノ巧 巧 ヲ巧巧 セラ レ クル gw 大お •中み 材父ハ 其ノ他 ノ巧閒 ハ、 お 
巧ノ巧 品ボ ーを ノ 制限 ノ下 ニノ'、 、艾 ハ おを ノたク 下- 1 巧 中 K 巧 巧 巧 明ぞふ ノミ 之ブお ♦お 引が シ みが 
サをョ 9 巧 入 スル コト ブ巧 ルを か 令 シク ル トキ ハ 圳巧ノ 巧ナキ 於* 左ノ 規をプ お規ス 

巧 二が 巧 貫 債 證巧窝 (B 法 clieini ち ミミ lib さ die 田 ezu ち borechti ち ミ) 

昭 巧请薛 がを トシ テを 巧 スル モノ 左 ノかシ 
(ィ) 通 巧 お娶ノ 爲ノ巧 貫を ( Bezugska ま ろ 

(こ 右な 買券卜 共-又 <么 二 代へ 申 满-ぶ キテ巧 巧 スル 特圳お 巧ノ ち ノ媒 な进券 ( BezuK をた 曼 
を 一一が 證明 をノ巧 巧 

一 •爵 巧 ま ハ 运巧巧 之ブ巧 巧ス 

二， 右を 巧 ハち な 人 二 閲シテ ハ其ノ 住所 巧ノ担 かお •を お •曲が 义 巧な ユ M シテ 《巧 ノ巧お 端 ノ巧巧 巧 •巧 ホ 巧 
を-巧 シテハ 巧 ノ巧東 巧 所在が ノ巧巧 村 么ヲを 巧ス 。お 別 麻が ノ巧ノ 巧な 證タハ 巧な ノ おを ユがテ ハ 巧が ホノ 
控巧巧 亦 么ヲ發 巧 スル コト ヲ巧 

ご 一， 詩巧專 ハを 巧 逸 W 巧 出 巧 ユめテ 其 ノ巧カ ヲおス \ 

巧 w 巧 巧 巧を 

一’ 巧を 曲 巧 _-化梦 巧 スルが テノ 円が 人 (口た 巧 足を ヲを A) ハ 巧 おなお ノ を ノ巧 貸が ヲ巧ク 〇巧シ 曲 巧ち 
巧 is 单 なか ノ闻巧 阁拍义 巧 巧 お 化 W ノ 巧* な- 1 シテ 化巧ノ 曲抗ノ 袖おプ を クルを 二れ テ ハ おち ノ規 おヲを A 
二’ お別霎 ノ爲ノ 養 話 券 < かき ぶ？ 之 ブ巧巧 ス。 化シ S お 星だノ なノ鬟 が件ブ 暴シ a 之プ霸 

二 R 巧 お ホ々 度び ra 株 化な sot 


第ー ニ ■ 5 巧な 法令 » - - c プ 
シク ル トキ-一巧 ル 

巧 五が ぉ 頁 巧 

1、 霎 をハ 自己 ノ巧用 义< 蔓ノ 用二雙 ル巧 合 ュが， 麻 5 义 S 巧 巧 f ま賽制 おも おヲ ぁ巧シ •巧 

巧 セ シメ 又 《自己 ノ 巧を 中 ョ—么 ヲお巧 スル コト ブ巧 

二 •巧 ♦を 二ち スル 巧 頁制阪 おお ノ まが ユシテ 麻な 券 义ハ庚 巧 話 タト ノ引 巧ナ クシ テ爲 サレ タル モノ ハと ヲお效 

トス 

を ハ 條巧员 券 

r 巧 頁 券 ハ お萎霎 分券ョ ，ホル。 寞券ュ ハ 所を ノ 公一 丢巧ブ が レナ クお巧 スル コト ヲ巧ス 。度 夕制雙 
な/引 お ハ ま 分券卜 引み 二 之 ブ层ス 。引が シ ハな 頁シ巧 ヘキ お离數 A ポ ち々 祭-- 印刷 ャ ラレ 义ハ特 則 二を が セ 
ラレ タル トキ-一 お 9 么 ヲ巧ス コト ヲ得 
- r すか お ハ お 本 券 卜巧範 スル ニ 非 ザレ バ其ノ 巧ナシ 

ま々ぞ 《 おぉ卜3^樓 二 供給を ノ ，、之 ブ切ミ 3 トヲ巧 化 シ冉地 おが ノ瑞合 二が ケル 度 贤话ノ 話 明 《個； 
巧 品 _ 一が 特 二を A ル 巧 ュ依ル 

巧 セが 巧 K 券ノ ある ’ 

1、 巧 買度ナ クシ テ 自己 i セ ザル 度 頁 ぞプ所 待 スルを ハ 之 ブ爱巧 二 塞泣ス ペシ。 お 二 麻ち 怕方 (例へ •ハ W 巧 
巧へ ノ なな-一因—) ホを 二 巧》 シ タル 場を-於 テ ハち お 巧ヲち スべキ モノ トス’ 

二 •霎者 本 ク实ノ おち 丰 人が 5 お 合-が テ 《其ノ 相な 人 亦 お 巧 ノ黃ュ 巧ズ 


巧 八が 味 頁 巧/が 失 

が 失シ タル 巧 3 お ハ 巧 度 ザ 丰人ボ ホ# 失ゾザ 餐ブ巧 明 シク ル 蝴合ユ 战> 之ブ冉 交が スル コト ブ巧〇 化债券 巧け 

ノ援 SS - I 3 K •ち 湾 S ナル赛 巧ブ をけ K ル 5 ，其 N 巧 ♦二が t 望 數ノ支 分 おブ切 巧ス コト 
ヲ巧 

巧 九な 巧 巧 話を 

賽 巧？ ハ左ノ ホ巧ブ 記巧シ 巧を 巧 巧 ノ巧ホ お 印 アル コト ヲ巧ス 
(ィ) 巧 頁 W アル 巧费 を ノ 巧を 及 住所 
(口) 引渡 ナルべ キ» 品ノ巧 則 及 お 度 
巧 十が ま々 ホ 及な 巧 巧を ノ 巧を 

巧 取， タル ぞか券 及 麻 §5 之ヲ化 ザシ巧 二 5 ル 望 二が ヒ之ブ お谊ス ご。 養を 券ノ S お 示 ハ 供給 
を ユがテ (巧孔 •巧 野が 巧シ テ) 之 ブ良ス ペシ 
巧 十】 依 巧 吿ヲを クル ノ 巧' 

ち 巧 局 《巧柔 を 二 巧シ ーを 111 一年 セ： n： ま 一日 的が 吿ぶ巧 二 明； なみ (ygs &呂ミ f づ を® > ミ rc 良". 

を icht 公？ 部 七 1 II 貴) ノ唐を 二が ケル 奪ブを クル ノ透 こ巧^ (ikunftsbcrechtf Stell 曼 
トス。 祭 局 < 巧吿 S ザ / W 西 ブ命ジ S 巧な ノ 巧# アルト こ 庭ヲ おか 局 又 ハ 其ノを 巧を 二 現を 义ハ累 

シ 及を お ヲ閣巧 K ベ キコ トヲ .おぶ スル コト ブ巧 
巧 十二が 词 則 

二 •巧 ww 令* び ■保 法を -5t 


s * # s 濟 ミ*‘ ミ 
一 •左 ノを巧 ノニ巧 巧 スルを ハー 丑 0 ラィ ヒス こクは 下/巧を 义ハ葛 s ス 

一巧な お S 品 5 舅 註 S ナ クシ テ 奪 5 ル畫 (昌 巧 巧ヲ有 ピノ？ 巧 用 シク ルを 
.二す 正 又 ハマ 完を ナル 室 二 因， 115 證 巧ち ブ巧お シク ルを 
一二 其ノ他 5 がノ規 を- is スル 命令 ユ 《テ 畜ス •ヘキを ブ 規をシ •タル 巧 良ヲ化 シクみ 者 
二 •翼 ノ 巧が 特 i キみ合 i こ 寮 巧畜を (巧を/巧 《無 おでこ 义ハ ホ ノれ レヵ i ス 
巧 ま 一巧 一、 左 ノを坊 ノー S ち スル 5 爱巧磊 を (巧を ノ巧 《無制限 卜こ叉 S ノ れい 2 なス 
1’ か 棄又ハ 棄巧ノ あ 巧 二を， が襄 一巧 二が グル 可 巧 巧 負 ヲ化シ ，ルを 
二 •巧 菜 又 i 巧ノ羣 二 當， 賽壽 翼ナ クシ チ賽 制度# 品プ 引な シク ルを 
一二、 賽壽 明まナ クシ テ 薑制愛 お ブ薑ノ 雲 3 ， 巧 9 タルを 
畫坊 ノ未悔 <么 ブ巧ス 

二、 化 巧 ノ巧襄 5 合 二が テ ニ 五 0 ラィ KK マルクは 下ノ お金 又 《わ 留ブ 臺スこ トブ巧 
ご 一、 巧 十一が を 段 ノ規を _1 巧が シク ル 者-一巧 シテハ 巧吿巧 務ユ舟 スルな々 を/が ノ巧 貞ヲ 单用ス 

巧 十 阳が沒 收 

一、 前 二が ノ巧合 二が テ 5 二賽シ タル 巧 品 ハ 巧 巧 二 的かシ W まノ が法ノ 5 么ブ なれ スニト ブ巧 

二、 特を人 二封. ンお迫 叉 (巧 ノ臺ヲ 5 コト 5 ザ S 合 二が こお ま 4 •ホ ニ 因， ホを ブは テ. 巧牧ゾ •ミ ヲ叫 
スル コト ヲ 巧。 右 化を ユ巧シ テ 《刑事 おを 法ユ ホが シ が 巧が 吿ヲ 島 ス コト ヲ 巧. 

=1’ ォ スト マルク ニ 在， テ 《刑 壽松手 巧 蓋/ 援プ有 スペ中 巧# 刖巧 ノキ巧 S 9 沒 化-兵 スル おれ ヲでス 


モノ トシ 地ぶ 我间巧 二* ル モノ ハ 地 ホを お トス 〇沒 收ヲ X 吿 シタルト キ 《其ノ 化を ハが ユ之ブ を 去 ホ ニ ぷ吿ス 
ペシ。 ホみ をヲ巧 辜を 二 送 速 スル n 卜巧ハ ザル トサ < 1 八 义五年 八月 一日 的ォ I スト 91 お ザ おを な (公が ホ 

1 1 一一堯) 巧な 十六 策 ま 裏 十八 條ノ 望プ需 K 。 地ぶ を 院ノ隻 二 おシこ 舊ブ爲 K n トブ 巧；- 
K トリ I 巧 ザ 巧を お 第 巧十闲 巧) 

を お規巧 

巧 十五が 本々 ノ規を ハぶ ノ を々 二げ j ホ之ブ 逆用 ス • 

r 1 丸一 一一 义年 八ち 二十 セ 日 お 巧を W 巧を 巧' む W ぶな 時路 がを ホ W ホ祐 けを (巧な お 品 及 化が ノお 々巧が， 公が 
巧 一巧 一 五一 0 夏 一を 二义年 九月と 日附 命令な ぉな (八 ム详 ホーが 一; 39 另) 及 一を 二 九 年八片 ir 卜 一日 的 
巧を W 巧を 巧 か！？ なな 時な 保み (巧 五 ホ 巧け 令 公法 ホーが 一を 阳】 貝) 

二、 1 乂|二乂年九月二十ーニ日的ぉ齡なぁ义巧ラ ュ ルが巧ノ巧巧5=«^?:ノホ費規北 二视ス ルみ令 (公巧巧 一 巧 1 八 
お 一二ち 及 巧々 巧 巧/ 芭 - I 負 シク ル 中々 て ホ £ 巧補抗 W ノ 巧々 
ホ 十六な 丰令 《公 ホノ n mg 之ヲ A 巧 K 


二 載 巧 今 ♦ヴ ■» 注を ち 0 丸 


第ー ニ篇 《巧な ホ 法々* 


ゴー 10 


•二十 w が锐警 器巧規 お二脯 スル 命な こを 一一を ごを 晋ぉ 

verordnun 《 lib ミ die verbsuchsreKelunR f ご 『苦 i 弓を offw 》 ミコ ミ 3 1 卢 

ZOV 63 ber 19 •遠 ( RG 呈 • I . S . 2196) 

一を 一克 年へ 月 十八 日 供 ホむな 雲 引., S スルな 令 (公 《5 巧 一两三 10 巧 一 阳三二 夏 ュ义 キーを 一充 年- 
一月 十 匹 日 的 生 f ぶエま g な 巧费 巧ぶ 二な こ 命令 (公 S 1 巧 ニニ ーニ 巧】 卜農シ タル 友ノ み々 ヲみス 

巧 1 章！ Ig 巧 おお R 

ホーが 一’ 附お 一二 巧 グル 巧み》 5 受券含 肤ぞ二 巧 ル々 又 ハ さ 囊卜が 5 ザ ザレ パ 么ヲ巧 窒* 

巧シ 又 ハ 巧 ♦ち ョ 》* HK ル コト プ巧ズ 
二、 ホみ 《前 巧/巧 皮プ をケズ 


を 一 ♦巧 》 券 

第二 條 一 •巧*# 《左ノ み « ュぷグ ュ々 ナ么ブ きけ ス 
ー ニな 及 三 一*/ 巧 巧 用 
二 滿 lllww 上 滿十旧 « 未滿ノ W 子な 重用 


が 


一二 滿 一二な な 上ぶ 十 旧な 未滿ノ ゎモ巧 《 用 
の， ぶ 十 巧 巧は 上ノ 男子用 
五 •滿 十四な W 上ノ 女子 用 

ir 巧 度を ノ年 K ハ ー九 一二 九 年 十一ち 一日 現在 ヲなチ 基 辛 トス。 ち 巧 日み 巧 ユ滿三 一な 又ハ滿 十四な ユ速 シタルト 
キト 雖モ巧 服を ノ 巧な 巧 間中が 巧ノ が*! ナキ モノ トス。 巧 服券ノ 有な 巧閒 中ユ滿 一巧-ま シ タルを-- 巧 シテハ 
巧 巧 巧ノぞ 々を ブをお シク ル 券 一枚 ブ 巧が ス 

窒 一が 巧 服 券-二 ICO 枚 S と 云 さ 夏ノ幼 兒用ユ ハセ 0 枚) ノ まかが プ淀附 スル モノ トシち ま 分が _|化， 
巧： 面 二 巧 助 セラ レ タル 規を 二が ヒ ホ-曲 ユ巧 グルな 沒 fs ブ 贈 買 スル n トヲ巧 ル モノ トス。 巧は 巧 » 特圳を 託を A - 
乂ノ器 可ヲ巧 クル 巧 胳及间 巧 似 お 中央 材ハ 《 I マ 數宇ブ な テ ま 示 シク ル 巧 服ホノ •悼 加ぞか 券ヲ其 ノ他ノ が 買 W 
ホを セシ A ル コト ヲ巧 

委丢 巧ち 泣 券 

巧 四が 巧 巧 證券 ハ 脚 巧】 ノ 巧は «な__ シテ巧吸お二巧9||货スルコトブ巧ザルモノノ巧質用ユ化リ么ヲ交がスル 
モノ トス。 右 ノ巧ホ < お 圳巧急 ノ巧合 II K 9 之ヲ設 ムべシ 

巧 五な 一、 巧は«品ノ現達__シテ ー九|二八年十月111十】 日附改な巧巧ち巧义化ホ巧^^巧けユがヶル公的を文ユ明 
スル か 令 (<巧 ミ d ミミ ilber まを ま lie す >cft を ミ 田 uf & き Gebi まさを r wpin ミす ff.und を r す 占 e . 
end Hactewirtsch を t を 巧 巧 一巧 一 五三 ー セ 頁) 义】 を 一克年 九月 十二 日 附向令 補充 令 (公報 巧 一が 一八 ニニ 
二 R 巧お濟 々度び—# 法々 一二】】 


ザ llltt IP 巧 X 濟 を々 集 ミニ- 
ち) _1 巧， 特則ノ 塞 可プ f * モノ-岳 シこ sg 《お 圳ま 巧を 又 < 彼肤畜 巧 か 量 畜ノ設 巧 巧 ハミ 
零 •巧 f ルノ》 カブ お K ルモ ノト K •養 巧を； 小資受 《手 Hf ， 受 K ベ 5 合 _ 一が こ 右 ノル 尙 
巧 服み 同 巧 化 お 夏 局 ノ特刖 ノ設巧 ブ娶ス 。巧が セ こ クルを 可 通 §《を 雲 畜么ブ 富活？ 弓换こ 

シ 

二 •碧 i グル 命令 ノを？ が ケルを 公 重シこ 會れ年 ¥《 ケ ルー 督ノ i 這 二 80 ブィ； マル 
クヲ S ザル ； f 巧 業 担を 惡設 二が シこ RS を卜引 f 非 ごバ養 制限 巧沒 巧品ブ 引受 コト ヲ 
巧 ザル モノ トス。 巧 頁 話 祭 ノ巧付 ハを 巧大曼 《ホ ノを巧 度 ノをム ル 轟 二が ヒ么 ブ爲ス ペシ、 

ま ハが をおノ 共问需 巧-; ツぺ牛 巧は 巧 品 (巧へ バク オル 類) ユ脚シ テ ハ其ノ 戶お賽 巧 券ブ满 ホ， ス ヘシ 巧柔 

奪 •襄义 ハ 巧 あ 條ゾ 息を 二が ケルを 公 ま ノ霎； プペ午 巧は をご 閒シ こち 請ぶ 《養 巧囊 《を 公る 

ノ長义 ハ 巧な 巧棄 巧を ノ巧を ホ 么ブ这 スぺキ モノ トス 

巧 おが S を 霜 券 二が こ ザ 非 レバ賽 スル コト ブ巧 ザル 巧な 巧 品 ヲ曲冀 が-巧， 取得 セント スル 巧を 5 
こ S 爱曼 《其 ノ護ゾ 8 ブをケ クル 糞 曲 拓二璧 二 5 ル 需券ノ まか 券プ賽 お？ S セ シム 

巧 八が賽 話 券 ハ 竟巧後 ニケ 月ブ巧 タンタル トキ 《其 ノ巧カ プ失フ モノ トス。 巧 シ右器 巧 二 賽窠泣 券ノ巧 
巧ヲ良 K n 卜 雙てシ トキ ハ乂ノ 巧み 期閒ヲ 巧を スこ トヲ得 

巧 四韋制 K 巧 かお-お スル 滑 お 


巧 九が r を 的 おを 巧を 巧閒 (巧へ バ W 巧 巧 • W 巧® を ttw •巧 お) 又 ハぶな (例へ バ おお •みを 所 •巧 巧 所) 
ョ9巧ち制限おノがおブをクルお二巧シテ ハ巧3^おブ巧がス ル コトナシ。 巧ル巧扮巧が三立チタルえハ 1简《 
を 二 白 己 ノ巧服 券 プ其ノ ぞブ巧 巧 シク ルを ホな-を 巧ス ペシ。 巧シ W 巧 巧へ ノ なが ノ巧合 二が テ ハ 右 期間 < 一二 
巧 月 トス。 

一 r なま 上 ノ巧務 拍巧ユ 巧— 义ハ巧 族れ みち 巧 巧を 巧の* •黨 技な • g 巧！！ 誰 曲が お ハ 公な 巧 ホ 化 載 二が スルが 
»阴 な- 1 巧-' 特圳ノ 巧巧規 を-- 典シ A 其/巧 巧 每巧ョ • W ちが 限な ノお 給ブを クル コト ナキホ 又 ハを クル モ其 
/ E 拾 十み ナラ ポルを - 聞シチ 《巧 巧ち 巧 特圳巧 巧を ハ 其 ノホノ 現が* お 為 上を ノ间忘 ヲ巧テ お 刖ノ規 をブを 
A ル n トヲ巧 

iir R 巧 巧が 巧 及 W 巧 巧を 巧 ユ巧シ テ ハ 巧を ノを巧 アル 鸣を 二が テ 巧 買 巧 馨ナシ ト雖モ 巧 巧巧卜 引ホユ かちが 於 
巧な 巧 品 ノホ巧 ブ設ム ル コト ブ巧〇 其ノ巧 巧筑を 《冉 巧ザ词 令を 巧 巧 大お卜 なま ノ上么 プ巧ム 

巧 あ 章を かを 及！！ 頁 巧を ゾ巧度 

巧 十が 一、 巧 取が 3— 切 巧 シク ル まみ 夕 《毎日 之ブを 別が％ お ユ« 巧シテ 巧み 二を なス ペシ。 失な シク ル RK 
巧 お ハと ブ 其/ホ 巧 巧 及 巧け！ ■ホ 別 H 別 ノ餐巧 ユな度 K ペシ 
二 •济 服る 同 巧 化な 中央 お 《巧簿 二な め シク ル まかを 及！！ 曰 巧 务ノが 用-一助 スル 規をヲ 巧を A 
巧 十 5 巧 換 

巧 服 お 又 < R 巧 話 お-- 巧， 巧员シ タル 巧 品 卜间巧 ノ巧お トノ义 ホ ユシテ 商 巧 巧 ユ因ル モノ (す n を 夏 ミ ch ) 

一一 IT 巧 お濟 々及び！！ 巧 化 ホ ーニ ニニ 


第ー ニ » A 巧 g ホ 法令 島 
《么プ 巧ゲズ 


I 二】 田 


を ハ 辛を お規を 

巧 十二 か 一义 一二 八 年 十月 三 一十一 日识 改訂 巧 巧ち 濟 及を をち 濟が ロニ 於 ケルを 的 法文 >1 巧 スルな 令 (なが 巧 一 
五三 ー セ 頁 ) ぶ】 九 一二 义年 九月 十二 日 附向令 補 ホ 令 ( 公報 巧 一巧 一八 ニニ 頁) ノ巧 没を ハ之プ 巧ゲズ 
巧 ま 一巧 巧 取み 同な 化 品 中央 35 ハが 巧を 濟特則 そ 巧を ノ巧 可ブ巧 テが： 巧 5 巧 スル W 巧 制眼ブ 解除 スル コト 
ヲ巧 

巧 十 闲條巧 任ち 巧 特別を 巧を 《本々 ノ施巧 及 補え ユ必お ナル 巧を ブを A。 をを 巧宫 《本を ノ みか 例 ブ进ム ル コト 
ブ 巧。 ちま 巧を 《か 一九 三 一丸 年 十二月 一二 十】 日-一 ま ルを ノ期 M 二 巧シ丰 々ノ規 を 二 笑 ル e 巧 規ぞヲ を A ル コト ブ 
巧 

巧 十むな おを 《を 布ノ日 3 — 之 プ寬巧 K 
が 巧 - ( 上 お 命令 巧 一な 的 *) 


R 買 お度拉 をな な 目み 

ごを〇 d»Ir beNC 《を S3ch を nk す 3 Mpinns す ffwaren. 


巧 熙券プ だ テ シ 巧べ キ モノ U 


巧 


(ィ) 巧 地， 巧 ホ •巧 お 地 巧 上 巧 
巧 子 用を 胀 (巧 シ：义 みかを ヲ がク) •巧* 的！！ 裏 巧 

女>^^用お服 (ブ ル1ズ义ユプ P ンヲをム。 化シタかをヲ除ク)*巧菜3£*兵巧 
一巧 九 至 十四な 兒直用 衣 取 
( B ) ホが， ft # •巧 物 ホ 巧 ドを 及 化を 
巧 子 用 
ホ：^ 用 

一な 乃至 十の 巧 おぶ 用 - 
(ハ) を 巧 巧す •乎を •巧み、 ネクタィ •ハンカチ 
(三) が 用ぶ 服 (お 用 マント ヲ ホム) 

(ホ) 巧 動 服 •な 义用楽 か シャツ 及间 ズボン 
(へ) 尺 巧 

ホ 巧、 な ホ， 巧み ホ# な g 

羊毛， 木 稱’租 麻 •ステ ー プル ファィバ I •人ぶ 巧な な 地 (な ノ义 な地ブ 含ム) おお 

て) 巧 が 

(チ) なな 巧 カ ポリな (巧 シ特 則ノ吿 示-- 巧— 特刖 ミみ 巧 ヲけナ W 買ス ペシ) 

、巧ち をが ヲなテ 巧貫シ 巧べ キ モノ (な】 

二 R 巧 « ホ々 A び 画 保な 令 一二 1 i 




ホ •ニーな if 時な ホ 化々 》 


ゴ ーー ホ 


(ィ) ホ 版 

ホ 巧が がま 服み 巧 案 服 (化シ が ホが 法服 ヲ がク) 

巧で 用ぞ ホを 义冬 かを 

女子 州 冬 かを •月 巧 及が お 服ち モ かで 巧 お 重用 スキ I 服み 巧ノ がかな‘ 

用を 巧 白 ナル 運の 巧を 用 シャツ •ズボン 及 巧技 用 化 下 (おおれを まを を 城を 砖巧 おおが » 曲 巧ノ泣 巧 プがス 
(こを 巧 巧 

(例へ バ巧 布， 巧 巧 立 チタ ル モノ •化み •巧 涌 W み ペット ノ锭 布， 巧 巧 曲) 

(ハ) 其ノ 化が なお 巧が 接を 用品 

(例へ バ对蒲 W ノ $ ヒ •巧み ノ：卜 ち 同 巧ち 巧 型 おち 巧滿曲 •巧 型 お 巧 合 七が ノお蒲 W . M 巧 袖 W 、 
を 《滿》， なを 巧 蒲 W 义 ホを 化) . . 

(三) み ホ 巧 •タオル 巧、 ホル 巧 

(例へ バが ホ •ナフ キン •タオル •巧 擦 タオル •巧 か， 巧が シ 布) 

(ホ)# 化み 供 巧 

お 用嵌构 •か 巧 用 毛布， ぞホ 椅子 用 嵌 物 •たお •巧 •夭を 用 麻 ホ 
(へ) みがを お •ホが ち おお a 

(卜) をな ホ 巧 •巧 シ巧腺 おブな テ屏巧 スル コト プ巧ル モノ ハ 化 ノ巧ユ なラズ . 

(例へ バ おが 用 布地 •お 其 用 布 巧 •をれ 用 布 化 •フェルト お 尺 か】 


改 


s 扣シ ||口«典« 占 トシ チ 巧を* 7 レ ザ* 巧品ゾ な ブ 

二十 おが 巧 巧 及 あお 二が ケルな：： i 販巧二 脚 スルが 巧 店な 
旅 飯ち 巧 巧 巧みぶ ノ 訓令 (一を 一一 化 年 丸 さ； 巧 日 巧 
Anord3c3» aes ド oitors do『 wirtschafttswruppe GMSt を か ttea " end Behrtrbergcnw ザ 
ま worbe till ミを e >b さ be V03 wp 么 8n in Ga みる か tt さ end Beherbergc 另 sbetrei. 
b3 vom M5 . のちす 3ber 1939. 

K 族 共同 曲* 巧 K ル* « ナル ー^ 巧 及 tt 資ブ 自* シ タル 卡 ハを 濟 大臣-を 巧 •« ホ大陌 ホ* 獨ホ觀 光 巧 巧# iCll {を 
♦巧 巧を ( d ミ 逢 aatssekre 左 r き <1 Le •す！- des deutscli さ 『 re 吕 drenverkehrs ) ノ わ 可プ巧 •予ノ ー九 一二 九が 
八月 一二 十日 附巧ネ 巧 一二 巧 ヲ改左 シ巧理 巧る 巧な 一一 於 ケル 食 お* « 二 巧 スル 左 ノ巧令 ヲをス 

1、 料理店 及 度 おご々 a 少クト 辛 二日 冊 巧 及 巧 公 お ノ化入 ナキ巧 巧 (巧 ナシ巧 3) -1 化-^ 么ブ 巧# K ペシ。 かみ ノ 
■《月 味 日 及を 巧 日 ノ兩日 トス 〇化シ 巧が/々 巧 アル おを 二が テ 下な 巧 反を 11， 巧 巧 店 及な 佑柔 集曲ノ ««卜 お 
« ノト. 則巧ノ 兩日ヲ 巧を シク ル トキ 《化/ K - I 在ラズ 

• 考 

一一 •巧 w 濟 か* び* » 注々- ち ー セ. 


第吉 ■ « 巧 I * 濟 法令 》 吉-パ 
《ィ) お 保 CKa ま isn づ かちな ( sljeisewirtachaft ミ) 及 食堂 ( Brf ユ aclumg ちか eme ) ホ么ヲ 巧理巧 トモが 

K 

(•) 巧ナ シデ ー H ホゾ巧 資プ巧 <ブ レ クルち 理 ••《巧 又 《巧 おノ 入— クル 篇テ ノが灌 ちな ブ をを ス •巧* » み 
(例へ パむ it 、 巧 巧 RK 5、 ii 巧 巧 •♦巧 •巧 デ ♦ル 巧砖 (ミ* 3® W 臣ま ch き) 生ノホ 》 結る 斤 » 巧 巧 
♦巧 ナブ ダ、 巧 サブ グ及 K 記ん— サン ドサ ィク ♦ホと ュ島ス •化 シ巧ホ ノ*資 《ミ 止 スル ノ 度-在 ブズ 
(《) 的ナ シデ ー ュが ヶル 巧* <» 巧 巧 ノお資 《网巧 ョ—巧 店ュま ルを ノ阳 么ブ ま止ス 。が ッテホ 憤 二 巧 ■"すが ホ 
時な 巧を を 用 巧 巧 巧 ( PO 古* eiatvmd ) ■ま ル コト ァ ルベシ 
(》) を！！® 巧 巧 日み を *H ノ南 日プは チ巧ナ シデ I トス •巧シ 下な 巧 政を 麻 別段 ノ巧巧 的 詞をブ 島 シク ル トキ ハ 
ぉゾ巧 II をブズ •右下み 巧 政を 麻卜 《管 K H ■ * ザル* 巧 二を— テ 《巿ち ( oberbtirKei も St : ミ) 美/化 ノ 
ホ 域 二を j テ ハク ラィスち を ( Landrat ) ブ巧フ 

二 ' 巧 巧 巧 《ぶ/他 ノ 日* が テ ー 《巧 巧 又 《化 巧巧理 (因 ミ op な a ユ〇 す* を ミ Hellerge ユ oh す)-- シテ のま ナル 
♦ ノーニ 品 二度？ 之プ巧 供度資 スル 3 トプ巧 •化を 巧理 ブ販資 スル-な j テ ハ 特ュ巧 お* ブ 巧な スル コト プ巧〇 右 
一直 品 中 一 お 《お 切 巧 度資ノ (3 a を enfrei) まか 巧 iM シサ ー巧 乂 衆ュ巧 スル 奉仕品 トモな シ 巧ぺキ 1« 巧理 又 
ぇ ハ化& 料理 ♦こ トプミ •料理 巧 及 化な 業 集 5 乂ノ巧 ♦《春 CBetrie 暑 rOf さ) ブシ テ寫 3 ノ價格 ザを 
(preiskalkul ま ion) プ審 去セシ A ル 3 ト アル ペシ 

麻 ホ 


(ィ】 巧 巧 巧 (FI た schgei*ic ミ e) 卜 《巧キ 本が 副が お (warme ぎ戶 otKericllte) ヲ IS フ 。化 巧 巧 あな 巧ホ么 

= おス 

( B ) 巧 巧 スべキ 巧 巧 ハを 二】 鉛 巧巧ノ ー巧 ノ ミト ナス コト ヲ巧ズ 。一 锅巧巧 又 ハ 皿を 巧 巧 トシ テ販 タスべ キ巧 
巧ノ巧 ハが* ノ店ま ノ席忘 トス。 化 シー銘 巧 巧义ハ 皿を 巧理ノ # ハ 規巧巧 及を 巧ヲ 加巧シ がか 三 品 ヲなユ ル コ 
ト ヲ巧ズ 

(《) 巧テノ 副を 品 ハ之プ 皿を 巧 巧 トシ テ 括 巧 スル コト ヲ 巧。 お テ ザな 二 肉 9 テ ハ热ゲ 物卜が モ么ヲ 提供 スル ヲ 
巧ゲズ 。巧 シ他ノ 副を な 二 巧 スル 之 ガ巧ホ 的 供が ハお肪 货むノ お地ョ 9 ぶ ルべ ク么ヲ 差 シ巧フ ペシ。 

皿を 巧 巧トハ 主を 剧 度な (巧) みお 巧 卸 約ノ爲 ノ附か 物ヲ皿 二を 9 タル ヲ巧フ 。化シ 馬 おぶ ハ特 ユ之ブ 提供 スル 
コト ヲ巧〇 皿を 巧 巧ノ諷 巧を 《ブ プ怕ホ ニ スルト 巧 モ之ボ 島な 巧巧ノ ♦及 巧 お 二 之 ヲ巧下 セ シムル コト ヲ 巧ズ 。 ft 
又 ハ 巧 ヲ巧下 シタルト キハ 巧れ 巧 ノ巧格 《之 二な ジテ 引下 グル コト プおス 

(二) 巧巧シ 巧べ キ巧巧 一二 品ノ 中】 な ハ お 切な (例へ バ瞄肪 を •巧 ホ 孕 ナシ) ニ テ 么ブ販 « ス ペシ。 右け 巧-ハ 
「ぶ 本ぶ」 (sta33Kericht) ナルを 巧ヲ 附シ* 其 ノをブ 巧 立 お ノ巧巧 巧が 备中ユ お 示 スル ブト ブ裝 K 。 其ノ化 
ノ巧巧 八 么ヲお 本を トシ テを 示 スル n ト ブ巧ズ 。右美 本を ハ 冬季 おか ホ ま 開 わ 从が一 お 巧知 ノ ーが 巧 a 卜沿向 
スべ カク ズ 

お 本み 二が* テ ハ】 お-; 功な 度 巧 品 (巧へ パ 巧が# •巧 巧， み 巧)， 巧 巧 場 二が スルを 理み 巧な (例へ バ巧 •龄 
巧) ノが W れホニ 巧 巧 店 用お圳 K おな (巧へ パ お 巧 品 及ち め 巧) 巧ヲみ アイ 理シ タル 衍お ナルを おヲ を トス ペシ。 
美本 タハ特 二度は ナル ヲ巧シ R 其 ノ巧資 巧が ノ巧お ナル c 巧 9 テ ホと ヲ他ノ 巧 巧卜 K 刖ス べシ 。ぶ 本み-巧 リテ 
二 K 巧 お 濟令 A び M 巧 化を 一二】 化 


弟： 一一な 冉 おお ホ 江々 巧 3 こし 
iC 料理 蹇まノ お A 共 整 二對 K ル 奉仕 ブを卜 5 ? なテ曼 么 ボ 蠢ノ賽 プ巧シ 具 病》 ナル ヲ？ 。其ノ W 
寫理ノ お g 及援 ガな該 料理店 ノ格 ぶを- pi す ster) がが i ノ クル 《何を 巧ヶナ I ノ トス 
三 1， » なお ノ其ノ 化 ノを口 ごが そ (左ノ お 尚ち 重ヲち A 
(ィ) がキ がが 义 がさ W ご晶 なす (み 巧巧ヲ をム) 

(こ 巧キ お菜 一品 
(こ ス，プ ニなか下 

(こみ 巧る 一品 •巧ナ シデ-二 巧* テご吉 
(ホ) 巧 巧理 一 お 

(こを 巧 度 サラダを 货 二-化 ジ及霎 K ノ巧 曲內 二が テ ー晶 赛シ 奮ブ 使用 スルト ♦ハ 巧み 巧及サ ラグ？ 
巧 W 下- _ が 9 么 ブをス 

灼ナ シデ ー -1 め ヶルを 巧 架 A 巧— テ ハ ーニ 话は下 
巧ナシデ》 ユ於ヶル巧搪巧巧ユ在》 チ 《二1*は下 
巧 訖巧巧 ハ 蔓巧之 スルト こ 么ヲ巧 供 スル コト ブ巧ズ 
(卜) 巧 巧 巧 (々巧 巧 こ 二曼下 (巧 シ巧ナ シデ •《化 ノ度ニ ホラ ズ) 

(チ) ナ ー ズ ニ おな 下 . 

( j ) 巧 平 巧 ( S を speis さ) 一晶れ 下 

(こか 度 巧ノ塞 (K03P ま) (ィ】 巧# ナル モノ ご 一品な 下 (こ 奪 二ぶ なお ノが寞 望 S ミ 


ル か 功 巧 巧資ナ キト キユ 巧— 之 ブ巧巧 スル コト ブ巧 
巧 段 巧みを 巧 《前 抹ユ規 を シク ル 巧 巧 巧 中 II か 巧 K 

庙 ち - 

(ィ) 巧ん わ ナキ巧 ホ义ハ 大巧 岳 (》すを) 入— ノ巧ホ 《么プ K 1 プト 巧は ス 。其 ノ他ノ 巧 入 か (巧へ パ マ ヵ！！ 
-- 1， ホ) 入 5 ノ巧汁 ハ 之ヲ特 が K 1 プト おは ス 

( n ) み巧理《】な(巧ナシデ>- 1 在—テ<二な】 ユ巧—之ヲ巧供スルコトヲ巧 0 み巧ノがなハホ量_ 1 巧ザザル 
場を ネキヲ な テ 巧 五な (時- 1 乂ノ 註！！ 夕 巧) 二 巧 > お資 み巧ノ * 巧 レ クル 巧 合 二 於 テ 《美 ノ他ノ 魚 巧ヲれ 用が 
巧 トシ テを 供 スル コト ヲ 巧ぺキ n トユ特 11 巧を K ペシ 

■(こ 野菜 巧 サラダ ヲ巧巧 スル 巧 合 二 於 チ ハ 巧 時 巧 お 9 .ぶ 二が スル 巧 ま 及 ♦ラ ダブ 巧 ホ 的 ユ巧供 スルな 巧 息 K 
べキ モノ トス。 右二 网シテ 《巧理 巧実專 口が 上ノ巧 巧な 示 ヲを巧 K ペシ 
(二) 巧な 入 9 サンドゥィッチ ハな* ノ巧活 巧 ノ « 株 巧 巧 シキ 巧を 二が テ ハみ ノ巧お ノお巧 ブま示 スル コト. ナク 
之ヲ巧 * スル ブ巧 ダズ * 

を 品 ノをお プま示 スル ニを* テ ハ 巧へ バ 「才が ミ (nach Feiiwchmeckerart と •「ルクルス 巧ず (Lukuuus と 
(譯 註) 等ノか キ特- 一巧 巧 ナル 巧 お ナル n トヲ 示スべ キあ稱 < 1 巧 _| 之 ヲおク ペシ。 尙夕 なブか WA ノ名 稱ブ用 k テ 
束 巧 スル 《之 ヲ瓷 クル コト ヲ巧ス 
，(巧 註) 巧 巧 巧 巧 ヲ南フ 

二 * 巧が 4々 A び H # 法々 ち 二 j 


第ー ニ 菌载時 Ik 濟法 ♦巧 =】1二1 
四， 餐 食み タタ/献立 ハ K I ブ巧デ ザ I 卜 (ちモ 巧 •巧 巧 ま/巧* 又 《チ ー ズ) ブ おか シ巧ャ レ クル 巧 巧ブな テク 
ブ化巧 スル コト ヲ巧〇 ホ 献立 中-- ハ ま タル 巧 巧 一品 ュ 巧— 么ブ 包を セ シムル コト ヲ巧〇 がナレ タル 巧 立 巧 巧ノお 
な 巧 ♦ハ ーニ 品 トシ 其ノ 中少ク トモ ーな ハ ホ 巧 副 をな トシ テみ 巧 又 ハ 巧 巧ヲ 包を スル コト ブ巧ス ’ 

お. « 巧 レ タル 巧 巧 二 おシテ 《代用 巧 巧ヲ巧 資ス来 コト プ 巧、 代用 巧理ヲ 献立を- _ 記 人 シ义ハ 巧 用人 ブ ゎ テけ 用 巧 
巧 ブお資 七 シムル ハ 献立 まュ 吿示シ タル 巧 巧 ガ資切 レ クル トキ __ 非 ザ レバ 之 ヲ島ス コト ブ巧ズ 
獻立お _ 一 おな シク ルぶ 巧 巧！# •一 供 巧 巧 •魚ち 巧# » 則沒キ 代用 巧な ブ 追紀シ 得べ ♦貧 ホルベク】 力ま 二な ブ巧 
> お クべシ 。化 シお入 (巧 理ノを 稱及债 格) 《 S 巧 二 豫をシ ♦ル 巧 理ポ資 切 レ 且么ヲ 献立 お ョリが 巧 シク ルを ュホ 
ポ レバ 之ヲ良 K n トヲ 得ズ〇 かが ナルけ 用 巧 巧 卜雖モ を i ♦か ュ之ブ 巧* スル コト ヲ巧ズ 
六 •献 かお _ 一記 K スべキ 巧 巧 二 阴シテ ハ 左ノ蒙 ホブぞ A 
々キ がま 及 食品 巧 ぞ是ャ ラグ 
巧 キが菜 おお 巧 
K , プ 藥子巧 

一巧 わ进及 化を わ理が お煮 果《 

を 巧る チ I ズ • 

巧れ 巧 

献立 お _ 一 おが シク ル 獻立巧 巧ノ 扣除 ハ 自由を ♦••巧-' 之 ブ泛ス コト ブ巧 
お •巧 お 带一坊 力 丢第两 な 二 巧*' 販巧 スル ユトヲ 得べ キお ュ滿ク ポル 巧巧ブ かな お ュお巧 シタルト 十 ハ 之ブ增 か， 


ル n トプ 稱ズ 

八、 巧ぶ ぶ プ巧理 店 及 巧 巧 ノ戶ル H 巧示シ 及を 品ブお ホ-一巧 巧 スル (お W ) ハ 之 ヲ爲ズ 
曲 ち 

吻 ‘M ホ 巧 官ちノ みを 二 巧 9 义《» おを々 ユ某キ 巧 示ブ爲 K ぺキ るな アル トキ ハ 之 二從フ ペシ 
九’ 巧 巧 巧 及 巧 巧 ま 下な* ノ巧 f U- ぶ冀寶 巧ち 巧ち 爱 おな, ノ巧巧 策* 指 巧 ま •をみ 集累 おお 
巧# 及 地ち ぞお 巧みを 並 II 巧 理巧及 巧 巧 ホ 美 K ノ專口 お 《巧目 《本を 巧 巧 ノ* _| なズ 
十 •本 令！！ ホな シク ル# 員 ハ 巧を を 濟ノ 巧な 的# ホ 牟》 を S 置 ミ Ncr V ミ be をを ミ des organ 狂 chexi Act- 
を ues d ミ deut ち hen Wirtsc す 5 巧 一み 施行 令 巧 十 セ 條ノ規 を 二 巧—】 000 ラィ ヒス マルクな 下 ノみホ 巧 
ヲな テを ホス。 尙一义 一 一充 年 八月 二十 セ 日 お a を 由 巧を 巧な 需 なな 時 巧が 令 (<er ミ dnunK N ミミ ユ hufigen 

ぶ clie ミ ellu ミ des 1 を eswich こ 83 Bedprfs des を ミ sclien volkes) (を 巧 巧 一が-四 乂 A 巧) 巧 十が 

ノ扣則 ヲ罢照 K べシ 

巧 ち 

争々 ハ * 會 アルな 二 么プを 會負ュ な ラシ A ペシ。 本を をな/けな ア— タルト 午 ハ* ，之プ お則ス 。化ノ 巧を ユ於 
ケ S 巧な みなお ホ 々負 《其ノ 何人 ♦ルブ 巧 《ズ 本々 ブかラ ザ— シコ トヲ W テ 稱# 卜芭 K n トヲ巧 ズ〇が t ノ 
おか g 午ち を-一が テ 《巧 巧 巧を ( Ga ま St か ttesKe ミ Z ) 巧 i 1 が ノ规を 二 巧 9 巧を ホ ゾ \ 的 不お讯 -1 & ク巧ホ 伶と 
二 IT 巧 お*: を ftsw 化を ；1: M - 二 


♦一二 » *巧な 濟 法令 《 ミこ P 
( BetclabMcwiiung ) ノお 分- 3 E ス A コト T ルベシ 

十】 •本 令 ハ 1 を 一一 丸 年 丸 さ 一十 巧 日 819 么プタ ロス®】 を 一克年 八月 一二 十日 £ w 令ハ卽 時么プ R 止ス 
ペル 》 ン ー九 一二 乂年乂 月 二十 五日 

(署 を) フ ，ブツ .•トレ 1>| ン 

二十 六を 產巧 公的 管 巧-品 スル 命々 こを- 充年备 ミセ 日 供 一 

vorordml 百 » tibeir 色〇 6 ffentlicho Bewirtachaftlmw von Ipndwirtsohafdichel % 

巧 rzeu さ iin vom 27. Angst 1939 CRG 空 • L S •一泛 一) 

一を 一充 年 八 さ 一十 セ 日 3£«さ〔な 々(公 《 ホー sn 陌窒 頁) 巧 十一ち； 一二三 一年 化 巧 十 f 的 《產 巧 巧 場 
KM 及值 格が W ノ坛ゾ 食 百 全 時* 巧 *_ H スル 法律 (口 S ミ まな P す、 を ロミ ユ泛 色* さ > ミを C な 注 
巧 oich さ hh2 さ ndesz 弓 ssktulmd preisregelc 另 ftirdi ® landwitschaftliclie 巧 rze さ nis ま <03 13. 
Septem す 『 1933 RGBl . 尸 s . 泛 6) 及 一を 二 四 年 九月 四 曰 w 巧 品 ホ引ュ MK ルを 令 ( ver ミ dnu ミ iibei - den 
Wurenv ミ k を！ ■ さョ 4. J 5 ept «3 ミ r 1934 KG 空. J . S . 》16) 二基キ な-一 左ノ宙 命令 ス 
ホー か r 1 巧 W おえ！！ 巧 ザ ニ 巧 スル 食 g 及 a 巧ノ 巧た ブ« 巧 スル 6 度を わノ 公的を 巧 ブ《 おス 

1 r 度 58 農モ大 を (ミ ic すョ inist ミ f ミ 巧 rnShru ミ 旨 d Landwirtschaft ) へ宵理 K べキ 《ホ 物プ 巧を ス。 
み 巧 ♦ホ 大臣 ハ 農 ホ わ ノ生產 •ホ理 ホ ニが 給 樓ま及 白 おを 產者ノ 巧费ュ W シ規を ブ定ム 


巧 一章を 巧巧閱 ゾ巧務 . 

を 一巧 ラント" (プロ ヴィン ツ U ) 食® 廳 (LandesH 〔巧 rcvi 艮 堅"〕 0 吕が h 23 否 am こ/巧 徐 

一， ラント H (プ "ヴィン ツ H ) を 巧 麻 《食 巧 まま 大居ノ を ムル規 を-一が ヒ •一 おかお ノみ 巧.！ 巧 スル お 化 及が 
巧 わ srnhhru 另をま ミ) ノ巧 巧ユ巧 スル £ サヲ 巧フ 
二， 奋巧を 二 巧 スルが 巧ノ .出 拾ホ么 二が ズ 
巧 一二が 度 巧 お ノ喊巧 ’ 

を 巧 お ノ辟耗 足/か シ 

一 •を 柔生 產担替 二が ケルを ホア ルを 巧を 巧-一 注を シ •耕作 •おまかす •化 巧 及 生 ホ わノ逆 時化 お ホ を 巧み か 
お ノ巧巧 ノ爲ノ ー切 ノ措坦 ヲがル コト 〇特 _1、 

(ィ) をを 柔径 をな 二 •化 巧 尚 •おち 頭 お 其 ノ他ノ 巧を ョ 9 生ズ ル】 切 ノ產物 •自 お供が を- |货《 スル 自 みお 
資 * •お 巧 お持ユ かお ナル 巧 子 巧 及が 巧 スべキ かお ノお巧 ナル 其を ヲ巧 フ爲 •巧 場 巧 ( Hofkalte ) ブ 常時 
祐化 ケ陌ク n 卜 

( e ) 自 おがが を-一 設メ ラレ タル タ巧义 巧 巧 ノ巧费 * 及 おを 巧 子ホゾ 合法め 利用 ヲを « スル コト 
(ハ) ホぶな 調 巧ヲ巧 祐シ旦 特別 規を二 基 ク备巧 巧が 满おヲ 巧 巧 スル コト 

(こを 巧 义拓給 巧を ユが ケル 中央 化合を ぞ部ノ 巧巧ヲ 巧な シ义 ハが 可ヲ與 フル コト . 

一 r 巧 ♦が 制 ブ巧フ コト 〇 お二 

一一 IT 巧 お濟を A ヴ M 保 法々 一ニ ニ 五 


t-ii— 田： 




タ ゴーな tr 巧な 濟 化を* II 一二々 
(ィ) ホ ホ R ノ苗給 巧を クルー お 巧 扶ゾを 均 及 的巧ノ 巧おヲ ーを 巧 間 二け 化ぜ二 巧を スル n 卜 
( B ) 會計 巧ノ作 巧、 巧芭 タノを 巧 •配が » (Klmdenli ま) ノ況が • 宙をノ おを な 門 圳分巧 •右 おを 巧 
巧ノ 交せ 巧 巧を 巧 二 巧 > •ホ 巧 乂ノ巧 ♦ブ 巧が スル コト 
(ハ) か 巧み ホ 大臣 ノを A ル規 をュ特 K •配が 巧 W ブ通ジ 巧费巧 II 巧 シタ巧 及 巧 巧 ノ巧時 A ツ巧刖 的 ナル 席が 
ヲ行フ 3 卜 

巧が 巧閒 ( vertreilungss を 一 さ) 卜 《食 巧义巧 巧ノ 引が ブ巧ス ー切 ゾ巧巧 ブ巧？ ’ 
巧の がを 巧 巧 ホ 大巧 及 巧 巧 大臣 《ラント H (プ "ヴィン ッ を 巧 麻 及 A 巧おノ ちを づを AO ち 用 大度 《食 巧 お 
ちを ノ巧命 话ブ巧 方# 巧を 應* プ B イ セン！！ 巧 テ ハみ 巧 二を 巧 スル コト ヲ巧 

巧冗條 一、 おが 巧 ザ 系 一二が 巧 一ち 及 巧 《規正 (を 二 かき 兵). ソ» おお 巧 V 眞メ •なな 巧內 *' 格圳ノ 巧巧プ 
谊ク 

二、 巧 巧を お (巿 巧义 《州が) ノ请披 ノ巧巧 巧- 1 アルを 巧を 苗 曲 ノ冷巧 及 下 巧が 阅 (巧 セが) 《み 序 アル おが 抑 
ホ ヲ巧フ 巧 •み 巧 さ ホ 大巧 又 ハおノ を巧シ タル 中央 巧を ノ巧 スルが 細 ナル 指令 二おヒ •を 巧 お ュな下 スル モノ 

トス 

一二， 巧 一巧 力 至 巧 二巧ノ 規定 ハラント B (プ P ヴィン ッ を 巧 お ノ巧お 二 化 ホ之ブ 単用ス ’ 

巧 六が 中央 化合 ( HauptverereisiKungMl ) V ， . こ r. 

r み 巧を WM 法 二ぶ キ两寒 巧 巧 巧 > まま 巧 巧 場 巧が ノ艮 なヶ ラレ クル 巧を 枯 (中央 叟 口) 又 ハ 其 ノ他ノ お 巧 巧 
枯 ハ 巧を W のをが 二 互 ル « 巧 わノを 目め めが 用 及 おた ヲ なが K 


二， 右 ノ曲巧 又 《お 敦巧巧 ハを 巧 度 苗給冉 をが « ブ 巧を ス • コノ 計 « ハみ 巧！！ { 柔 大ちノ 同を ブ巧ル コト ヲが ス。 

化 タノ 围 K 义ハお 致 巧 H ハ化ノ 巧* ョ！ 生ズ ルな チノ 巧な 巧 務ヲお 巧 K 
一二， お-一ち ノ «« 又 《特 訝* 1 M ハ ■ 

( ィ ) 出 巧を おホノ 提供 スル « 巧み ガサ « を « 货二巧 ， • 正規 ノ 期日 二 於 テ 適 巧 引か ラレ 巧が セラ ルル n トヲ 
. 巧が スル コト ブ巧 K 

(P) 苗 巧 巧ノ巧 ホス ルが * わ巧敎 敢ノ巧 ホブ 規正 スル コト プ巧 K 

(ハ) か エ， « を ホ ホ 义 なが 所 ユ巧シ チ 所を！！ 最ブ S がス 3 トヲ #K ":ぃ •，ん し..；：； T ,... 

巧と 隹 下な ！ IW ( U ミミ を を 》2另3) 

一 . 中キ 化を ハ ブント H ( プ 。ヴィン ヴ n) 食糧 麻 卜 な */ 上、 乂ノ なお 遂巧ノ な • み 供給 おが 二 現が スル 巧， 
が合ノ ホ -- • 下 お W お ブ設ヶ 又 ハ 巧 則 そ 巧を ブ 任命 スル n トブ巧 
二 • 下な ( 巧 濟 化を (wirtschaft ミ erbSnd こ * 下み W 巧 〔 utl す rve を iiru 玄 • お 則を 巧を 〔 sond ミ beauf. 
ts ち to) <« 法的 ナル！！ 巧 ホ 足 巧が ノ S • ラント — ( プ P ヴィン ッ H) み 巧 K 义ハ食 谷 W ノ巧 ユ么ヲ 巧な 
K 

« 参 

111， 中央 化を 《食 ホ 义居ノ 巧 目的な 令.！ おヒ •下 « 株が卜 巧を ノホお 上 ノ义ホ ブ巧フ n トヲ 料. 

巧 八 ホ ホ 巧 巧 (GeKh が ftsabteilu ミ ) 

一 • を 中央 巧 合 又 ハを お條ノ 下な 宙篇 II ハ 辛 巧 巧プ巧 クル コト ブ巧 • ザ 巧 巧 ハ 中央が 合 / 巧 K ル 巧 則 的が か 》 な 
K 其ノ巧 セラ レ クル 時 巧プ巧 巧 K 。 なな 中 巧 5 ( 巧 elch と telle) が スル トキ ハ ホ 巧 部 ノ巧玲 《中央 W ノ 獲ぶ ス 
二 g 巧！！ 濟か A び— 保 化を 一ニ ニ卞 


第一 lie « 巧 g 濟 法令！！ til こ 入 

ルで ス - 
二 •巧 巧が 《公を 上 ノ巧人 トス。 巧 おが < 1 あノ 理事 之 プ代ま ス〇其 ノ巧立 及 李 巧 ノ執巧 《食 巧 ♦ホ 大臣 ノ 巧., 
ル 事 お 規程 么ブ規 ホス 

一二 •李 巧が 《を 巧 ナル ー巧 ノ巧律 行 島 ヲ行フ n トブ巧 文 
阳 •巧 巧な <特_| 

(ィ) 其 ノ汾を スル 巧を 物 ゾま巧 •まみみ 巧藏二 巧を スル n トブお K 
( B ) WK 巧ゾ巧 ホス ルた# みお ノ數 * ノ巧连 及 引 巧 プ良ス コト プ ホス 
(《) 引 巧 サレク ル 在 巧な プ巧ホ 正 シクを 理 スル コト ブ巧ス 
五， ホ務巧 ハを 濟かホ ブ巧持 シ又ハ 巧 ル かち _1 夕 化 スル コト プ巧 

巧 九 巧が 理を 貝# (verwaltunsr ま) 

一 •中央 巧 合ノ中 = 在 ルを 理を 員會ハ g 巧 農 ま 大臣 ノを A ルな 則ユ巧 ヒ镇巧 スル コト ブ巧 • W 巧 ザ 词 令が ハれ を 
ネプを 巧を 貝を 二 巧 ホス ル コト ブ巧 

二 •を理 を 貝會ハ ぞ理れ 香 义宙給 か畫ノ 巧を _| ホナ •又 《其 ノ他ノ 巧 則 的な 巧 巧 II 拼シ •な 問ヲ巧 クべキ ♦ノト 
ス 。巧シ が* ノ 巧を* が テ 巧が 之 ブ巧于 ザル トキ ハ 化ノ皮 _| ホラ ズ 
己， お 二を 巧を 員# ノ專口 的を 見 ヲみス ベ キ巧巧 左 ノれシ 
(ィ) « 格及值 ホを， 巧を 及 か エノ 度 巧 二 两ス ル# 巧 
(口】 巧を 物 加工 H ホ ニ K 給 K べキ おた- IK スル ホ 巧 


(へ) ちを そ/ 自お 化が 义 ハ掌棄 をけ ノ s おお 著 二 巧が サルべ キタ 巧 • g 巧 •巧 ホ 巧 及 おる ノ 政* 

(二) ホ ホを ボ 調達、 引が スべキ 巧 度 
(ホ) 巧 巧が 持ユ閱 スル 巧 巧 

巧 二を を 巧 物 公的を 巧- 1 巧 スル 1 が規を 
巧 十が 故 大&ノ みを 

を 巧を 案 ■大居 ハ 左-一巧 グルを 項ヲ みを ス 

(ィ おが « 利ザガ まが プをク ベ キ巧巧 ホを け ノお 大量 
(口) 特巧乂 _| まが スべキ 特別を 加が をた 
(ハ) 白 お供が を ノ島二 留おス べキ巧 * 

巧 十一を 巧 巧 券 (田 ezcgskart ミ) 

一， が 理おホ お ハ， 巧 巧 タルトが 化 タルト ヲ問 《ズ •巧が が « ホ ニが ホス トキ-ハを ズ HW 保 卜引巧 ニス* コト 
ヲおシ ，巧が 抬« おボ 引渡 ヲを クル トキ-ー ハ必 ズ巧貿 券 卜引 あ- 1 スル コト ヲお ス 。巧 巧 店 •化 お •供 巧が •度 
せ. •ホ來 ホ收を 巧を/他 お似 ゾち 巧- 1 巧 スル 引が 二が ホ同ジ 
二，！！ 贸券 《を 巧树 二が テ 巧を お 巧を 二を お K 。 典 買 券 《ぶ 本 お 卜 お干 ノぞ分 お トョ 9 ホル。 ず々 榮ハお 則ノ規 
を ナキ限 9 ぶ 本が 卜切離 シタルト キハ之 ブ無巧 トス 〇ぶ本 お ニ ハ 巧な 拾 宙ザノ おを ヲ おが スル コト ブがス 。お 
本券ヲ 他人 ユ 巧が スル コト ハ么ブ 巧ズ。 W ち お ノ巧カ ハを 苗 义ハか « おノ がな お 曲-- 及ブ 

二 Riir お濟を A び 比を 一ニ ニ 化 


窒巧 >巧 お ホ 法々* .一二 S 
一二， ち 荣巧拾 ザハ 美ノち 巧-一 か ナホ 產ャ ザルを 巧巧ノ ミニ 巧シ义 《自巧 巧が ノ島ノ •巧が ポ な セ ザル 巧 阳ノミ 三 巧 
シテ 度' 貫券プ ま 拾 セラ ルル モノ トス ： •： --L 
巧 十二が 一， を 巧 巧 义ハそ 巧局ノ おを スルを お ハ 巧 お •巧* 巧 •敎 巧祐設 、巧が 满設 •巧 巧 巧 其 ゾ化巧 化 ノ苑お 
ユをシ 此等設 麻 巧 ノおま K べキ 人* ノタ巧 巧が ノ宫サ 国 一巧 閒ヲ巧 限 トス ル お 合 的！！ 巧證き Sam ョ elbezug . 
schei ろヲ 巧が スル コト ヲ 得。 技 かを ホ ハ 化を- 1 巧， なす 券プ巧 巧ず 巧を 二 交が スル コト プ虫ス 
二、 同 巧-- 從ホ 貝ヲ 共！： ユか がが 巧 スル 巧々 ユ巧シ テ ホ おを 的 切 巧 ヲ巧お スル n トブ 巧。 巧 一巧を 疫ノ規 巧 ハ 
之ヲ 準用 ス 

|二， お 洋巧お ホが 貝ユ化 ナホ 其ノ巧 巧ノ なが H 巧 二度 ジ右 ノ筑を ヲ单用 K 
巧 十一 1一 か 巧 お供が ま ( S 么 bstverao 另 er ) 

一 •自ぷ 巧が# 卜 《巧 ホ 的 おを 巧 有 巧 •補 巧を プを ミ其ノ 巧々 め 所 « お 及 班れ また ブを クル W がヲ巧 スル ザ 
( Naturalberecht ま 艾、 特ユ a 居み 巧 巧 寿 ( Alte ま 空 ミ) ホ ニみ 巧 お 巧ノ巧 わを がヲ 巧ぶ シ巧ル 巧 化ザト 

ス 。巧 シ圳 巧ゾを アル トキ ハ化ノ 巧- 1 在ラズ 

二’ タフ お巧ス ベて： は-一巧 巧 巧 ホ クタを ブま クル 巧 院其ノ 他 ノ設曲 ホを 巧 3 二が テち ぶ 巧が ザ トぶム 

コト ヲ巧 

巧 十 两巧巧 お 拾植ホ ( veirRun 奇 berecht ぞ te ) ノ巧巧 

巧テノ 巧が を满 ザハ お 巧 巧ノ巧 ホ-一度 ジ巧巧 ブ保ま スル ノ巧巧 アル モノ トス •巧が お權を ハみ 巧： 2 ノ 巧を スル 
巧铃巧 閒ユが テ其ノ 巧ぶ シ巧 ぺキ數 ♦/ まを ブ タク * .•- ^ 


巧 十ぶ 條 w 防 単 二が スル 苗た 

巧 ± がか ノ ザ お 二が スル S を 《軍 巧を 巧ュが ナホ 時 食 巧 《 ュ お# 量ブ 巧報ス 。巧 巧ち aw ハ 其ノ購 なま タブを 
おシ ，指を が お «» ブシテ 適時 ノ K おブ巧 ♦シ A ル 3 トブ 巧ス ー 
巧 十六な 巧 K * 於 ケル 共同 給 巧 __ かハブ ザ— シ W 巧 軍 所* 員 < 1 が 人 お 二を メブ^ クル 巧卜向 一巧 义ケ •そな'*^ 
巧 財 3 911 . W 券ノ 巧給ブ まク. 

巧 十 セ 巧 巧な な ル ノ同防 *拓 ( SC 了 ミ さ liede2 ミ en ) 二 お スルが 給 - 
1、 巧 巧な ホ ノ两巧 WIE ノが爹 ハ ホな » 巧宙お 巧-が テ 其ノ巧 满#* ブサ篇 ザ «片 二 巧が ス * 食 «片《》巧 巧 « 
ヲ 巧おシ 特をノ K わ 巧 巧 ブシテ 適時 ノ S 給ヲ巧 ♦シ A ル コト ブ要ス • 

二 •ちノ 巧 K 巧 巧を お-一巧— テ 《军深 s お スル 支た 敢 ブ巧单 トス ぺキ モノ トス 
巧 十へ 巧‘ 1， ホ 十 セ條巧 一巧 ノ巧ホ ニ 巧 ケル 軍 お W 外ノ W 巧 》 佑卜 《左ノ 者 ブ巧フ . I 
W 巧 裝警巧 W , ’ 

の 魚 《 巧ぶ 装 巧が 分 

(ィ) 巧 術 なを子 争 巧 (Junkerscl ミ len を、 SS) ‘ - . 

《口) 現 ホ 巧 曲 巧を M (を" ジーきミでー ミ！- banda ) .ぃ： . . ‘：い . 

(《) 巧 於を W ノを装 巧 分 (巧 裝》 な W 】 

巧 民 巧 巧 さ 曲ノ？ 安， 巧 助 お 
W 巧 裝巧巧 • 《 巧 及 水 巧存祐 W 

二 •？ 巧 わ W か 々ヴ画^ 化々 ーニゴーー 


窒 》 A かお £ を 化 =1 号 一 
風 巧裝曲 巧を 巧换 
- r 巧 十六が ノ規を ハ之ブ ザ用ス 
巧 十九 條舍 を怜巧 sua を erverpflegc ミ) 

1， 田 巧 巧义ハ W 防 M お 所 お員ョ j 舍 g 拾 央ノ巧 ホア— クル トキ ハ 巧 巧を 巧义 ハが お满ハ W 巧 ボノを 舞な 义ハ W 
巧ぞ なか ノ W 防 w 巧ュホ 巧ブな テス ル舍を おち ノか -r K 巧 證券 ブ交化 スル コト ヲ ホス。 K 巧 巧おノ がが 二 お 
シテ 《を 巧 巧 俩ブち 巧シタ 将巧柔 大臣 ガー お 人ち ノ 巧を メクル お大最 二相 巧 スル 數*ノ を aft 巧 プ宿舍 ま 
(cuartierg を さ) ュ おが スル 3 トヲ巧 

二， 巧な 巧 寒-一 《舍を 功 巧 •す お セラ ルべ キお 巧ノ數 ♦及 宿 舍ちノ 巧 巧せ を ブ紀巧 スル コト ヲがス 。支た セラ レ 
クルを 巧ノ 巧な 數そハ おがを 二め チ 巧な 巧 券 ュお入 スル モノ トス。 支 おブを ケタ ルを ハ ぞがネ - 巧シ 支が 七 ラ 
レ クルを 巧 ノ巧巧 •巧 度 住所な あみ 月日 プ巧 頁を 巧* お 人 シテ巧 明 スル コト ブ娶ス 。な舍 ホ 《其/巧* 巿 町村 
-- を 巧を 供 二が シテぞ 巧 ハルべ キ 巧な ホを ノぶ舍 なおを 卜共二 皮ち お タブ 巧 S K 。 ホ w が ハホノ » 貫を 楚ヲを 
巧が 巧树二 おホグ モノ トス 、 
を 一十 ホ 巧の ホ 仕 曲 ( R たを S ミを itsdienat ) ゾ A 巧 

一 •两 巧巧ュ 巧入ャ ラレ ザル 巧衡お 化な ハを 巧 巧衡大 ホ お 指# を ( Al - b をを ち cf 昏 re ユブ巧 ジ其ノ お 巧 おお* 
ブ弟巧 お 二通が スル コト ブ巧ス 。を 巧な 《宵 巧 お 巧 お _| お スル 麻な 巧を プ巧 巧ス US 巧婚 ハ右ノ な 岛ノ ミた 
ブ巧 クル 请がプ が 巧ス。 « 巧 話が 二 《ちた セラ ルぺキ 度な おノ » 巧 お* プ 紀おス 
二， 其 ノ化巧 十 ホが 巧 二 巧 ノ热を 《么ブ 卑用ス 


を 一王が ま 巧 

一 •を 巧を を お 《之 ヲ本令 ノ巧巧 卜尚巧 __ を 巧へ ラレ タルモ ノト 君が ス •巧 シ± ホ ホみ 巧ノ巧 物せ ホ 物 ハ か 
.巧卜 M 時-一 •巧 的 巧 巧 物 《巧 お 卜巧時 ュ么ヲ を 押フ 。お 巧ノ をが 二 閒シテ 《特ュ 巧 ムル巧 アル ペシ 
二、 おを 及共间 宿泊所 巧 ノ义ハ W 防 巧 及 曲 防 巧な ホノ W 巧 MW 义ハ 巧の 奉仕 曲 ノか巧 = 現が スルを 度な ハ 差巧ノ 
例 か トス 

巧 二十 一一が r ラント H (プ B ヴィン ブ n ) 金 巧 お 及 食 旬 《 《其/行政 苗 巧 巧 _| をが スルを 巧 か _ ーシ テを 巧 セラ 
レ ザル モ / 巧 テヲ巧 巧 フル！！！ 巧 ヲ巧ス 

- 一一， ラント H (プ 》 ヴィン ッ H ) 貧 巧ち 及 食 巧 巧 《巧 巧 ノ巧行 二 かお ナル ー切 ノ巧 おヲ か ル 樣略ヲ 巧 K 

1二> を 押ボ例 ホノお 合-お チ 度 巧 巧ノ下 巧を お-一巧 9 食 巧な ノ巧か スル コト ナク巧 ハレ タルト キハ卽 時な 稱み巧 
巧 二 其 ノちヲ 巧が スル コト ヲ巧ス * み 巧 后 《を 押へ ラレ クル々 ホ 物 ノ引ホ 及 まが ヲ巧 がフ 

を 壬 二が 一、 を 巧 ハ 刖段ゾ ぞナキ 巧， W 巧 曲 ノ芭行 ハレ クル モ ノトを 巧ス 

二， 寒 押 < 1 日： を 押ノ巧 ハレ クル 巧 巧 巧 二 巧シテ 《ホ 巧を おノ挪 々父 ハ 巧々 アル トキ ニ 於 S •法が 巧な 又 《其ノ 
他ノ 巧な ュ巧 j テ 巧 巧を 巧* 巧物ノ を々 ヲ巧を スル ノ巧 カブな ス 。巧 シ本令 ノ規を 二が ナ刖 巧ノな ヲなシ タル 
トキ ハ 化 ノ巧ュ おラズ •ホ-巧！！ スルを ホ 巧爲又 《巧 ノ他ノ 巧ち 《之プ 無な トス 
=r 旣なノ 引巧夕 わ ハ 去 巧-一巧— テ 巧 ノなカ ヲそフ 》 巧シ ザな 食 巧 おポ 特二設 メクル トキ 叉 ハ W 巧 ザ ノ 法文 ュ巧 
ル トキ ハ 化 ノ拓二 おラズ 

巧 二十 两巧お 巧 アル モ巧 巧ち 巧ノ巧 巧を c 巧シテ 《关 ノお藏 ♦>!— ちノか キが閉 M 巧 ブぷム 

二 1¢ 巧# 濟 々度び Mg 法々 =11 二 一二 


巧-二 一篇* 巧 》 濟 法々 《 =ニニ《 

(ィ) 白 お供 おを (巧 十ー ニ隹) ヲ おを 巧 牌 おお スル 良 ノーち* ノ度巧 プ巧お スル コト 
( B ) 其ノ ち 巧 內ノお 畜ブ特 ぞ巧巧 的を スルな- _ 巧 ィラ レ クルが 巧 ヲ巧除 スル コト 

(ハ) 秩ホ及 春 幸 巧かュ が. を ナル 巧を 最ノ « 乎ブ をが スル コト I 
巧 二十 丑條 をが アル モ « を-か Hg を 《本 令 巧 巧 巧 一一 一巧 曰冊ノ 平ち か H み ♦二 か tK ルな* ヲ 巧が トシ テ か エス 
ル コト ブ 得。 W 巧 巧ノ 巧を 《巧 量 ノな巧 ナク之 ブそス コト ヲ巧ス 
巧 二十ち 巧み 行 ノ巧保 

を a 巧 ハを 時 > 巧 署 _ 一巧 巧シ、 資理宙 M ポ其ノ 度 R 巧 ュがナ を シク ル 巧令ノ みけ ブ がが スル 爲必お アル トキ ハ 
疗お 上ノ强 巧手 おブ ホ ホス ル 3 トブ 巧 •> 巧* 《を 令 ゾ規を ュ巧ヒ 食 冉巧ノ 化賴ュ K ズ ル/ぶ 巧 プをフ 
巧 二十と か 生を# ノ權 お* 巧 

. r ホ ホを 巧ノ巧 ホネ 《別 巧ノ をナキ 及— 其/ 經巧巧 s が テ 巧を 打 《レ义 ハ 巧ヒ巧 ルザ 理 農產れ / 巧巧ブ 巧フノ 
W 巧 ブぞシ 直ヴ食 a 巧ノ ホえ！！ 度 ジテ 巧フノ ま巧ブ 々フ 。食 巧 巧 《ホな 巧ノ時 巧な 巧 及 巧巧ブ 巧を シ並ュ みを 
巧* •一巧 スルな 則ブを A ル 3 トプ巧 / 

二 •ちがへ ラレ タル 巧 巧 品 占 巧が 《•をな 巧 巧 わ ブ涵常 ノ巧お 引 二が テ！ S 速 シク ルモ / ナル 巧 9 ちノ 拘品プ ぶ 巧 
同 H 巧 巧 スル/ 宙巧 ブちス 。食 包 褒巧大 居 < み •產 m 巧-則 巧 巧 M ブをム •隻纪 巧 ホ アルト 午 A . S 產 わよ 
•巧者 《何時 ク— トモる 巧へ ブレ クル 巧藏 なプ： S ホス お 巧 ブちフ 

111， 本 令 _ 一所 巧 占巧ネ (方 es ; tsr ) / 中 ユハお 巧な ノおホ プ化镇 セラ レ クル AW 巧ち 者プ モをム モノ トス - 
巧 二十 八が け お 巧 (田 2atzvomahm ろ 


巧 巧 » 巧 ノ巧お ホ 义ハ巧 巧な ノ占 巧を ゲ巧 二十 セ 傍 足ムル 巧爲ブ 巧け 二な 《ザル トキ ハ •を 巧け ハ w をを/ホ 
用ュが テが 巧 ナル 巧 巧 ブ化ノ お ヲシチ 巧 《シムル コト ヲ巧 。巧 巧/ぶ 巧 ブちフ 巧 ハ其ノ ± 垃 ホ- 1 其 ノ巧柔 おとが 
ザ 巧/迄 巧 上 ノ浆面 ヲはテ 作 柔ガ巧 ハル ル コト ヲ おが スル コト ヲおス 
巧 二十 九が 化工ち 砖ノ巧 巧 

一 •が 巧を ホ构ブ 巧る か エス ルち 巧 ハラント H (プ P ヴィン ッ H ) 度 巧 お 义ハそ 巧 W ノ おを スル お 巧物ブ 利用 K 
ル コト ブ巧 K 。 を- 1 巧 グルを おノ 指示 ヲ巧 がシ •を 巧ャ ラレ タルな ホ わ 及其ノ 巧おヲ 化が シ せが お ュ 取れ フお 
巧 プ食フ 

二 •巧 巧-ー シテ 其ノ 巧を か H お 巧 ブ巧巧 スル コト ヲ巧 ミクル モノ ー| が， ラント H ( プ P ヴィン ッ 《) を 巧 お 又 ハ 
夕稱局 ハ 懈怠を ゾ ♦ W を巧卜 をな 巧 巧ノ 設祐ノ 使用- 1 め テ他ノ をプシ テ必娶 ナル 作 柔プ巧 ハシム ル コト ヲ巧 
.一二 •巧择 < 1 切 ノ巧物 ヲモを ムろ おを 物 ヲ引化 スノ蘇 お アル モノ トス。 巧を ガち おかが ホ/巧- 1 巧 巧 物ノか エブ 
巧フ トキ ホち/ 規をブ お 用 K 

巧 •加工 招を ボ其ノ なを 义ハ規 を ノを務 おせ ヲ おお シチか エおあ ブをホ シタルト キ ハ •巧 物 ヲモ 含 ミ おお おか ブ 
ホ 3 巧ス コト ブ巧ス 

を 二十 條加 エノち 引 巧 サレ タル 巧 « 又 《ホ ノ化 ゾ义ハ R 物 ブモホ ミ か エニ 巧， テ 生を セラ レ タルを 巧 わ ノー 巧，, 
巧シ 巧" かブぞ が フべキ を ノ なを ハ么ヲ おみ トス 

巧 一一 一十 一條 ラント H (プ曰 ヴィン ッ . L ) を 巧 K 又 ハを 巧 W ノ歪巧 二おキ 巧が 巧ブ おお •化ぞ •輸送 又 ハが が スル 
ホ< 其ゾ S ぞノ 巧可シ タル 貯巧 お- 1 防 シテノ ミ 巧め 其 ノ他ノ をが 巧 巧 プ行ヒ •を 分 ヲ巧ヒ 巧 ル モノ トス。 を 化 
二 R 巧 ゎ濟 か* び M が 化か ち； = お 


巧！ 二 Jl 濟 法な » ミー コブ 

ヲをケ クルを ボ巧 g 品ノ巧 巧を ナル トキ 亦が ジ 
巧 一二 十二が をを 任 及 お ホを 巧 

1、 ラント《 (プ,1ヴィンツ《) 夕扭廳又<夕巧お义《巧巧巧がノを化ヲをケクルを<何時夕》トモ化ホ- がを 
巧を 加工 •包裝 义ハ坦 お/度-一を ィ ラレ タ又 ハ適シ タル 巧を 义ハ巧 巧-一 立 人 9 •お ホヲ巧 K •巧 簿ヲ峭 度シな 
そ 卜お巧 ユおテ 班が 在 度 お ヲ巧这 シを巧 巧 卜が换 二見 本な ブ巧 化 スル ノ读巧 ブ巧ス 
二 •場所 ノ占 巧を ホ-其 ノ おを 5 ルを 咨ちを ♦ザ 又 <乂 ノ他ノ 巧 用人 ハ’ 5 巧 依， 巧 巧ユ 立ん ル ノ《 化 
ブお スルを ノ新 ホア ル トキ ハ 巧 巧 おノ班 化み 其ノ がが ヲ 申吿シ 具其ノ 他な 務お 巧-化か お ナル 巧 吿ヲ巧 か スル 
ノを巧 ヲをフ 

雪 壬 一岳 巧 巧 ヲ守ル ノ寒巧 

ラン. 卜 U 9 ロヴ ィミ こを 巧な 义 SC 局 又 ハを 巧 巧拥ノ 重任 ヲを ケタ ルを ハ 化 巧上ノ 報吿义 i さ § 
ゾ巧巧 ノ巧合 ヲ除ク ふ’ ホを 上す 得夕 轻替ノ ぶ 設及柔 巧 M な 二 化 租巧ブ が，’ 他人 二 沿 巧シ又 ハ之ヲ ぉが 
シ テが 巧 ヲ巧巧 スル コト ブ 差を フル ノ巧巧 アル モノ トス。 巧 ノ爲を 巧を フ コト ヲ巧ス 
巧 三 一十 阳が巧 則 

本 ザ ノ規を 及 太 令-お キ テを ィラ レ クルな 規おノ なな 巧な ハ曹 W お 引 令 ノ規を __ おヒ么 ヲ巧ス • 

重 章が お規を ’ 

第三 一十 五 隹本令 ノ規巧 卜化觸 スル 班 巧 ま ノ規を ハ 本 令 巧け 巧 蚀中ハ 其/油 カブ 失フ〇 なへ シサ トキ ハ 食 巧 巧ま乂 


をノ ホス ル 巧 二 巧 ル。 を g 農 ま 大度 ノ 化を 《巧 巧 巧 及 巧 政を おプ拘 ホス 

巧 三 一十 ホが 食 巧 巧 ま 大屋 《ずな 大臣 卜 をな ゾ上 S 巧を 巧 巧を わ ノ巧が ノ巧制 上 かお ナル 法規 か々 及】 巧 巧れ 規則 
ブを A 

巧 三 一十 セが 巧 十一ち 巧 十二ち 巧 十五ち 巧 十 セち 巧卜乂 巧みを 一十が ノ規を 《一义 一二 九 年 八 さ 一十 ゼ日お 
巧を H 民生 巧 かお おな 時 巧 お 令 巧 ー ホ 施 巧 令 (田 ま 》 DurchfUhru 呂ミ erordnung zuir V0 吉 ufige 曰 wicller - 
ま ellu さ des 1 をき swiclit ぞさ Bed » rf » vom !27. >ugu お 19 苗 ( ROBl . Is . 1502) ノ 巧を 規をノ 巧 力が 失ブ 
巧 チ 巧 ィチみ カ プ巧生 KO 其ノ •化/ 規を 《丰 令を ホゾ日 3 •'之 ブ 巧巧ス 

度 iWK ま乂芭 

二卞セ 家庭 こ 於 ケル おみ •朦 お 回 化二闕 スル 準則 二 九 ミ ハ 年 +1 さ 一十 K 日脚) 
1- « をノ 公的 巧角プ ちな K 1 

巧 ictltlini»3 API* Aie 历 nascng aAlr 5 由 pcwhwltotlwnbw 己 endotl 
Abfallatoff。 vom M7. Novib さ i (ZR. ROV 710) 

巧 一巧 本 巧 ホ 《ザな ノか 何ブ巧 《ズ •» 太 人 « 巧ゴホ ザル 巧が ゾ巧巧 « おち ( Rohp をを ten すを el ) 卜 巧を ナ 
ルを 力 活巧ゾ 下 二么ヲ 遂行 スル n ト ヲ巧ス 
巧 一巧 二坤シ 

二 If 巧 »濟 令％ び Mff 法令 111 一二 t 


ホ ーニな •巧 》 濟 法々 《 ミミ/ 

まを __ が テ巧集 シ ♦ ル なわゾぞ理 《 巧則ト シ テた小 ノル巧人又 《 克おを ユ わ マ ル 巧巧巧おお巧 (巧0プロ**^にド’ 
—gew ミす ご 巧， 么ブ 島 サシ 5 シ •さ シ專 〔的 巧柔 < 唯 寬巧 シク ル 化物 ヲを日 エま用 ユ供セ シムル 島 么プ巧 

si 分ヶ K こ トプ得 ル ノ。、 t パナ ，(例 《パ SS ノ巧 5)。 お 二堇シ タル 窝 i を 貯巧シ 义< 巧 

用 スル コト ヲ巧ル ホ ハ 巧 巧を ニノ ミ 么ブ巧 ル 

巧 llfi W ♦ホ ハを 巧 的 ナル X ホ 巧 動 プ#篇 スル 3 トブは テ 其/目的 トス。】 回 又 《巧 時 R 巧め ユ行フ 巧 お 巧 良 ハ 
之 ヲ中化 スル コト ヲ巧 K ) 

を 夏 >亩 シ， 

一 •其/巧 務 ハ* 舉的二 「乂規 巧 事 ま」 ゾ巧 ヵブ 巧— テ， 巧** 巧送义 《化 用 プ貧シ 巧 ザ ルボ かキを ル/をた •ノな 
が 巧 (> ltit ミ isll ) ノ巧巧 ヲちス ニホズ 。巧】 __ ホ トシ テ おお ョ ■'餐 巧 的二识 ブルな が 巧 ヲョ 9 化 话的ユ 巧 
巧シ 岛營柔 的累者 一一が テ 之 ヲョ， を 巧 的 二回 化ス •ヘキ ナ ，。田" •，去-お ハ其ノ 巧？？ ザル 化が 巧 ノ巧巧 
ブさ K 3 トヲ巧 ペシ。 化 シをお 庭 《事情 ノ化 何ブ巧 《ズ •巧 ホを 巧 的 ユ巧柔 を ノ 巧集ノ ©巧 巧 アル ぺキ コト __ 
な 用 ま 無 ヵルペ々 ラズ 

1 r 猶乂 人* ホ ザルを R 居 巧 ノル 資巧人 《 — 化フ度》 — 一を 巧 抽ノ闭 曲ブは テ、 を 巧 的 二を おち プ巧 問シ又 
《其ノ 達 >2 寞人 プシテ 么ブ轟 t シ文ゾ を？？。 塞卜ま A ルトこ — 供シ賓 SK 品 業卜 
巧 ホノ下 三ゾミ 1 其 ノ他ノ 巧 ま ホ •巧へ パ おお ル « ま 者 •巧が 人 (Ambula ミ er. oeverbetreibender) 巧ノ 

化ノ者 二が チ* ホ 的な 物义集 又 《回な-一巧 ル コト ア ルベシ 
巧 一二 巧 ま ホノ遂 巧-云， こ •ホが ノ か例プ 巧； •巧 規望ノ 巧 建、 お 二が 巧 製品 ホ ノ華ぉ ナル》 巧 マ. な A 


ルかキ 巧が 巧ゾ 巧々 《之 ブ巧ズ 
を 一 蚕 二 閒シ’ 

巧巧ヲ 巧フ ユをリ ，巧 息ノお 9 •比較的 {が 度大 ナル 巧 規わホ ノ調連 ヲなシ •之 _ 一巧 9 テ 例へ バ を* なか 巧 化/ 
巧ぶ ヲ島 スガ かク •本 ま棄ノ をな 二 反 スル ガかキ な マシ ヵラ ザル 巧 材巧ノ 巧 ♦ヲか W スル 危お ナキニ シモ アラ ズ 
タク ノ 場合 •か 巧 •なを お 义ハ巧 化ノモ ノノ 巧 用 二 巧リテ 同】 ノ目 的ヲま シ巧ル モノ ナ9 
四 お ま巧ノ か何ヲ 巧ハズ ，本 事柔 左巧ノ を， お 規特圳 行を 巧 M ヲ致恆 スル コト ハ 之 ヲ巧ズ 
巧 四が 二 拥シ、 

回化ノ « 巧 ノ良ノ お 則 巧巧ノ 巧-一が スル トキ ハ 本が 則ユ が* ジ テ之ヲ ホ 巧 シ又ハ 必裝卜 おムル トキ ハを をユな 
が スル コト ブ巧 

丑 巧 r 丰み まヲ 巧は 的 二を 巧 スル巧 ノ巧拍 < 苗 巧备？ 巧， テ 巧 < ルこ卜 5 スル モノ ナル 吸， •を 乂< 
ホ ホ W トシ テ之ブ 巧フ 

二， 右二 反 シお巧 巧な 夫ノ巧 巧 巧の 《巧棄 めぶ 巧 ユがテ 之 ブ巧フ 。が 巧な 品 ま ハ 溢 常 巧 ハル ル 巧の ユお K まが ブ 
S シ從テ 又 補 巧 ブ巧フ 
第五 巧-巧 シ， 

化 巧 •巧な ノ 巧が 二を リテ 《•巧 巧ノ か何ブ 巧ハズ •な- 1 が 巧 二 W 巧みが ノ巧巧 二が チな ザブ な サ ザル コトが 
巧ナ 9 C 满 シネ クノホ お- 1 卜 9 チ ハー ぺ _1 ブヒノ か巧夕 上を 卜雖 モ價 おナシ トセ ザル モノ ナ レバ ナ WO 右 化 入 《 
之プ 巧ち スル コト ヲ巧ス 

一一 If 巧お濟 々 A び M 巧 巧々 - 11111 1* 


々II 一巧 if 巧ち 巧 法を 》 一二 内 0 
巧 六 •助 一 •本 巧 則-一規を スル 巧ち 巧が ハを ぶ お ニノ ミ阅 スル モノ トス 

二、 を 利 的 雲 (つる ミ さ 星を® 豪ユ曼 二 在， テ ハ •巧を まノ ホす アル トキ _ 良，， 本事柔 ノ奮內 二が チ • 
巧 巧ヲ 巧フ 
を S 二巧 シ 

を 利 的を 巧 二が ケルな お、 巧 品ゾ巧 巧 《巧 二 商工ち 巧 曲 巧 (0 な W を さけ f A ミミ ミミ 呈〇ヴ ま ミー ま 0— こ 

ュ依り テ 行 《ルル ヲ梦’ 本 轟 二 規受ル 巧 塞 5 右 S ニノ， 乏ブ限 ルベシ。 手 案 •囊ふ 巧を-- 在 

—テ 《をを 巧 お •夕庭 巧が ノ 々巧 ハネク ノ瑞を 合目的 的 ナラ ザ ルベシ 〇な二 本 巧 則 二め テ ハ 右 巧を ョ リノな お. 
巧 品 ハ 家庭 巧 策 ガ之ブ 同時 二回 化 スル コト ヲ巧〇 ホ/み 合 •巧 替まノ 巧 巧 又 ハ お怠ボ 化を 的 クル ペシ . 

巧 セ お 一， 巧 第 K ベ キ巧品 《左ノ お トス 
(ィ) を 巧ノ巧 巧 

巧へ パ， 仕 立が 巧 •お 9 切 レ •な » か •な 粗モお •化 ヵ ー テン •化か 巧 •下 巧ノ巧 か、 るち シノを 耽 •化 下， 
短靴 下及ジ ャケッ ，羊毛 •が •人絹， 9 ン ネル •巧 巧 •巧な 巧 及 黄麻 包装 巧 •巧 ゲ« 巧， をな ノ雜巾 巧 ノ巧品 

裝ネモ 巧か夕 

( a) 巧 •ザ 角， 巧 お •アルミ ュ 々ム •ニッケル •お •巧 •巧 《タノ 巧 巧 

例へ •へ •巧 A 巧ノを •なお 巧み •を a をみ 》 な ガス ランプ •なお 油 ランプ •ち 惠满义 巧 お •ホち 巧 化 •なア 
ルミ-ー ゥ A 巧 • g ノぶ •化み 呂巧度 化 •巧 ヒをシ ノナ ユ ー ブ •を* 巧 (が 巧) •巧 ゾ化ノ を おる ノ 包お柯 •ホ 6 

巧ぶな •水ぶ わ 管 •おな 巧* 


( o ホ！！ 塞 鏡 》 . 

巧へ バ ，巧 用 二が H ザル エ具 及 巧 « な 分な- «> スト I ブ •戶ノ を 具 •化れ •ホな おみ かか •ホフ ラィ 銳、 

巧 じ 巧 シノ巧 巧 推み-: 巧 入を •ホ ポス巧 > を« お •ガスを •化が お 等ノ おわ 
ごこみ 巧 化 巧 

巧へ パ， 巧 巧を 揉 •巧な •テ— ブ (屑な ノ 中味)' 文 さみ ミ •を 巧 (不 お哲巧 クル コト 明白 ナルが リ) 等を 
(ホ) 兎る おモソ あ， 其 ノ他ノ を ホ 巧 
(へ) を 巧ノタ 巧シ藥 « ハが ク 

(卜) を® K 化シ 巧巧ノ 巧が ヲ島シ 巧 ル お 合-一巧— 見 特刖ノ 指々 二 巧 ル 巧 合 二 巧 ル) . • 

二、 巧 义お及 巧 十な ュ巧 グルを 貝み 《•文 策 スぺキ か 材巧ノ 巧が ノ 目な 二が 地ぶ 的 巧 巧 二 おヒ之 ブ辅充 スル コ t 
ブ 巧。 化 シ巧巧 巧な 実卜巧 巧な カノ 下 ュ之ヲ を ス コト ヲお K 
iir を 曲 巧 少年 指 巧を ノお則 ノ訊令 二 巧 J •ヒ トラ ー .ユ I ダン トノ艾 が スぺキ 左ノみ 1 を チ* I ブ 、を！！ ノ 
巧 (巧な) 及 場ノる 

巧 セ巧曼 -‘ 

巧ぶな (ィ ご 聞シ！ 巧 巧ノ巧 巧ュ巧 j テ 《を 巧ノか 何ブ巧 《ズ •巧 用ュお フル 下 お、 衣服 ヲ巧集 セ ザル 株： 巧ち 
ス ペシ'* ホ 服み 下 巧 ハナ ナス 巧 生 曲 (zs<) 及 WHW 之 ブ度現 K 
巧と が (こ ュ巧シ 1 一 お- 1 ブ—キ 巧/おお キ 化のへ パを 巧 巧 巧 巧 巧 等 《巧 おノ 例外 トス。 化 等ノ化 ハ、 個*- _ 
巧な トシ テ W サル ル トキ ハが 用 シ巧ズ 肝が W 二 巧おナ レバ ナリ 。仍テ おな キれ ハな 芥お化 巧 二が か スル コト ヲ 巧。 
一一 « 巧 巧濟令 A け H 巧 法を IIIRI 


ホ ーニ！！ Ifs 濟法 s … こ 

S 巧 巧れ 2 ブ シナが 相 5 シ) . 

巧と 巧 (ちご S シ な巧义 集-一 T テ 《巧ち さ pirk ま be ) ゾ 巧 ぞゾ夏 -二大 ナル 债雙 お々 こ シ巧シ 

右 ノ巧巧 「巧 巧」 ( Kor ぞ api ミ) ハな 巧 寬集ノ ホモな « ナル 巧々 ヲ巧 スモ ノナ レバ ナ， 

巧と 巧て ご タン" — ’ ( 一 ) が 巧ゾ克 巧 二な， テ ホを ス •ヘキ ハ •之 ブお乂 供- _ ホ 相 こ 巧ち ク巧 巧スこ トプ巧 
ズこ トナ，。 之 ハ 板 日間 巧ユ空 シ巧こ トヲお ス〇ホ ニ •を 巧ノ巧 巧- _ ホ チ‘ お 時 ノお巧 お 品ホト 巧時ノ 
望 的 お合ヲ 巧 5 ラ シム こトヲ 5。 地方 ノ蓄二 巧， •巧と 巧 (ィ )！ (卜) 二 變 ザル 其ゾ化 ノ寡义 
《巧 品ノ畫 プ爸 スト： • 1 プ爹 スル n トヲ 巧。 仍シ 其ノ科 W ノ 巧が ノ色 •夕 S _1 買 おお 巧柔 卜が提 
巧を カス ル n トヲ .お K 

三) 一を 二 六 年 十ち 百 的を 曲 巧 少年 指 巧を ノ巧 令* 巧， •ヒ トラ 1 T ゲント ノ文 巧が ホ ハ’ ♦，巧 (が 
ちを！！ 巧 4/ま •金 曼ノ まナユ， ブ • ノ化 ノホタ を W ふ片ノ 巧？ 化 ラ こ トト 爲， 夕 ，。た 上* 

化， •比 跨め 大規 巧ノ 艾集ノ <!>订 ハピ トラ 1 • ユ ， ゲント ニ 化， テ 巧 サレザ ル コト 《明白 ナ， 

右 ノかキ 巧 集 ハ 巧な め賠巧 « な ホ 之 ヲ巧フ ペシ 

一二、 ヒ トラ ー • A 1 ゲント ノ艾单 ホ 其 ノ大管 K ノ巧 W 內- が チ おお ノ寬 单卜な 间七シ A ル コト ブおス 

ミ 化 多 苗 技 ノお圳 任 巧 S 巧れ 含堇祖 法 《ま (ミコ 5 ノ 巧？ 傅 誘 ►協 满ノ上 寡が 用 お 巧ノを 

傅ブ食 スモ ノ トス 
巧 八 K __ 巧シ， 

な化 占おノーー暫 雙 ル葛ノが 一 的巧が《曲お吝ま憲舅2艾畜お缉柿么ヲ 巧7 :ト ス。 か 


* / を 傳ノ 指令 ハ •黨 中央を w お 穿が 所 »w 巧れ > ま 為を 度な 巧を w ナ HI ンガ •み 曲拓及 化を ユ么ブ 傅 速 K_ 
を傳ノ 任な 《本 ホ、 ホ 物が 用 ノを巧 ブ历巧 シ， « テノ W ちブ 巧ち シ •かか •巧 品ち 巧 二が « な 的 _ 一# 麻ブ島 サシ 

A ル ニア 9 

巧 九 巧 r 大 S お 導を (Gaufr) <• を 下地な ノみ 地で 的 事巧プ 十分ち タンタル 巧 •本妻み 巧ノ 巧け ブ 
丰令ノ 制限 ノ巧曲 巧 二め テを ム 

ir 大が餐 お 巧 お-一 《巧 巧を 員み ブあク 。ちを 貴み こ •大が K おみち a め テ •巧が まま/左 巧-二* 9 •おユ 巧 
る セント スル 曲 拓ノ代 巧を プ 適を# かセシ A ル コト ブ 巧。 をを 貝會 H 《原 巧 « 品 柔> ナチ K が 人 w(z- 巧 3U. 
enschaft) ナナス 黨 地方を 傳 部長 ガ 代表 トシ テ 化 ホス ル コト ヲ巧 K 
季巧 一' 大サ冉 お 薄 1 巧， テを 巧 セラ； ルホノ 巧； ぉ的史 5 巧-一地 夕的蓋 二相 おジ テ之ブ 巧フ 
_r ホな ノか 何ブ問 《ズ •ホち 的路巧 董員會 ヲあク 。ちま 貞>_| ハ 巧 巧 »品 巧 •ナナス « 人 WA ナチ K 黨 1? ぶ 宝 
傳 巧ち ガけホ トシ ナ出巧 スル コト プ巧 K。 本 巧 ホュ在 •テ 《みみち ノホお ガ« お な カス ル コト ノ * 巧を II ち 
ミ •右 至 員 會ノ構 巧 員 トシ テ •比 巧 的ネ數 ノナ ナス «人》 ノけ まを ヲ的化 スル コト ブ巧ス 
巧 十一な 本 巧 美ノ巧 巧 二な 曲 錐 プをジ ♦ル トキ ハ大斤 K 巧 4 ホ 其 レ* を 安 ナル 巧 令 ブ巧ス 


二 載 巧 《 濟令 &ヴ||» な 令 


Illn さ 


を-云 S 5 法 ミ 2,— 

二十 八を 利 的 經をこ 於 テ 生 ズル故 物み 營詰化 ノなノ 

a . 則 (一九 一ニ セ 年 十二ち すご 百が) 

否 chtlinien Nur 田 rfassung を r in den ま W さ blic:h さ历 et ユをき wnfpll さ d き 

' - Alt.und Ab を 一き ffe vom 23. Februar 1937. 

- • ••• 

• ■ 

巧 巧 苗が 巧 ハ左ノ 準則 ブをス 

一 •巧が 的を 5 か 何-- 望/お 極 節おブ 5 S 生ズル n 卜 7 ルべ 午 かを 養 プ度シ は テ 化モ 祭 的 ナルぶ 
を- 1 依， 巧讓话 二が テ f 望シ又 《望ま 堯 ま資？ 巧，？. ろ 力 送 的扼？ W . ル S 鲁巧 二が 巧スぺ 

シ 〇ちノ 場合-於 テを ホア ル トキ ハな 巧 おお 責 ホを ノお カブ ホ A ル コト ヲ巧 
ホな 巧 《みちを ユ於チ 其 ノ巧時 ゾを產 « お ノ跨巧 二な ジ ま* 巧 心 ュ之ブ を 巧 スル 3 ト プ巧ス 
ちノ巧 合- 1 が テが ホ ホを 員 备* 其ゾ安 巧ヲ白 《シ チーを お 力 こ-ホ ザレ バ お ノ夏ヲ まは スこ卜 お ハ ザル 

•ヘシ 

ir 寡 <之 プ裏 ちを-- 《テが 用* ザル 皮， 左ノ£ 二 お K 之ボ空 重 巧； ミ ペグ’ . 

L 小 巧 業 (巧へ バ手 エホ おを A 小巧柔 巧*) >1 が ケル 巧 化 ハ】 投おち 方 巧 二 单ジす 之 ヲ巧ス モノ トス。 ちノ巧 

を 二がナ何み力巧用上ゾ曲ミ特二養巧ご两シ菱ク ルトこホブち巧4冉所を/望巧^6度拓ノ專巧ホ 
丹み (ホ R お W み 4 所/巧 w 巧- 1 が テ 巧 中が 巧 お ホ專け K ノ地 K ホ お 會卜聚 巧-- お カ シテ么 ボ#ぞ ナル 利用 方 


. まブ ホを スル ノル 其/み 身ブ シナ 克樂 みが 用二宙 ラシ A ルソ 巧# アル モ / トス 〇 巧な ホ 曲 二が ケル 巧 用 方を プ 
ホを スル コト 巧 《ザル トキを プ巧 エを濟 K 巧ノ 中央を 持み-一報 吿シ 中み ホ貞み < 时ジク が 互-- 就中を 曲が ホ 
M 卜が巧 二な カ シナが 用 ホを ブ化左 乃至を K ヤ シムル ノまお アル モ /トス 
え 巧ノ化 ノち替 (お ユエ柔 を径) が テ 《化工を 巧- _ 在"' ななを 巧 巧が ノ なお 及 おお 卜 なお 巧 @ 二 お M 巧 ナル 
か 物 及 おお トニ！ S 1 削ス ペシ - ' 

(ィ) 巧 巧 巧を 转おゾ かが 巧 (を ミ at を ali さ) トハ 3 E 巧を ま (のへ バ を‘ 削 巧を エ 3?’ 巧 ホ 单巧所 •巧を 店 等) 
ヲホム ホ 巧 作 ま お 程 二が テを ズべキ 巧な ヲ話 フ〇お 巧な ハを なをを 自ラ化 巧 巧 到 ナル 转慮ヲ な テ之ヲ 巧が シ 
巧 之ヲ空 至 お力ま 資？ べシ 。巧シ 巧 8 巧 《 - I が テ 之プ空 K ル お を < 化 ノ限二 お ラ X 。 •利用 曲 お ナル 
■‘ 巧を 特二特 巧 巧 品- _ 拥シテ 《を 一巧 巧】 巧ノ規 をブザ 用ス 
. ( P ) 巧 巧 お 巧 二 お两巧 ナル 巧 构及巧 品トハ (ィ) ユ w セ ザル 巧 ナノ ホが 巧 (例へ バ當巧 巧を 二め ケルが ホな 
ノ巧巧 スルち 巧) ヲ訊フ 。を 巧 お ハ 巧を 巧 か 巧 お 巧* W 巧之ヲ 巧おス 。化 ノ蝴な 二が テ 右 巧 品 ガ封巧 ブ巧テ 
巧 巧 スル コト ブ 巧べ キ ホ ー1 堆巧 シク ル トキ ハ 其ノ資 上を ハ 巧 則 トシ テ お 棄負ノ 巧 祐ノ巧 二 (例へ バ 「巧 ホ カ 
巧 曲/ れ かお ホ 曲 巧 其ノ他 之-一巧 スルを/負 二) 之 プ巧お スべシ 
一二， 巧を 巧銜 巧操义 商工を 巧 曲 巧 ハ か 何 ナル おを 二が テモ が用シ 巧べ キ ホが 巧 ハ 之ヲ巧 巧た ザル おを カスペ シ〇巧 
を 巧の 巧 找ハ巧 テ ノを利 的を を 二直 9 な材 巧が 巧 おを ノを伴 二巧ム ペシ . 

商工を 巧 曲 お ハを 转指巧 をノ 右を 保ヲ巧 か ス べシ〇 かを W 拓 ハ其ノ 他ち わ 义巧お ノ回收 及 利用 二が スル おお ヲ 
•巧 巧 シな巧 ホ 巧 ユ之ヲ 巧 SK ペシ 

二 受が お濟 々及び K 巧 法を _ 二 内 五 


# il 一巧 nr 巧 》濟 法を 第 ゴ 1 W ホ 
两 •獨巧 巧 « 度 お 及 巧エ巧 ホ K 巧巧屬 ノ曲祐 ハな 則 的 訊を ヲを スル ュホナ ぶを 么プ巧 巧が 給な 巧吿 スべシ 

一一 十九 巧 ホ 中 ノ故你 •廢お 凹 化 及 巧 巧二视 スル w 简 が 补ぷ 

化 巧 訓令 (一九 ミセ ザ 八月 十一 0 的) 

Anordnung Net- Dcrchfiihrcaf? <!»- Viarj»hr 2 pl»ns cbor- 田 rfasenK end 
vorwortl 一呂を r >ltHcnd >bfall まを す 》s dom s 巨 1 vom 11. >c»5t 1 没 7. 

« 巧 中/なお 及 巧 品 ノ回か 及 巧 用 プ巧化 スル ノ 目的 ヲな ナホ ハ左ノ 巧を ム 
一、 入口 一二 萬 五 干な 上ノ 巧を 巧 W 村 ハ« 巧 的 お 持な 的 二 可 お ナル お 9 •巧ノ 巧巧ノ 巧を め 巧 刖ヲ實 施 シはテ 化：/.. 

ュ をち セラ レ クル 巧テノ かか 及 巧 お ヲ巧化 シ之ガ # をが W ヲ企 W シ けが お スル ノホ巧 ァル モノ トス 
二 •本 令 二美 キ かお ナル 巧 «< あ _ 一之 ブ« 巧 スべシ 

三一* 1 九 ご 一六 年 十一月 二十 六日 附巧巧 おおな 巧な 巧 巧 年が 《 まなを ノ 拥令ュ ぶ キみ乂 を W 指導 ザ 又 ハを 大巧 巧 巧 品 
回 かま 巧を ( G レ Cbs 3 ミ tra ち 0 を， >ltmaterialerfa33UK) ョ ，巧 麻 セラ レ タル 巧 物 及 巧 お畏ノ 巧ノ采 お 巧 
巧’ 食 巧 教濟ホ ま (田 3 か hrunw 害 一を W ミ k ) ノ巧 嘴 巧 三が ケル ナナスが 生 曲 ( Ns \，.) ノ 巧* (R ノお 巧) ホュ 
n ンぺ卞 式 巧圳巧 (mschinelle Sortierb か 3 d き) ュがル 巧 ホ W 讯ノ お-一が ケル 巧品ノ 呆圳ュ SI スル ー九 一二と ザ 
五ち 八日 脚 巧を 曲及プ P ィセ グ巧巧 大ち回 ホ ハ 本 令ュョ 9 何 タノが 春ブ をケズ 
四， 丰 々巧 巧ノ 島-一 か 巧 ナル お々 ハ ペル 9 ン巧巧 K 九 •ナィル ピッッ々 I ファ I 巧 二十 ニ ホ 地所せ 巧 おが 用 曲タホ 


貝 ( Reid ! を。 3 ヨミ 弓 f ミ > ltm ま er 堅 ミ rwert 旨 K ) 么 ブ巧ス 
ベル 9 ン ー九 一ニ セ 年 八月 十一 日 


四 巧 年 か畫を たを 


B ザ 報 ( DRANZ 】 一丸 一一て 年 八ぶ 十六 a ♦一八 セ » 


ご 一十 塔が 中 ノ故物 •おお 回 化 化 利用 二视 スル 网简年 計ぶ 
を 輿け 訓令が 巧 ノ巧ノ おな こを 二と 年 ah 卡 晋附) 

> nwe : sun » Nu『 DurchfUhru さ d ミ ^ nordu 另 d 注 巧 eauftsgten for Aen 
Vi を ahre を an cb ミ wrfssu 另 end V 度 rw ミ tunR d 马 Alt.und > bfa ミ toffe 

as clem ブ ItUl V03 14. Mir ミ t 1937* 


一を ニ セ ザ 八を 一日 脚# ホ 中ゾ寡 •養 夏 及 s 5 K £ 辜れ 雲霉研 令 秀巧ノ 望； キ予人 

左ノ おを ム - 

r 巧 ホ中ノ 化か 及《 な 间化ノ な-を 巧 ナル 巧宙 S ナル ♦林ノ 巧 用ブ任 f 藝シ テ么ブ « ホス ペシ。 输送 -_至 
ル 左/度 お ノ巧切 ナル々 巧 及 巧 巧 《専口 おノ巧 ♦二 巧— チ# 保 スル コト ヲ巧ス 0 

二、 の人旦 一一 窒卞は 上ノ巧 チノ 巧 5; 畫ノ寡 - K 嵩 か 及が 用 ノ巧ノ 措 巧 ノ惹プ 巧 エズ累 スル ノ 

日 的 ヲなテ 巧れ 巧プ作 巧シ之 ュ巧ノ ザ巧ブ おが スル ノ おが アル モノ トス • 

二 ホ々 度び！！ 》 法々 一二* ■ん 
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ホ ーニ 化 《時 お 《化ネ 化 乙 内へ 

7) 巧 ホノ兼 . 

(こ 法 巧 則-をみ シク ル 回 化 庚な . .... 

(ハ) 巧な ノ洁 が- 运巧シ ，ル 巧め をノお 

のを 巧が ノ集か 巧 ハ 差 巧 j 备巧二 巧 么ヲか 巧 シ巧巧 十ぶ. 日 迄 ニベル— ン巿巧 K 九 •ティルピッッ ゥ ー ファ ー 巧 
二十 二 祭 巧み 在な お 巧 巧南お を U 二が ホス ペシ。 巧】 巧 ノ巧吿 < 1 を 二 おが 九 片分ヲ 巧 年 十月 十五 日 三 技スぺ 
-キ モノ トス。 んの巧 ま 二 巧 5 テ ハを 巧を 則 か 業 ポ人ネ - I 巧？ ァ .(von Hand ) 色 サレ タルカ 义ハ 巧械一 _ が 9 チ 
( maacllin た 一) 負 サレ タルカ ヲ申吿 スル コト ブ巧ス - 
の 一巧 所 二が 日* 五十 上 ノ巧ホ ヲ巧试 スル* ホ おれ 巧 ( scllplatz ) お 巧巧ヲ ちを スルぶ がが ユホ 9 テ ハ 
巧吿 ハを 庚 ホ ホれ 巧 毎 _| を 則 >1 么ヲち K ペシ . 

W 巧 ホお吿 二が テ ハホノ 化* 巧 巧 用 作 ホ中ユ 巧— クル 不巧ノ 巧 ナル 巧 a 及 巧 巧-が 宙 ユ巧吿 プ度ス ペシ 
一二、 が 巧 カノ 巧 巧 及 巧 巧 ブ生ジ クル 巧 合 ユがテ 《巿 W 村 《的-一巧 なか 用 两家董 負』 巧 ホスべ シ 
パル， ン ー九 ミセ 年 八ち 十 巧 日 

巧 お 利用 W おを ち 

B « a ザ » 1 九 一二 年 八ぶ 十六 1 人た H 


一二 十一 巧 物. あ 品 タル アルミニウムを 籍 がをお タル アルミニウム 
ノ仍が 二 脚 スル 訓令 こを ミ 年 十一ち 一 + H 的 ) 

An ミ dnu ち iiber die P を ま fur を uminium in Form V 旨と ミ nd . 
Abfallit を al end von umschs 么 zitall Vi 20 . Nove ヨ ber 1937 * 


一を 一一 六 軍ち 丰杳附 内 寧 巧？ 巧を (GIZ zur Durchf 昏 2 ち des V 室 ahs さ— •公冀 一 

なを！ お 頁) を 一が ノ規を (低 襄巧曲 震員ノ 巧な) 二季 左ノ进 訊々 ス 

一’ 一を 二 四 年と 月 一一 一十一 日 附キ急 ノ惡二 巧 スル 部々 (I 巧 S ち ハ 六 貝) •ホ； 金 量 招 所与 fi — 
ChlIlle を r unedli き 一玄 ノ規菜 覆を (さを 弓を をき ミ— き)- 幸 一を 二と 年と 巧 一日 
二 巧 ハン タル 装 所-一め ケルアル。、 ニ ミノ 惡 (夏 ミ slii 日 fp を ま) ノ 引下-妾 ジ 7 ルミ-; ム巧品 
*( ホ 金 S ち お 3 及 お 巧 (お 寞夕) 二は 巧 7 •ヘキ 累 引下 (でを ま i " 暑ろ ハ 化 等 ノ物そ ノ巧テ ノ供お 
_晶 シ么ヲ 養 ス ，ヘシ。 坂 i め ごを 二 お 年 セ 旦貴前 二が おャ ラレ タル トキ ホ间ジ 
巧を；：； 下 ハ 巧 5 す テ ハ 邊ク トモ ーを ニ セ 年 ご 巧 一日は 降ノ ぞアノ がが-品 シ之プ 餐施ス ペシ。 巧 巧ゾ巧 
格 ハ 供が ポー 九 一二と 年 お 月 一 曰は 前ノ蔓 巧 わ 二？ テ 巧 ハル 5 合 二が テ 《邊 クト こを 一一と 年 十一月 十 音 
なが/巧 テゾ 巧が 二 巧 シ之ヲ が 下 グべキ モノ トス 

二、 曲ち 泣 《上 ノ巧由 二 因， 又 <特 刖ノ巧 おプち クルな 巧な ノ必 筆， 卜設ム ル トキ ハ予ハ 養を 蔓曲ノ 申？ 

二 if 巧 巧々々 A ヴ w # 法を 一二 内づ 


i ホぶ -^ UHi-y- . ィ > 
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ホ 三 巧 R 巧が 濟 法々 お I 二 五 0 
おキ例 かブ認 A ル コト ヲ巧 

ベル— ン ー九 一ニ セ 年 十一月 二十日 

访格 お巧执 みを 員 

• B 本 W 々クな ホ/日 (一九 一二 た 年 十一月 二十-立 日】 31 么ブ施 巧* 

を 報 一九 一二 七 年 十一月 二十 H 日 ザ ニた】 » 

111 十二 非鐵 みが 回 職こ閒 スルの 简年补 ぶ 化む 訓クこ 九 凹〇华 ーー百卡 音 B 

•Anord 百 113 记 Nc『 DcrchfiihlrtmK tiow vior ち hreaplwlls libof 田 rfwsscnK 

von zic 一一を si を all ミミ m 15. 263 ち 40 ( Ro 空 . I s . 510) 

巧 巧 >1 ち ル 巧 爭遂巧 かお ナルを « ノ 豫 篇ホヲ 巧が スルは チ ハ 左 ノ巧视 々 K 
1， 靑 巧製ノ 巧み 巧な ノ巧案 物な々 品 二 含な ャ ラレ タルを お々 ハ 之 ヲ网化 シ两二 巧 逸ボお 品な 贿な タラ シムべ キモ 

ノ トス 

二、 靑巧 巧ノ巧 ハ之プ 申ホシ A 引な スべシ 。お 复泣巧 わが 分 お ハ 蓋を 9 之 プ申吿 スル ノミヲ な テを ル •么ボ 引巧ゾ 
時 巧 巧を 《之ヲ 巧が ス 。中 まブ适 K べキ 品目 《特 圳ノ おネナ クシ テ之ヲ 巧々 K ぺ ヵラ ズ 
一二， 巧ノが W み ♦送 《 W 々ヲ W テ 之 ブ巧フ •代 巧を «ノで 化み 戰爭 終了を ュが ケル 巧ノ價 格上ノ 相な ナル 巧 失 巧 巧 
《么プ 巧む K * 


窒七 ラ. ^ ベ 牛 角お羹 蔓 5 5 ルけ 巧薑津 及 ♦用 臺 < 其 ノ 巧を 賽 之 ヲをム 

巧 •ち 巧 大臣 ハ 本々 巧 巧 ノな二 か# ナル 規を ヲをム 。右大 お ハが 巧 おが ノ巧か ヲ設ム ル コト プ巧 

阳的年 打* 巧 たを 

一一 一十三 巧 逸 巧 民を 货巧化 化 護々 (一丸 网〇を 一一ち 子义日 的) 

< さ 〇をミ 另 ZU3 wchutN der N 一を a 己 さ mmlung d を deutschen <olk 泛 

vo3 29. ブ1&3 1940 ( KGBl. I s . 565) 

をな w 巧みな ハを 巧/巧 カヲ巧 スル 左 ノな令 ブ巧ス 

を 窒集ハ 巧 巧賣ユ 巧 制ャ ラレ タル 塞 巧 二 於 こ 持久 ノむノ W 找的璧 クル モノ； 

巧 ホ 七 ラレ タルを* ち ハ 度み 请巧 ホニョ 9 テ 巧樂ヲ おを セラ レ タルを おニョ 9 テが 巧シ タル ホ义 《其ノ 他 おか 柿 
巧を ノ 右を » 巧 用 ヲ巧ゲ クルを ハ 大巧を ノ ちもノ S / H 爭 (巧を すを を— ごヲ 化を シ タルを ナル ヲな テが 刑 __ 
店 K 

ま ハラ デォ ニが ル 公で 共 二之ヲ 施行 ス 。丰 々ハ 編入 セ こ タル 塞か 方 二が シ襄ノ 巧 カ ヲおス 

お 掠 W 巧を 巧々 お 
苗務 大臣 兼 巧 聞を おを お 

一一 * 巧た 濟 々力 醒巧 化々 __一 五一 
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ィ 专： . 巧 巧 ホ；-: •ミぅ ヴ 

. 巧 お 番手-或 こ 一 

*♦ " ，’ 名" て ふ*^ みが* ホ こす 赛ホ 午す r " 5 ; 义 早'^^ ザ. W ぶぶ 人で 巧ザザス 
• •ソィ ..，可， • ' - .1 - • 

た >• ■ ‘ • . 

は. ホ V ilHillJi 巧 A ■' ' 、 ,：<け 八 ホ 巧グ r ，『 7. n 、 巧 わ (扩く •ミ-ミ* 一 aa さ ご VW 巧乂 * A 夕*.^ バ A . ..-• 〔 

ミこ， t '*ぶ.： 早暮中お古ぉろ をが ：！^?をお个*‘ 矣、 毒を 、 すぉぶ文奇义 ' V - .^-黃-ム 
を 夕 t - 《去 k '; 奇 ご':々 こ {"ホ.！^ 夕 『パ- 夕 ぶ、 勺' v ’ jjlMlr * - 一 ご •を • 5;’ .， ■•,. 
夕養 巧， i ...,. ; シ > わ 打 か 1 -. J 一ぃ、 -:~ 一 ■"を 巧" "一 こ"- .を - V :;. 7 . .. 


y"‘< 八 -. /> 夕，： ^|& 、弓：'-考ょ 一 . き た章 - 1 ' ス， > ま ^ ぶ二袁 ' -. * 

.*，'-' ク ：皆 ブ. • 7 •さき：'. で タミ こ、 ミ 5 か 今い. ゴ を-' 


が 接：： ^ がぶな 案が 辞 . V . ! をぶ：.？； K 结 .. 'ご • 

ご， W は. ッ '. 装 達 K ' . ‘ 、 ^.ぞく气 ザ V . . か >こ ザを み。-。 よ ザ ぶ， 

- . ミ 龙： , 「を ご V '/.. こ - .:ぶ- • *もぶ；.*^^夕 《 身斗 I 
，巧： K が一ぶ-巧ぶ ミ も、 巧 与を 一み A ミ々- V ， ; 一* 化. 碧. ぶ 巧み* み，-- ちみ 嗔 W れこ畫 かを.； V 茲 

. A ネ -; わ 式 こお なぶ かみ 《け r. -- ツ 巧 - パ 占*'-.;-: 巧み こ > 、巧々 だで * 、 - 、々 A V I 
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巧 逸 占領地 通貨 H が 法々 集 



巧 度 
- 貨 X かの ■要 性 

巧 爭の巧 巧 ホ 巧に 及ばす を W 的が ••は • S な ホ 巧の 生產 及びが 通の 化 a 力 至 破 ホを 伴 ふこと か 至と せられる が， 

戰冨併 C - NS す 桑 S •生產 及 S 通を を襄す S 雙と」 S ょ ミ 先づ赛® 蓄&れ る ことで わる 

ことは •多くの お 田の 巧 承す ると ころで わる 〇 西ち 巧历現 巧 巧 巧は. 氷 度 性を がする ものでは をく •巧ん や 生 ホと 
が 通を な 巧ず る ものでは ない。 おつて 巧な 地に おする 进貨 工作は •化ての を 巧な 巧 巧の が 巧と してと り かげられね 
ばなら た 巧篇モ ホる 0 

巧 お 曲を 巧が 巧* と あめら れつつ ある 今日 •巧大 なる W がよ 巧 A にがて 獨を がいかなる 通 巧 お 巧を# じた か 又 巧 
じつつ あるかを 見る ことは •今日の 巧* にと つて めて 興 ホ 巧い ことで なければ ならめ 0 

11- aa よな ホ* 貨エ かの 道程 

巧を の 占 巧 巧に 巧す る 巧巧エ がは •當 初は 占 巧 ホと 巧を aw との 换巧比 ホを みを して 巧を を 計つた ので わつた。 
巧へ ば •巧 巧义甜 等に がて 巧 はれた 工作は それで わつた。 なして この 巧を' 兩 W おな の 巧 巧 ホは •おが' 巧 W 冊に お 株 
W * a 占 巧** 貨エ巧 巧を ♦ _ ニモ 五 


w 巧 巧 巧 度 工作 法令* 

めら れ てわた 巧赛 15 叟 K ホ？ 谊く矣 で乏 た。 

巧る に 一を 二奎九 9 S 占 笛 巧る や赛 H ホは^ 装〇 差を か# とする 論クち 卽ろ材 S は •轻 貧？ 
ホ两 安本に 仰ぎ 巧 蓋 f - か 度 ホ 《ざるを 賽い至 •隻芝 S なる？ ホつ たがた を’ 坂累が をを 

養に 夕望案 巧 f ミし •通 1 みは 著る しい 装を さ」 てわた 5 ある。 巧つ て S 富？ S 巧に 廣 
4，. 军五？ ：信讯 金 成を 巧 立して ライ E 倩用蠢 券を 巧 巧せ k •奢 法を 支 巧手 巧と をす」 5 惡材 曲 巧 
巧 ブ； テイ 巧と 菱ホ 通せし めた？* る。 こ SS •留 S 株な 奚に ミて •ライ K な 用金 掩 券を 一の 
親 巧と してを 巧した K に 於て なめて 誓す ベ* 一 もので ホつ ち 象を’ ライ S 用を 巧 S 理 を？'; 一一 完 
ザ 十二月 巧 ま— ヴ 5 ラ ミ忆設 妾る や’ ライ E 信用 金囊 S 補整 として S 任務は おり’？ r ソ テイが け 
袭巧 巧され て’ 豪 巧 一の 法 巧と なつた 0 で わる。 

.之 凄 か ー ニケ 月 空かで & つたが •ミを 羣乏 T 巧 (田 0 年 四月) •重 (四 0 年晋こ ク七ン プル グ 及び 
賽ホ (四 0 蓋ろ ’ S 画 0 ザ 五月) •併畜 (四 0 年 ホち)、 妻が ( WC 年 王ち)’ 巧 農 (四 0 ザ 十一 
身 •お 牙 利 (四 一年 音) • T ゴ - スラ ヴイア S 一年 ーニ月)、 £ (四 一年の 月) • 巧西 巧 (巧 一芙 月は 降) 

へ 内-進な 力 至 南 巧 G 巧 合に がても、 C 97 イ E 倍 用 お 庙券寶 tG ホ巧ゲ とられ のて ある 

•今 ライ E 寫 々是閲 ず S 令篆 整す る S り •雲が C 呈复た AK と ミ’ 雙 的 靈は 何で わつ た 

か •その 藝 Gh - にみ 地 巧に 巧して 巧つ た特巧 的 措坦は 何で わつ たを 望す る ことは •その 巧解襄 をを らしめ 
るで あらぅ 0 

巧に をた かく •室 C 占祐 S 望 作 G ぶ講提 と S 化 若は •置が 藥為 S とち 姑んで & たみ 巧の 


が# 化 w で わ-。 が：：： かたす る必 おが ホる。 がち 巧を が 占み 力ま おな ホみ に 油 お一丄 作を がふ 場合は， その •ホ k と «迪 
との 巧 WS 左 塞と」 て そ S 走 巧た なる H 作 左を」 た？ A 0 了’- を」 と 宴這寞 利 やナ； 3 0 おを 
にがら ホ. それな をの 占が々 至お駐 ホな についても 嗦 化された ので わる。 

か、 る 一な 的が 巧の 上に •巧を はおに をの 巧 巧の お 巧 巧を も 之に 劣らず* がした。 今 その 大略を がるに 一 •を 
巧 地な のを » 巧 化の 化酱 るし く 巧 巧せられ 又は 巧 巧の 化亂巧 だしを とまは， ライヒ 信用を がを 巧 立して 么 をして 
を 寒 業 巧を 巧は しみ •を 巧を 券 お 巧を 巧 立して そのが 巧 券に が 一す るか (波 《 •巧货 •おを お 等】， A ぎは おが 巧 お 
と ライヒ だ； 5 を 味 装と ホび ホ おせし わる (巧！* 西 r -r « 巧 地 巧のを « 巧 巧の « ホ 停止が 一時め なるとを は， ラ 

イ K 倚 望を 整せ でて ラ VKS 窯 券を受 だ • 4 て 養 S 巧 S たら」 & •そ § 精 JK 芝 望と 

おに その 巧 巧 券を 巧 一のを « とする (T が •巧 巧)、 iir 巧 含な となす# 巧に ついては 巧な 地域 巧貨と ライヒ スマ 
ルク とを 巧 流せし わる (ベ— レン •メ I レン 等/ 巧 •巧を 巧に 巧ん する 場合は •巧な 巧 巧 巧货 とおんで ライ ヒス 
マルクを 徒； 巧せ しめを 之を ライヒ スマ ルク にが 一ず る (オイペン •マルメ デ 1 •モミ 1 等) •ちその 他 おお A 
至ぶ 巧 的 巧の 巧 おにつ いては •をの 地み の特ホ 巧に* じて 上ち 伸れ かのちを を 巧ず る (巧 巧 化 •巧 西 曲 等)。 

な 上に がて 巧を がそ 0 地 巧の お 巧 巧に 巧 おし •その 地み にがす る 政 ホ エ作と ホ 巧して « 切なち をを とつた ことが 
巧ら かで わる ザ •を お； レ ライヒな 用を 度を の 巧 ホ 的 巧 巧を 興べ て みれば •それが 補 か 巧 ホた る 巧 « を 巧して ねる 巧 
合と. ザな に 巧ず ろ« 巧！！ まの た わの ザ 巧の 巧 W を 巧して ゐる鸣 をと をを ろ ことが 出かる。 

ホザ にか 、るラ イ ヒな用を巧力まを庫券に巧ずる巧を»«のお*^>を*ぶをををるに， 何れもラ イ ヒ ス パ ン クょり 

宿 巧 おや 貸を 芒 •或は • 55 實霎堯 貝 と」 て 巧 S サ •巧は た S な 蓋 言 妻窒 わ§ をは 巧 巧 

附 JIgAWA み 巧 エホ 法を* ご 左た 


w « るち 領* 通 《エ け 法令 第 

を ♦時を 教 けて わる (な SS 咨西 •白 ザき。 こ.； • ？ を 
な 下に 巧げ た— は’ 蓋 蘭に がて 致-初に ライヒな 用を 度が お 立され た 巧 合のを かなる 奮を、 むと」 そを 

も坦 について とられ 5 面の ま 要な ものを S しわ も 0 でた る。 

巧 巧の 店 ホに ついて 軍の 解 巧を かを ば •致 巧に なげた 一九 一 一充 年 香 十一 日 的 命令は •巧 巧を 巧と ぶ 蘭ま^ 

と C 冀を 巧霉 たら」 & S こちを 奈交 案を 望」 た 至 塞 蓋 5 援葛〇 も 《で& る。 そ 0 を 力 

を 壬 二日 的な をに ょり •ライ 兵 闲を库 が 技？ た间 —务 がを 巧と なり’ こ、 に 一 SS 巧 キ 巧が 表が し 
てね ち 巧る に 同年 十一 5 巧 蠢一 S 巧を 見’ 里 SO 年 胃には ブイ t 信用 金 巧 もお^ されて‘ 谓八 夏を 
は 巧 宿 象 SG 襄蹇 とを つち こ SS 憂 上 §0 轰 S8 お 5 いては を f 見を た。. 

そのみ 巧を 裏 望 S 乂 妾に、 5 ライ K な 用を 塞のを f 生じた ので • T ち 善に 巧 一 斋〇蓋 

皇 1 H を 零を 巧し、 同ち 十 音に 巧 巧に 白 §• S 西 •ル ク七ン プル グ 、巧 蘭には て 同 巧の 措— なじち 

尙ちを 五良は •ミ 音 言 塞 看十晉 SS 富 一た 5 打寞曼 を 裏」 •義そ S 則を もを 

布した ことは ホ々 に 見る 通りで わる。 

ホに 巧げ た 巧 白 3 巧 オイ ご •こ メ デイ，，： 幸— 忆拍 する 憂 工作は、 同 蓋 0 奪 巧た 共に お 巧 
を 巧 おを とつた ことを 示す も C で おつて •卽 ち； 两〇年 六 さ ハ 日 的 命を にょり •襄 蓋〇菱 ちしべ ルガ W 
とおに’ 巧き フイ ヒス； クが蹇 とな 9 •巧 同 笑 月には ベ ルポ 貨は巧 止を •ライ ヒス マルク 幻み が 法 W とな 

つたので ホる 0 - 

.ちま； 5 ザ六篇 異 it 寞 《殖巧 H がを》 すん 《で わるが' 巴 年 田 真 ド T ゴ 、スラ ザイ 


ァ •ホは • w 巧 巧へ 0 おな 巧 至 占 巧と 共に •これらみ 地に な 用を 巧 0 巧ぶ をを たことは 巧 巧せられ おる 辛， それに 

巧す るを 令は 巧* の 巧 巧から ホガ本 法令 巧に 巧な する 迄に 巧って ゐ をい • 

• - > V ' ’ 

1 波 斯ち巧 化 二 於 ケル 法を 支拂 手段 二 脚 スル ななこを 一克年 义 巧 十一 日 的) 
< ミ 弓 dnff ち 一一す r &e »es を zlic す 3 Nahlun 巧 mittel im b 注を Z す n po 呈 scb さ 
Gebi を . (<«3 を nu3 曾 blatt を 『 <iie 一 } 泛 e なさ 0 を iete in Polen s. づ 、.’ 

• ... 

執 巧！ i ュぶ キ巧濟 巧監义 行政な ♦卜巧 巧ノ 上ぶ ノ通 命々 ス 
巧 一條 波 曲 占領 ホュが ケル まを ま 巧 ネ巧ハ ライ K スマ ル ♦及ブ C ッ テイ (白 〇夕) トス 
巧二條 ライ ヒス マルク ノブ a ッテ イユ巧 スル 交換 卑 ハ】 ブロ ッ テイ "五 0 ライヒ スぺ 三ッヒ トス 

巧 一二が 本々 ハを 巧ノ日 (譯 註) 3* 么ブ 巧巧ス 
(詩な) 一九 一二 九 年义月 十三 一日 

大本 巧 】 九 一二 义年义 月 十一 日 

な タ ホな 司令を 

フォン •ブラウ K イツ チ 


W lia 占 通 《エ か 法令* 吉 i 力 


m «ホ*5 地！ f 巧 工作 法々* S わ 0 

ニ ラ イ ヒ ：：：：^が余ホ ニ 闕 ス ル 命な こ を一充年化さ 半ーニ日附) 

<e3rdml《 iib ミ weic す kreditfasson W3 沒 . woptemb ミ】 赛9 (verofdmmgtblatt 
■r fUr die bestzten を b 是 e in Po 一き Nr. 5 vom 26. Sept き ber 19 担) 

執け «_l 乂キ 左ノ巧 命令 ス 

♦ 

巧 一巧な 巧 

巧 一條 一 •が 上が シュレ ジュン 地な ブおク 波 两共巧 W 巧 & ぞ占巧 地-- ライヒな 用を 巧 ブな抵 K 
二 •ライヒな 用を W 中央を 巧 か (saup す 》rw& さ ng) ノ化 巧ハ隨 がわ 庭 司令を 之 プをム 

ご r 巧 巧 委員 會 (verwaltun ち rat) ブ設 ほ シ其ノ 巧 巧ブ ペル 9 ン -I 超ブ e 巧 话重 貝# ハ ライ ヒス パンクが おノ 
指を シ タル お ！ 巧 一 あ 《之ヲ を 貝ち トス —1 ノホ •なお 大巧み 巧# 乂おノ 代理み ー ホヲな テ么ヲ 巧は ス 
をを r ライヒ 倩 用を 巧 中央を 巧 會ノ巧 巧- 1 せ チ 《少ク トモ ニを 3, 巧 ルみ 巧 (VO る and) 之 _| ち ル。 巧が 
ノ巧件 ハを 巧委 貝を 之 ヲ巧フ • 

1 r ライヒな 用を 邱 中央を 巧# ハ ライヒ お 用を 巧/がが ノ巧件 ブ島シ ライヒな W をが ノ化巧 巧 祐巧ブ を イ其ノ 案 
巧ブ巧 ホス 

一二、 中央が 巧# ノ 巧 シク ルを ま- 1 シナ 中央が 巧み ノ がが 一一ち ュ 巧— テは ♦レ クル モノ ナル トキ ハみ ホ カ アル モノ 


トス 〇ホ巧 ホな み/巧 イ クル 代理人 亦 右 宝な ブなス コト ブ巧 
窒 一た 一 •が ミを 巧 上 及を 巧 ル ニが テ ライヒ 倍 W を巧ブ 化巧ス •ライを W を W ノほ K を I シテ 巧な ライヒ 
お 州を がノ ホが ノ巧阳 巧 二が テが が ニホ义 《其 ノ代巧 人 二が— テ芭 サレ タルモ ノナ ル トキ ハみ お 力 T A モ ノト 
K 

二 •ライヒな 用を 用 ュ巧シ チ 《其/ホ 巧- 1 が 巧 テ/ホ お ノ巧お •キ fc 巧 A 公は ブ なが K 
巧の か 中央を 巧# ノみ > タル 巧 苗 二せ ナハ顺 次 之 ブお巧 ホは# 二が 吿 スべシ 。中央 巧が 貪 《ライヒが W 金 曲/巧 
テ/案 巧ュ が么ブ スル コト ブ稱 ライヒ 倍 相を 摩 中央が 巧會 ハが 现ま 貝み 二おシ みお 月す 二旣を ライ じ が拍 
全 巧ぞノ 巧が 及 現 おが 度 ホ 祐ノ】 « まプを 化 スル コト ヲがス 

を 妾 柔お巧 巧 

ホ 五 か ライヒな 用を 巧< まがおが みな 用' お 引 プ規巧 スル コト ブおス 。ライヒ： 3^ を 味 ハ 左-一巧 グル ホ 巧 ブをム コ 
トヲ巧 

一 •巧が ブ供セ シイ巧 息 供 巧が プ島 K 3 卜 

(イ) おちな なを K 二が テ ライ t 估 用を 巧 二 お シ « が お カ アト— ま メタル 公を 上/度な ュおシ 
( C ) おな 巧 政を g ノをム ルザ 則* おヒ •ライヒが 用を W 卜 お引ヲ C ス コト ブお メラ レ クル 供人 义企ホ ニ巧シ 
二 •巧な 一二 お •かク トモ ニホノ まが 化 カ ア—卜 ぶ メラ レ タル ザ ヲ巧耗 ホ トシ おお お 巧な を W ノ おが シ タルな 用 巧 
的ノれ レカ ニ 巧， テ 巧が ノ島巧 W ♦レ クル キわノ W 引 

が W & A な 巧 巧 巧 エホ 法夕乂 ご ニ ハ- 



が 占 《地** エか 法令！！ ゴー 六 こ 

iir 無利子 資まヲ おを 巧 引 又 ハ 巧を トシ テを 入 ルル 3 卜 
巧ち 巧 一， 巧が ハる 常 六 巧 月 ノ巧谢 ブ巧ユ ル コト プ巧ズ 、 
二，々 巧ノ 鼓を ハ 左 ノれレ ヵノち 巧-化— テ 之 ブ負ス コト ヲ巧 
(イ) ホ 巧 話 巧， け 巧ち 泣 券 及 巧を 巧 W キがノ R 入 
( a ) ライ K だ 用を 度 中央を 理なノ わ 可 シク ルが なを 巧 ノ巧入 

(ハ) ライヒな 用を 巧ノ 地ち 巧-在 ルな 化 ノ« ナキ « テノ 巧ぶ ノ巧 入。 化シ 巧な « 巧ノぶ 巧ブ お待シ 巧べ キト 
キ _| K ル • 

一二， をを 上 ノ巧設 二 お スル 巧せ _ 一せ テ ハを 巧 巧な ノ巧巧 巧 さお ハが 產わ 件ノ をな 义ハ資 入 
四、 ライヒな 巧を 巧 ハち 二を A ル モノ ノホ副 巧 話み _| 巧を ヲ 巧ぶ シ 又ハ进 が. スル コト ヲ巧 

ちな 品 ノ巧宙 鼓を- 1 せ テ 《(き 吾 51 交 引が ュ けへ テル 的 《お 巧へ バ目 錄ノ 作ホ义 《巧 似ノ 方を 二 化 

病 鼓を ノ設 イラ レ タル トキ ハ 之ブは テち ル モノ トス。 K 角 技ち をポ 巧れ ノ 引巧ヲ な スニ がち 巧 K かニシ テを 婚 
的 ナラ ザル 自由 ナルが ち！ S 二 UK ル モノ ナルを 又 《な 植 おち ホ ヵ 巧 人 ナル トキ 《巧 巧 ザ ョリ 巧が 典*々 權ブを 
談 セ ラ レ ク ル を紀巧 シ ク ル 活巧巧ヲ巧が シ タ ル ト キ < ラ イ ヒ朽用を化 ハ 宙該貧わ 二 シ タ ル 话利 ュ 化おだナ 
ル トキ ニ 限 j 巧 一二を-- 巧 お スル コト ヲ巧 ザル モノ トス 

巧 おが 一 •を ハ 元ち 巧息 及费用 二が 寺 《がス 。巧是 #用< 巧 けを 巧ョ ，的 ま么ヲ おお スこ トブ巧 

二、 辨 巧 巧 ュま巧 プをヶ ザル トキ ハ ライヒ お 用を 巧 ハを まノ ー入 お ハな «« アルち を义ハ 仲ち 入 ュ化リ テ 貧かゾ 
資が ブ巧シ 乂ノ責 ザけ をプ な テ 支 巧-- ホ义 スル コト ブ将 。ライヒ お 用を 巧 ハを 巧！® 巧ュか 他 ノ巧權 巧み 巧 巧を 


九 


ノ# 巧 財 M 二 おシテ 亦之ヲ がな ス 
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をムル コト ヲおス 
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ir む 時め 巧 おれを ノ巧用 又 《を 時な 巧/袖* ュ化テ ハ お M ノ 命々 二が > テを ブをム . 
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-を完 年 九 巧 二十 一一 百が ライヒな 用金 巧二閱 スル 命み (ポ 1 ランドぶ 巧 巧ユ閒 スル 命令 公が 十一 夏 巧 十が お 
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ペル 9 ン ー义 一二 九が 九月 二十 八日 


ラィヒな 用を 巧 中央 胥 巧を 

シエ I ファ ー 巧 ± 
ペル シ A » ± 


六 波 期を 券裝 巧こ閒 スルな々 こを ミ 半 ± ち 十 音 的 ご S】 

<« 31 "dnung ミ さ die 田 m を i03b»nk in Pol さ vom 15 .曰 ezemlj さ 19 苗- 
(verordnun を bUtt GGP. S. M 曼 


(■ は】 本々 ュ化 》 巧！ ** 斤が » な セク レ、 ブイ ヒは 用々 摩 
新 》 ♦» 巧 ホ /*^ ザ «*> A 3 トト ナヴ > 


九 no 年 Hfl 八日 ブ はす 田 «* サレ、 H 片八 B な 
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? ホー •をち まが 巧 引み 倍 用 巧 引 ヲが持 スル 爲 __な 蘭を 夕が巧 (をを ぎ晏臺 ミ pclgce) ブ 設拓ス 
二 •本 銀行 ハ クラヵゥ ニ 巧が ヲ巧 スル 法人 トス 〇を两 占 お 巧 巧を ハち なが ヲ他ノ ホュ移 巧スべ キコ トヲを A ル コ 
トヲ得 

三 一、 本 おわ ハな 巧を 巧巧ュ 支店 ブ鼓 クル n トプ巧 

を提】 •丰银 巧 ノお 巧义を 巧- 1 を ラ シムル 良 & を ー ホ 义其ノ 代理 ー ホ 义ご丢 ヲ亞ク 〇必が アル 媒を 二が テ 八 
ぶを なな 上ノ代 巧ヲお 巧的义 ハを 時 的 ュ置ク n トブ巧 

二 •化を 及 其 ノけ巧 ハな 苗 占 巧 地 巧を 之 ブ巧任 ス〇巧 ♦ハ 又 化 等 ノ者卜 愛打ト ノ巧箭 おわ おュ 化等ノ ザ ノ 巧クぺ 
キ がが ノ巧ュ 化 或 ザ ブ巧フ 

ご r 巧 茲み其 ノ代現 《何時 ュテ モ之ヲ 解任 スル コト ブ巧 

巧 三 一-お 一 •ホ 蘭な ホ お 巧を かを ( Bank . di ユ ge ミ) ー ホ ブ坦ク 。を 巧 やを ハ 巧 蘭よ 巧 城な せ 二な 》シ 巧 督么ポ 塞 
か义 ザな プ巧ス 。巧 蘭 1 级巧ノ を ♦帝 《巧 サ目ラ 么プが 巧 シ么ガ 巧 巧 《右を « ぞヲシ テ 之プ巧 サシ A ル モノ 
トス。 银 巧/ 哲シ タル 巧 テ ノ巧ほ 二が テ ハ 其ノ巧 巧么ヲ をが を 二が 吿 スべシ 。をが ぞハ銀 巧 ノ巧テ ノホ巧 二が 

をヲ雲 K こトヲ 巧。 巧 避 巧 巧 ホ奚寡 巧# ター > ホ ヲみ K 莫 二を を#1 おが スこ トプ 5 

曲 《& 占： 5 巧 涵巧エ かな々 藥 I 二 t 三 


一ニ ヒ s 

» w 置 2 る 巧 s 法々* 

(託' 受轰ハ ー九 四 〇年臂 八日 附 「波 蘭を 券賽& スル 命令な 正さ 5 條二 依， 改 む、 卽日赛 セラ ル 
、*? よで 令ち 一 1 お) 

二， 卜— 其ノ 代理 糞ノ 他望ヲ 負； 養 Z 者 <5 4 季ル 違曼 15 材？ 劈？ ヲが 
ス 。特 __信用 ノは塞 二賽 トノ 5 を i ミ 琴— がが，" 三— i ノ？ 甚 

巧め 二 时怠ブ 巧フこ トヲ将 。を 巧を ハち 向？ ホ 回スこ トブ巧 

三 r 奪 ハ 巧ノ巧 1 巧 スル 曼倉 •事 i I 用 說麻ヲ無巧 ュテ震用 スル コト ヲ 約. 
需 が一 •丰轉 量を 貝を ( velum ) ヲ g スル コト ヲ 巧を i - 負み i ノ轟ュ ホ i 
湾 スル 4f ミ— を理柔 貝み i ? ホ ミト ヲ 巧。 望 is . 巧ノ巧 进をュ 於 テが ザな 

ユ關 スル 巧 吿ヲ管 巧を 員會 _1 巧が スル コト ブ虫ス 

二、 巧 巧を 員み ノま員 ハな や 么ブ巧 巧み 解巧ス I 
巧 あが r 本 銀行 ノま巧 is 化 ノをム ル 巧 則 二 おころ 頭 妾 かお ナル 輩を ノ巧お 代 巧 之 ブお壽 巧 

•ス- 

一 r まち ノ頭 襄其ノ 代理 S 夏 震 二？ 夕 巧ち 巧を 卜议巧 ノ至プ 巧かス 
巧六條 一’賽 i 霎 / S 一を 力畜シ 义< 袋 一系 ポ畜シ —5 タル i i 巧 S シ葉力 

ブ巧ス 

二 •巧を < 丰店ノ 円す 巧が 二は 巧 則ノを 度— ザ ブをム 。を堇 寞ノ壽 ハを？ 任 ホー 宅 •力 共间シ テ其ノ 


巧巧ノお西*2 二 於テ之ヲ島シ タ 卜午 《 蓋行 二 巧シ寞ヵブおス 


三， ま 店/をす ハが 巧 及 其/け 巧】 あ ポ共材 シチ又 ハ 代 巧 二 あ ボ共间 シテ化 タノ タノ 指々 二な ル 支店 ノホ 巧ノ巧 
巧 巧 二め テ 之プ巧 シタルト キハ丰 巧け ユ巧シ 巧 お カブな ス 
四 •が 二 巧ノ規 を- 1 巧 9 丰级巧 ノ代お 巧ブ巧 スルを ノ巧あ 及 署を筆 巧 《话柔 所巧ユ 巧示シ テ之ヲ 公示 スル コト ブ 
巧 K 

を •本な 巧 ユ巧シ 巧 化 ま示ブ な K ぺキ トキ ハけ ぶ w ホーホ _| 巧 シ么プ な スブは テ 足 ル 
ム ハ， 本银巧 二な スル 巧 ハ 银巧化 巧 巧ノ恃 な巧这 W 栽 巧 所 ユノミ 么ヲ巧 お スル コト ブ 巧. 

ホセが 一 •本强 巧な お ハを 時ぜ政 巧が おを ホが 巧 4 を ae:t ミ der A すを lu 另 Wirt ち haft i 3 > ま 
Generalwo ミ ern き ミ S ) 卜 なな ノ上 巧め 上ノ巧 曲が お- 1 巧 巧 時ち ノ件お 巧ぶ 度 ヲをム 
一 r 巧を 戊 其 ノ代巧 ホ ニを 绍巧動 巧な 《乂ノ か 巧 シク ル録 巧/巧 テノホ 巧み 巧な 特- 巧 巧ノ巧 テ/ホ 巧 及 W が/ 
巧 曲-巧 シ巧巧 スぺキ 巧 巧 ブ負フ モノ トス。 夕行 ユ巧 スル 巧ノ所 W 助な 止 ミクル 巧 ホ材ジ 
.. 

き 章柔巧 巧. 巧 

巧 八が 本が 巧 ハ 巧 二 巧 グル ま 巧 ブをム コト ヲ巧 ’ 

1、 巧 巧 三 一名 少ク トモ ニを ノま神 能カ ァ— 卜註ィ ラレ クル «巧 ザガ 引を ブ島シ ダル 手 お 及 小 切 キノが 引 ブ巧ス n 
卜〇化 シ右キ お ハ 巧が ノ日ョ — 六な 月 內二滿 巧卜巧 ルぺキ モノ タル コト ヲおス 
二、 相ち ノ 巧が ヲ 供セシ タテ 巧 巧 六 巧 巧ノ期 闲ヲ巧 H ザル 利息 的ノ 巧が ブ良 K n 卜 

|二、 預 おか 引 又 《おを あが トシ テ おがみ 巧 金 ノを入 ヲ巧ス コト。 丰 おけ 议貝 ユ巧シ テ ハが 息附 巧を 卜がモ 么ヲを 
附 巧 《« 度エ巧 法々 藥 ーニ-^^五 


w 2 ち sss 法々* 一一； ブ 
入 ルル n トブ得 

田、 巧 巧 iKV 年 接 テノ讓 ノを任 事 巧ノ裏 •特 一手》 其 ノ化ノ S ノ呈ブ 負 スコ， 

お， ぞが 物特ユ 巧價巧 タノが をみ ザ 理プ則 ま クル コト 

巧 九が 一 •本き 打ユ 巧シ ちご 巧植プ 巧を ス •ヘキ トキ 《引？ 代へ ル 的 巧 表 5 バ目 《ノ 作巧ユ 巧， «ん ブ 巧 巧 
セ シィち 暑 ま义ハ 度々 赛ザ 及ぎ 订陆 _ 云蔓 宙ガ银 巧-占 ス ，ヘキを ノ をを アル ヲな テを ル モノ トス 
一! •巧甫 おを ザガ K 宙ノ 鼓を ヲ巧 スユ 巧— 巧 巧 巧かガ 自己 ノ 無が 投ニシ テ 打 負採ヲ かへ ラレ ザル 巧が 物 ナル 旨义 
《《诸 設 をを •力 巧 人 ナル 瑞合 二ぞ 二 暑？， 無 制 R 赛请ヲ 重 ま セラ レ クルを S . ン タル 需 f 交れ シ 
クルト 牛 S 巧； ヲな 5 註寫二 SX ルを 二を ノ 義二 お 雙ル； ヲ巧化 シ巧巧 力 S 债が 二れ i 

ナ—シ トキ 《化ノ 巧-- ホラ ズ 

巧 十 停 一’. 寫ハ 元ち が息蔓 用 二が 么 ヲ奠ス 。利息み 巧 用 ハ 巧が をな ョリ 的 2 ヲ差引 クコ トヲ巧 
ir 巧祐器 5 化， 《巧 七 ラ； ル 巧® ガ護通 二 星* ラい ザ，' ント 午ハ级 2 化蔓 《通 か ヲ良ス コト ナク 
巧を 吗两 ノ巧祐 又 《な ヵヲ巧 セ ズシテ タ巧受 《陆患 巧め 二が， 巧 引援蔓 (薑 ガ隻 i ム ルな 格プ 

W テ 巧 お 巧み ヲ« 巧 シ义ハ 自ラ之 ヲ巧巧 スル コト ヲ巧 

一二、 本が 巧 ハ 巧 相 設を巧 わ ユち ク 巧が ノ巧巧 二が ラ ズシテ 亦が* 的を ニ ホ 巧？ か シ巧ノ 巧巧プ f 巧ス こトブ 

0 ’ - 
巧 十一 巧 本々- 一を ア巧 メラ レ タル 柔巧 ノルを々 を/明示的 问# アル- _ が ザレ バ么 ブ巧ム コト ヲ将ズ 本 巧 巧 ハ 手 

がノ がを ブ巧ス コト ヲズ 


in 


巧 十二が 本を 巧 《なやを 巧ノ 巧を- 1 巧 ル ー巧 ノ巧 巧卖巧 及を 巧 菜巧ヲ 執け シホュ 波 M 冉 巧巧內 二が ケル 公 ノを邱 
陆ノま ホ 巧 引 ブ巧巧 K べキ巧 巧プを フ〇丰 きけ 《么 ユおシ タルち ピノ 巧々 ノミヲ 巧ぶ スル コト ヲ巧 

巧 一二 ま お 巧を ノ を 行义梵 換巧拍 

季 一二が 一’ 本な 巧 ハ ごッ テイ ヲ が テ ま示シ タル 寒 〔券 ヲ巧巧 K ル n トプ巧 (S 】 

(■£!】 一丸 内 0 年 一二 月 二十 日 曲 ホ 麵» せ々 w -1 か ケルよ 裤乎 巧；*! f / 巧ーュ ル A を」 ザ ニな/規定 二 巧 9 

巧 S ホ 器々 ラ-五 00、 100 、出 0、 110、 10、 ち 一一 A 1 こヴ チィ ふ S 采ゲ # れ こ* 

一九 内 0 年内 パ ニ日 W 『ホ 蘭》#« 巧ノプ " ヴティ かむ ホ》 わ- - M スん かみ」 夕照 

二 •本 巧巧ノ 巧け ホ 《波 》 占 巧 ホ- 1 が ケル 巧】 ノ無制 巧を 巧 まみ キ巧 タル モノ トス ( HB ) 

(■ tt ) 本規を 施が/巧 日ュ 》シ* ハ 巧 二十 一 一條 巧 二 a ； ♦照 
巧 十 阳條本 巧 巧 《其 ノ巧巧 ホ/文す ( Beschl - eibu ミ) ブ巧 蘭よ 巧 地 巧が か 令を が =吿 示 スバ シ (■ち 

(» tt 】 一 化巧0年*:パニ日» 「巧麵》1^!«巧/ブ B ブすィか巧み^巧二—* ルおみ」 參照 

季お保 本 寒 〔<妄 •巧蔓 《毀 巧 シク-^ 隻巧 ぞプ新 棄ブを 7。 毀获シ* ルお巧 お 

ゾ交巧 《其ノ 巧 持入ガ 巧な 银巧 券/半み 3 — モ大 ナルが み ブ巧识 シク ル トキ 又 《巧 巧人ガ 巧な お 巧 タノ 半 か 叉 ハ 
之 39 小 ナルな 分 ノミヲ 巧 化 シク ル お 合 二が テ ハ 乂ノ巧 餘巧分 ポ« 失 シク ル コト ヲを巧 シタルト キニ 么プな スモ 
ノ トス。 ■窒巧 ガ芭 サレク， ャ 否-- 3 シチ <丰 巧 巧 ハ 巧窒？ 隻 n トナ クシ テ之ブ みを ス 
W «*! 占 《#?* 巧エか 化を 》 lilt た 


w 巧 《 巧 巧エけ 法々 》 ミ/ 

巧 十六が • 一’ f 巧 グル モノ < 本な 行 ノ这巧 _ i ル级 S 及 本银巧 S シテ特 スル 薑金ノ お 寶拍夕 こトブ 

0 

r 巧 八が 5 巧みを 一巧/規定 ユ巧ル 巧が 柔務义 巧な 柔？ ぶ ク巧權 
二 •巧 養 ぞ望巧 ノ現蹇 ホ 5 を ライ ヒス パンク 义ハ巧 巧 雲 金ぶ ユ對 スル 巧 巧を 
二’ 前 巧 二 巧 グル 巧 巧ノ雲 S トシ テ尙巧 蘭ょ 冤 巧 二を スル 盖二 巧シ な 寡？ 受ロッ テイ ヲ獲卜 
テな テノ霉 及 其 ノ他ノ を f 寞； 5 一星 ノ完 堯プ 本轉ノ が空ノ 爲二設 をス。 董ホ 寡へ 
な 力-一 お シ其ノ 巧 カブ おか K ル-村 完 を扭？ s § を铅巧 《ノな 松 ヲ要ス こ トナ シ 。望 羣 巧 

スルな 則 ハ 命 今 ヲはテ 之 ブをム 

巧 四 ザ 巧 則み 終 お規を 

巧 十 セが 一、 本 寒ブ巧 8 プ但資 ； 孕； ルタ •養？ 至/き S ブタ はシ乏 其ノ棄 ユ養ミ 

ル ザハ 巧が ユおス 。巧シ 菜 酌 ♦ス •ヘキを 《巧が -- お ス 

二’ 巧 巧ヲ巧 スル ふ订巧 なさ ユ枯巧 アル 畜 2 ブ襄ス 。特を 人 二 巧シ巧 迫义ハ 巧/を 吿ヲ 5 コト おハ ザ 
•ル トキ < 則 二 送 ノミブ 巧《 ごトブ 巧。 巧シ 么ガ？ 必お ナル 其 ノ他ノ 巧 件 ヲ具拍 スル コト ブ虫ス 

一二， 巧 ノを吿 《特刖 を お 巧ノ をな トス . 

巧 十ん が r 左ノ を« 5 グル 5 巧 巧 足 柄を (沉 をノ巧 《無が 巧 トス) 义ハ 其ノホ レヵ ユ巧ス 

r 通货巧 (切 巧货 襄券义 《其 ノ化ノ 5) __シ テ 其 ノホミ ごッテ イブな テ 表 5 こ 卜十シ i モま 


冷 あ 引 二が テ 巧 巧 巧-- 代へ 巧 用 スル コト ブ 巧ぺキ モノ ブ其ノ w おナ クシ チ 巧 巧シ义 《まが ノ島二 巧 w シ タル 
を. 

- r ル W 二が テを 巧シ タル 通 巧巧ユ シテ專 ラブ B ツテ ィプな テ 又 《之-一 併 ヤ他ノ あ 巧プな テみ 示 シク ル モノ ヲな 
雨 占が 巧內 _| め テ 支み ノ良 - I 巧 用 シク ルを 
二 •前 巧 ノホ巧 巧 ハ f 巧ス 

三 一， 前が を 苗 及き 二 巧 ノ規を ハが 二 巧 ノ巧合 ユ之ブ 巧 用 K • 、■ 

巧 十九が 丰巧巧 二 巧シテ 《巧 稱> な 巧みな テノ なな ノ手 巧れ ヲ 巧除ス 。本 级巧ハ 向 a 义 化： ノ支 巧-付 巧 巧な お 巧 
- I を 記 ヲ巧ス ベ キ菜巧 ヲをフ コト ナシ 
巧 二十が r 本 银行ノ 巧ち 年 巧 ハ 巧が 二 化 ル 

二、 巧 ホ ザが ノを遇 おは- 1 巧 巧 巧が お •巧を 計 W 寄 义がザ 巧 ノ巧ま 巧 吿香ブ 作 巧 スル コト ヲ娶ス 
一二， 巧 巧が 照 おみ 巧な 計 巧 巧 《商 ホ 簿おノ 巧 則 二な フ コト ヲ巧 K 
巧 二十 一が 必巧 ナル 巧が みみ 巧ヲ な シ タルを 巧存 スル 巧な 毕巧ノ 巧を ハ之ヲ 法を 巧な を-一巧ん ルル モノ トス。 巧 
ホ 金 ハ 妹が « 巧み 其 ノ他ノ 巧 失 巧 おノ这 -I ノミ之 ヲ巧用 スル コト ヲ巧 
を 子 一 •凑 一’ 本 ミ 公布 ノ日 i な〕 ョ W 之ヲ巧 巧ス 。巧シ 巧 ま哀を 一巧 ノ規を ハ 化ノ限 二を フズ 
(■ち 一ろ ミ 年 十二月 二王 一日 ’ 

】 、巧 十一 一一が 第一 一巧 ノ 巧を 祐巧ノ 巧 日 ハ ホ 蘭 巧 ♦!# 巧 巧な お 巧 ザ 么ヲを A 
クラカウ ー九 一一 一九 年 十二月 十五 日 . 

. W WArtw ホ 通 巧 工作 化々 乂 一ニ セ 九 


曲 巧 art 巧 ホる 巧ェが 化々 化 


ゴー 八 0 

巧 两占巧 地 巧せ 

フ ラ 


ン 


ク 


• セ 化 期 お 替梵お 二が テ 流述シ タル ポル スキ I おむ で 00 ゾ ロッティ 

券を 00 •ッ ロッ ティ 券ノ 供託 こ關 スルな ター 茜 0 年 一を 日 的) (S こ 

Vero を nu 呂 Ub ちを e さまを な eng を r is 0 召 巧と ち ミち まヨ すを さ 

zot さを r Bank Polski Uber W09 end Nloty. 10 •を nuar 1940. 

一を 完軍を IIH 附巧蘭 占 蓋 SIS 二閒 K ル 巧が— 相 雲 (なが 巧 i 10 ち曼ま 五が ホー 巧ノ規 

を 二ぶ キチ ハ左ノ 通な 令ス - 
巧 一が ： 一 九 一華 二 さ！ 十八 日/作 ホ 日 的 ブ巧ス ルポ ルスて 织 巧を 0 弓； ティ 寒竺九 一九を 一巧 二 
十八 日’ 一を ニニ芙 ち 百 及 一を 二の 竿 一月を ノ作宮 的プが スルー 〇〇》 ロッ テイ お 《 供を ノ を 么ブ 
一: 收ス〇 かを ハー 九 io 年 一ち 一十 二日 ヨリ 材ち 二十 一日を ノ巧 W を 一 f 巧 グルな 用巧拥 (すを ご 日— C 呈 
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ブ P ッ ティ ヲなテ ま 示 セ ザル (寒 R ィ】 巧 テノま 巧キお (ライヒ^ 抽を W がノ巧 化ヲ了 ルを ノ閒 (■は n 〕 化み 
ノま 巧手 巧 ハ S ノま巧 ホ 巧 タル ノ巧 カヲ ホス ル モノ トス) ヲがフ 

供 « ホ 占 《地《 巧 エホ 化々 度 ミ 化た 


脚 w 巧 占 sli . a 巧 エホ 巧々 拍 『.丸た 
一九 一二 九 年 十月 十一! H 附巧 巧よ お地ノ 巧れ 二 巧 スルな 巧# ホが 布吿 (な 巧 巧】 が 二 0 セ セ 頁】 巧 お 巧 巧 一巧 三 お 
キ予 ハち/通 命令 K 

巧 一が ル 苗を をを 芭 •巧 吿お巧 

一 •か 曲 爲を吿 巧ブ* 巧 スルを が 曲 ホ ♦な ホ 曲な 巧な ハを 0 > ミぇ ~cng 日 evisen im >ョ<: d2 General- 
Kocverne ミ 3 ごか 尚な をち Devise ミを 一史 ヲ忍ク 。ホ w 巧を 部 お ハ 问時ニ ホ 巧を 巧 w おヲホ X ルモ / トス。 
ち冲曲 貧を 材 ハ 「クラ ヵサ ホ 田 負を お」 卜おス 

二， 本を ュ化 9 法 ホけ 食 又 《す 巧け 爲 II け 設可ヲ 巧 スル 場を 二が テ ハみ 《篇# 局な W ブ巧 フべキ モノ トス。 ル 曲 
巧が 材 《ちま 巧 = 付 巧 件 ブおシ •を »ブ 巧 シ义ハ 巧 巧 费用ヲ 填 怖 スル 芭牛お 巧 ヲ巧化 スル コト ヲ巧 
一二， ル曲爲 をち ホ 蘭を ホ爱 何を 巧 本 巧 ィ〕 及 H 巧 監視所 (た 去 ミ 苦を を ミ K ます _ 一き ノ S は 口) 《巧ゾ 
稱 モ方ノ 何人 タル ヲ巧ハ ズ之二 巧シ ホ曲爲 をせ 理上 まを ナル 巧-巧 又 《本 令を ハ 其 ノ祐わ み 則！： 藤 K ハ】 二が 9 巧 
化を 《制度 セラ レ クルを ホ 巧 ほ 及 ホ 實巧爲 卜が接 又 《阳を /M 巧ブち スルが 吿义ハ 申吿ブ ホムル コト ブ巧 。ち 
/ おを- 1 が テ ハ 巧 ホみ 巧/化/を 巧# 巧ノ 担が 及* 吿 おおを 本人 ノ脚巧 ブネ A ル コト ヲ 巧。 巧 吿ノ巧 tt 巧 ハが 
吿ブそ ブル/ If » アル 网所 二が シ 美/おぶ ュおジ 直 « ュ 化へ とヲ おお スル コト ブ巧ス (■ちご 

( UK ィ】 巧 巧を ユハ ブィ ヒロ 用 A 摩 ゲ供ゲ ブレチ T ブ */ デ T * が、 プレ 巧/な 靡 ハー 乂内〇 ザ W 月 八日 讲プ なす 
wh セブ レ* ノデ (一丸 wo が S パ ニ十た 円 W 波 二が ヶ ^支» キ拉 W 巧ノ巧 1 二« ス A な々 ホ 


一な、 一九 円 0 年内 月. 二日 w ホ 痛 »サ 巧 K ユがケ A ブイ t « 用 * 巧 示 ♦谢) 、一九 内 0 年 
内 十二 B 附 ホ M な 巧 ザ！！ ユ ん《«總 せ# か M 这 # 巧おノ 吿示ユ 化— KMW 券 W 巧 各 斤 ま 巧 (曲 机 
雨 » サ巧 K ユがヶ A ま 拂手巧 注 IW / 巧】 二 B スル々々 第 六條巧 一巧 巧 二 巧 A 1 化 内 0 年内 月 二日 W 度晒篇 
サ巧 K ユ が ケ ホ 巧を C ホ 折 ゾ及西 ユ画ス 4 お示參 7;】 ゲた >1 代 ヴ * / デ T ん 
(OItt 口】* 巧な ユ八 『ホ wtt 巧 防 Kit 」 (ロミ i き RhiiGkommands 】》 巧ゲ ，レ* アブ* ゾデ アルガ、 _ 化ミ乂 
年 十一月 十 セ 百 #■«々> 1 化 HO 年 一月 二十 六日 W ホ ーニ ♦» 巧々 a 甚キ巧 泣セブ レ** 「 M が* 巧 折】 
ザ、 一九 円 0 年】 J 十五 日 W プ はサ么 ユ巧ヴ * / デ T ん (一九 内 0 年 一二月一日 W ホ M は 巧 ザ « ユ * スル 波 
蘭 任せな ホ 田な 巧 巧を ゾ かみ 1 波幽 々々み W タニ 巧 一 内内 K 1 參 曲】 

(9 巧 ハ】 ホ Mtt 巧冉ホ 巧な お！！ な 巧】 K 力ま ホ 九 M 参 放 

(» な 二) 化/報 おお 務巧 反/ RM ハ ー九 内 0 年 一一ぶ 二十 八日 W ホ ニ ホ* 晒 »» 巧 W ホ wft 冉 々ホ； 二な デ ア* 

# 

第二が 巧を 規巧 

一 •丰令 ノを巧 _ 一 か ケル 

一 すみ キ巧卜 《备 巧 ノ§ (巧が •巧 巧 •がけが 等/ル W 巧ケ むを キお (>ui ミ un 香 n / 巧 M 話 券 (>? 

we:su 呂 en ) •ル 巧手 义手お ヲ巧フ 
二 か拐ノ すが キ巧ト ハ 

ブ》 ッ テイ ヲなテ ま 示 セ ザル (■巧 イ】 巧 テ ノま拂 手段 (ライヒ 侣 州を 祐 タノ 间化ヲ 了 ルを ノ閒 (■は 口】 化み 
ノぞ 巧手 巧 《巧 苗 ノま巧 ホ 巧 クル ノ巧 カヲが スル モノ トス】 ヲおフ 

W »* A 巧 W 巧 巧エ巧 法々 ホ ーニ 九た 


贿 « 法 A' み#* 货エ化 注々 A ミ 

(—だィ) たヴテホ--ラィヒスマル，父ハ レ》*ンマル*プ はテ ぶみ シ タ ん 义ホホむデ T 。 号 ィ ヒ UW を庫# ( 一 

凡 一二 化 年 九ろ 一至 1 B ザ； ヒな 2 Jf - Is こ容军 ミー 兰 一九 ホ 苦 二て 日 SS 占這ユ 

たケ； ィヒな 用 ミミ 巧 二 ■こ# 示 ホ叟 ユ ■ゎ チ ハ 本 巧 (巧* 巧】 二れ & 

(■36】 化/巧 巧を 八 ホ V ラィヒ お 用を 摩 ホ 八 田 K ♦レ チ 斗 ナヵ ヴ * 

.. ル 曲 まみ キおノ おが トハ 

*頁， 巧み， 巧貧巧借其ゾ化ノち仍おれユ^^クか«支拂乎おノあお- 法.化义ハお入及化期化引(^'0*'^一3巧巧 
ach か fte) ノ巧お ブ巧フ 〇巧シ 化 等 ノ契巧 ガ巧菜 上がな セラ レ タルト 巧ユ 臨時め 二 巧 お セラ レ タルトみ 巧 W 
二がテ^5|^5七ラ レクルトル曲 二於テ巧お七ラ レタルトヲ牌ハズ 
内を ト ハ 

を お •巧を 及を をを (巧 シが巧 又 ハ 半な お タル モノ) ブ巧フ 
五责を w トハ 

銀 •白を 及 白を お'^ 2 ミ i 33 泛と le ) ニ シテ化 等ノを K ノ 取引 二が テ 通 巧 ナル おお ヲ ナス モノ (巧シ お巧义 
ハ 半 巧な】 ブ謂フ 
六 巧 W 巧 おトハ 

お ノ性巧 上 巧な 巧 券な 引 所. Wertpapicrh 63 e ) ユが ケル 巧 巧ユ进 スルが 值巧巧 度 利个义 (が & がな 話 巧 
ブ沉フ 


セ 內田ノ 巧 憤 巧 券トハ • 

巧 W 人ノお W シク ル 巧 巧を がみ 巧 W ノ おが 證お 二乂キ 又 ハ か 巧を 試 Schu 乙 sche:ne 二ぶ キか W ノを巧 
を ( Tre 昏 かを ミ) ゾ巧巧 シク ル 持み 巧が ( A ミた Isch を ne ) ヲ巧フ 
■八が 柏 ノお價 話 券トハ 

か 田人ノ 巧が シ タルが « 器が みが W ノ又ハ おなめ (か W 义巧 W ノ) 巧が 證がお ハ ホ 巧を 巧 二美 キホ 脚ノ巧 巧 
人ノ 巧巧シ タル 轄み爵 お ブ巧フ 
九が 苗 島を 巧 行トハ 

ラィヒが 用を 巧 (■« ィ】 ョ—文 巧 ヲなテ 外两ぞ 巧手 おノ あ引ヲ 技スノ W 巧 ヲお巧 セラ レ タル；；^ 用 巧が (震な 
口】 ブ雨フ 

(— なィ】 一九 内 0 年内 A 八日/解* H 作 ヒ (《 田 巧】 化 巧 S 巧 巧は f ♦閒) 、巧 巧 デ ハ 度* »や义 ホ/ホ 巧 巧 所 (曲 
» 巧 巧 ュ代ヴ テ芭ん (一九 円 0 年 W 月 十二 日附ホ W な 巧が K ュ枯 K ル 巧な »サ» ホ W は 巧が た/巧み 史 お】 
(— じ 口】 ホ W 篇 t 巧 店 二が ケ * ホ田这 巧 » 行 トシ * 迈ィ サレ*** / ハ、】 乂内〇 年内 月卡 一日 現 巧、 クタ ヵゥ、 

♦ — ^♦ユ、 .^プ—ン、 /ィ.<ンデヴヴ、 ぺ卜—ヵゥ、 ，^ヴエスヴオ—、 夕ん/—、 ナ*ンストシヤゥ 
及 マル シ卞ゥ ✓各地 ュ»れ 円 十九 デ ァヴ* 

•本 令 ノぞま 二め ケル 內 W 人卜 《を 蘭な が传 曲； 巧 ュ其ノ 化 巧 义ハお 所ブが スルち 巧 人 及な な' 巧を 巧 •み 巧 二其ノ 
が 所义ハ 事務所 ブ巧 スルを 人 ブ巧フ C 丰令ノ を 巧ュが ケル か w 人トハ ホな 巧 サ巧巧 か ュ其ノ 化所义 ハち がヲが 
W wart « lslf « 工作 &令藥 一二 丸 化 


m 獨 这占 な请* 巧エけ 法を « 问 03 
スル 自巧 人み 巧 巧 巧 « ぞ巧ル ユ其ノ 住所 义 ハ ホ 巧 所 ブザス ルな 人 ブ巧フ 〇特を 人ガ巧 W 乂ナ 9 ャか W 人 ナ*- 
二が 巧 アル トキ 《外 W 巧を お ハ 之 ガお束 カ アル ホを ブ貧ス コト ブ讶 
巧 一二が ル W まが キ巧ノ ホ 引 

r か W ま巧キ 巧が 化 巧 一巧を 穿) ゾ巧引 ハ 化 蘭な 巧が 巧 (— はろ 戊 巧 蘭 巧 券が 巧 (■田 口】 ョリ 其ノ！ K 化プ 
巧 巧 セラ レ タルな 用 巧巧ユ 巧* 之ヲ 巧フ コト ヲ巧 
二、 前 巧 二 依 ルが « が ヲ巧セ ザルを ポ左二 巧 グル 巧 引义ハ 巧は ヲ巧ス ニ 《迅可 ヲ受 クル ブ柴ス 
《ィ) 巧 w ちが キ巧ユ 化 ル ホ W ぞ冷ホ 快 ノホ巧 

( a ) ホ W 支 巧 キ巧ノ 巧々。 巧シ ホ！！ 巧を 巧 巧 ( ng ハ】 叉 ハル W 芭 をな 巧ユ巧 スル 乂ノ 引が 《此 ノ吸ユ 在ラズ 

(爵 なィ、 &、»ハ】 巧 W おユハ サィ KC 用 ♦!!<» ゲ サレ * アブ* 3 卜前 出/ «を卜12« デアん •(前 出 第】 ♦ホ 

一-! 巧 ホな ィ 參が】 

巧阳條 巧を が 1? ユ巧 スル 规を 

一 •ホ W ノ まみ 乎 巧 系 三條巧 一巧を 一巧) 及 ホ！* 巧 ザ 巧な > は王ガ ホ ノ をを 相為ヲ 公吿シ タル ホ W 巧巧ブ W 
テ お 示 スル ホ 巧 《渡 蘭 巧 寒 巧 巧 (瞧 K ご/公 そ ユなル おを ノ む 巧 か ホ ヲ巧ユ ルが がユ 巧*' 內 W ノぞホ ホ 巧卜引 
ホ ユ么ブ 巧巧义 ハな 巧 スル n ト ヲ巧ズ 

ir か W 巧ヶ をを キおノ 巧 巧が 巧 ハ ホ W 巧 二 化 ル ホ 引 ノ规巧 クル モノ トス。 化シ巧 W をが 化れ (》 tt ハ】 ポ巧 巧せ 


巧-一 化 別巧ゾ 巧を 相 為 ヲな吿 シク ル トキ 《此 ゾ巧ユ 巧ラズ 

I 二. か苗ノ ち？ 養 奮 g 癸 巧 S 二】 •力 其 ノ孫相 巧 ブ畫ャ ザル 苗 賽ヲ吳 荣み スル 透 二を ノ 

巧み ヲ超 ユル 2 ブなテ 富ノ ま？？ 引換 二 之 ブ累乂 《i スごト ブ巧ズ 。右一を ゾ透 《巧な S 
ま？ 段ノか K 二が ケルが 巧ノ 供を 巧 逆 (ぎを f ) 义装壁 榮银巧 (S ちぶ 吿ュな ルル 两巧引 巿* 
(をを をを ぎ 3 言な) ノ 巧が ノ おを おを が 巧ノ おを ヲぶ卑 トシ テ之ヲ 堂に ス 

.(5ぇ 口、 f 、 -- 至】 2 なゾ ,1 {な ィ、。 A 《、，ミ 

阳ル 雲を 材< 普 奇ノ規 を ノ飼ホ プぶム ル コト プ巧 
巧 あか ル？ 巧 スル 5 •《苗-め テ か 两人二 巧シ义 ハル 闲ク巧 5スま 巧 
さ I 巧 グル 巧 島 ヲ巧ス - I ハ 設可ブ を クル ヲ耍ス 

(ィ) 內 囊< ホ两ノ 支？ 曼ハ其 ノ他ノ 方を 5 ル か W 5 スルち 巧 

(こ 內坦曼 SS ル困ノ 支み キ蔓妾 他 ノぶ法 章 基 人を 5 ル 贵ノ？ 内 曲 人 5. ン 

SK まな。 si 其ノ ま拂ポ 設堂こ タル n 卜义 SW ヲ 要* ザ ごトヲ 巧 メクル トキ-らふで ノ 
巧 六' が 巧權ノ 巧な 

5 巧： 这 N なすな K II iw ブ 5? 受 . 

ド 巧 进卜： S 巧 巧 5 法令 A 


冉 さ# A 巧 巧 工作 法々 露 ド じこ 
(ィ) ホ 田 人-巧 スルな 宙 。但 シ資巧 代を (を 『呈 を) ブが M 巧 券 化 巧 (•を 艾 《か W むを か 行 二き ホス ハ化ノ 

巧 二が ラズ ， 

(a ) 內田义 ハ ホ W 通貨 ヲがテ お 示 スル 內苗 人-- お スル ル 拍人ノ «換 

(こ 內受 <s 雲 ヲ受表 5 ク 5S ク 送 

(■一 1〕 tlllA/* 巧ィ 、"及 八 ブ 見— 

，.- とな ま ホ キ 巧ノ输 化 及 輸入 

r 內苗 みか S ノ をが ノまホ 手 巧 (ホ 通プ止 メクル 巧巧ヲ をム) ハ設坤 アル トキ £, 之 ブル 曲ゴ换 W スご卜 
ブ巧 

二 •巧 BW 巧 又 ハラム t マルク 若 ハナ エツ ヘンク c 1 ネ (Techochenkronen) ヲなテ お 示 スル 巧 ホ (流 巧ヲム 
メタル 襄ヲ をム) ハ設可 アル トキ ニ 巧， 之 ブル 曲ョ ，お 入 スル コト ブ 得。 房ノを 毎を ハ認 W ナ クシ テ お 入 
シク ル 巧 巧を 巧ノ巧 實プ三 一日な 巧 二 か 田な をな __ 层化ブ ペシ 
1二，な行巧引(巧た3ミ6をを1-)_|を—チハニ0ブ。ブティな；卜.«ホおが(03*^.ぃをを0(—«)11#9チ 
ハ あご ツティ を シ月巧 五 Q ブ" ツ ティ) な下ノ S 货根ノ 輪 叟5 _ 一れ テ < 設 巧 i セズ 

(II ち 一九 VI. 九 年 ご ろ 一十 BW 度 St 巧 5 ま 巧む S 々が一》 (望、 曼 がか】 ミ 


巧 八が を 及 其 ノ化ノ 巧を お 

一 •を 美ノ 他/ ♦を！！ 及 化等ノ を® ノ巧 (田 rudimat ミ 空) < 巧 ザ アル トキ- 1 巧， 之ブ外 W 三 度 W スル コト ブ 巧。 
巧ノ をな 义 こな ブを又 《ザ ノ化ノ ホを «ヲ な チ おか シク' ル 牛 狂な みを 巧 品； テ 巧を 化 等ノを »ヲ が テ g 作 

スル コト ナキ モノ ュせ ホ同ジ 

ir 巧 苗ュ於 ケル 內 W 人 ハ 認可 アル トキ ニ 皮— か W 乂二お シ义ハ か W 乂ノ公 ュ巧曲 乂二巧 シをヲ 巧が スル コト プ 
巧 

巧 九 巧が 價 證券 

在ュ巧 グル 巧 爲ハ誌 可 マル トキ ニ 段 j 之 ヲ巧ス コト ブ巧 

(ィ) 內 W みか W ノ巧價 巧 勞ブか 苗 3— 輸入 シ义 《ホ 田 二 難 化 K A コト 

(こがが 帝が 巧 ミ 义< 美ノタ 目的 プなテ S み ル 田ノ香 巧？ (曼 上ノホ 巧が 绿 一 券 ザ 巧 ホが 
ノ巧換 •巧 化等ュ が—) 內田入 3— ホ W 入 __ お W スル コト。 巧シ資 巧け をヲ巧 W を ホが 巧 (膳 怯】 II 引化ス n 卜 
ブ巧件 トシ テ か 两ノお « お タブ か W ュめテ « 巧 スル 《化 ノ限ニ ホラ ズ 

(■ B 】 巧 ご 一條 / W 巧ィ、 a 度 ハ ブ义— 

(〇 萬！ ss ， R 妾 < 其 ノ他ノ 巨 的 ブ梦 《妄 S ノ妥巧 タブ S 人 3, 內 W 入 II 巧な スル コト 

» wartwul * 巧 エホ 法々 藥 N 3 ミ 


w 工作 化々 » rep 

(こ 所な 寡赛妾 < 其 ふ ノ夏ヲ をア苗 / s 巧？ s 人 3 ふノ 3 人 s 巧 スこ卜 
(ホ) 內 受か 苗ノ高 i ノ 寄託 (を おか 妄ヲ S 二蔓か 田ク巧 5《s 二が テ 屋乂ノ ち’ 二な 竿ン 
之ヲお 待シ蹇 巧價 结券ま 巧二 拥 スル S ヲ 巧巧ス こ卜’ 

巧 十が 生 巧 •待み 樓 

一， 左ユ巧 グル 巧 巧 < 他ノ 巧を ■注】 ユ巧ブ ズ置巧 アル トキ ユ お， 之 ブ巧ス コト ヲ巧 
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( s ) 本 S ミ； 一一 罢 十一月 二十 ー ミ， 施行 こ 
巧 巧み 田 巧れ が ( Rfsise - undGre 吕ミ みを ユ S 阳 スル 件 

一九— 王 享—寞 —賣 S — S — な 令 i 翼) 羣 が/ i 章 ハミ 

、 

巧 訓令 ス 

ホー r ^ 巧-- ’ ぶ衡な 指々 がな 香 け Nf II ま— 0) 及 惡髮受 香 0 ミミ 富 著を— 艾 
ノ S ち 雲 公 巧 更か S 鲁受 お所ノ を— 替义 巧璧 •民 おれを を 雲 i 斯ち 富畜度 蚊が 
な虽 拓 N S を； テ 公用 楚 955 巧爱— 妄巧養 望 (が S •へ i ン及ィ i ンブ 除ク) 
巧ノ冀 お 巧ノ 巧其ノ I へ ゾ(8 ろ曼 进进 ミ so ごッ ティ 又 ニニ 8 ラィミ マルクは T プ か。 

寞畜ノ かか S 食 S 重— i ノ夏異 巧 (窒 表— 磯 n ご S こプ巧 巧；； 苗 ザル モノ 


トス 

( IMa イ】® ♦波 瞎»费 ホ Ka—waM な 主へ 入 を 卜、 《isw な 主 ■— ホ！ E «« 巧 K へ乂ル 巧を 卜 / 各 A をユな 
( HBP 】 一 化 一二 化 年 十】 月 十 里 日 曲 波 *«» ホ K ホ W 江*: を 巧。 な 巧 三巧ユ 巧— 其 ノ輪闲 入-一け 巧均ブ 巧* ザル 和 
卽 ホニ〇ブ 曰 ヴすイ は 下/巧 »巧» デ r A 

- r ホ两爲を知巧上 ノ 巧宙 ブタな シ る兩巧 ノ 田» ブ おク ル な巧巧を 《 巧則ト シ テ 乂 ノ -^曲 K ベ キ 巧巧 ノ ま巧手巧 
卸 チホ 两巧 f ず 巧ョ— 巧 巧围巧 ± へ 巧 巧 スル 巧を ユ 在— テ 《ライ ヒス マルク ぞみネ 巧， 巧 巧 曲 巧 ±ョ9 巧 《 巧 
せを 巧へ 巧 巧 スル み 合-一 在— ナ 《ダ！！ ッ テイず 巧 モ巧プ 用を スル コト ヲ巧 K 

一二 •現在 尙ホ 流通 セル ライ K 倍 用を 度 ま ノ巧化 後 卜»モ 巧 巧两苗 ± へノ 公用な 巧 巧 巧が ユ ライ ヒス マルクを 巧ノ 
る 時 ノ調ま ブ巧巧 スル 爲 巧】 ノ r __ 巧 グル ホノ 所！！ スルを 巧 巧 《が お ノ巧拍 巧 二が ヶル お 巧 H の-一 供 スぺキ 
ライ KK マルクす 巧手 巧ヲ ま可ナ クシ テな 蘭 巧せ ず 巧 內ユが ナホ 巧シお 商が I こ 00 ライ ヒス マルク ヲ 故な トシ 
テ之ヲ が巧ノ ホ- 1 巧が スル ノ灌 巧ブ巧 K 。 巧 ♦セ ザ— シを巧 ハ 或'? ヲお セズシ テ. み ビ之ヲ を 公 お 巧 二が テ 巧な 
スル n トヲ巧 

阿 •丰訊 令 巧ーノ r ノ規 を-一ぶ キを 蘭な やを 巧 巧 _| 化 巧 又 ハ お 巧ヲ巧 スル お ガ巧蘭 巧せ ぞ巧內 J ! 轄込ミ タルラ 
イ ヒス マルク 巧 巧み 獨を历 補 か 貨巧ハ か 田 さ 祥令巧 十二が 巧 一巧 •巧 阿 巧み 巧 五巧ノ 巧を 二從ヒ が 巧 二 又 ハ ホ 
两巧辖 み 巧ノが 介-一が 9 之 プホ蘭 巧を 巧 巧を 巧 ホ 巧 C ■な、 _| 引な K n トヲお ス〇其 ノ他ノ 人 曲 ホ ユ凹シ テ 《巧 
附 》 a 占 «ホ《«エ か 法々 藥 内 二 一二 


» 巧な 地* «エ か 法々 藥 こ 
巧が ハ 肉 ザプ な テ、 待 込 ミ タル ライ ヒス マルクち み 手 巧 ハ 巧蘭 巧サを R * S をを； ブホ蘭 巧 夕 な 巧を ま 巧 
ホ 苗な 巧 银巧叉 ハ 巧を 巧 二が テ 用を スべキ 旨 指示 シク ル 所ナ， 

(5〕 巧 巧な-ニ ホ， イヒ巧 用を ガ擧ゲ デ こ》、* ゾ WR -- 伴ヒ、 *5 ミ朽を 巧 巧》 么ュ化 
ヴタ / デ ア.^ コト 6 ユ ■* 述ぺ *通， デ 

巧 二な 用 巧 巧 

r 巧 寞芭ノ 15 令 5 こ獨 i 公 巧蔓 < 2 S を 冉公謗 4 •巧 5 依， 巧な 轉ガ愛 上/置 二闲 

，巧を ゾ窒 アル コト ブ巧巧 シク ル留巧 巧者 ご so ライ ヒス こ クは下 义ニハ 8 プロ ッ テイは 下ノ をが 
ブ法ザ iv ズシテ 用 •が 巧 方へ 《巧 スル コト ブ 巧。 右 S , 予 《化 ホノザ ニが シか薑 巧 令 巧と 巧/華 
巧— 化 等 ノ支读 手段 ノ度的 及 巧 入* が 丰ホか 巧 ナル ぺキ 設ザプ 巧な ス 
二 •波 蘭 巧电を 苗ョ ，用を W お セへ ノ巧用 巧け 二が ケル 自由 巧 ホが (『を 巧 05 をを 38) 二 0》 曰ッ •- 
ユルぞ 巧手 お ノ巧巧 《を 可 アル トキ* 皮— 之 ブ爲ス コト プ巧 

巧 一二 历境巧 引 

r 曲 巧 か 引-を， テ ニ日-け ぉプ B ッ テイが 下 又 ご 一 •あ 0 ライ ヒス マルク 从下 括シ おお 月 巧た 0》 。 ッ 
テイ W 下 又 ハ ニ あ ライヒ スマ* クな 下】 ノ ホ拍ヲ A 巧 スル 3 トブ巧 


tr w 境 巧 巧ず ホ 引 A ボ巧か 引 (Gran 另が ミミ end 》 ー ミ k ミミ k も r ) ュ IS シテ •特刖 ノ抬が プ巧化 ス。 卞 ハ-お 
阴ュ おシ 巧急ノ 3? 合 二が テ まな リホ おが 二が ケル 相 巧な ノ巧 巧ヲ巧 スべキ 橘が ヲ K 巧ス 


クブ 々サ ー乂 一二 九 年 十一ち 二十日 


巧 M 巧 ♦府外 W 島が 巧 お 

テブヴ 


二十が 期 總巧か 外 闷巧巧 部 お 別な 巧 一一 辨 こを 二 華； だ 革 日 巧 (ミー 

A.nordmm« 2 ご W d 泛 一 * eitors >bteillmi? De<isell im A.ml drew 
Geiieralgouverneurs vom 20 Novemb ミ 1939 • (veroninungsblatt GGP. S. 54) 

✓ 

(■«〕 丰 田々 ハ ー九 一二 化 年 十一月 二十】 H ，， 施わサ み 
巧 蘭 巧# を w み 巧を 田 閒ノ巧 巧 お 引 _ 一 脚 スル 件 

一丸 一ニ ホ 年 十】 月 十五 日 お 波 蘭 巧 やを R か 曲を が 令 (巧 蘭な せか々 公が 阳阳 巧) 巧 二十 隹ノ規 を ュぶキ 予ハ左 ■ 
通 訓今ス 


m «|3冉« 巧 通巧ェ 巧 化み 集 


ご ミ 


冉 《 a 占 5 地 通 巧エ巧 法令 ♦ 円 二 六 

巧 則 的規を 

•波 蘭が がをおぶ 巧を 曲 (巧 巧 巧べ ー メ ン及メ I レン ブ除 ク) 巧 ノ巧引 二が ケルが テノ を 柿 ハ 巧 ラ 巧を 曲が 其 
金 巧 (&e DW ミ sclie < ミ rechnun ち kwsse ) ノ巧介 _| 巧 ル 巧 ザ 方巧ユ 巧， クラカウ ノ クラカウ 衝巧お (< 巧. 
rechnu 日を nsUtut Kraka ろ (11 ち ユ お シ之ヲ 良 スモ ノト K 。 右 ノ巧ホ ハ 旅 巧 あ 引み 苗 巧 あが (巧を sund 
Grenzverkehr ) 二め テ 苗 境 通迸ノ おち 巧手 巧 ノ携巧 ポーを 巧 ブ限巧 トシ テを サレ タル F (本日 附 チノ 訓令 巧 一 
坑夕 一一) ノか 之ヲ設 メズ 〇 巧を 两巧 巧を 巧 二が テ 巧 フべキ クラカウ 巧 巧 おノ擠 # 巧を ハ ライ ヒス マルク ニ 化 U 
之ヲ巧 フ〇從 テち 供を 二 お スル 巧 込 ハ ライ ヒス マルク-一 化リテ ノミ么 ヲ爲ス コト ヲ巧 。巧な 材ユが ケル 巧を W 
巧 巧を 曲 ノお算 巧を ハブ 《 ツ テイ ニ 巧 リ么ヲ がおス 。が テち 巧を 二が スル 拂込 ハブ P ツ テイ ニが 9 テノ ミ之ヲ 
島ス n トヲ巧 

(■一!!】 一 か 一二 化キ 十】 月 二十日 W ホ 顏« サホ K ユが ケル* 度 M ノ 没な 二 H スル々 をが】 巧 ホ 脚 

r クラカウ 巧 巧 巧-一が テお轄 セラ レ クル 巧を W 巧 > をが ノ濟巧 巧を 二が スルみ 込 ハ クラカウ か W 巧が W ノぶ W 
二ぶ キテノ ミ之ヲ 島 ス コト (を* ロミ i ま nst 么 le X 3 kac ) (■巧 ヲ 巧。 巧 シ本訓 々巧 三一 - I 別 巧ノを アル トキ 
《化 ノ投ユ 在ラズ • . 

(■压 】 一丸 一二 丸 年 十一 乃 十ぶ 日》»||**々* ホ M 这替 々第一 一條 第】 ！！？♦« 


一二 •巧 巧 w 巧 巧を 庫 及 ポル スキ ー •インス テイト サト •口》 ラチュン コゥ イ (p 乙を i In を t ミ 巧 ミ吕 chunkowy . 
/ 巧# おを 二め テ 巧- 1 巧込濟 ナル モ尙ホ ホ 巧 未了 ナルを 巧ノ巧 ザハ 下 おノ規 をュ巧 ラズ么 ヲ巧フ 

巧 二 巧ぶ ホ 引 

巧々 W 巧 セ 3 — 巧 M 巧柯巧 K へノ 巧な K 入- 1 因— ホ ジタ ルは 巧 ュぶク ぞ巧ハ 其 ノぞ巧 ノ巧巧 か 何 二 巧ラズ 巧を W 
巧 巧を 巧 ノ巧ュ クラ々々 巧な 時-が テな シク ル 「巧な 斯 在」 (ware 己 ko ミ 0 ) ュ巧テ 冗 0 ライ ヒス. へ- ツヒ "ープ 
a ツナ イノ 巧 巧 辛 二 巧 9 么ヲ 巧巧ス 

巧 三 奇をぁ 引み 巧な お 引 W ル ノぞ巧 巧 引 

一， 巧な お引か ノ 巧る 田 巧 ±巧> ぞ巧 《其/をな ノが巧 か 何- 1 巧ラズ 巧を W ホ 再を 巧ノ 巧- 1 が 巧材 二が テ 爲シタ 
ル 特刖衡 を ( speNialko ま 0 ) II 於 テで 0 ライ ヒス ぺ ュツヒ U 1 ヴ P ツテ イノ* 專 ホ* 巧— 么ブ を巧ス 
二， 予ノ訓 々巧 1 W 巧 一-一巧 グルを 二 巧 シテ支 冷 フべキ 保 給 巧 巧み 巧 费ハ巧 巧 乂 臣ノ訊 令 二ぶ キ 認可 ブ おャズ 
シ テが 用な f 管 巧 巧ヶ おを ュ巧 9 巧を 田を 務巧之 ヲ右特 則な を- 1 冷込ム コト ブ巧ル モノ トス 
一二、 】 巧ュ ー人 1 WH -1 が 10 ライ ヒス マルクな 下ノ まみ ハ 巧 化ュ化 j 又 ハ か W 苗を 绝巧ヲ 通ジ巧 券な 巧卜 巧み 
的 ュ之ヲ 巧 法 田 巧 ± 巧 巧を フル n トブ巧 ル モノ トス 

0 ngAW 地 巧 法々 《 nllt 


m 巧 wws なエ巧 法な 《 

クブ ♦ウ ー乂 11 一九 ザ 十一 巧 二十日 


内 二八 


巧 W 巧せ 巧 ル W 巧 巧な お 

チ ブプナ J 

二十 一 波 巧 热巧巧 外 闲な巧 巧む 訓令を 一赛 こを 二乂 ¥ 1 弓 不日 阳)(* ち 

Anordmm 《 Nr. W Acs L . た tag Abte ご 日 3 《 Devisse 百 im Amt & 法 
0 さ eral ち C ミ 3ec2 ミ 3 N0. Novemlj ミ 1939. (<«3rdllu3 枉 Watt OOP; S. 55) 

(■ K 】 本！！ ネー ー乂一一 一丸 年 十一"^ 二十 一日 行 ♦* 

申 吿巧巧 及 引な 法巧ュ ル 件 

1 化 三 一九 ザ 十一ち 十 お日附 がが « ホ ホ K ル M なを々 (化 蘭 巧せ か 令 公が 阳 の 真) 巧 二十が ノ规を 二ぶ キ卞 ハな ■ 
巧 命令 ス 


• 】 义一一一 九 年 十一月 十五 日 附が两 巧 ♦が W ル 曲 这を令 巧 十二な 巧 一巧 ノ規を 二 巧 9 か 田 爲をュ 巧 スル おなお 及 ホ 
ノ- 回ノ巧 か « 巧 セラ レク 90 丰巧化 《一九 一二 九が 十月 セ 日 お前 波 蘭 占 佑 巧 (がが オ ー •ハ ー シュ レジュ ンプ がク) 
二 巧 スル か 曲 巧を 令 stt ィ】 巧 十二 かノ规 を-け， ♦ル モノ ナルダ お ホ 巧 W 二 閒シテ ハ之ュ 巧， テ 巧巧ノ おが ヲ 
見 ル n トナ々— シナ 9。 巧 時 ラィヒ だ W を化ノ まま！ IBB 】 卜閒巧 スル】 义 一一 完年 十月 セ 円附か W はが 令ュ ぶ キ 


を メラン タル 中 吿巧限 ハ 巧 お ナキモ ノト Ko 中を 巧 巧 アル 巧辅 ノ中吿 巧が < 1 九 一二 九 年 十一 HI 二十 円ブ w テが 了 
ス〇申 吿堯務 アル 其 ノ他ノ 巧 佑 わ ノ申ホ 巧 巧 ハを か 一九 一二 九 年 十月 云 十一 日を 卜を メラ レク リ。 モ巧化 《一が 二 
一九 一二 九 年 十】 月の 日を •地 巧 二 依 9 テ 《を 日 ヲ遏ギ 巧 巧 ライヒな 用を 惟 ノ較狙 巧十阳 H 目 迄延お セラ レ タリ。 
巧シ をち 一九 一二 义年 十】 ち 一二 十日 迄 トス。 ち 規をハ 申吿巧 巧を ガー 九 一一 一九 ザ 十ち 十 阳日巧 在巧シ タルが 巧 物ユが 
之ヲ 適用 ス〇 一九 一二 九 ザ 十月 十四日 3 9 一九 111 九 年 十一ち 二十日を ノ巧閒 二 お得 シ タルな 巧 物 二が テ 《一九 一一 一九 
ザ 十月 セ H 財 ホ 曲 島を々 二 巧 9111 日 ノ申吿 期 おプ附 シク 90 が レ ド モ化ノ 申 巧 巧が ハが-- 一力' 111 乂年十 H 十 W 日 
巧 在ち シ タルな 價わノ 申 吿ヲ島 K ベ カ— シ巧 日を 之ヲ せお ス〇巧 シ此ノ 巧が ダが 巧 お ヨリ 長 キ トキ-一 故 ル 

(■狂 イ】 》 ザ 及 さ 巧々 ザ/ » シ * 々を ホ grt な 巧々々 公報 S 三な 

(» は 口】 巧 于一化 一二 化 年 十月 二十 六日 W 度 朽な K ユ於ケ 计 W ホ估朽 / 中 巧- -MX ル ラィヒ： 2 州を 摩 中 巧な a 
を/巧 示 (ホ サ々 々た 報 二 一打】 

r 1 九 一二 九 ザ 十一月 二十日 ヲはテ 巧 达巧巧 ± ( 巧 法な ぺ ー メン 义メ ー レン ヲが ク) 及が M おや 宵巧閒 -I か 曲 巧を 
两巧 ( ei 3« Devi ま 日 grenze ) ヲ 設ケク ■'。巧 巧 W が ± ユ が 入 七 ラレ タルが な ホが 二め ケル ブロ ツナ イヲ W テぶ 
示 スル 支 巧手 巧みな 蘭 接せを K __ が ケル ライ ヒス マルク ヲ W テ お ホス ル 巧 巧ノ 巧を ノ间化 C ■は】 卜间巧 = ちか W 
良な 坦 巧ハ义 通貨 曲 巧 ( wdhrung ち renz 3) タルべ キ モノ トス。 ちノ 巧み 二 巧 9 ライ ヒス マルク 义 ハレン テン 
マルク プなテ お 示 スル ま 巧手 巧 亦 一九 一二 九が 十一月 十で 日附 .巧 M 巧せ が W か W は样 々巧 十二た ノ規 を-一 おヒ 中が 
発？ 服 スル* ノ トス 

w « 史 6巧« 巧 巧エな 法々 « nil 九 


IE g 乏男養 H 作法 令 it "s 

(■ぶ】 巧 « 入 K が 巧 城 二が ヶルプ 〇ヴ ティブは すぶ 示 スル 支 ホモ ほ/田 K ハ、 一九 一二 化 年 十一月 一一 十二 日 ww 人 セ 
ラ レ*ル東巧が城二めヶ^ぅ{ヒ スマんク巧/ホ*ュ|1ス ルみ々(公報巧】 巧ニニ化 1な】ュ化，行ハ レタ。 
巧を ュ化 レバ、 プ 》 ヴすイ パー 化 三 化 年 十一月 二十 セ 日 ブはテ おか 城ュが ヶル 化 巧* ルノ巧 カブ ホヒ、 ノ 
ライ ヒス マルク ま# 手段 卜 /夕« 期 R い、 一九 一二 化 年 十二月 化 日 左 トサ レタ / デ アル 

ライ ヒス マルク 又 ハレン テン マルク ブはテ お 示 スル ぞ巧キ お-ー シ テ】 九 一二 九が 十】 月 二十日 現在 申吿寒 巧を H 
»シ タル モノ ハ 左 お 二 依 9 之 ヲ申吿 K べシ 

(イ) 一 •へ I - ッヒ 、二 ぺ _ ーッ t •五 ぺニッ K み 10 •へ 一- ッヒノ 小が W 巧 < 一义ーニ 九が 十二月 一二 十日を 
( B ) 其 ノ化ノ 支 巧手 段 ハ】 九 一二 か 年 十二月 十五 日を 

一九 一一 一九 ザ 十一月 二十 一日な 巧 お得 シ タル ライ ヒス マルク まが 手 巧 及 レン テン マルクを 拂手お 二が ブ < 1 化 一一 一九 
ザ 十一 巧 十で 日附な 蘭な ♦を 巧 ル W 貧を々 巧 十一 一巧 巧 一二 巧 _ 一を ムルー ニ日 ノ中吿 巧 设_| 夕 がナキ モノ トス 
ライヒな 用を 巧努 (■«) こ*々 申 ホを お-取 ャズ 

(驛 な】 一九 一二 九 年 十一月 十五 日 W な 靡 ホ 國&« 々♦二 條第 1 a ♦二 M ♦曲 

一二 •獨巧 用 巧 ± ( 巧 巧 巧べ ー イン 及メ I レン ブ巧 ク) 巧ュ 居住 スル 者 二 巧 スル 巧 « ュシテ ブイ ヒス マルク プ W テ お 
示 スル モノ •を 地 巧 巧 二が テ お W シク ルな « 巧 がみ 巧を W が ± 巧 二 お巧ャ ザル 巧 巧 人-一が > 巧这 W ぞ巧巧 券义ハ 


巧 巧 巧が- 1 が テ ハを 分 申 ホ 発な ブ 巧が ス 

クラカウ ー九 一二 义ザ 十一月 二十日 


巧 晒な 《 巧 か 曲 良を 巧ち 

チヴヴ 


二十 二 波 蘭 お 巧が 外 巧な 巧 部 巧 訓 々巧 w 雜 (一を 二 丸 軍 一ち 一十 日 ぉ) ( S 】 
>nordnu 另 zr. A bes Leiters d ミ . Abt を cn 《 0 ミ ー ま n im >mt des 
0 さ eral ち ミ emeus ミ 3 g. Noveml} 巧 だ 39* (<rtroI-d3un ち blatt GGP- S. 57 】 

(■K) 本 w 令 ハ ー 化 一二 化 年 十一月 二十 1 H»— 施な *14 
巧乂 人が ち 巧を ノ爲 ノー 巧 的 巧 ® ュ閱 スル 件 (utt) 


〔ミ〕 一 化 内 0 年 一二ぶ 一 BW ホ 夏# 巧 CB 々第た* 一巧 二巧參 照。 右二 化；、 巧董 巧》 受巧 ホ- 1 ホ*. IS レ* 巧 
太 人* 巧/巧 まか 左- 1 付す 一、 本 W をノ 巧用ナ ♦♦ノト ♦レ ル • 


一义 一一 克ザ 十】 巧 十ち 日 附波蘭 巧 ホ ぞおル 民を を 令 (な K が 巧 命々 なが 阳 の 其) 巧 二十な ノ 巧を ぶキ予 ハ 巧， 
通 訓令 ス 

W 占 巧 工作 怯 令 》 nil 二 


冉 w 这冉な 班 If 巧エ巧 化を if W 三 こ 

一， を « 株 脚力 至な 用 株 巧ユが ヶルみ を (« 巧 巧を)， をぶ 度を 巧‘ おユシ チが る 卽ナ巧 制 的 巧る， がが •おな タブは 
テ設を セラ レ タル モノ 《么ヲ 巧织ス 

1 r を M 巧 巧 力まな 用機拥 二が ヶル 餐を (賺 なィ〕 •宙巧 及 お 巧 巧 ニ シテ巧 义人ノ あ巧ヲ W テ おを セラ レ タル モノ 又 
《其ノ を 分 ！ r 力 更人二 5 ルモゾ 《之ブ 用巧ス (S 口】 

(— tt ィ】 一九 内 〇お一 二月 一日 W ホ 巧 おか WS 巧 巧た a 々第 が 一巧 巧 一巧 ♦脚。 网 M 々ユ化 レバ 榮巧 n が 
( pstlchecklconten ) ハ 本巧定 / ち ホ-一 於ヶん * な ( G & haben 】 ユ井ズ トサ レ ル 
(■だ 口】 一 化 S 化 年-;- 一月 十： 止 日附ホ ホ W 泣 巧が 及 R 令 巧 十 玉 K が一 一巧 A 一 乂内〇 年 S 月-日 W ホ* «箭 
巧 ホ M は 巧が わ 巧々 巧 六 K ホー ー巧 ♦曲 

I 二. 巧乂入 ハち，」 ノ お々 シ 巧べ キ貯を ( BankKuthaben ) .をぶ v ^ safel ) 皮 巧 巧 巧 (Dep き ーヲ巧 巧十ク '巧 クト 
モーを 一九 年 十二月 一二 十一 日を ちーノ 第せ* 一巧 スべキ ホ 巧 ブちフ •ち ノ例ホ ハ か 闲巧诗 W ノ进ザ ァル トキ ニ 巧 
9 么ヲ 巧ムル コト ヲ巧 

阿、 ( 一 ) を « 巧 巧 A まな 用 巧が ハ 巧 二 巧/ 規をユ 巧 < 巧 巧 シク ル々 を ノ中ョ リー 巧 二た 0 ザ B ッ ティな 下ノ をが 
ヲ 巧分甫 を-巧 シ义 ハを々！ i ザ ノ巧ユ f 吾 三 巧シ巧 词ヲお セズシ テが 巧ス コト ヲ巧 (ミ- 

(||*''お乂人ユ《シお巧^を(で£一を3さ&す1>610 3,巧を##プなスユ八、常ユクラ々ゥか！1は轉け/ぶ'2'， 


巧ス 


C 1 化 内 03 月 一 BssfJS ホ ss おぶ々 重襄； 巧；. 送 ♦放】 


01) 巧 巧 的 企ま ゾ巧 ゴ寞 トス ル 目的を： ル 巧ホ引 こ菱 《寧-巧 シ其ゾ ii シク ル & 
巧を 5 薑シ； 巧 金 N 中 3 ，_ 替プ要 5 シテ 么ブ 巧渡ス 3 トヲ巧 
ち寞人 5 J 五 00 ご マチ ィブ 留； —ゾ 支み 卖をノ 巧 i 違 力まな 用 疑を ル璧 5 
シテノ •乏 ブ島ス コト ヲ 巧。 同ー ノ 巧砖援 a ぶこ 音 百が テな スま 5 が お— ノ窒二 お， 之 ヲな安 

. « 

(■ち 一九 5 年！！ 一月 一 百 25 サ ssss ク》 セ > き 151 巧 S 

■ « . 

《•( 一 ) 寞人 < 自已ノ 寫シ其 巧 スル 現を ュシテ 其 ノを一 000》 ロッテ ィヲ巧 ユル モノ 《本 訓令 巧订 t 

《右を 冀巧謹 巧； 之ブ含 資力 i 巧爵二 か' こ 璧二 S 二 5 おプな 7。 論々 巧阳 S 

(二) ノ規ち <么_|巧，が巧 ノがす まクご トナ シ 

ごこ 巧 文 ミを ノかキ をな プ寫ノ 憲プな テ 襄シ义 ハを— 巧， お《 其ぶ ノ 2 プな テぶ 2 巧 
ゾ璧 f び 巧 スミち 卜材 I i ブ 《フ •々琴 窒 ブ其ゾ化ノミ シ 憂人曼 ル巧を ブ 

ち 前 曼規お ノ巧雙 タケク ル 巧 巧 二な スル お 过巧ホ 品 巧を 巧 所 (N1— 旨—— (■ち 之 

A SS 3 々 H 作法々* "含二 


ち 


巧 


W nsA 巧 おる 巧ェ巧 法令 ♦ 


〇一 田 


(■ち； 一二 化 年 1 月 主日 £ s 管 ssas 巧 lai タニ子 SK こ參巧 
クラカウ ー か 一二 化 年 十一ち 二十 H 


な 蘭な や府か 苗を を 巧な 
テブッ 


二十 一一 一波 期 紀好巧 外 巧爲替 部長 訓令 巧 五が こを 二 か 年 十一 さ 一 + 日的 ご* ち 

>nordnu 另 Mr. S を 3 尸を ea der Ab を lunA Devisen im An 二 des 

Gene をち uvrerneua vom 20. Novembe 二 i. (verol-dnun 吞 l> 曼 t OOP. S. 58 ) 

(»»】 丰—令 一】 化 一二 九 年 十一月 二十】 H ■•'施 巧 ♦A 

由 ナル か 田乂ゾ ♦をな 3 i ® > slsnde 占 uthab き) 及 巧 巧資を (ミち 巧 ま 0 ミす ヴ ミ) CW スル 件 
九 一二 九 ホ 十一月 十 あ 日脚 ホ 顏« ♦ザ* ホ 《 食を 令 (な 晒 « ♦命令 公 巧 巧の 頁) 巧 二十が ノ规を 6 ホ キモ 《左ノ 


，令ス 


I 在- 1 巧 グル モノ ハ 之 ブ目ホ ナル か H 人 ♦を トス - 

(ィ) 惡—變 ブ巧ま 所 i ) ミ 曲な 雲？ が ケル 巧受 《ル 苗 ノブ^^^^^^^^^^^^^^ 

ミ il 辈妾 11 •ミ gl - 妻 おを S ， 雲 ，； f ; 安 ノ資を 
(■ち^ wa -; 三 2 安 ミ； ミこ： ミニ 芒、 

タノ？ ご トニ 巧 テ ハ、 晚； 々今へ こが 卜灼？ アル * r I 受么 r ヴ 


-- ぶキ 円み ナル ル W 乂ノ 


シ テ之プ おか スル n 


(こ畜 ノ—巧 舞 ま 倍用資 二？ ル かで ノ巧ニ シテか wi 時ノ 明示の 寄 

巧を トシ テ おれ ハル ル モノ 

二， ちか ナル か S 人ノ 安を < 波 おな 襄 寶薑お 令を ハが (こ ノ規を 二 化 ル 进？ぉ ヤズ 
トプ巧 

= 一’ ス 。の っが寬 5 文 ルで ノ巧ニ シテ巧 If 巧 グルを ノ モノ <さ ブ閉雲 余 (8】 卜 
卜 : ::: P を r ：:： ーノ 1 ， が ifif __ が if チノ 


(さ〕 其 之ぁ二 田シ こ、 I 九 内 0 年 一-万 Is ホ さか 府ホ S 巧が 5 ♦タハ sg 


附 SA 巧 S 巧 工作 法 至 


さ 二 五 


贈 2 ホ«**«エ か ♦法々 ••ミク 

ブラ カ々 一九 一二 化が 十】 ち 二十 目 

な 角 巧 巧 巧み W 巧を な 長 

テブ ブナ ー 

二十 四 化 巧 お 巧 巧 外 阅巧炸 巧 巧 訓ク巧 六 巧 こ 乂の〇 ザーニち 一 H お) 

. >n ミ djiung す • 《 &を Le:te3 bei- Abteilu 另 Devisen im >ま Acs 

G さも afu ミ rneurs V 03 L srz 1949 . cverorbnulblatt OOP. II s. 一づ '. 

閉统 ホを (苦 etTRUthab さ)- 一巧 スル 件 

一を 二乂年 十一月 十 音 財 巧 蘭な を ホ 冉ル曲 島を を (な 蘭な かな 令 公報 四の 夏を 一十 か ノ規を i キ予 ハ巧ノ 
巧 訓令 ス 

巧 一が ル 田 人 黄を (をた かを ミ 《ミ ブロす ろ (■**】 

( PI な】 一 九 一二 妾卜 一ろ 一十ち* 2**な 任* 巧 お** ホ 去**' 


i ’ ル受ノ 々お (2 】 ブ 化な； s 巧 m な ハ 么 プ s s 巧》 堂 ( Af " ミミ habenr r 萌冀 々を」 
(Ksditsr 看 thabs) 义 《 「を か ド 蔓 # 含 (AI ご W か hruilhaben) ト タテ 巧れ フ ペシ 

< . • 

• (5】 ® こ间 S を」 デ アル (置 闻 巧お ミミ 5 一二 巧 参照】 

- . • 

r 前巧ノ おを-一 わ ケル • 

一 « w ぉ！ ト ハ • 

內 S ノだ 用寫- _ が ケル ご？ アイ ヲはテ 美 示 こ 外 タノ 資ミシ テ 
(イ) ブロ ツ テイを 拍ノ巧 込 因， 一奎華 十一月 十 音？ 巧 化 シク ル モノ 
(こ 舊か K 赛 ♦をノ を-た £， 巧な スル モノ プイフ 
二 •な 用 明# ♦を トハ 

.內 S ノ巧巧 資_| が ケル ごツテ イブな テ 表示 こ 外 W ク資 を _ー シテ 
(イ】 ごツ テイを 巧ノ 巧込 - I 巧， 1 乂 II 去年 十 1 月 十 音な 後 巧立シ タル モノ 
(こ クラ ミ か 養 巧 おノ なザヲ 巧テ ブ； テイを 巧ノ巧 込-- 因， 薑 スル モノ ブイ フ 

111 巧 外！ ■巧 をトハ 

巧！ ■ノ 信用 資__ 於ヶ *£§ブ梦 を》 KJS 人ノ 巧 ミシ 三を 克ザご 巧 十で 直が 《望 シク 

( 

W S な S さ si ，ミヒ 


IB ss 2 さ ss ns A 

巧 二が 巧 w 入 タルを 太 入 ノ資を 

內苗人 クル g 太. <ノ ♦ミ シナ ーを 一充 年 十一ち 一十 H 的 ホ/新 令 巧 四 巧 (なませ な 令 公保 瓦 ぉ 貢). 义； 
ラ ヵ々 ホ 田 さを 局ノ特 M み々 二美 キ巧绪 セラ レ クル モノ ハ之ヌ (お々 ヲが巧 セラ レ タル 化 全* 金」 ( C 江ち 了 『己を ベ 
ミ rf 居 bprewiclleru ミち ミす す n ) 卜# が ス 
を 一 忘な 用 閉巧魚 お ( Kraditsperrko ま 〇) -1 巧 スルみ a 

- •な 咕巧巧 かを 二が シ ま 巧 •！ 巧 スル 設巧 《«« ザ ガ义ノ ぞ冷ヲ 代わ 辨濟 トシ テを が スべ キコ トヲ ホな シタルト 
キ义巧 巧な 用 巧 巧 巧を ノホ 巧ブな シ义ハ 島 スべキ か 曲 巧を 巧巧ポ が 巧ノを おナキ コト ヲが活 シタルト キ (化 お 
巧 巧を 巧を す 及が 巧-木 巧宜ぞ n 历な星 C 另 S . A 3 nah 3 eelrkls 3 ng end zic す au で echnu 32» rkla 2 ng ) 11 
巧— 之ブ與 フル n トブ巧 

二， け构巧 ホ々 巧 宜すハ 信用 用 巧 かを* 巧 シテ島 スぞみ ュシテ 名目 價巧 (巧 シル 曲 巧巧ヲ W テ お 示 スルな 巧* が 
9 ナ 《ホ W 巧 榮巧巧 ( BR 】 ノ巧お ュ巧ル 其 ノぞ彿 一ー ホ立ブ 平日 __ が ヶル 巧な 油 巧 ノ平巧 梢 場ュ巧 9 之ブ A 巧 
ス) _ 一滿 ナクル モノ ハ ホ « ノ 巧*; トシ テ 之 ヲを巧 スぺキ コト •保全 ♦を ハ あ 忍 セラ ルべ キコ ト及巧 一二を ハが 巧 
巧 巧み 巧が 巧 巧ヲ 免ルぺ キコ トヲは テみ ノ 巧を 卜島 スモ ノナ ル コト プ巧ス 

■ (— tt 】 巧 « なュ ，ぅィ t な 用 公庫 ダ擧ゲ ♦'ア ヴ*ガ 、其ゾ 解た ュ # ヒ 波* » ♦なむ》 么ュ代 ヴ* / デ アル コト、 巧 
ュ— **6ぺ *巧卜1:巧デア A _ 


一气 信用 ss を N f を 可 串な ブ 島 ス— 二が テ 《まみ ノ^ 因 及 そ 法ホノ i ナル 跑おプ 臺スぺ 
がノ 原因 《證巧 タル 證が二 巧， テ么 ブ立进 スごト ヲ巧ス ( S 〕 


シー 


( g ) 化 if ■二 SSS ま-ミ ハ、 I 九 S 年 二月を 八 a 某 一； SS ま 外さ？ 巧 

巧參照 


巧 巧が 巧 行 

本卻 々ハな ホノ 曰、 ■«〕 3— 之 ヲ巧巧 ス 
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二十 五化视 おお 府外 國爲替 なお 訓令 巧 セ 號こ九 西 0 年 一二月一日 的) 

Anord 白 ung zn 7 d 法 Leites を r A すを U 另 Devis さ im d 汪 

C} ささ algou ミ 3eu3 vom 1. 2 が 3 だ40. (V 历呂 rdnu 呂を la 夕 GGF* 占 S •一た) 

巧 太 人 おおが を ノちノ s 的 巧® ユ s スル 巧 s ) 

(■ B 】 一九 一二 化が 十一月 ニト日 蕾 麻 ホ W な替 部を « 々ホ 円 K 参照 

一 •允 S かす 十一ち 十 お 日 机な 蘭 « をぞ K か 曲 さを々 (が 顏篇 をみ 令を お 两因巧 ) 巧 二十 條ノ規 を ユ乂午 チ ハ 左/’ 
巧 抑々 ス* ‘‘ . 

巧 一を 一、 お营お (postscheckkont 呈ハ ーを 二 九 年 十一 さ 一十 日 的て 訓令 巧阳巧 (な 蘭 巧 《命令な が 五 
セ 夏 ゾ巧巧 A が ケル 《一打 巧を (ミ 穿を ミを* 非 ザル モノ トシな ナ巧巧 ミ 於 テ錶巧 巧ぶ 二 林を ィこ W 
ち-志 ャ ザル モ / トス。 巧シ をぶ 人-巧 シ おを 巧を (巧 0| プ巧さ ミを ミろ 中ョ ，現を 梅？ ちス ニ ミ 
クブ 々々ル 雨な 巧 W ノ巧 W プ巧ス 

二 •チノ R 々令 巧 W クみ 巧を < 巧 理プま ホ 5 を ネこ巧 太 人 《ホ ク 《おな 產 S と プ遠巧 セズ 


巧 二が 】> で 〇〇ブ 》 ッ ティブ おユ ルを g ノま ホ- 1 れテ 《猶太 人 バ其ノ 支 タザち 己ゾ巧 H 金顯 後！！ 力ち 巧 用 * W 
-- が ケル 巧を- 1 巧シ 又 ハ a 己ノ おを 口 巧-一巧 シ这 ♦レ タル トキ n 曲 9 么プを 巧 スル コト プ 巧。 予ノ 巧々 巧田历 
巧 五 巧 巧 巧 ノ規を ハな-- 么ブ苹 用 Ken # 一】 / 

(扉な】 尙* 右*々 弟 円*; 巧 五 巧 前 巧參庶 

二， おぶ 人 ハク ラ々 ゥル W 島を お ノ誌 可ブ巧 クル トキ ニが 9 を 义其ノ 他 ノサを » (化エ シ タルモ ノ义ビ 化エ セ ザ 
ルモ ノブを ム) 叉 《化 巧ノ を* ノ巧プ 巧 巧 スル コト ヲ巧 (— tt 】 

(■ tt ) 一九 s 九 年 十】 月 十五 費 巧 K ホ w な#々 ホ 八 か ♦照 

窒 一な 来 加 令 《公布 ノ ま！！ ちョ ，么プ 巧巧ス 

クラカゥ ー九 巧〇 年 三 一月-日 

な賄總 ♦なか W な樓 なお 

チブ ブナ 
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w nAAW 地 巧エ巧 法令！！ nnll 
( HB ) 1 年 1118± 日 デ T * 

1 1 十六 波 蘭 想を 巧 外罔爲 を 部 お 訓令 巧 八が ( 一 义旧〇 年 f 1 日 s 
>nordnu 另 zr. 》 <1 汪尸 eiters を r Abt を nu 《 Devi ま n im > ま <1 ミ 
Ge ミ 31 き cvrem ミ 3 vom ご 2sa 19 さ. (づ ち oi-dnu 日 《sblwtt OOP. II s. 142) 

巧 进田ュ 巧 スル 伴給ノ 振を 二 巧 スル 件 ( utt ) 

( US 〕 一九 一二 九 年 十一 日 WK 晒 »々 K 二が ヶル 巧々 局ゾ巧 a ュ a ス * 々々 A 】 化 一二 化 年 十一月 二十日 w ホ 蘭 
巧 か M 巧 巧 巧 お！！ 令 巧 二！； ♦拓 

一义 一二 九が 十一月 十五 日 W な 《 巧 ホ 巧 巧 か W な 巧 令 (が 曲な 电 かみな 巧 阳阳巧 ) 巧 二十が ノ規を _| 关キ予 ハ 巧. 
巧 訓令 ス 

巧 一巧 一 •現 巧换 お々 巧 お 及 規« な 拓» 巧ノ所 K を， 巧を W 公 巧 所み 波 《 接 ホ 巧 皆 公 巧 巧ノ ちま •麻 保 貝 及み！！ 
を、 お 族れ々 ホ 巧 巧を 巧の 巧 •巧* 技巧 及 问黨巧 W K 析ノ巧 員 ハ か 田を ぞ二明 スル 誌 巧 ヲおセ ズシテ 乂ノか 拾， 
ネ巧义 其 ノ牠ノ 巧 巧 又 ハ 其 ノ-巧 ヲ巧泣 W 巧.！ おれ スルち 己ゾ お, 巧 其 ノ化ノ タニ シテ自 百ガ扶 ホノ巧 おプを 


ヘル ザブ扶 ホス ル 巧 クラ ヵ々 淸 巧材ヲ 巧み スル コト ナブ 巧惠 w 诸ュ おが フル コト ヲ 巧。 巧 シホノ お巧ボ 巧が • 
キ巧 反义ノ 他ノ巧 巧ノぞ 巧ブ島 K ぺキ公 巧 巧ュ巧 9 的を 二 島 サル ル トキ ュおル 
二 •が 巧- 1 記巧シ タルを 《巧を 苗 巧-一居 住 スルち 己 ノお族 及 其 ノ他ノ を-- シテ 自己 ガ扶 寒ノ 巧巧ヲ をへ ルを ヲ ホ 
巧 スル 島メ 又 《巧を 曲 內ュ存 スル ホ 巧 ヲ巧巧 スル ほち 巧 I ICO ブ； ティな 下ノ を巧ヲ が任爲 を (postiib ミ 
weisnK ご 巧— 巧を W 巧 送を スル コト ブ巧〇 巧 シ其ノ 振を- 1 が 巧 巧ち を ノホ面 二 巧 ル ホ 巧 アリ タルト キュ限 
ル〇お テ卞 ハが 巧 二 おな シク ルを を活 一一が シち ホ 度が ヲ巧 スル ノ度化 ヲ « 巧ス 。化 シホハ 化 タノを を 著 ュ巧シ 
ホが 货わノ 見 ホ ョ 9 巧 便 島を 二が 月 巧 二 〇〇 ヴ P ッ ティノ 限 巧 ブ巧巧 二 おユル n トナ キ 巧が ホスべ キコ トヲ .ホ 
まス〇 をげ ヲ 押按シ タル お 度が 《ブ c ッ テイを 巧ノホ 込プな ス ち之プ 巧を 巧 巧 ロニ ま 示 スぺク 巧 巧 W 《之 二 巧 
巧シ テが 存ス ペシ ， 

iir 巧を 苗な 巧な 二 00 プ P ッ テイ ブ巧ユ ルを 巧 ノ巧巧 《クラヵウ ル W 島を； S ノ 尊が ノ巧 W プ巧 タル トキ __识 
之 プ芭ス コト ブ巧 

巧 二 か本詞 々《巧 及 的-二 义 の 0 を 百 十一 一日 3, 么ブ巧 巧 K 
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クラカウ 】 九间〇 ザ ーニ月一日 


渡 蘭な やお ル 曲 巧を 巧 長 

テヴブ 


ち 工作な な 《 


巧 内 一二 


w JK 巧みな か 涵巧エ か 法令 雄 wwg ; 

二十 古 化 期 お 巧が 外闊巧 巧な お 訓令が 九號 (一九 SS 再 1 H ぉ . 

AnordmmK 艺ご des I^eitera dw Abteillmw Deviwon im Amt <1¢ 

•Gcneralgou ミ rneurs vom L 2 か rz 194P (<«3rdnu 另 sblatt OOP. II s’ 143 】 

みを 二 HKIt 件 ( It ち 

( US 一 一丸 一二 九 年 十一月 个五 MW 度麵 KWCK 外 Ma 巧々 か 十 II 一條 A ♦十 

一 化 一二 丸 年 十一月 十五 H 附が顏 a 々管 W か 苗 良を 令 (波麵 « ♦命令 公報 田 曲 頁) 巧 二十 條 / 规 を* 乂キ予 ハ左ノ 
巧訓 ネス 

巧 一巧 一 •ホ W 打 ホ/ 输かユ 押 スルみ 化 者/法 巧 申淸書 《» ク トモみ なノ日 1« 月が を* タブ カ ゥノ クブ々 
可 ル W 貧 巧 財 二 么ブを 出 K * 3 トブ 巧ス 
- r ‘を 申な 賓 * ハ 左ノ巧 巧ち 巧プ巧 附ス ペシ 
(ィ) わが 日 曲/巧 巧 泣 巧る 
(《) 巧な ノ居 化る 巧 巧 


ご 一 •か 巧 ナル 申！；* 1*1 用れ ハ クラカウ 巧せ クラカウ か wfi が w 又 《ル ブ>ン •ラドム •チュン ス トシヤ々 及 ヮルシ 
卞 々巧 ホ クラ々 ウル W 径 を おお 巧 巧-一が テ之ブ 巧が K 
四、 ホ W 爲をお ハを 冉が巧 ノお山 = 巧 スル 巧 ザプ興 フル _ 一せ 現物 公巧ノ 巧け ヲが 件卜 な ス コト プ巧 
巧二條 本則 令 ハな ホノ日 (— K 〕 ョ 9 么ヲ 施行 ス 


クラカウ ー九 阳〇年 一二月一日 


が W 化か 巧 ホ W 巧 群な お 


テ グ ブ ナ I 


(面 巧】 一九 内 0 年 S ぶた H デ アデ 

. < 

一一 十八 ライヒ お 用を が-一 削 スルな な 二 化の 0 年で 月 ミ 日 的) 

< さ ミ dnu 另 i.lbef 》 を C す kreditkas さ 5 き 3. S た 1940 ( 巧 GB 1 . I S . 74 ザ 4) 


おが 曲巧嘉 ハを ホノ巧 カブ 巧 スル 左ノ 命令 プ巧ス 

巧 一巧 一， デン マ ー ク及ノ ー ルゥ H1 ニ ホル 巧を ザな II 貨帝ヲ W 速 スルな ライヒな 用を ホ ホヲ 持け スル n トヲ 
巧ち 巧 巧 ハ ライヒな 用を# 中央を 巧み 之 ヲ爲ス 。ライヒ お 用を 摩 中央 管 巧 >< おノ巧 巧ブ .ベル a ン ニな ク 

附 MAAtfttIR 巧 エホ 法令 《 nn 五 


w IISAW 地！ fftH か 法を 集 円！： 六 
ir が 巧を ち 會プ鼓 S シ •其 ノ 化巧ヲ ペル— ンニ谊 ク〇巧 巧を 貝を 《巧を ライ K ス バンク 巧おノ おを シク ルネ (の 
ー ホ ハ 之 ヲ柔貝 お トス) ノか •が 巧 大臣 •巧 巧 大臣み ビ W 巧 軍お茵 司令が ノ代巧 人み ー ホヲな ナ之ブ 化み K 
二が 一， ライヒ 信用を 庙 中央を 巧を ハ少ク トモ ニを ョ— ボルが が之ヲ お巧ス 。か 巧ノ巧 化 ハが 巧を 具み 么ヲを 

ス 

二 •中央を 巧を ノ ちま- 1 シテ 中央が 巧かノ がが 二 あ 二 巧 9 色 サレク ル モノ ナル トキ ハ 巧 お カ アル モノ トス 〇が理 
を 負を ノを メタルが なノ巧 巧 亦を ぞヲ 島ス コト ヲ巧 

窒哀を 巧 委員み ハ 中央を 巧會 ゾ巧涅 二せ 巧 吿ブ巧 クル モノ トス。 ライヒな W を 化 中央 ぞ理 ミを 巧を 貞をも 
シを 11 月末 二巧發 ライヒ 信用を 巧券ノ 巧な 及キ持 巧が キ巧二 脚 スルー 巧 おブ提 WK ペシ 
巧阳巧 ライヒな 用を 巧 中央が 巧を ハ 巧】 巧 巧 一巧-巧 グル 日 的ノ爲 五を ライ ヒス マルク ヲ 化を トシ テ ライヒ ーー 巧 
シ巧 附ヲ爲 K 

巧 おが 一 •ライヒな 用を 巧 券 ハ 巧 面 巧 五 0 ライ ヒス マルク • 1 10 ライ ヒス マルク 》 冗 ライ ヒス マルク， ニ ライヒ 
ス マルク 及】 ライ ヒス マルク ホ-一を 〇ぺ ニツヒ トス 

二， ライヒな 用を 巧 中央を 巧-行 ハ ライヒ 借用を 化 お ノを巧 二先ナ 其.； 巧 組 ナル 規を ヲ公吿 スべシ 
巧 巧が 一 •ライヒ だ 用を 巧 中 ホが 巧せ ハ 巧 巧-巧が 义 《ホ 油- 1 因 g 毀が シク ル ライヒ お 用金ぶ おプ お金 化を 卜父 
ホスべ キまお ブ負フ - 

二 •中央が 巧を ハ 巧 «シ タル ライヒな 用を 地 ぞユ なお ノ 所がぶ ガザ かョ ，乂 ナルを 怖が/一な ブ巧か シク ル トキ 
义ハも かがを ポ年 かお ハ 其 レ ョ > 小 ナル 巧分ブ か ルシ タルを 炸おノ 巧な ガ故二 お 失み タルを ノ 巧が ヲ む シ タル 


トキ ハ お？ 島う ヘシ •中 害 巧み< おを 手 巧 55 シナ 右講 ダ ま： STJ ヤヲみ を Ki . . 

Ill •中 蓋 3<を 寡ノ畏 及 置 S シ且其 ノ親ブ f •ヘシ。 右 か 則 《之 ブ公吿 スル： ヲ裝 ス 

阳 •巧 化シ タルを がを 《中央を 巧み ノをム ル 巧 曲 ノ滿了 シク ル 後 么ブお 巧 トス 

ち寞薑 會 SW 扮失 又； 凌 を 寡 II 付 お度ノ S プ を 7, ，トナ シ 
巧 セが r K 正ノ蓋 务王テ 流 5 シ：ノ 具ブ なテ爱 な 用を 访券 ヲお菱 《 5 シ タル ホ S ? 巧ス 
がシ 憤が 酌 巧 K ベ 牛を < 之 ブ 巧 巧！！ 度ス 

二 巧ヲな S 菱 < 巧 を- 1 巧 ル 全 囊ヲ夏 シミ だ 正 ノを襄 トシ テが お 七； ルノ B の ブ梦授 を シク ル 
を蔓ヲ 巧ス。 巧 f < 巧を _ i ル 蓋 券 プ其ノ お 4 f 收 巧シ クル 巧 其 ゾ璧义 ハ ザる ナル コト プ なテ 之 
ヲ乂 - I 巧が シク ルを ご牵 は下ノ 资巧义 《巧を- 1 巧ス 本巧ノ 未遂 巧 ハ 之 ブ巧ス 
ミ 巧ブ？ ル ノル^ 巧 3 5 學； ル 咨ヲ惡 王： ブ 巧。 おを ノ人 二な シ刑ノ 雲ミ篇 ヲ巧シ 

巧 ザル トキ ハを 化 ハ さヲ 巧 立- 1 す 巧 K n トヲ巧 

巧 八が ラィ K な 用を 巧 妾が 巧み 二 巧シテ ハを； 公 かま ム巧ホ ニな テノ 巧な ノキ隹 5 之ブ なお ス 

巧襄； ヒ倍 用を 累 央を理 みノ奚 《薑實 みノ 巧な ナル 衔令 __ 巧， 妾み をス 

巧 十が ラィ 5 用を 博 蔓が 巧を ノ牧入 ハが 巧々 用 ノ巧 除プ巧 シク ル 後な 時 ゾ惡補 墳ノ巧 之を 用ス ごトブ 
巧 

巧 十 S が寞受 巧寞曼 房 取お幫 令な 卜は巧 ノ上ま ノ祐巧 及望ノ s 必？ 占おヲ 5 ル ノ權松 

W s 占 巧 S 巧 エホ— 藥 ■ —， こ 


雨 獨&占领 《通貨 エホ 法令 ft 

ち/みを 本 令卜ま ルを プ食 K n トブ巧 
X 十一 一條 本 令 < を巧ノ 日"', 之ブ 施巧ス 
一 乂阳〇 ザ 五月 一二 日-ベル— ン 


5 八 


♦ SM 巧會 US を. 

巧巧德 ち 
W 巧军ホ W 巧 令を 
W 務 大臣 兼 巧 曲を 紀 をを 


ゲ ー — ング 元け 
ワルク I •フンク 
カイテル 
ラン マ I K 巧 壬 


二十 化 ライヒ 倍 用を 巧二閣 スルな な玫 化々 二 义两〇 ザ 五月 十 音 お 
V«mrd 3 c 3 q Ncr Andestlw Aaf varor な nu3x cber RAichakreditlulgen- 
V 03 IS. 2ai 玄 40 (ROBl. - S. 770) 


1 义阳〇 ザ 五月 三 一日 麻 ライヒな 用を* ユ M スル 命々 (を 巧 巧 一* セ两 一二 頁) 巧 十一な* 基キ w 巧 军# 巧词 令部卜 
巧な ノ 上ち ノろ 命々 ス 

巧 一巧 一九 阳〇年 五月 三 一日 稱 ライ どな 用を 宙 -1 WK ルみ々 プ左ノ 巧 ホおス 
一， 巧 一巧 ハ 友 ノかク 之 ブホム 

巧 一巧.. 一 •- デン マ， ク .ノ 、ル こ ベ；， •ミンス •ルク センプル ク A オラン グー _ 巧 ル WA 辛は- - W 巧 


ヲ讀连 スル 董 二ち s 二が テ ま？ 案累ブ 巧？ ル 管 イヒな 墓缓及 ライ E 倚 用意 9 を 子 スル 

コト ヲ巧 i 

二右ノ 奇行 < ライ K 信用を 軍# 理 會之ブ 島 ス 。ライ K な 用を 革？ 理を ハ其ノ せ？ ご， ン 5 ク 
一二’ を膽 貝舍ヲ 鼓 涅シ 其ノ濤 ブ ベル， ご 置 气を 3 貝 ミ 巧き 7 イ ヒス バンク 雲ノ 2 ミルを 高 
1名< 之プ 寶長卜 K ) ノ か’ 財 巧 室 •舅 大臣 •两襄 お賣 々蔓控 军#寶 々をノ 代理 入を 一 をヲ な 

テ 化な ス 

二 第 四が ハち ノか ク么 プ改ム 

語が ライ K 借用を 摩 央管巧 5 巧 55 巧 5 グル 夏ノな ライヒ— ー ニ十谊 ライ； マルク ブ塞卜 

I 二 •巧ぷ が ハ左ノ かク么 ヲ改ム 

第五が 一 •ライヒな 用を 雄 券 i が g ラ ご ス マルク •二 0 ライ ヒス マルク 、曼イ ヒス マルク， ニ ライヒ 
スマ ルク兰 ライヒ スマ ルクホ 52 ユツ ヒ トス 

二’ ライ 喜 S 澤害寡 < ライ 為 望 sf ラ ：倍用 を援ノ 巧む； ナ其 ノ巧寶 ル筑 萝舊ス 

ヘシ 

巧 巧 セが- 1 左ノ巧 网巧ブ 附かス 

阳 、巧 一が 力ち 秦ご荀 ノ规交 ライヒな 用を がさ 之ブ巧 用^ . 

を 長鬟 大臣 二を 0 蓋 月 言 附 ライヒ 括を が ユ閒ス ぶ々 ヲ 巧が スル ノ 橘が ブ安 

^ SS 2 巧 H 2 令 > ,1 

内内 九 


JE 5 占》 S 5 作？* 

ISn 二た 本々 < 一九 田 0 年 五月 十日 ヨ 9 么ヲ 庇わ ス 
一' か 四 0 年 五ち 十五 日 ペル ■'ン 

ザ お 大ち伯 巧 シュウ 玉 1 リン •フォン •クロ ー ジツク 
巧 巧 大臣 ワルク ー .フンク 

ご 一十 ライヒな 用を が-品 スルな 令 改訂 吿ぶ (一 化阳 of 月卞 音附) 

田 ekal 3 achu 呂 der ne— Fai 呂 der Verordnu 呂 f r Keichskreditkasi 

vom 15. 二 20 ( 》 备一 •一 w •づ度 

一を 〇堇月 十香附 ブイ t な 用金 皮 5 ル 命令 改正々 (公 襄 一巧 セと OS 巧 二？？？ 改巧プ を 
シク ルを 《历 KV 牛 ； 四 0 年 看 一言 的 ライ K 倍 用を 巧 高； 命令 (公保 5 が セ 四 養〕 曼ヲ左 二 吿示ス 

が 巧 大巧 

一 乂西〇 ザ 五月 一二 日脚 ライ ピお 用を 庙 阴 スル 命々 

巧 一が 1 J アン マ 1 ク’ ノル こ，： ヘルて、 フランス* ル ク七ン ごク及 オラ ツ ダ** 巧 ル 巧 逛ぞ按 及 巧 巧 

政を たを？ 一法' y 並- 二異送 二が こ 支 惡が及 蒙 ブ ル、 む ライ t だ 用を 葵 及 ライを 巧を 怖 

货プ巧 行 スル n トプ巧 


二* を巧巧《 ライピ巧用を巧中央巧巧4^之ブ巧ス* ライヒな用を巧中み巧巧#ノが所《么ブべ ル<ン ニなク 
一二， を理を貝#プ巧あシ其/化所ブぺ ル< ン ニおク。 を巧歪貝>ハ ライヒスパ ンクなをノおをシタルタ 1 巧 一 
ホ ハ 么ブを 員ち トス ノか •が 巧 大臣， ち濟 大臣 • W 巧 巧 かな 词 々巧 及 蛙が# 巧 討々 を ノけ巧 人み】 をブか 

テ 么プ巧 巧ス た 
巧 二 巧 一 •ライ K 倚 巧を 巧 中央が 巧 會ノお 巧- 1 が テ 《ホク トモ ー系 ョ—巧 ルが 巧を-云 ル モノ トス。 が巧ノ 巧を 

《ホ 巧を 貝み 之ヲ 巧フ 

二， 中央を 巧な ノ爲 シク ルを す-ー シテ 中央が 巧貪ノ がが ニ ホ-- 化— テな サレク ル トキ ハ おお カ アル モノ トス 。を 
巧を 貝み ノぞイ クルけ 巧 人 亦ち 宝 ぞヲ© ス コト ブ巧 

§1 が 中央 巧 巧々 ノ巧シ タル 巧 面 二せ こ 巧 エズ 之プ 管理 をはみ 二 巧吿ス ご。 ライヒ お 用を が 中央 ぞ 巧を ハを 
巧を 貝#-- おシを It 巧 ホ ュ巧巧 ライヒが 用を 味券ノ 巧な 及 現が 巧 巧 巧« ノー* おヲ巧 W スル コト ブおス 
巧阳が ライ t 倚 財を 巧 か央巧 巧み ハ 巧 一が 巧 一巧 二 お グル 目的 ノな 一二 十 巧 ライ ヒス マルク ブ 巧な トシ テ ライヒ* 
巧 附プな K •、 

巧で か 一 •ライヒ お 用を 巧を ハ 巧 面 巧 五十 ライ K ス マルク •二十 ライ ヒス マルク •あ ライ ^ ス マルク 及 ー ライヒ 
K マルク ホ ニち 十ぺ II ヴヒ トス。 ライ K な 用々 巧 巧 《十. へ* ッ K み五ぺ ニッヒ トス 
二 •ライヒ お 用を 巧 中央 巧 巧# ハ 其 ノ巧巧 ュそチ ライヒな 用を 贿お义 ブイ ヒな 用を 邱巧ュ 巧 スル 巧 姑 ナルが をヲ 
な吿 スル コト ブ要ス 

空 ハ 《 r ラ VK 倚 用を 邱夏 寡み S 巧 巧變 巧を； ル ライ K だ 墓-夢 ヲ 新を 睐を卜 を 

m 她 IS 巧エ 巧な や！！ 巧を 一 




w s 忌 s 望 作法々* ゴ 
..巧 K ぺ s ? を 7 t . .. 

二 •巧 タンタル ライ t 信望 麻 榮ユ化 其ノ寫 US を 巧を ノキ 々ョ ，大 ナルな々 ヲ繁 シタルト キ义ハ 
其ノ 半分ち (其；， 小 ナル 部々 ブ巧ぞ ン其ノ 巧た 2 ミ， ルを お 巧ブさ シタルト 牛 《妾 巧 巧を 《 么 •力賠 
巧ヲ 5 ペシ。 至篡を 《巧を 手 巧 二 化 ニト十 クシ テを ノ需ノ 島卞； ，ャ 5 ヲ霍ス 
一二’ 至薑を 《金 巧 券 ノ回蔓 《巧 止ヲ f 旦其ノ 巧 則 ヲ巧ク •ヘシち 細則 2 ヲ公吿 スニト ヲおス - 
四' 问化シ タルを 囊ニシ テ 中央が 巧み ノを メクル 證ヲ巧 迫 シク ル モノ ナル トキ ハ之ヲ 無な トス 
.ち 中央を 巧を ハな 试 •巧ろ 又 ハち 巧卜 島， クルを 巧ぞユ かおな ノまお ヲ負フ コト ナシ 

巧 おを I ' 巧-化 ノを巧 ホ トシ テが 巧 七 シムル ノ 目め ヲ な-テ ライ K な 相を § ブ但變 ハ 巧孚ン タルを ハな 巧 二 巧 
一. ス 。化シ 巧が ホ？ •ヘキ ま ハ么ヲ 巧？ 巧ス •’ 

二 •巧 ブかテ おを 义 S を 二な ル— 券ブ S シち (巧 正 ノ—券 r ンテ沫 通 七： ルノ 夏ブ曼 巧を シク ル 
，を 堇ヲ 5。 璧 义<巧を 二な ル讓 券ブ 其/お 4 息 二 か 巧シ タルが 其 > おを 义 S を ナル" トヲか テ 之 
ヲ人 _1 交が ミル ホ 《一一 年举ノ 巧？ 《沉 金二受 。本 巧ノホ i £ ヲ巧ス 
jir . 巧ブ巧 スル ふ 可が 行爲二 曲な ア ，タル 构かヲ 巧れ ス こトヲ が。. 鬟ゾ 人-お シ巧ノ 巧を 义ハ宿 ヲちシ 
巧 ザル トキ ハな か ハ之ヲ 巧な 二す 巧ス コト ヲ巧 
阿 • 巧一 巧 力を 索 一二 巧 ノ規を ハ ライヒな 望蹇 S 之ブ 单用ス 
巧へ が ライを 用金ぶ 妾が 巧み 二 おシテ ハな テ ノを受 公 巧 ホユか テイ 巧 巧 ノキ巧 巧 ハ么ブ おお X 

巧襄 ライ K 福を 祐至 寡を ノ 蔓 < 莫奪 ♦ノ巧 化 ナル お々 二が， 么ヲホ ミ. 


巧 十が ライヒな 用金が 中み 巧 巧を/化ん ハが 巧々 用ゾ 巧除ヲ な シク ル 後 お 時/かが 補 硕ノ巧 之プ巧 WK ル コト ブ 
巧 

巧 十一が が巧乂 お义巧 巧 大臣 ハ货 巧が お 持 お々 巧卜 巧な ノ上本 令ノ化 わみ 袖ホノ をが. お ナル 規をヲ を ムルノ W 化 
プ巧ス 

右/場を 本 令卜を ルを ブ な ス コト ブ巧 
巧 十二が 本 令 ハを 布 ノ日ョ —之ヲ 巧行ス 

ミ 十一 巧が 地 こ 於 ヶル ライヒ 侣用 をが ノな 段な 巧 ノ采巧 

範 圍二關 スル ム叫令 こ 乂两〇 年 五月 十五 日 お) 

巧を Ch3kreditk»330n ube『 &e 巧 rrichtung end <1011 Gesch 我な krei な V03 巧 eichakredit. 
lea 泛 21 hi don bseuton cebieten V 03 15. 2 た 1940 J s. 771 た ) 

^ - 

一九の 0 年 s 巧 一二 日が ライヒ 侣 用を 巧 二が スル 命令 巧 十一が- 1 ぶキ w 巧 ホ おが 词 令が 卜 なな ノ 朱 左ノ通 命令 K 

< . - 

巧 一が 一、- 一九 网〇年 あち 十五 日 的な 巧 大芭吿 示 (なを 巧 一巧 セ 巧 一二 貫) * 巧 ルな を】 乂闲〇 年を 月 一二 日附 ライ 
ヒ な 用を 戍二明 スル 命 今 巧 一佐 巧】 巧ユ巧 グルな 地な _| ライヒな 用金が プ巧ク ：トプ 巧 

m 地 A な エか& 令 象 n エ云 


» HU 占* 地 a 货エか » 含 麻 

二 •ライ K 信望 W 中次を？ 《ライ ssw ノ襄 皮. 窒； ベ 中け 荣ホプ 蹇シホ ニ ライ K な 用を が 
巧 及 祐巧ヲ を メホユ « まノ 規律 ヲ食ス 

を 一を 一 •が 5 巧 判 上 及を 钟 ル-一が テ ライヒ 倍 用を 化ヲ 代ぶ ス 。ライヒな 巧を 巧が 巧ノ巧 ミルを 宮ユシ テぶ 
巧 ライ K 幫を 庫ノ霉 塞 ごが テ ニを ノ蓋义 《 5 人 之ブ良 シ * ル ►辛 《望 力 7 ル ♦ノト ス 
二， ライヒな 用を がノ 代表 極ヲ巧 スル タノ 巧 あ 及る あす 巧 ハを ま 巧-於 ケル 巧' 乐ユ 巧， 之ブ ヘム 吿スご トヲ？ 
ご r ライヒな 用を が-巧 スル 忘 お ボボ ハ 化 お«お__ 巧 スルを おぶ 示 ヲ爲ス ヲ梦せ ル 
重を r ライ K 倍 望 庫 <5 霉 一 W -5 こ 蓋 二 於 ケル 巧貨 •支拂 及な 用 巧引ヲ 規律 スベ牛 緩 ブ巧ス 
二 •ライ K な 用を 巧 ハ 中々 をち 會ノ 巧な ナル 抬ボニ お ヒ左ノ ま巧ブ を； トブ巧 
(イ) 油羣 一を かク トモ ニを/ ぞみ 巧カア ，卜 まメこ クル？ 寡を トス ル 手 おを 切手 ゾ資 巧。 化シ 巧な 
手 お 《貝 入/日 的ョ •計 ザ シテ六 巧 月は 巧ユ滿 巧* 連 スル モノ ナル コト ヲ巧ス 
( a ) 巧 巧 ナル 獲 保 ブ供セ シタ巧 お 六 巧 丹プ巧 H ザルが 附 貨化ブ な ス コト 
(ハ) 無が 子 ♦をプ おを おか 又 ハ 巧を トシ テ をん ルル コト 
(こみな ノを巧 龍 ホ 巧ノ みれ •ホ ユモが 其 ノ他ノ 3 ノ窒ヲ なス コト 
(ホ) 巧 《 ホ 件 •巧 二が « おお ノ 化を 义 を巧プ な ス コト 
一二’ お？ 巧 グル ホ 巧卜異 ，クル ホ 巧 ユがナ 《中乂 ホ 2 ノ巧 示め 材#プ 巧 タルト こお， 么 ブ巧ス コト ブ巧 
ライヒけ W を ホ ハキが ノか受 ブ芭ス コト ブがズ 
ホ w た 一 •巧が ノ 巧を ハ 左 ゾれレ カノ ホを-化 ■'么 ブ 6 ス コト ブ巧 


(イ) 巧 s ホ 巧 一 一巧 (イ) 巧 ュ定ム ル « 裕キ お/巧ん 
( p ) ライと だ 用を 巧 中央を 巧會 / 巧 可 シク ルが 衍巧券 ノ巧入 

(《) なが ノ度ナ キ巧テ ノ巧品 ノ巧入 〇巧シ 巧な « れノ 占が ヲ巧シ 巧べ キか件 二披ル 
(こな 巧 上ノ巧 お 二 巧 スル 巧な 二 ぜアハ 巧 巧ぶな ノ « お證 巧ち ハが 巧 物件 ノを 巧义ハ 巧ん 
二， ライヒ 信用 金 巧 ハち- 1 を イタル モノ ノル 副 巧 巧み 二な 爸ブホ ホシ义 ハ讓を スル コト ヲ巧 
iir ライヒな 相を 巧 二が シ巧 品ノ巧 « 鼓を ブな K 二が：？ 巧ュ けへ テ か 的な お 例へ バ 目を ゾ作 巧-巧 9 巧 度 設巧ノ 
設イ ラレ クル トキ 《么ブ な テ お ル 

巧， 巧權 鼓を ホ ガ《 わ ノ則巧 ヲ巧ス ュが宙 な « 巧 __ シ チを 巧附 ナラ ザル 自ホ ナル 所ち 祐二 « スル モノ ナルを 又 ハ 
設左 おが 亩人 ナル トキ ハ 巧な ザョ— な 稱 皮な々 權ブホ 3 セラ レ タル 巧 記 巧 シク ル 巧 巧 巧 ヲタが シタルト キ 
ハ ラ イ K 倚巧を巧 《 巧巧巧巧 二 附巧 シ タ ル 巧巧 二 かをぶナ ル ト キ -1 化* 巧ミ^>0 -1 巧抗 K ル n ト ヲ 巧ザ ル モ ノ ト 

K 

巧お條 1、 巧み ハ 元本が 息 及 ♦用 ュが之 ブ» 巧 KO 巧 A 及々 W 《巧が をな ョ—巧 壤么ヲ まが クコ トヲ巧 

二 •巧 «ュ 巧 9 巧 保 セラ レ ♦ル « 灌ュが 辨濟巧 ュま伟 ヲをヶ ザル トキ ハ ライヒな 相を W ハ 巧な ヲ供吿 お ハ 轴か又 
ハを お 巧ノ 巧權ち ハを カ ヲ巧セ ズシテ •巧 引巧價 格ち 《巧 鸿« 格 又 ハ 逆を 卜設ム ベ キ« か 二が テ 公 《义 ハ ちか 
巧資ヲ な シ义ハ 白 己 ノ巧ザ ニを K n トヲ 巧。 ライヒな 用を 巧 《巧な 權が 二が 他 ノ巧係 ザ 及 巧 玲ザノ お ホが 曲 二 
巧 シテホ 之 ブ巧化 スル コト ブ得 

一二、 ライヒな 用を 西 《其ノ 巧宙ノ ホ與ヲ S スニけ 巧 W おを 巧 わ 二美 ク« 巧-一巧 立シテ 的を 巧 巧 ザ _ 一 おシ之 ヲ爲ス 
曲 《|96 夕 ||通《エ 巧 化々 维 内 玉 五 


m Ira 占な 地 通 g エ巧 法々！！ n 五た 

3 トヲ巧 - 
巧 六が ライヒな 用を 巧ノ巧 引- 1 巧 用 スべキ 巧丰ハ ライヒな 闲 をが 中央を 巧み 么ブを A 
巧と がが 通 ライヒ 倍 用を 巧 證券 《左ノ モノ I - 巧— 之ヲ ホな スル コト ブ要ス 
(イ) 巧 111 が あ 二 巧 (イ) 巧 >1 をムル 巧な 手 お 及 小切手 ノ 現在高 
( P ) 巧 一二が 巧 二 巧 (") 巧 二 巧 ル 巧な ホ お-を クホ權 

(《) 巧 造离ぞ 巧手 おノ 現在な 巧を 巧を 良み ノ 巧が 二が ヒル 曲す 巧手 巧ノ 現在 巧 巧を ブイ ヒス パンク ユ巧 スル 
巧を 巧を •が 先 お 引 二ぶ ク 資金な を 並 二 巧を 曲 手 お 

(二) 一九の 0 年を 月 十を 日 的が 巧 大臣 吿示 (公 巧 巧 一巧 セ セ W 巧)-- 巧 ルな 巧 一 化の 0 ザ お 巧 一二 日 的 ライヒな 
用を 度二閱 スル 命令 巧两條 二が ル ライヒ ニ 巧 スル 巧な をホ權 
巧 八が 本 令 ハー 乂阳〇 年 五月 十日 3 —么プ 巧巧ス • 

ペル 9 ン ー九 四 0 ザ 五月 十五 日 

• » 務 大臣. 伯 巧 シ A ヴ エ—ン •フォンク a 1 ジツク 

ち 濟 大臣 ヴルク 1 •フ ンク 


一二 十ニ オィペン、 マルメ ディ— 及 モレネー が樹 な！： 化^ 

巧 施 ノ巧ノ お 統策举 相が 吿 (一九 阳〇 が あち 一 ±11HW) 

弓 las3 de3 F 亡す ei- imd 巧 e:ch を； 一艮て 2 N ミ IDurchfiihrimg cl さ Wiederv を einifju ミ 
を r COD5to ミ！ 一巧 cpen, ブ lalmedjr cn<l 》 ー ミ 空 ミ t mit dem D さ tscheii Keich- 
/ Vi だ 2ai 1940 (KOBl. I s. 8 泛ム ) . 

を ハ オィペン •マルメディ I み モレネ.- 巧ノ 巧を w 化 w * 巧* 陌 スルを ノ巧苗 (公報 ホーが セ セち) 巧け ノ巧左 
ノ 巧ち ム 

巧 一條 巧 タブ！！ イヤン 巧 タク， シ ノイトラ— ル •モレネ I ブ含 A オィペン 度 マルィ ディ ー み ヴェル サィ ユ 保 ， W ノ 
結 巧 W 巧 巧を 二 化— ペル ギ ー 巧 トナ-' シ 巧を 巧 巧 ハ之プ 巧が 巧 I 巧 || が グル 巧な ノ ー巧 トス 〇其ノ 化 ユ化テ ハ わ 
務 乂 臣倘別 的- IW 巧ノ 巧ち ブ島 スべシ 

をを 5 が - 巧 グル 巧巧 二 が ケル 巧を ノ义 ハな 化 ふが ノ巧巧 ハな 則ノを ムル巧 二な ヒ巧送 W 巧を (を ミを 一な 

wtaatsanReh 寺 呑 ) クが モノ トス 0 W ル 巧这乂 (Volk を 〇ミ蔓 ミ) ハ 巧を 公 巧を (R をす 旨 另 erKes で )-- 化 

9 巧 巧を 巧 タル モノ トス 

望が . r 巧 5_| 巧 グル 2 二が テニ乂 田 Q 午 九月 一日 3, 往テノ 巧を g を (Keidwrech こ义 《ご ィセ 

肝 《 ホ 巧 巧 巧 エか法 お 》 9 • 止 t 



曲 IK * ち 通货エ がな々* 内虫ぺ 
ン州法 ( pr 巧 レち 家ブ 2 一' ミ 江 プ こ プ 巧巧ス 

二、 巧 •ホ轰 大臣 < 養大 お 占 沒ノ上 w 蓄蔓 《プ P イ七ン 州 法ノ巧 巧ヲ章 ザルぎ 又 S 日を 《巧 圳ノ 

巧 苗 二せ， 巧 巧 スべキ を ぞムル コト ヲ 巧。 ち ノをブ ち シタルト キ 《巧 法 曲 法 二が テ 《公が ユ •プ曰 イセ ン巧八 
二が テハプ a イセ ン 法々 お-一公 .ボス ペシ 

一二、 巧* -K を ハ® •ホ ま蔓 居卜 なま ノ主 九闲〇 年八皇 一十一 日 ユまル 迄 « 養法义 ハごイ セン 州法ヲ な々 

ヲはテ 巧け スル コト ヲ巧 

内 •巧这 W ホ A プ P イセ ン州ま ノタ打 ブ巧ス を 現な 法 ハ 巧/巧 カ ヲがス •巧シ 巧な « へノ 巧を ユ K スル トキ ハむ 
ノ巧二 在ラズ 

巧 四が 1、 內務乂 居及プ P イヤン M お 大臣 ハ 本 ホ ホ 巧れ-一せ かお ナルれ 巧を 上ノ規 おプを A 

】 r プ 》 イセ ンお巧 大臣 ハ 巧 巧 大臣 卜お法 ノ上丰 々ノボ 吿ユ 巧*' あ ズべキ が 政 調 ホ 助 巧な 問が ヲ巧 ホス ペシ 
ご r 巧 一巧 力ま 巧 一一な ノ規を ニ シテ巧 ホ W -- 曲 スル モノ ナル トキ ハれ 巧乂担 ハ、 プ P イ センが 巧大ち 二け ルモ / 

トス 

巧 五條 r 巧 5 二 巧 グル# 巧ノ巧 寅へ ノ墓二 學 ル 中央を お 《巧 葵 お トス 

ir 巧巧乂臣ハ丰巧まノ巧：^:皮袖充人巧かよナル法规又ハ：^^化規则ヲをム® 巧巧大臣<巧二巧をユ內9かおトス 
ぺキー おな 政 化 w ノ篇入 及け なノ本 试ヲを A 

巧が 大本な 一义 の 0 年 あ 月 一 一十一 二日 


《巧 《辛 巧 7 こフ •ヒ トラ， 
みな 苗 S 會謀巧 長 ダ！— ングま 帥 
. 內お 大臣 フ 9 ック 
« 巧 乂 岳 兼內明 g おを 是 ブ ン マ I ス< 博 女 

S 十一 一ー オイペン マルメ デイ I な モレネ— 地域 二が ケル ライヒ 

ス マルク 貨ノ流 姐-一 縣 スル 八 叫 令 (一九 W 0 ザ六片 六日 附) • 

<erordm-n 《一. を ミ 苦 《 用 inf 呈 3 另 der 》 至 clism 弓 kw & h 23 {一: in ci ミ つます ま ミ vmi 
Eupen, M ミ 3edy und M ミ 2 net. V 03 夕さミ 1940. (RGB1. 1 S. 空 1.84 2) 

ホィ ペン •マルィ ディ ー 及 モレネ ー 地巧ノ 巧る W 化 W ュ轉 スル】 九の 0 年で 月 二十 111 HW なな 兼 ザ 相 ホ ホ (を 株 
巧 一巧 八 0111 貸)- 1 义キ ぶノ巧 命令 K 

巧 一巧 1 • オイぺ ン、 マ ルメデイ，义モ レネ1地巧ユがケルを巧《ぺ ルガ巧ノルライヒス マ ルク巧トス 
二， 巧 巧 李 《な 下ノ規 をユザ 據シ內 W 人-一が 一べ ルガ H 五 0 ライヒ スぺ _| ッヒ トス 

一二、 內两 人トハ オイペン 、マルィ デイ I 及 モレネ— 4 なヲを A 巧 法 曲 お ± (內 曲) 巧 ュ伟巧 X ハ 居所 ブお スルが 
テノ ちが 人ぶ 法人 ヲ巧フ 。內曲 二が ル ホ W か ホノま ft 及 か 脚 人ノ巧 W 巧 度 ハ 其ノ主 クルが 巧 所ガホ W ュ巧 ルト 
W 地；* 巧エ巧 化な A 内ぶ 丸 



斯 w 汪 rtww 巧 巧エけ 化々 A 阿 ホ 0 
キト 蒙モ巧 人み/巧 無 ヲ巧ハ ズ之プ 本々 ノ 巧が 一-致 ケルの W 人ト ホ化ス 。ベ— ィン 度メ I レン 巧が 苗ノ 化な ハ 
之ヲ 本令ノ をを ユが ケル 內 W 卜巧が サズ ： 

巧 二が 一、 ベ ルポ 巧 < 1 九 两〇年 六月 ご 一十 日 龄* ナィ ペン •マルタ ディ— あ モレネ ー 地 巧- 1 が テを 巧 タル ノ巧力 
ヲ失フ 

一一， オィペン •マルメ ディ I 及 モレネ I 巧な 內 二を ル 巧を W/ れ みを 庙及 ナィ ペンノ ラィ ヒス バンクを 店 ハー 九 
巧 0 ザち 巧 一二 十日 二ち ルを オィペン •マルメディ I 义 モレネ I ノを住 お-一巧 シ巧 一が を 一巧-一巧 グル 巧 ザ率ユ 
巧* 円ず 藻 通せ (银巧 お 巧 補助 巧 ホ) ノ义 ホ ヲ爲 K ペシ . ‘ 

一二， オィペン、 マルメディ ー 及 モレネ ー 地な ノ化巧 トハ化 タノ 地 巧巧ユ 住が •居所 又 ハ ま タル ホ 務巧ヲ 巧 スルな 
チノち 巧 人み 巧 人ヲ謂 フ〇巧 一が 巧 一一 一巧 第二 段 ノ規巧 ハ 前巧ノ おを _ 一之 ブ宰用 K 
阳， オィぺ ン、 マ ルィディーみモ レネ1地巧二巧ス ルぺ ルギー窺巧ノ^1^ん< 1 九阳0年六月己十日|-まル迄么プ 
巧 ムス 

巧云條 】• 巧 テ ペル ボ巧ヲ が テ お 示 シク ル 巧 巧 阳巧ハ 巧 一が 巧 一一 巧 = 巧 グル 换其单 二 巧リ么 ブラィ ヒス マルク 巧 
_|ホ巧ス。 化シ其ノ巧巧な巧ガ本み巧巧が二生ジち«おザお<巧權ホオィぺ ン、 マ ルゾディ》及モ レネー化な 
ノな 巧-- シ テ巧ノ 巧手 方 ホ 巧 用人 ナル トキ 又 ハが 權を巧 苗 人 H シテ オィ •へ. ン •マルメ ディ ー 及 モレネ I 巧が 巧 
_1 お ル ± 巧-- 巧 スル ホ W ガわ 權的ユ おを ヤ ラレ タル トキ _.1 巧 ル 
二， 本み 巧 巧 後一が 內ユ巧 W ん タル ノ餐格 ブ巧そ シク ル 巧！！ を 《か 巧 ノ規を ブ巧用 スル コト ヲ巧ズ 
一二， を わみ 力 おを W わみ 又 《お 话ノ 通貨 ブなテ 給け ノ 目め 卜 な K ノ合お アル 巧を 卜味モ A 其ヲ 島ろ ブ巧ゲ ズ〇巧 


ノかキ 宴 < 其 ノなカ プそフ 0 5 他 右巧務 曲が m， 生ズ •ヘキ 巧が 巧 巧 ハ 何等 ノが 巧ブ をクご トナ シ 
巧四條 一 • ± 化 及 ± ホ ュ巧ズ ぺキ值 巧 ホ-一 お 舶巧權 (schiff ミ さ dr 巧す) 及な 道巧權 (Bahnp を！！ dree 呈ノ 
をを 上 度 公法 上ノわ 的を 巧-- シ テを 巧ノ 給せ ヲ 目め トス ル モノ ホ 巧 テを 二條 / 規を __ 巧— 之ヴ 换巧ス 

二 •巧な < ±ホ なお 巧ノ をな カ ニ 巧 シ其ノ な カブ 巧 巧 スル-一が をな プ巧 K ブ巧 セズ 

=1 .完な 賽ゾな ミれ 巧ヲ 加へ こ クル 走 ノ樓巧 蔓< 導を ノ中 巧- 1 因， ち 料 ニ テ 之ブ 巧,^。 お 巧 おが 
± 化を 巧 おを ( onmdsch 己き 五 も) 及を 巧* 巧を »註 お (巧き tenschu 一き ユ も】-- 巧が ノ紀 おヲ良 K トキド 
间ジ 

巧な 正ノを お ダ 食 f かへ ラ； ル ±# ノ所 5 ノ 中な-一巧 ル ... 牛 < 巧 當霎 • 完ち 璧 タミち 巧完台 
巧 茜券ノ 呈示 ヲお セズ〇 發ぞノ 呈示 ナキ おを 二が テハ不 お ホを 拓所 ハる タノ 占 巧 ザ H 么ガ 呈示 ブホメ を お 李 巧 
ヲ 證券 5 紀ス ペシ 

巧 五 佐】 •な 忘- 卖 二が 巧 巧 巧 ノ规左 II 这 •化シ テべ ルギ I ノ通 巧ブ オィペン •マルメディ ー 及 モレネ， 地 巧內二 
巧 入 シク ルタ 《巧 巧ュ巧 シ巧ノ ザが 巧 だ ヲ 巧巧シ タル 巧 巧ノホ 目；！！ 巧 十 巧ち トノ 巧を ヲ化科 ス〇化 シ其ノ 巧 S 
別段 ノを二 巧り 之 ョ—巧 キ刑ブ W ナ巧筋 スぺキ トキ ハ化ノ 限- 1 在ラズ 。巧 ノ巧 巧ポ巧 失-一巧 ル モノ ナル トキ ハ 
巧を ノミ ヲみス 

二’ 可 巧 巧 巧ヲ 化巧シ タル 巧が < 化 人 二巧ャ ザル トて雖 モ巧拥 併ャ 巧を W ノ がを ノむ _| 之 ブ巧化 スル コト マ 
巧。 特を 人-一巧 スル 巧み ニ シテ之 ヲお巧 スル コト 巧 ハ ザル 蝴な 二め テハ刖 二み 化 ノミヲ 巧 スル コト ヲ 9 
. 一二、 刑 本が お ハ 巧 巧 大臣 义 《ホ ノ おを シ タルモ ノノ ホ お IV お テ ノミ么 ブをズ 

用 »*占《 巧 巧货 工作 法々 《 SJ 、 一 


» か 法 ♦« w 六 U 

巧 巧が 巧濟 大臣 《时 巧乂 を 卜« 巧ノ上 本々 ノ械 ホみ 篇わ二 かお ナルな 規 お’ ブを ホス 

一 化 田 C 年 六月ち 日 ペル-' ン 

ち ホ 大臣 ワルク I •フンク 

•碁 大臣 巧 巧'^ た；；， ン •フ オン •ク 
巧 巧 大臣 フ > ツク 

一一 一十 巧 オイペン、 マルメ デイ— 改 モレネ— 二が ケル 巧 巧 巧 巧 及 

巧 化ぶ がが 引二閒 スル ホな おわ- 1 觀 スル 命令 こ 乂匹〇 堂 ハ 月と 日ち 
verordnunK ebo, die 田 i 日 fphrung dal* C さを Mwebc 百 《 ilb »『 die oeviaonbewi ユ . 
Mnhaf^cng end dntl zahic ち SVArkohf mit a»3 AcslMnd in doll cebi を on 
von Eup き Malmedy und Moresnet. ( 累 Bl. 1 s. 847 ち 

一九 四 0 ザ 五 さ 一十一 二日 巧 オイペン •マル/デイ I 及 モレネ I 跑块 / 巧を w へノ化 ww 巧 ノなノ なが 兼ず 相が ホ 
(をが 巧 一巧 八 0111 ち) 巧 三 一巧 巧 三 一巧 _ 一おキ を ノ巧 命令 K 

巧 一 か r 獨ホ»へな»シクルオイぺ ン • マ ルメデイ—及モ レネ1巧が_-左ノ巧規をヲ巧用ス 


一 一 九 一二 八 年 十二月 十二 日 お な转 管？ 脚 スル 法律 (爲韓 法) (なが 巧 5 1 セ 量 貫) •一九 ill 八 年 十二月 
ご 十二 日 的ち をが 巧々 (居を を 巧-岳 スル 巧 則) (なが 巧 一な 一八 五一 巧)’ 一九 一一 一八が 十二 さ 一十一 二日 附爲 
巧 巧 巧二阴 スル 法 巧 巧け々 (な 巧 巧 一な】 九 六 六 頁) •一 化 三一 义 年の H 二十 义日 的を 链巧 が ユ脚 スル 法が 巧 一二 
ホ 巧 巧々 (公が 巧】 な 八 セ 化 巧】 及 一九 一二 九 年 十】 月 六日 附 なをを 巧三閒 スル 法 ホ 巧の ホ庞 巧々 (公 部 巧 一 
巧 二】 わ 0 貢) •巧シ 巧 ノをノ 規巧二 巧-' 之卜巧 ルを ヲ爲 シタルト キハ化 ゾ化ユ ホラ ズ / 

二 一九 一二 五 年 二月 二十 一二 日附ザ I ル ラント- 1 が ヶルな 辟を 巧 及 おか 支 巧 取引- 1 閒 スルな を 巧 巧 令 (公が 巧 一 
巧 二と 八ち) ホ訂 一丸 111111 年 六ち 九日 附巧ル 支が 巧 お-巧 スル 巧 お (公が 巧】 が 一二 四义 貫)。 巧 シ本令 巧 巧 日 
ヲなテ 巧】 が 巧 一二 巧み 巧 八 か II 巧 グル 巧 日 II 代 フル n トァ ルベシ 
一二 一九 三 一田が 十ち 十 ス 日附 巧を 巧 巧を 巧 教立二 巧 スル 法 巧 (公が 巧 一な 九九と 巧) 及 一九 一一 一八が 八 H 十 云 H 
お 巧を 巧 W 金 巧 致な- _ 巧 スル 法律 (公が 巧 一巧 九九 七 巧) 及】 か 一二 八 年 八月 十一 二日 附巧绝 お 巧を 悚お 立-脚 
スル 法 ホ W 巧々 (なが 巧】 な】 〇阳セ 貫) 

西 1 乂三二 年 セ 月 二十 セ 日 的 かか ミが 巧 巧 中 吿二凹 スル 大巧 お 令 (公報 巧 一が の〇兰 貞) 及 一九 一二 一一が あ 月 
一二 十日 时巧ホ ぞが巧 務申吿 _1 巧 スル 大巧 巧 令 巧 ニ ホ 巧 巧々 (を 報 巧 一巧】 セニ 貝) . 

ち 一 九三一 六が 六月 二十 六日 时か哀 梅 —— 巧務 おを _| 閱 スル 法が (公 巧巧一な 五一 あな】 及 】九己 六 年 十二 
巧 五日 的 ホ W 巧 根 « おユお スル 命令 (公 巧 巧 一巧】 0 1 0 貝】 

六 一九 一二 わ 年 おち 二十 セ 日 おか 巧本滿 期が 制 お (公が ホ ーな 六 ou : A ) み 一九 一ニ セが 十月 十】 日 的 巧 かみ 本 
巧 巧が がを 巧 巧 令 (を 巧 巧 r 巧 一】 一一 五ち) 

W Jia 占 «地« 巧エか 化か & 内 六 ご I 


お 历巧 巧 娩巧巧 H 巧 化を 巧 巧 六 内 
二、 巧を 曲へ 化 iS シ タル 巧な (巧 一巧)- 1 巧シ 本々- 1 化 9 巧 巧スぺ キ規を ユシ テぶ 攘巧用 スル コト ヲ巧 ザル トキ 
《之 ブ巧用 スル ヲが ゲズ 

三 一、 オイペン， マルメ デイ ー 义 モレネ I 化 巧 ハを をを ノを巧 二が ケルの 两 トス 〇二 巧ノ 地が 二は 巧 •居所 又 《巧 
務巧ヲ 巧 スル 白が 人力 ま 法人 ハな を 法ノ巧 蘇- 1 が ケル 內 W 人 トス 

オイペン •マルメ デ ー 及 モレネ ー 巧な 二が ケルル W た 程を 巧 化 巧 二 化 テ ハ ケルン か W 巧 辞 巧 之 二な ル モノ トス 
巧 一一が 1、 オ^^ぺ ン、 マ ルメデイ》及モ レネー ニをたス ルち巧人义法人 (本々巧 一 か巧三一巧) 《 一 九阳〇年ち巧 
十 円-一巧 おシ义 ハ】 九 wo 年で 巧 十日 ョ 9 本々 巧け 日 ユまル 期 W 二 が テぶ 巧卜巧 リタ ル左ノ 巧が おヲ巧 巧大担 
ノを メタル わ 巧 二 至 ルを オイペン W なが 巧 まな-一 申 吿シ义 ハ M 满 々を トシ テ W 巧 シおハ 譲が スル コト ヲおス 
一 巧 か ぞ梯キ 巧 

二 か 苗 巧 巧 巧 〇 W 仍シ巧 W 信 W 巧な ユ巧 ル貨巧 巧を (wiihrun ち ko ミ en ) 二ぶ ク 化が ヲがキ 巧 內«權 《之ヲ 
をマズ 

一二 巧 W 巧が ヲはテ 巧 ホ シク ル か W 脚な ホが 及 ルが キ 
四內 W 巧 巧 巧 かが®! 

五を 

六 か W 有が 話 券 

セ オイペン •マル デイ ー 义 モレネ-- ホ 巧 ブげク 巧を お- 1 化が プが スルな 巧 摩 巧 又-ハ 提巧 なを 材二化 ル々 お 勘 
を〇 巧シ申吿堯巧ザポ 】 乂の0ザ五月十日2^が 二 ちが馈れブ 化巧シ 义 < 本巧日：^削 >1 らが«构ノぶ々ブ巧ス . 



パ 




- が！* 法 ホ！！ 巧 各 巧ち- 1 巧— 巧 可ブ巧 シク ル モノ ナルト 午 
八 申 吿# 巧を ポー 九 两〇年 五月 十日な が _1 お得 シク ル 巧 W 巧 巧 證券 〇化シ オィペン 、.マルィ ディ I み モレネ 
1 ホな 二め テ 提的シ ♦ル 巧な 證券 ハ 之 ヲおク 

こ r ラィヒ 5 ンクホ 5 巧 二 巧， 申吿 シク ルち 為 5 シ賠巧 ヲ島サ ザル トキ 《お 巧ヲ巧 タル 巧 ラィ ヒス ご 
, ク义ハ 巧ノを 巧を 署ユ資 巧 スルトを— ♦ル 方を 二 巧 9 右 有 價物ノ を 分ヲ爲 K n トヲ 巧。 ラィ ヒス パンク ガ賠な 
ブ爲 シタルト キハ巧 ノ時ヨ 9 ル两 島を をみ 同を 施 巧を* を A ル 制限 又 《巧 止-二股 スル モノ トス 
巧 四 巧 ペル ボ货 _ 占， ま 示 シク ル オィペン •►ルィ ディ， 及 モレネ 1 .ユ在 ルを 種 ノ货巧 二 九 阿 0 年 六 互 二十日 
c 至 ルを ホ困爲 を 筑をノ 意 ま _| 於 ケル 對ルま 巧手 巧 トシ チ之プ 巧巧フ コト ナシ 。ちみ « 巧 ハ 本 巧 日を 通ク トモ 三 I 
日な 巧- 對ホぞ 巧手 巧 トシ テ オィペン •ラィ KK パンク ま 店 ユ申そ シ又ハ M 巧 巧を トシ テ 巧が シ又ハ 譲巧ス ペシ 

巧 五條 島 S 重 ハ十襄 巧を S 力ま 巧 セ十襄 二ち A ル 巧 愛 其ノ他 ノ薑ハ 本令窒 一巧 霎四條 ま お巧爲 

a 亦么ヲ 巧用ス 

巧 巧が オイペン •マルメディ I 及 モレネ I 地な 二 巧 ケル 現 巧 か W 爲巧 法ノ 規定 《本 令ノ 巧け 卜 同時 = 么ブ 巧止ス 
巧 セが 丰令 <1 化の 0 年 六月】 日 ョ， 么ブ 施行 K 


ペル— ン ー义 巧〇 年 六月 セ 日 


» 興 g 占領地 通貨 エホ 法令 《 


• 巧濟 大臣 代理 
巧な 大臣れ 巧 


ラント フブ イト 博 ± 
K ツブカ I 卜巧 ± 
内力 五 - 


p» 


MAS 餐 地逢 貧 工作！！ 令！！ n ホ々 

がな 大居次 をれ a ゥ 玉 

♦ ♦ 
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tfics た！！ 

〔一 ち 

Hoch 夕 W ミ ner. 

、 Deutachs Kr を srecht- Berlin* 1939— 4 夕 
- 六 w 巧 pesser ， £ 『 ち h- 

ICri な sre^t 古 amb 巨 rg- 1940. . 

里を Amall? Wilh 么 m. - 

Deutsclls Wirtschaf ミ echt ， Berlin* 1939. 

- - 

Sch6 日ず Icier, Hci ミ ich. 

Deutsclie Relchagesetz 夕 NiUnchcn 呂 d な 巧ご夕 1940* 

V さ 一ち！ . ctzeye ご 

Dio AnordlllmMan Ncn Dcrc 泛 iihrnw As < 万ユ： 1 プ 33 を iins ， 1940. 
>2terll 塞 - >lf3d. ， 

Dio deu 著 tie 巧 d 巧 swirtschaft- 尸 e ぞ z を 1940. 
dchomDenin 夕巧 be 『 hwni. 

wirt^chafuorgwHiKati 含 . im xri 其夕 Jena • ち 苗 • 

♦ 

weicll ミ d •田 rn 巧 . 

一 Wirtschafttbe を吕吕 目 gen f に 『 die xoichdbeh な ！* den" Berlin, 1935, 
Musbwi- Arthur 一 OS oe§ を utsclie Wirtschiiftsrecht, Berlin 192N 

本書 《 It 巧 


ホ 




東. _# わ. 插 « . ; : 

: 〔ェ •き ：. 

sulls&efon ; ら 6rinkel. 

巧 ミ tellrecht| Berl ざ 1938. 

Leonh ミ dt, Hanf 

す dstr 宝 la wehmirtachaft.’Berli 夕 1938. 

Deutshs Reich 巧 esetzbuch f ミ Indust ユタ 苗 and え 旨 d Geworbe n. Vierteljahr 1940. Berlin, 1940. 
Levy* H ミ 3an 口 - 

す dust 五と G ミ 日 any ， 0am 蚕を 夕 ちが . 

V を 一さ - T'horatein. • 

Impe ユ をを rm 旨夕 N ミ York, 一望 • 

•〔哀 柔〕 • 

K ミ 

• 巧ユ 58em 化す 旨 g- 尸 U な 巧夕 1939— 40. 

Sa ミク W 妄 elm. 

D 泛 Reichaerbhof ち Set 2 _ B 句ご？ 1938- 
Habil- Dozeht und Schill さ 1C ミ I- • • 

•M ミ ミ 32 己 ieru 呂 imd M ミ kt ミ dau ち in &or Welt ち rarwirtshaft J3 ぞ 一を 0. 

巧 ages' 巧 rib. •- 

V Genoa き sch&tsrbeit im zeubsernclorf- stuttgprt- 1940. 
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巧 
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•こ：. • 
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Jahn- UI ュ ch. 

Die Dectac 口 3 opf さ g を r&uclie bei Ack ミ bau end <iehzucht- W 田を t 巧 reslw ぞ 1935* 

Deutsches を ミ istiaches R を chs ま - 

Bodenbenutzu 呂 end 巧 mte 19 沒 - Berlin- 1939. r • 

Ned ミ f •田 ei ミ . 

5« i-ecbUiche Bed ミ t 旨 g &er Belast 旨 g- 目 d Voll を ecjcunsbwchrinkung 呂 da Reictiserbhofgesetzcs, 

5- Heft,ssttg ミ • 19 技. . ： < 

古さで K を- il - 、 
De 『を 9c 民 ftagw ち in Erbhofsachen-Leisig- ち ど . 

Rciac 互夕至 anna 百 n, 

Deutsche を rspolitik ， Berl ぎ 1934. 

Roenne、 Willielm von. 

20 K さ *! lung dar ぞ netz— <18 1 ミ dischen Bods* in <13 zeit. Yog: ち . Ja す》 un4 巧 • bi» Nur 塞， 
wart ， insbe き d ミこ。 preussen- BerUn 1949 
dchcrmwuxl- Arthc p • 

Deutaclic Agrarpolitik, Neudeutn. 194L 
ヴま egs 、 W. 0. w* wmat Mori な >md 广 一 

Agsrpo 夏 ache schrifts ， Leipzig- 1938* • 
seberigart- 巧 / Adalbert. *• •，• > •こ v ‘ .--一 

•Dor 巧 3 かす 旨 《 &»ush と 《 d03 lieutachen Voile 夕ぞ rl? 1937. . 

* * の •成 ： ~ ミ 
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Zieg 么 meyen W ， - 

Rohitoff.Fr ち ミ d ミ { ー ミ tKhen vollctemiiihrung* Leipsig- 1937- 

t ： ••巧 

Wohlha ちご R ミ tr 召； Berteltmann. 

• . 

ヴす Kes ま ミ prei&ildung* <0r8chrift3 

- - 
Munczi3khsut 

IC0mueic:h3unw* IreugoMpltung C3d IreilKkberwachcng Aun Lebdnsmittel* L^pxig ， 一を〇 , 
巧 e 百 tro タミ • u‘ 8. c- 

ProU さ rac す iften und Wirtrcha ミ praxis, ジ泛 Igarl* 1938‘ 

/ ■ 

び ch き ermann- 『ユ な . 

P をを Idling 旨 d P をを bcrwachsR を ofuncutccken ， Berl ぎ 1938. 

W な ミ ご ジ sef. • 

3 け PreispoUtilc im Vier で hrsplst J3 ， 1938. 

お 巧〕 

Zelbe ご xarl. 

Dio Cs3t8d1e lew 是と msktpo 呈 》 aeit 1933 •尸 ei ちぞ ■ 1939. 

召な 马 ahpuaen, Hein ユ ch* 

De 『之 o&au des deutschs ICroditsysttmsyBerli 扫 f 1 客 • 
stlln- Edgar * 


Theori® und PraxU ま stlichel IcradspoHtilc を r G さ 3srt_ T'ilbings • 一 送 . 

Wilmann ダ We 吕？ - 

ミ flaUon 旨 d F ミ slwirtachaf ご wiirxburv- s お •- 
Geilen エミ mann - 夕 

Die I なと ミ Kreditistitute Deutac 互 and ザ >ufs 互 s §d >&ba ぞ Ihr wirks s Icrcditillct, - Ber. 
穿 編. , 

0 ミ 390 ミ Ide und Schrbden 

巧 mkdepo 巧 eMtz* Berlin 1 适 7. , • I 
Nwhn- JchcissA ザ c. * 、 

墨 

oie dstache 巧 ank 旨 d ICredi だ esetagebung- Be を n- 1937 ， 
lof Wa ミ r- 

Die cJeutache stst を na3- Wirtschaft im ICrieg 夕 Stuttgart, 1927. 

Gedruckt in ま r weichsbankdrudc ミ 聋 < ミ waltung^bericht der cieu 夺 hen Reichsbank を 『 das ジ hr ち 38, 

Beiiiri, 1 塞 ‘ 

W 么 t さ巧ユ ch. 

口 ie cl-schs d3 巧 Wpital3angels in DenUc 至 5d, Tiibi ち 3 、 一运 L • 

Sch らぎ夕 W ち ミ ご 田 . 

R 生 chshwushaltsrdtlung- Berlitl ， 1934. 

Blau， Bernhard und Aefteti ミ - H を ミ • 

巧 esrrec す und B. p B‘ Berl ぎ 1934 ， 

历 33 。ミ - Harbert- 

丰 ♦の娜 A . • ! « セ ー 


cie Beiteue『unK oer Geaellscbahcn daw GeaellschafterwechaeU und oer c 目 wandluogen 、 stutuzart* 


〇ユ 811 こ ulius •- 

尸 ehrbuch des Ste ミ rrechts, I ， Berlin ， 1933. 

Dziegnlowski 目 d "rhulnen. 

Das Reichabew 巧 tungsgeaetic- Kommmta ヴ B^lip 1935. 

Eichbom- 》urt voo. 

Gese ご dchabtsrecht und stcsrdBcht VIS 巧 cksteixie de3 Wirtsha ジ sbausi Silnch3/1938* . 

, t こ \ • . ..こ： •••こ ブ 

Jacht 、 Horst* . .•一 - ’ 

•Kri 巧 sfina ミき - B ミ ーぎ 1938. 
panuoyl H ミ 日 ann- - 
Kriag 巨 d 『 inw 百 Zen ， 里！！ 日 burg ， 193d' 

Bochtel 、 Heinrich. 

probl»§ d ミ 巧 五を sfinaxui ミ ung* J き 夕一ぞ 0. 

FI を acher ， Adolf. 

Kriegafinaiui ミ 旨 K ; untei: 巧 inschluM <!& totals x ユ ささぎ lin* 1939* こ . 
Wieneke, ICarL . 

Minkcmmen さ euergcM な VO 日 16‘ oktobe" 1934 、 Beru ぞ 1935. 

Arentt sch> 至 • 



さミ 3- Geo 另， 

oaa < ミ 3 を sstesrgeac に 1934. xc ョ msts Berlin- 1936. 

Kiuckhohn •巧妄 elm. 

巧 npit とさ rk を r まさ ergoje c'Berlin-1935. 
schuis- Lud え g. 

oie org 旨 th3 五 0 im cmsalstau ミ rech ご Berlin- 1935- 

〔巧 働〕 

Roh 吉另き dScliraut 

Die >rbeitageseue を r Gags : ミ ご Bcrli。 und r を p を ■ 1938. 

宙 uec ドを f3d. 

Deutschew >rbeit 巧 echt- Berlin, 1938. V 
巧 uedc; spper*dey" Dietz. : 
GesetN Nur ordn 旨 w d ミミ tionuls Albeit, suschen 目 d Berlin- 19391 

Schmid で 巧 3uen 

De 『 > 塞 tsschuu in d ミ！ { ユ这 ミ irtschaftv Berl ぎ 1939. 
umbreu ， p‘ und Lorenz, 0- 

De 『巧ユ eg §d die Arbeit ミ er 岳 Itnis, Stut だ ar ぐ 19 沒 * 

ジ Ilm 夕 D. E. 

Das A『be を 3c すを r 巧 riegawirtschpf 二 I •ぞ rli ぞ 1940 • 

•本 •こ 巧 、 H 七 M 


# 


本書の* 威 国 セ ■ 

苗を ジ Ac 压 3. 

nationals 江 ali を ache >rb6it8po 占を • wcriburg- 1938* 

Mansfeldi w. 

Dia Ordnuns d さ吕 tionalan >rboit- Berlin- 1940. 

Sctm を <ler •否 c す rd §d wolkersdorfen 式 ss. 

>1'beit§itord3unK- Be ユ を 1S7. 

逆 ru 々 - Friedrich. 

oeaetN z 弓 Kegel 旨 《 d3 >rMt を ミ atrs 旨 & die dlls er 《ミ gen* Anordsungen 巧 erlin, 1934. 
Roh ョさ。 usta 夕 

>rbei を eitordii 旨 尹ぎ Hn- 1936. 


a 加 •表 

丰 文* セー ー巧： 3 SC ミ s & ミ さ id た B ミ 9ナ* 

■ 、 H 氏 巧 巧 
-1、 お 交 

ご" 

^ を ごな こ 

g & を (を ミ】 (ち-】 • 

円 公を (お a «】 

X 

五 な m (除 g 輪】 ( gill ) 

六 か 《 (ホ a 輪】 

X 

たみを 巧 . 

M ( S 】 ‘ 

み (i 一 
八 梅 巧 sg 

X 

化 «« (ホ！！ 巧 ♦♦】 

X 

10 を M (除 »»»«〕 ( g ホ】 


(な こ K 巧 夏からの 公共 巧資 s 

(な 二】 公共 ♦巧 巧ち » 巧 (かちを ホむ】 • 

(な 一二】 公共# 巧 巧 交 度 柏 (かちを々 t ず、 M 巧の « 巧 巧からの 巧 » 

(柱 内】 ホ資 をを t ず 

(な 五】 ホ 交を 含む。 . 

(店 ご W 民 巧 得 tQS ま 窒巧 巧 

ホの 香に ょ。 巧 かれる か <、 g 養を S は 《ま！！ JR キ巧 として、 がを 巧 巧 ggA 巧と いん 白 ぉ 主 > 的妄を 巧つ ため^ 
はれ < 、特に 公重菱 呆夕に 《て w 家 ま 田を 空サ と、 # 的 望 Q 中. ilQ 方向に 《つて ちん ど Q でぁる。 

巧、 本挂 ホに ついで 巧 を すれち 右は 5 •乂 (ミァ；々？，】 i 店* 公支妄 と 巧んで ミの 巧 望. び投ミ • 
巧 上 これを 正# に S ナる こと Q 困！！ なまが をつ た。 例へ ば； 二八 ザは SQ 巧 ミ ーー ー十一 1 C ラィ； こ， をて ざる 
か 211 入に i 巧？ ぁつた。 一空 一ぶ T 1 九 ミ 年に まる £ s 入 忘年 や巧 二十 六 但 ラィヒ こ；々 わ。、 それ 

< SJSQ 全 至 5HQ# 圣 ska んど Te 至。 本 S ょ 92 SQSSii?* 比 S ミを す ミミ も 

6 が、 この 巧 交の 《« のを 巧 目 1 軍 « - ftgg 殖 巧の 堯巧 «、 * 路ホ K •等 I は 明か ゥ ない， ，おし、 すたは «a に 於け る » 濟 
网 なのれ* fc をナ ものと しでの* 巧を 有つて &*• 

« ちゃ 卜* « は* •年— «かた をす. 7 ； 。 'T , ろ：：： t .' .. 
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語 


集 


本* なかの 部に 巧 r る 主要 》这 なの » 巧を は 下 ABC 1 [に iHSH •る ■ 
但 U ホの 法を のがに 巧 巧な きものに ついでも， 法を ■巧の ち « め 扉6 
は 直 £ 之を 巧 巧した • 


.が 





を 



因 



回 




Ausfiihmngsvorachri れ 施 巧 

規を （Ddchfiihningsgeset も 
• Durchfahruti'^sverordnung % 
巧 ノ爲ノ I ■則） 

Ausgleich 巧 ホ， 諸 巧， 巧 佚 

♦巧 巧 ' 

Au3 化 Tvlische Verk ピじ 巧 ホ あ 

が 

Ausl が un 巧 regel 解 巧規を 

AusacWus が ri が が 巧 胤 巧 

B 

/ 

Bahnp お ndrecht れ通 祝 • 

Bank が わがが 法 巧 ミ K 人 

Barzahlun が koiiti 現を ま 巧 巧 

が 

Beamtenrecht をを 法 

Beam な 打ぶ ichsrecht 官法 

(Land ノ をち 二閱 スル Re ミ ch ノ 
を） 

Beauftragte lur den VierjahrM- 
が an …… 四 短 年が 巧を 託を 

Be-iu む ra がが 受任 ホ， ま It を 

Be が edi が ng 巧博ノ 滿足 

ち efri が unf? 巧 巧ヲ的 ■スル コト 

begrenzen 々ホ ヲ 立 テル 

3egrdndung 設立, 19： を， 巧な… 

.••(封 aufhebuixg) 

Bekamit が be 公示 (吿 示） 

Bekaiuurn こ chutig (ofienthche;... 
• •ぶ 吿， なを， 狀 
Bel ^gen m れ abga こ e 打 belegen 
…… 公 巧プ裸 スル 

\e3 gehc im) BenehmenC mit } 

，一... ノお巧 ヲ經ル プ耍ス 


も ndumngs が elle 3 十赛巧 

Beschr^ken 勒 巧 スル 

I Beschuldigte • .巧吿 > 

1 Beschwerde 訴獻 行政法 上: 巧 

I だ C 巧 お streitige Verwaltungs- 巧 
I gerichtsbarke なュ對 ス）, 抗吿 （お 
I ぉ 法 上） 集 

i Be がを tigung 巧 茜, 化 准 （Sank- 

I む on) 

Beitehe 打 が 巧 

Bestellung を も 併 作， 任命， 

微 

Be が euenmg 巧 teu げ 巧稱 が？ 

■ Be stimmu ngen 規を 

■ Beteiligter …… 利を が 係 人 （Inte* 

1 re33en0, 巧 巧を (法律 巧貧义 ハタ 
i 約ノ） 

I Betrlebsabteilung 轻 § 支 巧 

j Betriebsarztu 打 tersu 沈 ung 巧 

； 替费 ノ菱巧 

I Bet ri ebsauf wand 轻巧資 用 

Betriebsordnung を 苗 嘴 則 （が 

; 巧） 

Be が ebspriif が を. を 校を を 

j Be が ebs が off お KS ザ 

, Betrieb, Wehrmachtau な rSge aus 

I zufahren 軍 おエ瑞 

, Bevollm お: h むがげ 代理 入 

Beweglicher Preis ザ 主 刺 面が 

: Bewei3 |§^ 3 

I Bewei がな hrung 立證， を进 

: Bewe ホ …… 應 募， 範巧 , 

Bewerber お 募を- 巧 願を 

I Bezahlter Urlaub 巧 於が 巧 

、 '. BsnirlMausschu ぉ 躲參宰 か 

I Bi だ verleger ビール 閒屋 （案 


A A 打が が elite (巧 Arbeiter; 

* …な a 

Abfi 打 dung か 巧， 補们， を 協， Amneldlu 打 g 中蘇 屆衍， 申批 

( 逛 之， Befriedigung des An- ! Anordnung 訓令，々 


spruchs = 任请 ノ滿あ ノ コト） 

お Abfordern 巧ぶ シ テ 得 ル 

(Abverlanf?en) お 巧 スル （ ab- 
berufen) 

Abgabe ffi 巧， 巧 物 のけ ab 併 ’ 

ben bele 併 打 な 巧ヲ巧 スル 

Ab 併 bense 打 tsc 打る が が ng が 

巧 補 巧 

Ab が enzung 托 onten 圳を觀 を 

Abrechnung 

1) か 巧 （ ausgleich) (R た 

chnu 打； ; 3ab9chlus3 ん Abrach- 
nunf 5 halten 巧 スル コト 

2) 巧 引， 格 除 

in abrechnung bringen 间上ス 

ル コト 

Absa わ 巧 

Ab^chlusskonten がな 

Abteilung 带辣 

Abtretunj? …… 移祐 法が （幸 •トシ 
が f 法が） 

Abwesend が ず 巧を 

• Abw esenheit 不ホ 〔 生がず 明 

ヲ广巧 ハズ戏 巧戶巧 （ aufenthalt ) ヲ 
2 ホッタ コト〕 

Alck 、が e け i 斬 貧を 

Ak ， の rdrichtsri わ 諸を 巧 率 

Akk つ rdsch 別 e 謁負ノ 鉄 

Akkordschneider 站負货 が ド 

Altmiiter ミ alien 故* 晚巧 

Analag aiweivrie 打 類推: 適 HJ: 


An が haffungspreis 巧 お 

Antraj? …… 諸ぶ， 申 謀， 中立 吿お 
auf Antrag ( 法 こ 謀ぶ ヲ俟 テ ) 

Aiw ピ 3jng 指令， 令， 指 ■ 

Anzeige 迸 巧 

Anzei が （ blosse Anze: が ) 吿 

逸 

Anz お ge が ! icht 迹知菜 巧 

Arbe け 巧 お 

Arbeitertum 巧 仿^蜗 

A か eit 汾 mt 巧 か 時 

Arbeitsbereitschaft 巧が が 篇 

Aroeltsoeachaffungsmassnahme 
…… 巧 》 巧が ぶが 

Arbeits^hicht 巧 か著ノ 交を 、 

Arbei わ schlacht 勞が巧 

Arbeit ぉ e ミい rdmmg 巧が 時阳 

が 供 ’ 

: Argiistig 蒂なヲ W テ 

Artikel が 

Auflage 巧 金 

Ausiuhrungaanweisunf ； 巧 口 

: 訓を 

Au がな hrun で ig が ミ わ 祐行が 則 

(Reichsg がが Z 各 Land 二 巧 巧 
スル 爲メ， を Land 二が イテ 判を 
スル 法韓） 

Au が 由 hrngsverordnung 巧 巧 

細則 （ Reichs ぶが が Z ヲ Land 二 
祐巧 スル 巧， が La 打 d 二 於 イテ勘 
をスパ 命令） 


E が 3 chjeidung 判 か （庚- 義んを 

钟. 

Entschliessung かを， 

E が 如 lu ぉ 化を， 巧 話 

en 邸 rechend anwenden 準用 

スル 

Entstehen (Entstehung) 巧 立 

Erbbaurecht • •• ••• •地上 權 

Erbhof が 3e じ が 典 ま 上 法 

Erfrischungsraum 

Erfullung Jtifj 

erganzende Vorschrift 補充が 

を （任 怠 街 巧ノ化 分） 

Erganzung 巧え 

erheben 沒化 スル, 巧リ 立 テル, 

獲 起 スル （おを ヲ） 

erhdhte Steuer 增な稱 

Erlasa 布吿， 挪 を， 吿 を 巧 

巧这 (おを） 

Erlass des Fuhrers und Reichs- 

kanzlers が R (ホを 巧 ） 布吿 

Erloskonten 巧 上 

Emennung 任命 

Ernennungsbri が 巧 令 香 

Emennungsurkunde が をを 

Erneurung (Ernnung) 巧 新 

巧 巧 

Errlcbtung 作が 鼓 ! 51 

ersetzen けへ ル 

Emitzung 巧 得 時 巧 

Ertrag 化廷 

Erwerbszwei が n 巧が 部 巧 

erwobenes Rechl 取 巧 セラ レ 

タル 话利 

Erzeu 併 ホが riebe 生產 案ぞノ 

をな 


I Erziehungsbeihilfe 巧 育 補助 

费 

J 

F 

Fahrzeug が 巧 具 （ SchWf, Boot 

等ブ をム） 

FamiUenangeh 插 ger おお， 同 

巧， お 族 

Fam 。 お na 打が 打 o3sen お 故。 

16 スル 入 

Familienmitglied おお 

Feierabendgestaltung 

mm. 

Fe が genzeugnis 完巧品 

Finanzkasse 巧 巧 

Flnanzkonten をな おを 

Fleiachgerichte 巧 巧 巧 

fordem 痛 求 スル 

fordem 化を， 城 ホ , 埃 巧 スル 

Forderung …… 說ぶ 巧， 巧樓 

freies Ermessen 自ホ装 量 

Frei s が zen 免 殺 Sfi 

F ristbesti m mung 巧 W ノを夕 

Fri が en 期間 

Friich ぉ...... お 巧 - 

FViihschicht 早け む ホ 

G 

Gastwirt かを 店 ま 

Gau 大を话 

Gebaiide 建 お 

Gebieteiid が Recht 强巧法 

: Gebie ね her • ろ inigung 地が を理 

‘ Gebundener Preis お 巧 fS が 


を） ‘ 

Beiiverteil が ピー ル 供給を 

Bleiben 谭 ル， 巧み ノ 目的 トナ 

ル - 

Block M 

Bosglaubig • 惡意デ (ま ル 事資ブ 
なッ テ） 

Buchflihmngspf な cht 巧 巧 作 巧 

巧 巧 

Bundesan が hdrigheit 巧が 冷 

Bundesrei 沈 ...... 巧 舍帝再 

Bundesstaat 合 衆 巧 

burgen お き スル 

Barger 巧 長 

Bargermeister 神 ておち 

Burgerrechtsalter 公 お年お 

C 

Chef d が Reichskanziei 巧 巧 

巧 記を お 

D 

Dauer …… 巧 巧巧视 

Deutsche Gemez ndeordnung 

巧巧巿 がけ 制 

Dienstbuch 服 巧手 お 

Dienstordnung 服 巧 傲 U 

Dierwtpfli 沈 t 巧 務お務 

Dienst が elle …… 胃 巧， 易 巧^を 署 

D>ppelvertrctung 巧 方 ftS! 

Durchf ahrunsabestimmungen ••• 、 
…祐卞 谢‘ 則 

Durchf ahru 打が が setz 庞巧法 

(Rdich32e が じ ヲ R お ch 二が テ ^ 


巧 巧 スル 貧ノ巧 則） 

Durchf ttrhningsveromnung 

巧 巧 令 （ R お chsg 許 etz ブ Reich 

二がテ tt ^^スル島ゾノお巧 D 

Durchf な hrun が vorschriften 

巧 巧が 則 


E 


Ehestandsdarlehn 結 巧 巧 巧 上 

em benitender Ausschuss 巧 

巧を 貝み 

Einburgerung 膊化 

Einfiihrun 巧が setz 巧 巧 法 

Eini の ing 合 息 

Einigungsamt 停 巧， が 巧 i 巧 

垃 nkommenausfall 巧 得晚冻 

技 nkommensteuer 巧 待 巧 

Einordnung おが 

拉 nrede …… が ; 巧， 化焊灌 

Einsatzf が li か eit 度植 ろ 任 

einschr ミ nken おわ， 制止， 姑 か 


拉 nspruch 巧巧ノ 申立 

El 打 topigerichte und Tellerge- 
rich ぃ …… 巧 巧 理义ハ 皿 盛睐西 

Einver3t:andni3 話 解， 中 合 セ， 

巧 合 ， 

に mviUisrqng …… 同 怠 ( 幕 百い） 

Einzelhandler 小 責衙人 

Einziehung. かな， お 化 • 

Enklaven 

Entgelt がな 

entgeltlicher Vert rag ち 度 • 

働 

En け eiher 巧 用 借 ま 


Handlungswille 巧 爲をあ 

Hauptrecht ま タ ル 巧 利 

Hau が unteTBtatzung がか 

iTnuptyenvaltung. . . . :. 中央 管理を 
Haus 家屋 

Hau3geh6ri が r 同 お 

H au3geno83en 其ノ案 二を ル 人 

H 洲 3 が 11033 enschaft 同换 照な 

HausgewerbetreibeiKicr ぶ 巧 

工美を 

heben 巧牧 ^ ル 

H か U n が beaiiit げ 货牧を 吏 

Heimarbeiter ぶ 巧 巧 かを 

Heirnfallsanajm ! 沈 持 巧 巧 

Heimfallsrecht 巧 度權 

H ei im な ttenamt をを 局 

Heuerung 日 麻 人 

Hilfs3toff •••". 補 巧 巧が 

Hintenanhagesystem るが 巧 位 化 

が 法 

Hinweis な證 

Hinw お sung 指 巧 スル コト 

h6ch がげ Preis 起 底價格 

hdchatpersonliches Recht 巧 

ザ Ktf 

Hoff nu ngskauf ホ ミ資巧 

Hoheitsbereich 白 ま ti お 西 

hohere -Gewalt す ザ抗力 

Hohesatz 觀率 


In が vidiiaU 位 tsrecht 俩人巧 

Individualrecht 個人 巧 

Industrieverlagerung 

姐 巧 


Inhaberpapi が ..;… 巧 記 あ 16 券 

inlandisches Recht 巧 S 法 

Inter 巧が が 利を 踩な人 

J 

Jahrealohner が が 著 

juri が sche Frachte 法を 巧實 

か ピ が scheHandlung.... 法的 巧 S 
( 庚 義ん 巧 法 巧巧孩 ( 狭を） 


K 


Kabinettsverordnung 曲 令 

Kaiserrei 沈 巧 巧 

kais が 。 che Verordnung お! 令 

kann nicht スル コト ヲ 巧が 么 

二 巧な ス ル 巧技 ハ お 巧） 

kann nur 二巧リ スル コト 

ヲ巧 （么ュ 巧 反 スル 巧这ハ 無な） 

Kantin 々お , 宿 巧 

Karifre れが を ま 円 

Kauf auf Besicht …… が! 資巧 

Kaui auf Probe おお 巧 巧， 蘇 

巧* 巧 

Kauf nach Muster 見本 巧 巧 

Kauf nach Probe な 品 巧 巧 

kennen か ル 

kennen miis^en (Kc 打 nenmiis が 打 ) 

知 ル ヲ巧ぺ 力 9 シ 

Kenntnis 知 レ ル コト • 

Kinderennisse 併 ng Y • かおみ K 

Ki 打 de 口 uschl が み 兒が谢 金 

Klagerhebung 訴教ノ お控 

j Kleinhande わ re;3 パ、 巧设か 

Kohlenbeziric 获满換 


geburen 一な 巧 屬 スル 

なお 11 が. ••.•••曲が 高拂 
gegebenfalls 必巧 卜設 ムルト 

キハ 

Ge が nlei お ung が 對がが ■ 

Gegenmassregel お 化， おが 

Gehalt ...... 保 お 

Geheime Staatspolizei 苗 お 巧 

， 巧を 

gehoren M スル ( 權 利ガ） 

gelten 进巧 スル 

Gemeindebezirk TtJWJ 村 巧 

Gem ぉ nschaft 共 间函巧 

uenetimigung お进 

い eneralbevollmachtigte far die 

Reichsv が waltung 行政な を 

Generalbevollm お htigte fiir die 


Gesetzeatext 

Geietzesuragehung おぶ 法ゾ 

I 回避 

j Geset 加 ndri か eit お 法 巧 巧 

j Gesuch 申 諾 • 

I GetrJinke が 巧 巧 

! が wahrleisten 巧 保 スル 

i (ま トシ テ殺娩 おが 巧） 

j Gewaltrecht 巧な 宙 

1 Gewerbeauf お cht お mt げ 巧柔 

I 唐せ 巧 

i Gewerbeordnung を柔 がが 

j GeweiiDSzweig 產案部 巧 

•I Gewinn 利 巧 

Gewimibeteili が ng 利得な お 

; 制’ 

Gewohnheitsrecht 巧ち 法 


Wirtschaft …… 就 a を 

Genossenschaft 組合 

Gerechten Preis 近 正が 格 

Gerechtigkeit 巧 巧， ホ对 1 

Geach が te 打 

Geschafts 姐 mic じ e Handlung 
••• ホ 法 巧 巧 Q 

Gesch^iftsbetrieb 巧柔 

Gevrhkf む buch 替ま涛 

Gesch が t が沾 i か eit 巧 貧が 力 

Ge が h お tsordnu 打 g 服 怯 規則 

GeschMtsraum 事務を 

Ge だ h がれ stelle を 柔戶夕 

Geselle 巧 巧エ 

Gesellschaft 會れ， が 合 

Gesetz ( 法律 ) 又 ハ ( 法） 

Gesetzbuch 法 お 

Ges etzesrecht 巧 文法 


GUederung 分 皮， 技 煤 

Grosshan^ler 辄 ® (人ん 大巧 

(人） - • 

Grundschuldbrief : fcJfe ち 13?^ 

券 

Gruppe 址お rat 巧參審 を 

Outer …… がが 

gut が 加 big 寒を ブり I テ 

H 

Hal bf erti が 口 eu の ii3 牛 巧 品 

1 hanbelsablich 巧 巧 習 二 巧 ルモ 

i - ノ 

! Handlung 巧爲 

I Ha 打 dlun が fhhigke け 行 爲お力 

I (典 あを か， 巧贷 能力， すを 行爲が 

I . カヲ をム） 


Mehrarbeitzuachlag zu dem 
Lohn 想 B 巧 衡《 を 辆ザ金 一 
Meldung …… 通知 申 お 志 巧， W 巧 

Mengennachlass 數 It 巧價 

Mengenrabatte 數量巧 引 

Metallarmaturen を •巧々 お 

Metal お eld …… 巧貨 
M お te …… 巧 用 貧 巧 借 

Mietzins 借 貧， || 巧 

Attnisterat fur die Reichsvertei- 

di 併 ng 我を 面 巧 を 巧 

Ministerialrat (im Reichswirt- 

chaf tsministeri u ra ) 

巧) がを 

Mitteilang 通 お 

Nfunze 巧貨 

m us sen ス ペシ， 巧ス （之 二 巧 反 

スル 巧 a ハ 無 巧） 

N 

N が herbe …… が 做 ミ 度 人 

Nachforger 承 度 人 

Nachgiebiges Recht 巧を を 

Nachkomme 苗 巧 (Abkom- 

mling トレ 1 を） 

Nachkommling 巧 巧 

Nachla33 が 巧が を 

Nachl お sigkeit 进失 

Nachricht 进お 

(der) nach Sonderschriftie 打 be- 

rechne ぉ Preis お 巧 強 巧が 

Nach'iiarbe れ 夜閒 巧®! 

Nach じ eit …… 巧關巧 案時閒 

Naviiweis ぶ お • 

nanere Be 地 瓜 mungen が 削 


nationalaozialistische Aufgabe 凸 
…… 坦お事 案 

nebenrecht 從タ ル 巧が 

Nettvertrag がか 空 

Nichtberech むが er 無 度 利 者* 

Nichte 口 ecugung m der festge- 

getzten Fri が 湿度 

Nichtigkdt …… 無な （迫設 ヲおャ 

ズ） 

Nicht kennen miisse 打 (nicht- 

kennenmussen) か ラ ザル 。 

が 巧失ナ キコ ト, nicht ZU kennen 
brauchen... か ラ ザル ニが 巧失ナ 
キ •コ ト， nichtzwi 打 gendes Re (お t 
… •… 任餘 

Niederlassung を 住 

Notrecht 巧 念!！ 

Notstand …… 巧を が 態， 巧を， 勘 81 

Notwehr 正 巧 巧 巧 

1 Notwendige Kosten ぶ 巧， 

Notwenm が Verwenaungen 

ぶ 巧資 

Nummer (Nr) 何 班 

N な tzliche Kosten おを々 

Nlitzliche Verwendungen 巧 

を 

Nutzung が盈 

〇 

Obert) なな erme わ ter ホ 長 （巧 

巧） 

Oberkommando der Wehrmacht 
(OKW) …… 巧巧單 司を 部 

Oberfinanzpr お ident 上 城 巧ち 

長を 



Stadtrecht) が ブント 法 （巧 

Leh 打 占 cht) 

La 弓 tenaus が eich を 瓶 H を 

lebensfremd 生活が # 的 • 

i^bens ぶ emeinshaft 共同を 巧 

城な， 生命 共同 巧 

Lebens が t 利 法 （法律 ノ 巧護ブ 

要ス ぺキ ) 

Letienvi rtachaft 皮を jg 汽 

Leibesfrucht 抬兒 

Leistung …" おが 

Leistungsraachlag 柔 巧が 增 

Leiter des Arbeitsamts 巧 巧 


1 が 2twillige*Verfiigung 脚 9 

おか 

Linienverkehr 巧 利 的 交通 含 W 

Lohn( Belohnung) 巧 金， 觀拥 


konstruiert げ Preis 巧 巧價格 

K6rpe 口 chaft •••••" 曲 お （Verein 卜 
同 巧 G ミ m お Tide ヲおク 曲 お） 

Kdrpe 口 chaf わ rteu げ を 人 巧 

Korpora だ on 曲 お （Verein 卜 

同 巧 Gem お nde ヲおク Wifi) 
Kost …… を 得， 生計 
‘Kosten …… 資 巧， 巧 巧 

Ko3ftenerfa33ung お 巧巧搔 

Kostren-Preis …… 巧 用 M 格 
Kreis …… 巧 巧 ( 巧） 

Kreisau gschu リ 郡 參事か 

Kreishauptleu お クライ ス官長 

Kriegsbeitrag 巧 時 巧巧稱 

Kundgebung 表示， 表 日月 

kiindigen 吿知 スル 

Kundi£ung 准 か 

K む ndigim が ri が 吿 ^巧閒 

Kurtax 巧を 

Kurzarbeiter 澡巧 巧が が 

Kurzpausen パ咐止 


Ladenpreis 店辅 巧 が 

Land ラント 

Landesan が hdrigke れ 州 巧 

Ladeshau が matin ラン ト 長を 

Landesregierung •，••••ラン トれな 
府 

Landfarst 巧 お 

Landkreis 州戎 

Land rat クライ ス 長を 

(Preu ぉ en) 

Landrecht 1) ラン ト法 （巧 

Reichsrecht) 2) ラン ト法 （お 


Lohnklasse リ - 

Lohnung Lohn 。 同ジ 

Lohnzuschlage .#1^ 巧 象 

LukuHus .•• ルクルス 巧眾 ( 巧な 巧 巧） 


Mangel 瑕が 

Markelmeister 诗乳師 

Markenartike か re ミ 3 お 巧 的 ■巧 

お « が 

massgebend sein 通常 Ti を メラ 

ルべ キ 

materielles R が ht 本 # (巧 占 

が *) 

Mehrarbeit 超過 巧 お ( 巧 菜） 


•..こ 妾 一 


イ.夕*\?^ホぶ 马’.- 


lechtsgnindsab 法律上 ノ お 則 

ミ echt： 3 が t 法ぶ 

lechtshandlung 1 ) 法的 巧 食 

(9^， 獲 法 巧 島， 違法 巧貧ブ をム） 

2 巧 法を 巧爲 

ミ ech な mi ぉ brauch 法ノ担 用‘ 

走 echtsmittel 法的 お 巧手 段 

ミ ech な norm 法を 的規 巧， 法規 

(巧 香 法 ヲモを ム） 

ミ ech ゎ objekt 巧 利を 巧 

ミ echtsrege し •••••(が* ノ ） 法規 
ミ echtssatz. ••が， 法律上 ゾ 原則 

ミ echtasprechung 判 化 

定说 htsspruch $4^ 

[?echtS3ubjekt 灌がノ ま拉 、 

Rechtsubung 法 巧 巧 巧 

Rech な umgehung 悅&巧 島 

Rechtsverkehr をを 生活 

Rechtsverordnung 法規 命令 

Resperung 縣 行な 特 

Regierun が bezirk お 

Regierungsbezirksprasident 

巧 長官 

Re が erungspr お ident 巧な おを 

を 

R お ch ...... ライヒ， 坦 

艮 eichsanzei が r を 報 

R お chsarbeitsbla な 巧が! 官報 

Reichsbear が e 打 recht 官 法 

(R お ch 度おノ おち 二關 スル 法） 1 

Reichsburger 巧を な 民. 

Reich かむ rgei^brief 雨殖 公民 證 

Reichsbiirgerges け Z 巧を を 民 

を- 

Reichsieutscher 巧を 苗 人 

Reichsgesetz ライ とを が . 


R お chs が setzblatt 公 巧 

Reichskanzl げ ち 巧， 總巧 


Re た hskreditkassenm 扣 izen •• 

ライ ヒ信 巧を 庫が 

师 

Reichskreaitkassenschein 

ィ ヒ おがを 陳お 

..9 S 

Reichsleiter を 面 指導を 

-藥 


Reichslei れ ng 中央が 黨） 

I Reichsminister ライヒ （巧） 大 

ち 

Reichsminiter der Finanzen 

が務大 を 

Re わ hsn^h 巧 tand • • … ぶ略肿 

Reichsprotektor S お獲を • 

Reichsrecht 巧 巧 苗 法 

Reichsregierung ドイツ 曲が^ 

Reichsatatthalter Hft を， ブイ 

• ピ代を 

Iteich33teu げ 苗 我 

R お chstag 苗# (我 巧ノ 衆讓院 

■二 巧を ス） 

Re た hstreuhknder der Arbeit... 

•••苗 巧 衡を理 を 

Reichsvertei が gung お 痛® 巧 

! をな 

Reichtumsbesteuening を强 

稅 

Reichwirtschaf な gericht 中央 • 

巧 術 R 判 巧 

Rei 巧 baumwolle 好 生 お 11 

Rente ri?chuldbrief を 巧： tift も 

嫌 お 

Richtlinie 打 準 具け 

Rohproduktengewerbe お 巧 製 

1 ぉ巧ま 

I Rohproduktenhand が •"… 原料が 


0 

巧 

接 


Oberlandrat "… 上み お 導を 麻 

Oberp 村 sident フ ロ ゲイ ンツ長 

た 

Oberre が erun 扔 rat ミ お を 

Oberste 打 R が chsbeh な rdcn 敢 

• 巧を 巧 

oWentliche Ordmmg なノ 秩序 

Ordmi 雌… •••快 あ 法 (Gesetz), 規 
お， が 例 

Ordnun がが rafe 秩带 B1 

Ordnanj533trafverrfugung 秩 

を ぉぉ々 

Organ ミ 扮 む on der gewer’oUchen 
Wi けだ haft ...... 巧エ ちが 巧 お 

Ortlirhes Recht …… 端が 的 お 則 法 
OrtSijruppe it 巧 


Pflegepersonel 香 巧 人 

Praaident なが Landesarbeitsamts 
…… 巧 併 fe 長を 
Praxi ん ••••••料が 

Preisauszeicfanung が 格 亥 示 

Preisbildungs が elle 巧 おお 巧 

局 

Preis des がな chart! 併 nGeschSf れ 
1 同 g 巧 引« が 


Preiserhohung 扣が引 上 

Preisgabe 巧 棄 (一ぶ 的） 

Preiskalkulation 巧 格 巧を 

Preisschilder 巧が お 

- Preisspannen 巧が 差 

! Preisaberwachunsslelle 衍が 

* 需我局 


Ortsklasse ホな， 巧が 

OrtslohnstroffeL ••… 地 巧 巧 金 成 反 

〇 なさ recht 林ノ法 （巧 Stadts- 

recht, Kandrecht) 

P 


Preisverz お chnis 定 ffi お 

Prinzip absoluter Handelsspanne 
…… 紀 f 柄!* 格を ソ 原則 

Provinzialrat プロ ヴ イン ツ參 

事み 


Pacht ...... 谓巧 貧な 促 . 

む ragraph: § が 

Pa れ ei む h i gkeit 巧 葉 巧 能力 

partikul こ res Recht お 則 法 

Partikularrecht お 別を 

Pauschalbetrag おな 巧 

Personal recht 人的 巧 利 

1 〇 Pe 口 )n む ns こ and recht み 分 巧 

Pe。 ：menvereiTiifMnK flriiBB 

persjnlich；i Dienstbarkeit 

的 规《 — 

f Pe けろ nU 沈 keitsrecht 乂が满 

Pf and recht 巧 制 も.. 攸袖 

Pfieger …… がが を， 巧埋人 


R 

Rangordnung 辟 ホ 

Rag 巧 巧 お A 

Raumplaming 拐 •!: 計 3 E 

Realrecht 物的 術 聞 、 

Realsi:eu が 黃にぶ 

] Rcchenschaft …… 報吿 （事務が 了を 
I の瓶ぉ 報吿） - 

人 I Recht. 法， 權种 

! Rech わ， >efu 巧 lis 博: 能 

R が hf*s ， )u じ h 法が 蒂 

Recht もが genst and 巧 利 目が 

Recht が e9ch^ t をが 巧な 


Stuerstrafrecht 巧 巧を 沉璋 

Steuervergutung 巧 巧 

Steuerverkarzung 巧 巧ず 义 

Steu erzeichen 我 巧 

Stichtag-Preis ご… •お! E 巧 {■お 
Sticklohn "… が 敎 巧 録 
が lie Reserve …… す おを 巧 麻 を 

Strafantrag 刑ゾ 吿 8 

Straf ges が Z 巧 事を 

Strafprozess つ rdnung 元! 事訴を 

法 

StrafvoTschri れ en 巧 則 

Stuckelung …… が!! 《 則 

S 妨 ckverk 油 r zhiftSf 頁 

Stutpunkt .•一- 觸(*) 
Subjdctsteuer 立 巧 お 

T 

Tabellelohn …… まを 貧 巧 

Tageldhner 日 麻 人 

Tarifordnung 巧 ホ沒則 

Tit が und Teilnehm が 化 乂义 

みぁ 著 

Tatsache ホ 巧 

Tauschung 詐欺 

Termin 巧 日 

TTilgung …… ホみ， 巧 盛 巧が 

TTilgungaf onds 佈が 巧を 

Treuh む id が d が Arbeit 巧のを 

理を 

U 

Ubereinigung 巧ち WI 移!！ 

Ubereinkau れ 合を 


, Ubergabe … …弓慷 • . 

. Ubergang …… を换 巧 S 

Ubereinkommen 合を ■ 

liberexnsnmnung を 意 

Ubergangsbestimmongen ち B 

•: 巧 的規を 

Ubergangsvorachri む 运 巧的規 • 

を 

Uberieitungs-Verordnung 狂 

巧 命令 

Ubernachtungsgelder お 

お 

Ubernahme 弓 晒 L ま 任 •巧 巧 

Uber^ndenarbeit 


お， 超 架 
Ubertraffui 


Umsat 之.… 
Umsatzstei 


Lgung 

Ubertretung ミ赛罪 

liberweisung 々與 巧賴巧 

資上 

ateuer ぃ "•，上 巧 
unaufschiebbar 迅廷ヲ をサザ 

1 ル （巧 巧 スル コ トヲ 巧サず ル） 

I unentgeltliche Unterbnngung 

I …… 無 巧 宿お巧 
unfreiwilUg 白 G ノ 意思 二巧シ 

I —I 

U 凸 gebunde 打 er Preis 身 朗束债 

1 巧 

ungesaumt 法度 ナク 

Unkosten 巧々 

Untemehmenbeirat 么柔參 巧 

み 

untersuche 打 ホを, 審理 スル 

I U 打 iintertrochene Arbeit 巧な 

1 rm 

I unverzi な U 沈 活 巧ナク 
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ぉ 業 

Rohstoff 原 巧 

Rohstoffbasis 原料 ■ぶ 巧 • 

Ruhende Konten bzw. Anlage- 

und Ka がね Ikonten が 止 勘 

を 卽チ設 (i ホ ニ 巧 本 勘を 

Ruhepau が n 休憩 巧閒 

Runderiass 巧 章 

を undschreibe 打 网司 t 

S 

Sa ゎ.…^ 前段を 投 （巧 Absatz 中 

ノ） 

Sat 2 ung ちま （か* 法人 ノ） 

Schadensersatz 巧を •賠巧 

(die )Schaffenden 巧務 を 

schaumenden Traubenwei 凸 

ホ獲活 

Schichtwechsel 交替 制 

Schiffpfandrecht …… おお (責灌 

Schpellkont お锁 ft を 

Schreiben お 巧 

：>eemann3amter お 員 巧 

Selbsthilfe …… 自力 おが 

: >iedlungsverband 净 tfeM を 

3 ゅ pe 化 族 

Sofortige Beschwerde …卽 時お吿 
Sond が nachlass … お 即が價 (特 な） 
Sonderpreis …… 特別が 货 (おお） 
Son お rtreuhiinder der Arbeit". 
… 特別 巧衡 管理を 

Sonderzuwendung 特がホ 巧 

Spjit が hicht 邊 (巧) 寄 

Spei sewi rtschaf ten か を 店 

Sta が au39chu 巧 都市を.-* を 


Staatliche Aufgaben 巧 お 辜 巧 

Staatiiche Polizeiverwalter 

巧 巧 察 行を 長を 

S ね atsa 雌 ehdri が r 面 巧 著 

Staatsan が hdri か eitsgesetz 

巧 巧 法 

Staat3anwalt3chaft おホ 

StaatBburger 公 巧 

Staatsburgertum を Sfll 

却 aatsdienen …… ( 巧篆 ) を 巧 

S れ atsgeh か igkei は 苗 度證明 香 

S ね atsh 地 eit 巧 案な 灌 

Staatskommissar 坦お董 負 

Staatsminister ブロ イセ ンホ 

を 

Staatsmi nisterium 

Staatssekretar 寒 おおを • 

Staatsvolk 巧 巧 

Stadtkreis ホ 巧 

Stadtprasident 巧 長， ホ お’ 

Stadt = und Landkreisen 市が 

及 おな 


Stammgericht.... 

..おお it 

starrer Preis 

尚を なな 

arellu ngnahme.. • 

....ち 見 

Steuerabteilu 打 g . . 

..... 主按お 

Steuerberater 

..な 耗訓 

Stuergefahrdung, 

...... 租! 失 お 

Steue 巧 eheimnis. 

.…. 巧 巧を 巧 

Steuergutschei 打. • 

…. 租稱 倚用纖 

Steu が hehl お 巧 我 tt 物 化 

Steuerhinterziehung 巧 巧殖お 

Steuerkarte 租お 力ー ド 

Steuererklarung. . 

..… 租 巧申吿 

Steuerkurswert. . . 

..巧 积 巧牟值 み 

Steue 口 chuld 租乾ホ 券 


Volksdeu な cheiL 在外 巧 ホ 人 

Volksgenosae 巧た 資 . | 

Volkszugehorigkeit おも 巧 屬 

Voll^nacht …… 代理 甫 （法を 巧ち 二 | 
巧 凡 I 

Vorau33etzung が 件， ち i 雕 ■ 

Vo 巧 a 雌 法 巧 事 tt 

vorsatzlich かを 二 ! 

Vorschri れ (巧々 の ）規 を i 

Vorsland ...... 理 巧 R， 耽 席な 曲理! 

事 • 

Vo 巧ね ndsmitglied 巧 ま， 巧締 

巧 

Vorteil …… が这 j 

W 

I 

Wairunjjskonten 巧 巧を ； 

Warenver が nstigung 商品 二： 

W なが elder ぉ巧?81(^ I 

Wcrk …… か 巧 

Werkmeiater CtS 

Werk が が tl な me 化 媒 巧を i 

werktagliche Arbeitzeit 平ち I 

巧 断 閒 ！ 

Werkvertrag 巧を 巧ゎ 1 

Werkwohnung 巧: 巧 巧を 1 

Wiede か eschafiun が 一 Preis 

巧お连 巧が 

Wi<lermf e 打 ••激 巧 スル 

Widersonich 異話 

Willenserklarung な 思ぶ ボ 

Wi が erhilfe …… 冬期 救 巧ま莱 

Wochentag 平日 

Wochenendheirafahrten 巧 末 


换 V が* 械が 

^y^eMemotfaenceRedit 巧# NC 

Wohnort 居所 

Wohnraum …… 場 巧 （を 居 ュ供ス 

ル） 

Wohnsi わ 

Wohnung 住 巧 居 

Z 

Zahlung 術 巧， ま 巧 

Zahlungsbedingung 支 揉が 件 

Zahlun が fri が まが 巧 間 

Zahlungsrege!ung ま 揉 巧を 、 

Z お tbestimmung 巧 お 

Z おわ lau げ …… 期間 

Zeitraum 巧閒 

Zelle …… 沾腹 (黨） 

Ziffer ••••.. 巧 
Zins …… 倩 《， 度 巧 

の ふ e 打 釉 を 

Zinssatz おが 

Zioszahlong 巧 息， ミみ 

貧巧 ノぞ病 
Zufall …… 磯 

ZU kennen brauchen 知 ルブ得 

ベ ヵ • 9 シ 

Zurechnung 加 巧 

Zuleerant 

zurechnungsf 舶 gkeit 巧 任 お 

カ アル 

Zuschlag お JJ 曾 

Zu3tandigkeit ^Ortliche) (± 

地) 釣* . 

Zu が immung お 担： 

Zustellen 送を スル 
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Unwirks 二 mk お t 無み （巧 ■シ這 

巧ス レバ おれ） 、 

IMaubs 瓜 arken が お 券 、 

Urteil •…" 判み 

V 

Verabredung 中な セ， 談合， お 

約 - 

Verarbeitim 巧 1 茄 ne か エ貧鎮 

Vera む 巧‘: rung をな， を 巧 

Verbands )ra3 ミ dent 化合 長 


Verkundigung 申 曲， 吿 

通吿 通知 

verleihen 巧ス 

V が leih が …… 巧 用 巧 お 

Vermietunjr 巧 用 貧 巧 巧 

vermitteindes Recht 任を 法 

j vemichten 失 巧 スル， 巧が スル 

vemeinen 拒を スル， 異讓ヲ ぶ 

ペル 

Verordnung 命令， 令 

Verpachtung 牧を貧 巧 供 

Verrechnung 誤 巧， 份 5J£ 二人 レ 


Verbindung 的 含， 

verbleiben 巧 ル， 度み ノ 目的 卜 

貧 ル 

Verbrechen 化 歌 巧 巧; が定） 

Verdunklungsmassnahme 话 

Vei*ein …… れ曲 (民法)， 《巧 

Vereinigung がを 

V erf ahrenaordnui^ ず* 

Verfasmng …… をみ 其 ノ他ゾ を 

Verfugen 巧 分 スル 

Vergehen 犯 巧 - 

vergeltung 锻 巧, 巧 化, あが 

Vergl お ch …… 巧 供 巧 保 がな 

Vergins むか mg 特典 

Vergiitung 補仿， が 新 

verhandern 致 巧， を 狂 スル 

verhangen み スル, 度 スル 

Verkehr な 引， 夕 通， 社を 生 巧 

Verkehr：aan3chauung なが 逆 

を， tt 含 通を • 

Verkehraauffassung 巧 弓 比 义 

八 かを 上ノ 見解 

Verkeh な 3itte 巧 さ 比ノ 巧 脅. 


Versailler-Diktat ヴェル サイ 

3 駐な 

Veraicheru 巧 巧) rSmien … が换巧 

Veriorgun が basis 給 寒游巧 

1 Versuch 

t Vertrag 巧 巧 

I vertreten 代理 スル,# が 

Vcrtreter 代理人 

Vertreter (standiger) 常 巧 ft 

を (を) を 

Vertretungsmacht ftSE 灌 

Vertnebsaufwand 販巧 ♦用 

Verwahrung が吿 

Venvaltu 打が 打 行政 お 

Verwaltungsaufwand 

m 

Ver* でれ uri が rat を 巧を 員を 

* Verwaltungsvorsduift 巧な 巧 

則 

Verwa れ ungswe が 行政 乎 巧 

‘ Vervrandtschaft JfiL 族閒 係， 設 

於 助な A 

Verzicht 3(^ 






巧 〇 


Zweck-Gemeinschaft 目 的 化合 Zweigniederlassung …… ま 巧 

(im) Zweifel 疑シ キト キハ Zwischenmeiater 仲々 

Zweigbetrieb ま 巧 


理 


ぶ 


巧 









